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序

　本書は、公益財団法人山形県埋蔵文化財センターが発掘調査を実施した、羽黒神社西遺跡の

調査成果をまとめたものです。

　羽黒神社西遺跡は、山形県村山市に位置する河島山丘陵の東部にあります。村山市は、東西

に広く、東を奥羽山脈、西を出羽丘陵に囲まれ中央には最上川が北流しています。遺跡は、最

上川が蛇行する右岸のなだらかな山麗部に立地しており、縄文時代中期をはじめ、縄文時代早

期や晩期、平安時代の遺構・遺物を含む広大な遺跡です。　

　この度、東北中央自動車道（東根～尾花沢）事業に伴い、事前に工事予定地内に包蔵され

る、羽黒神社西遺跡の発掘調査を実施しました。調査では、縄文時代中期の大木 8b 式土器段

階の捨て場やフラスコ状土坑を掘削した際に一時的に残土置き場として使用されたと考えられ

る盛土状遺構、掘立柱建物跡、土器敷き石囲炉などの遺構が検出され、縄文土器、土偶、土笛

と考えられる袋状土製品、石鏃や石匙などの剥片石器、磨石や石皿などの礫石器など、整理箱

で 600 箱を超える遺物が出土しました。また、中期の遺構・遺物のほかには、縄文時代早期

の薄手無文土器や押型文土器、古代の墨書土器が埋設された土坑などが検出され、当時のこの

地域の様相を知る多大な成果を得ることができました。

　埋蔵文化財は、祖先が長い歴史の中で創造し、育んできた貴重な国民的財産といえます。こ

の祖先から伝えられた文化財を大切に保護するとともに、祖先のつくり上げた歴史を学び、子

孫へと伝えていくことが、私たちに課せられた重要な責務と考えます。その意味で本書が文化

財保護活動の普及啓発や、学術研究、教育活動などの一助となれば幸いです。

　最後になりますが、当遺跡を調査するに際し御支援、御協力いただいた関係者の皆様に心か

ら感謝申し上げます。　

　令和２年 3 月

	 公益財団法人　山形県埋蔵文化財センター

	 理事長　菅間　裕晃	



凡　　例

	1 	 本書は、東北中央自動車道（東根～尾花沢）建設に係る「羽黒神社西遺跡」の発掘調査報告書である。

	 	 本書の構成は、第一分冊「本文編」と第二分冊「写真図版編」からなる。

2 	 既刊の年報、速報会資料、調査説明会資料などの内容に優先し、本書をもって本報告とする。

3 	 調査は国土交通省東北地方整備局山形河川国道事務所の委託により、公益財団法人山形県埋蔵文化財センター

が実施した。

4 	 本書の執筆は、大場正善と吉田満と板橋龍が担当し、齋藤稔、黒坂雅人、荒木歩、伊藤邦弘、須賀井新人が監修した。

5 	 遺構図に付す座標値は、平面直角座標系第Ⅹ系（世界測地系）により、高さは海抜高で表す。方位は座標北を表す。

6 	 本書で使用した遺構・遺物の分類記号は下記のとおりである。

	 	 	 SB…掘立柱建物	 SD…溝跡	 SF…盛土状遺構	 SK…土坑	 SP…ピット

	 	 	 SL…焼土遺構・石囲炉	 SX…性格不明遺構	 RP…登録土器	 RQ…登録石器	 RW…炭化物

7 	 遺構・遺物実測図の縮尺・網点の用法は各図に示した。

8 	 遺物実測図の断面黒塗りは須恵器を表す。また、PEAKIT 画像の配置は左から内面・断面・外面の順に掲載した。

9 	 基本層序および遺構覆土の色調記載については、2008 年版農林水産省農林水産技術会議事務局監修の「新版標

準土色帖」によった。

10	 第 2 次発掘調査では、調査事務所、及び駐車場設置にあたり、矢萩一太郎氏の多大なるご協力により、氏所有

の土地一部を借用させていただいた。

11	 本書では、第一分冊の挿図・表の番号について、「第Ⅰ -1」、「表Ⅰ -1」とあるように、「章の番号 - 挿図・表の番号」

として表記した。

12	 第二分冊では、遺構や遺物の出土状況の写真を「遺構図版」とし、遺物の実測図、PEAKIT 画像、写真を「遺物

図版」として掲載した。第一分冊の文中の掲載番号については、実測図か PEAKIT 画像の番号のみを記載した。

写真のみの場合は、写真の掲載番号を記載した。

13	 発掘調査、整理作業および本書を作成するにあたり、下記の方々から御指導と御助言をいただいた。（敬称略）

	 安斎正人　　伊那市創造館　濱慎一

	 一般財団法人長野県文化振興事業団長野県埋蔵文化財センター　綿田弘実

	 北秋田市教育委員会　榎本剛治

	 公益財団法人岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター　	 栗谷川智司、服部英子、川又晋

	 公益財団法人福島県文化振興財団　中野幸大　　郡山市教育委員会　國分俊徹、日塔とも子

	 郡山女子短期大学　會田容弘　　蔵王町教育委員会　鈴木雅　　七ヶ浜町歴史資料館　田村正樹

	 仙台市教育委員会　木村浩二　　千葉大学　阿部昭典、岡本東三　　東北学院大学　佐川正敏

	 東北大学　鹿又喜隆、菅野友則　　東北大学総合学術博物館　佐々木理、藤澤敦

	 東北歴史博物館　相原淳一　　福島県文化センター白河館　阿部知己

	 明治大学　阿部芳郎、本田貴之、増田隆之介　　盛岡市教育委員会　室野秀文

	 山形県立うきたむ風土記の丘考古資料館　渋谷孝雄

	 立正大学　下岡順直



14	 本書の執筆分担は、以下のとおりである。

	 第Ⅰ章	 	 　　　　大場正善

	 第Ⅱ章	 	 　　　　大場正善

	 第Ⅲ章	 第１・2 節　　　大場正善

	 第Ⅲ章	 第 3 節	 　　　　大場正善　吉田満　板橋龍

	 第Ⅳ章	 第１～ 11 節　　株式会社パレオ・ラボ

	 第Ⅳ章　第 12 節　　　　元興寺文化財研究所

	 第Ⅳ章	 第 13 ～ 15 節　 株式会社パリノ・サーベイ

	 第Ⅳ章　第 16 節　　　　鹿又喜隆（東北大学）

	 第Ⅳ章　第 17 節　　　　本多貴之　増田隆之介　阿部芳郎（明治大学）

	 第Ⅳ章　第 18 節　　　　下岡順直（立正大学）

	 第Ⅳ章　第 19 節　　　　佐々木理（東北大学総合学術博物館）

	 第Ⅴ章	 	 　　　　大場正善　吉田満

	 付編 1	 	 　　　　阿部昭典（千葉大学）

	 付編 2	 	 　　　　佐川正敏（東北学院大学）

	 	 	 		



調 査 要 項

遺跡名	 羽
はぐろじんじゃにし

黒神社西遺跡	

遺跡番号	 208-159

所在地	 山形県村山市大字名取字清
し ず
水

調査委託者	 国土交通省東北地方整備局山形河川国道事務所

調査受託者	 公益財団法人山形県埋蔵文化財センター

受託期間	 平成 26 年 4 月 1 日～平成 27 年 3 月 31 日

	 平成 27 年４月９日～平成 28 年３月 31 日

	 平成 28 年４月１日～平成 29 年３月 31 日

	 平成 29 年４月１日～平成 30 年３月 31 日

	 平成 30 年４月１日～平成 31 年３月 31 日

	 平成 31 年４月１日～令和 2 年３月 31 日

現地調査	 平成 26 年 5 月 19 日～ 11 月 18 日

　　　　　　　平成 27 年 5 月 25 日～ 11 月 20 日

調査担当者	 平成 26 年度	 調査課長	 斉藤敏行

	 	 調査課長補佐	 須賀井新人

	 	 調査研究員	 大場正善（調査主任）

	 	 調査研究員	 長谷部寛

	 	 調査員	 阿部明彦

	 平成 27 年度	 調査課長	 斉藤敏行

	 	 調査課長補佐	 須賀井新人

	 	 主任調査研究員	 大場正善（調査主任）

	 	 主任調査研究員	 菊池玄輝

	 	 調査研究員	 渡辺和行

	 平成 28 年度	 業務課長	 伊藤邦弘

	 	 業務課長補佐	 須賀井新人

	 	 主任調査研究員	 大場正善（調査主任）

	 	 調査員	 色摩優吾

	 平成 29 年度	 業務課長	 伊藤邦弘

	 	 業務課長補佐	 須賀井新人

	 	 主任調査研究員	 大場正善（調査主任）

	 	 調査員	 木村恵理

	 平成 30 年度	 業務課長	 伊藤邦弘

	 	 業務課長補佐	 須賀井新人

	 	 主任調査研究員	 大場正善（調査主任）

	 	 調査員	 荒川成美

	 令和元年度	 業務課長	 伊藤邦弘



	 	 業務課長補佐	 須賀井新人

	 	 主任調査研究員	 大場正善（調査主任）

	 	 調査員	 吉田満

	 	 調査員	 板橋龍

調査指導	 山形県教育庁文化財・生涯学習課

調査協力	 村山市教育委員会

	 村山市農業委員会

	 山形県教育庁村山教育事務所

	 矢萩一太郎

業務委託	 基準点測量業務	 株式会社三和技術コンサルタント（平成 26 年度）

	 遺構測量図化業務	 株式会社成和技術（平成 26・27 年度）

	 理化学分析業務	 株式会社パレオ・ラボ（平成 26・27 年度）

	 	 	 	 東北大学（平成 29 年度）

	 	 	 	 パリノ・サーヴェイ株式会社（平成 29・30 年度）

	 	 	 	 明治大学（平成 30 年度）

	 	 	 	 立正大学（令和元年度）

	 遺物実測図化業務	 株式会社ラング（平成 29 ～令和元年度）

	 	 	 	 創和システム株式会社（平成 30・令和元年度）

	 遺物保存処理業務	 株式会社上田墨縄堂（平成 30 年度）

発掘作業員　　穐葉敏一　　芦野美雪　　阿部博幸　　阿部保子　石川政子　海老名昭夫　海老名則子

	 大沼徹　　　奥山美幸　　奥山洋子　　尾崎茂樹　押切康　　梶熊浩一　　工藤勝美

	 工藤美智子　小関成一　　後藤光夫　　今野博子　今野弘　　斉藤敦子　　佐々木幸治

	 笹崎梨奈　　笹原登　　　柴田徹　　　髙橋浩二　髙橋豊光　竹井均　　　星川正和

	 堀澄雄　　　松田文男　　松本栄　　　元木實　　森芳子　　結城孝子　　（五十音順）

整理作業員　　飛鳥井史絵　荒木恵理子　伊藤さくら　伊藤瑞　　井上眞理　大城麻衣　　太田清治郎

	 大野英子　　奥山貴也　　小川幸子　　鏡幹彦　　鏡幸枝　　加藤志佳　　木村由紀子

	 黒坂孝一　　後藤幸子　　小林美喜　　今野幸一　齋藤栄子　齋藤勝利　　三部義明

	 田中くみ子　田村明美　　玉木良子　　土屋真一　中村史子　永岡陽一　　林真世

	 星川麗子　　巻周子　　　森谷和弘　　吉田由美　渡辺智美　　　　　　　（五十音順）
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Ⅰ　調査の経緯
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Ⅰ　調査の経緯

1　調査に至る経緯
東北中央自動車道は、福島県相馬市を起点とし、山形

県内陸部を経由して秋田県横手市に至る総延長 268 ㎞

の高規格幹線道路（高速自動車国道）である。福島・山

形・秋田の３県の主要都市を結ぶと共に、常磐自動車道、

東北自動車道、山形自動車道、秋田自動車道と接続する

ことから、山形県内陸部と北東北・南東北の地域相互の

高速道路網を形成し、災害や事故発生時といった緊急時

における代替・迂回等のネットワーク機能の強化を担う

目的から整備が進められている。

昭和 62 年、国土開発幹線自動車道の一路線として構

想された後、区間毎に基本計画から整備計画の決定を受

けて着工されてきた。この間、当該遺跡に係る東根～尾

花沢間は、平成３年に基本計画の告示、平成８年に整備

計画への格上げを経て事業着手されている。平成 18 年

には遺跡に係る東根～尾花沢間と福島～米沢北の区間は

従来の有料道路方式から、高速道路株式会社による整備

の補完措置として、国と都道府県が建設・管理費用を分

担して行う新直轄方式に改められた。この区間は一般国

道と同様に国土交通省東北地方整備局が建設・管理し、

完成後は無料となるため、整備効果を上げやすいメリッ

トがある。一方で、事業化の見通しすら立たない区間も

存在したが、平成 23 年の東日本大震災をきっかけにし

て、東北地方の復興の重要性に加えて、太平洋側か日本

海側の一方が被災した際の代替道路網の重要性が改めて

認識され、長らく基本計画のまま事業化の目途が立って

いなかった区間を含め、全区間が整備されるに至った。

同自動車道は現在のところ、東北自動車道に接続す

る福島 JCT から東根北 IC まで開通しており、東北横断

自動車道酒田線（山形自動車道）とのネットワーク形成

によって、南東北３県の県庁所在地が高速道路網で結ば

れることになった。東北中央道は、山形県内において尾

花沢 IC ～新庄北 IC 間（尾花沢新庄道路、新庄北道路）、

及び金山北 IC ～及位 IC 間（主寝坂道路）が、国道 13

号に並行する一般国道自動車専用道路として供用されて

いる。一定の採算性が見込まれる米沢北 IC ～東根 IC 間

は、有料区間となることから東日本高速道路株式会社が、

その他の無料区間は国土交通省が道路管理者である。

山形県教育委員会では、今回の事業区間である東根～

尾花沢間の計画路線に係る遺跡詳細分布調査を平成 11

年より実施してきた。当時の事業主体は日本道路公団で

あった。周知の遺跡や可能性地に対しては、その規模や

遺存状況等を把握するための試掘調査を実施し、発掘調

査の要否が判断される。

羽黒神社西遺跡は、周囲の地形等から遺跡可能性地と

して把握されており、事業の進捗に伴って実施された平

成 25 年の試掘調査により、遺構・遺物の存在から縄文

時代の集落跡として新規登録された遺跡である。これに

より土木工事等を実施する際は、保存のための協議及び

文化財保護法に基づく手続きが必要とされた。遺跡は尾

根筋を利用した丘陵部に立地し、遺跡範囲と目される約

6,000 ㎡のうち、西側過半の約 4,300 ㎡が事業用地に

該当した。遺跡登録の通知を受けた事業主体の国土交通

省山形河川国道事務所では、遺跡の取り扱いについて県

教育委員会と協議を行い、着工前に記録保存のための発

掘調査を平成26年度に実施することで調整が図られた。

国土交通省山形河川国道事務所から発掘調査の委託

を受けた当センターでは、調査に係る経費積算書を作成・

提出した後、平成 26 年４月１日付けで「埋蔵文化財発

掘調査業務委託契約」を締結した。また、文化財保護法

第 92 条に基づく「埋蔵文化財発掘調査の届出」の提出

などの事前準備を整えた。発掘調査開始前には事業者を

はじめ村山市教育委員会等の関係機関と、調査期間や方

法等の実施計画と現状での課題や問題点等について打ち

合わせを行っている。

２   発掘調査の方法と経過
発掘調査の方法は、事業用地の確認、調査区の設定、

重機による表土除去、遺物包含層の掘り下げ、遺構検出

のための面整理と進め、遺構プランの検出後に平面図作

成・遺構登録などの過程を踏んだ。
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遺跡範囲内に設定したグリッドの方角は、平面直角

座標系第Ⅹ系（世界測地系）に基づいている。山形県全

域を囲むように南北をＸ軸・東西をＹ軸とし、１グリッ

ドあたり 40 ㎞四方の大グリッドを設定した。大グリッ

ド１つを南から北及び西から東へ 00 ～ 99 と 400 ｍ四

方の中グリッドに、さらに中グリッド１つを４ｍ四方の

小グリッドに分割した。グリッドの表記は、大グリッド

南北・東西、中グリッド南北・東西、小グリッド南北・

東西の順に AA0000-0000 の 10 桁のアルファベットと

数字で示される。グリッドの帰属は南西隅を基準とし、

平面直角座標系第Ⅹ系：Ｘ＝－ 260000.000、Ｙ＝－

120000.000 である。なお、本報告書では大中グリッド

の表記を省略し、小グリッドの数字のみで表記している。

座標値と番号を登録した遺構は、順次半截等の掘り下げ

を実施して断面精査を行い、実測図作成等の諸記録を経

た後に完掘していった。

調査の進捗により、東側に盛土された区域が確認さ

れ、下層にも遺物包含層の存在が判明したことや、遺構

の分布がさらに遺跡範囲外へ広がることが予測された。

また、出土遺物が予定箱数の倍以上に達したこともあり、

当初計画では 10 月末までの調査期間であったが、８月

末時点において期間内での終了が困難と判断した。県教

育委員会へ現状を報告し、現地確認後の９月中旬に事業

者の国交省に対し協議の申し入れが行われた。10 月に

入り、調査期間の延長及び調査の一部を次年度へ繰り越

すことについて協議し、了解が得られた。なお、11 月

には県教育委員会で遺跡範囲の修正がなされ、次年度調

査において取り扱うことになった。

以下に２か年にたわった発掘調査の概要と経過を、年

次ごとに記す。

A　第１次調査

調査面積 4,300 ㎡を対象に、調査員３名と作業員１

日平均 30 名体制で、平成 26 年５月 19 日から 10 月

31 日までの調査期間を計画した。現地の地目は杉林で

あり、表土除去後は地山を壊さないよう約 100 本の切

株を手作業で撤去していった。調査区は中央部に南北方

向のベルトを設定して掘り下げ、中央部東西方向には尾

根筋が通ることから、これらを境にして便宜上４区画（１

区～４区）に分割して調査に当たった。

グリッド杭打設を業務委託して実施し、遺物包含層や

部分的に広がる盛土層を掘り下げながら遺構検出に努め

た。遺跡の主要時期は縄文時代中期であったが、７月下

旬に調査区北側より早期の土器と土色変化を確認したこ

とから、調査（遺跡）範囲を越えて遺構・遺物の広がり

があると考えられた。９月中旬より検出遺構の精査を１

区から手がけ、土層断面図作成・写真撮影の諸記録を行っ

た。前述したとおり、作業量及び出土遺物量の多さか

ら期間延長を含めても当該年度での終了は困難なため、

10 月 20 日に県教委・国交省と対応を協議した。その

結果、降雪を考慮して延長期間を 11 月 18 日までとし、

西半域の１区・２区の調査は完了させることで合意した。

　１区・２区で尾根筋上に構築されたフラスコ状土坑を

主として、検出遺構の精査を精力的に進め、11 月８日

に調査説明会を開催した。説明会には、約 100 名の見

学者が訪れた。空撮による遺構測量を 12 日に実施して、

完掘後の遺構平面図作成を行った。遺物一括出土の土坑

等に関しては、手取りにより 1/20 スケールで個別に図

化した。なお、調査の各段階では写真撮影を多用し、一

連の調査工程を辿れるように配慮した。

空撮の終了を待って１区・２区の遺構の埋め戻しを行

い、検出面において凹凸のないフラットな状況に復した。

また、重機により排出土を整形して、崩壊や流失を防ぐ

対策を施した。

B　第２次調査

現地調査は、平成 27 年５月 25 日から 11 月６日ま

での予定で実施した。調査対象は前年度の第１次調査か

ら繰り越した３区・４区と、遺構や遺物の分布状況から

遺跡範囲の修正を受けて南と北に拡張した約 700 ㎡の

区域（５区・６区）である。

５区・６区の表土除去後、遺物包含層を掘り下げな

がら遺構検出を進めた。この範囲の調査を先行させ、６

月中旬より北側拡張区の６区で検出した遺構の半截に着

手し、土層断面作図等の諸記録後に順次完掘していっ

た。８月初旬からは５区の検出遺構について、盆明け以

降は３区・４区の遺構精査を並行した。尾根筋上には１

区・２区同様にフラスコ状土坑が分布し、遺存状態が良

いため慎重に精査した。３区の東側では検出面を一部掘

り下げて、再度遺構の検出を行った。遺構数が多く出土
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遺物の記録にも時間を要したうえ、９月上旬は天候不順

で現場作業の相次ぐ休止を余儀なくされ、調査の遅れが

目立ってきた。これを踏まえ、９月中旬に事業者側と調

査期間の延長について協議し、終了日を２週間延ばして

11 月 20 日とすること、及び 10 月から調査員１名を増

員して対処することで調整を図った。

10 月 10 日には、調査説明会を開催し、約 50 名の見

学者が訪れた。その後は、遺構や盛土層の完掘と図面

等の記録作業に注力した。終盤の 11 月６日に空撮を実

施し、20 日に調査を終了した。埋め戻しは昨年度同様、

遺構の掘り下げ部分のみの予定であったが、国交省の要

請により調査区全面について原状までの埋め戻し依頼を

受け、30 日に事業者への現地引渡しを経て現地調査を

完了した。

３　整理作業の方法と経過
作業工程

２か年に及んだ発掘調査の結果、縄文時代中期の土

器や石器を主としてコンテナ 608 箱の遺物が出土した。

図面や写真整理を含め、報告書作成のための資料整理に

は平成 26・27 年の調査年度を含めて計６か年を要した。

出土遺物の整理過程は、洗浄→注記→分類→接合・復元

→抽出→実測→トレース→写真撮影→版組・編集→収納

の順に行った。

平成 26 年度は 11 月の発掘調査終了後に出土した遺

物の洗浄及び注記、並行して図面や写真等記録類の整理

を実施した。図面は通し番号を付加した上で図面台帳を

作成し、遺構ごとに平面図と土層断面図の補正を行った

後、一部をトレースして遺構図版の版下とした。写真フィ

ルムはアルバム収納、デジタル撮影データは図面同様に

台帳を作成して整理した。

平成 27 年度からは通年で整理作業を実施した。４月

より前年度出土遺物の洗浄を継続し、５月からは並行し

て注記を開始した。10 月末に注記が完了したのに続き、

土器片の個体別分類作業に入った。当該年度の第２次調

査の終了を受けて、12 月からは遺構図ほかの記録整理

を並行させ、下旬より今年度出土遺物の洗浄に取り掛

かった。１月からは注記も同時に進め、年度内に洗浄で

全体量の約 2/3、注記は約 1/4 を終了し、残りはそれ

ぞれ次年度へ引き継いだ。

現地調査の終了を受けた翌平成 28 年度は、第２次調

査出土遺物の洗浄と注記を継続し、並行してフラスコ状

土坑覆土の水洗作業、石器の分類と接合を実施した。土

器の接合・復元は、１区・２区→５区→４区の順で６

月下旬より進めた。２点出土した袋状土製品について、

11 月中旬に東北大学総合学術博物館にて X 線 CT 解析

を行っている。また、放射性炭素年代測定をはじめ、黒

耀石や琥珀の産地同定といった理化学分析を外部へ委託

した。接合を終えた石器類について報告書掲載資料を抽

出し、次年度の実測図化に備えた。

続く平成 29 年度は土器の接合作業と並行して、石器

の写真撮影を開始した。また、縄文中期以外（早・前・後・

晩期）の土器小片の断面実測を行い、終了後には土偶と

土製品の実測及びトレースに移った。10 月からは３区

出土土器の接合に取り掛かり、11 月に入って土器の三

次元形状解析画像作成用の写真を撮影した。当該年度は

石器の実測図作成をはじめとした遺物実測図化と、前年

度に引き続き樹種同定や塗膜分析に係る理化学分析を、

委託業務として外部へ発注している。

翌平成 30 年度は３区と４区の土器接合を継続して行

い、４区接合土器は５月下旬より、３区は８月中旬より

復元に着手した。６月からは遺構図の編集を、また７月

からは遺物写真の編集を開始し、報告書の頁レイアウト

を作成していった。当該年度の委託業務としては、石器

類の実測図作成と土器の三次元形状解析画像作成を実施

した他、土器に付着した炭化物を対象とした成分分析な

どを行った。また、フラスコ状土坑から出土した２点の

琥珀玉について、強度対策と劣化防止のために保存処理

を施した。

最終年度の平成 31（令和元）年度は、復元した深鉢

形土器の断面及び土製品・石製品の実測とトレース、並

行して遺物の写真撮影を実施した。また、報告書に掲載

する遺構の版組みを行い、遺物と共に順次編集して報告

書の頁単位で図版及び写真図版を作成していった。これ

ら諸作業と並行して 11 月より本文執筆に着手し、遺物

の集合写真撮影を経て１月の入稿までに至った。なお、

当該年度の委託業務としては礫石器類の実測図作成と、

土器 PEAKIT 画像作成を実施した。報告書の原稿入稿後

は、写真・図面等の諸記録類を調査年次及び地区毎にま

とめ、出土遺物は報告書掲載と未掲載に区分して収納し
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フラスコ状土坑の覆土の水洗別作業

遺物実測作業 遺物の写真撮影

PEAKIT 画像作成用の写真撮影 デジタルトレース、及び図版編集作業

遺物接合・復元作業

第Ⅰ -2 図　整理作業状況
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た。報告書掲載遺物については後の検索・活用を考慮し、

図版番号を追加して注記している。

遺物洗浄

土器の洗浄は表面の痕跡を残すことを優先し、ブラ

シを使用しない洗浄方法で実施した（武田 2003、金田

2008）。土器表面に土壌が残存しているため、遺物観察

表に記載した遺物の色調や、遺物写真に影響を与えてい

る可能性がある。

注　記

遺跡名称として第 1 次調査出土遺物は「ハグロ 1 次」、

第 2 次調査出土遺物は「ハグロ 2 次」とそれぞれ記し、

区名、層位、グリッド、遺構名、登録遺物番号等を記し

た。注記には白のポスターカラー、及びインクジェット

タイプの遺物注記システムを使用した。ポスターカラー

による注記は、注記後に消失防止のためラッカーを塗布

した。

接　合

遺物包含層出土遺物、特に土器資料は、対象とするグ

リッド内、及びその周囲の グリッドの範囲で、その範

囲を重複させながら対象グリッドを移動し、接合する遺

物を探した。遺構内出土遺物は、その遺構が所属するグ

リッド出土遺物、及び出土遺物全体で肉眼観察による同

一個体と思われる資料を探索し、合わせて接合作業を行

なった。石器資料については、出土した石器資料全点に

対して肉眼観察による母岩別分類を行い、同一母岩とし

た資料内で接合を行った。

実　測

土器、及び土偶・土製品については、作業実施とそ

の時間と経費面での効率化、及び従来の手実測や拓本に

比べてより客観的で正確な資料提示の仕方を考慮し、株

式会社ラングに委託し、考古資料の三次元データから

画像処理によってその形状特徴を抽出する “PEAKIT 画

像” の作成を行った。作業としては、立位する土器、及

び一部の破片資料は、センター内で 16 方位からコンパ

クトデジタルカメラ（SONY 製 RX100M3）で多量の写

真を撮影し、それらの写真をインターネット経由でラン

グへ送信。送信後、ラング社内において PEAKIT 画像の

生成を行った。また、破片資料の多くは、ラングへ輸送

し、社内の専用レーザースキャナーでスキャンした上で

PEAKIT 画像の生成を行った。生成された PEAKIT 画像

は、センター担当者による校正を経て、DVD に保存し、

紙焼きしたものを含めて成果品としてセンターに納品さ

れた。

また、土偶・土製品の一部については、X 線 CT スキャ

ンにより生成された 3D 画像と、内部断面画像を用いて

資料化した。

剥片石器については、代表的な器種について図化を

行った。図化した資料と同様の器種、及び剥片や石核類、

接合資料については、写真でのみ資料提示を行った。

磨製石斧と石製品については、全点の図化を行った。

礫石器については、代表的な資料のみ図化を行った。

資料比較検討

2015 年 2 月 24 日～ 27 日、大木 8b 式土器段階の石

器組成、および製作技術の比較検討を行うことを目的に、

宮城県仙台市上野遺跡第 6・7 次調査資料の見学に仙台

市教育委員会、岩手県盛岡市大舘町平遺跡平成 6・7 年

度調査資料の見学に盛岡市遺跡の学び館、同市上米内遺

跡出土資料の見学に岩手県文化振興事業団埋蔵文化財セ

ンターへ赴き、資料閲覧、及び写真撮影を行った。

2016 年 2 月 24 日、大木式土器の基準資料で宮城県

七ヶ浜町大木囲貝塚出土土器と本遺跡から出土した土

器を比較検討し土器の年代観を確認することを目的に、

七ヶ浜町歴史資料館へ赴き、資料閲覧、及び写真撮影を

行った。同年 3 月 2 日～ 4 日、岩手県軽米町馬場野Ⅱ

遺跡と大日向Ⅱ遺跡出土早期土器資料との比較検討を目

的に、岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センターへ赴き、

資料閲覧、及び写真撮影を行った。同年 11 月 29 日～

13 月 2 日、縄文時代中期土器資料の比較検討を目的に、

福島県楢葉町馬場前遺跡第 2・3 次調査資料の見学に福

島県文化財センターまほろん、郡山市妙音寺遺跡の見学

に郡山市湖南公民館へ赴き、資料閲覧、及び写真撮影を

行った。

2017 年 2 月 15 日～ 17 日、縄文時代中期石器資料

の比較検討を目的に、岩手県軽米町中野遺跡出土資料の

見学に岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センターへ赴

き、資料閲覧、及び写真撮影を行った。

2018 年 2 月 21 日～ 22 日、羽黒神社西遺跡出土漆

関連資料の資料比較検討を目的に、秋田県北秋田市漆下

遺跡資料の見学に北秋田市教育委員会遺物収蔵庫へ赴

き、資料閲覧、及び写真撮影を行った。同年 2 月 26 日、
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本遺跡出土の縄文時代早期土器資料比較検討を目的に、

宮城県蔵王町松田遺跡出土資料の見学に東北歴史博物館

へ赴き、資料閲覧、及び写真撮影を行った。同年 10 月

27 日～ 11 月 2 日、本遺跡出土の「唐草文系土器」と

みられた資料の比較検討、新潟県十日町市博物館、長岡

市立科学博物館、同市馬高縄文館、長野県伊那市創造館、

長野県立歴史館、長野県埋蔵文化財センターへ赴き、資

料閲覧、及び写真撮影を行った。また、長野県埋蔵文化

財センターでは、綿田弘美氏より唐草文土器についてご

教示をいただいた。同年 11 月 18 日、本遺跡出土の 2

点の袋状土製品について、X 線 CT 画像解析を行い、博

物館所蔵の CT 画像等と比較し、当該資料の製作技術に

ついて検討を行った。

2019 年 9 月 27 日、縄文時代中期彩漆土器の資料比

較検討を目的に、福島県伊達市川俣町前田遺跡の発掘現

場、及び福島県埋文山下分庁舎へ赴き、遺跡見学、及び

資料閲覧、写真撮影を行った。

調査指導

2019 年 7 月 26 日、阿部昭典氏（千葉大学文学部）

より大木 8b 式土器の型式についてご教示をいただき、

付編 1 にご寄稿いただいた。

また、1・2 次調査に本遺跡で学生の考古学実習を行っ

た佐川正敏氏（東北学院大学）より、調査、及び資料整

理についてご教示をいただき、付編 2 にご寄稿いただ

いた。

なお、安斎正人氏（元東北芸術工科大学教授）より大

木 8b 式土器文化圏について、岡本東三氏（千葉大学名

誉教授）より押型文土器（日計式）について、佐々木理

氏（東北大学総合学術博物館）より土製品の X 線 CT ス

キャンについて、鹿又喜隆氏（東北大学）よりヘラ形石

器の使用とその痕跡について、相原淳一氏（東北歴史博

物館）より早期土器資料についてご教示をいただいた。

引用参考文献
金田明大　2008　「ブラシを使用しない洗浄法の実践」『埋蔵文化財ニュース 132 遺跡調査技術集成　基礎作業編 I　台帳の利活用法と土器の洗浄法』　

5-7 頁　独立行政法人国立文化財機構奈良文化財研究所埋蔵文化財センター
武田和宏　2003　「ブラシを使用しない洗浄方法について― 土器に残された情報を失わないために」『第 1 回東北文字資料研究会資料』　132-134 頁　

東北文字資料研究会
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1　立 地 と 環 境
羽黒神社西遺跡が所在する村山市は、山形県の中央部

北東側に位置し、西部には葉山・大高根山などの火山や

新第三系からなる山地が広がり、東方には奥羽山脈の一

画をなす山地がある。村山市域は広域的には「尾花沢盆

地」に属する。盆地東部は丹生川に沿う段丘・低地から

なり、一方の西部は最上川に沿う段丘・低地によって形

成される。最上川沿いには低地が広がるが、盆地内は台

地や段丘が特に発達しており、地形区分上の構成比は県

全体の８％に対し、本地域では 17％にもなる。

気候は寒暖の差が大きい盆地性内陸型であり、年間降

水量はやや少ないが冬期には降雪量が多い。市街地でも

積雪量が１ｍに達する年もあり、大陸からの季節風の影

響で多量の積雪と寒気をもたらされるが、豪雪地帯であ

るものの日照時間は比較的長い。

気候との関係で冷温帯性植物が植生の多くを占め、圧

雪に耐える柔軟性を備えた低木性のものが多い。草木類

においては、暖地系のものが寒さに耐えられるように分

化したことや、寒地系のものが南下したと考えられてい

る。近年は地球温暖化現象などの影響で生育環境の悪化

が進み、絶滅が心配されている植物もある。山形県の平

野部には自然池沼がほとんどないため、水草類にとって

“ため池” は重要な生育環境であるが、村山市は水草類

が生育するため池が多いことで知られる。そのひとつ大

倉ため池には、県内でただ一か所の現存地となったデン

ジソウが生育している。かつては南陽市の白竜湖周辺を

はじめ、県内各地の湿田などで見られたが、水田雑草と

して除草され、乾田化や土地造成が進められてきた結果、

激減してしまった。また、大谷地沼は県内で最大の水草

類の産地であり、ジュンサイ沼として親しまれている。

尾花沢盆地の中央部を南から北へ向かって流れる最

上川は、当該地域を東半と西半に二分する。東半部は奥

羽山系に源を発する幾つかの河川が西流するのに対し、

西半部の諸河川は東南方または北方へ流下して最上川へ

合流している。当該地域は最上川をはじめとした各河川

からなる台地・段丘を中心にして平坦地が広がっており、

農地としての利用が極めて高い。中でも桑園としての利

用が顕著である他、畑作も活発に行われており、スイカ

やトマトが特産物となっている。

羽黒神社西遺跡は、村山市役所より北西へ約 3.7 ㎞を

測る丘陵上に所在し、標高は 130 ～ 139 ｍを測る。当

遺跡が立地する地形は「河島山丘陵」と呼ばれ、なだら

かな波浪状の起伏を有しており、南方の山形盆地とを隔

てる境界に当たっている。表層の地質は第三紀に形成さ

れた火山性岩石であり、凝灰質砂岩などからなる。遺跡

周辺の地目は林地であり、土壌は淡色黒ボク土壌が分布

している。杉の人工造林に利用され、深くまで土壌化が

進んでいる場所では生育も比較的良好であるが、下層の

土壌化が遅れている場所では樹高成長が劣るため、コナ

ラなどの落葉広葉樹林になっている場合が多い。

2　周 辺 の 遺 跡
村山市では、150 ヶ所を超える遺跡の存在が知られ

ている。特に縄文時代の遺跡が多く見られ、最上川左岸

と富並川左岸の段丘上や大高根南麓の山裾部など、市域

の西側に集中して分布する。一方、古代から中世の遺跡

は平野部に所在する傾向にある。以下に当遺跡周辺の遺

跡について、時代ごとに概観する。

旧石器時代　旧石器時代の遺跡では、すぐ南に隣接する

清水西遺跡（71）が挙げられる。当遺跡同様、東北中

央自動車道建設を原因として平成 24 年度に発掘調査が

行なわれ、台形石器を伴う平坦打面で剥離された厚手

石刃を素材にしたナイフ形石器や短形剥片を素材にし

た台形石器の石器群などが発見されている（山形埋文

2015b）。

河島山遺跡（125）は、最上川右岸に張り出した出羽

丘陵の突端に位置する河島山の南斜面に立地する遺跡

で、杉久保型ナイフ形石器・彫刻刀形石器・エンドスク

レイパー・石刃などの石器群が出土している（村山市史

1981）。河島山には旧石器時代をはじめ、縄文時代から

古墳時代及び中世に帰属する遺跡群が確認されており、

Ⅱ　遺跡の位置と環境
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第Ⅱ -1 図　地形分類図

※本図は『土地分類基本調査　楯岡』（山形県企画調整部土地対策課　1982）、同じく『尾花沢』・『月山』・『左沢』の「地形分類図」を合成し、
　加筆したものである。遺跡位置は、主に『村山市史別巻 1　原始・古代編』を参照。
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第Ⅱ -2 図　周辺遺跡分布図



Ⅱ　遺跡の位置と環境

11

番号 遺跡名 市町村 時代 種別 番号 遺跡名 市町村 時代 種別 番号 遺跡名 市町村 時代 種別
1 羽黒神社西遺跡 村山市 縄文 集落跡 56 小滝 C 遺跡 村山市 縄文 散布地 111 楯岡小学校遺跡 村山市 奈良 集落跡
2 田沢沼西 B 遺跡 大石田町 縄文 集落跡 57 本飯田赤石遺跡 村山市 縄・平 散布地 112 河島山口 A 遺跡 村山市 縄文 集落跡

3 久伝遺跡 大石田町 縄文 集落跡 58 大原口遺跡 村山市 縄文 集落跡 113 河島山口 B 遺跡 村山市 縄文 集落跡

4 羽根沢 C 遺跡 大石田町 縄・平 集落跡 59 東熊野苗畑遺跡 村山市 縄文 集落跡 114 河島山館跡 村山市 中世 城館跡
5 羽根沢 B 遺跡 大石田町 縄文 集落跡 60 飯田楯跡 村山市 中世 城館跡 115 河島山古墳群 村山市 古墳 墳墓
6 羽根沢 A 遺跡 大石田町 縄文 集落跡 61 高来沢 B 遺跡 村山市 縄文 集落跡 116 河島山館跡 村山市 中世 城館跡
7 羽根沢 E 遺跡 大石田町 不明 集落跡 62 高来沢 A 遺跡 村山市 縄文 集落跡 117 川口遺跡 村山市 縄文 集落跡
8 羽根沢 F 遺跡 大石田町 縄文 集落跡 63 北沢遺跡 村山市 縄文 散布地 118 山の外遺跡 村山市 縄文 集落跡

9 小野原遺跡 大石田町 旧・縄・
平 集落跡 64 十字山遺跡 村山市 中世 城館跡 119 稲下遺跡 村山市 先・縄・

弥 集落跡

10 馬坂遺跡 大石田町 縄文 散布地 65 入山 B 遺跡 村山市 縄文 集落跡 120 川前遺跡 村山市 縄文 集落跡

11 落合遺跡 村山市 縄・平 集落跡 66 入山 A 遺跡 村山市 縄文 集落
跡？ 121 水口遺跡 村山市 縄文 集落跡

12 八合田遺跡 村山市 縄・平 散布地 67 第二農場遺跡 村山市 縄文 集落跡 122 小谷楯跡 村山市 奈良 集落跡

13 清水脇遺跡 村山市 縄文 集落
跡？ 68 清水北遺跡 村山市 縄・平 散布地 123 一木の森遺跡 村山市 縄文 集落跡

14 土生田盾山遺跡 村山市 中世 城館跡 69 松橋遺跡 村山市 平・中 散布地 124 河島・丸森遺跡 村山市 縄文 集落跡
15 土生田盾跡 村山市 中世 城館跡 70 経塚森遺跡 村山市 平安 散布地 125 河島山遺跡 村山市 旧石器 集落跡

16 南沢遺跡 村山市 縄文 集落跡 71 清水西遺跡 村山市 旧・縄・
平 包蔵地 126 塩川前山遺跡 村山市 弥生 集落跡

17 高館山遺跡 村山市 中世 城館跡 72 清水遺跡 村山市 縄・平 集落跡 127 八反稲千原遺跡 村山市 縄・平 散布地
18 沼田２遺跡 村山市 縄・平 散布地 73 浦遺跡 村山市 縄文 散布地 128 河島八反遺跡 村山市 平安 散布地
19 沼田遺跡 村山市 縄・平 包蔵地 74 鹿の子沢 A 遺跡 村山市 縄文 集落跡 129 八反遺跡 東根市 平安 集落跡
20 北原４遺跡 村山市 縄・平 散布地 75 小国沢遺跡 村山市 縄・奈 集落跡 130 沼袋遺跡 東根市 平安 集落跡
21 北原３遺跡 村山市 縄文 散布地 76 長峯遺跡 村山市 縄文 集落跡 131 長瀞本楯跡 東根市 中世 城館跡
22 壁山２遺跡 村山市 縄文 散布地 77 アコウギ２遺跡 村山市 縄文 散布地 132 月山堂遺跡 東根市 平安 集落跡
23 北原２遺跡 村山市 縄・平 散布地 78 念仏壇 A 遺跡 村山市 縄文 集落跡 133 扇田遺跡 東根市 弥・古 集落跡
24 北原遺跡 村山市 縄・近 生産跡 79 北原遺跡 村山市 奈良 集落跡 134 北方遺跡 東根市 平安 集落跡
25 壁山遺跡 村山市 縄文 集落跡 80 鹿の子沢 B 遺跡 村山市 縄文 集落跡 135 長瀞城跡 東根市 中世 城館跡
26 沢田遺跡 村山市 縄・平 散布地 81 棚子遺跡 村山市 縄・平 集落跡 136 南方遺跡 東根市 平安 集落跡
27 赤石遺跡 村山市 縄文 集落跡 82 袋遺跡 村山市 縄・奈 集落跡 137 軍町遺跡 東根市 平安 集落跡
28 新山寺 A 遺跡 大石田町 縄文 集落跡 83 川口 A 遺跡 村山市 縄・奈 集落跡 138 本郷条里制跡 東根市 － 条里制跡
29 新山寺 B 遺跡 大石田町 縄文 集落跡 84 船橋遺跡 村山市 縄文 集落跡 139 白金遺跡 東根市 平安 集落跡
30 新山寺 C 遺跡 村山市 不明 散布地 85 鹿の子沢 C 遺跡 村山市 縄文 集落跡 140 宮崎遺跡 東根市 平安 集落跡
31 田沢新田遺跡 村山市 縄文 集落跡 86 後原遺跡 村山市 中世 墳墓 141 本郷遺跡 東根市 縄・平 集落跡
32 長峯山 A 遺跡 大石田町 縄文 集落跡 87 川口 B 遺跡 村山市 縄文 集落跡 142 上江 B 遺跡 東根市 縄・平 集落跡
33 長峯山 B 遺跡 大石田町 縄文 集落跡 88 後久保遺跡 村山市 縄・奈 集落跡 143 上江 A 遺跡 東根市 縄文 集落跡
34 西山 C 遺跡 村山市 縄文 集落跡 89 西原 A 遺跡 村山市 縄文 散布地 144 荷渡し遺跡 東根市 平安 集落跡
35 西山 B 遺跡 村山市 縄文 散布地 90 西原 B 遺跡 村山市 平安 集落跡 145 上山遺跡 東根市 縄文 集落跡
36 西山 A 遺跡 村山市 縄文 集落跡 91 西伊賀 B 遺跡 村山市 平安 集落跡 146 たきの遺跡 東根市 縄文 集落跡

37 境ノ目遺跡 村山市 縄文 集落跡 92 西原 C 遺跡 村山市 縄・奈・
平 集落跡 147 小池山遺跡 東根市 縄・平 集落跡

38 古道遺跡 村山市 縄文 集落跡 93 西伊賀遺跡 村山市 縄文 集落跡 148 兵備山楯跡 東根市 中世 城館跡
39 中山遺跡 村山市 縄文 集落跡 94 田向２遺跡 村山市 平安 集落跡 149 兵備山遺跡 東根市 縄文 集落跡

40 宮の前遺跡 村山市 縄・平・
中 集落跡 95 田向遺跡 村山市 縄文 集落跡 150 堂の前遺跡 東根市 平安 集落跡

41 西海渕遺跡 村山市 縄文 集落跡 96 蝉田遺跡 村山市 平安 散布地 151 堂の前楯跡 東根市 中世 城館跡
42 富並楯跡 村山市 中世 城館跡 97 位碑田遺跡 村山市 縄文 集落跡 152 津河 C 遺跡 東根市 平・鎌 散布地
43 深沢・向山遺跡 村山市 縄文 集落跡 98 矢島遺跡 村山市 縄文 集落跡 153 津河 B 遺跡 東根市 鎌倉 散布地
44 里向山遺跡 村山市 縄・弥 集落跡 99 向山道遺跡 村山市 縄文 集落跡 154 仙台原遺跡 東根市 古墳 古墳
45 里向山 B 遺跡 村山市 縄文 集落跡 100 大倉小学校遺跡 村山市 縄文 集落跡 155 大塚古墳 東根市 古墳 古墳
46 里向山 C 遺跡 村山市 縄文 散布地 101 見附楯跡 村山市 中世 城館跡
47 里向山 D 遺跡 村山市 縄文 散布地 102 勝負平遺跡 村山市 弥生？ 集落跡
48 川口遺跡 村山市 縄文 集落跡 103 道玄遺跡 村山市 縄文 集落跡

49 小坂遺跡 村山市 縄文 集落跡 104 当岳遺跡 村山市 縄・奈・
平 集落跡

50 早房 A 遺跡 村山市 縄文 集落跡 105 櫤山遺跡 村山市 中世 城館跡
51 早房 B 遺跡 村山市 縄文 集落跡 106 ハバ遺跡 村山市 縄・奈 集落跡
52 早房 C 遺跡 村山市 縄文 散布地 107 作野遺跡 村山市 縄文 集落跡
53 早房 D 遺跡 村山市 縄・弥 集落跡 108 東沢公園遺跡 村山市 平安 窯跡
54 小滝 A 遺跡 村山市 縄文 集落跡 109 東沢遺跡 村山市 縄文 集落跡
55 小滝 B 遺跡 村山市 縄文 集落跡 110 楯岡城跡 村山市 中世 城館跡

表Ⅱ -1　遺跡一覧
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狩猟・採集を主としていた時代から、稲作を根幹とする

生産基盤を持つ社会を通じて、当地域が一貫して利用さ

れ続けてきたことを示している。

他にも近郊には、旧石器時代末葉の細石刃石器群が発

見されたことで著名な、大石田町の角二山遺跡がある。

縄文時代　縄文時代の遺跡は数が多く、早期から晩期に

至るまで各時期の遺跡が確認されている。

富並川右岸に立地する西海渕遺跡（41）は、中期中

葉を代表する大規模集落遺跡である。広場を中心に墓壙

群を円形状に配し、その外側に土坑群、さらに円形・楕

円形やロングハウスを思わせる長方形の大型住居群、最

も外周には掘立柱建物群で構成される環状集落を呈す

る。約 1,100 箱にも及ぶ出土遺物は大木８ｂ式土器が

主体を占め、土偶や石棒などの祭祀遺物がまとまって出

土した様相から、当該地域の拠点的集落として認知され

ている（山形県教委 1991・1992）。

川口遺跡（48）は、富並川下流の最上川との合流地

点に位置し、縄文後期前葉から中葉に帰属する遺跡であ

る。竪穴住居跡 13 棟をはじめ、石棺墓を含む墓壙 45

基などが検出され、石棒がほぼ垂直に据えられた状態の

立石遺構も見つかっている。出土土器は堀之内２式や加

曾利 B1 式に並行するもので、パン状炭化物やアスファ

ルト塊といった稀な遺物も出土している（山形県教委

1990）。

弥生時代　弥生時代の遺跡は確認数が少なく、縄文時代

との複合遺跡として登録されているものが大半である。

河島山の南東斜面に位置する塩川前山遺跡（126）は、

出土した天王山式並行期の土器とアメリカ式石鏃によ

り、弥生後期の集落跡と目されている（小関 1995）。

当該期の人々の痕跡については縄文時代に比べて希薄で

あるが、開発等に伴い本格的な発掘調査の機会があれば、

解明されることが多いかと期待される。

古墳時代　古墳時代に入ると、村山市域においても丘陵

や山麓に小規模な古墳が築造されるようになる。

河島山古墳群（115）は２基の円墳から構成され、1

号墳は河島山山頂付近の東斜面に位置する。墳丘底径が

約 24 ｍ、高さは約４ｍを測り、墳丘周辺には幅４ｍ程

の周溝を廻らしている。凝灰岩製の箱型石棺の存在は認

められたが、副葬品はなく埴輪や葺石なども確認されて

いない。２号墳は河島山南西の丸森山山頂付近に位置す

るが、１号墳同様本格的な発掘調査が行われておらず、

詳細は不明である（伊豆田 1990）。

奈良・平安時代　奈良・平安時代の遺跡は、平野部の主

要な河川沿いを中心に広範囲に分布する傾向が窺える。

東北中央道建設を原因とした路線内に所在する遺跡の発

掘調査が近年相次ぎ、市域内の古代の様相がより明らか

になりつつある。

南北に約 1.2 ㎞に及ぶ清水遺跡（72）では、広範な

ことから４地区に分割したうえ数次に亘る発掘調査が行

われた。主体部からは９世紀代に比定される区画溝に囲

まれた建物跡群が検出され、墨書土器のほか鉄製紡錘車

や鞴の羽口なども出土している。これらの内容から生産

機能を備えた郡衙関連施設、または地方豪族の居館跡と

推測されている（山形埋文 2012）。

蝉田遺跡（96）では、調査区を東西方向に横断する

河川跡から多量の遺物が出土した。中でも木製遺物が特

筆され、人
ひとがた

形や鳥形などの形
かたしろ

代、箆・鍬先・横槌などの

農具、下駄・曲物・櫛・檜扇などの日用品、床板や柱根

などの建築部材といった多種多様なものが認められた。

また、形代と共に完形土器も数点出土していることから、

水辺で「祓い」に関する祭祀儀式が執り行われたことが

窺われる（山形埋文 2017）。

田向２遺跡（94）は９世紀後半から約一世紀間営ま

れたと考えられる集落跡で、県内でも希少な 10 世紀後

半の食膳具を主体とした土器群が出土している（山形埋

文 2015a）。

このように近隣遺跡の近年の発掘調査によって、古代

最上郡内の村山盆地北端における一様相が徐々に解明さ

れている。

中　世　中世になると城館跡が目に付くようになる。

河島山館跡（114）は、山頂と東側山複の 2 ヶ所に分

かれて構築される。山頂は「チャシ址一の丸」と呼ばれ

る鉢巻式山城で、空堀と土塁に囲まれた円形状の曲輪で

ある。一方、「チャシ址二の丸」は二重の空堀で、曲輪

は削平されず自然地形のままである。両者の築城年代は

異なると推測されているが、詳細は不明である。

楯岡城跡（110）は村山市街地の北東に隣接する楯山

に築かれた連郭式の山城で、別名「舞鶴城」とも呼ばれ

ている。南側の山裾に館があり、館を中心に城下町が開

けていた。楯山は甑
こしきだけ

岳の西側に伸びる台地で、その先端
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の西楯山と中楯山から構成される。標高約 209 ｍを測

る西楯山の山腹は急斜面で、三方に伸びた尾根に大小の

曲輪を段々と連続的に配する。頂上の曲輪も平坦なこと

から、櫓などの建造物が築かれていたと考えられる。中

楯山の頂上曲輪においても南東部に建物跡が確認されて

おり、同様の機能を有していたと想定されている（山形

県教委 1996）。

３　遺 跡 の 概 要
羽黒神社西遺跡は、標高 130 ～ 139 ｍを測る東西方

向の尾根筋を有した丘陵地に立地する。県教育委員会で

は、周囲の地形等から遺跡可能性地として把握しており、

試掘調査前の現地確認にて、立木伐採の重機械により崩

された斜面に縄文土器片の散乱を認めている。試掘調査

においても、５本設定したトレンチすべてから遺物が出

土し、うち２本からは遺構が検出された。この結果、遺

跡範囲は東西約 100 ｍ・南北約 60 ｍに及ぶと推測され、

このうち事業区内には西側過半の 4,300 ㎡が該当した。

遺跡の東隣に羽黒神社の拝殿が建っており、平成 25 年

11 月に「羽黒神社西遺跡」として登録され、土木工事

等を実施する際は文化財保護法に基づく協議・手続きが

必要となる旨が通知された。なお、前述したとおり第１

次調査の状況から、遺跡範囲が北側へ約 10 ｍ、南側へ

約５ｍ広がることが明らかとなり、平成 26 年 11 月に

県教育委員会より遺跡の範囲修正に関する通知が出され

た。これにより、事業に係る調査対象面積は 5,000 ㎡

に拡大した。

調査区は中央部が西側から張り出した尾根筋に当た

り、南北両方向へ傾斜する斜面である。北端域の標高が

最も低く、比高差は約８ｍに達する。調査区西端部には

10 条程の溝跡が検出されており、終戦後に桑の植樹が

行われた痕跡と判明した。遺構は尾根上から南側斜面に

多く分布する傾向が見られ、南東域の３区での分布密度

が高い。比較的に平坦な尾根上にはフラスコ状土坑が多

く構築され、小型の竪穴住居跡と思しき、長径約 3.5 ｍ

規模の楕円形を呈する竪穴状遺構も検出された。南東斜

面には石囲炉や焼土遺構を伴った１間×３間で構成され

ると思われる掘立柱建物跡が存在し、縄文人の居住空間

としての土地利用状況が窺い知れる。また、範囲拡張し

た北側の６区において、埋土中に平安時代の土器を伴う

土坑が確認された。ほぼ完形の赤焼土器坏が東端部に据

えられた状態で出土しており、近隣に展開した清水遺跡

との関連で集落域との区別が想定される。

出土した遺物は第１・２次調査合わせて 608 箱を数

え、その大半は縄文時代中期の土器・石器が占める。土

器は中期中葉の大木８ｂ式に属する深鉢や浅鉢が主体で

あり、彩漆された有孔鍔付土器なども組成される。石器

には礫石器や磨製石斧と打製石器の別があり、土器の出

土量に対して打製石器が少ないことが特徴と言える。遺

物の分布状況は調査区東半域（３区・４区）での出土が

顕著であり、遺構の分布とも軌を一にした傾向が窺われ

た。遺物はフラスコ状土坑など一部の遺構内から出土し

たものも相当数あるが、包含層からの出土が圧倒的に多

い。この他、調査区北東斜面の４区を主体として、中期

の遺物包含層の下層から縄文早期の薄手無文土器や押型

文、沈線文、貝殻条痕文などを施した土器群が出土して

いる。当該期の遺構の存在は不明ながら、当地が縄文時

代早期から利用されていたと認識できる。
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Ⅲ　調査の成果

1　遺 構 の 概 要
遺構の分布　羽黒神社西遺跡の調査では ､ 掘立柱建物跡

1 棟 ､ 竪穴状遺構 1 基 ､ 石囲炉 3 基 ､ フラスコ状土坑

18 基 ､ 焼土遺構 19 基 ､ 盛土状遺構 2 基 ､ 捨て場（包含層）

2 ヶ所などが確認された（第Ⅲ -1 図）｡ その他に ､ 多数

の土坑 ､ ピットなどが確認され ､ 遺構登録数は 563 を

超える ｡ これらは ､ 全体に調査区中央部の最も高い標高

134 ～ 137m 付近に分布し ､ 出土土器から時期的に一部

平安時代もあるが ､ 大半が縄文時代中期の所産である ｡

　調査範囲は、東に張り出した舌状台地のほぼ中央を縦

断するかたちで設定される。調査区は、調査区の中央

にある東西の尾根を中心として、便宜的に南西を 1 区、

北西を 2 区、南東を 3 区、北東を 4 区、そして 3 区の

南隣接地に 5 区、2 区と 4 区の北隣接地に 6 区に設定

した（第Ⅲ -2 図）。地形的には、1・3・5 区が南斜面、2・

4・6 区が北斜面に相当する。明確な遺構は、1 区、3 区、

4 区、6 区から確認され、1 区と 2 区、3 区と 4 区の境

界付近、すなわち丘陵の尾根上に集中する。

　1 区は、傾斜に沿って構築された畝状の遺構が検出さ

れたが、畝状遺構の覆土中からビニール袋の破片が出土

したり、重機のバケットの掘削痕が認められたりするた

め、近現代に構築された畝と判断される。そのため、1

区は大きく土地改変が行われた結果、調査区全体の中で

遺構や遺物の出土点数が少ない。ただし、陥
おとしあな

穴の可能性

がある土坑が 1 基検出された。2 区は、1 区のような土

地改変の痕跡が認められないものの、遺構や遺物の出土

点数が少ない。

　フラスコ状土坑は、丘陵の尾根のトップ付近に大小の

大きさの異なるものが集中する。そのトップから傾斜に

向かう傾斜変換点付近にかけて、焼土遺構や土坑・ピッ

トが点在する。3・5 区の境界付近のやや平坦な面では、

掘立柱建物跡が 1 棟検出された。さらに、その掘立柱

建物跡に近隣、ないし重複するように、土器敷き石囲炉

と石囲炉が 1 基ずつ検出された。尾根頂上と北斜面の

変換点である 4 区の南側では、竪穴状遺構が 1 基検出

された。また、3 区の西側と 4 区の東側では、地山土を

起源とする薄い堆積が認められた盛土状遺構が、それぞ

れ 1 基ずつ検出された。最北の 6 区では、調査区北壁

沿いに東西に並ぶピットと、その南側に石囲炉が 1 基

検出された。さらに、6 区の 4 区との境界中央付近では、

墨書の赤焼土器・坏が出土した土坑が 1 基検出された。

　調査では、縄文時代早・前期の遺物も多数出土したが、

当該時期の遺構については判然としなかった。

層　序　調査区の基本層は、南北でやや異なるが、基本

的にはⅠ層の腐植土である表土層、Ⅱ層の褐色森林土、

Ⅲ層のクロボク土、Ⅳ層の肘折 - 尾花沢パミスを含む

ローム層で、Ⅳ層以下が地山層となる（第Ⅲ -3 ～ 11 図）。

中でも、Ⅲ層は尾根の頂上付近で薄く、南北斜面の下部

で厚くなり、土色やしまり方でさらに細分される。

遺物の分布　本調査では、縄文時代早期・前期・中期・

晩期、古墳時代中期、古代の遺物が出土した。中でも、

縄文時代中期の遺物の量は、圧倒的な量をほこる。遺物

分布傾向は、全体として 3 ～ 5 区に多い（第Ⅲ -73 ～

75 図）。明確に分離しないが、集中は南と北斜面それぞ

れに集中域をもつ。土器と石器の特定の器種で、集中が

あるわけでない。縄文時代早・前期の土器については、

4 区の南東側に集中があるものの、中期の遺物とほとん

ど重複する（第Ⅲ -76・77 図）。縄文時代中期の遺物は

Ⅱ～Ⅲ層上部にかけて、早・前期の土器片はⅢ層下部か

ら出土する。しかし、早・前期の遺物と中期の遺物は、

層位的に明確に分かれなく、Ⅱ層からも早・前期の土器

が出土すれば、Ⅲ層下部から中期の土器が出土すること

もあったため、あくまでも相対的な位置関係にある。

　なお、調査ではわずかではあるが中期の土器の中に完

形、あるいは破損の少ない状態で、かつ正位置の状態で

出土したものもあった。調査中は、埋設土器の可能性も

考慮したが、掘り込み面が認められなかったことや、実

際に掘り下げると口縁部のみが残存し、胴部・底部が欠

落するものがあるなど、調査時点では埋設土器としては

扱わなかった。しかし、整理段階で再検討した結果、欠

落が少なく、出土状態が正位置であるようものについて
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は、埋設土器の可能性も否定できない（RP012・147・

148・154・158・246・254 など）。

2　検 出 遺 構

1　掘立柱建物跡 

　掘立柱建物跡として登録したのは 1 棟である ｡ これ

は ､ 大型竪穴住居であった可能性も指摘できる ｡SB561

（ 第 Ⅲ -36 ～ 42 図 ） 3 区 3424 ～ 3426、3323 ～

3326､3223 ～ 3225 グリッドのⅣ層上面で検出 ､ 東西

に長い掘立柱建物である ｡ 西側で SF488 盛土遺構と近

接 ｡ 調査区の南側斜面の傾斜が緩くなる変換点に位置す

る ｡ 南側 3223 ～ 3225 グリッド付近は ､ 現代の農道で

既に削平を受ける ｡ 当遺構は重複するピットが多く、複

数回の建て替えを想定できる ｡ 主軸は概ね N-71° -E｡

　検出当初は ､ 南側の柱穴列のみが確認されていた ｡ 北

側の柱穴列の上部には ､ 黒色土が薄く堆積しており ､ 落

ち込み ､ もしくは遺物包含層の残層という認識のもと ､

掘り下げた ｡ これらは概ね 3323 と 3324 グリッドに位

置するものと ､3425･3426･3325･3326 グリッドに位

置するものがあり ､ いずれも不定形である ｡ 結果 ､ 底面

において柱穴列を検出した ｡ このことから ､ 落ち込みと

認識した箇所は ､ 竪穴住居の覆土の可能性がある ｡

　 建 物 を 構 成 す る 主 柱 穴 は､ 東 梁 行 が 北 か ら

EP528･345､ 西 梁 行 が 北 か らEP529･534､ 北 桁 行

が 西 か らEP529･508･489･528､ 南 桁 行 が 西 か ら

EP534･531･351･345 が推測される｡ 建物規模は､ 梁行

2.9m､ 桁行8.7m を測る1 ×3 間の建物である｡ 柱間距

離は､ 梁行が290 ㎝､ 桁行が約260 ～300 ㎝で､ 約3m

前後の等間である｡ 南側の農道を作るために撹乱を受け

た場所以外は､ 遺物の遺物包含層の残存状況や石囲炉の

検出層を踏まえると､ 大きな土地の改変があったとは考

えられない｡ この建物は､ 緩斜面に建てられていたと考

えることが出来る｡

　ただし ､ 柱穴の規模を勘案すれば ､ 北桁行に配置され

る柱穴の平面形が長軸 84 ～ 122 ㎝ ､ 短軸 60 ～ 78 ㎝

と大きく ､ 深さも検出面から底面まで 82 ～ 92 ㎝を測

るのに対し ､ 南桁行に配置される柱穴の規模は長軸 54

～ 80 ㎝ ､ 短軸 54 ㎝～ 76 ㎝で ､ 深さは 44 ～ 64 ㎝で

ある ｡ 短軸径は南北ともほぼ同様の規模であるが ､ 長軸

と深さは柱穴により 30 ㎝ほどの差が存在 ｡ このことか

ら ､ 南側は上部が削平されたと考えられ ､ 現状の緩斜面

よりさらに緩やかな斜面地であったと想定できる ｡

　柱穴の平面形はいずれも不整な円形や楕円形を呈し ､

柱痕跡が明瞭なものも一部あった ｡ 柱穴壁はほぼ垂直が

多いが ､ 上部で浅く広がるものもある ｡ 底面に柱痕が確

認できるものもあり ､ その部分が円形に窪むものもあっ

たが ､ ほとんど断面形はほぼ細長の長方形を呈する ｡

　また ､ 建物内の中央部 EP351･489 の間には ､ 東西

352 ㎝ ､ 南北 182 ㎝の長大な焼土遺構が ､ 柱穴群と同

じ検出面から確認された ｡ 断面形は緩やかな船底状を呈

し ､ 確認面からの深さは約 20 ㎝で ､ 底面は平坦だが ､

一部凹部もある ｡ 覆土は褐色シルトで ､ 炭化物などをわ

ずかに含む ｡ これは検出面や焼土遺構の主軸が建物主軸

と並行するなどから ､ 建物付属の炉跡の可能性がある ｡

　なお ､ 建物内には ､SL230 石囲炉も確認されたが ､ 検

出面が柱穴の検出面や床面より若干高く ､ 建物に付属す

る炉跡かは判断できなかった ｡ 他に ､SB561 建物跡周辺

からは ､ 北辺東側で SL340､ 北辺西側で SL523 などの

小型の焼土遺構が確認されたが ､ 位置や規模などから建

物と関連した焼土遺構なのかは判然としなかった ｡

　さらに ､ 北側には建物に並行して西から ､EP536･509･

491･494･500 が約 240 ㎝間隔で 4 間並んでいる ｡ し

かし建物とは軸線がわずかながらずれ ､ 南側に傾く ｡ 建

物に付属するかも含め同一時期の存在は検討の余地があ

る ｡ なお ､ これらの建物や柱穴列の周辺には ､ 多くの柱

穴が検出されたが、今回は積極的な建物を組むに至らな

かった ｡ 検出された建物の主柱穴よりやや小型の柱穴な

どは ､ 補柱穴や建替えの柱穴とも考えられる ｡

　遺物は ､ 建物と SP477 より大木 8a 式と思われるわ

ず か な 量 の 土 器 片 が、EP458・489・523・SP498・

426 より少量の大木 8b 式の土器片が、EP351・487・

503・507・508・509・531・534・549・SP499・

ED485・SK338・SL406 より少量の縄文時代中期中葉

の 土 器 片 が、EP352・490・491・494・536・535・

SP424・425・504・SK497・SL340 より少量の中期中

葉の土器片が、EP533 よりわずかな量の縄文土器片が、

SL230 よりわずかな量の大木 8b 式の土器片がそれぞれ

覆土中から出土した ｡ しかし ､ 縄文土器は大半が小破片

で ､ 実測可能なものは SP499 出土の深鉢（RP236: 遺物
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図版 3-27-58）に留まる ｡ また ､ 当遺構が検出されたグ

リッドのⅡ～Ⅲ層では ､ 大木 8b 式土器を中心とする多

量の遺物が出土したが ､ 当遺構に帰属する遺物であった

のかは ､ 判然としなかった ｡ なお、EP534 の覆土から、

有孔石製品が 1 点出土した（遺構図版 8-3-15）。

　EP345 の 1 層と 5 層出土のクリ炭化材 ､EP509 の

2･3 層出土のクリ炭化材 ､EP528 の 9 層出土のクリ炭

化材 ､EP529 の 9 層出土のクリ炭化材 ､EP534 の覆土

と 9 層出土のクリ炭化材、SK477 の 1 層出土のクリ炭

化材の AMS 年代測定では ､ 下記のような年代値が得

られた（第Ⅳ章第 4 項を参照）｡EP345・1 層：4,455

± 25yrBP､EP345・5 層：4,500 ± 25yrBP､EP509 

2･3 層：4,320 ± 25yrBP､EP528・9 層：4,420 ±

25yrBP､EP529・9 層：4,390 ± 25yrBP､EP534・ 覆

土：4,375 ± 25yrBP､EP534・9 層：4,360 ± 25yrBP、

SK477・1 層：4,400 ± 25yrBP であり、概ね中期中葉

の年代値となった ｡SK477 の 1 層と覆土のテフラ分析で

は ､ 十和田 a テフラが検出された（第Ⅳ章第 6 項を参照）｡

2　竪穴状遺構 

　4 区で平面形が直径 300 ㎝前後の楕円形を呈するも

のについて ､ 本報告は竪穴状遺構として登録した ｡ 明確

な炉跡など未確認だが ､ 壁面の立ち上がりや壁際の小柱

穴の存在から ､ 小型の竪穴状遺構と判断した ｡

ST562（第Ⅲ -53・54 図）　調査区中央部のフラスコ状

土坑群と焼土遺構群の間に位置し ､ 南側斜面の傾斜変

換点付近の 3824 グリッドのⅣ層上面で検出する ｡ 中央

で SK227､ 南で SK551 に切られる ｡ 遺構内外には ､ 小

型の SK227･SK551 フラスコ状土坑があるが ､ 覆土など

から概ね埋没後に竪穴状遺構を構築したと推測された ｡

なお ､SK227 検出面で焼土が確認されたが ､ 覆土中にも

焼土が混じることから ､ 炉跡として判断できなかった ｡

平面形は ､ 楕円形で長軸が 405 ㎝ ､ 短軸が 296 ㎝ ｡ 主

軸は N-31° 00´-W で ､ 緩斜面に対し概ね並行するよ

うにもみえる ｡ 床面は特に貼床 ､ 硬化面は認められず ､

平坦な地山である ｡ 壁の立ち上がりは ､ 浅いがほぼ垂直

や斜位である ｡ 覆土は汚れた地山で ､ 確認面からの深さ

は数㎝であった ｡ 柱穴は ､ 平面形が直径 20 ～ 30 ㎝前

後で ､ 確認面からの深さが 8 ～ 50 ㎝の小型のものが 6

基（EP534［EP553 隣 接 ］･555･556･557･558･552）

が ､ 西側を除き ､ 壁際から 10 ～ 30 ㎝離れて ､80 ～

120 ㎝間隔で弧状に廻る ｡ 遺物は ､ 覆土中から多量の

大木 8b 式土器のほか ､ 短形剥片石核 ､ 凹石 ､ 稜上磨石

などが出土した（遺物図版 5-55-495-7､7-31-75､7-63-

131･132）｡

3　フラスコ状土坑

　本調査で土坑として登録した中で ､ 規模や形態 ､ 特に

断面形態がフラスコ状を呈する一群を ､ いわゆるフラス

コ状土坑として抽出した ｡ 形態的に断面形が鼓形（A 類）

･ 鈍角な台形（B 類）､ 規模で大型（1 類）･ 中型（2 類）

･ 小型（3 類）とし ､ 遺構番号順に列記する ｡

SK011（第Ⅲ -24 図）　1 区 3719 ～ 3819 グリッドの

Ⅳ層上面で検出 ､SK079 に南西を切られる ｡ 平面形はほ

ぼ円形で ､ 長軸約 212 ㎝ ､ 短軸約 131 ㎝を測り ､ 底面

は長軸約 212 ㎝ ､ 短軸約 198 ㎝を測る ｡ 断面形はフラ

スコ状を呈し ､ 上部で急斜して逆台形状に開口する（A2

類）｡ 底面は平坦である ｡ 確認面からの深さは約 204

㎝を測る ｡ 覆土は大別 2 層で ､ 自然堆積と考えられる

褐色～暗褐色の砂質シルトと ､ 人為堆積である粘土質シ

ルトの互層である ｡ 炭化物層を中位と最下層に含んで

いる ｡ 遺物は ､ 覆土中から縄文時代中期の大木 8b 式の

深鉢（RP229･161）､ 凹石（RQ234）､ 稜上磨石など

が出土した（遺物図版 3-1-1､7-1-1 ～ 4）｡ 覆土 9 層出

土のヌルデ炭化材と 34 層出土のカエデ属炭化材 ､ 最下

層出土の炭化クリ子葉の AMS 年代測定では ､ それぞれ

4,355 ± 20yrBP と 4,415 ± 20yrBP､4,370 ± 20yrBP

の、中期中葉の年代値が得られた（第Ⅳ章第 1･8 項を

参照）｡

SK012（第Ⅲ -25 図）　1 区 3819 ～ 3820 グリッドの

Ⅳ層上面で検出され ､SK013 と近接する ｡ 平面形は ､ ほ

ぼ円形で ､ 長軸約 194 ㎝ ､ 短軸約 186 ㎝を測り ､ 底面

は長軸約 230 ㎝ ､ 短軸約 228 ㎝ ｡ 断面形はフラスコ状

を呈し ､ 上部で急斜して逆台形状に開口する（A2 類）｡

底面は平坦で ､ 確認面からの深さは約 202 ㎝ ｡ 覆土は

大別 2 層で ､ 上位は黒色～暗褐色シルト ､ 人為堆積で

ある中～下位は黄褐色～褐色粘土質シルトである ｡ 炭化

物層を下位（37 ～ 41 層）に含む ｡ 遺物は ､ 覆土中か

ら縄文時代中期の土器片のほか、ヘラ形石器 ､ 錐形石

器 ､ 凹石 ､ 磨石などが出土した（遺物図版 5-1-1･2､7-
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1-5･6）｡ 覆土 20 層出土のクリ炭化材と 37 層出土の炭

化オニグルミ核 ､45 層出土のコナラ属コナラ節炭化材 ､

最下層出土の炭化クリ子葉の AMS 年代測定からは ､ そ

れ ぞ れ 4,445 ± 25yrBP と 4,580 ± 25yrBP､4,315 ±

25yrBP､4,295 ± 20yrBP の、中期中葉の年代値が得られ

た（第Ⅳ章第 1･8･15 項を参照）｡

SK013（第Ⅲ -25 図）　1 区 3819 グリッドのⅣ層上面

で検出され ､SK012 と近接する ｡ 平面形は ､ ほぼ円形

で ､ 長軸約 172 ㎝ ､ 短軸約 128 ㎝を測り ､ 底面は長軸

約 184 ㎝ ､ 短軸約 182 ㎝を測る ｡ 断面形はフラスコ状

を呈し ､ 上部で急斜して逆台形状に開口する（A2 類）｡

底面は平坦で ､ 確認面からの深さは約 152 ㎝ ｡ 覆土は

大別 2 層で ､ 上位は自然堆積と考えられる暗褐色～褐

色砂質シルト ､ 下位は暗褐色～褐色粘土質シルト ｡ 炭

化物層を下位に互層で含む ｡ 遺物は ､ 覆土中から大木

8b 式の深鉢（RP227･228･259）､ 小型石器未製品など

が出土した（遺物図版 3-1-4､3-3-5 ～ 7､5-1-3）｡ 覆土

11 層出土のクリ炭化材と 22 層出土の炭化コナラ属コ

ナラ節核 ､29 層出土のクリ炭化材 ､ 最下層出土の炭化

オニグルミ核の AMS 年代測定では ､ それぞれ 4,445 ±

20yrBP と 4,275 ± 25yrBP､4,405 ± 25yrBP､4,345 ±

25yrBP の、中期中葉の年代値が得られた（第Ⅳ章 1･8

項を参照）｡

SK079（第Ⅲ -24 図）　1 区 3719 ～ 3720 グリッドの

Ⅳ層上面で検出され ､ 北側で SK011 を切る ｡ 平面形は

ほぼ円形で ､ 長軸約 150 ㎝ ､ 短軸約 96 ㎝を測り ､ 底

面は長軸約 174 ㎝ ､ 短軸約 135 ㎝を測る ｡ 断面形はフ

ラスコ状で ､ 上部で急斜して逆台形状に開口する（A2

類）｡ 底面は平坦で ､ 確認面からの深さは約 162 ㎝を

測る ｡ 底面からは ､ 放射状に拡がるごくわずかな浅さの

線条痕が検出された ｡ 覆土は大別 2 層で ､ 自然堆積と

考えられる褐色砂質シルトと ､ 人為堆積である暗褐色～

明褐色粘土質シルトである ｡ 炭化物層を下位に含む ｡ 遺

物は ､ 覆土中から縄文時代中期の土器片のほか、短形剥

片石核 ､ 磨石（RQ233）､ 稜上磨石などが出土（遺物図

版 5-1-4､7-3-9･10）｡ 覆土 3 層出土のトネリコ属シオ

ジ節炭化材と 20 層出土のトネリコ属シオジ節炭化材 ､

埋土出土の炭化オニグルミ核の AMS 年代測定では ､ そ

れ ぞ れ 4,420 ± 20yrBP と 4,425 ± 20yrBP､4,405 ±

20yrBP の、中期中葉の年代値が得られた（第Ⅳ章第 1・

８項を参照）｡

SK226（第Ⅲ -52 図）　4 区 3823 ～ 3923 グリッドの

Ⅳ層上面で検出 ､ 西側に SK224 が近接する ｡ 平面形は

ほぼ円形で ､ 長軸約 176 ㎝ ､ 短軸約 174 ㎝を測り ､ 底

面は長軸約 210 ㎝ ､ 短軸約 182 ㎝を測る ｡ 断面形はフ

ラスコ状で ､ 上部で急斜して逆台形状に開口する ｡ 底面

は平坦で ､ 確認面からの深さは約 160 ㎝（A1 類）｡ 覆

土は大別 2 層で ､ 上位は自然堆積と考えられる褐色～

暗褐色細砂質粘土 ､ 下位は人為堆積である橙色～明褐色

シルト質粘土 ｡ 遺物は ､ 覆土中から縄文時代中期の深鉢

（RP540･RP538）､ 剥片、石皿（RQ540）、稜上磨石 2

点などが出土した（遺物図版 3-91-197 ～ 202､5-17-

133､7-55-116､7-71-154･155）。覆土 13・25 層出土の

炭化オニグルミ核とクリ炭化材と、土器付着炭化物の

AMS 年代測定では 4,405 ± 25yrBP､5,715 ± 25yrBP

と 6,505 ± 25yrBP の、中期中葉、及び前期前半と早期

後葉の年代値となった（第Ⅳ章第 8･14･15 項を参照）｡

特に、土器付着炭化物の年代値は、かなり古く、大きな

齟齬を生じる結果となった。25 層の年代値は ､ 縄文時

代前期前半の値になるが 3･4 区を中心に前期初頭～前

葉の土器群が出土しており ､ 当遺構の埋め戻しの際に ､

当該時期の炭化物が混入したことが考えられる ｡

SK227（第Ⅲ -54 図）　6 区 3824・3924 グリッドのⅣ

層上面で検出され ､ST562 の中央部を切る ｡ 平面形はほ

ぼ円形で ､ 直径約 116 ㎝を測り ､ 底面は直径約 124 ㎝ ｡

断面形は逆台形の袋状を呈する（B3 類）｡ 底面はほぼ

平坦である ｡ 確認面からの深さは約 78 ㎝ ｡ 覆土は黒色

細砂を主とし ､ 大別 3 層で ､ 下位は壁の崩落土などに

よる地山土を多く含み ､ 中位に焼土と炭化物などを含む

層と下位の地山土を含む層が薄く互層となり ､ 上位は再

び地山土と焼土を多く含む ｡ 遺物は ､ 覆土中から縄文時

代中期の深鉢（RP338）､ 浅鉢（RP568）､ 稜上磨石な

どが出土した（遺物図版 3-91-203､3-93-204･205､7-

71-156）｡ 覆土 2 層出土のクリ炭化材（RW459）の

AMS 年代測定では ､4,375 ± 25yrBP の、中期中葉の年

代値が得られた（第Ⅳ章第 4 項を参照）。

SK307（ 第 Ⅲ -49 図 ）　3 区 3627 グ リ ッ ド の Ⅳ 層 上

面で検出 ｡ 平面形はほぼ円形で ､ 長軸約 78 ㎝ ､ 短軸

約 78 ㎝を測り ､ 底面は長軸約 104 ㎝ ､ 短軸約 102 ㎝

を測る ｡ 断面形は逆台形状を呈する（B3 類）｡ 底面は
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､ ほぼ平坦である ｡ 確認面からの深さは約 42 ㎝ ｡ 覆

土は黒色細砂を主とし ､ 大別 3 層に分けられ ､ 下位は

､ 壁の崩落土などによる地山土を多く含み ､ 中位は炭

化物などを含む層と ､ 下位の地山土を含む層が薄く互

層となり ､ 上位は再び地山土を多く含む ｡ 遺物は ､ 覆

土中から縄文時代中期の大木 8a 式の深鉢（遺物図版

RP407･467･468･474 ～ 481･508･514･524･526）､

台付鉢（RP471）などが出土し ､2 点の琥珀製の玉類

も 7 層の水洗別作業で検出した（遺物図版 3-11-20 ～

24､8-1-1・2）｡7 層と 8 層出土の炭化クリ子葉とクリ

炭化材の AMS 年代測定では ､4,355 ± 20yrBP と 4,430

± 25yrBP の、中期中葉の年代値が得られた（第Ⅳ章第

8 項を参照）｡

SK317（第Ⅲ -49 図）　3 区 3429・3529 グリッドのⅣ

層上面で検出 ､ 南側で SK512 を切る ｡ 平面形はほぼ円

形で ､ 長軸約 94 ㎝ ､ 短軸約 84 ㎝を測り ､ 底面は長軸約

120 ㎝ ､ 短軸約 110 ㎝を測る ｡ 断面形は逆台形状を呈す

る（B3 類）｡ 底面はほぼ平坦で ､ 確認面からの深さは約

78 ㎝ ｡ 覆土は黒色細砂を主とし ､ 大別 3 層に分けられ ､

下位は壁の崩落土などによる地山土を多く含み ､ 中位に

炭化物などを含む層と下位の地山土を含む層が薄く互層

となり ､ 上位は再び地山土を多く含む ｡ 遺物は ､ 覆土中

から凹石などが出土した（遺物図版 7-11-29）｡8 層と底

面出土の炭化コナラ子葉 ､ オニグルミ核とクリ炭化材の

AMS年代測定は3,895±20yrBP､4,365±20yrBPと4,025

± 20yrBP（第Ⅳ章第 8･14 項を参照）｡ 中期中葉の年代値

とともに、大木 10 式段階と縄文時代後期初頭の年代値も

あるが、当遺構から当該時期の遺物は出土していない。

SK326（第Ⅲ -48 図）　3 区 3428 グリッドのⅣ層上面

で検出され ､ 東側を SK268･269 に切られる ｡ 平面形は

ほぼ円形で ､ 長軸約 184 ㎝ ､ 短軸約 158 ㎝を測り ､ 底

面は長軸約 174 ㎝ ､ 短軸約 160 ㎝ ｡ 断面形は緩やかな

逆台形状を呈する ｡ 底面は平坦で ､ 確認面からの深さは

､ 約 128 ㎝を測る ｡ 底面では ､ 北東 - 南西に伸びる多条

の線条痕と ､ それに直角に交わる線条痕が検出 ｡ これら

はごく浅い線条痕で ､ 前述の SK079 の線条痕と異なって

いる ｡ おそらく ､ 当遺構の線条痕は ､ 簾状の編み物の圧

痕の可能性がある ｡ 覆土は大別 2 層で ､ 上～下位は黒褐

色細砂質シルト ､ 最下位に明黄褐色シルト質粘土を含む ｡

覆土の下層からは ､ 約 30 ㎝大の軟質凝灰岩塊が出土した

｡ 遺物は、覆土中から縄文時代中期の深鉢 ､ 短形剥片石

核 ､ 凹石 ､ 磨石が出土した（遺物図版 3-13-25･26､5-

4-25､7-11-31･32･､7-13-33）｡27 ～ 29 層出土の炭化オ

ニグルミ核の AMS 年代測定では、4,315 ± 20yrBP の、

中期中葉の年代値が得られた（第Ⅳ章第 8 項を参照）｡

SK333（第Ⅲ -47 図）　3 区 3527 グリッドのⅣ層上面

で検出され ､ 南で SK462 を切る ｡ 平面形は ､ ほぼ円形

で ､ 長軸約 126 ㎝ ､ 短軸約 124 ㎝を測り ､ 底面は長軸

約 158 ㎝ ､ 短軸約 144 ㎝を測る ｡ 断面形はフラスコ状

を呈し ､ 上部で急斜して逆台形状に開口する（A3 類）｡

底面は平坦で ､ 確認面からの深さは ､ 約 108 ㎝ ｡ 覆土

は大別 3 層で ､ 上位は自然堆積と考えられる黒褐色 ､

中位は地山土のにぶい橙色細砂質シルト ､ 下位は黒褐色

～褐灰色シルト質細砂である ｡ 遺物は ､ 覆土中から大木

8b 式の深鉢（RP575･576）などが出土した（遺物図版

3-13-27）｡

SK393（第Ⅲ -44 図）　3 区 3623 ～ 3724 グリッドのⅣ

層上面で検出される ｡ 平面形はほぼ円形で ､ 長軸約 136

㎝ ､ 短軸約 126 ㎝を測り ､ 底面は長軸約 220 ㎝ ､ 短軸約

200 ㎝を測る ｡ 断面形はフラスコ状を呈し ､ 上部で急斜

してやや直線状に外反し開口する（A1 類）｡ 底面はほぼ

平坦で ､ 確認面からの深さは約 238 ㎝ ｡ 覆土は大別 4 層

で ､ 上位～中位は自然堆積と考えられる褐色細砂質シル

ト（上位は自然堆積と考えられる）､ 下位は人為堆積であ

る明黄褐色細砂質粘土 ､ 褐色～暗褐色シルト質細砂 ､ 明

黄褐色細砂質粘土である ｡ 炭化物層を中位（28 層）と下

位（41 層）に含む ｡ 遺物は ､ 覆土中から大木 8a､8b 式の

深鉢（RP561･562）､ 磨製石斧 ､ 磨石 ､ 石皿などが出土し

た（遺物図版 3-15-29・30､6-1-5､7-15-37･38）｡ 覆土下層

（49 ～ 61 層）出土の炭化クリ子葉の AMS 年代測定で

は ､4,360 ± 25yrBP の、中期中葉の年代値が得られた

（第Ⅳ章第 8 項を参照）｡ また ､31 層出土の炭化オニグ

ルミ核の AMS 年代測定では ､4,315 ± 25yrBP の、中

期中葉の年代値が得られた（第Ⅳ章第 15 項を参照）｡

　特記されるものとして ､ 最下位層出土の大木 8b 式古

段階の深鉢片が ､ 近接する SK396･399 フラスコ状土坑

中の土器片と接合し ､ 埋没時の同時性などが窺えたこと

である（遺物図版 3-15-31）｡ また、覆土中部出土の半

損した稜上磨石と、3928 グリッドのⅡ層出土の破損し

た稜上磨石との接合関係も認められる。
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SK396（第Ⅲ -50 図）　4 区グリッドのⅣ層上面で検出さ

れ ､ 東側で SK396b を小型の SK396a が切る ｡ 主体的な

SK396b の平面形はほぼ円形で ､ 長軸約 176 ㎝ ､ 短軸約

138 ㎝を測り ､ 底面は長軸約 252 ㎝ ､ 短軸約 25 ㎝を測

る ｡ 断面形はフラスコ状で ､ 上部で急斜し逆台形状に開

口する（A1 類）｡ 底面は平坦で ､ 確認面からの深さは

約 214 ㎝を測る ｡ 主体的な SK396b の覆土は大別 3 層

で ､ 上位は橙色細砂質粘土 ､ 中位は上位層と橙色軽石の

互層 ､ 下位は上層位と褐色～暗褐色細砂質粘土の互層で

ある ｡SK396a の覆土は暗褐色～褐色細砂シルトである ｡

なお ､SK396a の堆積層には (  ) を付し ､RP560 内とその

周囲の土層には①～⑦を付している ｡ 遺物は覆土中から

大木 8b 式の深鉢（RP560･571･573）､ 浅鉢（RP565）､

土偶 ､ 錐形石器 ､ 折損剥片、磨製石斧 ､ 磨石 ､ 凹石

（RQ576）､ スタンプ形石器（RQ575）などが出土（遺

物図版 3-15-31､3-17-32､3-19-33、3-21-34 ～ 38､4-1-

3､5-4-27､5-55-497-1､7-15-39 ～ 41､7-17-42 ～ 48）｡

特に ､ 覆土層下部からは ､RP560･565･571 が完形の状

態で出土した（遺構図版 27）｡ また ､ 前述したように ､

SK393･399 出土の深鉢片と ､4124 グリッド出土の縦

割れを起こした珪質頁岩製折損剥片との接合関係が認め

られた ｡ さらに ､ 当遺構出土の土偶（頭～胸部）は接合

しないものの ､SF488 盛土層出土の土偶の脚部（遺物図

版 4-1-4）と同一個体の可能性がある ｡SK396a の 9 層

出土の炭化オニグルミ核の AMS 年代測定では ､4,395

± 20yrBP の年代値が得られた（第Ⅳ章第 8 項を参

照）｡SK396b 出土炭化物の AMS 年代測定では ､(55) 層

出土と (58) 層出土の炭化オニグルミ核から 4,330 ±

25yrBP と 4,315 ± 20yrBP､RP560 内の⑥層出土の炭

化オニグルミ核から 4,260 ± 25yrBP､ 底部小穴出土の

サクラ属炭化材から 2,545 ± 20yrBP､RP571 の内面付

着炭化物から 4,700 ± 25yrBP の年代値が得られた（第

Ⅳ章第 8･15 項を参照）｡ 中期中葉の年代値がある一方

で、縄文時代晩期後半の年代値もある。おそらく、調査

時の混入の可能性がある。また、内面付着炭化物の年代

値は、若干古い値であり、土器型式と齟齬が生じている。

SK398（第Ⅲ -45 図）　3 区 3623 ～ 3723 グリッドの

Ⅳ層上面で検出され ､ 南で SK399 と隣接する ｡ 平面形

はほぼ円形で ､ 長軸約 164 ㎝ ､ 短軸約 154 ㎝を測り ､

底面は長軸約 164 ㎝ ､ 短軸約 160 ㎝を測る ｡ 断面形は

緩やかな逆台形状を呈し ､ 上端部で緩やかに外傾する

（B2 類）｡ 底面は平坦で ､ 確認面からの深さは約 144

㎝を測る ｡ 覆土は大別 2 層に分けられ ､ 上位は自然堆

積と考えられる黒褐色～黄褐色細砂質シルト ､ 下位は褐

色シルト質細砂である ｡ 地山崩落土を中位（9･11･20

層）､ 下位（25･26 層）に含む ｡ 遺物は ､ 覆土中から

大木 8b 式の深鉢（RP564）､ 異形石器 ､ 短形剥片石

核 ､ 凹石 ､ 稜上磨石 ､ 磨石などが出土した（遺物図版

3-21-39､3-23-41､5-4-28・29､5-55-495-1･6､7-19-49

～ 51）｡ 当遺構でも土器が SK501 と ､ 折損剥片と短形

剥片石核が EP553 と 3626･3723･4727 グリッドのⅡ

～Ⅲ層の石器資料と接合関係が認められた（遺物図版

3-23-41､5-55-495）。また、覆土上部出土の稜上磨石の

破片と、3227 グリッド出土の磨石本体部分との接合関

係も、認められる（遺物図版 7-49-111）。覆土 24 層出

土の炭化オニグルミ核（RW459）とコナラ子葉とクリ

炭化材 ､28 層出土の炭化オニグルミ核 2 点の AMS 年代

測定では ､4,290 ± 25yrBP と 8,775 ± 25yrBP と 4,260

± 20yrBP､4,280 ± 20yrBP と 7,905 ± 30yrBP の、中

期中葉と早期前葉～後葉の年代値が得られた（第Ⅳ章

第 4･8･14 項を参照）｡ 早期の年代値となった炭化物は、

当遺構の埋め戻しの際に混入したと考えられる ｡

SK399（第Ⅲ -45 図）　3 区 3623 グリッドのⅣ層上面で

検出 ､SK398 と隣接し ､ 南側で SK474 に切られる ｡ 平

面形はほぼ円形で ､ 長軸約 194 ㎝ ､ 短軸約 164 ㎝ ､ 底

面は長軸約 220 ㎝ ､ 短軸約 206 ㎝ ｡ 断面形はフラスコ

状で ､ 上部で急斜し逆台形状に開口するが ､ 南側はやや

崩れた状態を示す（A1 類）｡ 底面は平坦で ､ 確認面か

らの深さは約 242 ㎝を測る ｡ 覆土は大別 3 層で ､ 上位

は自然堆積と考えられる褐色細砂質シルト ､ 中位は人為

堆積である褐色～暗褐色シルト質細砂 ､ 下位は明黄褐色

砂質粘土である ｡ 炭化物層を下位（60 層）に含む ｡ 遺

物は ､ 覆土中から大木 8b 式の深鉢 ､ ミニチュア土器 ､

錐形石器 ､ 両面調整石器 ､ 石匙、石核 ､ 短形剥片 ､ 凹

石 ､ 磨石 ､ 石皿などが出土した（遺物図版 3-15-31､3-

23-40､4-5-13､5-4-28 ～ 32､5-55-494-2、7-21-52 ～

56､7-23-57）｡ 当遺構でも ､ 土器が SK393･396 と ､ 珪

質頁岩製短形剥片が 3921 グリッドのⅡ層出土の短形剥

片と ､ 玉髄製石核が SK396b(57) 層の二次加工ある剥片

と SK477 の 4 層の折損剥片と 3927 グリッドのⅡ層下
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の厚手剥片との接合関係が認められた（遺物図版 3-15-

31､5-55-495､5-59-507）｡61 層と 81 層出土の炭化オ

ニグルミ核、及びサクラ属炭化材の AMS 年代測定では

､4,305 ± 20yrBP と 4,360 ± 25yrBP といった中期中

葉の年代値が得られた（第Ⅳ章第 8 項を参照）｡

SK454（第Ⅲ -49 図）　3 区 3328・3428 グリッドのⅣ

層上面で検出される ｡ 平面形はほぼ円形で ､ 長軸約 128

㎝ ､ 短軸約 108 ㎝以上を測り ､ 底面は長軸約 154 ㎝ ､

短軸約 108 ㎝以上 ｡ 断面形は逆台形状を呈する（B3 類）｡

底面は平坦で ､ 確認面からの深さは約 124 ㎝ ｡ 覆土は ､

上～中位は黒褐色細砂シルト ､ 下位 ､ 上～中位層に明赤

褐色細砂質粘土が互層にある ｡ 遺物は ､ 覆土層から珪質

頁岩製剥片が数点出土した ｡

SK501（第Ⅲ -47 図）　1・3 区 3620 グリッドのⅣ層

上面で検出され ､ 北西で ST562 を切る ｡ 平面形はほ

ぼ円形で ､ 長軸約 100 ㎝ ､ 短軸約 96 ㎝ ､ 底面は長軸

約 100 ㎝ ､ 短軸約 98 ㎝を測る ｡ 断面形は逆台形の袋

状を呈する（B3 類）｡ 底面はほぼ平坦である ｡ 確認面

からの深さは約 84 ㎝を測る ｡ 覆土は大別 3 層で ､ 上

位は褐色細砂質シルト ､ 中位は赤褐色細砂質粘土 ､ 下位

は黒褐色～褐色細砂質シルトである ｡ 遺物は ､ 覆土中か

ら大木 8b 式の深鉢 ､ 磨石 ､ 石皿などが出土した（遺物

図版 3-23-41 ～ 48､7-25-60･61）｡ 当遺構でも ､ 土器片

が SK398 のものとの接合関係が認められた（遺物図版

3-23-41）｡13 層出土炭化オニグルミ核の AMS 年代測定で

は ､4,370 ± 20yrBP といった中期中葉の年代値（第Ⅳ章

第 8 項を参照）が得られた ｡

SK537（第Ⅲ -26 図）　1 区 3619・3620 グリッドのⅣ

層上面で検出され ､ 北側を倒木痕に壊される ｡ 平面形は

ほぼ円形で ､ 直径約 105 ㎝以上を測り ､ 底面は直径約

145 ㎝以上を測る ｡ 断面形はフラスコ状で ､ 上部で急斜

して逆台形状に開口する（A3 類）｡ 底面は平坦で ､ 確認

面からの深さは約 108 ㎝を測る ｡ 覆土は ､ 自然堆積と考

えられる黒褐色～明黄褐色砂質シルト ､ 間層に明黄褐色

～暗褐色シルト質細砂 ､ 明黄褐色細砂質粘土を互層に含

む ｡ 炭化物層を下位（10 層）に含む ｡ 遺物は ､ 覆土中か

ら木 8b 式の深鉢（RP570）､ 浅鉢（RP569･570）､ 稜上

磨石などが出土した（遺物図版 3-25-49 ～ 55､7-3-11）｡

SK551（第Ⅲ -54 図）　6 区 3824 グリッドのⅣ層上面

で検出され ､ST562 を切る ｡ 平面形は楕円形で ､ 直径

55 ㎝以上を測り ､ 底面は長軸約 100 ㎝ ､ 短軸約 66 ㎝

を測る ｡ 断面形はフラスコ状を呈し ､ 上部で急斜して短

く逆台形状に開口する（B3 類）｡ 底面は平坦で ､ 確認

面からの深さは約 30 ㎝を測り ､ 小型で浅い ｡ 覆土は黒

色細砂を主とし ､ 大別 3 層に分けられ ､ 下位は壁の崩

落土などによる地山土を多く含み ､ 中位に炭化物などを

含む層と下位の地山土を含む層が薄く互層となり ､ 上位

は再び地山土を多く含む ｡ 遺物は ､ 覆土中から縄文土器

片が少量出土した ｡

4　土　坑

　今回の調査で土坑として登録した中で ､ 規模や形態か

ら ､ 大型のフラスコ状土坑以外の中～小型のものを一括

する（第Ⅲ -27・61 ～ 66・71 図）｡ 主な土坑は ､3 区

の調査区中央の最も標高の高い地域のフラスコ状土坑群

の東側 ､SB561 掘立柱建物跡と ST562 竪穴状遺構に挟

まれた狭尾根上に ､ 大半が分布（3820 ～ 3830-3820

～ 3320 グリッド）し ､ 概ね東西 40m ×南北 20m の

範囲に広がる ｡ 一部は 4･6 区の調査区北端の谷部底面

付近などにも単発的に分布（4424 ～ 4428-4424 ～

4824 グリッド）する ｡

　土坑の規模や形態などから以下に分類する ｡

　形態は ､ 土坑の断面形が U 字状や台形状を呈する A

類と断面形が逆台形状や ､ 一部オーバーハングがあるい

わゆる袋状を呈する B 類に分けられる ｡ 規模は ､ 土坑の

平面形が円形や楕円形のものが多く ､ 平面形が直径 100

㎝前後やそれ以上の大型のもの（1 類）､ 直径が約 50 ㎝

～約 100 ㎝の中型のもの（2 類）､ 直径が約 50 ㎝以内

の小型のもの（3 類）に分けられる ｡

　これらを主な土坑やピットを分類すると以下になる ｡

A　類

A1 類：SK246･281･291･356･377･392･400･401･403･4

　　　   29･457･518 など 12 基 ｡

A2 類：SK268･269･282･285･298･299･313･321･404･　

　　　  464 など 10 基 ｡

A3 類：SK296･389･405･447･470 など 5 基 ｡

　A 類は ､ 全体に A1･A2 類が多く ､A3 類は少ない ｡ 平

面形は円形や楕円形が多い ｡ 断面形は ､U 字状（a 類）､

台形状（b 類）､ 方形状（c 類）など多様で ､A1･A3 類は

a 類が多く ､A2 類には c 類が多い傾向がある ｡A 類は ､ 全
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体に 3 区の狭尾根上に分布し ､ 大型の A1 類は大型のフ

ラスコ状土坑群に近接するものが多いが ､A2･A3 類は分

布の偏りは判然としない ｡　確認面からの深さは浅いもの

で約 5 ㎝前後 ､ 深いものでは約 60 ㎝を測るものもある

が ､ 概ね 20 ～ 30 ㎝のものが多く ､A1･A2 類に多く認め

られる ｡ 覆土は褐色～暗褐色のシルト～砂質シルトのも

のが多い ｡ 出土遺物は A1 類に若干散見されるが ､ 全体に

出土量は少ない ｡

B　類

B1  類：SK283･383･385･386･510 など 5 基 ｡

B2 類：SK293･297･305･309･384･443･471･473 など 8 基 ｡

B3  類：SK286･387･394･452･460 など 5 基 ｡

　B 類は ､ 全体に B2 類が多く ､B1･3 類は少ない ｡ 平

面形は円形が多い ｡ 断面形は ､ 袋状（a 類）､ 一辺など

が袋状 ･ 外反するもの（b 類）､ 一部がオーバーハン

グするもの（c 類）などがあり ､a 類は B1 類に ､b 類

は B1･B2 類に顕著で ､c 類は B3 類に多く見られる ｡　

B 類の多くも全体に 3 区の狭尾根上に分布し ､ 大型の

B1 類が大型のフラスコ状土坑に近接する以外 ､ 中～小

の B2･3 類に分布の偏りなどは判然としない ｡ 確認面

からの深さは浅いもので約 15 ㎝前後 ､ 深いものでは約

50 ㎝を測るものもあるが ､B1 類の大型では深く 30 ～

40 ㎝ ､B2･B3 類は 20 ㎝前後のものが多い ｡ 覆土は ､A

類と同じく ､ 褐色～暗褐色のシルト～砂質シルトのも

のが多い ｡ 出土遺物は ､B1 類に若干散見されるが ､ 全

体には出土量は少ない ｡ 遺物は、SK269 よりわずかな

量の大木 8a 式の土器片が、SK386 より少量の大木 8a

式の土器片が、SK283 より多量の大木 8b 式の土器片

が、SK477 より少量の大木 8b 式の土器片が、SK281・

282・299・305・321・356・377・385・387 より少

量の中期中葉の土器片が、SK246・291・384・392・

400・401・452 よりわずかな量の中期中葉の土器片が、

SK286・313・443 より少量の縄文土器片が覆土中か

ら出土した。このほか ､1 区 SK018 から石皿（遺物図

版 7-3-8）､SK224 から石皿（RQ553：遺物図版 7-55-

115）､SK268 から縄文中期の深鉢（RP313：遺物図版

3-9-17）､SK285 から大木 8b 式の深鉢（RP315：遺物

図版 3-9-18･19）､SK356 から微細剥離痕ある剥片 ､ 磨

製石斧（遺物図版 5-4-26､6-1-3）､SK384 から稜上磨石

（RQ316：遺物図版 7-13-34）､SK386 から大木 8b 式の

深鉢と磨製石斧（RQ319：遺物図版 3-13-28､6-1-4）､SK447

から折損剥片（遺物図版 5-59-507-1）､SK452 から磨製石斧

の再調整剥片（遺物図版 6-3-9）､SK510 から石皿（RQ580）

とエンドスクレイパー（遺物図版 5-5-33､7-25-62）が ､ そ

れぞれ覆土中より出土した ｡ 特に ､SK447 の玉髄製折損剥片

は ､SK396 の二次加工ある剥片 ､SK399 の石核 ､3927 グリッ

ドの厚手剥片との接合関係が認められた（遺物図版 5-59-

507）｡

5　ピット

　今回の調査は ､ 土坑よりも規模が小さいものを ､ ピッ

トとして登録した（第Ⅲ -66・67・71・72 図）｡ 形態

は ､ 小型の柱穴状で縦細長の長方形 ｡ 規模は ､ 土坑と同

じ分類で ､ 直径が約 50 ～約 100 ㎝の中型（2 類）と ､

直径が約 50 ㎝以内の小型（3 類）がある ｡

2 類：SP478 など 1 基 ｡

3 類：SP288･334･336･421･423･439･440 の 7 基 ｡

　ピット類は ､1 類が未確認で ､ 中型の 2 類が単発的に

あり ､ 大半が 3 類の小型のものが多い ｡ 平面形は円形

が多い ｡ 断面形は ､ 柱穴状のものが多く ､ 一部はアタリ

痕跡が認められるものもある（SP478･334･336 など）

が建物跡などに組むまでは至らない ｡

　確認面からの深さは約 30 ～ 60 ㎝で ､ 概ね 30 ～ 40

㎝のものが 3 類に多い ｡ 覆土は土坑の A･B 類と同じく

褐色～暗褐色のシルト～砂質シルトのものが多い ｡ 出土

遺物は全体に数量が少ない ｡ ピットの多くは ､3 区の狭

尾根上に分布し ､ 全体に北側に弧状に廻る分布なども看

取された ｡

　遺物は、SP336・423 より少量の中期中葉の土器片

が、SP421・439 よりわずかな量の縄文土器片が覆土

中から出土した。このほか ､SP389 から稜上磨石（遺物

図版 7-15-36）､SP439 から稜上磨石（遺物図版 7-33-

78）が ､ それぞれ覆土中より出土した ｡

6　石囲炉

　今回の調査で屋外炉として ､ 石で炉を囲む石囲炉が 3

基確認された ｡ これらには ､ 底面に土器の破片を敷い

た土器敷き石囲炉（SL229）も含む ｡ また ､ 明確な屋外

炉かは不明だが ､SB561 掘立柱建物跡内に円形の石囲炉

（SL230）があり ､ 個別の遺構として登録した ｡
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SL229（第Ⅲ -43 図）　3 区南の 3425 グリッドのⅣ層

上面で検出される ｡ 平面形は長方形で ､ 長軸約 62 ㎝ ､

短軸約 48 ㎝を測る ｡ 主軸は N-43° -W である ｡ 炉の周

りには ､ 直径 4 ～ 10 ㎝大の扁平な円礫 ･ 亜円礫が ､ 南

辺を除き ､ 配置される（北西角は ､ 試掘ﾄﾚﾝﾁを掘削した

際に削平されている）｡ 断面形は浅い船底状を呈し、底

面はほぼ平坦で ､ 確認面からの深さは約 6 ㎝を測る ｡

覆土は灰黄褐色細砂質シルトで ､1 ～ 10 ㎜の軽石をわ

ずかに含む ｡ 上面には縄文土器の深鉢の長さ 7 ～ 12 ㎝

程の破片を二重に敷き詰めている ｡ ただし、覆土中に焼

土は確認できず、敷かれた土器片についても、著しい

二次焼成は確認できなかった。敷き詰められた縄文土

器は ､ 大木 8b 式の浅鉢や深鉢の破片である（遺物図版

3-273-574 ～ 582､3-274-583･584）｡ 複数の個体が認

められ ､ 手頃な破片を選択して ､ 石囲の中に敷き詰めた

と考えられる ｡ ただし、覆土中から二次焼成は確認でき

なかった。覆土中の炭化オニグルミ核の AMS 年代測定で

は ､4,265 ± 20yrBP の、中期中葉の年代値が得られた（第

Ⅳ章第 8 項を参照）｡

SL230（第Ⅲ -42 図）　3 区南 ､3324 グリッドのⅣ層上

面で検出され ､SB561 掘立柱建物内の西側に位置する ｡

平面形は楕円形で ､ 長軸約 42 ㎝ ､ 短軸約 34 ㎝ ｡ 炉の周

りには ､ 直径 8 ～ 10 ㎝大の円礫 ･ 亜円礫を北西角と南

辺を除き配置される ｡ 断面形は浅い船底状を呈し ､ 底面

は平坦で ､ 確認面からの深さは約 4 ㎝ ｡ 覆土は灰黄褐色

細砂質シルトで ､1 ～ 10 ㎜の軽石をわずかに含む ｡ 遺

物は ､ 覆土中から縄文土器片がわずかに出土した ｡

SL232（第Ⅲ -72 図）　6 区 4824 グリッドのⅣ層上面

で検出される ｡ 平面形は楕円形で ､ 長軸約 60 ㎝ ､ 単軸

約 62 ㎝を測る ｡ 直径 5 ～ 10 ㎝大の円礫 ･ 亜円礫を円

形に配置させる ｡ 断面形は浅い船底状を呈し ､ 底面は平

坦で ､ 確認面から約 10 ㎝を測る ｡ ただし炉としたが ､

覆土中に焼土は確認できなかった ｡ 出土遺物はない ｡

7　焼土遺構

　今回の調査で ､ 焼土遺構の認定については ､（遺構が）

赤色に変化し ､ 炭化物が混じる範囲とした ｡

　焼土遺構は ､3･4 区の特に調査区の南北の傾斜変換点

付近などに多く認められた ｡ これは ､ 北側は 4 区のフ

ラスコ状土坑や SF513 盛土遺構周辺 ､ 南側は 3 区の土

坑群と SB561 掘立柱建物跡周辺に集中して確認された

｡ 以下に集中域毎に炉跡を概述する ｡

調査区北側の焼土遺構群（第Ⅲ -59・60 図）　4 区南半

の 3825 ～ 3828、3925 ～ 3928、4026・4027 グリッ

ドの東西約 16m､ 南北約 12m の範囲に 15 基（SL001・

002･004･005･006･009･010･361･366･484･502･51

5･516･517･544）の焼土遺構がⅣ層上面で検出される ｡

これは ､ 概ね等高線 135m を前後するライン上に並行し

て焼土遺構が細長く広がる ｡ 平面形は ､ 円形や楕円形が

多く ､ 直径約 50 ～ 120 ㎝前後のものが多い ｡ 断面形

は浅い船底状を呈するものが多く ､ 底面はほぼ平坦である ｡

確認面からの深さは ､ 約 5 ～ 18 ㎝で ､ 約 10 ㎝前後の

ものが多い ｡ 覆土は赤褐色～にぶい赤褐色の細砂質シ

ルトなどを主とする単層が大半である ｡ 遺物は、SL515

よ り 少 量 の 大 木 8b 式 の 土 器 片 が、SL001・002・

004・366・517・544 より少量の中期中葉の土器片

が、SL005・006 よりわずかな量の中期中葉の土器片が、

SL361・516 からわずかな量の縄文土器片が覆土中より

出土した（SL515：遺物図版 3-39-205、SL517：遺物図

版 3-95-207・208）｡AMS 年代測定では、SL009 の 1 層

出土のオニグルミ炭化材から 4,295 ± 25yrBP､SL010

の 1 層出土のクワ炭化材から 4,360 ± 25yrBP､SL366

の 1 層出土のクリ炭化材から 4,415 ± 25yrBP､SL544

の 1 層出土のクリ炭化材から 4,380 ± 25yrBP といった、

中期中～後葉の年代値が得られた（第Ⅳ章第 8 項を参照）｡

　なお ､ これら北側の一群は ､ 焼土遺構に近接して

連続した分布状況や ､ 焼土遺構の平面主軸などから

SL006･007･005（A 列）､SL004･516･517･002･515（B

列）､SL544･366･563（C 列）､SL010･361（D 列）な

どが直線的に分布し ､A 列と B 列 ､C 列と D 列が概ね 4

～ 5m 離れて並行する ｡ これらは ､ 直線状に並ぶ配列か

ら大型住居の複数の炉跡の可能性も考えられたが ､ 周辺

に柱穴などがなく判然としない ｡

SX034（ 第 Ⅲ -27 図 ）　2 区 3920・4020 グ リ ッ ド の

Ⅳ層上面で検出し ､ 横位の深鉢（RP223：遺物図版

3-5-10）内に焼土などが充満する ｡ 前述した焼土遺構

群と形態は異なるが ､ 調査時は焼土遺構として捉えた ｡

しかし ､ 整理段階で再検討した結果 ､RP223 に二次焼

成が認められないため ､ 炉としての機能していたのでは

なく ､ 土器内に焼土を入れて廃棄されたものと考えられ
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る ｡ ただし ､RP223 内に焼土を入れる原因については ､

不明である ｡ そのため ､ 本報告では ､ 性格不明遺構とし

て扱う ｡ なお ､ 長軸約 46 ㎝ ､ 短軸約 42 ㎝を測る ｡ 確

認面からの厚さは約 24 ㎝を測る ｡ 覆土は赤褐色～にぶ

い黄褐色細砂質シルトを主とする ｡RP223 は ､ 大木 8b

式に相当する ｡2 層出土クリ炭化材の AMS 年代測定で

は ､4,365 ± 25yrBP といった中期中葉の年代値が得ら

れた（第Ⅳ章第 8 項を参照）｡

調査区南側の焼土遺構群（第Ⅲ -42・60 図）

　3 区 南 半 の 3422 ～ 3427-3422 ～ 3321 グ リ ッ

ドの東西約 24m､ 南北約 8m の範囲に 4 基（西から

SL406･523･340･484）の焼土遺構がⅣ層上面で検出さ

れる ｡ 同じ地域には ､SL230 石囲炉や SL229 石組土器

敷き炉なども分布する ｡ これは ､ 南の谷の傾斜変換点の

等高線 134 ～ 135m のライン上に並行し ､ 東西に単発

的に分布する ｡

　平面形は ､ 円形や楕円形が多く ､ 直径約 0.4 ～ 0.94m

前後のものが多い ｡ 断面形は浅い船底状を呈するものが

多く ､ 底面はほぼ平坦である ｡ 確認面からの深さは ､ 約

4 ㎝～ 10 ㎝のものが多い ｡ 覆土は赤褐色～にぶい赤褐

色の細砂質シルトなどを主とする単層が大半である ｡

　なお ､ これら南側の焼土遺構群は ､ 北側の焼土遺構と

は異なり ､ 単発で分布し ､ 明瞭な列などのまとまりは判

然としなかったが ､ 狭尾根上の小型の土坑群の外側に分

布するあり方や ､ 傾斜変換点に並行するあり方などは共

通する部分もある ｡

8　盛土状遺構

　盛土状遺構は､第1次調査で3区と4区にそれぞれ1ヶ

所ずつ確認した（SF488･513）｡ 第 2 次調査において ､

盛土状遺構の精査を行ったところ ､ 盛土層は ､ クロボク

土 ､ あるいはクロボク土を起源とする基本層序Ⅲ層の上

に ､ 厚さ 20 ㎝程度の地山の土壌を主体としている ｡ 盛

土層自体には遺物があまり含まれていないが ､ その上下

からは縄文時代中期の遺物が多量に出土する ｡ なお ､ こ

の２つの盛土状遺構は ､ 調査区中央の最も標高が高く遺

構が密集する地域を挟む南北の傾斜変換点に広がり ､ 北

側は大型の SF513､ 南側はやや小型の SF488 となる ｡

SF488（ 第 Ⅲ -55 図 ）　4 区 中 央 ､3322 ～ 3522-3323

～ 3523 グリッドのⅣ層上面で検出される ｡ 平面形は ､

不整な台形状で谷下端の南側やや広がり ､ 長軸約 8.35m

以上 ､ 短軸約 5.60m 以上を測る ｡ 主軸は N-3° -E で ､

斜面に対し概ね直交する ｡ 断面形は浅い緩やかな船底状

を呈し ､ 底面は緩やかな凹凸が若干認められる ｡ 確認面

からの深さは ､ 約 4 ～ 10 ㎝程で ､ 谷部上部の北側がや

や堆積が厚くなり ､ 厚い所では 17 ㎝を測るところもあ

る（ただし ､SF488 は検出時に西側を 1/4 程度削平し

ている）｡ 覆土は ､ 基本層序Ⅲ層の上に ､ 大別 2 層が堆

積し ､ 下層は褐色粘土質シルトで遺物を多く含み ､ 上層

はにぶい褐色粘土質シルトで ､ にぶい褐色細砂質粘土ブ

ロックや炭化物を含む ｡ なお ､ 下層は北側上部では確認

されるが ､ 遺構全体では不明瞭で部分的な堆積状況も看

取される ｡ 出土遺物は ､ 覆土中から大木 8a ～ 8b 式の深

鉢（RP144・145・154･252･443･450 ～ 453･490･492

～ 494･498･543･545･559）､ 完形の土偶 1 点 ､ 管状土

製品の破片 1 点 ､ 及び石鏃や石匙 ､ ヘラ形石器などの剥

片石器 ､ 凹石や稜上磨石 ､ 磨石 ､ 石皿などの礫石器が出

土し ､ 縄文時代早期 ･ 前期の土器片も出土した（遺物図

版 2-5-18､2-7-31､3-27-59 ～ 61､3-29-62 ～ 68､3-31-69

～ 73､3-33-74･75･77 ～ 79､3-35-80・84・86・87､3-

37-90、4-1-2､4-5-10､5-5-34 ～ 37､5-6-38 ～ 44､5-7-

45･46､5-55-496-2､6-5-11･12､7-27-64 ～ 71･73･74､7-

31-76･77）。SF488 の基本層序Ⅲ層から出土したクリ炭

化材（RW459）の AMS 年代測定では 4,370 ± 25yrBP

といった中期中葉の年代値が得られた（第Ⅳ章第 8 項を

参照）｡

SF513（ 第 Ⅲ -56 ～ 58 図 ）　4 区 南 の 826 ～ 3831-

3826 ～ 4126 グリッドのⅣ層上面で検出される ｡ 主

軸は N-85° -E で ､ 斜面に対し概ね並行し東西に広が

る ｡ 平 面 形 は ､ 不 整 な 楕 円 形 で ､ 東 西 約 18.35m 以

上 ､ 南北約 11.55m 以上 ｡ 断面形は浅い緩やかな船底

状を呈し ､ 底面は概ね平坦だが ､ 一部緩やかな凹凸が

ある ｡ 確認面からの深さは約 20 ～ 30 ㎝を測り ､ 谷

上部の南側の平坦面や緩やかな鞍部の堆積は全体に厚

く ､ 斜面部の北側に向けてやや薄くなる ｡ 覆土は ､ 基

本層序Ⅲ層（クロボク層）の上に堆積し ､1 層が暗褐色シ

ルトで炭化物や粗砂を含み ､2 層がにぶい黄橙色シルトで ､

明黄褐色粘土と浅黄橙色シルトブロックを多く含む ｡ 遺

物は ､ 覆土中から大木 8b 式の深鉢（RP574）など多量

の遺物と ､ 縄文時代早期 ･ 前期の土器も出土した（遺物
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図 版 1-3-20･22･24･26･30､1-5-36､1-7-50･52･53･58､1-9-

61･66･68､1-11-69･79､1-13-83･85･､1-15-95･99･103､1-

17-106 ～ 109､1-21-119･123･124･127､1-23-138･143､1-

25-145 ～ 147･149､1-27-154･157･159 ～ 462､1-29-

168､1-31-173､1-39-208､1-41-214､1-45-225､2-1-6･7､2-5-

19･22､2-7-25･26･29･30･32､2-9-37､2-11-42､2-13-49､3-

95-207､3-97-209･210､3-99-211 ～ 213､3-101-214 ～

216､3-103-217･218､5-17-134 ～ 143､5-18-144 ～ 153､5-

19-154､5-56-498-2､5-55-499-2､6-11-22 ～ 24､7-57-117

～ 124､7-59-125 ～ 128､7-61-129･130）｡AMS 年 代 測 定

では ､ Ⅱ層出土のコナラ属コナラ節炭化材から 4,445

± 25yrBP､ Ⅲ層出土深鉢の内面付着炭物から 5,435 ±

25yrBP といった中期中葉と前期中葉の年代値が得られた

（第Ⅳ章第 8･15 項を参照）｡ 内面付着炭化物の年代値は、

土器型式と大きな齟齬が生じている。

9　遺物包含層（捨て場）

　調査区を覆う遺物包含層（基本層序のⅡ ･ Ⅲ層）は ､

特に調査区中央部の最も標高の高い地域で区切られた南北

の斜面（谷地形）に厚く堆積 ､ 調査区両端の斜面下部で最

も厚く堆積する ｡ この南北の遺物包含層からは ､ 遺物が

多量に出土した（第Ⅲ -73 ～ 77 図）｡ 遺物の大半は ､ 縄

文時代中期に属する土器や土製品 ､ 石器であり ､ 土器は

大木 8a 式のものが大半を占めることから ､ 当該期のごく

短期間に堆積が形成されたと考えられる ｡ ただし ､ 石器は

トゥール類の比率が多く ､ 総じて刃部などの摩滅や破損が

認められる ｡

北側遺物包含層　2 区東半 ･4 区南 ･6 区に渡る谷部で ､

特に遺物量が多い地域は 4 区南の谷上部の傾斜変換点で

4120 ～ 4130-4120 ～ 3820 グリッドの東西約 48m､

南北約 16m の範囲のⅢ層上面で検出した ｡ 遺物包含層

（捨て場）の縁は ､ 概ね 3820 ～ 3829 グリッドを結ぶ

ラインで ､ 標高が最も高いフラスコ状土坑群やその東側

の狭尾根上の大小の土坑群が集中する地域の北側でそ

の境界ラインにもあたる ｡ 時期的に集中域が異なり ､ 古

い順に縄文時代早期が 4 区東端の 4227 ～ 4230-4227 ～

3927 の約 16m 四方の範囲である ｡ 同前期は ､ 早期より

やや密度が薄く ､ 早期と同じ 4 区東端ではあるが ､4128

～ 4130-4128 ～ 3928 の約 12m 四方の範囲に縮小する ｡

　本調査の主体的な縄文時代中期は ､ 前述した 2 ～ 4

区の南側に及び ､4120 ～ 4130-4120 ～ 3820 グリッ

ド の 東 西 約 48m､ 南 北 約 16m の 範 囲 に 拡 大 ｡ 特 に

4023 ～ 4024 グリッド（A2 類のフラスコ状土坑群の

北側）では、本調査で最多の大木 8a ～ 8b 式の土器群

が出土 ｡ これらからは ､ 全体に早期 ･ 前期の 4 区東端

から西側に遺物廃棄などが移動したようで ､ 縄文時代早

期 ･ 前期の明確な遺構は判然としないが ､ 中期の主体的

なフラスコ状土坑や大小土坑群の分布範囲とも共通し ､

集落の広がりと概ね相関があるものと推測される ｡

南側遺物包含層　3 区南側の斜面部で ､ 特に遺物量が

多い主体地域は ､ 斜面上部の傾斜変換点で ､ 概ね 4120

～ 4130-4120 ～ 3820 グリッドの東西約 48m､ 南北約

16m の範囲である ｡ Ⅱ層上面で検出 ｡ 遺物包含層（捨

て場）の縁は ､ 概ね 3319 ～ 3428 グリッドを結ぶライ

ンで ､ 概ね狭尾根上の大小の土坑群が南側で途切れるラ

インや ､ 土坑群と SB 掘立柱建物跡との境界ラインと一

致する ｡ なお ､ この包含層の上位からは ､ 包含層との差

異の判別は難しかったが ､SF488 盛土遺構が確認され ､

包含層の下位からは遺構検出面（地山）で SL502 焼土

遺構が ､ そして SB561 掘立柱建物跡 ､SL229･SL230 石

組炉が検出され ､ 斜面部の層位的な鍵層となる ｡ 出土

遺物は ､ 覆土中から北側と同じく ､ 時期的に集中域が異

なり ､ 古い順に縄文時代早期が 3 区中央～南側の 3524

～ 3525-3524 ～ 3424 の概ね約 16m 四方である ｡ 同

前期は 3 区南側に散発的な出土で ､ 明確な集中域は不

明瞭である ｡

　本調査で主体の縄文時代中期は ､ 前述した 3 区南側

の谷部に広がり ､ 概ね 4120 ～ 4130、4120 ～ 3820

グリッドの東西約 48m､ 南北約 16m の範囲で ､ 特に

3420 ～ 3423、3420 ～ 3320 で ､ 大木 8a ～ 8b 式の

土器群が多く出土する ｡ これは北側の包含層とも同じく

､ 全体に早期の集中域の 3 区中央～南部から ､ 中期にか

けて 3 区南西部に遺物の廃棄の場などが移動したこと

が推測される ｡ なお ､ この範囲の北側は ､ 縄文時代早期

･ 前期の明確な遺構は判然としないが ､ 中期の主体的な

フラスコ状土坑や大小の土坑群 ､SF488 盛土遺構の分布

範囲とも共通し ､ 集落の南側でも北側と同じく集落の広

がりとの相関が窺えた ｡

10　陥　穴
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　土坑底面に逆茂木痕を有するものを陥穴で登録した ｡

SK057 陥穴（第Ⅲ -27 図）1 区南西の谷地形の緩斜面

の 3413 グリッドで ､ Ⅳ層上面で検出される ｡ 平面形は

円形で ､ 直径約 80 ㎝を測る ｡ 断面形は縦長の長方形状

を呈する ｡ 確認面からの深さは約 140 ㎝を測る ｡ 底面

は船底状を呈し ､ ほぼ中央部に直径約 17 ㎝のピットの

痕跡が認められ ､ 形態などから陥穴の逆茂木の痕跡と考

えられた ｡ 覆土は ､ 上位が黒色砂質シルト ､ 下位が明黄

褐色～暗褐色砂質シルトを主とする ｡ 出土遺物がなく時

期は不明で ､ 単発的なあり方を示す ｡

11　古代の土坑

　調査区北側の谷下端の緩斜面から明らかに遺跡の主体

時期とは異なる古代の土器が出土する土坑を確認した ｡

SK237（第Ⅲ -71 図）6 区 4528 グリッドで検出された

平面形が隅丸方形の土坑である ｡ 長軸は 141 ㎝ ､ 短軸

は 76 ㎝を測り ､ 深さは 48 ㎝を測る ｡ 覆土は黒色シル

トと地山由来のにぶい黄褐色土が混じるもので ､ 人為的

な埋土と見られる ｡ 遺物は ､ 覆土中から床面直上に正

位で置かれたものを埋めたと思われる 9 世紀末頃に製

作されたとみられる体部に 2 文字墨書された赤焼土器・

坏が 1 点のみ出土（遺物図版 9-2-16）｡ このほか、覆

土中から縄文時代中期中葉の土器片がわずかに出土し

た。赤焼土器出土の上層の 7 層からは灰白色火山灰が

検出されており ､ 分析の結果 915 年に降下した十和田 a

テフラであったことが判明（第Ⅳ章第 6 項を参照）｡ こ

のことから遺構の埋没年代は 10 世紀前半頃と推定 ｡ 調

査当初は土坑の平面形や遺物の出土状況から土坑墓を推

定し ､ 土壌をサンプリングし分析を行ったところ ､ 遺体

が埋葬された痕跡を示すリン等の成分は検出されなかっ

た（第Ⅳ章第 5 項を参照）｡ 出土遺物も少なく ､ 遺構の

性格は判然としない ｡

　なお ､7 層と覆土に含まれていた炭化材の AMS 年代測

定では ､3,010 ± 25yrBP の年代値が得られており ､ 縄文

時代晩期前葉の年代値となる（第Ⅳ章第 4 項を参照）｡

そのため ､ 出土した赤焼土器との整合性に矛盾が生じる

が ､4 区北東と 6 区東で縄文時代晩期の土器が出土して

おり ､ 当遺構の埋め戻しの際に当該時期の炭化材が混入

したと考えられる ｡

3　出 土 遺 物
　本調査では、縄文時代早期・前期・中期・晩期、古墳

時代中期、古代の遺物が発見された。以下に、時代・時

期、型式、器種ごとに詳述する。なお、文中の記載では

基本的に図版番号を省略し、遺物番号のみを記載する。

1　縄文時代早期の土器（遺物図版 1-1 ～ 46）

　縄文時代早期の土器は、2 ～ 6 区から出土したが、特

に 4 区 東 側 に 当 た る 3928・3939・4028 ～ 4030・

4127 ～ 4130 グリッドに集中する。ただし、当該時期

の遺構については、判然としなかった。

　早期・前期の土器群は、文様、器形、胎土などの特徴

より、下記のように分類される。なお、遺物図版には、

分類した群ごとに掲載する。

【早期】

Ⅰ群：薄手無文土器

Ⅱ群：撚糸文土器

Ⅲ群：押型文土器

Ⅳ群：縄文地文の平行沈線文

Ⅴ群：厚手無文土器

Ⅵ群：沈線文土器

Ⅶ群：貝殻条痕文土器

Ⅷ群：貝殻腹縁文 + 沈線文土器

Ⅸ群：貝殻条痕文 + 沈線文

Ⅹ群：貝殻復縁圧痕文

ⅩⅠ群：貝殻沈線文土器

ⅩⅡ群：縄文条痕文土器

ⅩⅢ群：原体圧痕文？刺突文？

ⅩⅣ群：条痕文？

【前期】

ⅩⅤ群：斜縄文 + 押圧縄文、結束羽状縄文、底部爪形文

ⅩⅥ群：底部縄文、羽状縄文、半裁竹管文、ループ文、斜

　　　縄文、非結束羽状縄文

Ⅰ群：薄手無文土器　Ⅰ群土器は、破片で 399 点出土し、

資料化したのは 49 点である。胎土は、概ね細粒で緻密

であり、石英や細砂を含む。薄手無文土器の胎土によく

みられる雲母の混入はない。焼成は概ね良好で、内外面

が灰褐色～明黄褐色を呈する。口縁形は、丸頭状（1・

8 ～ 12・16・18・22 ～ 24）が多いが、ほかに平頭状（7・
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13 ～ 15・17・19 ～ 21・27・44・45）、尖頭状（28）、

内削ぎ（25）のものがある。また、口縁部頂部に棒状

工具を斜めに押圧したものが 1 点のみ確認される（9）。

外面の整形は、指頭押圧や胴部の縦方向のナデが主で、

一部に縦方向のヘラナデ（32）やヘラケズリ（26）が

認められる。ミガキは認められない。内面は、総じてナ

デが施される。器壁は 3 ～ 5 ㎜程度。底部は、外面側

に張り出しのある径 5 ㎝程度の平底で、底部内面中央

部が厚く膨らむ（35 ～ 40）。1 点のみ、緩やかに屈曲

する丸底のものがある（41）。輪積み痕は明確ではない

が、底部となる円盤状の粘土塊の周囲に張り付けて器壁

を成形すると考えられる。器形全体を推定できる資料は

ないものの、全体の傾向から、底部から緩やかに立ち上

がる深鉢形を呈するものと思われる。一部に、補修孔が

認められる（1・24）。

　これまで、Ⅰ群土器は、県内において高畠町尼子第

Ⅱ岩陰遺跡（佐々木 1971）、同日向洞窟遺跡（加藤

1969・長井 2019）、鶴岡市（旧温海町）大淵台遺跡（山

形県教委 1981）で出土。特に、大淵台の資料は全体の

形状が明らかとなっており、本遺跡のⅠ群土器と類似する。

近年の日向洞窟遺跡西地区の 5 層の 1 号竪穴状遺構出

土炭化材に対するAMS年代測定では、9,492±37yrBP（2

σ暦年代範囲：11,070 ～ 10,600cal BP) の年代値（長

井 2019）が得られ、器形や製作技術の点から早期初頭

と位置付けられる（相原 2016）。また、本遺跡の南隣の

丘陵にある清水西遺跡（山埋文 2015）では、早期後半

期とされる無文土器が出土しているが、本遺跡の出土事

例からすれば、早期初頭の可能性もある。

Ⅱ群：撚糸文土器　Ⅱ群土器は 1 点のみ出土した。48 は、

口縁部の破片で、外面に口縁と並行した R｛l2｝の絡条

体圧痕文の横回転施文が施される。丸頭状の口唇部には、

斜めに細かく連続した刻み目が施される。

Ⅲ群：押型文土器　Ⅲ群土器は、破片で 658 点出土し、

資料化したのは 124 点である。胎土はやや粗粒であり、

繊維と細砂の混入が顕著である。焼成は総じてやや甘

い。器形は、1 点のみ胎土と焼成具合が類似する尖底の

底部（148）が出土したことから、緩やかなカーブを描

く砲弾状の尖底の深鉢であると考えられる。口縁形は、

丸頭状（116・122）や平頭状（119・120・128）、連

続した斜めの刻み目（106・108・112）、連続する斜め

の押圧（113）、連続した指頭押圧による小波状縁（88・

124）がある。原体の文様の種類も豊富で、その文様は a：

重層山形（49 ～ 74）、b ～ f：重層菱形文（75 ～ 97）、

g：斜線充填山形文（98 ～ 100）、h：平行線充填菱形

文（101）、i：平行線充填山形文（102 ～ 105）、j：斜

格子目文（106 ～ 110）、k：横位平行沈線状文（68 ～

74・100・106 ～ 117）、l：縦位平行沈線状文である（118）

が認められる。重層山形文 a や斜格子目文 j については、

横位平行沈線状文 k との重複関係が認められる（68 ～

74・100・106 ～ 110）。これらを組み合わせた複数の

文様帯を構成する場合もある（68・107・110）。また、

施文された押型文に重複するかたちで、横位平行沈線

（119 ～ 123）や斜沈線文（124 ～ 132）が施される。

斜沈線文については、やや乱雑に施している感がある。

加えて、一度押型文を施文した上に、さらに押型文を

重複させるといった、「施文」というよりも器面や器壁

の整形を意図したものと思われる例も確認される（134

～ 147）。106 ～ 110 は一個体の可能性がある。その

場合、口径が 214 ㎜、器高が推定で 250 ㎜以上となる。

口唇部が小型波状縁となり、口縁部付近に原体 k、その

下に j、さらに k と j を少なくとも 4 段程度に分けて施

している。

　Ⅲ群は、文様から日計式土器であり、県内では米沢市

ニタ俣遺跡（米沢市教委 1983）、南陽市月ノ木 B 遺跡（山

形県教委 1989）、尾花沢市いるかい遺跡（山形県教委

1983）、同森岡北遺跡（大類・山口 1980）で確認され

ている。しかし、遺跡数が少なく、しかも一遺跡当たり数

点の破片資料しか発見されてこなかった。本遺跡では当

該資料が多数出土しており、これまで明確でなかった山形

県における日計式土器の器形や文様のヴァリエーションに

ついて、多くの情報を得ることになる。また、県内ではこ

れまで文様 a・b・e が確認されてきたが、本遺跡では従

来の日計式の文様とともに、例をみない文様である文様 g

（98 ～ 100）も確認された。

　時期的な位置付けとしては、本遺跡のⅡ群土器は平行

沈線状文や平行沈線文、平行沈線縄文充填の文山形・菱

形文が施されていることから、日計式の後半段階に位置付

けられよう（相原 2008、岡本 2017）。なお 137 の外面

付着炭化物の AMS 年代測定では、7,370 ± 25yrBP の

年代値となったが、従来の年代観と 2,000 年近い差が生



Ⅲ　調査の成果

27

じている（第Ⅳ章第 14 項を参照）。

Ⅳ群：平行沈線文+斜縄文　Ⅳ群土器は、1 点のみ出土

した。149 は、胎土に繊維と砂が混入し、焼成具合は

やや甘い。口縁形は、平頭状で、口唇部内外面に錯向状

に指頭押圧を施している。L{R2} の斜縄文ののち、平行

沈線文を施す。下辺には、補修孔が認められる。岩手県

軽米町馬場野Ⅱ遺跡では、繊維が混入する斜縄文と平行

沈線文を施した「縄文土器 D 種」が、押型文土器に伴

う（岩手県埋文 1986）。

Ⅴ群：厚手無文土器　Ⅴ群土器は、破片で 250 点出土

し、資料化したのは 13 点である。Ⅰ群土器に比べて数

が少ない。Ⅰ群に比べて 8 ㎜前後の器壁であり、胎土

が細粒であるものと、繊維が入るものもある（繊維が入

るものは、押型文土器の無文帯の可能性もある）。153

の胎土には、海面骨針が入る。Ⅰ群土器に比べて軟質で、

焼成が甘いもの（151 ～ 162）と、良好な焼成で、硬

質なものがある（150）。口縁形は丸頭状（150・152・

153）で、底部は丸底（151）を呈する。150 には補修

孔が認められる。

　福島県小野町西田 H 遺跡では、7・13・17 号住居跡

や遺物包含層より厚手無文土器群が撚糸文土器などに

伴って出土している（福島県文化振興事業団 2005）。

その 17 号住居跡の覆土 4 層出土の炭化物による AMS

年代測定では、8,410 ± yrBP の年代値が得られている。

Ⅵ群：沈線文土器　Ⅵ群土器は、破片で 41 点出土し、

資料化したのは 11 点である。胎土は、緻密で砂が混入

する。焼成は概ね良好。口縁形は平頭状（165）と丸頭

状（172）がある。ただし、172 は厚さや胎土、焼成具

合が薄手無文土器のそれと類似する。外面には斜位や横

位の平行沈線文を施文し、内面にはミガキが施される。

171 に関しては、より先の細い工具によって施文される。

　Ⅵ群土器は、文様や形態的な特徴から三戸式に相当し

よう（飯塚 2008）。

Ⅶ群：貝殻条痕文土器　Ⅶ群土器は、破片で 38 点出土

した。厚手や薄手のものがあり、焼成は総じて良好であ

る。胎土には砂が混入するが、雲母も混じるものがある

（178）。口縁形は、平頭状の口唇部のものがあり、Ⅵ類

土器と類似する（174・175）。丸頭状の口唇部もある

（177・181・182・183）。185 は、口唇部に絡条体圧

痕を回転施文される。外面は貝殻腹部で条痕文を施文。

内面にミガキを施すものもある（175・180・181）。外

面の文様で細別される。a：外面が磨きだけのもの（174

～ 179）、b：ハの字状爪形文と半裁竹管押引文（180・

181）、c：爪形文（182・183）、d：条痕文に絡条体圧

痕文の重複（184）、e：口唇部の絡条体圧痕文回転施文

（185）となる。

　Ⅶ群土器は、形態と胎土の特徴から、Ⅵ群に並行する

土器群と思われる。

Ⅷ群：貝殻沈線文土器　Ⅷ群土器は、破片で 14 点出土

し、資料化したのは 11 点である。胎土は、概ね緻密で

砂が混入し、焼成も良好である。口縁形は丸頭状（186）

と尖頭状（190）がある。文様は、沈線文と貝殻腹縁文

で構成され、ほかに爪形文（186・190）、列点文（189）

が施される。

　Ⅷ群土器は、文様や形態的な特徴から田戸下層式に相

当しよう（飯塚 2008）。

Ⅸ群：貝殻沈線文土器　Ⅸ群土器は、破片で 5 点出土

した。胎土に砂が混入する。口縁形は丸頭状（194）で

ある。外面に貝殻条痕を施したのち、平行沈線文と押し

引きによる短沈線文によって入組状の幾何学的な文様が

施文される。内面は、ミガキが施される。191・193・

194 は、胎土や焼成具合、文様から同一個体の可能性

がある。

　Ⅸ群は、高畠町日向第Ⅳ岩陰遺跡（佐々木 1971）、南

陽市須刈田大野平遺跡（南陽市教委 1986）に例があり、

明神裏Ⅲ式に相当しよう（飯塚 2008）。

Ⅹ群：貝殻文土器（遺物図版 1-35-195 ～ 1-38-205）

　Ⅹ群土器は、破片で 69 点出土し、資料化したのは

11 点である。内外面、あるいは内面に貝殻条痕文を施

したのち、a：貝殻腹縁圧痕文（195 ～ 198）や b：貝

殻腹縁押引文（199 ～ 201）、c：波状貝殻文（202 ～

205）が施される。胎土はやや粗粒で、焼成もやや甘い。

202 ～ 205 は赤色の胎土が用いられる。口縁形は、口

唇部に連続した刻み目が施される。

　Ⅹ群土器は、文様や形態的特徴から、寺の沢式か大寺

式に相当しよう（飯塚 2008）。

ⅩⅠ群：貝殻文 +沈線文 +隆帯文など　ⅩⅠ群土器は、破

片で 103 点出土し、資料化したのは 17 点である。胎

土に砂が混入し、a は内面に貝殻条痕を施したのち、棒

状工具の棒状工具のひねりによる M 字状押引文、隆帯
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文とその上に施された絡条体圧痕と思われる文様が施さ

れる（206 ～ 210）。b は外面に沈線文と貝殻腹縁圧痕

文のほか、列点文が施される（211 ～ 213）。c は 4 単

位の波状口縁で、口縁部文様帯に半裁竹管による平行沈

線文と貝殻腹縁圧痕文、頸部と胴部に半裁竹管による横

位の平行沈線文が施される（214 ～ 221）。また、口縁

部内面側には、指による連続した指頭圧痕による押圧文

が施文。底部は確認されないが、頸部が屈曲する尖底と

思われる。なお、214 ～ 222 は同一個体の可能性があ

る。また、214 ～ 222 は福島県須賀川市永光院浅ノ内

遺跡（長沼町教委 1987）に例をみる。ⅩⅠ群土器、特に

214 ～ 222 は常世Ⅰ式に相当しよう（飯塚 2008）。

その他の早期土器（遺物図版 1-45-223 ～ 225・1-46-

223 ～ 225）　このほか、胎土や焼成具合から早期中葉

の可能性がある底部が 3 点出土した。223 は薄手で小

型の尖底底部、224 は大型で厚手の尖底底部で、先端

部が地面への突き刺しの際に生じたとみられる欠けが認

められる。225 はやや薄手の丸底底部である。

ⅩⅡ群：縄文条痕文土器　ⅩⅡ群土器は、破片で 8 点出土し、

資料化したのは 7 点である。a：胎土に繊維が入るもの

（226 ～ 230）と b：繊維が入らないもの（231・232）

がある。a は胎土に繊維と砂が混入し、焼成が甘い。外

面には L や LR0 段多条の斜縄文が内面に条痕文を施し、

内面には条痕文が施される。胎土には繊維が入り、粗粒

で焼が甘い。b は、胎土に砂が混入し、焼成が良好であ

る。外面に斜縄文を、内面か外面に条痕文を施す。

　ⅩⅡa 群土器は文様や胎土から、三ヵノ瀬式（槻木上層

式）に相当しよう（加藤 1982、飯塚 2008）。

ⅩⅢ群：原体圧痕？刺突文？　ⅩⅢ群土器は、破片で 1 点

出土。233 は、胎土に繊維と砂が混入し、焼成具合が

やや甘い。外面に原体の圧痕、ないし刺突文が施される。

ⅩⅣ群：条痕文？　ⅩⅣ群土器は、破片で 1 点出土した。

234 は、胎土に繊維と砂が混入。口縁形は、丸頭状で、

口唇部に連続した刻み目が施される。外面には、判断が

難しいが、微細な条痕、ないし圧痕が認められる。

被熱温度　今回、光ルミネッセンス法を用いた土器の被

熱温度推定を実施した（第Ⅳ章第 18 項を参照）。分析

した資料は、破壊を伴うため、資料化していない資料

を用いた。推定では、Ⅰ群：600-700℃、Ⅱ群：500-

600℃、Ⅵ群：500-600℃、Ⅶ群：600-700℃、ⅩⅠ群：

600-700℃との結果が得られた。

2　縄文時代前期の土器（遺物図版 2-1 ～ 14）

　縄文時代前期の土器も、早期と同じく 2 ～ 6 区より

出 土 し た。 特 に、3928・3929・4029・4030・4127

グリットに集中する。ただし、これも早期と同様に、当

該時期の遺構については、判然としない。

ⅩⅤ群：斜縄文+押圧縄文、結束羽状縄文、底部爪形文　

　ⅩⅢ群は破片で 18 点出土し、資料化したのは 5 点。胎

土に繊維と砂が混入し、焼成具合が良好なもの（5）と

そうでないもの（1 ～ 4）がある。文様は、a：斜縄文 +

押圧縄文（1）、b：結束羽状縄文（2 ～ 4）、c：丸底の

底部に連続した爪形文を施したものがある。

　ⅩⅤ群土器は、文様の特徴から、早期末・前期初頭の上

川名Ⅱ式に並行する土器群と思われる（川瀬 2008）。

ⅩⅥ群：底部縄文、羽状縄文、半裁竹管押引文、ループ文、

斜縄文、非結束羽状縄文　ⅩⅥ群土器は、破片で 400 点

以上出土し、資料化したのは 58 点である。胎土に繊維

と砂が混入し、焼成具合が良好なもの（8・15・16・

26）とそうでないもの（6・7・10 ～ 14・17 ～ 25・

27 ～ 51）がある。また、胎土に海面骨針が混じるも

のもある（10 ～ 14）。口縁部は、指頭押圧による小波

状口縁（10・11・38）、丸頭状（17 ～ 19・23・25・

27・28・39・41・44）、 平 頭 状（20・21・24・26・

29・30・42）、尖頭状もの（43）がある。文様は、a：

結節縄文（6）、b：底部縄文（7）、c：羽状縄文 + 沈線

文、斜縄文 + 半裁竹管押引文（9）、末端還付によるルー

プ文（10 ～ 37）、斜縄文（38 ～ 43）、羽状縄文（44）、

非結束羽状縄文（49 ～ 51）。底部は 7 の 1 点のみ出

土しており、平底で、かつ縄文が施される。49 には、

補修孔が認められる。7 の内面側に付着した炭化物の

AMS 年代測定では、5,710 ± 25cal BP の年代値が得ら

れている（第Ⅳ章第 15 項を参照）。

　ⅩⅥ群土器は、形態や文様的特徴から、大木 1 式に相

当しよう（川瀬 2008）。ただし、9 については、関東

の関山式の影響を受けていると思われる。

土器内面付着炭化物の安定炭素同位体比　7 について、

内面に残存する炭化物の安定炭素同位体比を行い、食性

を確認した（第Ⅳ章第 15 項を参照）。7 の炭化物の由

来は、C3 植物（大部分の植物質食料）と C3 植物を摂
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取した草食動物を中心としたものと推定された。

被熱温度　光ルミネッセンス法を用いた土器の被熱温度

推定では、ⅩⅥ群：500-600℃の結果が得られた（第Ⅳ章

第 18 項を参照）。

3　縄文時代中期の土器（遺物図版 3-1 ～ 276）

　調査区の広範囲に亘って縄文時代中期を中心とした縄

文土器が大量に出土した。調査区によって、出土量に変

化が認められ、遺跡の東側に相当する範囲（３・４・５

区）での出土量が多く、特に４区が大部分を占めている。

　中期の土器群については、阿部昭典氏（千葉大学）よ

り観察及びご教授いただき、その内容を付編にまとめて

いただいた。

　ここでは、付編の内容と一部重複する部分もあるが、

出土状況等や理化学分析の結果と比較しながら、以下の

主だった項目に沿って、縄文時代中期の土器について記

載する。なお、遺物図版は調査区毎に作成し、さらに遺

構内出土・遺構外出土で分けて掲載した。遺構外出土資

料については、器種および残存状況によって掲載した。

出土土器の時期と年代　当遺跡が位置する東北地方南部

地域では、縄文時代中期の土器編年として大木囲貝塚（宮

城県七ヶ浜町）の資料を基準とした大木式土器が設定さ

れている。当遺跡出土土器を観察すると、その土器編年

の「大木 7b 式」・「大木 8a 式」・「大木 8b 式」（縄文時

代中期前葉～中葉）に相当する。中でも、大木 8b 式が

主体となる。大木式土器以外の型式の影響と思われるも

のも確認され、他地域との関係が窺われる。それらにつ

いても後述する。

　近年の研究では、上で示した土器型式を更に細かく分

類し、大木 7b 式は古段階・中段階・新段階、大木 8a

式は古段階・新段階、大木 8b 式は、古段階・中段階・

新段階と細分される（中野 2008・菅原 2018）。以後、

詳細な型式については、（古）・（中）・（新）と表記する。

　ここでは、上記の型式分類に基に土器を観察。破片資

料が多いが、把握可能な限り型式を土器観察表に示した。

　以下では、各型式の特徴的な土器を紹介する。

ⅩⅦ群：大木 7b 式　412（深鉢）が該当する。押圧縄文

による弧状の文様が連続して施される。破片のため、全

体の文様展開は不明、あるいは大木 8a（古）式に含ま

れる可能性もある。

ⅩⅤⅢa 群：大木 8a 式（古）　 主 な も の と し て、93・

285・289・376・561 がある。深鉢、浅鉢が確認され

るが、その他の器種ははっきりしない。出土量は少ない。

文様要素に押圧縄文が多用され、隆帯貼り付けによる文

様が加えられる。

　93（深鉢）は、隆帯貼り付けによる Y 字状の懸垂文で、

文様要素的には大木 7b 式からの流れのものと思われる。

285・289（浅鉢）は、押圧縄文による弧状の文様と口

縁上面には隆帯による渦巻文などを加える。561（浅鉢）

は同様な文様だが、地文に撚糸文が施されている。

ⅩⅤⅢb 群：大木8a式（新）　文様は無調整の隆帯や沈線文

を主とし、一部隆沈線になるものがある。深鉢、浅鉢な

どの器種があり、深鉢はキャリパー形、外反形、樽形で

構成される。口縁部には大型の突起が付されるものがあ

り、中空になったり器面を一周するものもある。文様は S

字状、クランク状、波状文、渦巻文の文様が多い。頸部

には横方向の隆帯や波状の無調整隆帯や沈線が施される。

　主な土器としてキャリパー形深鉢の 92・96・225・

232・235、小型キャリパー形の 126・200、外反形の

233・370、樽形の 226・537、浅鉢 91・491 などがある。

　また、274（深鉢）は文様表現技法から当群に含まれ

ると推定されるが、口縁部突起、刺突文列、所々に配さ

れる眼鏡状の突起から、他地域（北陸・中部地方？）か

らの影響が推測される。154・156 等（深鉢）の矢羽状

の短沈線文を縄文の代わりに充填する個体がこの段階か

らみられる。

ⅩⅠⅩa 群：大木 8b 式（古）　大木 8b 式土器は、基本的

に隆線に沈線を沿わせる隆沈線や沈線によって文様が

描かれる。深鉢と浅鉢の器種が主で、注口土器（377）、

有孔鍔付土器、器台（473 ～ 476）、ミニチュア土器な

どが伴う。特殊な器種では蓋が見られる（455）。矢羽

状沈線を施す個体も、8b 式にも認められる。

　8b 式（古）であるが、キャリパー形深鉢などの文様は、

口縁部に隆沈線による渦巻文が横方向に展開し、胴部も

渦巻文が大きく展開。文様の隆帯の調整はあまり丁寧で

はなく、渦巻の巻き込み部分が不明瞭なものがある。頸

部には概ね無文帯があるが、縄文を残す個体もある。口

縁部には発達した中空の突起が付されるものがある。

　 主 な 土 器 は、 キ ャ リ パ ー 形 深 鉢 32・94、 小 型 の

210・241、外反形の 97・209・223・224・252、樽



Ⅲ　調査の成果

30

形の深鉢も伴うと思われるが、文様に乏しく細別時期を

決定するのは難しい。有孔鍔付土器は 452 が該当する

と思われる。

ⅩⅠⅩb 群：大木 8b 式（中）　前段階を踏襲し、よく調整

された断面四角形状の隆沈線文や沈線文による渦巻文を

主とした文様が描かれる。頸部には無文帯が入る。口縁

部に付された渦巻部分は隆起している。渦巻文は部分的

に連結する展開をとる。

　 主 な 土 器 は、 キ ャ リ パ ー 形 深 鉢 33・103・203・

278、キャリパー形で小型の 39・98、外反形の 117・

125 などがある。深鉢の樽形となる類で、口縁部に溝

状の文様を施したり、押圧を施すものは古～中段階に伴

う可能性があるが、時期判別に決め手を欠く。浅鉢は、

483・489・490・495 などが該当すると推測される

が、時期的に幅があると思われる。底部から直線的に外

傾し口縁部に狭い渦巻文をもつ。有孔鍔付土器は小型の

459・461、大型の 187・564 などがある。縄文は施さ

れず器面がよく磨かれている。

ⅩⅠⅩc 群：大木 8b 式（新）　渦巻文各部が連結し、閉じ

た区画が認められるようになる類である。口縁部に施さ

れる渦巻部分の幅も拡大する。隆帯は幅広でよく調整さ

れている、当期に含まれる出土量は少ない。

　主な土器は、キャリパー形深鉢の 116・311・348、

外反する深鉢 353、深鉢（胴部）424、樽形の 257・

333 などがある。樽形の深鉢の口縁部には、隆帯で区

画された楕円形の区画部分がある。

出土状況　出土量は多いものの、遺構に伴うものは１割

にも満たず、大部分が遺構外（遺物包含層）出土である

ことが大きな特徴で、特に調査区東側に相当する 3・４・

５区が顕著である。３・４区には複数の盛土遺構（SF）

が確認され、それに伴う土器も大量に出土した。

　出土遺構は、盛土遺構・土坑・炉跡・ピット・性格不

明遺構で、28 の遺構出土土器を図化・掲載した。遺構

出土資料の大部分は出土数が少なく、さらに土器の残存

が悪く、時期決定を行うのが困難な状態である。その中

で SK396 土坑、SF488・513 盛土遺構は比較的出土量、

土器の残存も良い資料が出土した。

SK396 土坑　深鉢（32 ～ 36）、浅鉢（37・38）が出土した。

SK396 土坑はフラスコ状を呈し、底面付近で深鉢（32）、

浅鉢（38）が逆位、深鉢（33）が横位の状態で出土し

た。意図的な廃棄行為が窺われる。時期は、大木 8b（中）

式が中心と考えられる。

SF488 盛土遺構　深鉢、浅鉢、有孔鍔付土器、台付鉢な

どが出土した（59 ～ 91）。年代は大木 8a 式（新）～

8b 式（中）と時期幅がある。

SF513 盛土遺構　深鉢（212 ～ 217）が出土した。図

化資料はすくないものの、SF488 盛土遺構同様、大木

８a 式（新）～ 8b（中）式に相当することから、SF488

と同時期であることが想定される。

　他の遺構の年代も大木 8b 式に相当するものが大部分

で、大木 8a 式に相当する遺構は僅かである。

　複数の遺構出土土器破片が接合したものも僅かではあ

るが存在する。各々接合関係にある遺構は、同一グリッ

ドまたは近接するグリッドの距離間に位置している。

31（SK393・396・399）：大木 8b（中）

41（SK398・501）：大木 8b（中）

58（SX483・SP499）：大木 8b（中）

197（SK225・226）：大木 8a（新）～ 8b（古）

206（SK227・396）：大木 8b（新）

207（SL517・SF513）：大木 8b（古）

208（SL544・SF513）：大木 8b（古）

の７点である（年代は遺物個体の特徴から判断した）。

　上記の遺構も含め、年代が推定できる遺構は以下のと

おりである。なお、遺物図版に掲載されなかった遺構に

ついても、年代が推定できるものは併せて記載する。

大木 8a 式：SK307

大木 8a 式 ( 新 ) ～ 8b 式 ( 古 )：SK226

大木 8a 式～ 8b 式：SF488・SF513・SK326

大木 8b 式（古～中）：ST562 ・SB561 

大 木 8b 式 ( 中 )：SK11 ～ 13・224・227・501、　　　

　　　　　　　　   SL229

大木 8b 式 ( 中～新 )：SK396・399

　この様相を観る限り、上記の期間、集落が継続して営

まれていることが分かる。ただし、年代の分かる遺構が

少ないため主体となる詳細な時期は定かではないが、竪

穴状遺構や掘立柱建物跡の存在から、大木 8b（古～中）

式頃と推測される。また、大木 7b 式に相当する土器は

わずかに出土するものの、当該期の明確な遺構は確認さ

れなかった。

　また、この年代観と、上記で示した遺構間で接合した
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資料を基にさらに他の遺構の年代を探ることが可能とな

る。他の遺構についても概ね大木 8b 式の範疇に収まる

と推定される。

遺物包含層出土遺物　遺構に伴わず広範囲のグリッド上

で、縄文時代中期頃の土器片が出土した。これらは基本

土層Ⅱ層の遺物包含層出土のものである（盛土層も含

む）。一部、Ⅲ層出土のものもあるが、それらは盛土遺

構である SF488・513 が位置するグリッド周辺に限定

される。Ⅳ層からの出土は皆無である。遺物包含層から

は、遺構内出土土器と同様、深鉢、浅鉢、有孔鍔付土器、

鉢、台付鉢、把手付皿、注口土器、器台、蓋、ミニチュ

ア土器などが出土した。時期は、これまで上述してきた

ものと同様、大木 8a ～８b 式期に相当する。

　広範囲に亘る土器破片同士が接合するものが多数確認

された。その中でも顕著なものが 187 の大型有孔鍔付

土器。近接しない 12 のグリッドに亘り破片が広がって

いたことが確認された（南北約 32m・東西 24m：詳細

は表Ⅲ - ３を参照）。この範囲内には東西方向に走る丘

陵の尾根が位置し、その尾根を挟んだ北側と南側で出土

した。尾根上に相当するグリッドからの出土はない（近

接するグリッドではわずかに出土する程度）。この出土

状況から、その尾根上から低地（谷部分）に土器片が意

図的に廃棄されたことが想定される。なお、出土するグ

リッドは、盛土遺構周辺に相当し、より盛土遺構に伴う

可能性が高い。改めて出土状況を検討する必要がある。

　187 以外でも、近接するグリッド内という範囲内（約

12m 四方）で接合するものもあるが、大部分は１グリッ

ド内（４ｍ四方）で収まるものがほとんどである。

土器の種実圧痕同定（第Ⅳ章第 13 項）　複数種子圧痕

が確認できる試料があり、縄文時代中期頃（大木 8b 式）

の土器 15 点のレプリカ法による種実圧痕同定を行っ

た（26・43・49・51・53・155・205・280・380・

381・382・383・385・386）。同定が困難のもの（26・

155・380）や種実ではないもの（43・51・53・205・

382・383・385・386）があり、同定できたのは３点

の み で あ っ た（49・280・381）。49 は SK537、280

は 4028 グリッド（Ⅱ層下）、381 は 4126 グリッド（Ⅱ層）

出土資料である。49 は深鉢（口縁部）でマメ科種子（？）、

280 は深鉢（口縁部～胴部）でササ属種子とエゴマ果実、

381 は深鉢（口縁部）でササゲ属アズキ亜属種子の痕

跡を確認した。結果、ササ属・ササゲ属アズキ亜属・マ

メ科 ( ？ ) の４種の種子と、エゴマ果実が確認された。

49・381 は１種の種子が各々１か所、それに対し 280

は種子と果実の 2 種類がそれぞれ複数確認されており、

個体により圧痕の内容が異なる様相も確認できた。

　理化学分析の報告では、280 の資料のようにササ属

とエゴマの２種類の種実圧痕が伴うものはこれまで確認

されてないようで、希少な存在であることが判明した。

また、ササ属の圧痕は縄文時代後期の土器から確認でき

ているものの、中期に遡るものはこれまでなかった。さ

らに同資料は北東北から北海道の縄文時代の遺跡に多い

傾向で、関係性が窺われる資料となる。

　280 は深鉢の口縁部～胴部の試料である。口縁部は

緩やかな波状口縁（４単位）を呈する。口縁部には隆帯、

胴部の地文は縄文のみが施されている。種実圧痕は口縁

部～胴部にかけて、広く内外面で多数確認できる。

土器付着炭化物の安定炭素同位体比　大木 8b 式を中心

と し た 土 器 付 着 物 11 点（32・93・96・198・546・

585 ～ 589）の安定同位体測定を行い、食性を確認し

た（第Ⅳ章第 15 項を参照）。198 は窒素含有率が極

めて少なく、測定不能であった。32・93・96・546・

586・589 の炭化物の由来は、C3 植物（大部分の植物

質食料）と C3 植物を摂取した草食動物を中心としたも

のと推定された。また、585・587 の 2 点は、C3 植物

と C3 植物を摂取した草食動物に加え、海産物が含まれ

ていると推定された（585 は 587 に比べ海産物の寄与

率が高い）。588 については、堅果類のようなタンパク

質が僅かな C3 植物を主体としたものと推定される。以

上のように、3 種類の内容が確認されたことから、可能

性として調理の際に土器の使い分けなど意識していたこ

とが窺える。ちなみに C4 植物（ヒエ・アワ・キビなど

の雑穀類）については検出されなかった。

出土土器の塗膜分析（第Ⅳ章第 17 項）　赤彩された

土器試料３点の塗膜分析を行った。試料は 71・195・

4128 グリッド（Ⅲ層）出土の深鉢で、全て外面に塗布

されている。測定の結果、各々の成分は 4128 グリッ

ド（Ⅲ層）が漆および植物油、71 は漆の可能性が高く、

195 は主な成分が検出されなかった。195 は、赤色の

彩色としてベンガラの使用が示された。

被熱温度　光ルミネッセンス法を用いた土器の被熱温度
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推定では、ⅩⅤⅢ群：500-600℃の結果が得られた（第Ⅳ

章第 18 項を参照）。

他地域からの影響について　157 は深鉢で、胴部上部

の頸部に相当する箇所と思われる。内部に凸帯が巡って

いる。用途は蓋受けと考えられ、長野県に類例（丸山遺

跡等：上伊那郡北部）がある（小池 2013）。同様の資

料は唯一である。

　274 は大木式の要素と共に、他地域（北陸・中部地方？）

と思われる要素も見受けられる深鉢である。装飾・調整

等を観察する限り、大木 8a（新）に並行する時期と窺

われるが、詳細は定かではない。

　深鉢の一部で、一見唐草文系土器に類似する調整

が確認された資料が 20 点以上確認された（56・57・

72・81 ～ 83・112・135 ～ 137・144・147・149 ～

151・154・156・307・310・444・547・548 など）。

本報告ではその調整を矢羽状の沈線と呼称する。全て

破片資料である。また、出土数の約 2/3 は３区出土で、

3426 グリッドを中心に出土する傾向が観られる。口縁

部と胴部に見られ、口縁部では横位、胴部では縦位・横

位の両方向で施されている。矢羽の大きさ・密集度、沈

線の太さ等で違いが観られ、少なくとも２種類に分類可

能かと思われる。時期は大木 8a ～ 8b 式に相当する。

有孔鍔付土器　資料は 16 点である。形状は樽形（177・

187・454・470・564）と壺（86・185・186・188・

208・452 ・456・457・459・461・563）を呈するも

のである。口縁部に円孔がある資料と、そうでない資料

の２種類が存在する。円孔があるものは全て、等間隔で

配置されている。鍔については大半以上付いてない資料

が多く、有孔土器と捉える必要があるかもしれない。ま

た、資料の残存状況により、当該資料と断定できなかっ

た資料も数点存在する（80・129・134）

　その中で、上記でも示した 187 の樽形の資料が注目

される。注目されるのは土器の規模で、残存高が 76.6 ㎝、

口径（推定）34.4 ㎝と大型で、国内で発見された資料

では最大級であろう。底部から胴部にかけて、ゆるやか

に立ち上がり、最大径が胴部上半に位置する。口縁部は

内湾する。地文に縄文は施さず、2 本 1 組の隆沈線によ

る渦巻文が描かれている。年代は大木 8b 式（中）に相

当する。器面には煮炊き等で使用した痕跡等は確認され

ていない。564 も 187 には及ばないが、比較的大型資

料で、円孔は認められない。鍔は欠損しているものの、

巡る状態が確認できる。装飾は 187 と同様である。円

孔や鍔の有無など、いくつかのバリエーションの存在が

確認できる。当該資料は大木 8b 式（中）に相当する。

漆付着土器　15 点確認された。深鉢（71・78・80・

125・195・246）、 浅 鉢（90・479・503・513）、 有

孔鍔付土器（86・177・208・563・564）で見られ、

基本外面に付着している。口縁部・胴部・底部で漆の付

着が確認されることから、広く塗布されていたと想定さ

れる。粘土紐を張り付け装飾した部分や縄文が施された

部分などの僅かな凹みなどに漆が残存している状態であ

る。今回確認された資料では、黒漆が多く（10 点）、赤

漆と黒漆が付着しているのが３点（195・513・563）、

赤漆のみが２点（86・564）である。

　確認された 15 点の内、５点は有孔鍔付土器である。

通説によれば、同資料には漆が塗布されていることが多

く、今回出土した有孔鍔付土器にも漆が塗布されていた

ことが想定される。当該資料は大木 8b 式に相当する。

全体の特徴　各調査区共に、遺構内出土遺物より遺構外

出土遺物（遺物包含層出土遺物）が極端に多い傾向にあ

る。年代は縄文時代中期中葉（大木 8a ～ 8b 式）の範

疇に相当する。細かな型式分類では、大木 8a（新）～

8b（中）に相当する資料が多く、大木 8a（古）・8b（新）

は僅かである。

　調査区東側の３・４・５区の出土量が多い。遺構も４

区の南側から５区の北側にかけて比較的密集しており、

出土量との関係が窺われる。その中でも、盛土遺構周辺

（SF488・SF513）の出土量が突出している。また、そ

の２つの盛土遺構は丘陵の谷部分に位置し、その間には

尾根が存在する。その尾根上の出土は少ない。この様子

から、盛土遺構出土遺物は尾根上から廃棄された可能性

が高いと思われる。尾根上からそれぞれの盛土遺構まで

の水平距離が約 8 ～ 10 ｍで、十分可能性が考えられる。

187（大型の有孔鍔付土器）も同じように廃棄されたと

考えられる。

4　縄文時代晩期などの土器
　　　　　　　　　（遺物図版 3-277・278）

　当該期の土器は僅少である。出土層は基本土層のⅠ・

Ⅱで、中期土器と同様である。遺物図版は 3-277・278
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である。文中の記載については、遺物番号のみとする。

ⅩⅩ群：大洞 A式土器　591 は、細い沈線による匹字文

と思われる文様が施される壺である。大洞 A 式と推定

される。592・593 は深鉢口縁部から体部上半の破片で

ある。口縁部は無文で、体部には縄文が施される。口唇

には連続した押圧文が施される。591 に伴う時期と考

えられる。594 は縄文のみの深鉢胴部破片で晩期と思

われるが、591 ～ 593 に伴う可能性がある。

被熱温度　光ルミネッセンス法を用いた土器の被熱温度

推定では、ⅩⅩ群：500-600℃の結果が得られた（第Ⅳ章

第 18 項を参照）。

5　土偶・土製品（遺物図版 4-1 ～ 29）

　出土した土製品は 119 点で、内訳は土偶が 36 点、ミ

ニチュア土器が 1 点、袋状土製品が 5 点、管状土製品

が 34 点、棒状土製品が 3 点、焼成粘土塊が 24 点、不

明土製品が 16 点である。

 　地区ごとでは、1区が管状土製品1点、3区が土偶6点、

ミニチュア土器 1 点、管状土製品 5 点、棒状土製品 1 点、

不明土製品 1 点、焼成粘土塊 11 点、4 区が土偶 30 点、

袋状土製品 5 点、管状土製品 25 点、棒状土製品 1 点、

焼成粘土塊 13 点、不明土製品 15 点、5 区が管状土製

品 3 点、棒状土製品 1 点出土した。119 点のうち、土

偶 18 点、ミニチュア土器 1 点、袋状土製品 5 点、管状

土製品 29 点、棒状土製品 3 点、焼成粘土塊 7 点、不明

土製品 1 点を資料化した。

土　偶　人形に整形された土製品を、土偶とした。資

料化した土偶は 18 点で、完形の土偶が 2 点（2・14）、

土偶の頭部が 2 点（17・19）、土偶の胴部が 4 点（7・

15・18・20）、土偶の脚部が 2 点（21・23）、土偶の

足が 2 点（5・22）、脚部欠損の土偶が 1 点（6）、上半

身欠損の土偶が 2 点（16・25）、胴部欠損で同一個体

の可能性がある土偶が 2 点（3・4）、部位不明の土偶が

1 点（24）である。

　2 は、顔に表現がなく、脚部が省略されている。表面

の文様は、粘土の貼付けにより乳房と臍状の表現がみら

れ、それらの貼り付けに沿う直線と喉と右腕、右腰部に

円が沈線が施される。裏面は、臀部の盛り上がりが表現

され、肩部、背部中央、臀部上半部に三角や四角など

が沈線で描かれる。3 は頭～右腕・背部左上半が残存し

たもので、4 は 3 と同一個体と考えられる脚部となる。

3 は上端と下端の欠損しているもの、斜め上を向いた、

目と鼻を沈線と貼り付けで表現した顔が認められる。4

は、長さのある足があり、残存する右足には、4 本の沈

線で表現された指が認められる。足の大きさから、立像

であった可能性がある。表裏面は斜縄文（縄文原体 LR）

による地文が認められる。3 と 4 の裏面の背部中央には、

背部に沿った 1 本の太い沈線が描かれる。なお、3 は

SK396 の (55) 層から、4 は SF488 の 3422 グリッドか

ら出土した。5 は右足で、3 本の沈線による指の表現が

認められる。6 は、頭から左腕、腹部にかけてのもので

ある。顔は沈線で目と鼻が表現される。喉には沈線で弧

状文が、裏面の腕から背部にかけて、平行沈線で十字文

が描かれる。7 は腹・腰部で、腹部が貼り付けで表現さ

れる。両脇には沈線による渦巻状の文様が、背部には剣

先状の文様が描かれる。なお、6 と 7 も同一個体の可能

性がある。14 は完形品で、三角形の顔があり、やや上

を向いている。鼻が貼り付けで、目と鼻腔と口が沈線で

表現される。腕は長軸に対して直角に張り出して上腕を

作り出しており、さらにその上に張り付けで前腕を表現

している。胴部の表裏面には縄文（LR）が施され、さ

らに長軸上に 2 本の平行沈線と、両足に当たる部分に

渦巻文が描かれる。長軸上の 2 本の沈線は、脚部で U

字状になり連結し、その下端の内側を少し盛り上げた上

に、点状文を施す。脚部は後ろに折り曲げて底面をなし

ているが、歪んでいるため立像にはならない。X 線 CT

画像からは、顔と鼻、顔と頸部、上腕と前腕の各部の間

にわずかな空隙が認められる（頸部と胴部との空隙は、

破損で生じたもの）。なお、頭部が 4025 グリッド、胴

部が 4224 グリッドから出土しており、出土地点が離れ

ている。15 は、左腕・胸部の残存資料である。表面に

左乳房と裏面の背面長軸上の太い沈線文が認められる。

16 は脚部で、足の表現はないが、脚部を肥大させて底

面を作る。立像が可能である。表面には貼り付けと点状

文で臍が、臍の周り平行沈線と両脇の剣先文が表現さ

れる。裏面には、背面長軸の太い沈線文が認められる。

17 は頭部で、貼り付けによる鼻と眉、沈線による目と

鼻腔と口が表現される。18 は腹部～腰部で、貼り付け

による腹部と点状文による臍が表現される。背部には長

軸上の太い沈線があり、臀部の盛り上がりが認められる。
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　19 ～ 22 は同一個体の可能性のある、大型土偶である。

19 は頭部の下半で、顎と口の表現が認められる。口と

思われる部分は大きな孔で、焼成時に棒状の有機質が

あった可能性がある。胴部の 20 は、前面（20a）、中間

（20b）、背面（20c）の 3 枚に分けて製作しており、そ

れぞれ粘土紐をつなぎ合わせて 1 枚の板として製作し、

その 3 枚の粘土板さらに張り合わせている。また、20c

の 20b と接合する面の上半部中央には、扁平な棒状の

圧痕が認められ、整形時に頭部と胴部をつなぐための軸

が埋め込まれた可能性がある。腹部に当たる 20a には、

沈線文や渦巻文が施される。背部の 20c には、両肩部

と腰部に剣先文が施される。また両肩の間には、U 字文

が隆線文で描かれる。21 は右脚部である。Ｘ線 CT 画

像では、輪積みで作られ、中空になっているのが認めら

れる。地文（縄文原体 LR）を施文した後、渦巻文や剣

先文などが隆線とそれに沿う沈線文で描かれる。22 は

脚部中央に並行的な孔がある足部で、右か左かは判然と

しないが、少なくとも 21 との接合関係は認められない。

足のＸ線 CT 画像では、孔、すなわち軸の周りに粘土を

張り付けて粘土の太い棒を作り、さらにその粘土棒に足

部を張り付けているのが認められる。軸と粘土の間には

若干の空隙がある。左側面にわずかに地文があり、足の

指が 9 本の沈線によって表現されている。なお、破片

はそれぞれ離れて分布する。

　25 は上半身が欠損した大型土偶である。出尻型の土

偶で、底面が広いことから、立像となる。X 線 CT 画像

からは、中空ではないものの、2 本の太い粘土棒を 2 つ

縦に並べ、前面と脚部裏面、それから背面に粘土を張り

付けているのが認められる。全体に地文（縄文原体 LR）

を施したのち、隆線文と沈線文によって渦巻文や U 字

文などが施される。また、足部は 5 本の沈線によって

指が表現される。なお、破片は離れた位置で出土した。

袋状土製品　袋状に整形された土製品を、袋状土製品と

した。51 は端部に欠損があるものの、破損やヒビがな

いものである。Ｘ線 CT 画像からは、1 枚の粘土板を餃

子の皮を包むようにして成形したことが判る。孔の内面

側にはバリがあるため、粘土が乾かないうちに表面から

穿孔したことが認められる。また、端部の画像には、表

面では見えない 2 ～ 3 ㎜程度の空隙が認められる。空

隙は、右側面から左側面にかけて円筒形で、地文を施文

する前の段階で埋められた可能性がある。地文（縄文原

体 LR）を施文した後、平行沈線で渦巻文などを施文する。

52 は、上半部のみのもので、51 と同様の作り方となる。

縄文（縄文原体 LR）のみで、沈線文による表現は認め

られない。53・55 は端部のみのもので、53 は地文（縄

文原体 LR）のほか沈線による表現が認められる。55 は、

地文（縄文原体 LR）のみである。54 は完形品で、破損

はない。他のものと違い、胎土に砂の混入がなく、焼成

具合も良好である。Ｘ線 CT 画像からは、底部と下部、

そして上部の 5 枚程度の部材をつなぎ合わせて製作さ

れたことが判る。また、内部はナデの痕跡も認められる。

孔は、端部の 1 か所のみで、外面は無文である。

　本資料は、形態や内部構造から、土笛として機能して

いた可能性がある。

管状土製品　管状に整形された土製品を、管状土製品と

した。9 は平行沈線文を持つもので、8・10・30・31

は内面に畝状の痕跡があるもの、36 はノズル型のもの、

38 は煙突型のものある。そのほかの管状土製品につい

ては、破片である。すべて欠損している。8・10・29・

30・34 の内面の畝状の痕跡は、束状にした繊維状のも

のの圧痕であり、製作時の軸の痕跡と思われる。また、

38 も同様の方法で製作されたと考えられる。9 は平行

沈線文による綾杉文状の文様などが施文される。

棒状土製品　61 は先端が平らな円柱状の棒状土製品で、

全体に平行沈線文が一周する。63 は円錐状の棒状土製

品で、平行沈線文が施され、上部に径 7 ㎜程の穴があ

いているが、貫通していないため、棒状土製品とした。

手捏ねミニチュア土器　精緻に作られたミニチュア土器

と比べて、非常に簡素・粗雑なつくりのミニチュア土器

を、手捏ねミニチュア土器とした。13 は SK399 下層か

ら完形の状態で出土した。表面に文様はなく、丸底で自

立しない。深さは約 10 ㎜で、口縁部は不整形である。

指先を粘土に突っ込んで作ったもので、後述する焼成粘

土塊と同様のものと思われる。

焼成粘土塊　土器や土偶などの土製品と異なり、用途を

なさない焼成された粘土塊を、焼成粘土塊とした。資料

化した焼成粘土塊は 7 点で、43・48・56 は不定形の

もので、57 ～ 59 は棒状のもの、60 は球体のものであ

る。ただし、60 はほぼ完形の状態で出土し、ほかの粘

土塊と比べて意図的に作り出したものである。形は球体
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で、欠損部やヒビの隙間から植物と思われる細い繊維質

の糸が見られる。不整形ではなく人為的な球体であるこ

とから、焼成の際、粘土の質などを確かめる試作品とし

て作られた可能性が考えられる。

6　剥片石器（遺物図版 5-1 ～ 54）

　出土した剥片石器は 5,173 点である。剥片石器の分布

域は、土器の分布とほぼ重複する。主のトゥールは、石鏃：

93 点（凹基：89 点、部分磨製：2 点、有茎：2 点）、石鏃・

小型石器未製品：91 点、大型石鏃？：1 点、大型石鏃

未製品：4 点、石匙：37 点、錐形石器：61 点、異形石器：

3 点、ヘラ形石器：56 点、打製石斧：1 点、両面調整

石器（ヘラ形石器未製品）：63 点、片面調整石器：1 点、

エンドスクレイパー：33点、ラウンドスクレイパー：1点、

鋸歯縁石器 14 点、ノッチ：9 点、スクレイパー類：63 点、

樋状剥離を有する石器：1 点、細部調整ある剥片：93 点、

両極石核：54 点、両極剥片：14 点、短形剥片石核：48 点、

短形剥片：32 点、石核：11 点となる。資料化したのは、

石鏃：38 点（凹基：29、平基：5、部分磨製：2 点、有茎：

2 点）、大型石鏃？：1 点、石匙：34 点、錐形石器：54 点、

異形石器：3 点、ヘラ形石器が 46 点、ヘラ形石器未製

品：14 点、ヘラ形石器刃部再生剥片：1 点、打製石斧：

1点、エンドスクレイパー：31点、ラウンドスクレイパー：

1 点、鋸歯縁石器：9 点、ノッチ：7 点、剥片が 47 点、

硬石製ハンマーが 1 点、両面調整石器が 4 点、石鏃・

小型石器未製品が 64 点、単刃直刃スクレイパー：10 点、

単刃凸刃スクレイパー：9 点、単刃凹刃スクレイパー：

2 点、横形スクレイパー：7 点、両刃凹・凸刃スクレイ

パー：4 点、両刃直刃スクレイパー：6 点、両刃凸・直

刃スクレイパー：2 点、尖頭スクレイパー：5 点、厚手

尖頭スクレイパー：1 点、樋状剥離を有する石器：1 点、

両面調整石器：4 点、縦長剥片石核：2 点、短形剥片石核：

36 点、中形石器未製品ないし短形剥片石核：3 点、両

極石核：40 点、剥片：3 点、縦長剥片：1 点、短形剥片：

10 点、調整剥片：1 点、両極剥片：10 点、微細剥離痕

ある剥片：20 点、擦痕を有する剥片：1 点である。

石　材　使用石器石材の内訳は珪質頁岩：3,015 点（1

区：35、2 区：86、3 区：612、4 区：2,086、5 区：

164、6 区：32）、黒色頁岩：156 点（1 区：1、2 区：

8、3 区：33、4 区：93、5 区：20、6 区：1）、黒耀石：

25 点（2 区：2、3 区：3、4 区：18、5 区：2）、 珪 化

凝灰岩：566 点（1 区：2、2 区：16、3 区：110、4 区：

407、5 区：29、6 区：2）、 凝 灰 岩：80 点（1 区：3、

2 区：2、3 区：16、4 区：51、5 区：8）、白色凝灰岩：

48 点（3 区：15、4 区：31、5 区：1、6 区：1）、 緑

色凝灰岩：11 点（2 区：1、4 区：10）、玉髄：141 点（1

区：4、2 区：5、3 区：30、4 区：92、5 区：9、6 区：

1）、玉髄質珪化木：118 点（1 区：1、3 区：24、4 区：

85、5 区：5、6 区：3）、碧玉：15 点（4 区：13、5 区：

2）、流紋岩：5 点（4 区：4、5 区：1）、安山岩：96 点（4

区：86、6 区：6）となる。本遺跡は、珪質頁岩の一大

産地を要する最上川近傍に立地するため、珪質頁岩が石

材として最も多い。黒耀石については、全点産地同定を

行っており、宮城県宮崎エリアが 17 点、山形県羽黒エ

リアが 3 点、栃木県高原山エリアが 1 点、不明が 4 点

同定された（第Ⅳ章第 11 項を参照）。珪質頁岩の一大

産地である最上川近傍に位置する本遺跡では、珪質頁岩

が多い最も多い。その一方で、黒耀石の産地からは、遠

隔地産地のものもわずかに含まれていることが判った。

　なお、被熱で著しく変色、あるいははじけなどで変形

し、原形を留めていない頁岩資料については、「被熱頁岩」

とした（898 点［2 区：2、3 区：125、4 区：713、5 区：

58］）。

石　鏃　石鏃は、薄く三角形に作り出した石器で、基

部 は 凹 基（5・10・34・50 ～ 55・57・155 ～ 168・

170・401・482）、 平 基（171 ～ 173・175・408）、

有茎（169・483）が認められる。用いられた石材は、

21 が緑色凝灰岩、119 が碧玉（鉄石英）、401・407・

408 が黒耀石、417 が玉髄質珪化木で、それ以外はす

べて珪質頁岩である。黒耀石製である 401・408 は、

片面、あるは両面の中央部が研磨によって薄く作られし

た。169・483 は有茎石鏃である。一部の石鏃には、先

端部、あるいは基部に衝突痕の可能性のある破損が認

め ら れ る（10・155・159・162・168・170 ～ 175、

417、482・）。また、基部付近にタール状の付着物が

あるもの（34・50・51・52・158・160）、被熱痕跡

が認められるもの（10・21・51・167・482）もある。

遺跡では、石鏃、ないし小型石器未製品も多数出土し

た（3・8・21・35・36・44・48・56・58 ～ 60・93

～ 103・120・138・307・309・311 ～ 343・395・
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405・413・414・455・471・472・480）。310 は 珪

質頁岩製で、斜行・並列した薄い剥離が認められるため、

片面調整で基部を左右非対称の凹基にした大型石鏃の可

能性がある。311・312 についても、比較的に大型の石

鏃を意図した可能性がある未製品もある（311・312）。

　 ま た、401・408 黒 耀 石 製 部 分 磨 製 石 鏃 は 早 期、

169・483 有茎石鏃は晩期の所産の可能性がある。

石　匙　石匙は、端部の両側縁に 2 か所のノッチを入

れてつまみを作り出した石器で、縦形（30・37・134・

177 ～ 182・187 ～ 196、439・440・478・485）、

横形（38・62・197 ～ 199）、両面調整（183・184）、

エンドスクレイパー形（61・185・186・435）が認め

られる。石材は、435 が緑色凝灰岩、439・440 が白色

凝灰岩で、それ以外はすべて珪質頁岩である。187 は、

基部や中央の両面にタール状の付着物が認められる。両

面調整の 184 は、尖頭器やヘラ形石器などの両面調整

トゥールの再利用の可能性がある。エンドスクレイパー

形については、スクレイピングの用途も考慮された可能

性がある。

錐形石器　錐形石器は、細長い、あるいは端部に三角

形の尖頭部を作り出した石器で、棒状両面調整（6・

200・201・204・208・210 ～ 212）、棒状周辺調整（1・

42・203・206・207・209）、 雨 垂 形（202・213）、

つまみ付（7・32・64・205・215）、部分・周辺調整（11・

13・27・65 ～ 68、216 ～ 219・221 ～ 230・434・

461・477・486）、両面調整石器再利用（220・459）、

ブランティング（231 ～ 236・460）が認められる。石

材は、434 が流紋岩、477 が玉髄質珪化木で、それ以

外はすべて珪質頁岩である。棒状、あるいは雨垂形は、

両面調整、あるいは周辺調整によって、長さが 3 ㎝前後、

幅・厚さ 1 ㎝前後に作られる。部分・周辺調整が最も

多いが、これらは部分・周辺調整によって比較的簡易に

尖頭部が作り出されたものも含む。両面調整再利用は、

ヘラ形石器などの幅の狭い両面調整の端部に尖頭部が設

定されたものである。ブランティング形は、２辺に対す

る急角度の剥離、すなわちブランティングによって尖頭

部が作り出されたものである。

異形石器　異形石器は、石鏃や錐形石器などの定形石器

と異質な形を作り出した石器である（28・29・400）。

すべて黒耀石製である。28 は、三角形の両面調整の素

材に 5 か所のノッチを入れ足と腕を広げた人形のよう

な形を呈する。29 は、同じく三角形の剥片（もとは、ウッ

トルパセを起こした縦長剥片）に 3 か所のノッチを入れ、

ハンガー形を呈する。400 は、長方形の両面調整の素

材に、7 か所のノッチを入れ、蝶のような形を呈する。

ヘラ形石器・打製石斧　ヘラ形石器は、両面、あるいは

片面調整で、棒状や楕円状、撥状などに整形し、端部に

薄い刃部を持つ厚手の石器でる。一方で、有茎の両面調

整石器を打製石器とした。棒状（40・78 ～ 81・83・

84・139・140・254 ～ 259・463 ～ 465）、楕円状（2・

39・82・451）、 撥 状（16・141・154・260・418・

419・429・449・450・452・454・466）が認められ

る。石材は、449 ～ 454 が凝灰岩、154・429 が碧玉

（鉄石英）、418・419 が玉髄質珪化木で、それ以外はす

べて珪質頁岩である。ヘラ形石器の一部については、使

用痕分析により木や皮に対するホイットニングを行う道

具である可能性が示されした（第Ⅳ章第 16 項を参照）。

263 は、棒状のヘラ形石器の刃部付近の縁辺に対して、

横位から剥離を加えて刃部を大きく取り除いた際に剥

離された剥片であり、刃部再生の可能性がある。また、

刃部付近や中間付近で折れたものも認められる（47・

78 ～ 81・139・140・142・254・259・264・453・

465・467 ～ 469・481・490）。82 は、縁辺部の摩耗

が著しい。466 は、刃部裏面に線条痕が認められる 85

は、珪質頁岩製の小型の打製石斧である。凸部の縁辺部

は、敲打されている。また、ヘラ形石器の未製品（270

～ 275）や、両面・片面調整石器が多数認められる（265・

268・269）。125 は、凝灰岩製ヘラ形石器の未製品だが、

調整剥片との接合資料である。

エンドスクレイパー・ラウンドスクレイパー　エンドス

クレイパーは、一端、あるいは両端に弧状の刃部が作

り出された石器である。全体は円形に調整された場合

は、ラウンドスクレイパーとした。縦長周辺調整（12・

237）、 周 辺 調 整（70・72・73・136・238 ～ 249・

462・479・487・488）、片端部調整（33）、両端部調

整（69・71）が認められる。石材は、479 が凝灰岩で、

それ以外はすべて珪質頁岩である。12・237 は、下端

部を弧状に、上端部を尖頭状に作り出した。周辺調整に

は、一端に角を有するもの（244・245・487）、幅広の

もの（245 ～ 249・488）がある。92 は珪質頁岩の幅
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広で厚手の剥片を素材に、円形に調整されしたため、ラ

ウンドスクレイパーとしたが、何らかのトゥールの未製

品や短形剥片石核のブランクの可能性もある。

鋸歯縁石器・ノッチ　ノッチは 1 枚程度の剥離で抉り

を作り出し、そのノッチが連続するものを鋸歯縁石器

とした。石材は、すべて珪質頁岩である。鋸歯縁石器

は、短形剥片などの縁辺を鋸歯状にした（49・77・

104・281 ～ 286）。ノッチも同様である（106・276

～ 280）。

スクレイパー類　スクレイパーは、縁辺に連続的な調

整が施された石器である。単刃直刃（17・43・76・

143・289・291・295・420・441・489）、単刃凸刃（105・

290・292 ～ 294・296・297・441・456）、単刃凹刃

（91・144）、 横 形（14・15・75・145・151・458・

470）、両刃凹・凸刃（19・298・299）、両刃直刃（18・

90・303・393・394・491）、 両 刃 凸・ 直 刃（128・

306）、尖頭（74・129・300 ～ 302）、厚手尖頭（45）

が認められる。石材は、45 が凝灰岩、129 が珪化凝灰

岩、393・394 が黒色頁岩、420 が玉髄質珪化木、438

が緑色凝灰岩、441 が白色凝灰岩で、ほかは珪質頁岩

である。ただし、各種スクレイパーと分類したが、何ら

かの未製品の可能性のあるものも含まれる。

短形剥片石核・短形剥片　短形剥片石核は、長幅比が 1：

1 程度の剥片を主体的に剥離した石核である。基本的に

厚手の剥片を素材に、素材剥片の腹面や背面などの平坦

面に作業面を設定するもの（108・109・111・122・

132・148 ～ 150・153・345・346・348・349 ～

354・357・358・423 ～ 425・473・474）、 剥 離 方

向を固定せずにランダムに剥離を加えるもの（4・20・

356）、周辺部から求心的に剥離するもの（25・347・

355）、打面を平坦面に固定して船底状の残核になるも

の（107・110）が認められる。4・153・423 ～ 245

が玉髄質珪化木、122 が玉髄、132 が白色凝灰岩、433

が碧玉で、ほかは珪質頁岩である。

　147 は、珪質頁岩製で厚手剥片の木口面から縦長剥

片を剥離したため、縦長剥片石核と分類した。全体的な

傾向として、縦長剥片は石匙やエンドスクレイパーの素

材として用いられる傾向にあるが、石刃のような規格的

な剥片を生産していない。主目的に生産されたのは、短

形剥片であり、147 は偶発的な存在と考えられる。

両極石核・両極剥片　両極石核は、両極剥離が行われた

石核で、その両極剥離の際に剥離されたと考えられる剥

片を両極剥片とした。両極剥離に成功したもの（112・

113・121・130・359・361・362 ～ 365・367 ～

376・378・406・422）と、両端部の対向する位置に

潰れがあるものや、一端部に潰れや微細剥離があり、対

向する端部にステップやヒンジのような石核の内側の

方向に向く剥離面があるもの、すなわち両極剥離に失

敗したもの（114・116・117・365・366・377・379

～ 387・430）が認められる。また、上下両端部に剥

離開始部があるものや、両極剥離で典型的に生じる波

状面があるものを両極剥片とした（115・131・151・

152・388 ～ 392）。石材は、121・422 が玉髄質珪化木、

130・131 が白色凝灰岩、406 が黒耀石、430 が碧玉（黄

玉）で、ほかは珪質頁岩。

その他　このほか、珪質頁岩製の樋状剥離を有する石器

が 1 点ある（288）。通常は、「彫刻刀形石器」と分類さ

れるが、風化が浅いため旧石器の可能性は低く、調整の

途上で偶発的に樋状剥離が生じ、加工が止まったもので

あると考えられる。また、珪質頁岩製で末端が顕著に摩

耗した擦痕を有する剥片が 1 点認められる（287）。今回、

掲載していないが、被熱し赤変、あるいは黒変、焼けは

じけで著しく変形した石器資料が多数出土した。

接合資料　剥片石器について、接合作業の結果、折れ

面接合を含めた 163 例の接合資料が得られた。ただし、

技術的に意義のある接合資料は少なく、また紙面の都合

も考慮して、本報告では遺構間や遺構グリッド間、グリッ

ド間の接合資料が認められる、上述した 125 を除いた

14 例の接合資料について記述する（494 ～ 507）。なお、

石材は、507 の玉髄以外、すべて珪質頁岩である。

　494 は、自然面を大きく残す短形剥片の接合資料で

ある。剥離開始部の位置からは、左から右へ作業が展開

した。1 が 3921 のⅡ層から、2 が SK399 の 43 層から

出土した。

　495 は、小型の亜円礫から短形剥片剥離して、さら

に内部に発達した節理によって大きく分裂したことを示

す接合資料である。1 が SK398 の 21 層から、6 が同じ

く SK398 の 17 層 か ら、7 が ST562 の EP553 の 埋 土

から、ほかは 2 が 3723 のⅡ層、3 が 4727 のⅢ b 層、

4 が 3626 のカクラン、5 が 3921 のⅡ層下から出土した。
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　496 は、小型石器の未製品とその調整剥片の接合資

料である。1 が 3322 のⅡ層から、2 が SF488（3422）

の盛土層から出土した。

　497 は、折れ面接合した。背面全体西全面を残す剥

片であるエボッシュ（第一剥片）で、縦割れを起こして

おり、その折れ面で接合する。1 が SK396 の (51) 層から、

2 が 4124 のⅡ層から出土した。

　498 は、素材剥片の割り出しと、その素材剥片をさ

らに分割したことを示す接合資料である。1 ～ 4 の母体

となる厚手剥片が剥離され、打面転移が行われたのちに

5 の母体となる厚手剥片が剥離される。厚手剥片はそれ

ぞれ分割され、4 点以上の短形剥片石核の素材となる。

分割された素材は、分割面や旧腹面に作業面を設定し

て短形剥片が剥離される。2 が SF513（3926）の盛土

層から出土し、ほかは 1・4 が 4026 のⅡ層から、3 が

4023 のⅡ層から、5 が 4130 のⅡ層から出土した。

　499 は、短形剥片石核とその素材剥片を切断した際

に出た切断剥片の接合資料である。母体となった素材剥

片の背面から切断されて、肥厚した末端側が短形剥片石

核として用いられる。2 は、旧腹面に作業面が設定され

て、短形剥片が剥離される。

　500 は、大型剥片の縦割れ、あるいは節理折れ、そ

して小型石器への調整中に折損したことを示す接合資料

である。1・2 は縦割れを起こし、2・3 は節理面によっ

て折損し、3・4 は小型石器への調整中に折損した。

1が3828のⅡ層から、2・4が3929のⅡ層下とⅡ層から、

3 が 3928 のⅡ層下から出土した。

　501 は、大型石鏃といった薄手の両面調整石器の未

製品の折損したものの接合資料である。折れ面同士の接

合で、側面形の薄くなった部分の中心で折れており、折

れ面の形状も含めて、エンドショックによる折損の可能

性がある。1 が 4128 のⅢ層から、2 が 3929 のⅡ層下

から出土した。

　502 は、打面を素材剥片の腹面と背面の二方向、ちょ

うど錯交剥離によって周辺から短形剥片を剥離したこと

を示す接合資料である。1 は、素材剥片の腹面の右辺か

らの剥離を示す。1 は 4424 のⅢ層から、2 は 4024 の

Ⅱ層から出土した。

　503 は、縦長剥片と短形剥片石核が接合したことを

示す接合資料である。縦長剥片は、1・2 の折れ面で接

合し 1 つの剥片だったものだが、短形剥片の打面上か

ら剥離された。そのため、この縦長剥片は、打面の整形

を意図して剥離された可能性がある。1・3 が 4025 の

Ⅱ層から、2 が 3925 のⅡ層から出土した。

　504 は、大型剥片を二分割して、分割した 2 つを短

形剥片石核に用いたことを示す接合資料である。分割は、

素材剥片背面の中央に打撃が加えられるが、多数の打撃

痕が認められ、幾度となく打撃が加えられたことを示す。

また、2 の短形剥片剥離が行われられたであろう剥離面

は、小規模で、ステップやヒンジ、砕けが著しい。1 が

4124 のⅡ層から、2 が 3923 のⅡ層から出土した。

　505 は、厚手剥片と短形剥片石核の接合資料である。

折れ面で接合したが、剥離がやや複雑に拡がったもので

ある。おそらく、接触痕を残す自然面に近い部分のせい

か、潜在割れなど内部に、割れ方に癖のある石材と考

えられる。分裂した 3 のみが短形剥片石核として用い

られる。1 が 4130 のⅡ層から、2 が 3930 のⅢ層下か

ら、3 が 4030 のⅡ層から、4 が 4124 のⅡ層から、5

が 3928 のⅡ層下から出土した。

　506 は、素材剥片剥離と短形剥片剥離を示す接合資

料である。1・2 を剥離したのち、3 ～ 9 の母体となる

大型剥片が剥離される 3 ～ 5 と 6 ～ 9 の間は、縦割れ

起こしており、それによって分割した素材を用いて短形

剥片の剥離が行われた。ただし、3 ～ 5 の短形剥片石核

は不在で、6 ～ 9 の縦割れの折れ面で 3 ～ 4 の背面や

打面の一部が接合した。6 ～ 9 は縦割れ面を打面にして

短形剥片を剥離したが、最終剥離で打面多くを打撃した

ことや節理が介在したことから、さらに分割する。1 が

4030 のⅢ層から、2 が 3929 のⅡ層下から、3・6・7・

9 が 3828 のⅡ層下から、4 が 3928 のⅡ層下から、5

が SF513（4028）のⅢ層下から、8 が SF513（3929）

のⅢ層下から出土した。

　507 は、玉髄原石（石核）からの厚手剥片剥離を示

す接合資料である。打面を自然面の平坦な一面に設定し

て、連続的に厚手剥片を剥離した。ただし、石核の容量

を大きく残して剥離が終了した。2・3 は厚手剥片であ

るが、1 は付随して剥離し、さらに折損した剥片の末端

側である。4 は石核である。1 は SK447 の 4 層から、2

が 3927 のⅡ層下部から、3 が SK396b の (57) 層から、

4 が SK399 の下層から出土した。
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7　磨製石斧（遺物図版 6-1 ～ 20）

　磨製石斧は、研磨によって斧頭状に整形された磨製石

器を指し、刃部の破損片や調整剥片を含めて合計 47 点

出土した。本報告では、すべて資料化を行った。分布状

況としては、特に集中域は認められなかった。

　磨製石斧は、概ね最大幅が 30 ㎜未満の小型品（4・

15・22・23・45）と 30 ㎜以上の大型品とその可能

性のあるもの（1 ～ 3・5 ～ 7・14・16 ～ 21・24 ～

44・46・47）に分けられる。大型品の完形品は 11・

16 となる。その 11 は幅に対して長さが短くなっており、

刃部再生で縮小された可能性がある 11 以外の大型品は

刃部や基部が破損したものや刃部片となる。初期段階に

剥離されるような石斧と同じ石材の調整剥片はない。こ

の点からして、本遺跡は石斧の製作の場でなく、使用、

ないし破損品の廃棄の場と考えられる。再調整剥片（8・

9・24・44）や 11 の存在から、本遺跡、あるいはその

近隣で石斧の再調整が行われた可能性があるが、研磨す

る砥石は発見されていない。ただし、16 は未製品であ

り、製作痕跡がほとんどない場に、未製品があるのかは

判然としない。16 と同じ調整剥片が存在しないことか

ら、本遺跡で 16 を製作したとは考え難く、どうして本

遺跡に持ち込まれたのかは謎である。

　使用された石材は、肉眼観察で硬質砂岩、あるはその

可能性のあるもの：20 点、緑色岩：7 点、斑れい岩：4

点、角閃岩？：2 点、透
とうせんせきがん

閃石岩：2 点、硬質砂岩：2 点、

粘板岩：2 点、安山岩：1 点、閃
せんりょくがん

緑岩、ホルンフェルス：

1 点、泥岩：1 点、結晶片岩：1 点、砂岩：1 点、凝灰岩：

1 点、蛇紋岩：1 点、黒色頁岩：1 点が認められる。中

でも、緑色岩は北海道日高地方の沙
さ る

流川支流の額
ぬかびら

平川産

アオトラ石の可能性がある（沙流川歴史館 2007）。また、

蛇紋岩や透閃石岩は、遺跡近隣にない石材であるため、

遠隔地から持ち込まれた可能性がある。

小型品　4・15 は、完形品で、両側縁に擦切によって

切断され痕跡を残す。ともに、緑色岩である。14 は幅

が 30 ㎜を超えるが、大型品に比べて薄くて長さも短い

ため、小型品に分類する。完形品で、全面に研磨面を残す。

22 は、完形品で全面研磨されるが、一部に剥離面を残す。

刃部には、刃こぼれと思われる剥離面がある。23・45 は、

断面が胴張隅丸方形のものだが、刃部が欠損する。

大型品　大型品は、概ね断面が胴張隅丸方形となる。上

述したように、完形品は 11・16。11 は全面研磨だが、

一部に剥離面を残し、刃部に刃こぼれが認められる。刃

部が欠損したものが 3・5・13・21・25・26・28 ～

31・33・34、刃部のみのものが 2・19・27・38・39、

刃部の一部分の破片が 40 ～ 42・46・44、基部が欠損

したものが 10・18、基部のみのものが 7・20・34 ～

37・47 となる。刃部が欠損したのちに、刃部側を機能

部にしたハンマーとその可能性があるものが 6・12・

26、中心部付近の平坦面に敲打痕を残すものが 10・

12、折れ面に再加工のあるものが 5 となる。1・3・32

には、被熱痕跡が認められる。刃部の欠損やその破片は、

剥離開始部が概ねリップ、つまり曲げ割れ型であり、対

象物が軟質であったことを示すものであるため、軟質素

材の切断の際に負荷が掛かったために、刃部が欠損した

可能性がある。したがって、使用によって破損した可能

性を示しており、本遺跡が使用の場、あるいは破損品

の廃棄の場であった可能性を補強する。また、再加工を

示す、背面に研磨面を残した剥片が 4 点（8・9・24・

44）認められる。

8　礫石器（遺物図版 7-1 ～ 82）

　礫石器は、1,493 点出土した（破片を含む）。分布状

況は、土器の分布とほぼ重複する。内訳は、凹石：881 点、

石皿：291 点、稜
りょうじょうすりいし

上磨石：225 点、磨
すりいし

石：65 点、硬石

製ハンマー：3 点、石製ハンマー：26 点、スタンプ石：

1 点、石棒：1 点。そのうち、凹石：80 点、稜上磨石：

48 点、磨石：15 点、石皿：28 点、硬石製ハンマー：3 点、

スタンプ石：1 点、石棒：1 点について資料化を行った。

傾向としては、凹石が最も多い。石皿については、点数

としては多いが、破片を含めた点数なので、個体として

は少ない。次いで多いのが、稜上磨石となる。

石　材　使用された石材については、全点検討していな

いものの、凹石は凝灰岩や安山岩、稜上磨石と石皿は安

山岩、磨石は安山岩や硬質砂岩、石製ハンマーは安山岩

が多い傾向がある。本報告掲載資料については、凹石が

安山岩：33 点、凝灰岩：24 点、砂岩：8 点、石英安山岩：

6 点、泥岩：3 点、軽石質凝灰岩：1 点、玄武岩：1 点、

稜上磨石が安山岩：28 点、閃
せんりょくがん

緑岩 5 点、石英安山岩：4 点、

ひん岩：3 点、砂岩：2 点、硬質砂岩：1 点、硬質泥岩：
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1 点、細粒花崗岩：1 点、石英閃緑岩：1 点、緑色岩：1 点、

凝灰質砂岩：1 点、凝灰岩：1 点、石皿が安山岩：17 点、

凝灰岩：3 点、凝灰質砂岩：3 点、砂岩：2 点、軽石質

凝灰岩：1 点、凝灰質礫岩：1 点、軟質白色凝灰岩：1 点、

磨石が硬質砂岩：5 点、石英閃緑岩：2 点、安山岩：4

点、石英安山岩：1 点、細粒花崗岩：1 点、閃緑岩：1 点、

花崗閃緑岩：1 点、硬石製ハンマーが安山岩：2 点、石

英岩：1 点、石棒が安山岩：1 点、スタンプ石が安山岩：

1 点となる。

凹　石　凹石は、礫の平坦面などに集中的な敲打によっ

て凹んだ穴を有する礫を指す。資料化したのは、いわ

るゆ「蜂の巣石」も含めて 81 点である（1・3・4・5・

6・12 ～ 24・26・27・29 ～ 32・39 ～ 41・44 ～

47・52 ～ 54・63 ～ 70・77・79・81・85・87・89

～ 99・117・119・120・131 ～ 142・159 ～ 164・

175）。また、107・169 は、いわゆる「蜂の巣石」と

分類したが、凹石の素材は、円礫・亜円礫（3・5・6・

12・14 ～ 16・19・21 ～ 23・29・31・39 ～ 41・

45・47・52・63 ～ 66・69・70・79・81・88・91・

92・94 ～ 99・120・132・133・136・138・141・

159 ～ 164）、 棒 状 円 礫（1・13・20・30・46・67・

87・89・90・134・135・139）、 扁 平 礫（4・15・

18・24・26・27・32・53・68・137・140・142・

175）、角礫（117・119・131）が認められる。円礫・

亜円礫素材の中には、16・44・69・91・131・132・

164 のような、1,000g を超すような大型品もある。逆に、

14・30・31・160 のような、100g 未満の小型品もある。3・

6・47・54・85・93 は、磨石や稜上磨石を転用したも

のとなる。また、77 は石皿から凹石へ、107・169 は

多数の凹みを持つ、いわゆる「蜂の巣石」へ転用している。

凹みの痕跡は、総じて点状の敲打痕の集合で、1 か所だ

けでなく、複数個所に凹みが存在するものもある。また、

石器の両極剥離の際に生じるような直線状の痕跡（御堂

島 2005）は、認められない。両極石核や両極剥片の存

在から、遺跡内、あるいは近傍で両極石核に対する両極

打撃が行われたことを示しているが、それに対応するハ

ンマーや台石となった凹石が不明確である。そもそも、

凝灰岩や軟質凝灰岩は、珪質頁岩よりも軟質であるため、

打撃時に破損しやすく、両極石核の両極打撃の際の台石

やハンマーには適していない。したがって、本遺跡の凹

石は、石器石材ではないものが対象となった可能性が考

えられる。

稜上磨石　稜上磨石は、従来「特殊磨石」や「稜磨石」

呼ばれた石器である。本資料は、横断面形が三角形など

の稜を持つ長さのあり、重量のある楕円礫を素材とし、

その稜上に研磨・擦痕が認められる礫石器であることか

ら、本報告では稜上磨石と呼称する。資料化したのは、

転用品も含めて 49 点である（2・6・7・9・11・25・

33・34・36・38・42・50 ～ 51・55・56・58・60・

71・72・75・78・80・82 ～ 84・100・101・111 ～

114・121 ～ 127・143・149 ～ 153 ～ 157・165）。

基本的に、1 稜を機能部に用いるが、複数の稜を用い

る場合もある（33・152・153）。また、敲打による凹

みのあるものもあり、凹石の転用、ないし併用したも

のがある（33・36・38・50・71・72・78・80・82・

83・84・101・112 ～ 114・121・122・125・143・

157）。73 は稜上磨石から、凹石、ないし磨石に転用し

たものである。38 は、研磨面に沿った被熱痕跡が認め

られる。72 は、稜を作り出した剥離面が認められる。

153 の下端は剥離面が集積しており、製作痕跡という

よりかは、むしろハンマーとして機能であった可能性が

ある。緑色岩製で硬質である、硬石製ハンマーとして

も用いられたことが考えられる。51 は最大の大型品で、

重さが 2,800g を測る。逆に、9 は最小のもので、重さ

が 175.8g を測り、51 との大きな差が認められる。接

合資料については、半損したものが接合したものが多く、

打撃痕が認められるものがあり、意図的な破壊を行った

可能性がある（112 ～ 114・155・156・157）。111 は、

角を打撃した際に剥離した剥片が接合したものである。

なお、111 は SK398 の覆土上部出土の剥片と 3227 グ

リット出土の本体部分と、そして 112 は SK393 の覆

土中部出土のものと、3928 のⅡ層出土のものと接合関

係が認められる。154 は多数の破片に分裂したもので、

SK226 と 4731 グリッドのⅡ層との接合関係が認めら

れる資料であるが、それぞれに剥離開始部が明確ではな

いため、意図的に剥離したものかは判然としない。旧表

面が被熱している。

磨　石　研磨面を持つ円礫を磨石とした。資料化した

のは、転用品も含めて 15 点（10・28・43・73・76・

102・103・104・118・144 ～ 148・158）。28・43・
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73・118・158 には敲打による凹みが、10 には、端部

に両極打撃痕と被熱痕跡が認められる。76 の側面には、

石器製作のハンマーとして使った痕跡である、外周をめ

ぐる敲打痕が認められ、ハンマーとしても使われたこと

が考えられる。102 は下半部が折損するが。その折れ

面の縁辺部には敲打、あるいは擦痕が認められる。

硬石製ハンマー　打撃痕のあるものをハンマーとした。

特に、珪質頁岩よりも硬質なものを硬石製ハンマーとし

た（74）。74 は、上述した稜上磨石の転用品で、敲打

に凹みもある。折れ面の縁辺部は摩耗がみられるため、

ハンマーとした。上述の 72 や 76 も、硬石製ハンマー

に位置付けられる。また、石英岩製の硬石製ハンマーも

出土した（7-16）。

石　皿　研磨面を持つ扁平な円礫や、平坦面が凹面と

なるもの、脚部を持つものを石皿とした。資料化した

のは、転用品も含めて 28 点（8・35・37・57・59・

61・62・77・105 ～ 110・115・116・128 ～ 130・

166・～ 174）。8・35・37・57・59・62・77・106・

108 ～ 110・129・166 ～ 168・170・171 は 編 平 な

も の、61・105・107・130・169・173・174 は 凹 面

となるもの、116 は下面が整形され、横断面形が逆台

形上のもの、128 は凹面と支脚をもつものとなる。77・

107・169 は、凹石・「蜂の巣石」に転用したものであ

り、凹石 49 も石皿の転用品の可能性がある。35・38・

61・105・106・107・109・115・128・167・168

には、被熱痕跡が認められる。

石　棒　筒状に整形したものを、石棒とした。86 は、

下半部が折損するが、研磨と敲打によって筒状に整形さ

れる。上端部には外周に並行的な円が浮き彫りされる。

スタンプ形石器　長楕円形の円礫を二分し、その半割し

た折れ面から周辺に剥離が入るものをスタンプ形石器と

した。48 は、やや扁平な長楕円形の円礫を分割し、折

れ面からの打撃方向より 10 数回の剥離が自然面側に入

る。その自然面には、研磨痕と敲打痕が認められる。

9　石製品（遺物図版 8-1 ～ 4）

　石製品は、16 点出土した。他の遺物量からして、点

数はかなり少ない。玉が 2 点（1・2）、線刻礫が 2 点（3・

16）、敲打具が 1 点（4）、有孔石製品が 6 点（5 ～ 8・

14・15）、溶岩製石製品が 5 点（9 ～ 13）である。

玉　10 ㎜程度の大きさで穴が穿たれているものを、

玉とした。1・2 は、赤みの強い琥珀製の玉である。

SK307 の 7 層を水洗別作業をした結果、この 2 点が検

出された。径 10 ㎜程度の球形の玉の中央に 2 ～ 3 ㎜の

孔が穿たれている。両者とも内部にひびが発達し、脆い

状態である。産地同定は、久慈、あるいは銚子との結果

であった（第Ⅳ章第 12 項を参照）。

線刻礫　礫に線刻されたものを、線刻礫とした。3・16

ともに凝灰岩製である。3 は一端部が欠損しているが、

三角形の円礫を素材にした、表裏面に線条痕が認められ

る線刻礫である。線刻は、主に長軸方向に発達するが規

則的ではなく、ランダムに刻まれている。そのため、意

図的に線刻したとは、考え難い。たとえば、小型剥片石

器を製作する際に、打面や頭部調整をする際に用いる調

整具としては、手頃な大きさと言えよう。したがって、

そうした石器製作の際の調整具の可能性がある。被熱し

ており、表面は黒変し、内部は赤変化している。16 は、

楕円形の扁平な円礫を素材としている。表裏面の中央付

近の、1 本のゆるい同様の弧状の線刻が認められる。た

だし、表面は弧状の線条痕の左下に枝分かれするように

短い線条痕が認められる。3 とは異なり、ランダムに刻

まれた線条痕ではないため、何らかの意図をもって描い

たものと思われる。

敲打具　主に、ハンマー以外に叩く作業に用いられたも

のを、敲打具とした。4 は水晶製の敲打具である。上下

の端部が敲打等によって磨滅し、丸みを帯びている。下

端部には、磨滅に先立って、長軸方向からの打撃による

剥離が認められる。端部を利用して、「叩く」、あるいは「擦

る」道具として用いられたのであろうが、稜や表面にも、

磨滅が認められる。

有孔石製品　玉以外に、孔（穴）が穿たれている石製品

を、有孔石製品とした。5・6・8 は軟質の凝灰岩製で、

15 は溶岩製である。孔（穴）の内部には、線条痕が発

達している。5・6 の線条痕は、円周に概ね沿っているが、

部分的に途切れていたり、外周へと抜けていたりする。

そのため、剥片などの石器を人差し指と親指でつまみ持

つなどして、手首の回転で掘り込んだ際に生じる線条痕

と類似する（大場 2011）。5 は、貫通した孔となるが、

下半部が欠損する。側縁部は中間付近で屈曲するように

削られ、表裏面は平坦になるように研磨されている。逆
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に、6 は穴が貫通しておらず、全体的にも製作痕跡が認

められないため、未製品と考えられる。8 は、扁平な礫

の左右の端部付近に、2 か所の孔が穿たれている。孔は、

円周に並行的な切れ間のない線条痕が認められ、また孔

の形状は、開口部の幅が広く、孔の内部中央部付近で幅

が狭くなっている。これは、柄につけた縦断面が三角形

の錐形石器で表裏面両方向から、柄の回転をかけて穿孔

した痕跡と類似する（大場 2011）。15 は、右上部から

右下側を大きく欠損するが、おそらく台形状の整形され

た板材に、右上から左下にかけて 2 か所の孔が穿たれ

ている。孔は、幅が 3 ～ 5 ㎜で、開口部の幅広く、内

部中央部付近で幅が狭くなっているので、8 と同様に錐

形石器で穿孔したと考えられる。ただし、15 の孔の線

条痕は、あまり明確ではない。7・14 は、溶岩製の有

孔石製品である。7 は表面の中央部付近にやや不整な円

形の段を設け、そのさらに中央に孔が穿たれている。孔

の形状は、開口部の幅が広く孔の内部中央部付近で幅が

狭くなっている。14 は、楕円形の扁平な素材で、中央

の 1 か所に孔が穿たれている。孔の形状は、開口部の

幅が広く、孔の内部中央部付近で幅が狭くなっている。

溶岩製石製品　溶岩製で、用途が判然としないものを溶

岩製石製品とした。9 は隅丸三角形でやや扁平な形状で、

全面的に磨滅が認められ、磨石の類のものと思われる。

10・11 は隅丸方形で、ともに扁平なものである。表裏

面い太い線条痕が認められるため、有機質等の棒状の工

具の砥石として用いられた可能性がある。12・13 は厚

みのあるものであるが、痕跡が判然としないため、1 や

10・11、あるいは 14 などの素材として、遺跡内に持

ち込まれたものかもしれない。

10　古代の遺物（遺物図版 9-1 ～ 4）

　主たる縄文時代の他にも、古墳時代から平安時代に属

する古代の遺物が出土しており、土器 16 点と石製品３

点を掲載した。遺構に伴う物が１点あるが、他は各区の

包含層や撹乱層あるいは倒木痕などから出土した。

土師器　１は土師器埦の口縁～胴部片で、図上復元した

口径は 136 ㎜を計る。内外面とも横位方向のミガキが

施され、内面の頸部下にはナデ痕が観察される。胎土の

緻密さや丁寧な器面調整から考察して、古墳時代５世紀

末から６世紀初頭の年代観が与えられる。本調査で、唯

一の古墳時代の資料である。

須恵器　２・７は須恵器坏の口縁部片、３・11 が体部

～底部資料である。底部の切り離し法は回転糸切りで

行われ、推定 60 ㎜前後の底径から判断して平安時代９

世紀後半の所産と考えられる。12 は口縁部が外反する

皿であり、同年代に位置付けられる。４・６・８・10・

13 ～ 15 は須恵器貯蔵形態の壺や甕類である。４が甕

の胴部片で、外面に木目状平行のタタキ文、内面には青

海波アテ文が施される。６は壺の肩部資料と思われ、外

面上半部が自然釉を被っている。器壁が比較的厚い造形

で、胎土や色調から見て 13 の胴部片も同一個体と認識

できる。８は壺の頸部～肩部に至る破片で、外面には緑

黒色の自然釉が掛かる。10 は底部縁辺～胴部下端の資

料で、外面は２方向（左→右、上→下）への手持ちヘラ

削りにて器面調整が行われている。14・15 は同一個体

と目される胴部片である。15 は外面の一部に深緑色の

自然釉が認められるが、釉が剥落して器肌の荒れが目立

つため、二次焼成を受けた可能性が高い。これら貯蔵器

具類の所属時期も、９世紀中頃と考えて大過なかろう。

赤焼土器　５・９・16 は土師器（赤焼土器）供膳具の

坏類である。有台坏の５は器高の低い偏平な古手の形態

を呈し、口径に対する底径比が大きいため体部の立ち上

がりは急傾となる。底部は回転ヘラ切りで、切離後にナ

デ調整を加えている。器面は比較的堅牢なことから、須

恵器の焼成不良品とも推察できる。近郊における類例で

は、河北町の不
ゆ す る ぎ

動木遺跡（山形県教委 1986）から同じ

ような形態の有台坏が出土しており、８世紀中頃の年代

が当てはめられる。16 は唯一遺構内から出土した回転

糸切りによる無台の坏で、接合してほぼ完形を留める土

器である。口径ほかの計測値は観察表に記載したとおり

で、底径の小型化と一定の法量を確保するために器高の

増大傾向が窺え、体部下半の一部位には 2 つの墨書文

字が記されている。1 つは「卅」と判読できる。その「卅」

の続きで記された 2 文字目は、「力」と読むか「口」と

読むか、判読が分かれるところである。おそらく何らか

の単位を表していると思われるが、何の単位を表してい

るかは、意見が分かれるところである。底部切り離し後

の調整は認められず、製作工程の簡素化により大量生産

された時期の所産と考えられ、同規模の底径を有する９

も含め、９世紀末頃に帰属させたい。
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　なお、16 の底部は二次焼成の痕跡が認められ、写真

の上半部に底部付近を中心とした放射状に拡がる割れが

認められる。破片は、内面から外面に向かって拡がって

おり、放射状に拡がる割れの発達を考慮すれば、内面側

からの打撃によって破砕された可能性が高い（大場・濱

松 2011）。出土状況からも、16 は覆土 9 層上面で正位

置の状態で出土したことから、土坑内に設置した後で、

破砕行為を行った可能性がある。

砥石　17 ～ 19 は細粒凝灰岩を石材にした砥石である。

17 は中程がやや膨らむ短冊形の形態で、断面は長方形

を呈する。研ぎ面として片方の側面を含め、２面を使用

している。18 はヘラ形の棒状形態を呈しており、断面

形は丸みを帯びた不整な四角形となる。４面とも研ぎ面

となっているが、弯曲した面を有する２面では部分的な

使用に止まる。19 も平面形態が短冊形のもので、断面

が六角形を呈する。６面のうち平坦面の広い１面を研ぎ

面としているが、その他の面にも平滑な部分が見られ、

全面を使用したことが窺える。また、先の２点に比較し

て石質が荒いことから、仕上砥の前段に用いられる粗砥

と考えられる。
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第Ⅲ -24 図　フラスコ状土坑 SK011・079

SK011
１	 10YR2/2 黒褐色微砂。しまり弱。Ⅱ層（クロボク土）混じり。
２	 10YR4/4 褐色砂質シルト。しまり強。
３	 10YR3/3 暗褐色砂質シルト。土器片、炭化物（粒・中・大）を含む。
４	 7.5YR4/4 褐色砂質シルト。3 に類似。土器片、炭化物粒子大を含む。
５	 7.5YR5/8 明褐色粘土質シルト。Ⅴ層の褐色年度ブロックを含む。
６	 7.5YR4/4 褐色粘土質シルト。Ⅵ層の黄色ブロックを多く含むφ 5 ㎜

大の炭化物粒子を多く含む。
７	 10YR5/6黄褐色砂質シルト。しまり中。炭化物、基盤の灰白粘土ブロッ

クを含む。
８	 10YR4/4 褐色砂質シルト。しまり中。灰白ブロック、炭化物を含む。
９	 7.5YR4/4 褐色砂質シルト。しまり弱。灰白ブロック、炭化物を含

む。	
10	 10YR6/6 明黄褐色粘土質シルト。粘性弱。しまり強。
11	 7.5YR4/4 褐色粘土質シルト。しまり中。混入物が少なく、炭化物も

含まれていない。
12	 7.5YR4/4 褐色粘土質シルト。しまり中。炭化物粒を多く含む。
13	 10YR4/6 褐色粘土質シルト。Ⅶ、ないしⅨ層起源のブロックを多く

含む。
14	 7.5YR4/4褐色粘土質シルト。炭化物粒をまばらに、灰白色粘土ブロッ

クを東側に含む。
15	 7.5YR5/6 明褐色粘土質シルト。Ⅶ～Ⅸ層起源のブロックを多量に混

じる。
16	 7.5YR5/6 明褐色粘土質シルト。しまり強。Ⅶ～Ⅸ層までの混合。炭

化物を若干含む。
17	 7.5YR3/4暗褐色砂質シルト。均一的で、混じりが少ない14層に近い。
18	 7.5YR5/8 明褐色砂質シルト。Ⅶ～Ⅸ層の混合土。15 層に近似。
19	 7.5YR3/4 暗褐色砂質シルト。Ⅳ・Ⅵの小と 17 層に近い。
20	 7.5YR6/8橙色砂質シルト。Ⅷ層に近似する土壌の近代似のブロック。
21	 7.5YR4/4褐色砂質シルト。Ⅸ層と、17層類似の混合。Ⅸ層は小ブロッ

クとなってまんべんなく混じる。　  
22	 10YR8/2 灰白色粘土質シルトと 10YR4/4 褐色粘土質シルトの混合。

中央に灰白、上下左右に褐色粘土が混合する。
23	 10YR4/6 褐色粘土質シルト。Ⅸ層の小ブロックと 21 層類似の土層

の混合。
24	 10YR3/3暗褐色砂質シルト。しまり弱。Ⅸ層灰白色シルトの小ブロッ

ク。φ 5 ㎜前後の炭化物を多く含む。
25	 10YR8/1 灰白色粘土質シルト（Ⅸ層）の大きなブロック、下端に 24

層近似の暗褐色砂質シルトが貼り付く。φ 3 ㎜前後の炭化物を多く
含む。

26	 10YR5/8黄褐色粘土質シルト。しまり強。Ⅵ層近似。混合物が少ない。
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上部にφ 5 ㎜大の炭化物がまばらに混じる。
27	 10YR5/8 黄褐色粘土質シルト。しまり強。Ⅵ層近似。26 層とほぼ同

一。混入物が少ない。
28	 10YR5/6 黄褐色粘土質シルト。しまり中。
29	 10YR5/6 黄褐色粘土質シルトしまり中。混入物が少ない。
30	 10YR5/8 黄褐色粘土質シルト。しまり中。Ⅷ層起源。27 層に近似。

混合物がほとんどない。
31	 10YR3/3 暗褐色砂質シルト。しまり弱。24 層に近似。炭化物などを

多く含む。
32	 10YR5/6 黄褐色粘土質シルト。しまり中。28 層に近似。Ⅷ・Ⅸ層起

源か。
33	 10YR5/6 黄褐色粘土質シルト。しまり中。均一で混合物が少ない。
34	 10YR3/4 暗褐色砂質シルト。しまり弱。炭化物を多く含む。

SK079
１	 7.5YR5/6 明褐色砂質シルト。しまり弱。部分的に炭化物小粒の小ブ

ロックを含む。
２	 7.5YR3/4 暗褐色砂質シルト。しまり弱。炭化物などを含むが、木の

根の攪乱が著しい。
３	 7.5YR5/8明褐色粘土質シルト。しまり中。灰白色粘土ブロックを含む。

φ 2 ～ 3 ㎜大の炭化物を少量含む。
４	 7.5YR4/4 褐色砂質シルト。しまり弱。灰白色粘土ブロックをまばら

に含む。炭化物を若干量含む。
５	 7.5YR4/4 褐色シルト。粘性やや中。しまり中。白色粘土粒をまばら

に含む。
６	 7.5YR7/6 橙色粘土質シルト。灰白色粘土をベースに、両側に 4 層起

源の土壌が混入する。4 層起源の土壌は左側に多く偏る。炭化物は少
ない。

７	 7.5YR5/6 暗褐色粘土質シルト。しまり中。8 層に近似。
８	 7.5YR5/6 暗褐色粘土質シルト。しまり中。5 層に接する明褐色粘土

質シルトに近い土壌。混入物は少ない。
９	 7.5YR8/3 浅黄橙色粘土質シルト。しまり中。底面付近の土壌と同一。

混入物は少ない。
10	 10YR8/2 灰白色粘土質シルト。しまり中。基盤層と同一。炭化物が

わずかに含まれる。9層と一体となって埋め戻された粘土の厚い堆積。
11	 10YR3/4 暗褐色粘土質シルト。しまり弱。4 層と同一。炭化物の混

入が多い。
12	 10YR6/6 明褐色粘土質シルト。しまり弱。13 層に近似する。
13	 10YR7/6 明褐色粘土質シルト。しまり弱。4 層と同様の灰白色粘土

ブロックと炭化物をわずかに含む。
14	 7.5YR 明褐色粘土質シルト。しまり強。ほぼ均一層。
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第Ⅲ -25 図　フラスコ状土坑 SK012・013、土坑 014
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SK012
1	 10YR1.7/1 黒色砂質シルト（黒ボク）。木根等が多く入る。
2	 10YR2/3 黒褐色砂質シルト。しまり弱。混入物少ない。
3	 10YR3/3 暗褐色砂質シルト。しまり弱。混入物は少ない。
4	 10YR3/4 暗褐色砂質シルト。地山の黄褐色粘土粒を多く含む。
5	 10YR1.7/1 黒色砂質シルト（黒ボク）。炭化物が若干混じるが、混入

物は少ない。
6	 7.5YR5/8 明褐色粘土質シルト。粘性中。しまり強。部分的に黒ボク

が混じる。
7	 10YR3/4 暗褐色砂質シルト。明褐色粘土と黒ボクの混合土。
8	 10YR1.7/1 黒色砂質シルト（黒ボク）。混合物なし。
9	 10YR2/3 黒褐色砂質シルト。しまり弱。黄褐色粘土小ブロックを若

干含む。
10	 10YR3/4 暗褐色砂質シルト。しまり中。混入物なし。
11	 10YR5/6 黄褐色粘土質シルト。しまり強。粘性弱。炭化物が若干混

じる。
12	 10YR4/4 褐色砂質シルト。しまり弱。ほぼ均一層であるが、炭化物

が若干混じる。
13	 10YR5/4 にぶい黄褐色粘土質シルト。しまり中。均一層。
14	 10YR4/4 褐色砂質シルト。しまり弱。均一層。
15	 10YR5/8 黄褐色粘土質シルト。しまり中。地山ブロック。
16	 10YR4/4 褐色粘土質シルト。しまり中。灰白色粘土ブロック、明褐

色粘土ブロックを多く含む。
17	 10YR4/4褐色粘土質シルト。しまり中。粘性中。炭化物が若干混じる。
18	 10YR4/6褐色粘土質シルト。しまりやや中。粘性中。白色粘土ブロッ

クを若干含む。
19	 10YR4/6 褐色粘土質シルト。しまり弱。粘性中。炭化物と白色粘土

ブロックを若干含む。

0 2m

1:50

20	 10YR5/4 にぶい黄褐色砂質シルト。明褐色粘土ブロックを壁際に含
む。

21	 7.5YR4/6 褐色粘土質シルト。しまり弱。炭化物が若干混じる。22・
26 層に近似。

22	 7.5YR4/6 褐色粘土質シルト。しまり弱。21・26 層に近似。
23	 10YR5/4 にぶい黄褐色粘土質シルト。しまり弱。灰白色粘土ブロッ

ク混じり。
24	 10YR6/6 明黄褐色粘土質シルト。しまり弱。粘性中。混入物はなく、

均一層。
25	 7.5YR5/8 明褐色粘土質シルト。しまり強。粘性中。炭化物が若干混

じる。
26	 7.5YR4/6 褐色粘土質シルト。しまり弱。21・22 層に近似。
27	 7.5YR5/6 明褐色粘土質シルト。しまり中。灰白・黄褐色粘土ブロッ

クを多く含む。炭化物が若干混じる。
28	 10YR5/4 にぶい黄褐色粘土質シルト。しまり強。粘性中。
29	 10YR5/4 にぶい黄褐色粘土質シルト。しまり強。灰白・橙色等の地

山ブロックが混じる。炭化物が若干混じる。
30	 7.5YR4/64/6 褐色粘土質シルト。φ 1 ㎝大の炭化物をまばらに含む。
31	 10YR6/8 明黄褐色粘土質シルト。地山ブロック。
32	 7.5YR6/6 橙色粘土質シルト。しまり弱。混入物はない。
33	 7.5YR4/6 褐色粘土質シルト。しまり弱。粘性弱。混入物はない。
34	 7.5YR5/6 明褐色粘土質シルト。しまり強。灰白色粘土ブロックを多

く含む。炭化物は中央部に若干混じる。
35	 7.5YR5/6 明褐色粘土質シルト。しまり強。
36	 10YR5/6 黄褐色粘土質シルト。しまり強。混入物は少ない。
37	 7.5YR3/3 暗褐色粘土質シルト。しまり中。炭化物と木片？を多量に

含む。
38	 7.5YR5/8 明褐色粘土質シルト。しまり強。地山の大きなブロック。

15	 7.5YR5/8 明褐色粘土質シルト。しまり中。灰白色粘土ブロックをまばらに含む。
16	 7.5YR3/4 暗褐色シルトしまり弱。炭化物等を多く含む。
17	 7.5YR5/6 暗褐色粘土質シルト。しまり中。粘土塊のブロック。混入物なし。19 層に近似する。
18	 10YR8/2 灰白色粘土質シルト。しまり中。混入物が少ない均一層。
19	 7.5YR5/6 暗褐色粘土質シルト。しまり中。混入物が少ない均一層。
20	 10YR3/2 黒褐色砂質シルト。しまり弱。炭化物を多量に含む。
21	 7.5YR5/6 明褐色粘土質シルト。しまり弱。18 層に近似するが、やや汚れが入る。
22	 10YR8/3 浅黄橙色粘土質シルト。しまり中。18 層に近似する。



III　調査の成果

68

灰白色シルトブロックを含む。
39	 7.5YR5/6 明褐色粘土質シルト。地山の大きなブロック。大きな炭化

物をまばらに含む。
40	 10YR4/4 褐色粘土質シルト。しまり中。灰白色シルトと明褐色粘土

質シルト等の混合。炭化物をやや多量に含む。
41	 10YR5/4 にぶい黄褐色粘土質シルト。灰白色粘土混じり。大きな炭

化物をまばらに含む。
42	 10YR4/4褐色粘土質シルト。しまり中。灰白色粘土質シルト小ブロッ

クと炭化物をまばらに含む。
43	 10YR5/6 黄褐色粘土質シルト。しまり中。灰白色粘土質シルトと暗

褐色砂質シルトのブロック、炭化物を含む。
44	 10YR6/6 明黄褐色粘土質シルト。均一層。
45	 10YR4/4 褐色粘土質シルト。しまり強。灰白色粘土質シルトの小ブ

ロックを多く含む。
46	 10YR1.7/1 黒色炭化物層（粘土質シルト）。粘性弱。しまり強。遺構

底面。
47	 10YR4/4 褐色粘土質シルト。しまり弱。
48	 10YR6/6 明黄褐色粘土質シルト。しまり強。灰白色粘土φ 20 ～ 30

㎜大のブロックを多く含む。
49	 10YR3/1 黒褐色粘土質シルト。小ピットの覆土。
50	 10YR5/6 黄褐色粘土質シルト。底面・側面は、灰白色粘土質シルト（地

山）。

SK013
1	 10YR3/4 暗褐色砂質シルト。しまり弱。
2	 10YR4/4 褐色砂質シルト。しまり弱。φ 3 ～ 5 ㎜の炭化物をまばら

に含む。
3	 10YR4/4 褐色砂質シルト。しまり中。φ 3 ㎜大の炭化物をまばらに

含む。
4	 10YR5/8 黄褐色砂質シルト。しまり弱。灰白色粘土ブロック、大き

な炭化物を多く含む。
5	 10YR4/4 褐色砂質シルト。しまり弱。明褐色粘土ブロックを含む。
6	 10YR3/4 暗褐色砂質シルト。しまり弱。混入物は少ない。
7	 10YR4/4 褐色砂質シルト。しまり弱。炭化物をまばらに含む。
8	 10YR4/4 褐色砂質シルト。しまり中。混入物はない。
9	 10YR3/4 暗褐色砂質シルト。しまり弱。灰白色粘土と明褐色粘土ブ

ロックを含む。炭化物をまばらに含む。
10	 10YT5/6 明褐色粘土質シルト。しまり弱。粘性弱。混入物は少ない。

11	 10YR4/6褐色砂質シルト。しまり弱。φ1～2㎜の灰白色粘土ブロッ
ク、φ 5 ～ 10 ㎜の炭化物をまばらに含む。

12	 10YR4/6 褐色砂質シルト。しまり強。混入物は少ない。
13	 10YR4/6 褐色砂質シルト。しまり弱。均一層。12 層に近似。
14	 7.5YR4/6 褐色粘土質シルト。しまり弱。粘性弱。
15	 7.5YR4/4 褐色粘土質シルト。しまり弱。粘性弱。
16	 10YR3/4 暗褐色粘土質シルト。炭化物をまばらに含む。汚れの強い

土層。
17	 10YR5/8 明褐色粘土質シルト。地山ブロック。
18	 7.5YR4/4 褐色粘土質シルト。灰白色岩片、基盤層Ⅸ層などが混入。
19	 7.5YR4/4褐色粘土質シルト。しまり弱。粘性弱。灰白色粘土ブロック、

炭化物を若干含む。
20	 7.5YR4/6 褐色粘土質シルト。大きな炭化物、地山の褐色粘土ブロッ

クなどを含む。
21	 7.5YR5/8 明色粘土質シルト。地山褐色粘土ブロックとφ 1 ㎜の炭化

物を含む。
22	 7.5YR4/6 褐色粘土質シルト。下端に炭化物を多く含む。
23	 7.5YR3/4 暗褐色粘土質シルト。炭化物をわずかに含む。
24	 7.5YR4/6 褐色粘土質シルト。φ 1 ㎝以下の炭化物をまばらに含む。

ただし、22 層よりも量は格段に少ない。
25	 5YR5/8 明赤褐色粘土質シルト。23 層に近似する土壌が、上端に混

じる。炭化物を若干含む。
26	 7.5YR6/6 橙色粘土質シルト。地山ブロックのかたまり。
27	 7.5YR3/2 黒褐色砂質シルト。しまり弱。炭化物を多量に含む。土器

の大形破片等を含む。
28	 7.5YR5/8 明色粘土質シルト。地山の橙色粘土ブロックを含む。
29	 7.5YR4/47.5YR4/4 褐色粘土質シルト。しまり弱。28 層に近似する

汚れた土。

第Ⅲ -26 図　フラスコ状土坑 SK537
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SK537
1	 10YR3/1 黒褐色細砂質シルト。粘性やや弱。しまり中。クロボク土起源。	
2	 10YR1.7/1 黒色砂質シルト。粘性中。しまりやや強。クロボク土起源。	
3	 10YR6/8 明黄褐色細砂質粘土。粘性強。しまり強。粗砂を 10％含む。	
4	 10YR4/3 にぶい黄褐色細砂質シルト。粘性やや弱。しまり中。φ 1 ～ 10 ㎜

大の炭化物を 5％、φ 10 ㎜大の軽石を 1％含む。	
5	 10YR6/6 明黄褐色シルト質細砂。粘性やや弱。しまりやや弱。φ 1~5 ㎜大の

炭化物とを 3％含む。	
6	 10YR7/6 明黄褐色細砂質粘土。粘性やや強。しまり強。φ 1~5 ㎜大の炭化物

とを 3％を含む。	
7	 10YR7/6明黄褐色細砂質粘土。粘性強。しまり中。10YR8/2灰白色粘土ブロッ

クを 30％含む。	
8	 10YR6/10 細砂質シルト。粘性強。しまり強。粗砂を 10％含む。	
9	 10YR3/2 黒褐色細砂質シルト。粘性弱。しまり弱。φ 5 ㎜大の炭化物を 3％

含む。	
10	 10YR1.7/1黒色炭化物層。粘性弱。しまり弱。φ1～20㎜大の炭化物の単層。

13 層との境界付近がやや赤みを帯びる。	
11	 7.5YR5/6 細砂質粘土。粘性やや強。しまりやや強。φ 5 ㎜大の炭化物を 3％

含む。	
12	 7.5YR4/3 褐色細砂質シルト。粘性中。しまり中。φ 1 ～ 10 ㎜大の炭化物を

10％含む。	
13	 10YR5/6黄褐色細砂質粘土。粘性強。しまりやや強。φ1㎜大の炭化物を1％

含む。	
14	 10YR3/3 暗褐色シルト質細砂。粘性やや弱。しまりやや強。φ 1 ～ 10 ㎜大

の炭化物を 15％含む。	
15	 10YR6/6明黄褐色粘土質細砂。粘性やや強。しまり中。φ5㎜大の炭化物を3％

含む。	
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SK014
1	 10YR3/4 暗褐色砂質シルト	 。しまり弱。炭化小粒φ 2 ㎜若干
2	 10YR6/6 明黄褐色粘質シルト。しまり中。炭化粒φ 5 ㎜若干含む。
3	 10YR3/3 暗褐色砂質シルト。しまり弱、地山粒上まだらに含む。
4	 10YR4/4 褐色砂質シルト。しまり弱	 。
5	 10YR3/4 暗褐色砂質シルト	 。灰白粒土小ブロック含む。
6	 10YR6/6 明黄褐色粘質シルト。しまり中	
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第Ⅲ -27 図　陥し穴 SK057、土坑 SK018、焼土遺構 SX034
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SK057
１	 10YR2/2黒褐色砂質シルト。粘性弱。しまり弱。10YR4/4褐色砂質シルトを15%ブロッ

ク状にまばらに混じる。
２	 10YR5/6黄褐色砂質シルト。粘性弱。しまり中。10YR3/2黒褐色砂質シルトを10%ブロッ

ク状にまばらに混じる。
３	 10YR1.7/1 黒色砂質シルト。粘性やや弱。しまりやや弱。細砂を 5%、φ 10 ㎜大の軽石

を 1% 含む。
４	 10YR3/3暗褐色砂質シルト。粘性弱。しまり中。7.5YR5/6明褐色砂質シルトを7%ブロッ

ク状に混じる。下部に行くに従い黒みが強くなる。
５	 10YR5/4にぶい黄橙色砂質シルト。粘性やや弱。しまり強。φ5㎜大の炭化物を1%含む。
６	 10YR2/1黒色砂質シルト。粘性やや弱。しまりやや弱。φ5～30㎜大の軽石を２％含む。
７	 5YR5/6 明赤褐色砂質シルト。粘性中。しまりやや弱。7.5YR5/4 にぶい褐色砂質シルト

を 20% まばらに含む。
８	 10YR6/6 明黄褐色砂質シルト。粘性中。しまり中。10YR2/1 黒色砂質シルトを 30% ま

ばらに含む。
９	 10YR2/1 黒色砂質シルト。粘性中。しまりやや弱。
10	 10YR3/3 暗褐色砂質シルト。粘性中。しまり弱。
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a a’137.500m

SK018
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カクラン

a
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SK018
1	 7.5YR5/6 明褐色細砂質シルト。粘性弱。しまり強。φ 1 ～ 10 ㎜大の軽し氏を 5%、

φ 1 ㎜大のマンガン粒を 3% 含む。
2	 10YR5/6 明黄褐色シルト質細砂。粘性弱。しまり中。10YR6/6 明黄褐色細砂質シル

トを 3% ブロック状に混じる。
3	 7.5YR6/8 橙植細砂質シルト。粘性中。しまり強。φ 1 ～ 5 ㎜大の軽石を 3％含む。

斑状の褐鉄の集積がわずかに認められる。
4	 10YR5/6黄褐色細砂質シルト。粘性弱。しまり中。φ2㎜大のマンガン粒を1%含む。
5	 10YR6/6 明黄褐色細砂質シルト。粘性弱。しまり強。φ 1 ㎜大の軽石とマンガン粒

を 1% 含む。

a a’136.800m

１
23 45

SX034（RP023）

4021

a’

a

SX034(RP023)
1	 5YR4/6 赤褐色細砂質シルト。しまりあり。焼土。
2	 10YR5/8 黄褐色粘土質シルト。黄色粘土ブロック。
3	 10YR4/6 褐色細砂質シルト。混じりが少ない。
4	 10YR3/4 暗褐色細砂質シルト。しまり弱。焼土粒を多く含む。
5	 10YR4/3 にぶい黄褐色細砂質シルト。しまり弱。炭化物がまばらに混じる。
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第Ⅲ -31 図　遺構配置図 19（1/100）
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第Ⅲ -32 図　遺構配置図 20（1/100）
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H=133.900ma a’EP530 EP529

EP530
1	 10YR4/3 にぶい黄褐色シルト。粘性やや強。しまり強。抜取り痕。

10YR3/3 暗褐色シルトと 10YR6/6 明黄褐色シルトをまだらに、炭
化物をわずかに含む。

2	 10YR2/3 黒褐色シルト。粘性やや弱。しまり中。抜取り痕。
10YR3/3 暗褐色シルトを少し、10YR6/6 明黄褐色シルトをまだらに
少し含む。

3	 10YR2/3 黒褐色シルト。粘性弱。しまり中。抜取り痕。10YR6/6 明
黄褐色シルトブロックを含む。

4	 10YR2/3 黒褐色シルト。粘性弱。しまりやや強。抜取り痕。
10YR3/3 暗褐色シルトと 10YR6/6 明黄褐色シルトをまだらに少し、
炭化物をわずかに含む。

5	 10RE3/3 暗暗褐色シルト。粘性弱。しまり強。抜取り痕。10YR6/6
明黄褐色シルトを含み、炭化物をわずかに含む。

6	 10YR2/3 黒褐色シルト。粘性弱。しまり中。柱痕。10YR3/3 暗褐色
シルトと風化礫を少し含む。

7	 10RE3/3 暗暗褐色シルト。粘性弱。しまり中。掘り方。10YR3/2 黒
褐色シルトをまだらに少し、10YR6/6 明黄褐色シルトと炭化物をわ
ずかに含む。

8	 10RE3/3 暗暗褐色シルト。粘性中。しまりやや強。掘り方。
10YR6/6 明黄褐色シルトをまだらに含む。

9	 10YR6/6 明黄褐色粘土。粘性中。しまり強。崩落土。10YR3/3 暗褐
色シルトをまだらに含む。

EP529
1	 10YR5/4 にぶい黄褐色シルト。粘性中。しまり中。抜取り痕。

10YR4/4 褐色シルトを少し、炭化物をわずかに含む。
2	 10YR3/3 暗褐色シルト。粘性やや弱。しまり中。抜取り痕。風化礫

と炭化物を含む。
3	 10YR3/3 暗褐色シルト。粘性弱。しまり中。抜取り痕。10YR6/6 明

黄褐色シルトを粒で少し、炭化物と風化礫をわずかに含む。
4	 10YR3/3 暗褐色シルト。粘性弱。貼り方か抜取り痕。しまりやや強。

10YR5/4 にぶい黄褐色シルトと炭化物をまだらに含む。
5	 10YR3/3 暗褐色シルト。粘性弱。しまりやや強。貼り方か抜取り痕。

10YR5/4 にぶい黄褐色シルトと炭化物をまだらに含む。
6	 10YR5/4 にぶい黄褐色シルト。粘性中。しまりやや強。10YR4/3 に

ぶい黄褐色シルトをまだらに少し、炭化物をわずかに含む。
7	 10YR4/3にぶい黄褐色シルト。粘性中。しまり強。貼り方か抜取り痕。

0YR6/6 明黄褐色粘土質シルトをまだらに多く、炭化物をわずかに含
む。

8	 10YR4/3 にぶい黄褐色シルト。粘性中。しまり中。柱痕。炭化物を
少し含む。

9	 10YR4/3 にぶい黄褐色シルト。粘性やや強。しまり強。掘り方。
10YR6/6 明黄褐色粘土質シルトブロックをまだらに、炭化物を少し
含む。
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EP508
1	 10YR4/4 褐色シルト。粘性弱。しまり強。抜取り痕。10YR5/4 にぶ

い黄褐色シルトと炭化物と風化礫を含む。
2	 10YR3/3 暗褐色シルト。粘性中。しまり中。抜取り痕。10YR4/4 褐

色シルトを少し含み、炭化物を含む。
3	 10YR4/4 褐色シルト。粘性弱。しまり強。抜取り痕。10YR4/6 褐色

シルトと炭化物を少し含む。
4	 10YR4/6 褐色シルト。粘性弱。しまりやや強。抜取り痕。10YR4/4

褐色シルトを含む。
5	 10YR4/4 褐色シルト。粘性中。しまり中。抜取り痕。10YR6/6 明黄

褐色シルトと 7.5YR5/6 明褐色シルトブロックをまだらに少し含み、
炭化物を含む。

6	 10YR6/6 明黄褐色シルト。粘性やや弱。しまり中。抜取り痕。
10YR4/4 褐色シルトを含み、炭化物を少し含む。

7	 10YR3/3 暗褐色粘土質シルト。粘性中。しまりやや強。柱痕。
10YR6/6 明黄褐色シルトブロックをまだらに、炭化物を含む。

8	 10YR3/3 暗褐色粘土質シルト。粘性中。しまりやや強。掘り方。
10YR6/6 明黄褐色シルトブロックをまだらに含み、炭化物を少し含
む。

9	 10YR6/6 明黄褐色シルト。粘性中。しまり強。掘り方。10YR3/3 暗
褐色シルトをまだらに、炭化物を少し含む。

10	 10YR4/4 褐色シルト。粘性中。しまりやや強。掘削時の崩落土。
10YR6/6 明黄褐色シルトブロックを少し含み、炭化物を含む。

EP489
1	 10YR3/3 暗褐色シルト。粘性弱。しまりやや強。10YR3/4 暗褐色シ

ルトをまだらに、炭化物を少し含む。
2	 10YR3/3 暗褐色シルト。粘性中。しまり中。10YR3/4 暗褐色シルト

をまだらに、10YR6/6 明黄褐色シルトブロックと炭化物を含む。
3	 10YR3/3 暗褐色シルト。粘性やや弱。しまり中。10YR6/6 明黄褐色

シルトブロックをまだらに含み、10YR4/4 褐色シルトと炭化物を含
む。

4	 10YR4/3 にぶい黄褐色シルト。粘性やや弱。しまり強。10YR6/6 明
黄褐色シルトブロックをまだらに、炭化物を多く含む。

5	 10YR3/2 黒褐色シルト。10YR3/3 暗褐色シルト。粘性中。しまりや
や強。10YR6/6 明黄褐色シルトをわずかに含む。

6	 10YR7/6 明黄褐色粘土質シルト。粘性やや弱。しまり強。10YR5/4
にぶい黄褐色シルトをまだらに少し含み、炭化物を含む。

7	 10YR3/2 黒褐色シルト。粘性やや弱。しまり中。10YR6/6 明黄褐色
シルト粒で少し含み、炭化物を含む。

8	 10YR/4/3 にぶい黄褐色シルト。粘性弱。しまり強。炭化物と軽石を
少し含む。

EP528
1	 10YR3/3 暗褐色シルト。粘性やや弱。しまり中。10YR4/3 にぶい黄

褐色シルトをまだらに、炭化物と風化礫を少し含む。
2	 10YR3/3 暗褐色シルト。粘性中。しまり中。10YR4/4 褐色シルトま

だらに含み、炭化物を含む。
3	 10YR4/3 にぶい黄褐色シルト。粘性中。しまり中。10YR5/6 黄褐色

シルトをまだらに、炭化物をわずかに含む。
4	 10YR4/4 褐色シルト。粘性中。しまり強。10YR5/4 にぶい黄褐色シ

ルトまだらに含む。
5	 10YR3/3 暗褐色シルト。粘性中。しまり強。10YR6/6 明黄褐色粘土

質シルトブロックをまばらに含み、炭化物を含む。
6	 7.5YR5/6 明褐色シルト。粘性中。しまり強。10YR4/4 褐色シルトを

少し含む。
7	 10YR5/4 にぶい黄褐色シルト。粘性中。しまり強。10YR3/3 暗褐色

粘土を上層に、10YR6/6 明黄褐色粘土質シルトブロックをまばらに
含み、炭化物を含む。

8	 10YR3/3 暗褐色シルト。粘性中。しまり中。10YR6/6 明黄褐色粘土
質シルトブロックをまばらに、炭化物をわずかに含む。

9	 10YR5/4 にぶい黄褐色シルト。粘性中。しまり強。10YR6/6 明黄褐
色粘土質シルトブロックをまばらに、炭化物をわずかに含む。

10	 10YR3/3 暗褐色シルト。粘性中。しまりやや弱。10YR6/6 明黄褐色
シルトブロックをわずかに含み、炭化物を含む。
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EP534
1	 10YR2/1 黒色シルト。粘性中。しまり中。10YR6/6 明黄褐色シルト

ブロック、及び粒で含む、炭化物を含む。
2	 10YR2/3 黒褐色シルト。粘性中。しまり中。10YR3/3 暗褐色シルト

を含み、10YR6/6 明黄褐色シルトを粒でわずかに含み、炭化物を少
し含む。

3	 10YR3/3 暗褐色シルト。粘性やや弱。しまり強。10YR3/4 暗褐色シ
ルトと風化礫と炭化物をわずかに含む。

4	 10YR4/4 褐色シルト。粘性中。しまり強。10YR5/4 にぶい黄褐色粘
土質シルトをまだらに含む。

5	 10YR2/3 黒褐色シルト。粘性やや弱。しまりやや強。10YR3/3 暗褐
色シルトと 10YR5/4 にぶい黄褐色シルトをまだらに少し、炭化物を
わずかに含む。

6	 10YR4/4 褐色シルト。粘性中。しまりやや強。10YR5/4 にぶい黄褐
色シルトをわずかに含む。

7	 10YR4/3 にぶい黄褐色シルト。粘性弱。しまり強。10YR6/6 明黄褐
色シルトを含み、炭化物と風化礫をわずかに含む。

8	 10YR5/4 にぶい黄褐色シルト。粘性中。しまり強。10YR4/4 褐色シ
ルトをわずかに含む。

9	 10YR3/2 黒褐色シルト。粘性中。しまり強。10YR5/4 にぶい黄褐色
シルトを粒で少し含み、同色シルトを下層でまだらに含み、炭化物と
土器片をわずかに含む。

10	 10YR6/6 明黄褐色シルト。粘性弱。しまりやや強。10YR3/3 暗褐色
シルトをまだらに含む。
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EP531
1	 10YR2/3 黒褐色粘土。粘性やや弱。しまり中。抜取り痕。10YR6/6

明黄褐色シルトを粒で少し含み、炭化物を含む。
2	 10YR2/3 黒褐色粘土。粘性中。しまりやや強。抜取り痕。10YR6/6

明黄褐色シルト 10YR4/4 褐色シルトをまだらに、炭化物を少し含む。
3	 10YR2/3 黒褐色粘土。粘性弱。しまりやや強。柱痕。10YR3/4 暗褐

色シルトを少し、炭化物をわずかに含む。
4	 10YR4/3 にぶい黄褐色シルト。粘性中。しまり弱。掘り方。

10YR5/6 黄褐色粘土質シルトまだらに含む。
5	 10YR2/2 黒褐色シルト。粘性中。しまりやや強。掘り方。10YR3/3

暗褐色シルトと土器片をわずかに含む。
6	 10YR3/2 黒褐色シルト。粘性中。しまり強。10YR4/ と 310YR5/4

にぶい黄褐色シルトをまばらに、炭化物をわずかに含む。
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H=133.300mg g’EP533 

EP533
1	 10YR2/3 黒褐色シルト。粘性弱。しまり中。10YR6/6 明黄褐色粘土

質シルトと風化礫と炭化物をわずかに含む。
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H=133.400mi i’EP550
EP549

EP549・EP550
1	 10YR2/3 黒褐色シルト。粘性中。しまり強。10YR6/6 明黄褐色シル

トと炭化物を少し含む。

EP487・EP490
1	 10YR4/4 褐色シルト。粘性中。しまり強。炭化物をわずかに含む。
2	 10YR4/4 褐色シルト。粘性やや弱。しまり中。10YR5/6 黄褐色シル

トまだらに含み、炭化物を少し含む。
3	 10YR4/3 にぶい黄褐色シルト。粘性弱。しまり中。10YR4/4 褐色シ

ルトをまだらに含む。
4	 10YR4/6 褐色シルト。粘性弱。しまり強。10YR6/6 明黄褐色シルト

を少し、炭化物をわずかに含む。
5	 10YR4/4 褐色シルト。粘性弱。しまり弱。植物遺体を多く含む。
6	 10YR4/6 褐色シルト。粘性弱。しまりやや強。10YR6/6 明黄褐色シ

ルトを少し、炭化物をわずかに含む。
7	 10YR3/4 暗褐色シルト。粘性中。しまり中。10YR4/4 褐色シルトを

少し、炭化物をわずかに含む。
8	 10YR3/3 暗褐色シルト。粘性弱。しまり中。10YR5/6 黄褐色シルト

を少し、炭化物と風化礫をわずかに含む。
9	 10YR5/4 にぶい黄褐色シルト。粘性中。しまり中。10YR4/4 褐色シ

ルトをまだらに含む。
10	 10YR4/4 褐色シルト。粘性弱。しまり中。10YR5/4 にぶい黄褐色シ

ルトをまだらに少し含む。

2	 10YR2/3 黒褐色シルト。粘性弱。しまり強。10YR3/3 暗褐色シルト
をまだらに少し、炭化物と風化礫をわずかに含む。

3	 10YR3/3 暗褐色シルト。粘性弱。しまりやや強。10YR4/4 褐色シル
トをまだらに、10YR6/6 明黄褐色シルトを粒でわずかに含む。

4	 10YR4/3 にぶい黄褐色シルト。粘性中。しまりやや強。10YR6/6 明
黄褐色シルトをまだらに含む。
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1
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H=134.300mp p’
EP494

ED485

ED485・EP494
1	 10YR4/4 褐色シルト。粘性弱。しまり強。10YR4/3 にぶい黄褐色シ

ルトブロックと炭化物を少し含む。
2	 10YR4/4 褐色シルト。粘性弱。しまり中。10YR4/3 にぶい黄褐色シ

ルト 10YR5/6 黄褐色シルトをまだらに、風化礫と炭化物をわずかに
含む。

3	 10YR3/4 暗褐色シルト。粘性中。しまり強。風化礫と炭化物を少し
含む。

4	 7.5YR5/6 明褐色シルト。粘性中。しまり強。10YR4/4 褐色シルトを
まだらに含む。

5	 10YR3/4 暗褐色シルト。粘性弱。しまりやや強。10YR6/6 明黄褐色
粘土をまだらに、炭化物を少し含む。

1
2 3

4

5

H=134.600mq q’
EP500

EP500
1	 10YR3/4 暗褐色シルト。粘性やや弱。しまりやや強。10YR4/4 褐色

シルトをまだらに少し含み、風化礫を含む。
2	 10YR3/4 暗褐色シルト。粘性中。しまりやや強。10YR4/4 褐色シル

トをまだらに含み、風化礫をわずかに含む。
3	 10YR4/6 褐色シルト。粘性中。しまり強。10YR4/4 褐色シルトをま

だらに少し含む。
4	 7.5YR5/6 明褐色粘土質シルト。粘性中。しまりやや強。10YR3/4 暗

褐色シルトまだらに含む。
5	 10YR4/6褐色シルト。粘性弱。しまり強。10YR4/4褐色シルトを含む。

H=134.100mn n’
EP486

1
2 3

EP486
1	 10YR5/4 にぶい黄褐色シルト。粘性中。しまり中。10YR4/3 にぶい

黄褐色シルトをまだらに、風化礫を含み、炭化物をわずかに含む。
2	 10YR5/4 にぶい黄褐色シルト。粘性弱。しまりやや強。10YR6/6 明

黄褐色シルトを少し含み
3	 10YR6/6 明黄褐色シルト。粘性中。しまり強。10YR5/4 にぶい黄褐

色シルトを少し、風化礫をわずかに含む。

0 2m

1:50

12
3
4

5

H=134.100mo o’
ED485

EP491 EP487

EP345
1	 10YR3/3 暗褐色シルト。粘性中。しまりやや強。10YR3/2 黒褐色シ

ルトと 10YR5/4 にぶい黄褐色シルトをまだらに含み、炭化物と土器
片を少し含む。

2	 10YR2/2 黒褐色シルト粘性中。しまりやや弱。炭化物を多く含む。
3	 10YR3/3 暗褐色細砂質粘土。粘性中。しまり中。炭化物を含み、土

器片を少し含む。
4	 10YR3/3 暗褐色シルト。粘性中。しまりやや強。10YR4/4 褐色シル

トをまだらに含み、炭化物を少し含む。
5	 10YR4/3 にぶい黄褐色シルト。粘性中。しまりやや強。7.5YR5/6 明

褐色粘土ブロックをまだらに、炭化物を少し含む。
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H=133.900ml l’
EP536 EP530

P

EP536・EP530
1	 10YR2/3 黒褐色シルト。粘性中。しまり中。10YR6/6 明黄褐色シル

トと炭化物をわずかに含む。
2	 10YR3/3 暗褐色シルト。粘性中。しまり強。10YR6/6 明黄褐色シル

トをまばらに含む。
3	 10YR3/3 暗褐色シルト。粘性中。しまり中。10YR6/6 明黄褐色粘土

質シルトブロックを含み、炭化物をわずかに含む。
4	 10YR3/2 黒褐色シルト。粘性中。しまり中。炭化物をわずかに含む。
5	 10YR3/2 黒褐色シルト。粘性弱。しまり弱。風化礫をわずかに含む。
6	 10YR4/3 にぶい黄褐色シルト。粘性やや強。しまり強。抜取り
7	 10YR4/3 にぶい黄褐色シルト。粘性やや強。しまり強。抜取り痕

（SK530 の 1 層と同じ）。10YR3/3 暗褐色シルトと 10YR6/6 明黄褐
色シルトをまだらに、炭化物をわずかに含む。

8	 10YR2/3 黒褐色シルト。粘性やや弱。しまり中。抜取り痕（SK530
の 2 層と同じ）。10YR3/3 暗褐色シルトを少し、10YR6/6 明黄褐色
シルトをまだらに少し含む。

9	 10YR3/3 暗褐色シルト粘性中。しまり強。10YR6/6 明黄褐色シルト
をまばらに含む。

10	 10YR2/3 黒褐色シルト。粘性弱。しまりやや強。抜取り痕（SK530
の 4 層と同じ）。10YR3/3 暗褐色シルトと 10YR6/6 明黄褐色シルト
をまだらに少し、炭化物をわずかに含む。

11	 10YR3/2 黒褐色シルト。粘性弱。しまり中。風化礫をわずかに含む。
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H=133.900mm m’EP509
ED485

3

EP509
1	 10YR3/3 暗褐色シルト。粘性中。しまり強。抜取り痕。10YR4/4 褐

色シルトブロックと炭化物を少し含み、風化礫を含む。
2	 10YR3/4 暗褐色シルト。粘性弱。しまり中。柱痕。風化礫を含み、

炭化物を少し含む。
3	 10YR3/4 暗褐色シルト。粘性中。しまりやや強。掘り方。10YR5/4

にぶい黄褐色シルトをまだらに多く含む。
4	 10YR3/4 暗褐色シルト。粘性中。しまり強。柱痕。10YR5/4 にぶい

黄褐色シルトをまだらに含む。

7	 10YR3/2 黒褐色シルト。粘性弱。しまりやや弱。10YR6/6 明黄褐色
シルトブロックと炭化物を少し含む。

8	 10YR2/2 黒褐色シルト。粘性中。しまり強。10YR3/3 暗褐色シルト
と 7.5YR5/6 明褐色シルトと炭化物をまばらに含む。

9	 10YR3/2 黒褐色シルト。粘性中。しまりやや強。10YR6/6 明黄褐色
シルトブロックをわずかに含み、炭化物を含む。

10	 10YR4/3 にぶい黄褐色シルト。粘性中。しまり強。10YR6/6 明黄褐
色シルトをまばらに含む。

ED485・EP491
1	 10YR4/4 褐色シルト。粘性弱。しまり強。10YR3/4 暗褐色シルトを

含み、10YR5/6 黄褐色シルトブロックと風化礫と炭化物を少し含む。
2	 10YR6/6 明黄褐色シルト。粘性やや弱。しまりやや強。10YR4/4 褐

2	 10YR3/4 暗褐色シルト。粘性中。しまりやや強。10YR5/6 黄褐色シ
ルトブロックを少し、炭化物をわずかに含む。

3	 10YR3/3 暗褐色シルト。粘性中。しまり中。10YR5/6 黄褐色粘土質
シルトをまばらに含む。

4	 10YR4/4 褐色シルト。粘性中。しまり中。10YR6/6 明黄褐色シルト
をまばらに含む .

EP351・EP352
1	 10YR2/2 黒褐色シルト。粘性弱。しまりやや強。10YR6/6 明黄褐色

シルトブロックを含み、炭化物をわずかに含む。
2	 10YR2/3 黒褐色シルト。粘性弱。しまりやや強。10YR3/3 暗褐色シ

ルトをまだらに、炭化物をわずかに含む。
3	 10YR2/3 黒褐色シルト。粘性弱。しまりやや強。10YR6/6 明黄褐色

シルトブロックと炭化物をわずかに含む。
4	 10YR4/6 褐色シルト。粘性やや弱。しまりやや強。10YR4/3 にぶい

黄褐色シルトまばらに、炭化物をわずかに含む。
5	 10YR3/2 黒褐色シルト。粘性弱。しまりやや強。10YR4/3 にぶい黄

褐色シルトを少し、10YR6/6 明黄褐色シルトブロックを少し含み、
炭化物を含む。

6	 10YR4/3 にぶい黄褐色シルト。粘性弱。しまり強。10YR6/6 明黄褐
色シルトをまばらに多く含む。

色シルトまだらに少し、炭化物をわずかに含む。
3	 10YR3/4 暗褐色シルト。粘性やや弱。しまりやや強。10YR4/4 褐色

シルトをわずかに含む。
4	 10YR5/6 黄褐色粘土質シルト。粘性中。しまりやや強。10YR3/4 暗

褐色シルトをまだらに含む。
5	 10YR3/4 暗褐色シルト。粘性弱。しまり強。10YR6/6 明黄褐色シル

トまだらに、炭化物を少し含む。
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H=133.700ms s’
SP527

SP527
1	 10YR2/2 黒褐色シルト。粘性弱。しまり中。10YR3/2 黒褐色シルト

をまだらに含み、炭化物と風化礫を少し含む。
2	 10YR2/2 黒褐色シルト。粘性弱。しまりやや強。10YR3/2 黒褐色シ

ルトをまだらに含み、炭化物と風化礫を少し含む。
3	 10YR2/2 黒褐色シルト。粘性弱。しまり中。10YR6/6 黄褐色シルト

ブロックを少し、炭化物をわずかに含む。
4	 10YR2/2 黒褐色シルト。粘性弱。しまり強。10YR4/4 褐色シルトと

炭化物をわずかに含む。
5	 10YR3/3 暗褐色シルト。粘性弱。しまり強。10YR5/4 にぶい黄褐色

シルトをまだらに、炭化物をわずかに含む。
6	 10YR3/3 暗褐色シルト。粘性中。しまり強。10YR6/6 明黄褐色シル

トをまだらに含む。

1 2
3
4

H=133.500mt t’
SP535

SP535
1	 10YR4/4 褐色シルト。粘性弱。しまり強。10YR5/4 にぶい黄褐色シ

ルトブロックを少し、炭化物をわずかに含む。
2	 10YR3/3 暗褐色シルト。粘性中。しまりやや強。10YR5/4 にぶい黄

褐色シルトをまだらに少し含む。
3	 10YR3/3 暗褐色シルト。粘性中。しまりやや強。10YR4/4 褐色シル

トと 10YR5/4 にぶい黄褐色シルトブロックをまだらに含む。
4	 10YR5/4 にぶい黄褐色シルト粘性やや強。しまりやや強。10YR6/6

明黄褐色シルトと炭化物をわずかに含む。

12

H=133.800mv v’
SP344

SP344
1	 10YR1.7/1 黒色シルト。粘性弱。しまり中。10YR6/6 明黄褐色シル

トと炭化物をわずかに含む。
2	 10YR3/2 黒褐色シルト。粘性弱。しまりやや強。10YR6/6 明黄褐色

シルトをまだらに含む。

1
23

H=133.300mr r’
SP532

SP532
1	 10YR2/2 黒褐色シルト。粘性弱。しまり中。10YR3/3 暗褐色シルト

をまだらにわずかに、炭化物をわずかに含む。
2	 10YR3/3 暗褐色シルト。粘性弱。しまり中。10YR2/2 黒褐色シルト

を含み、風化礫をわずかに含む。
3	 10YR4/4 褐色シルト。粘性弱。しまりやや強。10YR5/4 にぶい黄褐

色シルトをまだらに少し含む。
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H=133.700mu u’
SP526 

SP526
1	 10YR3/3 暗褐色シルト。粘性弱。しまりやや強。10YR4/4 褐色シル

トをまだらに、風化礫を少し含む。
2	 10YR4/4 褐色シルト。粘性弱。しまり弱。10YR5/4 にぶい黄褐色シ

ルトをまだらに少し含む。
3	 10YR4/4 褐色シルト。粘性中。しまり強。10YR5/4 にぶい黄褐色シ

ルトをまだらに含む。
4	 10YR4/4 褐色シルト。粘性弱。しまりやや強。
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H=134.000mw w’SP343

2

SP343
1	 10YR2/2 黒褐色シルト。粘性やや。しまり中。10YR4/4 褐色シルト

を少し含む。
2	 10YR5/4 にぶい黄褐色シルト。粘性弱。しまりやや強。10YR4/4 褐

色シルトを含む。
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カクラン

H=134.100mx x’

SP425 SP424

SP424
1	 10YR3/2 黒褐色シルト。粘性中。しまり弱。10YR2/1 黒色シルトを

まだらに、炭化物をわずかに含む。
2	 10YR3/2 黒褐色シルト。粘性弱。しまり中。10YR2/2 黒褐色シルト

と 10YR6/6 明黄褐色シルトをまだらに少し含む。
3	 7.5YR5/6 明褐色シルト。粘性中。しまり強。7.5YR5/6 明褐色シル

トをまだらに少し含む。

12 2

3 4

H=134.000my y’
SP425 
P

SP425
1	 10YR2/2 黒褐色シルト。粘性弱。しまりやや弱。炭化物と土器片を

わずかに含む。
2	 10YR3/2 黒褐色シルト。粘性弱。しまりやや弱。10YR6/6 明黄褐色

シルトブロックをまだらに、炭化物と土器片を少し含む。
3	 10YR3/2 黒褐色シルト。粘性中。しまり中。炭化物を少し含む。
4	 10YR5/4 にぶい黄褐色粘土。粘性中。しまり強。10YR4/4 褐色シル

トをまだらに含む。掘削時の崩落土か、開口時の堆積土。
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H=134.600mB B’
SP338
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H=134.300mA A’
SP493
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H=134.200mz z’
SP426
P

SP338
1	 10YR2/3 黒褐色シルト。粘性弱。しまりやや弱。10YR6/6 明黄褐色

シルトと風化礫と炭化物をわずかに含む。
2	 10YR3/3 暗褐色シルト。粘性弱。しまりやや強。10YR6/6 明黄褐色

シルトと風化礫をわずかに含む。
3	 10YR2/2 黒褐色シルト。粘性弱。しまりやや強。風化礫と炭化物を

わずかに含む。
4	 10YR3/3 暗褐色シルト。粘性中。しまりやや強。7.5YR5/6 明褐色粘

土をまだらに含む。

SP493
1	 10YR3/4 暗褐色細砂質シルト。粘性弱。しまりやや弱。φ 1 ～ 10

㎜大の軽石を 7%、φ 1 ㎜大の炭化物を 1%、φ 50 ㎜大の 10YR4/6
細砂質褐色シルトブロックを 5% 含む。

2	 10YR4/6 褐色細砂質シルト。粘性弱。しまり中。φ 5 ㎜大の軽石を
1% 含む。

3	 10YR3/3 暗褐色細砂質シルト。粘性弱。しまりやや強。φ 1 ～ 5 ㎜
大の軽石を 3% 含む。

SP426
1	 10YR4/4 褐色シルト。粘性弱。しまり中。10YR4/3 にぶい黄褐色シ

ルトを少し含む。
2	 10YR4/6 褐色シルト。粘性弱。しまりやや弱。10YR4/4 褐色シルト

をわずかに含む。
3	 10YR2/2 黒褐色シルト。粘性弱。しまりやや強。風化礫と炭化物を

わずかに含む。
4	 10YR3/3 暗褐色シルト。粘性弱。しまりやや強。10YR4/4 褐色シル

トを少し含む。
5	 10YR4/4 褐色シルト。粘性やや弱。しまり強。10YR6/6 明黄褐色シ

ルトをまだらに少し含む。
6	 10YR5/6 黄褐色シルト。粘性中。しまり強。10YR4/3 にぶい黄褐色

シルトを少し含む。
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H=134.700mF F’
SP504 SP498

SP504
1	 10YR4/4 褐色シルト。粘性弱。しまり中。10YR6/6 明黄褐色シルト

ブロックを含み、風化礫を少し含む。
2	 7.5YR5/6 明褐色粘土質シルト。粘性中。しまり強。10YR4/6 褐色シ

ルトをまだらに含む。
3	 10YR6/6 明黄褐色シルト。粘性弱。しまり強。10YR4/6 褐色シルト

をまだらに少し、炭化物をわずかに含む。
4	 10YR3/3 暗褐色シルト。粘性中。しまり中。10YR6/6 明黄褐色シル

トブロックをまだらに、風化礫を少し含む。
5	 10YR3/4 暗褐色シルト。粘性中。しまりやや強。10YR4/4 褐色シル

トと風化礫をまだらに含む。
6	 10YR2/3 黒褐色シルト。粘性中。しまり中。10YR4/4 褐色シルトと

風化礫をまだらに少し含む。
7	 7.5YR5/6 明褐色粘土質シルト。粘性やや強。しまり強。10YR3/4 暗

褐色シルトをまだらに含む。

SP498・SP507
1	 10YR4/4 褐色シルト。粘性弱。しまり中。10YR6/6 明黄褐色シルト

と風化礫を少し含む。
2	 7.5YR5/6 明褐色粘土。粘性中。しまり強。抜取り痕か。7.5YR4/6

褐色粘土質シルトをまだらに含む。本層自体がブロックで形成される。
3	 10YR3/4 暗褐色シルト。粘性やや弱。しまり中。1 抜取り痕か。

0YR6/6 明黄褐色シルトブロックをまだらに含む。
4	 10YR3/3 暗褐色シルト。粘性強。しまり中。抜取り痕か。7.5YR4/6

褐色粘土質シルトをまだらに多く含み、7.5YR5/6 明褐色粘土ブロッ
クを少し含む。

5	 10YR3/4 暗褐色シルト。粘性やや弱。しまり中。抜取り痕か。
10YR3/3 暗褐色シルトを少し、炭化物をわずかに含む。

6	 10YR2/3 黒褐色シルト。粘性弱。しまりやや弱。抜取り痕か。
10YR3/4 暗褐色シルトをまだらに含む。

7	 10YR2/3 黒褐色シルト。粘性やや弱。しまり中。抜取り痕か。
10YR3/4 暗褐色シルトをまだらに少し含み、風化礫を含み、炭化物
を少し含む。、

8	 10YR2/3 黒褐色シルト。粘性やや弱。しまり中。抜取り痕か。
10YR3/4 暗褐色シルトをまだらに、風化礫と炭化物を少し含む。

9	 10YR3/4 暗褐色シルト。粘性中。しまりやや強。柱痕か。風化礫と
炭化物を少し含む。

10	 10YR2/3 黒褐色シルト。粘性中。しまりやや強。柱痕か。10YR3/4
暗褐色シルトを含み、7.5YR5/6 明褐色粘土質シルトブロックをわず
かに含み、炭化物を含む。

11	 10YR5/6 黄褐色シルト。粘性やや弱。しまりやや強。掘り方か。
10YR3/4 暗褐色シルトをまだらに含む。

12	 7.5YR5/6 明褐色粘土。粘性中。しまり強。掘り方か。10YR3/4 暗褐
色シルトをまだらに含む。

13	 7.5YR5/6 明褐色粘土。粘性中。しまり強。掘り方か。10YR3/4 暗褐
色シルトをまだらに少し、炭化物をわずかに含む。
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SP499・SP503
1	 10YR4/3 にぶい黄褐色シルト。粘性弱。しまりやや強。10YR4/4 褐

色シルトをわずかに含み、炭化物を含む。
2	 10YR4/4 褐色シルト。粘性弱。しまりやや強。10YR4/3 にぶい黄褐

色シルトと炭化物を少し含む。
3	 10YR6/6 明黄褐色シルト。粘性弱。しまり強。10YR4/3 にぶい黄褐

色シルトを少し含む。
4	 10YR3/3 暗褐色シルト。粘性やや弱。しまりやや強。10YR2/3 黒褐

色シルトと 10YR4/6 褐色シルトをまだらに含み、炭化物を少し含む。
5	 10YR4/4 褐色シルト。粘性弱。しまり強。10YR5/4 にぶい黄褐色シ

ルトを含み、風化礫を少し含む。
6	 10YR5/4 にぶい黄褐色シルト。粘性弱。しまり強。10YR4/4 褐色シ

ルトを含み、炭化物をわずかに含む。
7	 10YR4/4 褐色シルト。粘性弱。しまり強。10YR4/6 褐色シルトを含

み、炭化物をわずかに含む。
8	 10YR4/3 にぶい黄褐色シルト。粘性弱。しまりやや強。10YR4/4 褐

色シルトを含み、炭化物と土器片をわずかに含む。
9	 10YR4/3 にぶい黄褐色シルト。粘性弱。しまり中。10YR6/6 明黄褐

色シルトをわずかに含む。
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H=134.400mD D’SP499 SP507

SP499・SP507
1	 10YR4/3 にぶい黄褐色シルト。粘性弱。しまりやや強。10YR4/4 褐

色シルトをわずかに含み、炭化物を含む。
2	 10YR4/4 褐色シルト。粘性弱。しまりやや強。10YR4/3 にぶい黄褐

色シルトと炭化物を少し含む。
3	 10YR2/3 黒褐色シルト。粘性弱。しまり強。10YR3/3 暗褐色シルト

と風化礫と炭化物を少し含む。
4	 10YR4/6 褐色シルト。粘性弱。しまりやや強。10YR4/3 にぶい黄褐

色シルトを少し含む。
5	 10YR3/3 暗褐色シルト。粘性やや弱。しまりやや強。10YR2/3 黒褐

色シルトと 10YR4/6 褐色シルトをまだらに含み、炭化物を少し含む。
6	 10YR4/4 褐色シルト。粘性弱。しまり強。10YR4/3 にぶい黄褐色シ

ルトをまだらに少し、10YR6/6 明黄褐色シルトをわずかに含む。
7	 10YR4/4 褐色シルト。粘性弱。しまり強。抜取り痕。10YR3/4 暗褐

色シルトを含み、風化礫と炭化物を少し含む。
8	 10YR3/3 暗褐色シルト。粘性弱。しまりやや強。抜取り痕。

10YR3/4 暗褐色シルトを含み、風化礫と炭化物を少し含む。
9	 10YR4/4 褐色シルト。粘性弱。しまり強。抜取り痕。10YR5/6 黄褐

色シルトをまだらに含む。
10	 10YR3/4 暗褐色シルト。粘性中。しまりやや強。掘り方。7.5YR5/6

明褐色シルトを少し含み、炭化物をわずかに含む。
11	 10YR4/4 褐色シルト。粘性中。しまりやや強。掘り方。7.5YR5/6 明

褐色シルトをまだらに含み、炭化物を少し含む。
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SP477
1	 10YR2/3 黒褐色シルト。粘性弱。しまり中。抜取り痕。7.5YR5/6 明

褐色シルトをわずかに、炭化物と 10YR6/4 にぶい黄橙色シルト・火
山灰を少し含む。

2	 7.5YR5/6 明褐色粘土質シルト。粘性中。しまり中。抜取り痕。
10YR3/4 暗褐色シルトと炭化物をわずかに含む。

3	 10YR3/4 暗褐色シルト。粘性弱。しまりやや弱。抜取り痕。
10YR4/6 褐色シルトブロックをまだらに含み、炭化物を少し含む。

4	 10YR3/4 暗褐色シルト。粘性中。しまり中。柱痕。炭化物を少し、
風化礫をわずかに含む。

5	 7.5YR5/6 明褐色粘土質シルト。粘性やや強。しまりやや強。掘り方、
ないし掘削時の崩落土。10YR3/4 暗褐色シルトをわずかに含む。

123

4 5

カクラン

H=134.800mH H’
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z
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SP477

SP475・SP476
1	 10YR2/3 黒褐色シルト。粘性弱。しまりやや強。10YR6/6 明黄褐色

シルトを粒で少し含む。
2	 10YR5/6 黄褐色シルトブロックで構成される層。粘性中。しまりや

や弱。
3	 10YR5/6 黄褐色シルト。粘性弱。しまりやや弱。10YR4/6 褐色シル

トをまだらに少し含む。
4	 10YR4/4 褐色シルト。粘性やや弱。しまりやや強。10YR4/6 褐色シ

ルトをわずかに含む。
5	 10YR2/3 黒褐色シルト。粘性弱。しまり中。10YR4/4 褐色シルトブ

ロックを少し、炭化物をわずかに含む。
6	 10YR4/4 褐色シルト。粘性弱。しまり弱。10YR6/6 明黄褐色シルト

をまだらに少し含む。
7	 10YR4/4 褐色シルト。粘性弱。しまり中。10YR6/6 明黄褐色シルト

を少し、風化礫をわずかに含む。
8	 10YR4/6 褐色シルト。粘性弱。しまりやや弱。10YR4/4 褐色シルト

少し含む。
9	 10YR2/3 黒褐色シルト。粘性弱。しまりやや強。10YR6/6 明黄褐色

シルトをまだらに少し含む。
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ED485・SK497
1	 10YR3/3 暗褐色シルト。粘性弱。しまりやや強。10YR6/6 明黄褐色

シルトと炭化物を少し含む。
2	 10YR4/4 褐色シルト。粘性弱。しまりやや強。10YR6/6 明黄褐色シ

ルトと炭化物をわずかに含む。
3	 10YR5/6 黄褐色シルト。粘性弱。しまり強。10YR4/4 褐色シルトを

わずかに含む。
4	 10YR6/6 明黄褐色シルト。粘性弱。しまりやや強。10YR4/4 褐色シ

ルトをまだらにわずかに含む。
5	 10YR4/4 褐色シルト。10YR6/6 明黄褐色シルトと炭化物をまだらに

わずかに含む
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J’

J

SL230

H=133.800mJ J’

1
：石

SL230
1	 10YR3/2 黒褐色シルト。粘性弱。しまりやや弱。10YR4/4 褐色シル

トブロックをまだらに含む。

MM

M’

SL523

1

2

H=134.000mM M’

SL523
1	 5YR5/6 明赤褐色シルト。粘性弱。しまりやや強。焼土。10YR4/4

褐色シルトブロックを少し含む。
2	 10YR5/4 にぶい黄褐色シルト。粘性弱。しまり強。7.5YR5/6 明褐色

シルト（焼土）ブロックを少し含む。

L

L’SL406

1
2

3
44

H=133.900mL L’

SL406
1	 7.5YR4/6 褐色シルト。粘性弱。しまり中。焼土。10YR3/4 暗褐色シ

ルトを上面に少し含み、炭化物をわずかに含む。
2	 10YR4/4 褐色シルト。粘性弱。しまり強。7.5YR4/6 褐色シルトの焼

土を少し含む。
3	 10YR4/6 褐色シルト。粘性弱。しまり強。10YR6/6 明黄褐色シルト

を少し、炭化物をわずかに含む。
4	 10YR6/6 明黄褐色シルト。風化礫（軽石小礫）を少し含む。

K

K’

SK475 SK476

SK477

SL340

倒木痕

1 2

H=134.800mK K’

SL340
1	 7.5YR6/6 橙色細砂質シルト。粘性弱。しまり強。焼土。炭化物をわ

ずかに含む。
2	 10YR4/4 褐色シルト。粘性弱。しまり強。風化礫をわずかに含む。

0 2m

1:50
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第Ⅲ -43 図　土器敷き石囲い炉 SL229

SL229（検出時）

木

木

SL229
1	 10YR5/2 灰黄褐色細砂質シルト . 粘性弱、しまり中。φ 1 ～ 10 ㎜大の軽石を 3% 含む。
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第Ⅲ -44 図　フラスコ状土坑 SK393
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SK393
1	 7.5YR4/4 褐色細砂質シルト。粘性やや弱。しまりやや弱。クロボク

土起源。
2	 7.5YR4/6 褐色細砂質シルト。粘性やや弱。しまり中。φ 5 ㎜大の炭

化物を１％含む。
3	 10YR4/4 褐色細砂質シルト。粘性中。しまり中。φ 5 ㎜大の炭化物

を１％含む。
4	 10YR4/4 褐色細砂質シルト。粘性中。しまり中。φ 1 ㎜大の炭化物

を 3％含む。
5	 10YR4/6 褐色細砂質シルト。粘性中。しまり中。φ 1 ㎜大の炭化物

を 3％、
6	 10YR4/6 褐色細砂質シルト。粘性中。しまりやや弱。7.5YR8/3 浅

黄橙色細砂質粘土をブロック状に 20％含む。φ 5 ㎜大の風化軽石を
3％含む。

7	 10YR3/4 暗褐色細砂質シルト。粘性やや弱。しまりやや弱。φ 1 ㎜
大の炭化物を 3％含む。

8	 10YR4/4 褐色細砂質シルト。粘性。しまりやや弱。φ 1 ㎜大の炭化
物を 5％含む。

9	 7.5YR7/4 にぶい橙色細砂質シルト。粘性やや弱。しまりやや弱。
7.5YR8/6 浅黄橙色粘土をブロック状に 40％含む（天井壁）。φ 1 ～
10 ㎜大の炭化物を 10％含む。

10	 10YR4/4 褐色細砂質シルト。粘性やや弱。しまりやや弱。7.5YR8/6
浅黄橙色粘土をブロック状に 40％含む（天井壁）。φ 1 ～ 20 ㎜大の
炭化物を 15％含む。

11	 10YR3/4 暗褐色細砂質シルト。粘性やや弱。しまりやや弱。1 ～ 20
㎜大の炭化物を 20％含む。

12	 7.5YR7/4にぶい黄橙色細砂質シルトの互層と粘土。粘性強。しまり強。
細砂質シルトと天井壁の崩落土の互層（10 層と 13 層との境界に細
砂質シルト層）。φ 1 ～ 10 ㎜大の炭化物を 5％含む。

13	 10YR6/4にぶい黄橙色細砂質シルトの互層と粘土。粘性強。しまり中。
細砂質シルトと天井壁の崩落土の互層（12 層との境界に細砂質シル
ト層）。φ 1 ～ 10 ㎜大の炭化物を 5％含む。

14	 10YR6/6 明黄褐色細砂質シルト。粘性やや強。しまりやや強。
7.5YR8/6 浅黄橙色粘土をブロック状に 40％含む（天井壁）。φ 5 ㎜
大の炭化物を 3％含む。

15	 10YR4/4 褐色細砂質シルト。粘性中。しまり中。φ 1 ～ 10 ㎜大の
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炭化物を 15％含む。
16	 10YR6/6明黄褐色細砂質シルトの互層と粘土。粘性強。しまりやや強。

7.5YR8/6 浅黄橙色粘土をブロック状に 40％含む（天井壁）。φ 5 ㎜
大の炭化物を 10％含む。

17	 10YR7/6 明黄褐色粘土。粘性強。しまり強。天井壁崩落土。
18	 10YR6/6 明黄褐色細砂質シルト。粘性やや強。しまりやや強。

7.5YR8/6 浅黄橙色粘土をブロック状に 40％含む（天井壁）。φ 5 ㎜
大の炭化物を 3％含む。

19	 10YR4/4 褐色細砂質シルト。粘性中。しまり中。φ 1 ～ 10 ㎜大の
炭化物を 5％含む。

20	 10YR5/8黄褐色細砂質シルト。粘性やや強。しまりやや強。7.5YR8/6
浅黄橙色粘土をブロック状に 40％含む（天井壁）。φ 5 ㎜大の炭化
物を 2％含む。

21a	10YR6/6 明黄褐色粘土。粘性強。しまり強。天井壁崩落土。
21b	10YR6/6 明黄褐色粘土。粘性強。しまり強。天井壁崩落土。
22	 10YR4/4 褐色細砂質シルト。粘性やや弱。しまりやや弱。1 ～ 20 ㎜

大の炭化物を 40％含む。24 層との境界付近がやや赤色化する。
23	 10YR6/6 明黄褐色細砂質シルト。粘性やや強。しまりやや強。

7.5YR8/6 浅黄橙色粘土をブロック状に 40％含む（天井壁）。φ 5 ㎜
大の炭化物を 2％含む。

24	 10YR6/4 にぶい黄橙色細砂質粘土。粘性やや強。しまりやや強。5
㎜大の炭化物を 5％含む。

25	 10YR4/4 褐色細砂質シルト。粘性やや弱。しまりやや弱。1 ～ 20 ㎜
大の炭化物を 30％含む。27 層との境界付近がやや赤色化している。

26	 10YR6/6 明黄褐色粘土。粘性やや強。しまりやや強。7.5YR3/1 黒褐
色細砂質シルトをブロック状に 30％含む。φ 5 ㎜大の炭化物を 2％
含む。

27	 10YR6/4 にぶい黄橙色細砂質粘土。粘性やや強。しまりやや強。5
㎜大の炭化物を 5％含む。

28	 10YR3/3 暗褐色細砂質シルト。粘性弱。しまり弱。1 ～ 20 ㎜大の炭
化物層。7.5YR3/1 黒褐色細砂質シルトを 15％含む。27 層と 30 層
との境界付近がやや赤色化している。

29	 10YR4/4 褐色細砂質シルト。粘性やや弱。しまりやや弱。1 ～ 20 ㎜
大の炭化物を 10％含む。27 層との境界付近がやや赤色化している。

30	 10YR7/4 にぶい黄橙色細砂質粘土。粘性やや強。しまりやや強。φ
5 ㎜大の炭化物を 5％含む。

31	 10YR4/4 褐色細砂質シルト。粘性やや強。しまりやや強。7.5YR8/6
浅黄橙色粘土をブロック状に 40％含む（天井壁）。φ 5 ㎜大の炭化
物を 2％含む。

32	 10YR4/4 褐色細砂質シルト。粘性やや弱。しまりやや弱。1 ～ 20 ㎜
大の炭化物を 40％含む。

33	 10YR5/4 にぶい黄褐色細砂質シルト。粘性やや強。しまりやや強。
7.5YR8/6 浅黄橙色粘土をブロック状に 40％含む（天井壁）。φ 1 ～
10 ㎜大の炭化物を 5％含む。

34	 10YR7/6 明黄褐色細砂質粘土。粘性強。しまり強。天井壁崩落土。
35	 10YR7/6 明黄褐色細砂質粘土。粘性強。しまり強。天井壁崩落土。

34 層よりも砂質が強い。
36	 10YR5/6黄褐色細砂質シルト。粘性やや強。しまりやや強。7.5YR8/6

浅黄橙色粘土をブロック状に35％含む。φ1～10㎜大の炭化物を5％
含む。

37	 7.5YR6/6 橙色細砂質シルト。粘性やや強。しまりやや強。7.5YR8/6
浅黄橙色粘土をブロック状に40％含む。φ1～10㎜大の炭化物を5％
含む。

38a	7.5YR5/6 明褐色シルト質細砂。粘性弱。しまり弱。7.5YR8/6 浅黄
橙色粘土をブロック状に 10％含む。

38b	7.5YR6/6 橙色細砂質シルト。粘性やや強。しまりやや強。7.5YR8/6
浅黄橙色粘土をブロック状に 20％含む。

39	 10YR3/4 暗褐色シルト質細砂。粘性弱。しまり弱。7.5YR8/6 浅黄橙
色粘土をブロック状に 5％含む。

40a	10YR7/4 にぶい黄橙色シルト質細砂。粘性やや弱。しまりやや弱。
7.5YR8/3 浅黄橙色粘土をブロック状に 20％含む。

40b	10YR4/4 褐色シルト質細砂。粘性やや弱。しまりやや弱。7.5YR8/6
浅黄橙色粘土をブロック状に 20％含む。

41	 10YR4/3 にぶい黄褐色炭化物。粘性弱。しまり弱。1 ～ 20 ㎜大の炭
化物層。7.5YR3/1 黒褐色細砂質シルトを 25％含む。

42	 10YR4/4 褐色シルト質細砂。粘性やや弱。しまりやや弱。7.5YR8/3
浅黄橙色粘土をブロック状に10％含む。φ1～5㎜大の炭化物を5％
含む。

43	 10YR5/4にぶい黄褐色細砂質粘土。粘性やや弱。しまり弱。7.5YR3/1
黒褐色細砂質シルトを 25％含む。

44	 10YR7/6 明黄褐色細砂質粘土。粘性強。しまり強。34 層と同じ。天
井壁崩落土。

45	 10YR4/4 褐色シルト質細砂。粘性弱。しまり弱。7.5YR8/6 浅黄橙色
粘土をブロック状に 30％含む。

46	 10YR3/4 暗褐色シルト質細砂。粘性弱。しまり弱。φ 1 ～ 20 ㎜大
の炭化物を 40％含む。

47	 10YR3/4 暗褐色シルト質細砂。粘性弱。しまり弱。φ 5 ㎜大の炭化
物を 3％含む。

48	 10YR3/4 暗褐色シルト質細砂。粘性弱。しまり弱。φ 1 ～ 5 ㎜大の
炭化物を 2％含む。

49	 10YR4/4 褐色シルト質細砂。粘性弱。しまり弱。φ 1 ～ 20 ㎜大の
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第Ⅲ -45 図　フラスコ状土坑 SK398・399・474
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炭化物を 5％含む。
50	 10YR6/6 明黄褐色砂質粘土。粘性強。しまり強。34 層と同じ。天井

壁崩落土。
51	 10YR4/4 褐色シルト質細砂。粘性弱。しまり弱。φ 1 ～ 20 ㎜大の

炭化物を 5％含む。
52a	10YR7/6 明黄褐色細砂質粘土。粘性強。しまり強。34 層と同じ。天

井壁崩落土。
52b	10YR7/6 明黄褐色細砂質粘土。粘性強。しまり強。34 層と同じ。天

井壁崩落土。
52c	10YR7/6 明黄褐色細砂質粘土。粘性強。しまり強。34 層と同じ。天

井壁崩落土。
53	 10YR4/4 褐色シルト質細砂。粘性弱。しまり弱。φ 5 ㎜大の炭化物

を 2％含む。

54	 10YR8/4 浅黄橙色細砂質粘土。粘性強。しまり強。壁面崩落土。
55	 10YR7/4にぶい黄橙色細砂質粘土。粘性強。しまり強。34層と同じ。

天井壁崩落土。中央部に大きな褐鉄の集積が見られる。
56	 10YR8/4 浅黄橙色細砂質粘土。粘性強。しまり強。34 層と同じ。天

井壁崩落土。ただし、褐鉄はない。
57	 10YR6/6 明黄褐色細砂質粘土。粘性強。しまり強。	
58	 10YR5/4 にぶい黄褐色細砂質粘土。粘性やや強。しまり強。57 層よ

りも砂質が強い。
59	 10YR7/6 明黄褐色細砂質粘土。粘性強。しまり強。34 層と同じ。天

井壁崩落土。
60	 10YR8/2 灰白色細砂質粘土。粘強。しまり強。壁面崩落土。
61	 10YR8/4 浅黄橙色細砂質粘土。粘性強。しまり強。壁面崩落土。
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第Ⅲ -46 図　フラスコ状土坑 SK398・399・474

SK399
1	 10YR2/3黒褐色細砂質シルト。弱。やや弱。基本層3層（クロボク土）

起源。
2	 10YR3/4暗褐色細砂質シルト。やや弱。やや弱。1層と3層の漸移層。
3	 10YR4/4褐色細砂質シルト。やや弱。中。φ5㎜大の軽石を3％含む。
4	 10YR4/6褐色細砂質シルト。やや弱。中。φ10㎜大の軽石を1％含む。
5	 10YR5/6 黄褐色細砂質シルト。やや弱。中。φ 20 ㎜大の軽石を 1％

含む。
6	 10YR4/6褐色細砂質シルト。やや弱。やや弱。φ5㎜大の炭化物を1％

含む。
7	 10YR4/4褐色細砂質シルト。やや弱。中。φ5㎜大の炭化物を1％含む。
8	 10YR4/4褐色細砂質シルト。やや弱。中。φ5㎜大の炭化物を1％含む。

9	 10YR4/6 褐色細砂質シルト。中。中。	
10	 10YR4/6 褐色シルト質細砂。弱。弱。	
11	 10YR4/4 褐色細砂質シルト。中。中。φ 5 ㎜大の炭化物を 3％含む。
12	 10YR4/4褐色細砂質シルト。中。中。φ5㎜大の炭化物と軽石を1％

含む。
13	 10YR4/4褐色細砂質シルト。中。中。φ5㎜大の炭化物と軽石を5％

含む。
14	 10YR4/4 褐色細砂質シルト。中。中。φ 5 ㎜大の炭化物を 3% と、

φ 5 ㎜大の軽石を 5％含む。
15a	10YR5/8 黄褐色細砂質シルト。やや強。やや強。	
15b	7.5YR5/8 明褐色細砂質シルト。やや強。強。壁面崩落土。
16	 10YR4/4 褐色細砂質シルト。やや強。強。7.5YR7/6 橙色細砂質粘土

ブロックを 20％含む。φ 5 ㎜大の炭化物を 3％含む。
17	 10YR3/3 暗褐色細砂質シルト。弱。やや弱。φ 1~20 ㎜大の炭化物

を 50％以上含む。
18	 10YR4/4 褐色細砂質シルト。やや強。やや強。7.5YR7/6 橙色細砂質

粘土ブロックを 20％含む。φ 5 ㎜大の炭化物を 3％含む。
19	 10YR5/4 にぶい黄褐色細砂質シルト。中。中。7.5YR7/6 橙色細砂質

粘土ブロックを 10％含む。
20	 10YR5/4 にぶい黄褐色細砂質シルト。やや強。やや強。7.5YR7/6 橙

色細砂質粘土ブロックを 20％含む。φ 5 ㎜大の炭化物を 3％含む。
21	 10YR4/3 にぶい黄褐色細砂質シルト。中。中。7.5YR7/6 橙色細砂質

粘土ブロックを 10％含む。φ 5 ㎜大の炭化物を 3％含む。
22	 10YR4/4 褐色シルト質細砂。弱。弱。	
23	 10YR4/4 褐色シルト質細砂。弱。やや弱。	
24	 7.5YR5/6 明褐色細砂質シルト。やや弱。やや弱。	
25	 10YR5/4 にぶい黄褐色細砂質シルト。中。中。7.5YR7/6 橙色細砂質

粘土ブロックを 10％含む。φ 5 ㎜大の炭化物を 3％含む。
26	 10YR4/4 褐色細砂質シルト。中。やや強。7.5YR7/6 橙色細砂質粘土

ブロックを 10％含む。φ 5 ～ 10 ㎜大の軽石を 5％、φ 5 ㎜大の炭
化物を 3％含む。

27	 10YR4/3 にぶい黄褐色細砂質シルト。中。やや強。7.5YR7/6 橙色細
砂質粘土ブロックを 10％含む。φ 5 ㎜大の炭化物を 5％含む。

28	 10YR4/3にぶい黄褐色細砂質シルト。中。中。φ5㎜大の炭化物を3％
含む。

29	 10YR4/3 にぶい黄褐色細砂質シルト。やや強。中。7.5YR7/6 橙色細
砂質粘土ブロックを 20％含む。

30	 10YR3/4 暗褐色シルト質細砂。弱。やや弱。φ 1 ～ 10 ㎜大の炭化
物を 20％含む。

31	 10YR2/3 黒褐色シルト質細砂。弱。やや弱。φ 1 ～ 10 ㎜大の炭化
物を 15％含む。

32	 7.5YR3/4 暗褐色細砂質シルト。中。やや弱。φ 1 ～ 10 ㎜大の炭化
物を 15％含む。

33	 7.5YR3/4 暗褐色細砂質シルト。中。やや弱。φ 1 ～ 10 ㎜大の炭化
物を 15％含む。

34	 10YR4/3 にぶい黄褐色細砂質シルト。中。中。	
35	 10YR3/4暗褐色シルト質細砂。弱。やや弱。φ5㎜大の炭化物を5％

含む。
36	 10YR4/3 にぶい黄褐色細砂質シルト。中。中。	
37	 10YR4/3 にぶい黄褐色細砂質シルト。中。やや弱。φ 1 ～ 10 ㎜大

の炭化物を 20％含む。
38	 10YR3/4暗褐色シルト質細砂。弱。やや弱。φ5㎜大の炭化物を5％

含む。
39	 10YR4/3 にぶい黄褐色細砂質シルト。中。中。7.5YR7/6 橙色細砂質

粘土ブロックを 10％含む。φ 5 ㎜大の炭化物を 3％含む。
40	 10YR4/3 にぶい黄褐色細砂質シルト。中。中。7.5YR7/6 橙色細砂質

粘土ブロックを 10％含む。φ 5 ㎜大の炭化物を 3％含む。
41	 10YR3/3暗褐色シルト質細砂。弱。やや弱。φ5㎜大の炭化物を1％

含む。
42	 10YR5/4 にぶい黄褐色細砂質シルト。中。中。	
43	 10YR3/3 暗褐色シルト質細砂。弱。やや弱。φ 20 ㎜大の軽石を 1％

含む。φ 5 ㎜大の炭化物を 1％含む。
44	 10YR3/4 暗褐色細砂質シルト。中。中。7.5YR7/6 橙色細砂質粘土ブ

ロックを 10％含む。φ 5 ㎜大の炭化物を 1％含む。
45	 10YR3/4暗褐色シルト質細砂。弱。やや弱。φ5㎜大の軽石を5％含む。

φ 5 ㎜大の炭化物を 1％含む。
46	 10YR3/4 暗褐色細砂質シルト。中。中。7.5YR7/6 橙色細砂質粘土ブ

ロックを 15％含む。φ 5 ㎜大の炭化物を 10％含む。
47	 10YR4/3 にぶい黄褐色細砂質シルト。中。中。7.5YR7/6 橙色細砂質

粘土ブロックを 10％含む。φ 5 ㎜大の炭化物を 1％含む。
48	 10YR4/3 にぶい黄褐色シルト質細砂。弱。やや弱。φ 5 ㎜大の炭化

物を 5％含む。
49	 10YR4/3 にぶい黄褐色シルト質細砂。中。中。7.5YR7/6 橙色細砂質

粘土ブロックを 10％含む。
50	 10YR4/3 にぶい黄褐色シルト質細砂。弱。やや弱。φ 5 ㎜大の炭化

物を 3％含む。
51	 10YR6/4 にぶい黄橙色細砂質粘土。やや強。やや強。壁面崩落土。
52	 10YR4/4褐色シルト質細砂。弱。やや弱。φ5㎜大の炭化物を3％含む。
53	 10YR4/4褐色シルト質細砂。弱。やや弱。φ5㎜大の炭化物を3％含む。
54	 10YR4/4 褐色シルト質細砂。弱。やや弱。7.5YR8/2 灰白色細砂質粘

土ブロック（壁面崩落土）を 15％含む。φ 5 ㎜大の炭化物を 1％含む。

SK398
1	 7.5YR3/1黒褐色細砂質シルト。粘性弱。しまりやや強。クロボク起源。
2	 7.5YR3/2 黒褐色細砂質シルト。粘性弱。しまりやや強。φ 20 ㎜大

の軽石を 3％含む。
3	 7.5YR4/4 細砂質シルト。粘性弱。しまりやや強。φ 5 ㎜大の炭化物

を 1％含む。
4	 7.5YR4/4 細砂質シルト。粘性中。しまり強。	
5	 7.5YR5/6 明褐色細砂質シルト。粘性中。しまりやや強。φ 5 ㎜大の

軽石を 1％含む。
6	 7.5YR4/6 褐色細砂質シルト。粘性中。しまりやや強。φ 5 ㎜大の炭

化物を 3％含む。Φ 10 ㎜大の軽石を 1％含む。
7	 10YR5/8 黄褐色細砂質シルト。粘性やや強。しまりやや強。	
8	 10YR4/6 褐色細砂質シルト。粘性やや弱。しまり中。φ 5 ㎜大の炭

化物を 3％含む。
9	 10YR5/6 黄褐色細砂質シルト。粘性中。しまりやや強。壁面崩落土。

φ 5 ㎜大の軽石を 1％含む。
10	 10YR5/8 黄褐色軽石。粘性弱。しまり強。崩落軽石層。
11	 10YR5/6 黄褐色細砂質シルト。粘性中。しまりやや強。壁面崩落土。

φ 5 ㎜大の軽石を 1％含む。
12	 10YR4/6 褐色シルト質細砂。粘性中。しまり弱。φ 5 ㎜大の炭化物

を 1％含む。
13	 10YR4/4 褐色シルト質細砂。粘性やや弱。しまりやや弱。φ 1 ～ 10

㎜大の炭化物を 5％含む。
14	 10YR4/4 褐色細砂質シルト。粘性やや強。しまり中。7.5YR7/6 橙色

細砂質粘土ブロックを 20％含む。
15	 10YR4/4 褐色シルト質細砂。粘性やや弱。しまりやや弱。φ 1 ～ 10

㎜大の炭化物を 3％含む。
16	 10YR4/6 褐色細砂質シルト。粘性やや強。しまり中。7.5YR7/6 橙色

細砂質粘土ブロックを 20％含む。
17	 10YR4/4 褐色シルト質細砂。粘性やや弱。しまり中。φ 1 ～ 10 ㎜

大の炭化物を 3％含む。
18	 10YR4/4 褐色細砂質シルト。粘性やや強。しまり中。7.5YR7/6 橙色

細砂質粘土ブロックを20％含む。φ1～10㎜大の炭化物を3％含む。
19	 10YR3/3 シルト質細砂。粘性やや弱。しまり中。φ 1 ～ 10 ㎜大の

炭化物を 3％含む。
20	 7.5YR5/8 細砂質シルト。粘性やや強。しまり強。壁面崩落土。
21	 7.5YR5/6 明褐色シルト質細砂。粘性やや弱。しまり弱。φ 1 ～ 10

㎜大の炭化物を 1％含む。
22a	7.5YR5/8 明褐色細砂質シルト。粘性やや弱。しまり中。φ 1 ～ 10

㎜大の炭化物を 10％含む。
22b	10YR4/4 褐色シルト質細砂。粘性やや弱。しまり中。φ 1 ～ 10 ㎜

大の炭化物を 5％含む。
23a	10YR3/3 暗褐色細砂質シルト。粘性やや強。しまり中。7.5YR7/6 橙

色細砂質粘土ブロックを 20％含む。φ 1 ～ 10 ㎜大の炭化物を 10％
含む。

23b	10YR3/3 暗褐色シルト質細砂。粘性中。しまりやや強。φ 1 ～ 10
㎜大の炭化物を 5％含む。

24	 10YR2/3 黒褐色シルト質細砂。粘性中。しまりやや強。φ 1 ～ 20
㎜大の炭化物を 40％含む。

25a	7.5YR5/6 明褐色細砂質シルト。粘性中。しまりやや強。壁面崩落土。
25b	10YR5/4 にぶい黄褐色細砂質シルト。粘性中。しまりやや強。壁面

崩落土。φ 5 ㎜大の炭化物を 1％含む。
26	 10YR6/6明黄褐色細砂質シルト。粘性中。しまりやや強。壁面崩落土。
27	 10YR5/6 黄褐色シルト質細砂。粘性中。しまり中。	
28	 10YR4/6 褐色シルト質細砂。粘性中。しまり中。	
29	 10YR7/6 明黄褐色細砂質シルト。粘性やや強。しまりやや弱。

7.5YR8/2 灰白色細砂質粘土ブロックを 20％含む。
SK474
1	 7.5YR4/4 褐色細砂質シルト。粘性中。しまり強。2.3 層よりも粘土

質でしまりが強い。φ 1 ～ 5 ㎜大の炭化物を 1%、φ 1 ㎜大の軽石を
5% 含む。

2	 7.5YR4/6 褐色細砂質シルト。粘性やや弱。しまりやや強。φ 100 ㎜
大の 7.5YR5/6 明褐色粘土ブロックが混じる。φ 1 ～ 5 ㎜の炭化物
を 3%、φ 1 ㎜大の軽石を 5% 含む。

3	 7.5YR3/4 暗褐色細砂質シルト。粘性やや弱。しまり中。φ 1 ～ 5 ㎜
大の炭化物を 5%、φ 1 ～ 4 ㎜台の軽石を 7% 含む。

4	 10YR3/4 暗褐色細砂質シルト。粘性やや弱。しまりやや強。φ 1 ～
5 ㎜の炭化物とφ 1 ㎜大の軽石をそれぞれ 1% 含む。
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第Ⅲ -47 図　フラスコ状土坑 SK333・501、土坑 SK462
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55	 10YR4/4褐色シルト質細砂。弱。やや弱。φ5㎜大の炭化物を5％含む。
56	 10YR4/4 褐色シルト質細砂。弱。やや弱。7.5YR8/2 灰白色細砂質粘

土ブロック（壁面崩落土）を 10％含む。φ 5 ㎜大の炭化物を 1％含む。
57	 10YR4/4 褐色シルト質細砂。やや弱。中。7.5YR7/6 橙色細砂質粘土

ブロックを 10％含む。φ 1 ～ 10 ㎜大の炭化物を 10％含む。
58	 10YR5/4 にぶい黄褐色細砂質粘土。やや強。やや強。7.5YR3/2 黒褐

色シルト質細砂ブロックを 20％含む、φ 5 ㎜大の炭化物を 3％含む。
59	 10YR4/3 にぶい黄褐色シルト質細砂。やや弱。中。7.5YR7/6 橙色細

砂質粘土ブロックを 5％含む。φ 1 ～ 10 ㎜大の炭化物を 3％含む。
60	 10YR3/4 暗褐色シルト質細砂。やや弱。中。7.5YR7/6 橙色細砂質粘

土ブロックを 3％含む。φ 1 ～ 10 ㎜大の炭化物を 30％含む。
61	 10YR3/4 暗褐色シルト質細砂。やや弱。中。7.5YR7/6 橙色細砂質粘

土ブロックを 3％含む。下部にφ 1 ～ 10 ㎜大の炭化物を 50％以上
含む。

62	 10YR7/4 にぶい黄橙色細砂質粘土。やや強。やや強。壁面崩落土。
7.5YR4/3 褐色シルト質細砂ブロックを 10％含む。

63	 10YR3/4 暗褐色シルト質細砂。中。やや弱。7.5YR8/2 灰白色細砂質
粘土ブロック（壁面崩落土）を30％含む。φ5㎜大の炭化物を5％含む。

64	 10YR3/3 暗褐色シルト質細砂。弱。やや弱φ 5 ㎜大の炭化物を 3％
含む。

65	 10YR4/4褐色シルト質細砂。弱。やや弱。φ5㎜大の炭化物を5％含む。
66	 10YR4/3 にぶい黄褐色シルト質細砂。弱。やや弱。φ 5 ㎜大の炭化

物を 3％含む。
67	 10YR4/4褐色シルト質細砂。弱。やや弱。φ5㎜大の炭化物を3％含む。

68	 10YR7/6 明黄褐色細砂質粘土。やや強。やや強。7.5YR6/2 灰褐色
シルト質細砂ブロックを 20％、7.5YR8/4 浅黄橙色細砂質粘土ブロッ
クを 10％含む。φ 5 ㎜大の炭化物を 1％含む。

69	 10YR5/6黄褐色細砂質粘土。やや強。やや強。壁面崩落土。7.5YR4/3
褐色シルト質細砂ブロックを 20％含む。

70	 7.5YR5/6明褐色細砂質粘土。やや強。やや強。壁面崩落土。7.5YR4/3
褐色シルト質細砂ブロックを 15％含む。

71	 10YR7/6 明黄褐色細砂質粘土。強。強。壁面崩落土。
72	 10YR7/4 にぶい黄橙色細砂質粘土。強。強。壁面崩落土。
73	 10YR7/6 明黄褐色細砂質粘土。強。強。壁面崩落土。
74	 10YR7/6 明黄褐色細砂質粘土。強。やや強壁面崩落土。
75	 10YR7/6明黄褐色細砂質粘土。やや強。やや強。壁面崩落土。7.5YR4/3

褐色シルト質細砂ブロックを 15％含む。
76	 10YR7/4 にぶい黄橙色細砂質粘土。やや強。やや強。壁面崩落土。

7.5YR4/3 褐色シルト質細砂ブロックを 10％含む。
77	 10YR7/6 明黄褐色細砂質シルト。中。やや強。7.5YR8/2 灰白色細砂

質粘土ブロック（壁面崩落土）を 15％含む。
78	 10YR3/4暗褐色シルト質細砂。弱。やや弱。φ5㎜大の炭化物を3％

含む。
79	 10YR7/4 にぶい黄橙色細砂質粘土。強。やや強。壁面崩落土。φ 1

～ 10 ㎜大の炭化物を 5％含む。
80	 10YR4/4 褐色シルト質細砂。弱。やや弱。7.5YR8/2 灰白色細砂質粘

土ブロック（壁面崩落土）を 10％含む。
81	 10YR7/4 にぶい黄橙色細砂質粘土。強。強。壁面崩落土。
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SK501
1	 7.5YR3/4 暗褐色細砂質シルト。粘性弱。しまりやや弱。下部がしま

りが強い。φ 1 ～ 5 ㎜大の風化礫を 3％含む。
2	 7.5YR3/2 黒褐色細砂質シルト。粘性弱。しまり中。7.5YR3/4 暗褐

色細砂質シルトをまだらに含む。φ 1 ～ 50 ㎜の 2.5YR4/6 赤褐色風
化礫を 5% 含む。

3	 7.5YR4/6 褐色細砂質シルト。粘性やや弱。しまりやや強。φ 1 ～ 5
㎜大の炭化物を 3%、2.5YR4/6 赤褐色風化礫を 5% 含む。

4	 7.5YR3/3 褐色細砂質シルト。粘性弱。しまりやや弱。φ 30 ㎜大の
軽石を 1% 含む。下部にしたがい、赤みを帯びる。

5	 5YR3/6 暗赤褐色細砂質シルト。粘性やや弱。しまりやや強。φ 5 ～
10 ㎜大の風化礫を 5% 含む。

6	 7.5YR3/4 暗褐色細砂質シルト。粘性弱。しまり中。φ 1 ～ 5 ㎜大の
2.5YR4/6 赤褐色風化礫を 5%、炭化物を 1% 含む。

7	 7.5YR5/3 にぶい褐色細砂質シルト。粘性やや弱。しまり中。φ 1 ～
5 ㎜大の軽石と 2.5YR4/6 赤褐色風化礫と炭化物を 1% 含む。

8	 7.5YR2/3 極暗褐色細砂質シルト。粘性やや弱。しまり中。φ 1 ～ 5
㎜大の軽石と 2.5YR4/6 赤褐色風化礫と炭化物を 1% 含む。

9	 5YR3/4 暗赤褐色軽石。粘性なし。しまり強。かなり硬い。軽石で構
成される。

10	 2.5YR4/8赤褐色細砂質粘土。粘性やや強。しまり強。粗砂を20%含む。
11	 7.5YR5/6 明褐色細砂質粘土。粘性やや強。しまり強。1 ～ 15 ㎜大

の風化礫を 3%、2.5YR2/3 極暗赤褐色細砂質粘土を 10% 含む。
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SK333
1	 10YR3/1 黒褐色細砂質シルト。粘性中。しまりやや強。φ 1 ㎜大の

炭化物を 1％含む。
2	 10YR4/3 褐色細砂質シルト。粘性中。しまり中。φ 1 ㎜大の炭化物

を 5％含む。
3	 7.5YR7/6 橙色細砂質シルト。粘性中。しまりやや強。
4	 7.5YR4/1 褐灰色細砂質シルト。粘性やや弱。しまり中。
5	 7.5YR2/1 黒色細砂質シルト。粘性やや弱。しまり中。φ 1 ㎜大の炭

化物を 1％含む。
6	 7.5YR4/2 灰褐色細砂質シルト。粘性やや弱。しまり中。
7	 7.5YR7/2 明褐灰色粘土。粘性強。しまりやや強。
8	 7.5YR5/2 灰褐色細砂質シルト。粘性やや弱。しまり中。
9	 7.5YR7/3 にぶい橙色細砂質シルト。粘性やや弱。しまりやや弱。φ

1 ㎜大の炭化物を 1％含む。
10	 7.5YR7/3 にぶい橙色細砂質シルト。粘性やや弱。しまりやや弱。
11	 7.5YR7/4 にぶい橙色細砂質シルト。粘性やや弱。しまりやや弱。
12	 7.5YR6/3 にぶい橙色細砂質シルト。粘性中。しまりやや弱。
13	 7.5YR6/6 橙色細砂質シルト。粘性中。しまり中。7.5YR8/3 浅黄橙

色細砂質シルトをブロック状に 5％含む。
14	 7.5YR8/3 浅黄橙色細砂質シルト。粘性中。しまり中。φ 1 ㎜大の炭

化物を 1％含む。

12	 7.5YR2/2 黒褐色細砂質シルト。粘性弱。しまりやや弱。1 ～ 15 ㎜
大の風化礫を 3% 含む。

13	 7.5YR4/6 褐色細砂質シルト。粘性弱。しまりやや弱。1 ～ 15 ㎜大
の風化礫を 1% 含む。
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第Ⅲ -48 図　フラスコ状土坑 SK326

15	 7.5YR5/3 にぶい褐色細砂質シルト。粘性中。しまり中。φ 5 ㎜大の
炭化物を 1％含む。

16	 7.5YR4/3 褐色細砂質シルト。粘性中。しまり中。φ 5 ㎜大の炭化物
を 3％含む。

17	 7.5YR4/2 灰褐色細砂質シルト。粘性中。しまり中。φ 5 ㎜大の炭化
物を 3％含む。

18	 7.5YR4/1 褐灰色シルト質細砂。粘性弱。しまりやや弱。φ 1 ㎜大の
炭化物を 3％含む。

19	 7.5YR4/2 灰褐色細砂質シルト。粘性中。しまり中。φ 1 ㎜大の炭化
物を 3％含む。

20	 7.5YR5/2 灰褐色細砂質シルト。粘性やや強。しまりやや強。φ 1 ㎜
大の炭化物を 3％含む。

21	 7.5YR6/2 細砂質シルト。粘性やや強。しまりやや強。5YR7/6 橙色
細砂質粘土ブロックを 20％含む。φ 5 ㎜大の炭化物を 3％含む。

22	 7.5YR3/1 黒褐色シルト質細砂。粘性弱。しまりやや弱。φ 5 ㎜大の
炭化物を 7％含む。

23	 7.5YR4/1 褐灰色シルト質細砂。粘性やや弱。しまりやや弱。φ 5 ㎜
大の炭化物を 2％含む。

24	 7.5YR6/6 橙色細砂質粘土。粘性強。しまり強。
25	 7.5YR6/6/2 灰褐色細砂質シルト。粘性やや強。しまり中。
26	 7.5YR7/2 明褐灰色細砂質シルト。粘性やや強。しまりやや弱。

SK462
1	 10YR4/4 褐色シルト。粘性やや弱。しまり中。10YR4/6 褐色シルト

を少し、炭化物をわずかに含む。
2	 10YR4/4 褐色シルト。粘性やや弱。しまりやや強。埋土。10YR4/6

褐色シルト小ブロックを少し、10YR4/3 にぶい黄褐色シルトと炭化
物をわずかに含む。と炭化物をわずかに含む。

3	 10YR3/4 暗褐色シルト。粘性中。しまりやや強。埋土。10YR4/4 褐
色シルトと 10YR5/6 黄褐色シルトと風化礫をまだらに含み、炭化物
を少し含む。

4	 10YR4/4 褐色シルト。粘性やや強。しまりやや弱。埋土。10YR5/6
黄褐色シルトまだらに含む。

a
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1	 10YR1/3 黒灰色細砂質シルト。粘性弱。しまりやや強。φ 1 ～ 30

㎜大の軽石を 5%、φ 1 ～ 5 ㎜大の炭化物を 1% 含む。
2	 10YR1/4 褐灰色細砂質シルト。粘性弱。しまり強。φ 1 ～ 10 ㎜大

の軽石を 3%、φ 1 ㎜大の炭化物を 1％含む。暗褐色細砂質シルトが
10% まだら状に混じる。

3	 10YR2/3 黒褐色細砂質シルト。粘性弱。しまり強。φ 1 ～ 10 ㎜大
の軽石を 5%、φ 1 ～ 5 ㎜大の炭化物を 2％、φ 1 ～ 10 ㎜大の風化
礫を 3% 含む。

4	 10YR1/3 黒灰色細砂質シルト。粘性弱。しまりやや強。φ 1 ～ 10
㎜大の軽石を 3%、φ 1 ㎜大の炭化物を 1％含む。

5	 10YR2/2 黒褐色細砂質シルト。粘性中。しまり中。φ 1 ～ 40 ㎜大
の軽石を 5%、φ 1 ～ 10 ㎜大の炭化物を 2% 含む。暗褐色細砂質シ
ルトが 10% まだら状に混じる。

6	 10YR3/3 暗褐色細砂質シルト。粘性中。しまり中。φ 1 ～ 10 ㎜大
の風化礫を 5%、φ 1 ～ 10 ㎜大の炭化物を 5％含む。にぶい褐色細
砂質粘土が 15% まだら状に混じる。

7	 10YR4/2 灰黄褐色細砂質シルト。粘性中。しまりやや強。φ 1 ～ 10
㎜大の炭化物を3％含む。褐灰色細砂質シルトをまだら状に10%含む。

8a	 10YR4/1 褐灰色細砂質シルト。粘性やや強。しまり中。φ 1 ～ 5 ㎜
大の炭化物を 2％、φ 1 ～ 10 ㎜大の風化礫を 3% 含む。

8b	 10YR2/1 黒色細砂質シルト。粘性中。しまり中。φ 1 ～ 10 ㎜大の
軽石を 3%、φ 1 ～ 5 ㎜大の炭化物を 1% 含む。

9	 10YR4/2 灰黄褐色細砂質シルト。粘性やや強。しまり中。φ 1 ～ 5
㎜大の軽石を 1%、φ 1 ～ 5 ㎜大の炭化物を 1% 含む。

10	 10YR3/2 黒褐色細砂質シルト。粘性やや強。しまり中。φ 1 ～ 5 ㎜
大の風化礫を 1%、φ 1 ～ 10 ㎜大の炭化物を 3% 含む。

11	 10YR4/4 褐色細砂質シルト。粘性弱。しまりやや強。φ 1 ～ 5 ㎜大
の風化礫を 1%、φ 1 ～ 5 ㎜大の炭化物を 3% 含む。褐色細砂質シル
トをまだら状に 10% 含む。

12	 10YR2/1 黒色細砂質シルト。粘性中。しまり弱。φ 1 ～ 10 ㎜大の
軽石を 1%、φ 1 ～ 5 ㎜大の炭化物を 1% 含む。

13	 10YR3/1 黒褐色細砂質シルト。粘性やや強。しまり中。φ 1 ～ 10
㎜大の風化礫を 3%、褐色細砂質シルトがブロック状に 5% まだら状
に混じる。

14	 10YR3/2 黒褐色細砂質シルト。粘性やや強。しまり中。φ 1 ～ 10
㎜大の風化礫を 3%、φ 1 ～ 5 ㎜大の炭化物を 1% 含む。褐色細砂質
シルトがブロック状に 3% まだら状に混じる。

15	 10YR3/2 黒褐色細砂質シルト。粘性やや強。しまり中。φ 1 ～ 10
㎜大の風化礫を 3%、φ 1 ～ 5 ㎜大の炭化物を 1% 含む。褐色細砂質
シルトがブロック状に 2% まだら状に混じる。

16	 7.5YR4/3 にぶい赤褐色細砂質シルト。粘性中。しまりやや強。灰白
色シルト質粘土が 3%、黒褐色細砂質シルトがブロック状に 5% まだ
ら状に混じる。

17	 7.5YR3/2 暗赤褐色細砂質シルト。粘性中。しまりやや強。灰白色シ
ルト質粘土が 3%、黒褐色細砂質シルトがブロック状に 7% まだら状
に混じる。

18	 7.5YR1.7/1黒色細砂質シルト。粘性弱。しまり弱。クロボク土が主体。
褐色細砂質シルトがブロック状に 3% まだら状に混じる。

19	 7.5YR4/3 にぶい赤褐色細砂質シルト。粘性中。しまり中。灰白色シ
ルト質粘土が 5%、黒褐色細砂質シルトがブロック状に 5% まだら状
に混じる。7.5YR1.7/1

20	 735YR2/1 黒褐色細砂質シルト。粘性中。しまり弱。褐色細砂質シル
トがブロック状に 5% まだら状に混じる。

21	 7.5YR3/1 黒褐色細砂質シルト。粘性中。しまり中。褐色細砂質シル
トがブロック状に 10% まだら状に混じる。

22	 7.5YR3/2 暗赤褐色細砂質シルト。粘性中。しまりやや強。灰白色シ
ルト質粘土が 3%、黒褐色細砂質シルトがブロック状に 7% まだら状
に混じる。

23	 7.5YR4/3 にぶい赤褐色細砂質シルト。粘性中。しまりやや強。灰白
色シルト質粘土が 3%、黒褐色細砂質シルトがブロック状に 5% まだ
ら状に混じる。

24	 7.5YR4/3 にぶい赤褐色細砂質シルト。粘性中。しまり中。灰白色シ
ルト質粘土が 5%、黒褐色細砂質シルトがブロック状に 5% まだら状
に混じる。

25	 10YR6/6 明黄褐色シルト質粘土。粘性やや強。しまりやや強。地山
崩落土。黒褐色細砂質シルトがブロック状に 5% 混じる。29 層と 24
層、23 層との間に黒褐色細砂質シルトの薄い土が挟まれている。

26	 7.5YR4/3 にぶい赤褐色細砂質シルト。粘性中。しまり中。灰白色シ
ルト質粘土が 5%、黒褐色細砂質シルトがブロック状に 5% まだら状
に混じる。26 層と類似した土。

27	 。粘性。しまり。
28	 7.5YR4/3 にぶい赤褐色細砂質シルト。粘性中。しまり中。灰白色シ

ルト質粘土が 5%、黒褐色細砂質シルトがブロック状に 5% まだら状
に混じる。24 層と類似した土。

29	 10YR6/6 明黄褐色シルト質粘土。粘性やや強。しまりやや強。地山
崩落土。黒褐色細砂質シルトがブロック状に 5% 混じる。
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第Ⅲ -49 図　フラスコ状土坑 SK307・317・454、土坑 SK512
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SK454
1	 7.5YR2/1 黒色細砂質シルト。粘性弱。しまり弱。粗砂を 10% 含む。
2	 7.5YR3/2 黒褐色細砂質シルト。粘性弱。しまりやや弱。φ 1 ～ 10

㎜大の軽石を 3%、φ 1 ～ 5 ㎜大の炭化物を 1%、粗砂を 10% 含む。
3	 7.5YR4/1 褐灰色細砂質シルト。粘性弱。しまり弱。φ 1 ～ 5 ㎜大の

炭化物を 1%
4	 7.5YR4/2 灰褐色細砂質粘土。粘性中。しまり中。粗砂を 10% 含む。
5	 7.5YR3/1 黒褐色細砂質シルト。粘性弱。しまりやや弱。φ 1 ～ 5 ㎜

大の炭化物を 3%、粗砂を 7% 含む。
6	 7.5YR4/6 褐色粗砂質粘土。粘性強。しまり強。φ 5 ㎜大の赤色風化

礫を 2% 含む。
7	 7.5YR5/3 にぶい褐色細砂質シルト。粘性中。しまりやや弱。粘土を

15%、粗砂を 10% 含む。
8	 7.5YR4/2 灰褐色細砂質シルト。粘性弱。しまり中。粗砂を 7% 含む。
9	 5YR4/8 赤褐色細砂質粘土。粘性中。しまりやや強。粗砂を 7%含む。
10	 7.5YR3/2 黒褐色細砂質シルト。粘性弱。しまりやや弱。φ 1 ～ 3 ㎜

大の炭化物を 1%、粗砂を 5% 含む。
11	 5YR3/2暗赤褐色細砂質シルト。粘性弱。しまり弱。粗砂を10%含む。
12	 5YR2/1 黒褐色細砂質シルト。粘性弱。しまり弱。粗砂を 10% 含む。
13	 7.5YR3/2 黒褐色細砂質シルト。粘性弱。しまりやや弱。φ 1 ～ 5 ㎜

大の炭化物を 1%、粗砂を 10% 含む。
14	 7.5YR3/2黒褐色細砂質粘土。粘性中。しまりやや強。粗砂を7%含む。

φ 1 ～ 20 ㎜大の炭化物を 20%、
15	 5YR5/6 明赤褐色細砂質粘土。粘性やや弱。しまり中。φ 1 ～ 5 ㎜大

の炭化物を 1%、粗砂を 10% 含む。
16	 7.5YR5/3 にぶい褐色粘土質細砂。粘性やや強。しまり弱。φ 1 ～ 5

㎜大の炭化物を 2%、粗砂を 10% 含む。
17	 7.5YR3/2 黒褐色細砂質シルト。粘性弱。しまりやや弱。φ 5 ㎜大の

赤色風化礫を 2%、φ 1 ～ 5 ㎜大の炭化物を 1% 含む。
18	 7.5YR3/1 黒褐色細砂質シルト。粘性弱。しまりやや弱。φ 1 ～ 5 ㎜

大の炭化物を 3%、粗砂を 10% 含む。
19	 5YR5/6明赤褐色細砂質粘土。粘性やや弱。しまり中。粗砂を10%含む。
20	 7.5YR5/3 にぶい褐色細砂質シルト。粘性中。しまりやや弱。φ 1 ～

5 ㎜大の炭化物を 1%、粗砂を 10% 含む。
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SK317
1	 7.5YR4/6褐色シルト質粘土。粘性強。しまり強。地山の土を主体とし、

黒褐色細砂質シルトをブロック状に 20% 含む。
2	 7.5YR4/3 褐色細砂質シルト。粘性やや強。しまり中。地山の土を

5%、φ 1~10 ㎜大の軽石を 10% 含む。
3	 7.5YR5/6 明褐色シルト質粘土。粘性強。しまり強。地山の土の単層。

φ 5 ㎜大のマンガン粒を 1% 含む。
4	 7.5YR3/3 暗褐色細砂質シルト。粘性強。しまり弱。地山ブロックを

2%、φ 5 ㎜大の炭化物を 5% 含む。
5	 7.5YR7/6橙色細砂質シルト。粘性中。しまり中。地山の土を主体とし、

黒褐色細砂質シルトをまだら状に 20% 含む。
6	 7.5YR5/6 明褐色シルト質粘土。粘性やや強。しまり強。地山ブロッ

クを 20% 含む。
7	 7.5YR4/6 褐色細砂質シルト。粘性中。しまりやや弱。地山ブロック

を 10% 含む。
8	 7.5YR2/3 極暗褐色細砂質シルト。粘性弱。しまり弱。黒ボク度を主

体とし、地山ブロックを 10%、φ 1 ～ 5 ㎜大の炭化物を 3% 含む。
9	 7.5YR7/4 にぶい橙色細砂質粘土。粘性やや強。しまり中。地山の土

を主体とし、φ 5 ㎜大のマンガン粒を 3% 含む。

SK512
1	 10YR7/2 にぶい黄橙色細砂質シルト。粘性弱。しまりやや強。地山

ブロックを 10%、φ 1 ～ 5 ㎜大の軽石を 5% 含む。
2	 10YR6/3 にぶい橙色細砂質シルト。粘性弱。しまり中。φ 1 ～ 5 ㎜

大の軽石を 3%、φ 1 ㎜大の炭化物を 1% 含む。
3	 10YR5/2 灰黄褐色細砂質シルト。粘性弱。しまり強。φ 1 ～ 5 ㎜大

の軽石を 1%、φ 1 ㎜大の炭化物を 1% 含む。

SK307
1	 5YR4/6 赤褐色細砂質シルト。粘性弱。しまり強。φ 1~20 ㎜大の軽

石を 5% 含む。5YR3/4 暗赤褐色細砂質シルトブロックを 15% 含む。
2	 5YR3/4 暗赤褐色細砂質シルト。粘性弱。しまりやや強。φ 1~50 ㎜

大の軽石を 10% 含む。
3	 7.5YR4/4 褐色細砂質シルト。粘性弱。しまりやや弱。明褐色細砂質

シルト地山ブロックを 20％含む。
4	 5YR3/6 暗赤褐色細砂質シルト。粘性弱。しまりやや強。φ 1 ～ 10

㎜大の軽石を 3％含む。φ 5 ㎜大の炭化物を 1％含む。
5	 7.5YR3/4 暗褐色細砂質シルト。粘性弱。しまり弱。3 層よりしまり

が強い。橙色細砂質シルト地山ブロックを 30％含む。
6	 5YR3/3 暗赤褐色細砂質シルト。粘性弱。しまり強。赤褐色細砂質シ

ルト地山ブロックを 5％含む。
7	 細砂質シルト。粘性弱。しまり強。φ1～10㎜大の炭化物を10％含む。

遺物を多量に含む。
8	 細砂質シルト。粘性やや弱。しまりやや強。φ 1 ～ 30 ㎜大の炭化物

を 15％含む。φ 1 ～ 20 ㎜大の軽石を 10％含む。明褐色細砂質シル
ト地山ブロックを 10％含む。
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第Ⅲ -50 図　フラスコ状土坑 SK396

SK396a
1	 10YR2/3黒褐色細砂質シルト。粘性弱。しまりやや弱。基本層3層（ク

ロボク土）起源。
2	 10YR3/3 暗褐色細砂質シルト。粘性やや弱。しまりやや弱。1 層と

3 層の漸移層。
3	 10YR3/4 暗褐色	 細砂質シルト。粘性中。しまり中。	
4	 10YR4/4 褐色細砂質粘土。粘性中。しまりやや強φ 1 ～ 10 ㎜大の

炭化物を 5％、風化した軽石を 3％含む。
5	 10YR3/4 暗褐色細砂質粘土。粘性中。しまりやや強。φ 1 ～ 10 ㎜

大の炭化物を 15％含む。
6	 10YR4/6 褐色細砂質シルト。粘性やや強。しまりやや強。7.5YR8/6

浅黄橙色砂質粘土をブロック状に 40％含む。φ 1 ～ 10 ㎜の炭化物
を 5％含む。

7a	 10YR4/4 褐色細砂質シルト。粘性中。しまり中。7.5YR8/6 浅黄橙色
砂質粘土をブロック状に10％含む。φ1～10㎜の炭化物を3％含む。

7b	 10YR5/6黄褐色細砂質シルト。粘性やや強。しまりやや強。7.5YR8/6
浅黄橙色砂質粘土をブロック状に 20％含む。φ 1 ～ 10 ㎜の炭化物
を 5％含む。

8	 10YR4/3 にぶい黄褐色細砂質シルト。粘性やや強。しまり中。
7.5YR8/6 浅黄橙色砂質粘土をブロック状に 15％含む。φ 1 ～ 10 ㎜
の炭化物を 5％含む。

9	 10YR3/4 暗褐色細砂質シルト。粘性中。しまり中。7.5YR8/6 浅黄橙
色砂質粘土をブロック状に5％含む。φ1～10㎜の炭化物を7％含む。

10	 10YR4/4 褐色細砂質シルト。粘性中。しまりやや弱。7.5YR8/6 浅黄
橙色砂質粘土をブロック状に 5％含む。φ 1 ～ 10 ㎜の炭化物を 3％
含む。

11	 10YR5/6 黄褐色細砂質粘土。粘性強。しまりやや強。壁面崩落土。
12	 10YR3/3 暗褐色細砂質シルト。粘性中。しまりやや弱。7.5YR8/6 浅

黄橙色砂質粘土をブロック状に10％含む。φ1～10㎜の炭化物を5％
含む。

13a	10YR5/8 黄褐色細砂質粘土。粘性強。しまりやや強。壁面崩落土。
13b	10YR4/4 褐色細砂質シルト。粘性中。しまり中。φ 5 ㎜大の炭化物

を 1％含む。
13c	7.5YR6/6 橙色細砂質粘土。粘性強。しまり強。7.5YR3/3 暗褐色細

砂質シルトブロックを 20％含む。φ 5 ㎜大の炭化物を 1％含む。
13d	7.5YR8/6 浅黄橙色細砂質粘土。粘性強。しまりやや強。壁面崩落土。
14	 7.5YR7/6 橙色細砂質粘土。粘性強。しまりやや強。壁面崩落土。
15	 7.5YR6/6 橙色細砂質シルト。粘性やや強。しまり中。7.5YR8/6 浅

黄橙色砂質粘土をブロック状に15％含む。φ1～10㎜の炭化物を5％
含む。
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SK396b
(1)	 7.5YR5/4 にぶい褐色細砂質粘土。粘性強。しまり強。	
(2)	 7.5YR7/8 黄橙色細砂質粘土。粘性強。しまり強。風化したφ 5 ㎜大

の軽石を 10％、φ 5 ㎜大のマンガンの集積を 1％含む。
(3)	 7.5YR7/6 橙色細砂質粘土。粘性強。しまり強。φ 5 ㎜大のマンガン

の集積を 3％含む。1・2 層よりも粘性が強い。
(4)	 7.5YR5/6 明褐色細砂質粘土。粘性強。しまりやや強。	
(5)	 7.5YR6/6 橙色細砂質粘土。粘性強。しまり強。φ 5 ㎜大のマンガン

の集積を 10％含む。
(6)	 7.5YR5/8 明褐色軽石。粘性弱。しまり強。崩落軽石層。
(7)	 7.5YR5/6 明褐色軽石。粘性弱。しまり強。崩落軽石層。
(8)	 7.5YR7/6 橙色細砂質粘土。粘性強。しまり強。φ 5 ㎜大のマンガン

の集積を 3％含む。
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(9)	 7.5YR6/6 橙色細砂質粘土。粘性強。しまりやや強。壁面崩落土。
(10)	7.5YR5/8 明褐色軽石。粘性弱。しまり強。崩落軽石層。
(11)	7.5YR6/6 橙色細砂質粘土。粘性強。しまり強。φ 5 ㎜大のマンガン

の集積を 3％、φ 1 ～ 25 ㎜大の炭化物含 3％む。
(12)	7.5YR5/6 明褐色細砂質シルト。粘性やや強。しまり中	 。

10YR8/3 浅黄橙色細砂質粘土ブロックを 15％、φ 5 ㎜大の炭化物を
3％含む。

(13)	7.5YR6/8橙色細砂質シルト。粘性中。しまり中。風化した軽石をブロッ
ク状に 20％含む。

(14)	7.5YR6/6 橙色細砂質シルト。粘性やや強。しまりやや強。10YR8/3
浅黄橙色細砂質粘土ブロックを 20％、φ 1 ～ 10 ㎜大の炭化物を 3％
含む。

(15)	7.5YR4/4 褐色細砂質シルト。粘性やや強。しまり中。10YR8/3 浅黄
橙色細砂質粘土ブロックを20％、φ1～10㎜大の炭化物を3％含む。

(16)	7.5YR7/6 橙色細砂質粘土。粘性強。しまりやや強。壁面崩落土。
(17)	7.5YR5/4 にぶい褐色粘土質細砂。粘性中。しまり中。φ 5 ㎜大の炭

化物を 1％含む。
(18)	7.5YR5/6 明褐色細砂質粘土。粘性やや強。しまりやや強。φ 5 ㎜大

の炭化物を 1％含む。
(19)	7.5YR6/8 橙色軽石。粘性弱。しまり強。崩落軽石層。
(20)	7.5YR6/6 橙色細砂質粘土。粘性強。しまり中。壁面崩落土。
(21)	7.5YR5/8明褐色粘土質細砂。粘性弱。しまりやや強。風化した軽石か？
(22)	7.5YR6/6 橙色細砂質粘土。粘性強。しまり中。壁面崩落土。
(23)	7.5YR5/6 明褐色細砂質シルト。粘性中。しまり中。φ 5 ㎜大の炭化

物を 1％含む。
(24)	7.5YR7/8黄橙色細砂質粘土。粘性やや強。しまり。やや強。壁面崩落土。
(25)	7.5YR8/6 浅黄橙色細砂質粘土。粘性強。しまり強。壁面崩落土。
(26)	7.5YR7/4 にぶい橙色細砂質粘土。粘性やや強。しまりやや強。φ 1

～ 10 ㎜大の炭化物を 20％含む。
(27a) 7.5YR6/6 橙色細砂質粘土。粘性やや強。しまりやや強。φ 5 ㎜大

の炭化物を 1％含む。
(27b) 7.5YR6/8 橙色粘土質細砂。粘性しまりやや強。風化した軽石か？
(28)	7.5YR4/4 褐色細砂質粘土。粘性中。しまり中。φ 1 ～ 10 ㎜大の炭

化物を 20％含む。
(29)	7.5YR5/8 明褐色軽石。粘性弱。しまり強。崩落軽石層。
(30)	7.5YR3/3 暗褐色細砂質粘土。粘性中。しまり中。φ 1 ～ 10 ㎜大の

炭化物を 20％含む。
(31)	7.5YR6/8 橙色軽石。粘性弱。しまり強。崩落軽石層。
(32)	7.5YR6/8 橙色軽石。粘性弱。しまり強。崩落軽石層。
(33)	7.5YR8/6 浅黄橙色細砂質粘土。粘性強。しまり中。壁面崩落土。31

層との境界にφ 1 ～ 5 ㎜大の炭化物が集中する。
(34)	7.5YR5/6 明褐色軽石。粘性弱。しまり強。崩落軽石層。
(35)	7.5YR8/6 浅黄橙色細砂質粘土。粘性強。しまり中。壁面崩落土。φ

1 ～ 5 ㎜大の炭化物を 5％含む。
(36)	7.5YR4/3 褐色粘土質細砂。粘性やや弱。しまりやや弱。φ 1 ～ 5 ㎜

大の炭化物を 10％含む。
(37)	7.5YR3/3 暗褐色粘土質細砂。粘性やや弱。しまりやや弱。φ 1 ～ 5

㎜大の炭化物を 10％含む。
(38)	7.5YR8/4 浅黄橙色細砂質粘土。粘性強。しまり中。壁面崩落土。φ

1 ～ 5 ㎜大の炭化物を 5％含む。
(39a) 7.5YR7/6橙色細砂質粘土。粘性やや強。しまりやや強。壁面崩落土。
(39b) 7.5YR8/6 浅黄橙色細砂質粘土。粘性やや強。しまりやや強。壁面

崩落土。
(39c) 7.5YR7/6橙色細砂質粘土。粘性やや強。しまりやや強。壁面崩落土。
(39d) 7.5YR8/4 浅黄橙色細砂質粘土。粘性やや強。しまりやや強。壁面

崩落土。
(40)	10YR8/4 浅黄橙色細砂質粘土。粘性やや強。しまりやや強。壁面崩

落土。
(41)	10YR7/4 明黄褐色細砂質粘土。粘性やや強。しまりやや強。壁面崩

落土。
(42)	10YR8/6黄橙色細砂質粘土。粘性やや強。しまりやや強。壁面崩落土。

7.5.YR3/2 黒褐色粘土質細砂ブロックを 5％含む。
(43)	10YR7/4 明黄褐色細砂質粘土。粘性やや強。しまりやや強。壁面崩

落土。
(44)	10YR7/6 明黄褐色細砂質粘土。粘性やや強。しまりやや強。壁面崩

落土。下部に、7.5YR8/1 灰白色粘土と、7.5.YR3/2 黒褐色粘土質細
砂が集中する。Φ 1 ～ 5 ㎜大の炭化物を 3％含む。

(45)	10YR7/6 明黄褐色細砂質粘土。粘性中。しまり中。壁面崩落土。φ
1 ～ 5 ㎜大の炭化物を 5％含む。

(46)	10YR8/4 浅黄橙色細砂質粘土。粘性やや強。しまりやや強。壁面崩
落土。7.5.YR3/2 黒褐色粘土質細砂ブロックを 10％含む。φ 1 ～ 5
㎜大の炭化物を 1％含む。

(47)	10YR8/4 浅黄橙色細砂質粘土。粘性やや強。しまりやや強。壁面崩
落土。7.5.YR3/2 黒褐色粘土質細砂ブロックを 10％含む。φ 1 ～ 5
㎜大の炭化物を 1％含む。

(48a) 10YR3/4 暗褐色粘土質細砂。粘性やや弱。しまり中。φ 1 ～ 20 ㎜
大の炭化物を 50％以上含む。

(48b) 10YR8/4 浅黄橙色細砂質粘土。粘性やや強。しまりやや強。壁面
崩落土。

(49)	10YR8/4 浅黄橙色細砂質粘土。粘性やや強。しまりやや強。壁面崩
落土。

(50)	10YR4/4 褐色粘土質細砂。粘性やや弱。しまり中。φ 1 ～ 20 ㎜大
の炭化物を 20％含む。

(51)	10YR3/4 暗褐色粘土質細砂。粘性やや弱。しまり中。7.5YR6/6 橙色
細砂質シルトブロックを 20％含む。φ 1 ～ 20 ㎜大の炭化物を 25％
含む。

(52a) 10YR3/4 暗褐色粘土質細砂。粘性やや弱。しまり中。φ 1 ～ 20 ㎜
大の炭化物を 20％含む。

(52b) 10YR8/4 浅黄橙色細砂質粘土。粘性やや弱。しまり中。7.5YR7/6
橙色細砂質粘土ブロックを 20％含む。φ 1 ～ 20 ㎜大の炭化物を
10％含む。

(53)	10YR7/3 にぶい黄橙色細砂質粘土。粘性やや強。しまりやや強。壁
面崩落土。

(54a) 10YR3/4 暗褐色粘土質細砂。粘性やや弱。しまり中。φ 1 ～ 20 ㎜
大の炭化物を 20％含む。

(54b) 10YR3/4 暗褐色粘土質細砂。粘性やや弱。しまり中。φ 1 ～ 20 ㎜
大の炭化物を 20％含む。

(55)	10YR2/3 黒褐色粘土質細砂。粘性やや弱。しまり中。φ 1 ～ 20 ㎜
大の炭化物を 30％含む。

(56a) 10YR8/4 浅黄橙色細砂質粘土。粘性やや強。しまりやや強。壁面
崩落土。7.5.YR3/2 黒褐色粘土質細砂ブロックを 10％含む。φ 1 ～
5 ㎜大の炭化物を 1％含む。

(56b) 10YR8/2 灰白色細砂質粘土。粘性やや強。しまりやや強。壁面崩
落土。7.5.YR3/2 黒褐色粘土質細砂ブロックを 10％含む。φ 1 ～ 5
㎜大の炭化物を 1％含む。

(57)	10YR3/4 暗褐色粘土質細砂。粘性やや弱。しまり中。φ 1 ～ 20 ㎜
大の炭化物を 20％含む。

(58)	10YR8/4 浅黄橙色細砂質粘土。粘性やや強。しまりやや強。壁面崩
落土。7.5.YR3/2 黒褐色粘土質細砂ブロックを 10％含む。φ 1 ～ 5
㎜大の炭化物を 1％含む。

(59)	10YR8/3 浅黄橙色細砂質粘土。粘性やや強。しまりやや強。壁面崩
落土。

(60a) 10YR8/3 浅黄橙色細砂質粘土。粘性やや強。しまりやや強。壁面
崩落土。7.5.YR3/2 黒褐色粘土質細砂を 3％含む

(60b) 10YR8/2 灰白色細砂質粘土。粘性やや強。しまりやや強。壁面崩
落土。7.5.YR3/2 黒褐色粘土質細砂を 3％含む

(61)	10YR5/4 にぶい黄褐色粘土質細砂。粘性やや弱。しまり中。φ 1 ～
5 ㎜大の炭化物を 5％含む。

(62a) 10YR8/4 浅黄橙色細砂質粘土。粘性やや強。しまりやや強。壁面
崩落土。

(62b) 10YR8/2 灰白色細砂質粘土。粘性やや強。しまりやや強。壁面崩
落土。

(63)	10YR8/2灰白色細砂質粘土。粘性やや強。しまりやや強。壁面崩落土。
(64)	細砂質粘土。粘性やや強。しまりやや強。壁面崩落土。

RP560 内・付近
①	 10YR3/3 暗褐色細砂質シルト。粘性やや弱。しまり中。φ 1 ～ 5 ㎜

大の炭化物を 5％、φ 10 ㎜大の 10YR8/2 灰白色細砂質粘土を 10％
含む。	

②	 10YR3/3 暗褐色細砂質シルト。粘性やや弱。しまり中。φ 1 ～ 5 ㎜
大の炭化物を 5％、φ 10 ㎜大の 10YR8/2 灰白色細砂質粘土を 2％
含む。

③	 10YR3/3 暗褐色細砂質シルト。粘性やや弱。しまり中。φ 1 ～ 5
㎜大の炭化物を 5％、φ 50 ㎜大の 10YR8/2 灰白色細砂質粘土を
20％、φ 10 ㎜大の 7.5YR5/6 明褐色シルトブロックを 5％含む。

④	 10YR8/2灰白色細砂質粘土。粘性やや強。しまりやや強。壁面崩落土。
φ 1 ～ 5 ㎜大の炭化物を 5％、φ 50 ㎜大の 10YR5/6 黄褐色細砂質
粘土ブロックを 20％含む。

⑤	 10YR8/2灰白色細砂質粘土。粘性やや強。しまりやや強。壁面崩落土。
φ 1 ～ 5 ㎜大の炭化物を 5％、10YR5/6 黄褐色細砂質粘土ブロック
を 5％含む。
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第Ⅲ -52 図　フラスコ状土坑 SK226、土坑 SK224
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1	 7.5YR4/4 褐色細砂質粘土。粘性やや強。しまりやや強。φ 1 ～ 5 ㎜

大の炭化物を 1％含む。φ 1 ～ 20 ㎜大の軽石を 5％含む。
2	 10YR3/3 暗褐色細砂質シルト。粘性中。しまり中。φ 1 ～ 5 ㎜大の

炭化物を 5％含む。φ 1 ～ 50 ㎜大の軽石を 5％含む。φ 20 ㎜大の
焼土ブロックを 1％含む。

3a	 10YR2/3 黒褐色細砂質シルト。粘性中。しまりやや強。φ 1 ～ 20
㎜大の炭化物を 5％含む。1 ～ 20 ㎜大の軽石を 7％含む。φ 50 ㎜大
の黄褐色細砂質粘土ブロックを 2％含む。

3b	 10YR3/3 暗褐色細砂質シルト。粘性中。しまり中。φ 1 ～ 5 ㎜大の
炭化物を 2％含む。φ 1 ～ 10 ㎜大の軽石を 3％含む。

3c	 10YR3/2 黒褐色細砂質シルト。粘性中。しまりやや強。φ 1 ～ 5 ㎜
大の炭化物を 1％含む。

3d	 7.5YR4/4褐色細砂質シルト。粘性やや強。しまりやや強。地山崩落土。
4	 10YR2/2 黒褐色細砂質シルト。粘性やや強。しまり中。φ 1 ～ 10

㎜大の炭化物を 7％含む。φ 1 ～ 30 ㎜大の亜円礫を 5％含む。遺物
ををわずかに含む。

5a	 10YR3/4 暗褐色シルト質粗砂。粘性中。しまり中。地山崩落土か。4
層と6層よりも細砂が多く混じる。φ1～5㎜大の炭化物を1％含む。

5b	 7.5YR5/6 明褐色シルト質粘土。粘性強。しまり強。地山崩落土。細

砂を 5％含む。
6	 7.5YR3/2 黒褐色細砂質シルト。粘性中。しまりやや強。φ 1 ～ 5 ㎜

大の炭化物を 10％含む。φ 1 ～ 5 ㎜大の亜円礫を 5％含む。
7	 7.5YR5/6 明褐色シルト質粘土。粘性強。しまり強。地山崩落土。φ

1 ～ 3 ㎜大のマンガン集積を 3％含む。
8	 10YR2/3 黒褐色細砂質シルト。粘性中。しまり弱。φ 1 ～ 5 ㎜大の

炭化物を 5％含む。
9	 7.5YR5/4 褐色細砂質粘土。粘性やや強。しまり中。φ 1 ～ 5 ㎜大の

炭化物を 1％含む。地山ブロックを 20％含む。
10	 7.5YR5/6 明褐色シルト質粘土。粘性強。しまり強。地山崩落土。φ

1 ～ 5 ㎜大の炭化物を 1％含む。
11	 7.5YR7/6 橙色細砂質粘土。粘性強。しまり中。地山崩落土。
12	 7.5YR3/3 暗褐色細砂質シルト。粘性やや強。しまりやや強。地山崩

落土。φ 1 ～ 20 ㎜大の炭化物を 15％含む。
13	 7.5YR6/4にぶい褐色粘土質シルト。粘性強。しまりやや強。地山ブロッ

クを 15％含む。φ 1 ㎜大の炭化物を 3％含む。
14	 7.5YR6/6橙色シルト質粘土。粘性やや強。しまりやや強。地山崩落土。

10 層との境に、6 層と同種の土が薄く挟まれている。
15a	7.5YR3/4 暗褐色細砂質シルト。粘性中。しまりやや強。6 層と同様

の土だが、炭化物の量が 5％で、6 層よりも少ない。
15b	7.5YR5/6 明褐色シルト質粘土。粘性強。しまり強。地山崩落土。
16	 7.5YR5/6 明褐色シルト質粘土。粘性強。しまり強。地山崩落土。10

層と 15a 層との境に暗褐色細砂質シルトが薄く挟まれている。
17	 7.5YR5/6 明褐色シルト質粘土。粘性強。しまり弱。地山崩落土。暗

褐色細砂質シルトを 10％まばらに混じる。
18	 7.5YR5/6 明褐色。粘性強。しまり強。地山崩落土。
19	 7.5YR7/4 にぶい橙色シルト質粘土。粘性強。しまり強。地山崩落土。

φ 5 ㎜大の炭化物を 3％含む。
20	 7.5YR7/4 にぶい橙色シルト質粘土。粘性強。しまり弱。地山崩落土。

19 層よりもしまりが強い。
21	 7.5YR8/3浅黄橙色シルト質粘土。粘性強。しまり強やや。地山崩落土。
22	 7.5YR5/6 明褐色シルト質粘土。粘性強。しまり強。地山崩落土。細

砂を 10％含む。
23	 7.5YR5/6 明褐色シルト質粘土。粘性強。しまり強。地山ブロックを

30％含む。
24	 7.5YR5/6 明褐色シルト質粘土。粘性やや強。しまり強。地山ブロッ

クを 30％含む。細砂を 15％含む。
25	 7.5YR5/4 暗褐色シルト質粘土。粘性強。しまりやや強。6 層の土と

類似。φ 1 ～ 5 ㎜大の炭化物を 15％含む。遺物を含む。

SK224
1	 10YR3/2 黒褐色細砂質シルト。しまりやや強。粘性やや弱。φ 5 ㎜

大の軽石を１％、φ 1 ㎜大の炭化物を３％含む。
2	 7.5YR5/6明褐色砂質粘土。しまり強。粘性強。基本層4層を主体に、

粗砂を 15％含む。
3	 10YR3/1 黒褐色細砂質シルト。しまりやや強。粘性中。φ 1 ㎜大の

炭化物を 5％含む。
4	 7.5YR2/2 黒褐色細砂質シルト。しまり中。粘性中。φ 3 ㎜大の炭化

物を 3％含む。
5	 7.5YR4/4 褐色細砂質シルト。しまり中。粘性やや弱。4 層よりも細

砂が多く含まれる。
6	 7.5YR4/3 にぶい黄褐色細砂質シルト。しまり中。粘性やや弱。5 層

よりも明るく、しまりが強い。
7	 10YR7/4 にぶい黄橙色砂質粘土。しまり強。粘性強。基本層 4 層を

主体に、粗砂を 10％含む。
8	 10YR6/4 にぶい黄橙色砂質粘土。しまりやや強。粘性やや強。基本

層 4 層を主体に、粗砂を 30％含む。
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第Ⅲ -53 図　竪穴状遺構 ST562、SK227、土坑 SK546・551
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1	 7.5YR3/1 黒褐色細砂質シルト。粘性弱。しまり中。φ 1 ～ 20 ㎜大

の灰白色風化礫を 15%、φ 1 ～ 10 ㎜大の炭化物を 5% 含む。
2	 7.5YR5/1 褐灰色細砂質シルト。粘性弱。しまりやや強。1 層よりも

しまりが強い。φ 1 ～ 20 ㎜大の灰白色風化礫を 20%、φ 1 ～ 10 ㎜
大の炭化物を 5% 含む。

3	 7.5YR4/1 褐灰色細砂質シルト。粘性弱。しまりやや強。φ 1 ～ 20
㎜大の赤褐色風化礫を 2%、φ 1 ～ 10 ㎜大の炭化物を 5% 含む。

4	 7.5YR5/2 灰褐色細砂質シルト。粘性弱。しまりやや強。φ 1 ～ 20
㎜大の赤褐色風化礫を 2%、φ 1 ～ 10 ㎜大の炭化物を 5% 含む。

5	 7.5YR4/4 褐色細砂質シルト。粘性弱。しまり中。φ 1 ～ 10 ㎜大の
炭化物を 5% 含む。

6	 10YR3/3 暗褐色細砂質シルト。粘性中。しまり中。φ 5 ㎜大の炭化
物を 10％含む。土器片、及び略完形土器を含む。

7	 10YR2/3 黒褐色細砂質シルト。粘性中。しまり中。φ 5 ㎜大の炭化
物を 15％含む。1 層よりも締りが強い。	

8	 10YR5/4 にぶい黄褐色細砂質シルト。粘性弱。しまり強。φ 5 ㎜大
の灰白色風化礫を 1%、φ 1 ～ 5 ㎜大の炭化物を 1% 含む。

9	 7.5YR4/3 褐色細砂質粘土。粘性やや強。しまり中。φ 5 ㎜大の炭化
物を 5％含む。3 層の土がブロック状に混じる。	

10	 10YR4/3 にぶい黄褐色細砂質シルト。粘性中。しまり中。φ 5 ㎜大
の炭化物を 3％含む。2 層よりも細砂が少ない。

11	 7.5YR7/3 にぶい橙色細砂質シルト。粘性やや弱。しまり中。φ 1 ㎜
大の炭化物を 5％含む。

12	 7.5YR4/3 褐色細砂質シルト。粘性やや弱。しまりやや弱。φ 5 ㎜大
の炭化物を 40％含む。

13	 10YR7/3 にぶい黄橙色細砂質シルト。粘性やや弱。しまりやや弱。
細砂を多量に含む。φ 1 ㎜大の炭化物を 1％含む。	

14	 10YR7/4 にぶい黄橙色細砂質粘土。粘性強。しまり強。基本層 4 層
の崩落土か。φ 5 ㎜大の炭化物を 1％含む。

ST562
1	 10YR3/2 黒褐色細砂質シルト。粘性中。しまりやや強。φ 1 ～ 5 ㎜

大の炭化物を 1％、φ 1 ～ 10 ㎜大の赤褐色風化礫を 1% 含む。
2	 10YR2/2 黒褐色細砂質シルト。粘性中。しまり中。10YR5/4 にぶ

い黄褐色シルト質粘土ブロックを 10%、φ 1 ～ 20 ㎜大の炭化物を
5%、φ 1 ～ 10 ㎜大の赤褐色風化礫を 1% 含む。

3	 10YR4/2 灰黄褐色細砂質シルト。粘性強。しまりやや強。10YR5/4
にぶい黄褐色シルト質粘土ブロックを 7%、φ 1 ～ 5 ㎜大の炭化物を
1%、土器片を多量に含む。

4	 10YR3/2 黒褐色細砂質シルト。粘性中。しまりやや強。φ 1 ～ 5 ㎜
大の炭化物を 1％含む。

SK546
1	 10YR2/1 黒色細砂質シルト。粘性中。しまり中。クロボク土起源。
2	 10YR4/2 灰黄褐色細砂質粘土。粘性強。しまりやや強。φ 1 ㎜大の

炭化物を 1％含む。
3	 10YR5/3にぶい黄褐色粘土質細砂。粘性やや強。しまり中。粗砂を5％

含む。
4	 10YR8/4 浅黄褐色細砂質粘土。粘性強。しまり中。2 層よりも含ま

れている細砂が少ない。3 層と同様の土をブロック状に 5％含む。

SK551
1	 10YR5/4 にぶい黄褐色粘土質シルト。粘性やや強。しまりやや強。

φ 5 ㎜大の炭化物を 1%、10YR4/3 にぶい黄褐色シルトを 20% 含む。
2	 7.5YR6/4 にぶい橙色粘土質シルト。粘性中。しまり中。10YR2/1 黒

色シルトを 3% 含む。
3	 7.5YR3/4 暗褐色細砂質シルト。粘性弱。しまり弱。φ 1 ～ 10 ㎜大

の炭化物を 5% 含む。
4	 7.5YR4/3 褐色細砂質シルト。粘性弱。しまりやや弱。φ 1 ㎜大の炭

化物を 1% 含む。
5	 7.5YR5/4 にぶい褐色細砂質シルト。粘性中。しまりやや弱。4・6

層よりも細砂が少ない。
6	 7.5YR2/3 極暗褐色細砂質シルト。粘性弱。しまりやや弱。φ 1 ㎜大

の炭化物を 3%、φ 5 ㎜大の風化礫を 1% 含む。
7	 10YR5/4にぶい黄褐色細砂質シルト。粘性やや強。しまりやや強。4・

5 層よりも細砂が少ない。

5	 10YR5/4 にぶい黄褐色シルト質粘土。粘性強。しまり強。φ 1 ～ 5
㎜大の炭化物を 1％、φ 5 ㎜大の灰白色風化礫を 1% 含む。

6	 10YR5/4 にぶい黄褐色シルト質粘土。粘性強。しまり強。10YR4/2
灰黄褐色細砂質シルトブロックを 50% 含む。



III　調査の成果

96

第Ⅲ -54 図　竪穴状遺構 ST562、土坑 SK546・551
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EP552
1	 10YR5/2 灰黄褐色細砂質粘土。粘性やや強。しまりやや強。φ 1 ㎜

大の炭化物を 1％含む。粗砂を 10％含む。
2	 10YR3/2 黒褐色粘土質細砂。粘性やや弱。しまりやや弱。粗砂を

10％含む。
3	 10YR5/4 にぶい黄褐色細砂質シルト。粘性やや強。しまりやや強。1

層よりも締りが弱い。φ 5 ㎜大の炭化物を 1％、粗砂を 7％含む
EP553
1	 10YR5/2 灰黄褐色細砂質粘土。粘性やや強。しまりやや強。φ 1 ㎜

大の炭化物を 1％含む。粗砂を 10％含む。
2	 10YR3/2 黒褐色シルト質細砂。粘性やや弱。しまりやや弱。粗砂を

10％含む。
3	 10YR7/4 にぶい黄橙色粘土質細砂。粘性やや弱。しまり中。φ 1 ㎜

大の炭化物を 1％含む。
4	 10YR5/4 にぶい黄褐色細砂質シルト。粘性やや強。しまりやや強。1

層よりも締りが弱い。φ 5 ㎜大の炭化物を 1％、粗砂を 7％含む。
EP554
1	 10YR5/2 灰黄褐色細砂質粘土。粘性やや強。しまりやや強。φ 1 ㎜

大の炭化物を 1％含む。粗砂を 10％含む。
2	 10YR7/4にぶい黄橙色細砂質粘土。粘性強。しまり強。粗砂を7％含む。

EP555
1	 10YR5/2 灰黄褐色細砂質粘土。粘性やや弱。しまりやや強。φ 1 ㎜

大の炭化物を 1％含む。
2	 10YR7/4 にぶい黄橙色粘土質細砂。粘性やや弱。しまり中。φ 1 ㎜

大の炭化物を 1％含む。
3	 10YR5/4 にぶい黄褐色細砂質シルト。粘性やや強。しまりやや強。

粗砂を 7％含む。

EP557
1	 10YR5/2 灰黄褐色細砂質粘土。粘性やや強。しまりやや強。φ 1 ㎜

大の炭化物を 1％含む。粗砂を 10％含む。
2	 10YR8/4 浅黄橙色細砂質粘土。粘性やや強。しまりやや強。
3	 10YR3/3 暗褐色粘土質細砂。粘性やや弱。しまり中。φ 5 ㎜大の炭

化物を 3％含む。
4	 10YR7/4 にぶい黄橙色粘土質細砂。粘性やや弱。しまり中。φ 1 ㎜

大の炭化物を 1％含む。
5	 10YR5/4 にぶい黄褐色細砂質シルト。粘性やや強。しまりやや強。

粗砂を 7％含む。
EP558
1	 10YR3/2 黒褐色粘土質細砂。粘性やや弱。しまりやや強。φ 1

～ 5 ㎜大の炭化物を 10％、φ 5 ㎜大の赤褐色風化礫を 3％含む。
10YR7/4 細砂質粘土ブロックを 5％含む。

2	 10YR7/4 にぶい黄橙色粘土質細砂。粘性やや弱。しまり中。φ 1 ㎜
大の炭化物を 1％含む。

3	 10YR5/4 にぶい黄褐色細砂質シルト。粘性やや強。しまりやや強。
粗砂を 7％含む。

4	 10YR7/3 にぶい黄褐色細砂質シルト。粘性やや強。しまりやや強。
粗砂を 3％含む。

0 2m

1:50

EP556
1	 10YR5/2 灰黄褐色細砂質粘土。粘性やや強。しまりやや強。φ 1 ㎜

大の炭化物を 1％、粗砂を 10％含む。10YR7/4 細砂質粘土ブロック
を 5％含む。

2	 10YR7/4 にぶい黄橙色細砂質粘土。粘性強。しまり強。粗砂を 7％
含む

15	 7.5YR5/2 灰褐色シルト質細砂。粘性やや弱。しまりやや弱。φ 5 ㎜
大の炭化物を 1％含む。

16	 7.5YR7/3 にぶい橙色シルト質細砂。粘性やや弱。しまりやや弱。基
本層 5 層の崩落土か。	 	

17	 7.5YR7/3 にぶい橙色シルト質細砂。粘性やや弱。しまりやや弱。基
本層 5 層の崩落土か。	

18	 7.5YR4/2 灰褐色シルト質細砂。粘性やや弱。しまりやや弱。φ 1 ㎜
大の炭化物を 1％含む。	

19	 7.5YR8/3 浅黄橙色細砂質シルト。粘性やや弱。しまりやや弱。
7.5YR7/4 にぶい橙色細砂質シルトをブロック状に 30％含む。φ 1
㎜大の炭化物を 5％含む。
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第Ⅲ -55 図　盛土状遺構 SF488
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SF488
1	 7.5YR5/3にぶい褐色粘土質シルト。粘性やや強。しまりやや強。盛土層①。7.5YR6/4

にぶい橙色細砂質粘土ブロックを多く含む。φ 1 ～ 10 ㎜大の炭化物を 1% 含む。
2	 7.5YR4/3 褐色粘土質シルト。粘性中。しまり中。盛土層②。基本層Ⅱ層（森林褐

色土）を主体とする。7.5YR5/4 にぶい褐色粘土質シルトブロックを少し含む。φ
1 ～ 10 ㎜大の軽石を 5% 含む。遺物を多く含む。

3	 7.5YR2/1 黒色細砂質シルト。粘性弱。しまりやや弱。基本層Ⅲ曹（クロボク土）。
φ 1 ～ 30 ㎜大の軽石を 2% 含む。遺物を少し含む。

4	 10YR5/3 にぶい黄褐色細砂質シルト。粘性弱。しまり中。基本層Ⅳ層（漸移層）。
φ 1 ～ 40 ㎜大の軽石を 3% 含む。
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SP547・548
5	 10YR3/3 暗褐色細砂質シルト。粘性弱。しまりやや弱。φ 5 ㎜大の炭化物を 1% 含む。
6	 10YR2/3 黒褐色細砂質シルト。粘性弱。しまりやや弱。1 層よりもしまりが強い。7.5YR5/6 明褐色細

砂質シルトブロックを 5% 含む。
7	 10YR4/6褐色細砂質シルト。粘性やや弱。しまり中。4層を起源とする。φ1～10㎜大の軽石を5%含む。
8	 10YR3/3 暗褐色細砂質シルト。粘性弱。しまり弱。φ 5 ㎜大の炭化物を 1% 含む。
9	 10YR3/2 黒褐色細砂質シルト。粘性中。しまり弱。φ 5 ㎜大の炭化物を 1% 含む。
10	 10YR3/4 暗褐色細砂質シルト。粘性弱。しまり中。φ 1 ～ 20 ㎜大の軽石を 10% 含む。
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第Ⅲ -56 図　盛土状遺構 SF513
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第Ⅲ -57 図　盛土状遺構 SF513
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第Ⅲ -58 図　盛土状遺構 SF513
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SF513
1	 10YR3/3 暗褐色シルト。粘性弱。しまり中。基本層Ⅱ層（森林褐

色土）。φ 5 ㎜大の炭化物、10YR4/4 褐色粗砂を含む。
2	 10YR6/4にぶい黄橙色シルト。粘性中。しまり強。盛土層。7.5YR6/6

明黄褐色粘土と 10YR8/4 浅黄橙色シルトブロックを多く含む。
3	 7.5YR2/1黒色シルト。粘性弱。しまり中。基本層Ⅲ層（クロボク土）。

炭化物を含む。下部より縄文時代早期の遺物が多数出土。
4	 10YR2/3 黒褐色シルト。粘性弱。しまり中。基本層Ⅳ層。下部に

10YR5/4 にぶい黄褐色粗砂ブロックを含む。
5	 10YR5/4 にぶい黄褐色細砂。粘性なし。しまり中。基本層Ⅳ層（地

山漸移層）。10YR3/3 暗褐色シルトブロックを含む。
6	 10YR3/3 暗褐色シルト。粘性弱。しまり中。φ 5 ～ 10 ㎜大の炭

化物を多く含む。
7	 7.5YR6/6 橙色粘土。粘性強。しまり強。10YR3/3 暗褐色シルトブ

ロックを含む。　
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第Ⅲ -59 図　炉跡 SL001・002・004 ～ 006・009・516・517、土坑 SK521
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SL001
1	 10YR3/1 黒色細砂質シルト。粘性中。しまり中。φ 30 ㎜大の

5YR5/6 明褐色細砂質シルトブロックを 5%、φ 1 ～ 5 ㎜大の風化礫
を 3%、縄文土器片をわずかに含む。

SL002
1	 5YR4/4 にぶい赤褐色細砂質シルト。粘性弱。しまりやや弱。焼土。

φ 1 ～ 10 ㎜大の軽石を 5%、φ 5 ㎜大の炭化物を 1%、土器片を 1%
含む。

SL004
1	 2.5YR4/6 赤褐色細砂質シルト。粘性弱。しまり強。焼土。7.5YR4/2

灰褐色細砂質シルトブロックを 20% 含む。φ 1 ～ 5 ㎜大の炭化物を
5%、φ 1 ～ 10 ㎝大の軽石を 2% 含む。

2	 7.5YR3/1 黒褐色細砂質シルト。粘性弱。しまりやや強。φ 1 ～ 5 ㎜
大の炭化物を 1% 含む。

SL517
1	 2.5YR3/6 暗赤褐色細砂質シルト。粘性中。しまりやや強。焼土。φ

1 ～ 5 ㎜大の炭化物を 3%。

SL005
1	 5YR4/4 にぶい赤褐色細砂質シルト。粘性弱。しまり中。焼土。φ 1

～ 20 ㎜大の軽石を 7%、φ 1 ～ 3 ㎜大の炭化物を 1% 含む。

SL006
1	 5YR4/4 にぶい赤褐色細砂質シルト。粘性弱。しまり中。焼土。φ 1

～ 30 ㎜大の軽石を 5%、φ 1 ～ 20 ㎜大の赤褐色不意以下礫を 10%、
φ 1 ～ 3 ㎜大の炭化物を 3% 含む。

SL009
1	 5YR4/4 にぶい赤褐色細砂質シルト。粘性弱。しまり中。焼土。φ 1

～ 30 ㎜大の軽石を 10%、φ 1 ～ 3 ㎜大の炭化物を 3%、φ 5 ㎜大の
赤褐色風化礫を 1% 含む。

SL516
1	 7.5YR2/1 黒色細砂質シルト。粘性弱。しまりやや強。焼土。φ 1 ～

5 ㎜大の炭化物を 1%、φ 1 ～ 10 ㎜大の軽石を 5%、灰白色細砂質細
砂質シルトブロックを 10% 含む。

2	 2.5YR3/6 暗赤褐色細砂質シルト。粘性中。しまり強。黒褐色細砂質
シルトブロックを 10%、φ 1 ～ 5 ㎜の炭化物を 1% 含む。

SK521
1	 7.5YR1.7/1 黒色細砂質シルト。粘性弱。しまり弱。黒ボク土起源。

φ 1 ～ 5 ㎜大の軽石を 3%、φ 1 ～ 5 ㎜大の炭化物を 3%1% 含む。
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第Ⅲ -60 図　炉跡 SL010・361・366・484・502・515・544
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SL010
1	 5YR5/6 明赤褐色細砂質シルト。粘性中。しまり強。焼土。7.5YR4/4

褐色細砂質シルトブロックを 30% まだらに含む。φ 1 ～ 20 ㎜大の
軽石を 10%、φ 1 ～ 5 ㎜大の炭化物を 2%、マンガンの集積を 5% 雲
状に含む。

2	 7.5YR3/2 黒褐色細砂質シルト。粘性弱。しまり中。φ 1 ～ 20 ㎜大
の軽石を 10%、φ 1 ～ 5 ㎜大の炭化物を 5% 含む。

SL366
1	 7.5YR4/4 褐色細砂質シルト。粘性弱。しまり中。焼土。赤褐色シル

トブロックを 5%、φ 1 ～ 20 ㎜大の軽石を 10%、φ 1 ～ 5 ㎜大の炭
化物を 5% 含む。

2	 5YR4/6 赤褐色シルト。粘性中。しまりやや強。焼土。φ 1 ～ 5 ㎜大
の軽石を 7%、φ 1 ～ 5 ㎜大の炭化物を 2% 含む。

3	 7.5YR3/2 黒褐色細砂質シルト . 粘性弱。しまり中。クロボク土起源。

SL515
1 5YR4/6 赤褐色細砂質粘土。粘性やや強。しまりやや強。焼土。φ 1

～ 15 ㎜大の軽石を 15％、φ 1 ～ 5 ㎜大の炭化物を 5%、土器片を
5% 含む。

SL544
1	 7.5YR4/4 褐色細砂質シルト。粘性やや弱。しまり弱。焼土。5YR5/6

明赤褐色細砂質シルトブロックをまだらに 40%、φ 1 ～ 30 ㎜大の軽
石を 10%、φ 5 ㎜大の炭化物を 3% 含む。

2	 7.5YR2/2 黒褐色細砂質シルト。粘性弱。しまりやや弱。φ 1 ～ 30
㎜大の軽石を 15%、φ 1 ～ 15 ㎜大の炭化物を 7% 含む。

SL361
1	 7.5YR2/1 黒色細砂質シルト。粘性中。しまり中。φ 1 ～ 5 ㎜大の軽

石を 1% 含む。
2	 5YR4/6 赤褐色細砂質シルト。粘性弱。焼土。7.5YR3/2 黒褐色細砂

質シルトブロック（生痕？）を 40%、しまり強。φ 1 ～ 20 ㎜大の軽
石を 15%、φ 1 ～ 10 ㎜大の炭化物 1% 含む。

SL484
1	 7.5YR6/6 橙色細砂質シルト。粘性弱。しまり強。焼土。10YR4/3 に

ぶい黄褐色シルトブロックが混じり、炭化物を少し含む。

SL502
1	 5YR3/4 暗赤褐色細砂質シルト。粘性弱。しまり弱。焼土。φ 1 ～

20 ㎜大の軽石を 5%、φ 1 ㎜大の炭化物を 1% 含む。



III　調査の成果

103

第Ⅲ -61 図　土坑 SK268・269・281 ～ 283・285・286・460・293
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SK268
1	 10YR3/4 暗褐色シルト。粘性中。しまり中。10YR2/1 黒色シルトと

10YR6/6 明黄褐色粘土大小ブロックを含む。
2	 10YR3/4 暗褐色シルト。粘性中。しまりやや強。10YR6/6 明黄褐色

粘土大ブロックを含む。
3	 10YR3/4 暗褐色シルト。粘性中。しまり強。10YR6/6 明黄褐色粘土

小ブロックを含む。
4	 10YR3/4 暗褐色シルト。粘性中。しまり中。10YR6/6 明黄褐色粘土

小ブロックを含む。
5	 10YR3/4 暗褐色シルト。粘性中。しまり中。10YR6/6 明黄褐色粘土

小ブロックをまだらに含む。
6	 10YR6/6 明黄褐色粘土。粘性中。しまり強。10YR3/4 暗褐色シルト

を含む。

SK269
1	 10YR3/3 暗褐色シルト。粘性弱。しまり中。10YR2/2 黒褐色シルト

を含み、10YR6/6 明黄褐色シルトブロックを少し含む。
2	 10YR3/3 暗褐色シルト。粘性弱。しまり中。10YR4/4 褐色シルトを

上面に少し、風化礫をわずかに含む。
3	 10YR3/3 暗褐色シルト。粘性中。しまり中。10YR6/6 明黄褐色シル

トをまだらに含む。

SK281
1	 10YR3/3 暗褐色シルト。粘性弱。しまり中。10YR4/4 褐色シルトを

わずかに含む。
2	 10YR4/4 褐色シルト。粘性弱。しまりやや弱。植物根を少し含む
3	 10YR5/4 にぶい黄褐色シルト。粘性弱。しまりやや弱。10YR4/4 褐

色シルトをまだらに少し含む。
4	 10YR4/3 にぶい黄褐色シルト。粘性やや弱。しまり中。10YR4/4 褐

色シルトと風化礫を少し含む。
5	 10YR5/4 にぶい黄褐色シルト。粘性やや弱。しまりやや弱。

10YR6/6 明黄褐色粘土をまだらに含む。

SK282
1	 7.5YR5/6 明褐色粘土。粘性やや弱。しまり中。
2	 10YR4/4褐色シルト。粘性弱。しまり中。7.5YR5/6明褐色粘土ブロッ

クを少し含む。
3	 10YR3/3 暗褐色シルト。粘性やや弱。しまりやや強。7.5YR5/6 明褐

色粘土ブロックを少し、炭化物をわずかに含む。
4	 10YR4/4 褐色シルト。粘性やや弱。しまりやや強。7.5YR5/6 明褐色

粘土をまだらに少し含む。
5	 10YR4/6褐色シルト。粘性弱。しまり強。7.5YR5/6明褐色粘土ブロッ

クと炭化物をわずかに含む。
6	 7.5YR5/6 明褐色粘土。粘性やや弱。しまり強。10YR3/4 暗褐色シル

トと炭化物をわずかに含む。

SK283
1	 10YR4/4 褐色シルト。粘性中。しまり中。10YR6/6 明黄褐色粘土質

シルトブロックをまだらに少し含む。
2	 10YR4/6 褐色シルト。粘性弱。しまり強。10YR4/4 褐色シルトを少

し、左側一部に 10YR6/6 明黄褐色粘土質シルト大ブロックを含む。
3	 10YR4/4 褐色シルト。粘性中。しまりやや強。10YR4/6 褐色シルト

をまだらに、炭化物をわずかに含む。
4	 7.5YR5/6 明褐色粘土質シルト。粘性やや強。しまりやや強。

10YR4/4 褐色シルトまだらに、炭化物をわずかに含む
5	 10YR4/4 褐色シルト。粘性中。しまりやや強。土器片を含み、炭化

物をわずかに含む。

SK285
1	 10YR4/6 褐色シルト。粘性中。しまりやや強。10YR4/4 褐色シルト

を少し、炭化物をわずかに含む。
2	 10YR4/4 褐色シルト。粘性中。しまりやや強。10YR4/6 褐色シルト

をまだらに、炭化物をわずかに含む。

SK286
1	 10YR4/4 褐色シルト。粘性中。しまり中。10YR4/6 褐色シルトを少

し、炭化物をわずかに含む。
2	 10YR4/6 褐色シルト。粘性中。しまりやや強。
3	 10YR4/4 褐色シルト。粘性中。しまり中。埋め土。10YR6/6 明黄褐

色シルトブロックを含む。
4	 10YR4/4 褐色シルト。粘性中。しまりやや強。埋め土。10YR4/6 褐

色シルトブロックを少し含む。
SK460
1	 10YR3/3 暗褐色シルト。粘性弱。しまりやや強。10YR4/4 褐色シル

トブロックを少し含む。
2	 10YR3/3 暗褐色シルト。粘性中。しまり中。10YR4/4 褐色シルトを

まだらに含む。
3	 10YR5/6 黄褐色シルト粘性中。しまり強。マンガンをわずかに含む。
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3カクラン
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SK293

SK293
1	 10YR3/3 暗褐色シルト。粘性弱。しまり強。10YR4/4 褐色シルトを

まだらに含み、風化礫を含む。
2	 10YR3/3 暗褐色シルト。粘性弱。しまり中。10YR6/6 明黄褐色シル

トブロックを少し、炭化物をわずかに含む。
3	 10YR3/3 暗褐色シルト。粘性弱。しまり強。10YR4/4 褐色シルトを

まだらに含み、風化礫を含む。
4	 10YR6/6 明黄褐色シルトブロック。粘性やや弱。しまり強。

10YR4/4 褐色シルトをまだらに含む。
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第Ⅲ -62 図　土坑 SK291・296 ～ 299・305・313・321
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SK296
1	 10YR3/3 暗褐色シルト。粘性弱。しまり強。風化礫をわずかに含む。
2	 10YR6/6 明黄褐色シルト。粘性弱。しまり強。10YR3/3 暗褐色シル

トを少し含む。

SK297
1	 10YR3/3 暗褐色シルト。粘性弱。しまりやや弱。10YR2/2 黒褐色シ

ルトと 10YR6/6 明黄褐色シルトブロックをまだらに含む。

SK298
1	 10YR3/3 暗褐色シルト。粘性弱。しまり強。風化礫をわずかに含む。
2	 10YR3/3 暗褐色シルト。粘性弱。しまり強。10YR6/6 明黄褐色シル

トを含む。
3	 10YR6/6 明黄褐色シルト。粘性弱。しまり強。10YR3/3 暗褐色シル

トをわずかに含む。
SK299
1	 10YR3/3 暗褐色シルト。粘性弱。しまり強。風化礫をわずかに含む。
2	 10YR6/6 明黄褐色シルト。粘性弱。しまり強。10YR3/3 暗褐色シル

トを少し含む。

SK313
1	 10YR4/4 褐色シルト。粘性中。しまり中。10YR6/6 明黄褐色シルト

ブロックを少し含む。
2	 10YR4/4 褐色シルト。粘性中。しまりやや強。10YR4/6 褐色シルト

含む。
3	 10YR4/4 褐色シルト。粘性中。しまり中。炭化物を少し含む。
4	 10YR5/4 にぶい黄褐色シルト。粘性やや強。しまり中。10YR6/6 明

黄褐色シルトブロックを少し含む。
5	 10YR4/4 褐色シルト。粘性中。しまり強。10YR6/6 明黄褐色シルト

ブロックを少し、土器片をわずかに含む。
6	 10YR4/4 褐色シルト。粘性中。しまりやや強。10YR7/6 明黄褐色粘

土を含む。
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SK291
1	 10YR4/4 褐色シルト。粘性弱。しまりやや強。7.5YR5/6 明褐色シル

トブロックを含む。
2	 10YR4/4 褐色シルト。粘性弱。しまり中。7.5YR5/6 明褐色シルトブ

ロックと炭化物をわずかに含み、10YR3/4 暗褐色シルトを多く含む。
3	 10YR4/4 褐色シルト。粘性弱。しまりやや強。10YR6/6 明黄褐色シ

ルトを含む。
4	 10YR4/4 褐色シルト。粘性弱。しまりやや強。7.5YR5/6 明褐色粘土

をまだらに含む。
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SK305
1	 10YR2/3 黒褐色細砂質シルト。粘性弱。しまりやや強。10YR4/4 褐

色細砂質シルトをわずかに含む。
2	 10YR2/2 黒褐色細砂質シルト。粘性弱。しまりやや強。10YR3/3 暗

褐色細砂質シルトを小ブロックでまだらに含む。
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SK321
1	 10YR4/4 褐色シルト。粘性中。しまり中。10YR4/3 にぶい黄褐色シ

ルトと土器片、炭化物をわずかに含む。
2	 10YR5/4 にぶい黄褐色シルト。粘性中。しまり強。10YR5/6 黄褐色

シルトをまばらに、炭化物を少し含む。
3	 10YR5/4 にぶい黄褐色シルト。粘性中。しまりやや強。10YR6/6 明

黄褐色シルトを小ブロックでまばらに、炭化物を少し含む。
4	 10YR4/4 褐色シルト。粘性中。しまり中。10YR5/4 にぶい黄褐色風

化礫と 10YR5/4 にぶい黄褐色粘土をまだらに、炭化物と土器片を少
し含む。
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第Ⅲ -63 図　土坑 SK471・353・356・377・383 ～ 387
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SK386
1	 10YR5/4 にぶい黄褐色粘土。粘性弱。しまり強。10YR6/6 明黄褐色

粘土を含み、炭化物をわずかに含む。
2	 10YR6/6 明黄褐色粘土。粘性中。しまり強。10YR5/4 にぶい黄褐色

粘土を少し含む。
3	 10YR4/4 褐色シルト。粘性弱。しまりやや強。10YR6/6 明黄褐色粘

土を含み、炭化物をわずかに含む。
4	 10YR4/4 褐色シルト。粘性中。しまりやや強。10YR6/6 明黄褐色粘

土と炭化物を少し含む。
5	 10YR4/4 褐色シルト。粘性中。しまり強。10YR3/3 暗褐色シルトと

10YR8/2 灰白色粘土をまだらに、炭化物と土器・石器を含む。
6	 10YR3/3 暗褐色シルト。粘性中。しまりやや強。10YR4/4 褐色シル

トと風化礫をまだらに、炭化物を少し含む。

SK387
1	 10YR5/4 にぶい黄褐色シルト。粘性弱。しまり中。10YR4/6 褐色シ

ルトブロックを少し含む。
2	 10YR4/4 褐色シルト。粘性弱。しまり中。10YR4/6 褐色シルトと炭

化物を少し含む。
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SK377
1	 10YR2/2 黒褐色シルト。粘性弱。しまりやや弱。10YR4/4 褐色シル

トブロックを多く含む。
2	 10YR1.7/1 黒色シルト。粘性弱。しまり中。10YR2/2 黒褐色シルト

と炭化物を少し、土器片をわずかに含む。
3	 10YR2/2 黒褐色シルト。粘性やや弱。しまりやや強。10YR3/3 暗褐

色シルトをまだらに、風化礫を少し含み、土器片を含む。
4	 10YR4/4 褐色シルト。粘性中。しまりやや強。風化礫を少し含む。

SK383
1	 10YR4/4 褐色シルト。粘性やや強。しまり中。10YR7/4 にぶい黄橙

色風化礫をブロック状でわずかに含み、炭化物をわずかに含む。
2	 10YR4/6 褐色シルト。粘性中。しまり弱。10YR4/4 シルトをまだら

に含む。
3	 10YR4/6 褐色細砂質シルト。粘性弱。しまり弱。
4	 10YR4/4褐色シルト。粘性中。しまりやや強。炭化物をわずかに含む。
5	 10YR6/6 明黄褐色粘土。粘性中。しまり強。10YR4/4 褐色シルトを

まだらに含み、土器片と炭化物をわずかに含む。。
6	 10YR4/3 にぶい黄褐色シルト。粘性やや強。しまりやや強。

10YR4/4 褐色シルトと 10YR6/6 明黄褐色シルトをまばらに含む、炭
化物をわずかに含む。
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SK384
1	 10YR4/4 褐色シルト。粘性中。しまりやや強。10YR6/6 明黄褐色粘

土を少し含む。
2	 7.5YR5/6 明褐色シルト。粘性中。しまり中。炭化物をわずかに含む。
3	 7.5YR4/6 褐色シルト。粘性中。しまりやや強。小礫をわずかに含む。
4	 10YR4/4 褐色シルト。粘性中。しまり中。7.5YR4/6 褐色シルトと

10YR3/4 暗褐色シルトを含む。
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SK385
1	 10YR4/4褐色シルト。粘性中。しまりやや強。炭化物をわずかに含む。
2	 10YR5/4 にぶい黄褐色粘土。粘性中。しまり中。10YR4/4 褐色シル

トを少し含む。
3	 10YR4/6 褐色シルト。粘性中。しまり強。土器片を含む。
4a	 10YR4/4 褐色シルト。粘性中。しまり中。10YR4/6 褐色シルトと炭

化物を少し含む。
4b	 10YR4/4 褐色シルト。粘性中。しまり中。10YR4/6 褐色シルトと炭

化物を含む。
5	 10YR5/4 にぶい黄褐色シルト。粘性やや弱。しまり強。10YR6/6 明

黄褐色シルトを含み、炭化物をわずかに含む。
6	 10YR5/4 にぶい黄褐色シルト。粘性中。しまり強。10YR7/4 にぶい

黄橙色粘土ブロックを含む。
7	 10YR5/4 にぶい黄褐色粘土。粘性中。しまり強。10YR7/4 にぶい黄

橙色粘土ブロックを少し含み、マンガン集積を含む。
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SK471
1	 10YR3/4 暗褐色シルト。粘性弱。しまりやや強。10YR5/6 黄褐色シ

ルトを少し含み、炭化物をわずかに含む。
2	 10YR3/4 暗褐色シルト。粘性中。しまりやや弱。10YR5/6 黄褐色シ

ルトをわずかに含む。
3	 10YR3/3 暗褐色シルト。粘性やや弱。しまり中。10YR5/6 黄褐色シ

ルトをわずかに含む。

SK353
4	 10YR3/3 暗褐色シルト。粘性弱。しまりやや弱。φ 1 ～ 5 ㎜大の風

化礫を 3% 含む（埋め土）。
5	 10YR3/3 暗褐色シルト。粘性弱。しまり中。10YR5/6 黄褐色シルト

を斑に含む（埋め土）。
6	 10YR2/2 黒褐色シルト。粘性弱。しまり強。10YR3/3 暗褐色シルト

を小ブロックで少し含み、炭化物をわずかに含む（埋め土？）。
7	 10YR2/2 黒褐色シルト。粘性弱。しまり強。10YR5/6 黄褐色シルト

を少し含む。

7	 10YR4/4 褐色シルト。粘性中。しまりやや強。10YR6/6 明黄褐色粘
土をまだらに含み、炭化物をわずかに含む。

8	 10YR4/6 褐色細砂質シルト。粘性中。しまり強。10YR4/4 褐色シル
トをまばらに含み、炭化物をわずかに含む。
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SK356
1	 10YR4/4 褐色シルト。粘性弱。しまり強。10YR2/2 黒褐色シルトと

炭化物を多く含む。
2	 10YR4/4 褐色シルト。粘性弱。しまり強。10YR5/6 黄褐色シルトと

炭化物を少し含む。
3	 10YR4/4 褐色シルト。粘性中。しまり中。10YR3/3 暗褐色シルトを

斑に含み、炭化物をわずかに含む。
4	 10YR4/4 褐色シルト。粘性中。しまりやや強。10YR5/6 黄褐色シル

トを斑に含み、風化礫をわずかに含む。
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SK392
1	 10YR4/6 褐色シルト。粘性弱。しまり強。
2	 7.5YR5/6 褐色シルト。粘性やや強。しまり強。
3	 7.5YR5/6 褐色粘土。粘性やや弱。しまり強。

第Ⅲ -64 図　土坑 SK392・394・400・401・403 ～ 405・429
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SK394
1	 10YR4/4 褐色シルト。粘性中。しまり中。炭化物をわずかに含む。
2	 7.5YR4/4 褐色シルト。粘性強。しまり中。焼土か。炭化物をわずか

に含む。
3	 10YR3/4 暗褐色シルト。粘性やや強。しまり中。7.5YR4/4 褐色シル

トを含み、炭化物をわずかに含む。
4	 10YR6/6 明黄褐色粘土。粘性中。しまりやや強。7.5YR4/4 褐色シル

トをまだらに含み、炭化物を少し含む。
5	 10YR4/4 褐色シルト。粘性やや強。しまり強。10YR6/6 明黄褐色粘

土を含み、炭化物をわずかに含む。
6	 10YR6/6 明黄褐色粘土。粘性やや強。しまり強。10YR4/4 褐色シル

ト少し、風化礫をわずかに含む。
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SK400
1	 10YR3/4 暗褐色シルト。粘性やや弱。しまりやや強。10YR4/4 褐色

シルトを含み、炭化物をわずかに含む。
2	 10YR4/4 褐色シルト。粘性中。しまり中。10YR6/6 明黄褐色粘土と

風化礫を斑に含む。
3	 10YR4/4 褐色シルト。粘性弱、しまりやや強。10YR6/6 明黄褐色粘

土をブロックでわずかに含み、風化礫を少し含む。
4	 10YR4/4 褐色シルト。粘性中。しまり中。10YR6/6 明黄褐色粘土を

小ブロックで斑に含む。
5	 10YR4/4 褐色シルト。粘性中。しまり中。10YR6/6 明黄褐色粘土を

斑に含む。
6	 10YR4/4 褐色シルト。粘性中。しまりやや強。10YR6/6 明黄褐色粘

土をブロックで多く含む。
7	 10YR3/3 暗褐色シルト。粘性やや弱。しまりやや強。10YR4/4 褐色

シルトを少し含み、炭化物をわずかに含む。

SK401
1	 10YR4/4 褐色シルト。粘性やや弱。しまり中。10YR6/6 明黄褐色シ

ルトをわずかに含む。
2	 10YR5/4 にぶい黄褐色シルト。粘性中。しまり強。SK401 埋め土。

10YR6/6 明黄褐色粘土を小ブロックでわずかに含み、炭化物をわず
かに含む。

3	 10YR4/4 褐色シルト。粘性やや弱。しまり中。SK401 埋め土。
10TR6/6 明黄褐色粘土と 10YR5/4 暗褐色シルトを斑に含み、炭化物
をわずかに含む。

4	 10YR5/4 暗褐色シルト。粘性中。しまり中。SK401 埋め土）。
10YR6/6 明黄褐色粘土を含む。

SK429
1	 10YR2/2 黒褐色シルト。粘性弱。しまりやや強。10YR3/3 暗褐色シ

ルトをまだらに少し含む。
2	 10YR3/2 黒褐色シルト。粘性弱。しまりやや強。10YR4/4 褐色シル

トをまだらに、風化礫をわずかに含む。
3	 10YR3/3 暗褐色シルト。粘性弱。しまりやや強。10YR4/4 褐色シル

トを含み、風化礫を少し含む。

SK404
1	 10YR2/3 黒褐色シルト。粘性弱。しまりやや強。10YR3/4 暗褐色シ

ルトをまだらに含む。
2	 10YR3/4 暗褐色シルト。粘性中。しまり強。10YR4/6 褐色シルトを

まだらに含む。

SK405
1	 10YR3/2 黒褐色シルト。粘性弱。しまり中。10YR4/4 褐色シルトを

わずかに含む。
2	 10YR3/2 黒褐色シルト。粘性弱。しまりやや弱。10YR4/4 褐色シル

トをまだらに少し含む。
3	 10YR5/4 にぶい黄褐色シルト。粘性弱。しまりやや強。10YR3/3 暗

褐色シルトをわずかに含む。

SK403
1	 10YR1.7/1 黒色シルト。粘性弱。しまり中。10YR2/3 黒褐色シルト

をまだらに、風化礫を少し含む。
2	 10YR2/2 黒褐色シルト。粘性弱。しまりやや強。10YR3/3 暗褐色シ

ルトをまだらに、風化礫を少し含む。
3	 10YR2/2 黒褐色シルト。粘性弱。しまり強。風化礫を多く含む。
4	 10YR3/3 暗褐色シルト。粘性弱。しまり強。10YR4/4 褐色シルトを

まだらに含む。
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SK464
1	 10YR3/3 暗褐色シルト。粘性やや弱。しまり中。10YR4/4 暗褐色シ

ルトと 10YR6/6 明黄褐色シルトをまだらに少し含む。
2	 10YR4/4 褐色シルト。粘性弱。しまり弱。10YR6/6 明黄褐色シルト

をわずかに含む。
3	 10YR4/4 褐色シルト。粘性弱。しまりやや強。10YR3/3 暗褐色シル

トをまだらに少し含む。
4	 10YR4/4 褐色シルト。粘性弱。しまり強。10YR6/6 明黄褐色シルト

を含む。

SK470
1	 10YR4/4 褐色シルト。粘性弱。しまり中。10YR4/6 褐色シルトと炭

化物と風化礫をわずかに含む。
2	 10YR4/3 にぶい黄褐色シルト。粘性弱。しまり中。10YR4/4 褐色シ

ルトと 10YR6/6 明黄褐色シルトブロックをわずかに含む。

SK510
1	 10YR1.7/1 黒色細砂質シルト。粘性弱。しまり弱。粗砂を 5% 含む。
2	 10YR2/1 黒色細砂質シルト。粘性弱。しまりやや弱。粗砂を 5%、φ

1 ～ 5 ㎜大の炭化物を 1% 含む。
3	 10YR2/1 黒色細砂質シルト。粘性中。しまり弱。粗砂を 5%、暗褐色

細砂質シルトブロックを 10% 含む。
4	 10YR4/1 褐灰色細砂質シルト。粘性弱。しまり中。粗砂を 3% 含む。
5	 にぶい黄褐色細砂質シルト。粘性弱。しまり弱。粗砂を 3% 含む。
6	 10YR3/1 黒褐色細砂質シルト。粘性弱。しまり弱。にぶい黄褐色細

砂質シルトブロックを 20% 含む。
7	 10YR5/2 灰黄褐色細砂質シルト。粘性強。しまり中。粗砂を 5%、1

～ 10 ㎜大の風化礫を 2％含む。
8	 10YR4/1 褐灰色細砂質シルト。粘性弱。しまり中。粗砂を 3% 含む。

SK473
1	 10YR2/2 黒褐色シルト。粘性弱。しまりやや強。10YR3/3 暗褐色シ

ルトと風化礫を含む。
2	 10YR4/4 褐色シルト。粘性弱。しまり中。10YR6/6 明黄褐色シルト

をわずかに含む。
3	 10YR3/3 暗褐色シルト。粘性弱。しまりやや弱。10YR6/6 明黄褐色

シルトブロックを含む。
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SK452
1	 10YR2/1 黒色細砂質シルト。粘性弱。しまり中。10YR4/2 灰黄褐色

細砂質シルトブロックを 10% 含む。φ 1 ～ 10 ㎜大の風化礫を 5％
含む。

2	 10YR4/1 褐灰色細砂質シルト。粘性やや弱。しまり弱。10YR3/2 黒
褐色細砂質シルトブロックを 7% 含む。

3	 10YR4/2 灰黄褐色細砂質シルト。粘性中。しまりやや強。10YR3/1
黒褐色細砂質シルトブロック 5% 含む。

4	 10YR2/1 黒色細砂質シルト。粘性弱。しまり中。10YR4/2 灰黄褐色
細砂質シルトブロックを 30% 含む。

5	 10YR5/3 にぶい黄褐色細砂質シルト。粘性中。しまりやや強。
10YR3/1 黒褐色細砂質シルトを 5% 含む。

SK457
1	 10YR4/3 にぶい黄褐色シルト。粘性弱。しまり中。10YR4/4 褐色シ

ルトと 7.5YR5/6 明褐色シルトを小ブロックでまだらに少し含み、炭
化物を少し含む。

第Ⅲ -65 図　土坑 SK443・446・447・452・457・464・470・473・510
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SK443
1	 10YR4/4 褐色シルト。粘性中。しまり中。柱痕。10YR4/3 にぶい黄

褐色シルトを少し含む。
2	 10YR4/3 にぶい黄褐色シルト。粘性中。しまり中。柱痕。10YR4/4

褐色シルトをまだらに、炭化物を少し含む。
3	 10YR3/3 暗褐色シルト。粘性中。しまり強。柱痕。10YR6/6 明黄褐

色粘土ブロックをまだらに少し、炭化物をわずかに含む。
4	 10YR4/4 褐色シルト。粘性中。しまり中。掘り方。10YR6/6 明黄褐

色粘土をまだらに、炭化物を少し含む。
5	 10YR4/4 褐色シルト。粘性中。しまり強。掘り方。10YR3/3 暗褐色

シルトをまだらに少し、炭化物をわずかに含む。
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SK446
1	 10YR4/4 褐色シルト。粘性中。しまり強。炭化物をわずかに含む。
2	 10YR4/6 褐色シルト。粘性弱。しまりやや強。10YR4/4 褐色シルト

を多く含む。
3	 10YR4/4 褐色シルト。粘性弱。しまり強。7.5YR5/6 明褐色シルトを

含む。

SK447
1	 10YR4/4 褐色シルト。粘性中。しまり強。炭化物をわずかに含む。
2	 10YR4/6 褐色シルト。粘性弱。しまりやや強。10YR4/4 褐色シルト

を多く含む。
3	 10YR4/3 にぶい黄褐色シルト。粘性中。しまり強。10YR4/4 褐色シ

ルトをまだらに含み、炭化物を含む。
4	 10YR4/3 にぶい黄褐色シルト。粘性中。しまりやや強。10YR4/4 褐

色シルトをまだらに含み、炭化物を少し含む。
5	 10YR5/4 にぶい黄褐色シルト。粘性中。しまり強。7.5YR5/6 明褐色

粘土ブロックをまだらに含み、炭化物をわずかに含む。

2	 10YR4/3 にぶい黄褐色シルト。粘性弱。しまりやや強。10YR4/4 褐
色シルトをわずかに含む。

3	 10YR4/3 にぶい黄褐色シルト。粘性弱。しまりやや強。7.5YR5/6 明
褐色シルトを小ブロックで斑に含む。

4	 10YR4/3 にぶい黄褐色シルト。粘性弱。しまりやや強。10YR4/4 褐
色シルトと 7.5YR5/6 明褐色シルトを小ブロックで斑に含む。

5	 10YR4/4 褐色シルト。粘性中。しまり強。10YR4/3 にぶい黄褐色シ
ルトを少し含む。
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SK518
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SK518
1	 10YR1.7/1 黒色粘土。粘性中。しまり弱。クロボク土起源。

10YR3/3 暗褐色シルトと 10YR6/6 明黄褐色粘土質シルトをまだら
に少し含む。

a

a’

SK246

H=129.500ma a’
1
2

カクラン

SK246
1	 10YR1.7/1 黒色シルト。粘性弱。しまりやや強。10YR2/2 黒褐色シ

ルトブロックと炭化物をわずかに含む。
2	 10YR3/4 暗褐色シルト。粘性中。しまりやや強。10YR1.7/1 黒色シ

ルトをまだらに含む。

a
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SP311

SP309

1
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4
1
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SP311 SP309
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SP334
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SP334
1	 10YR4/4 褐色シルト。粘性弱。しまり強。10YR6/6 明黄褐色シルト

をまだらに、炭化物をわずかに含む。
2	 10YR4/4 褐色シルト。粘性弱。しまりやや強。10YR5/4 にぶい黄褐

SP288
1	 10YR5/6 黄褐色シルト。粘性弱。しまり強。7.5YR5/6 明褐色粘土ブ

ロックをわずかに含む。
2	 10YR4/4 褐色シルト。粘性弱。しまりやや強。炭化物を少し含む。
3	 10YR4/4 褐色シルト。粘性やや弱。しまり中。7.5YR5/6 明褐色粘土

をまだらに含む。
4	 10YR4/4 褐色シルト。粘性やや弱。しまり強。
5	 10YR4/4 褐色シルト。粘性中。しまりやや強。.5YR5/6 明褐色粘土

を含み、炭化物をわずかに含む。
6	 10YR5/6 黄褐色シルト。粘性弱。しまり強。10YR4/4 褐色シルトを

わずかに含む。

a

a’

SP288
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2
3 45

6
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SP309
1	 10YR4/4 褐色シルト。粘性中。しまり中。10YR6/6 明黄褐色シルト

を少し含む。
2	 10YR4/4 褐色シルト。粘性中。しまりやや強。10YR6/6 明黄褐色シ

ルトをまだらに含み、炭化物を少し含む（埋め土）。
3	 10YR4/4 褐色シルト。粘性中。しまり中。10YR4/6 褐色シルトを斑

に多く含み、炭化物をわずかに含む（埋め土）。
4	 10YR4/3 にぶい黄褐色シルト。粘性中。しまりやや強。
5	 10YR4/4 褐色シルト。粘性弱。しまり中。10YR6/6 明黄褐色シルト

を小ブロックで少し含む。

SP311
1	 10YR4/4 褐色シルト。粘性弱。しまりやや強。10YR4/3 にぶい黄褐

色シルトと 10YR6/6 明黄褐色シルトを小ブロックで少し含む。
2	 10YR3/3 暗褐色シルト。粘性やや弱。しまり強。10YR4/3 にぶい黄

褐色シルトと 10YR8/3 浅黄橙色粘土をまだらに含む
3	 10YR4/4 褐色シルト。粘性やや弱。しまり強。10YR2/3 黒褐色シル

トをわずかに含む。
4	 10YR4/4 褐色シルト。粘性弱。しまり強。10YR6/6 明黄褐色粘土を

含む。
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4
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色シルトをまだらに少し、炭化物をわずかに含む。
3	 10YR5/4 にぶい黄褐色シルト。粘性中。しまりやや強。10YR4/4 褐

色シルトを少し含む。
4	 10YR4/4 褐色シルト。粘性中。しまりやや中。柱痕。10YR6/6 明黄

褐色シルトをまだらにわずかに含む。
5	 10YR4/4 褐色シルト。粘性中。しまりやや強。掘り方。10YR6/6 明

黄褐色シルトブロックをまだらに含む。

SP336
1	 10YR4/3 にぶい黄褐色シルト。粘性やや弱。しまり中。抜取り痕、

7.5YR5/6 明褐色粘土ブロックをまだらに、炭化物を少し、土器片と
風化礫をわずかに含む。

2	 10YR2/2黒褐色シルト。粘性弱。しまり中。柱痕。炭化物を少し含む。
3	 10YR4/3 にぶい黄褐色シルト。粘性やや弱。しまりやや弱。掘り方。

7.5YR5/6 明褐色粘土ブロックをわずかに含む。
4	 10YR3/3 暗褐色シルト。粘性中。しまり中。掘り方。7.5YR5/6 明褐

色粘土ブロックをまだらに含み、炭化物を含む。

SP421
1	 10YR5/4 にぶい黄褐色シルト。粘性やや弱。しまりやや強。

10YR6/6 明黄褐色シルトを少し含む。
2	 10YR4/4 褐色シルト。粘性中。しまり中。炭化物をわずかに含む。
3	 10YR5/4 にぶい黄褐色シルト。粘性中。しまり中。炭化物をわずか

に含む。
4	 10YR5/4 にぶい黄褐色シルト。粘性中。しまりやや強。10YR6/ 粘

土を含む。

SP423
1	 10YR4/4 褐色シルト。粘性中。しまり中。抜取り痕。7.5YR4/4 褐色

粘土ブロックと炭化物を少し含む。
2	 10YR4/3 にぶい黄褐色シルト。粘性中。しまり中。抜取り痕。

10YR6/6 明黄褐色シルトブロックをわずかに含む。
3	 10YR4/3 にぶい黄褐色シルト。粘性中。しまりやや強。柱痕。

10YR6/6 明黄褐色シルトを含み、10YR4/4 褐色シルトを少し含む。
4	 10YR4/3 にぶい黄褐色シルト。粘性中。しまりやや強。柱痕。
5	 10YR3/3 暗褐色シルト。粘性中。しまりやや強。掘り方。7.5YR4/4

褐色粘土ブロックを含む。

3727
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SP423
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P

SP439
1	 10YR4/4 褐色シルト。粘性弱。しまり強。10YR5/6 黄褐色シルトブ

ロックを少し含む。
2	 10YR4/4褐色シルト。粘性中。しまりやや強。炭化物をわずかに含む。
3	 10YR4/4 褐色シルト。粘性弱。しまり強。風化礫を少し含む。

a

a’

SP439
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3
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SP389

1 2

H=136.300ma a’

SP389
1	 10YR5/4 にぶい黄褐色粘土。粘性中。しまり中。10YR6/6 明黄褐色

シルトを小ブロックで斑に少し含む。
2	 10YR6/6 明黄褐色シルト。粘性中。しまりやや強。10YR5/4 にぶい

黄褐色粘土を斑に少し含む。

第Ⅲ -66 図　土坑 SK518・246、ピット SP288・309・311・334・336・389・421・423・439



III　調査の成果

109

0 2m

1:50

a
a’

SP478

1

2
3 4

5

6

カクラン

H=135.400ma a’

5

SP478
1	 10YR4/4 褐色シルト。粘性弱。しまり中。柱痕。7.5YR5/6 明褐色シ

ルトと炭化物を少し含む。
2	 10YR4/4 褐色シルト。粘性弱。しまり中。掘り方。風化礫と腐食木

片をわずかに含む。
3	 10YR4/4 褐色シルト。粘性中。しまりやや強。掘り方。7.5YR5/6 明

褐色粘土ブロックを含む。
4	 10YR4/4 褐色シルト。粘性弱。しまりやや弱。掘り方。10YR6/6 明

黄褐色シルトをまだらに少し含む。
5	 10YR4/4 褐色シルト。粘性弱。しまりやや弱。掘り方。7.5YR5/6 明

褐色粘土をまだらに含む。
6	 0YR4/4 褐色シルト。粘性中。しまり強。高さ調整土か。7.5YR5/6

明褐色粘土と 10YR5/6 黄褐色シルトをまだらに含む。

12

3

H=135.700ma a’

a

a’

SP440

SP440
1	 10YR4/4 褐色シルト。粘性中。しまりやや強。10YR4/6 褐色シルト

を含み、炭化物を少し含む。
2	 10YR4/4 褐色シルト。粘性中。しまり中。10YR4/6 褐色シルトを少

し含む。
3	 10YR4/4 褐色シルト。粘性やや弱。しまり強。炭化物と風化礫を少

し含む。

第Ⅲ -67 図　ピット SP440・478
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SP238
1	 10YR1.7/1 黒色細砂質シルト。粘性中。しまり中。柱痕。10YR2/2

黒褐色シルトをわずかに含む。
2	 10YR3/3暗褐色細砂質シルト。粘性中。しまり強。柱痕。高さ調整土？

10YR1.7/1 黒色細砂質シルトを含む。
3	 10YR1.7/1 黒色細砂質シルト。粘性やや弱。しまり中。掘り方。

10YR2/2 黒褐色細砂質シルトを少し含む。
4	 10YR1.7/1 黒色細砂質シルト。粘性中。しまり強。掘り方。

10YR2/2 黒褐色細砂質シルトをまばらに含む。

SP240
1	 10YR1.7/1 黒色細砂質シルト。粘性弱。しまり弱。抜取り痕。

10YR3/4 暗褐色細砂質シルトを少し含む。
2	 10YR1.7/1 黒色細砂質シルト。粘性中。しまり強。掘り方。

10YR3/4 暗褐色細砂質シルトをまだらに含む。
3	 10YR1.7/1 黒色細砂質シルト。粘性中。しまりやや強。掘り方。

10YR3/4 暗褐色細砂質シルトをわずかに含む。

SP241
1	 10YR1.7/1 黒色細砂質シルト。粘性弱。しまり弱。
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2	 10YR1.7/1 黒色細砂質シルト。粘性弱。しまりやや弱。10YR2/2 黒
褐色細砂質シルトブロックを少し含む。

3	 10YR1.7/1 黒色細砂質シルト。粘性弱。しまりやや弱。

SP251
1	 10YR1.7/1黒色細砂質シルト。粘性弱。しまり弱。植物根を多く含む。
2	 10YR1.7/1 黒色細砂質シルト。粘性弱。しまり中。10YR2/2 黒褐色

細砂質シルトを含む。

SP252
1	 10YR1.7/1 黒色細砂質シルト。粘性弱。しまり弱。抜取り痕。植物

根を多く含む。
2	 10YR1.7/1 黒色細砂質シルト。粘性弱。しまりやや強。柱痕。

10YR3/3 暗褐色細砂質シルトをまだらに少し含む。
3	 10YR1.7/1 黒色細砂質シルト。粘性弱。しまり中。掘り方。

10YR3/4 暗褐色細砂質シルトを少し含む。
4	 10YR1.7/1 黒色細砂質シルト。粘性弱。しまりやや強。掘り方。

10YR3/4 暗褐色細砂質シルトをまだらに含む。

SK237
1	 10YR2/1 黒色シルト。粘性弱。しまりやや弱。地山由来の 10YR5/4

にぶい黄褐色シルトと風化礫を少し含む。
2	 10YR2/1 黒色シルト。粘性弱。しまりやや弱。地山由来の 10YR5/4

にぶい黄褐色シルトを少し含む。
3	 10YR2/1 黒色シルト。粘性中。しまり中。地山由来の 10YR5/4 に

ぶい黄褐色シルトをまだらに含む。
4	 10YR2/1 黒色シルト。粘性中。しまりやや弱。地山由来の 10YR5/4

にぶい黄褐色シルト大ブロックをわずかに、小ブロックを少し含む。
5	 10YR2/1 黒色シルト。粘性中。しまりやや弱。地山由来の 10YR5/4

にぶい黄褐色シルト小ブロックを少し含む。
6	 10YR2/1 黒色シルト。粘性弱。しまり中。地山由来の 10YR5/4 に

ぶい黄褐色シルトを含む。
7	 10YR2/1 黒色シルト。粘性弱。しまり弱。地山由来の 10YR5/4 に

ぶい黄褐色シルトと 10YR8/2 灰白色火山灰をまだらに含む。

8	 10YR2/1 黒色シルト。粘性弱。しまりやや弱。地山由来の 10YR5/4
にぶい黄褐色シルトをまだらに含む。

9	 10YR5/4 にぶい黄褐色シルト。粘性弱。しまり中。10YR2/1 黒色シ
ルトをまだらに少し含む。

SK257
1	 10YR1.7/1 黒色細砂質シルト。粘性弱。しまり弱。10YR3/4 暗褐色

シルト小のブロックを少し含む。
2	 10YR2/2 黒褐色細砂質シルト。粘性弱。しまり中。10YR1.7/1 黒色

細砂質シルトを含み、10YR3/4 暗褐色細砂質シルトをわずかに含む。
3	 10YR2/2 黒褐色細砂質シルト。粘性弱。しまりやや強。地山由来の

10YR3/4 暗褐色細砂質シルトを少し含む。
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第Ⅲ -71 図　土坑 SK237・257、ピット SP238・240・241・251・252
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SL232

：石

SL232
1	 10YR1.7/1 黒色細砂質シルト。粘性弱。しまり弱。クロボク土主体。
2	 10YR2/1 黒色細砂質シルト。粘性弱。しまり弱。1 層よりもしまり

が強い。粗砂を 3% 含む。
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SK247
1	 10YR1.7/1 黒色シルト。粘性中。しまり強。柱痕。
2	 10YR1.7/1 黒色シルト。粘性やや弱。しまり中。柱痕。10YR3/4 暗

褐色シルトを少し含む。
3	 10YR2/2 黒褐色シルト。粘性弱。しまり強。掘り方か木質部の腐っ

た後に入った土。10YR3/4 暗褐色シルトを少し含む。

SP248
1	 10YR1.7/1 黒色シルト。粘性弱。しまり中。抜取り痕。10YR2/2 黒

褐色シルトをわずかに含む。
2	 10YR1.7/1 黒色シルト。粘性弱。しまり中。柱痕。10YR2/2 黒褐色

シルトを少し、10YR3/4 暗褐色シルトをわずかに含む。

3	 10YR1.7/1 黒色シルト。粘性中。しまり中。柱痕。10YR3/4 暗褐色
シルトをわずかに含む。

4	 10YR2/2 黒褐色シルト。粘性弱。しまり中。掘り方。10YR1.7/1 黒
色シルトを少し含む。

5	 10YR1.7/1 黒色シルト。粘性弱。しまり中。掘り方。10YR3/4 暗褐
色シルトをわずかに含む。

SP261
6	 10YR1.7/1 黒色シルト。粘性中。しまり中。柱痕。10YR3/4 暗褐色

シルトブロックをわずかに含む。
7	 10YR1.7/1 黒色シルト。粘性弱。しまりやや強。掘り方。10YR2/2

黒褐色シルトを含む。
8	 10YR1.7/1 黒色シルト。粘性弱。しまり強。掘り方。10YR2/2 黒褐

色シルトを少し含む。
9	 10YR2/2 黒褐色シルト。粘性弱。しまりやや強。掘り方。10YR3/4

暗褐色シルトを含む。
10	 10YR1.7/1 黒色シルト。粘性中。しまり中。掘り方。10YR3/4 暗褐

色シルトをわずかに含む。

SP250
1	 1.7/1 黒色シルト。粘性中。しまりやや強。10YR2/2 黒褐色シルトと

風化礫をわずかに含む。
2	 10YR3/4 暗褐色シルト。粘性中。しまり強。1.7/1 黒色シルトをまだ

らに含む。

第Ⅲ -72 図　炉跡 SL232、ピット SP247・248・250・261
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第Ⅲ-73 図　出土土器重量別分布図
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第Ⅲ-74 図　出土剥片石器重量別分布図
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第Ⅲ-76 図　出土早期土器点数別分布図

第Ⅲ-75 図　出土礫石器・礫重量別分布図
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第Ⅲ-77 図　出土前期土器点数別分布図
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図版 写真 遺物番号 登録遺物 地区 層 遺構 ｸﾞﾘｯﾄﾞ 器種 部位 分類 文様 器高 (㎜ ) 模様・縄文・調整・備考
1-1 1-2 1 2 Ⅳ上 4221 深鉢 口縁部 Ⅰ 薄手無文 (32.0) 焼成具合良好。内外面指頭押圧に

よる整形。丸頭状口唇部。補修孔

1-1 1-2 2 2 Ⅱ下 4423 深鉢 胴部 Ⅰ 薄手無文 (59.5) 焼成具合良好。内外面指頭押圧に
よる整形

1-1 1-2 3 2 Ⅳ上 4321 深鉢 胴部 Ⅰ 薄手無文 (76.0) 焼成具合良好。内外面指頭押圧に
よる整形

1-1 1-2 4 2 Ⅱ下 4421 深鉢 胴部 Ⅰ 薄手無文 (53.5) 胎土に砂混入。焼成具合良好。外
面ケズリ

1-1 1-2 5 2 Ⅳ上 4221 深鉢 胴部～底部 Ⅰ 薄手無文 (40.0) 焼成具合良好。張り出し平底

1-1 1-2 6 2 Ⅲ 4222 深鉢 底部 Ⅰ 薄手無文 (9.5)
胎土に砂混入。焼成具合良好。内
外面指頭押圧による整形。平底。
最大径：552.2 ㎜

1-1 1-2 7 4 Ⅱ 4025 深鉢 口縁部 Ⅰ 薄手無文 (32.0) 焼成具合良好。内外面指頭押圧に
よる整形。平頭状口唇部

1-1 1-2 8 4 Ⅱ 4029 深鉢 口縁部 Ⅰ 薄手無文 (27.0)
胎土に砂混入。焼成具合良好。内
外面指頭押圧による整形。丸頭状
口唇部

1-1 1-2 9 4
Ⅲ下 4028

深鉢 口縁部 Ⅰ 薄手無文 (38.0)
焼成具合良好。丸頭状口唇部。口
唇部に棒状工具による斜めの押圧
痕。内外面指頭押圧による整形Ⅲ下 4029

1-1 1-2 10 4 Ⅱ下 3928 深鉢 口縁部 Ⅰ 薄手無文 (27.0) 焼成具合良好。内外面指頭押圧に
よる整形。丸頭状口唇部。

1-1 1-2 11 4 Ⅲ 4228 深鉢 口縁部 Ⅰ 薄手無文 (33.0) 焼成具合良好。内外面指頭押圧に
よる整形。丸頭状口唇部

1-1 1-2 12 4 Ⅲ 4128 深鉢 口縁部 Ⅰ 薄手無文 (26.5)
胎土に砂混入。焼成具合良好。内
外面指頭押圧による整形。丸頭状
口唇部

1-1 1-2 13 4 Ⅲ 3930 深鉢 口縁部 Ⅰ 薄手無文 (57.5)
胎土に砂混入。焼成具合良好。内
外面指頭押圧による整形。内面ナ
デ。平頭状口唇部

1-1 1-2 14 4 Ⅲ 4030 深鉢 口縁部 Ⅰ 薄手無文 (46.0)
胎土に砂混入。焼成具合良好。内
外面指頭押圧による整形。平頭状
口唇部

1-1 1-2 15 4 Ⅲ 4128 深鉢 口縁部 Ⅰ 薄手無文 (27.0)
胎土に砂混入。焼成具合良好。内
外面指頭押圧による整形。平頭状
口唇部

1-3 1-4 16 4 Ⅲ下 4328 深鉢 口縁部 Ⅰ 薄手無文 (28.0) ナデ。丸頭状口唇部

1-3 1-4 17 4 Ⅲ 4128 深鉢 口縁部 Ⅰ 薄手無文 (23.0) 焼成具合良好。内外面指頭押圧に
よる整形。平頭状口唇部

1-3 1-4 18 4 Ⅲ 4128 深鉢 口縁部 Ⅰ 薄手無文 (27.0) 焼成具合良好。内外面指頭押圧に
よる整形。丸頭状口唇部

1-3 1-4 19 4 Ⅲ 4129 深鉢 口縁部 Ⅰ 薄手無文 (27.0) 焼成具合良好。内外面指頭押圧に
よる整形。平頭状口唇部

1-3 1-4 20 4 Ⅲ (SF513) 4127 深鉢 口縁部 Ⅰ 薄手無文 (30.0) 焼成具合良好。内外面指頭押圧に
よる整形。平頭状口唇部

1-3 1-4 21 － － XO 深鉢 口縁部 Ⅰ 薄手無文 (41.0) 焼成具合良好。内外面指頭押圧に
よる整形。平頭状口唇部

1-3 1-4 22 4 Ⅲ下 (SF513) 4127 深鉢 口縁部 Ⅰ 薄手無文 (36.5) 焼成具合良好。ナデ。丸頭状口唇
部

1-3 1-4 23 4 Ⅲ 4129 深鉢 口縁部 Ⅰ 薄手無文 (24.0) 焼成具合良好。内外面指頭押圧に
よる整形。丸頭状口唇部

1-3 1-4 24 4 Ⅲ下 (SF513) 4028 深鉢 口縁部 Ⅰ 薄手無文 (31.0) 焼成具合良好。内外面指頭押圧に
よる整形。丸頭状口唇部。補修孔

1-3 1-4 25 4 Ⅲ下 4427 深鉢 口縁部 Ⅰ 薄手無文 (34.0) 焼成具合良好。ナデ。内削ぎ口唇
部

1-3 1-4 26 4 Ⅲ下 (SF513) 3928 深鉢 口縁部 Ⅰ 薄手無文 （69.0）焼成具合良好。外面ケズリ。内面
ナデ

1-3 1-4 27 4 Ⅳ上 4425 深鉢 口縁部 Ⅰ 薄手無文 (42.0) 焼成具合良好。ナデ。平頭状口唇
部

1-3 1-4 28 4 Ⅲ 4227 深鉢 口縁部 Ⅰ 薄手無文 (40.5) 焼成具合良好。ナデ。尖頭状口唇
部

1-3 1-4 29 4 Ⅱ下 4126 深鉢 胴部 Ⅰ 薄手無文 (58.0) 焼成具合良好。内外面指頭押圧に
よる整形

1-3 1-4 30 4 Ⅲ (SF513) 4127 深鉢 胴部 Ⅰ 薄手無文 (64.5) 焼成具合良好。外面ケズリ
1-3 1-4 31 4 Ⅲ 4429 深鉢 胴部 Ⅰ 薄手無文 (45.0) 焼成具合良好。外面ケズリ

1-3 1-4 32
4 Ⅲ 4129

深鉢 胴部 Ⅰ 薄手無文 （85.4）
焼成具合良好。外面ヘラナデ？。
外面下部に爪圧痕。内面内外面指
頭押圧による整形4 Ⅱ下 4129

1-5 1-6 33 4 Ⅱ 4025 深鉢 胴部 Ⅰ 薄手無文 (40.0) 焼成具合良好。内外面指頭押圧に
よる整形

1-5 1-6 34 4 Ⅲ 4129 深鉢 胴部 Ⅰ 薄手無文 (37.0) 焼成具合良好。内外面指頭押圧に
よる整形

1-5 1-6 35 4 Ⅲ 4128 深鉢 底部 Ⅰ 薄手無文 (31.5) 焼成具合良好。張り出し平底
1-5 1-6 36 4 Ⅲ (SF513) 4127 深鉢 底部 Ⅰ 薄手無文 (17.5) 焼成具合良好。張り出し平底
1-5 1-6 37 4 Ⅲ 4129 深鉢 胴部 Ⅰ 薄手無文 (33.5) 焼成具合良好。張り出し平底
1-5 1-6 38 4 Ⅱ下 4030 深鉢 底部 Ⅰ 薄手無文 (23.5) 焼成具合良好。張り出し平底
1-5 1-6 39 4 Ⅲ 4128 深鉢 底部 Ⅰ 薄手無文 (20.5) 焼成具合良好。張り出し平底
1-5 1-6 40 4 Ⅲ下 4128 深鉢 底部 Ⅰ 薄手無文 （39.5）焼成具合良好。張り出し平底
1-5 1-6 41 4 Ⅲ 4127 深鉢 胴部 Ⅰ 薄手無文 (35.5) 丸底。ナデ

表Ⅲ -1　縄文時代早期土器観察表
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図版 写真 遺物番号 登録遺物 地区 層 遺構 ｸﾞﾘｯﾄﾞ 器種 部位 分類 文様 器高 (㎜ ) 模様・縄文・調整・備考
1-5 1-6 42 4 Ⅲ下 4029 深鉢 底部 Ⅰ 薄手無文 (12.0) 焼成具合良好。内面指頭押圧によ

る整形。平底。最大幅：50.2 ㎜

1-5 1-6 43 4 Ⅲ 4128 深鉢 底部 Ⅰ 薄手無文 (8.5) 焼成具合良好。内面指頭押圧によ
る整。平底。最大幅：52.1 ㎜

1-5 1-6 44 5 Ⅱ 3228 深鉢 口縁部 Ⅰ 薄手無文 (26.0) 焼成具合良好。内外面指頭押圧に
よる整形。平頭状口唇部

1-5 1-6 45 6 Ⅲ b 下 4529 深鉢 口縁部 Ⅰ 薄手無文 (31.5) 焼成具合良好。外面ナデ。平頭状
口唇部

1-5 1-6 46 6 Ⅳ 4527 深鉢 胴部 Ⅰ 薄手無文 (53.0) 焼成具合良好。内外面指頭押圧に
よる整形。輪積み痕

1-5 1-6 47 6 ｶｸﾗﾝ 4826 深鉢 底部 Ⅰ 薄手無文 〔10.0〕焼成具合良好。内面指頭押圧によ
る整形。平底。最大幅：61.9 ㎜

1-5 1-6 48 4 Ⅱ下 3929 深鉢 口縁部 Ⅱ 撚糸文 (25.0)
丸頭状口唇部。口唇部に連続した
刻み目。R｛l 2｝の絡条体原体を
横回転施文

1-7 1-8 49 4 Ⅱ 4130 深鉢 胴部 Ⅲ a 押型文（重層山
形文） (67.0) 胎土に繊維と砂混入

1-7 1-8 50 4 Ⅲ (SF513) 4128 深鉢 胴部 Ⅲ a 押型文（重層山
形文） (53.5) 胎土に繊維と砂混入

1-7 1-8 51 4 Ⅲ 4128 深鉢 胴部 Ⅲ a 押型文（重層山
形文） (49.0) 胎土に繊維と砂混入Ⅲ 4129

1-7 1-8 52 4 Ⅲ下 (SF513) 4029 深鉢 胴部 Ⅲ a 押型文（重層山
形文） (44.5) 胎土に繊維と砂混入

1-7 1-8 53 4 Ⅲ下 (SF513) 4028 深鉢 胴部 Ⅲ a 押型文（重層山
形文） (61.0) 胎土に繊維と砂混入Ⅲ下 4027

1-7 1-8 54 4 Ⅲ下 4029 深鉢 胴部 Ⅲ a 押型文（重層山
形文） (60.0) 胎土に繊維と砂混入

1-7 1-8 55 4 Ⅱ 3929 深鉢 胴部 Ⅲ a 押型文（重層山
形文） (53.0) 胎土に繊維と砂混入

1-7 1-8 56 4 Ⅲ 4128 深鉢 胴部 Ⅲ a 押型文（重層山
形文） (43.0) 胎土に繊維と砂混入

1-7 1-8 57 4 Ⅱ 4030 深鉢 胴部 Ⅲ a 押型文（重層山
形文） (37.5) 胎土に繊維と砂混入

1-7 1-8 58 4 Ⅲ (SF513) 4128 深鉢 胴部 Ⅲ a 押型文（重層山
形文） (40.5) 胎土に繊維と砂混入Ⅲ下 (SF513) 4128

1-7 1-8 59 4 Ⅱ下 3928 深鉢 胴部 Ⅲ a 押型文（重層山
形文） (43.0) 胎土に繊維と砂混入

1-7 1-8 60 4 Ⅲ下 4129 深鉢 胴部 Ⅲ a 押型文（重層山
形文） (49.0) 胎土に繊維と砂混入

1-9 1-10 61 4 Ⅲ (SF513) 4128 深鉢 胴部 Ⅲ a 押型文（重層山
形文） (44.0) 胎土に繊維と砂混入

1-9 1-10 62 4 Ⅳ上 4424 深鉢 胴部 Ⅲ a 押型文（重層山
形文） (34.0) 胎土に繊維と砂混入

1-9 1-10 63 4 Ⅱ 4030 深鉢 胴部 Ⅲ a 押型文（重層山
形文） (45.0) 胎土に繊維と砂混入

1-9 1-10 64 4 Ⅲ 4028 深鉢 胴部 Ⅲ a 押型文（重層山
形文） (51.5) 胎土に繊維と砂混入

1-9 1-10 65 4 Ⅲ 4229 深鉢 胴部 Ⅲ a 押型文（山形文） (34.0) 胎土に繊維と砂混入

1-9 1-10 66 4 Ⅲ下 (SF513) 4028 深鉢 胴部 Ⅲ a
押型文（重層山
形文＋横位平行
線状文）

(47.5) 胎土に繊維と砂混入

1-9 1-10 67 4 Ⅱ 4028 深鉢 胴部 Ⅲ a
押型文（重層山
形文＋横位平行
線状文）

(55.5) 胎土に繊維と砂混入

1-9 1-10 68 4
Ⅲ 4127

深鉢 胴部 Ⅲ a+
Ⅲ k

押型文（重層山
形文＋横位平行
線状文）

(156.0) 胎土に繊維と砂混入Ⅲ 4328
Ⅲ下 (SF513) 4127

1-11 1-12 69 4 Ⅲ下 (SF513) 4128 深鉢 胴部 Ⅲ a+
Ⅲ k

押型文（重層山
形文＋横位平行
線状文）

(49.0) 胎土に繊維と砂混入

1-11 1-12 70 4 Ⅱ 4129 深鉢 胴部 Ⅲ a+
Ⅲ k

押型文（重層山
形文＋横位平行
線状文）

(44.0) 胎土に繊維と砂混入

1-11 1-12 71 4 Ⅱ下 3928 深鉢 胴部 Ⅲ a+
Ⅲ k

押型文（重層山
形文＋横位平行
線状文）

(47.5) 胎土に繊維と砂混入

1-11 1-12 72 4 Ⅱ 4225 深鉢 胴部 Ⅲ a+
Ⅲ k

押型文（重層山
形文＋横位平行
線状文）

(38.5) 胎土に繊維と砂混入。種子圧痕レ
プリカ同定試料 No,3

1-11 1-12 73 4 Ⅱ下 3839 深鉢 胴部 Ⅲ a+
Ⅲ k

押型文（重層山
形文＋横位平行
線状文）

(53.0) 胎土に繊維と砂混入

1-11 1-12 74 4 Ⅲ中 4128 深鉢 胴部 Ⅲ a+
Ⅲ k

押型文（重層山
形文＋横位平行
線状文）

(39.0) 胎土に繊維と砂混入

1-11 1-12 75 4 Ⅲ下 4128 深鉢 胴部 Ⅲ b 押型文（重層菱
形文 1） (48.5) 胎土に繊維と砂混入

1-11 1-12 76 4 Ⅱ 4128 深鉢 胴部 Ⅲ b 押型文（重層菱
形文 1） (36.0) 胎土に繊維と砂混入。外面が赤

彩？
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図版 写真 遺物番号 登録遺物 地区 層 遺構 ｸﾞﾘｯﾄﾞ 器種 部位 分類 文様 器高 (㎜ ) 模様・縄文・調整・備考
1-11 1-12 77 4 Ⅲ下 3928 深鉢 胴部 Ⅲ b 押型文（重層菱

形文 1） (37.5) 胎土に繊維と砂混入

1-11 1-12 78 2 Ⅳ上 4220 深鉢 胴部 Ⅲ c 押型文（重層菱
形文 2） (28.0) 胎土に繊維と砂混入

1-11 1-12 79 4 Ⅲ下 (SF513) 3929 深鉢 胴部 Ⅲ c 押型文（重層菱
形文 2） (37.0) 胎土に繊維と砂混入

1-11 1-12 80 4 Ⅱ 4030 深鉢 胴部 Ⅲ c 押型文（重層菱
形文 2） (32.5) 胎土に繊維と砂混入

1-11 1-12 81 4 Ⅲ 4030 深鉢 胴部 Ⅲ c 押型文（重層菱
形文 2） (40.5) 胎土に繊維と砂混入

1-11 1-12 82 4 Ⅲ 4129 深鉢 胴部 Ⅲ c 押型文（重層菱
形文 2） (64.0) 胎土に繊維と砂混入

1-13 1-14 83 4
Ⅲ (SF513) 3928

深鉢 胴部 Ⅲ c 押型文（重層菱
形文 2） (98.0) 胎土に繊維と砂混入Ⅲ下 (SF513) 3928

盛土 (SF513) 3828

1-13 1-14 84 4 Ⅲ下 4029 深鉢 胴部 Ⅲ c 押型文（重層菱
形文 2） (49.0) 胎土に繊維と砂混入

1-13 1-14 85 4 Ⅲ下 (SF513) 4028 深鉢 胴部 Ⅲ c 押型文（重層菱
形文 2） (54.5) 胎土に繊維と砂混入

1-13 1-14 86 4 Ⅲ 4228 深鉢 胴部 Ⅲ d 押型文（重層菱
形文 3） (44.0) 胎土に繊維と砂混入

1-13 1-14 87 3 Ⅱ 3226 深鉢 胴部 Ⅲ e 押型文（重層菱
形文 4） (41.5) 胎土に繊維と砂混入

1-13 1-14 88 4 Ⅲ 4129 深鉢 口縁部 Ⅲ e 押型文（重層菱
形文 4） (72.0)

胎土に繊維と砂混入。尖頭状口唇
部。外面側口唇部に連続した指頭
押圧。

1-13 1-14 89 4 Ⅱ 4130 深鉢 胴部 Ⅲ e 押型文（重層菱
形文 4） (23.0) 胎土に繊維と砂混入

1-13 1-14 90 4 Ⅲ下 4328 深鉢 胴部 Ⅲ e 押型文（重層菱
形文 4） (45.0) 胎土に繊維と砂混入

1-13 1-14 91 4 Ⅲ 4129 深鉢 胴部 Ⅲ e 押型文（重層菱
形文 2） (51.0) 胎土に繊維と砂混入

1-13 1-14 92 4 Ⅲ 4129 深鉢 胴部 Ⅲ e 押型文（重層菱
形文 4） (34.0) 胎土に繊維と砂混入

1-15 1-16 93 4 Ⅲ 4128 深鉢 胴部 Ⅲ f 押型文（重層菱
形文 5） (25.5) 胎土に繊維と砂混入

1-15 1-16 94 4 Ⅱ下 3929 深鉢 胴部 Ⅲ f 押型文（重層菱
形文 5） (38.0) 胎土に繊維と砂混入

1-15 1-16 95 4 Ⅲ (SF513) 4127 深鉢 胴部 Ⅲ f 押型文（重層菱
形文 5） (35.0) 胎土に繊維と砂混入

1-15 1-16 96 4 Ⅱ 4026 深鉢 胴部 Ⅲ f 押型文（重層菱
形文 5） (50.0) 胎土に繊維と砂混入

1-15 1-16 97 4 Ⅱ下 3828 深鉢 胴部 Ⅲ f 押型文（重層菱
形文 5） (45.0) 胎土に繊維と砂混入

1-15 1-16 98 4 Ⅲ 4128 深鉢 胴部 Ⅲ g 押型文（斜線充
填山形文） (47.0) 胎土に繊維と砂混入

1-15 1-16 99 4 Ⅲ下 (SF513) 4028 深鉢 胴部 Ⅲ g 押型文（斜線充
填山形文） (45.0) 胎土に繊維と砂混入

1-15 1-16 100 4
Ⅲ 4128

深鉢 胴部 Ⅲ g+
Ⅲ k

押型文（斜線充
填山形文 + 横位
平行沈線状文）

(63.0) 胎土に繊維と砂混入Ⅲ下 4328

1-15 1-16 101 4 Ⅲ下 4028 深鉢 胴部 Ⅲ h 押型文（平行線
充填菱形文） (50.5) 胎土に繊維と砂混入

1-15 1-16 102 4 Ⅲ 4227 深鉢 胴部 Ⅲ i 押型文（平行線
充填山形文） (44.0) 胎土に繊維と砂混入

1-15 1-16 103 4 Ⅲ下 (SF513) 4028 深鉢 胴部 Ⅲ i 押型文（平行線
充填山形文） (30.0) 胎土に繊維と砂混入

1-15 1-16 104 4 Ⅱ 4226 深鉢 胴部 Ⅲ i 押型文（平行線
充填山形文） (43.5) 胎土に繊維と砂混入

1-15 1-16 105 5 Ⅲ 3123 深鉢 胴部 Ⅲ i 押型文（平行線
充填山形文） （43.0）胎土に繊維と砂混入

1-17 1-18 106 4

Ⅱ下 3828

深鉢 口縁～胴部 Ⅲ j+
Ⅲ k

押型文（横位平
行沈線状文 + 斜
格子目文）

107.0
口径：214.0 ㎜。胎土に繊維と砂
混入。丸頭状口唇部。口唇部に連
続した斜めの刻み目

Ⅲ 4028
Ⅲ 4127
Ⅲ 4128
Ⅲ 4129

Ⅲ下 3828
盛土 (SF513) 3828

1-17 1-18 107 4

Ⅱ下 3927

深鉢 胴部 Ⅲ j+
Ⅲ k

押型文（横位平
行沈線状文 + 斜
格子目文）

(198.5) 胎土に繊維と砂混入Ⅲ (SF513) 4128
Ⅲ 4127
Ⅲ 4129

1-17 1-18 108 4
Ⅲ (SF513) 4127

深鉢 口縁部 Ⅲ j+
Ⅲ k

押型文（横位平
行沈線状文 + 斜
格子目文）

(68.0) 胎土に繊維と砂混入。尖頭状口唇
部。口唇部に連続した刻み目Ⅲ下 (SF513) 4127

1-17 1-18 109 4
Ⅲ下 3928

深鉢 胴部 Ⅲ j+
Ⅲ k

押型文（横位平
行沈線状文 + 斜
格子目文）

(99.0) 胎土に繊維混入Ⅲ下 (SF513) 4028
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図版 写真 遺物番号 登録遺物 地区 層 遺構 ｸﾞﾘｯﾄﾞ 器種 部位 分類 文様 器高 (㎜ ) 模様・縄文・調整・備考

1-19 1-20 110
4 Ⅱ下 3828

深鉢 胴部 Ⅲ j+
Ⅲ k

押型文（横位平
行沈線状文 + 斜
格子目文）

(121.0) 胎土に繊維と砂混入6 Ⅲ b 下 4628

1-19 1-20 111 3 Ⅱ下 3426 深鉢 胴部 Ⅲ k 押型文（横位平
行沈線状文） 〔44.5〕胎土に繊維と砂混入

1-19 1-20 112 4 Ⅲ 4227 深鉢 口縁部 Ⅲ k 押型文（横位平
行沈線状文） (35.0) 胎土に繊維と砂混入。口唇部に連

続した刻み目。

1-19 1-20 113 4 Ⅱ 4130 深鉢 口縁部 Ⅲ k 押型文（横位平
行沈線状文） (48.0)

胎土に繊維と砂混入。口唇部に連
続した斜めの押圧。種子圧痕レプ
リカ同定試料 No,2

1-19 1-20 114 4 Ⅲ 4429 深鉢 胴部 Ⅲ k 押型文（横位平
行沈線状文） (41.0) 胎土に繊維と砂混入

1-19 1-20 115 4 Ⅲ下 4029 深鉢 胴部 Ⅲ k 押型文（横位平
行沈線状文） (52.0) 胎土に繊維と砂混入

1-19 1-20 116 4 Ⅲ 4429 深鉢 口縁部 Ⅲ k 押型文（横位平
行沈線状文） (27.0) 胎土に繊維と砂混入。丸頭状口唇

部

1-19 1-20 117 4 Ⅲ下 4327 深鉢 胴部 Ⅲ k 押型文（横位平
行沈線状文） (36.0) 胎土に繊維と砂混入

1-19 1-20 118 4 Ⅱ 4420 深鉢 胴部 Ⅲ l 押型文（縦位平
行沈線状文） (36.5) 胎土に繊維と砂混入

1-21 1-22 119 4 Ⅲ (SF513) 4128
深鉢 胴部 Ⅲ m

押型文（重層山
形文 + 平行沈線
文）

(60.5)
胎土に繊維と砂混入。平頭状口唇
部。口唇部直下に押圧による連続
した凹み

Ⅲ 4228
4 Ⅲ 4128 口縁部

1-21 1-22 120 4 Ⅲ 4029 深鉢 口縁部 Ⅲ m
押型文（重層山
形文 + 平行沈線
文）

(45.5)
胎土に繊維と砂混入。平頭状口唇
部。口唇部直下に連続した押圧に
よる凹み

1-21 1-22 121 4 Ⅲ 4230 深鉢 胴部 Ⅲ m
押型文（重層山
形文 + 平行沈線
文）

(47.0) 胎土に繊維と砂混入

1-21 1-22 122 4 Ⅱ 4129 深鉢 口縁部 Ⅲ m
押型文（重層山
形文 + 平行沈線
文）

(47.5) 胎土に繊維と砂混入。丸頭状口唇
部

1-21 1-22 123 4 Ⅲ (SF513) 4127 深鉢 胴部 Ⅲ m
押型文（重層山
形文 + 平行沈線
文）

(39.0) 胎土に繊維と砂混入。種子圧痕レ
プリカ試料同定 No,4

1-21 1-22 124 4 Ⅱ下 (SF513) 4028 深鉢 口縁部 Ⅲ n
押型文（横位平
行沈線状文 + 斜
沈線文）

(42.0)
胎土に繊維と砂混入。丸頭状口唇
部。口唇部は連続した指頭押圧に
よる小波状縁

1-21 1-22 125 3 Ⅱ 3525 深鉢 胴部 Ⅲ o
押型文（平行線
充填菱形文 + 斜
沈線文）

(28.0) 胎土に繊維と砂混入

1-21 1-22 126 4 Ⅲ 4227 深鉢 胴部 Ⅲ o
押型文（平行線
充填菱形文 + 斜
沈線文）

(40.5) 胎土に繊維と砂混入

1-21 1-22 127 4 Ⅲ 4128 深鉢 胴部 Ⅲ p 押型文（重層山
形文+斜沈線文） (56.5) 胎土に繊維と砂混入Ⅲ下 (SF513) 4128

1-21 1-22 128 4 Ⅱ ― 4128 深鉢 胴部 Ⅲ p 押型文（重層山
形文+斜沈線文） (56.0) 胎土に繊維と砂混入。平頭状口唇

部。

1-21 1-22 129 4 Ⅱ下 4030 深鉢 胴部 Ⅲ p 押型文（重層山
形文+斜沈線文） (37.0) 胎土に繊維と砂混入

1-23 1-24 130 4 Ⅲ 4128 深鉢 胴部 Ⅲ p 押型文（重層山
形文+斜沈線文） (26.0) 胎土に繊維と砂混入

1-23 1-24 131 4 Ⅳ上 4126 深鉢 胴部 Ⅲ p 押型文（重層山
形文+斜沈線文） (30.0) 胎土に繊維と砂混入

1-23 1-24 132 4 Ⅲ 4227 深鉢 胴部 Ⅲ p 押型文（重層山
形文+斜沈線文） (32.0) 胎土に繊維と砂混入

1-23 1-24 133 5 Ⅲ 3222 深鉢 胴部 Ⅲ p 押型文（重層山
形文+斜沈線文） (39.0) 胎土に繊維と砂混入

1-23 1-24 134 2 Ⅲ 4423 深鉢 胴部 Ⅲ q 押型文（押型文
重複） (32.0) 胎土に繊維と砂混入

1-23 1-24 135 2 Ⅲ 4322 深鉢 胴部 Ⅲ q 押型文（押型文
重複） (49.5) 胎土に繊維と砂混入。沈線状文重

なっている。起点と終点か？

1-23 1-24 136 3 Ⅱ 3323 深鉢 胴部 Ⅲ q 押型文（押型文
重複） (34.0) 胎土に繊維と砂混入

1-23 1-24 137 4 Ⅱ下 3928 深鉢 胴部 Ⅲ q 押型文（押型文
重複） (39.5) 胎土に繊維と砂混入。外面に煤。

AMS：7,370 ± 25cal BP

1-23 1-24 138 4 Ⅲ下 (SF513) 4028 深鉢 胴部 Ⅲ q 押型文（押型文
重複） (51.0) 胎土に繊維と砂混入

1-23 1-24 139 4 Ⅱ下 3928 深鉢 胴部 Ⅲ q 押型文（押型文
重複） (44.5) 胎土に繊維と砂混入

1-23 1-24 140 4 Ⅱ 4128 深鉢 胴部 Ⅲ q 押型文（押型文
重複） (64.0) 胎土に繊維と砂混入

1-23 1-24 141 4 Ⅱ下 3928 深鉢 胴部 Ⅲ q 押型文（押型文
重複） (43.0) 胎土に繊維と砂混入

1-23 1-24 142 4 Ⅱ 3828 深鉢 胴部 Ⅲ q 押型文（押型文
重複） (40.0) 胎土に繊維と砂混入

1-23 1-24 143 4 Ⅲ (SF513) 4127 深鉢 胴部 Ⅲ q 押型文（押型文
重複） (66.0) 胎土に繊維と砂混入

1-25 1-26 144 4 Ⅲ 4128 深鉢 胴部 Ⅲ q 押型文（押型文
重複） (55.0) 胎土に繊維と砂混入
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1-25 1-26 145 4 Ⅲ 4129 深鉢 胴部 Ⅲ q 押型文（押型文
重複） (88.5) 胎土に繊維と砂混入Ⅲ下 (SF513) 3928

1-25 1-26 146 4 Ⅲ下 (SF513) 3928 深鉢 胴部 Ⅲ q 押型文（押型文
重複） (73.0) 胎土に繊維と砂混入

1-25 1-26 147 4 Ⅲ下 (SF513) 4028 深鉢 胴部 Ⅲ q 押型文（押型文
重複） (51.0) 胎土に繊維と砂混入

1-25 1-26 148 RP130 4 Ⅱ 4030 深鉢 底部 Ⅲ 押型文 (42.5)
胎土に繊維と砂混入。緩やかな尖
底部。胎土と焼成具合から押型文
のものか？

1-25 1-26 149 4 Ⅲ下 (SF513) 3928 深鉢 口縁部 Ⅳ 縄文 (30.0)

胎土に繊維と砂混入。押型文に伴
うと思われる縄文か？。平頭状口
唇部。口唇部内外面に錯交状に連
続した指頭押圧。斜縄文 L{R 2}。
補修孔

1-27 1-28 150 2 Ⅳ上 4320 深鉢 口縁部 Ⅴ 厚手無文 (41.0) 胎土に砂混入。焼成具合良好。丸
頭状口唇部。補修孔

1-27 1-28 151 2 Ⅲ下 4520 深鉢 底部 Ⅴ 厚手無文 (31.0) 丸底
1-27 1-28 152 4 Ⅱ下 3929 深鉢 口縁部 Ⅴ 厚手無文 (38.0) 丸頭状口唇部

1-27 1-28 153 4 Ⅲ下 4425 深鉢 口縁部 Ⅴ 厚手無文 (38.0) 外面ハガレ。胎土に海面骨針。丸
頭状口唇部？補修孔？

1-27 1-28 154 4 Ⅲ下 (SF513) 4128 深鉢 胴部 厚手無文 (59.0)

1-27 1-28 155 4 Ⅲ 4127 深鉢 胴部 Ⅴ 厚手無文 (54.0) 胎土に繊維と砂混入。押型文の無
文帯の可能性もあり

1-27 1-28 156 4 Ⅲ 4128 深鉢 胴部 Ⅴ 厚手無文 (45.0) 胎土に繊維と砂混入。押型文の無
文帯の可能性もあり

1-27 1-28 157 4 盛土 (SF513) 3927 深鉢 胴部 Ⅴ 厚手無文 (46.5) 胎土に繊維と砂混入。押型文の無
文帯の可能性もあり

1-27 1-28 158 4 Ⅱ下 3928 深鉢 胴部 Ⅴ 厚手無文 (45.0) 胎土に砂混入

1-27 1-28 159 4 Ⅲ下 (SF513) 4028 深鉢 胴部 Ⅴ 厚手無文 (38.0) 胎土に繊維と砂混入。押型文の無
文帯の可能性もあり

1-27 1-28 160 4 Ⅲ下 (SF513) 4028 深鉢 胴部 Ⅴ 厚手無文 (40.0) 胎土に繊維と砂混入。押型文の無
文帯の可能性もあり

1-27 1-28 161 4 Ⅲ (SF513) 4127 深鉢 胴部 Ⅴ 厚手無文 (47.5) 胎土に繊維と砂混入。押型文の無
文帯の可能性もあり

1-27 1-28 162 4 Ⅲ (SF513) 4127 深鉢 胴部 Ⅴ 厚手無文 (42.0) 胎土に繊維と砂混入。押型文の無
文帯の可能性もあり

1-29 1-30 163 4

Ⅱ 3828

深鉢 胴部 Ⅵ 沈線文 (109.0) 胎土に砂混入。焼成具合良好。内
面ミガキ

Ⅱ下 3828
Ⅱ下 3928
Ⅲ 4130

1-29 1-30 164 4 Ⅲ 4128 深鉢 胴部 Ⅵ 沈線文 (90.5) 胎土に砂混入。焼成具合良好。内
面ミガキ

1-29 1-30 165 4 Ⅲ下 4328 深鉢 口縁部 Ⅵ 沈線文 (46.0) 胎土に砂混入。焼成具合良好。平
頭状口唇部。内面ミガキ

1-29 1-30 166 4 Ⅲ 4228 深鉢 胴部 Ⅵ 沈線文 (53.0) 胎土に砂混入。焼成具合良好。内
面ミガキ

1-29 1-30 167 4 Ⅲ 4227 深鉢 胴部 Ⅵ 沈線文 (52.0) 胎土に砂混入。焼成具合良好。内
面ミガキ

1-29 1-30 168 4
Ⅱ 4430

深鉢 胴部 Ⅵ 沈線文 (71.0) 焼成具合良好。内面ミガキⅢ 4429
Ⅲ下 (SF513) 4127

1-29 1-30 169 6 Ⅳ上 4628 深鉢 口縁部 Ⅵ 沈線文 (32.0) 胎土に砂混入。焼成具合良好。丸
頭状口唇部。内面ミガキ

1-29 1-30 170 4 Ⅲ下 4327 深鉢 胴部 Ⅵ 沈線文 (71.5) 胎土に砂混入。焼成具合良好。内
面黒色化？内面ミガキ6 Ⅲ b 下 4525

1-31 1-32 171 4 Ⅱ 3929 深鉢 胴部 Ⅵ 沈線文 (59.0) 内面ミガキ・黒色化。先端極細の
工具で施文。内面ミガキ

1-31 1-32 172 4 Ⅱ下 3829 深鉢 口縁部 Ⅵ 沈線文 (28.0) 胎土と焼成具合が薄手無文土器に
類似。丸頭状口唇部Ⅱ下 3929

1-31 1-32 173 4 Ⅱ 3930 深鉢 胴部 Ⅵ 沈線文 (106.0) 底部に近い無文帯部分と思われ
る。内面黒色化Ⅲ下 (SF513) 4028

1-31 1-32 174 4 Ⅲ 4129 深鉢 胴部 Ⅶ a 条痕文（貝殻条
痕文） (59.5)

胎土に砂混入。胎土と焼成具合。
厚さ。口縁部形態がⅥ類土器と類
似

1-31 1-32 175 4

Ⅱ 4130

深鉢 口縁・胴部 Ⅶ a 条痕文（貝殻条
痕文） (103.5)

胎土に砂混入。焼成具合良好。胎
土と焼成具合。厚さ。口縁部形態
がⅥ類土器と類似。平頭状口唇部。
内面ミガキ

Ⅲ 4229
Ⅲ下 4128
Ⅲ下 4130

1-31 1-32 176 4
Ⅱ 4123

深鉢 胴部 Ⅶ a 条痕文（貝殻条
痕文） (38.5) 胎土に砂混入。倒木

18

1-31 1-32 177 4 Ⅱ下 3929 深鉢 口縁部 Ⅶ a 条痕文（貝殻条
痕文） (35.0) 胎土に砂混入。丸頭状口唇部

1-31 1-32 178 4 Ⅱ下 3929 深鉢 胴部 Ⅶ a 条痕文（貝殻条
痕文） (42.0) 胎土に砂と雲母混入

1-31 1-32 179 6
倒

木 7、
4528

深鉢 胴部 Ⅶ a 条痕文（貝殻条
痕文） (52.0) 胎土に砂混入。内面黒色化
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1-33 1-34 180 4
Ⅱ 4130

深鉢 口縁・胴部 Ⅶ b
条痕文（貝殻条
痕文 + ハの字状
爪形文 + 半裁竹
管押引文）

(113.0)
胎土に砂混入。焼成具合良好。丸
頭状口唇部。内面ミガキ。181 と
同一個体Ⅲ下 4130

1-33 1-34 181 4 Ⅱ 4130 深鉢 胴部 Ⅶ b
条痕文（貝殻条
痕文 + ハの字状
爪形文 + 半裁竹
管押引文）

(60.0) 胎土に砂混入。焼成具合良好。
180 と同一個体。内面ミガキ

1-33 1-34 182 2 Ⅲ 4322 深鉢 口縁部 Ⅶ c 条痕文（貝殻条
痕文 + 爪形文） (37.0)

胎土に砂混入。丸頭状口唇部。内
面黒色化。種子圧痕レプリカ同定
試料 No,1

1-33 1-34 183 4 Ⅲ 4227 深鉢 口縁部 Ⅶ c 条痕文（貝殻条
痕文 + 爪形文） (38.5) 胎土に砂混入。丸頭状口唇部。内

面黒色化

1-33 1-34 184 4 Ⅱ下 3929 深鉢 胴部 Ⅶ d
条痕文（貝殻条
痕文 + 絡条体圧
痕文）

(30.0) 胎土に砂混入。L{R 2} の撚糸のの
ち。条痕文を施す

1-33 1-34 185 4 Ⅲ 4129 深鉢 口縁部 Ⅶ e
条痕文（条痕文
+ 口唇部に縄文
[ 回転施文 ]）

(23.5) 平頭状口唇部。口唇部に絡条体圧
痕

1-33 1-34 186 3 Ⅱ下 3326 深鉢 口縁部 Ⅷ
貝殻沈線文（貝
殻腹縁文 + 沈線
文）

(45.0) 焼成具合良好。丸頭状口唇部。内
面ミガキ

1-33 1-34 187 4 Ⅲ下 3930 深鉢 胴部 Ⅷ
貝殻沈線文（貝
殻腹縁文 + 沈線
文）

32.0 胎土に砂混入。焼成具合良好。内
面ミガキ

1-33 1-34 188 4 Ⅲ 4430 深鉢 胴部 Ⅷ
貝殻沈線文（貝
殻腹縁文 + 沈線
文）

(46.0) 胎土に砂混入。焼成具合良好。内
面ミガキ

1-33 1-34 189 4 Ⅱ下 4328 深鉢 胴部 Ⅷ
貝殻沈線文（貝
殻腹縁文 + 沈線
文）

(41.0) 焼成具合良好。内面ミガキ

1-33 1-34 190
4 Ⅲ 4227

深鉢 口縁部 Ⅷ
貝殻沈線文（貝
殻腹縁文 + 沈線
文）

(31.0) 胎土に砂混入。焼成具合良好。尖
頭状口唇部。内面ミガキ6 Ⅲ b 下 4528

1-35 1-36 191 4 Ⅱ 4025 深鉢 胴部 Ⅸ
貝殻沈線文（貝
殻条痕文 + 沈線
文）

(74.0)
胎土に砂混入。外面に貝殻条痕の
のち。沈線文を施文。193・194
と同一個体か？内面ミガキ

1-35 1-36 192 4
Ⅱ 3930

深鉢 胴部 Ⅸ
貝殻沈線文（貝
殻条痕文 + 沈線
文）

(65.0) 胎土に砂混入。外面に貝殻条痕の
のち。沈線文を施文Ⅱ 4230

1-35 1-36 193 6 Ⅲ b 下 4824 深鉢 胴部 Ⅸ
貝殻沈線文（貝
殻条痕文 + 沈線
文）

〔75.5〕
胎土に砂混入。外面に貝殻条痕の
のち。沈線文を施文。191・194
と同一個体か？内面ミガキ

1-35 1-36 194 6 Ⅲ b 下 4529 深鉢 口縁部 Ⅸ
貝殻沈線文（貝
殻条痕文 + 沈線
文）

(53.0)
胎土に砂混入。丸頭状口唇部。外
面に貝殻条痕ののち。沈線文を施
文。191・193 と同一個体か？内
面ミガキ

1-35 1-36 195 3 Ⅱ下 3525 深鉢 口縁部 Ⅹ a
貝殻文（貝殻条
痕文 + 貝殻腹縁
圧痕文）

(37.0) 丸頭状口唇部。内外面貝殻条痕

1-35 1-36 196 3 Ⅱ 3425 深鉢 口縁部 Ⅹ a
貝殻文（貝殻条
痕文 + 貝殻腹縁
文）

(36.0) 丸頭状口唇部。内外面貝殻条痕

1-35 1-36 197 3 Ⅱ下 3326 深鉢 胴部 Ⅹ a
貝殻文（貝殻条
痕文 + 貝殻腹縁
圧痕文）

(48.0) 内面貝殻条痕。外面貝腹条痕

1-35 1-36 198 4 Ⅲ 4227 深鉢 口縁部 Ⅹ a
貝殻文（貝殻条
痕文 + 貝殻腹縁
圧痕文）

(27.0) 平頭状口唇部。内面貝殻条痕

1-35 1-36 199 3 Ⅱ 3726 深鉢 口縁部 Ⅹ b
貝殻文（貝殻条
痕文 + 貝殻腹縁
押引文）

(30.0) 平頭状口唇部。内面貝殻条痕。口
唇部に連続した刻み目

1-35 1-36 200 4 Ⅲ 4129 深鉢 口縁部 Ⅹ b
貝殻文（貝殻条
痕文 + 貝殻腹縁
押引文）

(41.0) 平頭状口唇部。内面貝殻条痕。口
唇部に連続した刻み目

1-35 1-36 201 4 Ⅱ 4027 深鉢 胴部 Ⅹ b
貝殻文（貝殻条
痕文 + 貝殻腹縁
押引文）

(44.0) 内面貝殻条痕

1-37 1-38 202 3 Ⅲ 3525
3526 深鉢 胴部 Ⅹ c 貝殻文（波状貝

殻文） (128.0) 赤色の胎土。内面貝殻条痕

1-37 1-38 203 3
Ⅱ 3524

深鉢 胴部 Ⅹ c 貝殻文（波状貝
殻文） (98.5) 赤色の胎土。内面貝殻条痕とナデⅢ 3525

3526

1-37 1-38 204 3 覆土 SX302 深鉢 胴部 Ⅹ c 貝殻文（波状貝
殻文） (101.5) 赤色の胎土

1-37 1-38 205 3
1 SK472

深鉢 胴部 Ⅹ c 貝殻文（波状貝
殻文） (60.0) 赤色の胎土Ⅲ 3525

3526

1-39 1-40 206 3 Ⅱ 3727 深鉢 胴部 ⅩⅠa
貝殻沈線文（貝
殻条痕 + 押引文
+ 隆帯文 + 縄文）

(48.0) 胎土に砂混入。内面貝殻条痕。外
面に炭化物付着。RLO 段多条

1-39 1-40 207 3 Ⅱ 3326 深鉢 胴部 ⅩⅠa
貝殻沈線文（貝
殻条痕 + 押引文
+ 隆帯文 + 縄文）

(57.0) 胎土に砂混入。胎土に砂混入。内
面貝殻条痕。LRO 段多条
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1-39 1-40 208 4 盛土 (SF513) 4027 深鉢 胴部 ⅩⅠa
貝殻沈線文（貝
殻条痕 + 押引文
+ 隆帯文 + 縄文）

(32.0) 胎土に砂混入。内面貝殻条痕。縄
文ではない可能性あり。

1-39 1-40 209 4 ｶｸﾗﾝ 4030 深鉢 胴部 ⅩⅠa
貝殻沈線文（貝
殻条痕 + 押引文
+ 隆帯文 + 縄文）

(37.5) 胎土に砂混入。内面貝殻条痕。
RLO 段多条

1-39 1-40 210 4 Ⅲ 4127 深鉢 胴部 ⅩⅠa 貝殻沈線文（貝
殻条痕+押引文） (44.0) 胎土に砂混入。内面貝殻条痕と黒

色化

1-39 1-40 211 4 Ⅱ下 3827 深鉢 胴部 ⅩⅠb
貝殻沈線文（貝
殻腹縁文 + 平行
沈線文+列点文）

(58.0) 胎土に砂混入。内面ミガキ

1-39 1-40 212 4 Ⅱ下 3927 深鉢 口縁部 ⅩⅠb
貝殻沈線文（平
行沈線文 + 列点
文）

(36.0) 胎土に砂混入。尖頭状口唇部。内
面に条痕

1-39 1-40 213 4 Ⅱ下 3929 深鉢 胴部 ⅩⅠb
貝殻沈線文（平
行沈線文 + 列点
文）

(48.0) 胎土に砂混入。内面黒色化

1-41 1-42 214 4

Ⅱ 3929

深鉢 口縁～胴部 ⅩⅠc
常世 1 式　貝殻
沈線文（貝殻腹
縁文 + 平行沈線
文）

(187.0)

胎土に砂混入。焼成具合良好。内
面貝殻条痕。丸頭状口唇部。内面
側口唇部に。連続した内外面指頭
押圧による整形。215 ～ 222 と
同一個体

Ⅱ下 3928
Ⅱ下 3929
Ⅲ下 (SF513) 3928

1-43 1-44 215 4 Ⅲ下 3928 深鉢 口縁部 ⅩⅠc
常世 1 式　貝殻
沈線文（貝殻腹
縁圧痕文 + 平行
沈線文）

(55.0)

胎土に砂混入。焼成具合良好。丸
頭状口唇部。内面側口唇部に、連
続した内外面指頭押圧による整
形。214・216 ～ 222 と同一個
体

1-43 1-44 216 4 Ⅱ下 3929 深鉢 口縁部 ⅩⅠc
常世 1 式　貝殻
沈線文（貝殻腹
縁圧痕文 + 平行
沈線文）

(75.5)

胎土に砂混入。焼成具合良好。丸
頭状口唇部。内面側口唇部に、連
続した内外面指頭押圧による整
形。214・215・217 ～ 222 と同
一個体

1-43 1-44 217 4 Ⅱ 3929 深鉢 口縁部 ⅩⅠc
常世 1 式　貝殻
沈線文（貝殻腹
縁圧痕文 + 平行
沈線文）

(30.0)

胎土に砂混入。焼成具合良好。丸
頭状口唇部。内面側口唇部に、連
続した内外面指頭押圧による整
形。214 ～ 216・218 ～ 222 と
同一個体

1-43 1-44 218 4 Ⅱ下 3928 深鉢 胴部 ⅩⅠc
常世 1 式　貝殻
沈線文（貝殻腹
縁圧痕文 + 平行
沈線文）

(45.0)
胎土に砂混入。焼成具合良好。
214 ～ 217・219 ～ 222 と同一
個体

1-43 1-44 219 4 Ⅱ下 3928 深鉢 口縁部付近 ⅩⅠc
常世 1 式　貝殻
沈線文（貝殻腹
縁圧痕文 + 平行
沈線文）

(63.0)

胎土に砂混入。焼成具合良好。丸
頭状口唇部。内面側口唇部に。連
続した内外面指頭押圧による整
形。214 ～ 218・220 ～ 222 と
同一個体

1-43 1-44 220 4

Ⅱ下 3928

深鉢 胴部 ⅩⅠc
常世 1 式　貝殻
沈線文（平行沈
線文）

(100.0)

胎土に砂混入。焼成具合良好。内
面貝殻条痕。丸頭状口唇部。内面
側口唇部に、連続した内外面指
頭押圧による整形。214 ～ 219・
221 ～ 222 と同一個体

Ⅱ下 3929

Ⅲ下 3928

1-43 1-44 221 4 Ⅱ下 3928 深鉢 胴部 ⅩⅠc
常世 1 式　貝殻
沈線文（平行沈
線文）

(91.0)
胎土に砂混入。焼成具合良好。
214 ～ 220・221・222 と同一個
体

1-43 1-44 222 4 Ⅲ下 3928 深鉢 胴部 ⅩⅠc 常世 1 式　貝殻
沈線文（無文） (66.5)

胎土に砂混入。焼成具合良好。内
外面ナデ。214 ～ 221 と同一個
体

1-45 1-46 223 2 Ⅳ上 4221 深鉢 底部 - 尖底底部 (29.5)
胎土に砂混入。尖底底部。内外面
ミガキ。胎土と焼成具合からⅩⅠ
群の底部か？

1-45 1-46 224
4 Ⅲ 4329

深鉢 底部 - 尖底底部 (42.5)
胎土に砂混入。尖底底部。胎土と
焼成具合からⅥ群かⅦ群の底部
か？3 Ⅲ

線掘
り、

3327

1-45 1-46 225 4 Ⅲ下 (SF513) 4127 深鉢 底部 - 尖底底部 (23.0) 胎土に砂混入。内外面ミガキ。丸
底底部

1-45 1-46 226 2 Ⅱ 4220 深鉢 胴部 ⅩⅡa 縄文条痕文 (59.5) 胎土に繊維と砂混入。内面貝殻条
痕。斜縄文 L

1-45 1-46 227 3 Ⅳ上 3221 深鉢 胴部 ⅩⅡa 縄文条痕文 (35.5) 胎土に繊維と砂混入。内面貝殻条
痕。斜縄文 LR

1-45 1-46 228 3 Ⅲ 3622 深鉢 胴部 ⅩⅡa 縄文条痕文 (37.0) 胎土に繊維と砂混入。内面貝殻条
痕。斜縄文 LRO 段多条

1-45 1-46 229 3 Ⅱ 3323 深鉢 胴部 ⅩⅡa 縄文条痕文 (31.0) 胎土に繊維と砂混入。内面貝殻条
痕。斜縄文 LRO 段多条

1-45 1-46 230 3 Ⅱ 3323 深鉢 胴部 ⅩⅡa 縄文条痕文、
LRO 段多条 (45.5) 胎土に繊維と砂混入。内面貝殻条

痕。斜縄文 LRO 段多条

1-45 1-46 231 4 Ⅲ 4431 深鉢 胴部 ⅩⅡb 縄文条痕文 (54.5) 焼成具合良好。内面条痕。斜行縄
文 LRR?

1-45 1-46 232 4 Ⅲ 4324 深鉢 胴部 ⅩⅡb 縄文条痕文 (40.0) 胎土に砂混入。焼成具合良好。外
面条痕。斜行縄文 LR{l 3}

1-45 1-46 233 4 Ⅱ 4130 深鉢 胴部 ⅩⅢ 原体圧痕文？刺
突文？ (32.0) 胎土に繊維と砂混入。外面に原体

の圧痕、ないし刺突文？

1-45 1-46 234 4 Ⅲ 4029 深鉢 口縁部 ⅩⅣ 条痕文？ (36.0)
胎土に繊維と砂混入。丸頭状口唇
部。口唇部に連続した刻み目。外
面に微細な圧痕
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図版 写真 遺物番号 地区 層 遺構 ｸﾞﾘｯﾄﾞ 器種 部位 分類 文様 器高（㎜） 模様・縄文・調整・備考
2-1 2-2 1 4 Ⅱ 4023 深鉢 胴部 ⅩⅤa 斜縄文 + 押圧縄文 (31.5) 胎土に繊維と砂混入。斜縄文：L{R 2} の

のち、押圧縄文 L{r 2｝

2-1 2-2 2 4 Ⅱ下 3929 深鉢 胴部 ⅩⅤb 結束羽状縄文 (47.5) 胎土に繊維と砂混入。2 段の原体の結束
縄文

2-1 2-2 3 4 ｶｸﾗﾝ 4030 深鉢 胴部 ⅩⅤb 結束羽状縄文 (51.5) 胎土に繊維と砂混入。2 段の原体の結束
縄文

2-1 2-2 4 6 Ⅱ 4829 深鉢 胴部 ⅩⅤb 結束羽状縄文 (51.5) 胎土に繊維と砂混入。2 段の原体の結束
縄文

2-1 2-2 5 4 ｶｸﾗﾝ 4030 深鉢 底部 ⅩⅤc 爪形文 (44.5) 胎土に繊維混入。焼成具合良好。丸底底
部4 Ⅱ 4130 深鉢 底部

2-1 2-2 6 4 盛土 (SF513) 4027 深鉢 胴部 ⅩⅥa 結節縄文 (73.0) 胎土に繊維混入。R{L 2} の結節

2-1 2-2 7 4 盛土 (SF513) 4028 深鉢 底部 ⅩⅥb 縄文 + 底部縄文 (22.5) 胎土に繊維混入。L{R 2} を外面と底部に
施文。AMS：5,435 ± 25cal BP

2-1 2-2 8 4 Ⅲ b 上 4424 深鉢 胴部 ⅩⅥc 羽状縄文 + 沈線文 (49.5) 胎土に繊維と砂混入。焼成具合良好。2
段の原体の羽状縄文、沈線文

2-1 2-2 9 4
Ⅲ 4431

深鉢 胴部 ⅩⅥd 斜縄文 + 半裁竹管押引
文 (75.0)

胎土に繊維と砂混入。内面条痕。R{L 2}
の斜縄文ののち、半裁竹管の押引文。関
東・関山式の影響か？- 4430

2-3 2-4 10 4 Ⅱ下 3929 深鉢 口縁部 ⅩⅥe ループ文 (49.0)
胎土に繊維と砂と海面骨針混入。口唇部
は指頭押圧による小波状縁。斜縄文 R{L 
2}。11~14 と同一個体

2-3 2-4 11 4 Ⅱ下 3929 深鉢 口縁部 ⅩⅥe ループ文 (41.0)
胎土に繊維と砂と海面骨針混入。口唇部
は指頭押圧による小波状縁。斜縄文 R{L 
2}。10・12~14 と同一個体

2-3 2-4 12 4 Ⅱ 3929 深鉢 胴部 ⅩⅥe ループ文 (60.5) 胎土に繊維と砂と海面骨針混入。斜縄文
R{L 2}。10・11・13・14 と同一個体Ⅱ下 3928

2-3 2-4 13 4 Ⅱ 3929 深鉢 胴部 ⅩⅥe ループ文 (49.0) 胎土に繊維と砂と海面骨針混入。斜縄文
R{L 2}。10 ～ 12~14 と同一個体Ⅱ下 3929

2-3 2-4 14 4 Ⅱ 3929 深鉢 胴部 ⅩⅥe ループ文 (57.0) 胎土に繊維と砂と海面骨針混入。斜縄文
R{L 2}。10 ～ 13 と同一個体Ⅱ下 3929

2-3 2-4 15 4

Ⅱ 3929

深鉢 胴部 ⅩⅥe ループ文 (106.5) 胎土に繊維混入。焼成具合良好。斜縄文
R{L 2}。末端環付。16 と同一個体

Ⅱ 4029
Ⅱ 4030

Ⅱ下 4030

2-5 2-6 16 4 Ⅱ 4030 深鉢 胴部 ⅩⅥe ループ文 (94.5) 胎土に繊維混入。焼成具合良好。斜縄文
R{L 2}。末端環付。15 と同一個体

2-5 2-6 17 3 Ⅱ 3424 深鉢 口縁部 ⅩⅥe ループ文 (46.0) 胎土に繊維と砂混入。丸頭状口唇部。斜
縄文 L{R 2}。末端環付

2-5 2-6 18 3 Ⅱ 3421
深鉢 口縁部 ⅩⅥe ループ文 (65.5) 胎土に繊維混入。丸頭状口唇部。斜縄文

R{L 2}。末端環付盛土 (SF488) 3421
4 Ⅲ 4228

2-5 2-6 19 4 Ⅲ (SF513) 4127 深鉢 口縁部 ⅩⅥe ループ文 (54.0) 胎土に繊維混入。丸頭状口唇部。斜縄文
R{L 2}。末端環付

2-5 2-6 20 4 Ⅱ 3929 深鉢 口縁部 ⅩⅥe ループ文 (27.0) 胎土に繊維と砂混入。平頭状口唇部。斜
縄文 R{L 2}。末端環付

2-5 2-6 21 4 Ⅱ下 3928 深鉢 口縁部 ⅩⅥe ループ文 (35.0)
胎土に繊維と砂混入。平頭状口唇部。斜
縄文 R{L 2}。末端環付。AMS：5,710 ±
25cal BP

2-5 2-6 22 4 盛土 (SF513) 4027 深鉢 口縁部 ⅩⅥ ループ文 (68.5) 胎土に繊維と砂混入。平頭状口唇部。斜
縄文 R{L 2}。末端環付

2-5 2-6 23 4 Ⅲ 4030 深鉢 口縁部 ⅩⅥe ループ文 (58.0) 胎土に繊維と砂混入。丸頭状口唇部。斜
縄文 R{L 2}。末端環付

2-7 2-8 24 4 Ⅱ 4030 深鉢 口縁部 ⅩⅥe ループ文 (60.0) 胎土に繊維混入。平頭状口唇部。内面黒
色化。斜縄文 R{L 2}。末端環付Ⅱ下 4030

2-7 2-8 25 4 Ⅲ (SF513) 4127 深鉢 口縁部 ⅩⅥe ループ文 (28.5) 胎土に繊維混入。丸頭状口唇部。斜縄文
R{L 2}。末端環付

2-7 2-8 26 4 Ⅲ (SF513) 3930 深鉢 口縁部 ⅩⅥe ループ文 (29.0) 胎土に繊維と砂混入。焼成具合良好。平
頭状口唇部。斜縄文 R{L 2}。末端環付

2-7 2-8 27 4 Ⅱ下 3830 深鉢 口縁部 ⅩⅥe ループ文 (36.5) 胎土に繊維と砂混入。丸頭状口唇部。斜
縄文 R{L 2}。末端環付

2-7 2-8 28 4 Ⅱ下 3928 深鉢 口縁部 ⅩⅥe ループ文 (49.5) 胎土に繊維と砂混入。丸頭状口唇部。斜
縄文 R{L 2}。末端環付。30 と同一個体

2-7 2-8 29 4 Ⅲ (SF513) 4127 深鉢 口縁部 ⅩⅥe ループ文 (56.0) 胎土に繊維混入。平頭状口唇部。斜縄文
R{L 2}。末端環付

2-7 2-8 30 4 Ⅲ下 (SF513) 4028 深鉢 口縁部 ⅩⅥe ループ文 (74.0) 胎土に繊維と砂混入。平頭状口唇部。斜
縄文 R{L 2}。末端環付。28 と同一個体

2-7 2-8 31 3 盛土 SF488 3422 深鉢 胴部 ⅩⅥe ループ文 (60.5) 胎土に繊維と砂混入。斜縄文 R{L 2}。末
端環付

2-7 2-8 32 4 Ⅲ (SF513) 4127 深鉢 胴部 ⅩⅥe ループ文 (33.0) 胎土に繊維混入。斜縄文 R{L 2}。末端環
付

2-7 2-8 33 4 Ⅱ 3939 深鉢 胴部 ⅩⅥe ループ文 (59.0) 胎土に繊維と砂混入。斜縄文 R{L 2}。末
端環付Ⅲ下 3928

2-9 2-10 34 4 Ⅱ 3927 深鉢 胴部 ⅩⅥe ループ文 (63.0) 胎土に繊維と砂混入。斜縄文 R{L 2}。末
端環付

2-9 2-10 35 4 - 倒木痕 深鉢 胴部 ⅩⅥe ループ文 (46.0) 胎土に繊維混入。斜縄文 R{L 2}。末端環
付？

表Ⅲ -2　縄文時代前期土器観察表
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図版 写真 遺物番号 地区 層 遺構 ｸﾞﾘｯﾄﾞ 器種 部位 分類 文様 器高（㎜） 模様・縄文・調整・備考
2-9 2-10 36 4 Ⅱ 4124 深鉢 胴部 ⅩⅥe ループ文 (56.5) 胎土に繊維と砂混入。斜縄文 R{L 2}。末

端環付

2-9 2-10 37 4 Ⅲ (SF513) 4127 深鉢 胴部 ⅩⅥe ループ文 (135.0) 胎土に繊維と砂混入。斜縄文 R{L 2}。末
端環付

2-9 2-10 38 4 Ⅱ 4431 深鉢 口縁部 ⅩⅥ f 斜縄文 (39.5) 胎土に繊維と砂混入。口唇部は指頭押圧
による小波状縁。斜縄文 R{L 2}Ⅲ 4431

2-9 2-10 39 4 Ⅲ 4127 深鉢 口縁部 ⅩⅥ f 斜縄文 (40.0) 胎土に繊維とと砂混入。丸頭状口唇部。
斜縄文 R{L 2}

2-9 2-10 40 4 Ⅲ下 4129 深鉢 口縁部 ⅩⅥ f 斜縄文 (45.0) 胎土に繊維と砂混入。口唇部は指頭押圧
による小波状縁。斜縄文 R{L 2}

2-9 2-10 41 4 Ⅱ下 3929 深鉢 口縁部 ⅩⅥ f 斜縄文 (26.5) 胎土に繊維と砂混入。丸頭状口唇部。斜
縄文 R{L 2}

2-11 2-12 42 4 Ⅲ (SF513) 4127 深鉢 口縁部 ⅩⅥ f 斜縄文 (69.5) 胎土に繊維と砂混入。平頭状口唇部。斜
縄文 R{L 2}

2-11 2-12 43 4 Ⅲ 4128 深鉢 口縁部 ⅩⅥ f 斜縄文 (51.5) 胎土に繊維と砂混入。尖頭状口唇部。斜
縄文 R{L 2}

2-11 2-12 44 4 Ⅲ下 3928 深鉢 口縁部 ⅩⅥg 羽状縄文 (74.5) 胎土に繊維と砂混入。丸頭状口唇部。2
段の原体の非結束羽状縄文

2-11 2-12 45 4 盛土 4026 深鉢 胴部 ⅩⅥh 斜縄文 (43.0) 胎土に繊維と砂混入。斜縄文 R{L 2}
2-11 2-12 46 4 Ⅲ 4429 深鉢 胴部 ⅩⅥh 斜縄文 (45.5) 胎土に繊維と砂混入。斜縄文 R{L 2}
2-11 2-12 47 4 Ⅲ 4029 深鉢 胴部 ⅩⅥh 斜縄文 (40.0) 胎土に繊維と砂混入。斜縄文 R{l 2}
2-11 2-12 48 6 Ⅲ b 上 4827 深鉢 胴部 ⅩⅥh 斜縄文 (63.0) 胎土に繊維と砂混入。斜縄文 R{L 2}

2-13 2-14 49 4 Ⅲ下 (SF513) 4028 深鉢 胴部 ⅩⅥ i 非結束羽状縄文 (55.0) 胎土に繊維混入。2 段の原体の非結束羽
状縄文。補修孔

2-13 2-14 50 4 Ⅱ下 3929 深鉢 胴部 ⅩⅥ i 非結束羽状縄文 (49.5) 胎土に繊維と砂混入。2 段の原体の非結
束羽状縄文

2-13 2-14 51 6 Ⅲ b 下 4528 深鉢 胴部 ⅩⅥ i 非結束羽状縄文 (36.5) 胎土に繊維と砂混入。2 段の原体の非結
束羽状縄文
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.0

)
口

：
隆

沈
線

に
よ

る
渦

巻
文

　
胴

：
縄

文
(L

R
縦

)→
沈

線
 

全
体

的
に

摩
滅

し
て

い
る

3-
1

3-
2

4
RP

22
7

1
F･

最
下

SK
13

38
19

深
鉢

口
縁

～
胴

部
大

木
8b

―
―

(2
87

.0
)

口
：

隆
帯

に
よ

る
円

文
、

隆
帯

　
胴

：
縄

文
(L

R
縦

)

3-
3

3-
4

5
RP

22
8

1
F

SK
13

38
19

深
鉢

口
縁

部
大

木
8b

(古
)

―
―

(1
14

.5
)

口
：

中
空

突
起

3-
3

3-
4

6
RP

22
7

1
SK

13
38

19
深

鉢
口

縁
部

大
木

8b
(中

)
―

―
（

82
.5

）
口

：
隆

沈
線

に
よ

る
渦

巻
文

、
短

沈
線

充
填

3-
3

3-
4

7
1

SK
13

38
19

深
鉢

口
縁

～
底

部
大

木
8b

―
―

(7
1.

0)
口

：
縄

文
(R

L
横

)→
隆

沈
線

　
頸

：
無

文
　

胴
：

縄
文

(R
L

縦
)→

沈
線

に
よ

る
渦

巻
文

3-
3

3-
4

8
1

35
19

深
鉢

胴
部

大
木

8a
(新

)
―

―
（

19
0.

5）
頸

：
縄

文
(L

RL
縦

)→
隆

帯
に

よ
る

波
状

文
　

胴
：

縄
文

(L
RL

縦
)→

隆
帯

に
よ

る
渦

巻
文

3-
3

3-
4

9
1

34
19

･3
31

9
深

鉢
口

縁
～

胴
部

大
木

8b
―

―
18

7.
5

口
：

隆
帯

に
よ

る
円

文
、

隆
帯

　
胴

：
無

文
 外

面
の

ケ
ズ

リ
痕

が
顕

著

3-
5

3-
6

10
RP

22
3

2
F

SX
34

40
20

深
鉢

口
縁

～
底

部
大

木
8b

24
5.

0
(1

12
.0

)
34

0.
0

口
：

隆
帯

　
胴

：
縄

文
(L

R
縦

)

3-
5

3-
6

11
2

Ⅱ
39

21
台

付
鉢

底
部

―
65

.0
(1

7.
5)

台
部

は
無

文

3-
5

3-
6

12
2

Ⅱ
43

18
深

鉢
口

縁
部

大
木

8a
―

―
(9

0.
0)

口
：

中
空

突
起

(円
孔

あ
り

)

3-
5

3-
6

13
2

Ⅱ
･

Ⅱ
下

43
18

深
鉢

口
縁

部
大

木
8a

(新
)

―
―

（
12

7.
0）

口
：

中
空

突
起

　
頸

：
隆

帯
に

よ
る

波
状

文

3-
7

3-
8

14
2

Ⅱ
下

43
18

深
鉢

胴
部

大
木

8a
(新

)
―

―
(8

4.
0)

頸
～

胴
：

縄
文

(L
R

縦
)→

隆
帯

に
よ

る
波

状
文

、
渦

巻
文

、
区

画
文

3-
7

3-
8

15
2

Ⅱ
下

43
18

深
鉢

胴
部

大
木

8a
(新

)
―

―
（

17
1.

0）
頸

～
胴

：
縄

文
(L

R
縦

)→
隆

帯
に

よ
る

波
状

文
、

渦
巻

文
、

区
画

文

3-
7

3-
8

16
2

Ⅱ
･

Ⅱ
下

43
18

深
鉢

胴
部

大
木

8a
(新

)
―

―
（

28
7.

0）
胴

：
縄

文
(L

R
縦

)→
隆

帯

3-
9

3-
10

17
RP

31
3

3
2

下
SK

26
8

34
28

深
鉢

底
部

―
―

(2
2.

5)
底

：
網

代
痕

3-
9

3-
10

18
RP

31
5

3
SK

28
5

36
24

深
鉢

口
縁

部
大

木
8b

(古
)

―
―

(1
87

.0
)

口
：

中
空

突
起

、
縄

文
(R

L
縦

)→
隆

沈
線

に
よ

る
渦

巻
文

3-
9

3-
10

19
RP

31
5

3
SK

28
5

36
24

深
鉢

口
縁

部
大

木
8b

―
―

(1
19

.0
)

口
：

縄
文

(R
L

縦
)→

隆
沈

線
に

よ
る

渦
巻

文
　

頸
：

無
文

3-
11

3-
12

20
3

1
～

7
SK

30
7

36
27

深
鉢

口
縁

～
胴

部
大

木
8a

?
―

―
(1

32
.5

)
口

：
隆

帯
に

よ
る

ク
ラ

ン
ク

文
　

胴
：

縄
文

(L
R

縦
)　

21
.2

1
は

同
一

個
体

RP
46

8･
48

0
8

RP
47

9
9

3-
11

3-
12

21
RP

51
7･

52
5･

53
7

3
8

SK
30

7
36

27
深

鉢
口

縁
～

胴
部

大
木

8a
?

(1
72

.5
)

口
：

隆
帯

に
よ

る
ク

ラ
ン

ク
文

　
胴

：
縄

文
(L

R
縦

)

3-
11

3-
12

22
RP

40
7･

46
7

3
8

SK
30

7
36

27
深

鉢
口

縁
～

胴
部

大
木

8a
?

―
―

(1
17

.0
)

口
：

隆
帯

に
よ

る
ク

ラ
ン

ク
文

　
胴

：
縄

文
(L

R
縦

)
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図
版

写
真

遺
物

番
号

登
録
番
号

区
層

遺
構

グ
リ
ッ
ド

器
種

部
位

時
期

計
測
値
（
㎜
）

模
様
・
縄
文
・
調
整
・
備
考

口
径

底
径

器
高

3-
11

3-
12

23
3

1
～

7･
底

面

SK
30

7
36

27
深

鉢
胴

部
～

底
部

―
（

17
0.

0）
(3

24
.0

)
胴

：
縄

文
(L

R
縦

)　
底

：
網

代
痕

RP
47

4･
47

5･
47

6･
47

7･
47

8･
48

1･
50

8･
51

4･
52

4･
52

6
8

3-
11

3-
12

24
RP

47
1

3
3

SK
30

7
36

27
台

付
鉢

胴
部

～
脚

部
―

（
54

.0
）

（
38

.0
）

残
存

部
は

無
文

8
下

部

3-
13

3-
14

25
3

SK
32

6
34

28
深

鉢
口

縁
～

胴
部

大
木

8b
―

―
（

19
8.

5）
口

：
隆

沈
線

に
よ

る
渦

巻
文

　
頸

：
無

文
　

胴
：

縄
文

(L
R

縦
)→

沈
線

に
よ

る
渦

巻
文

3-
13

3-
14

26
3

SK
32

6
34

28
深

鉢
口

縁
部

不
明

―
―

(2
1.

0)
種

子
圧

痕
同

定
試

料
No

.7
　

胴
：

縄
文

(原
体

不
明

)

3-
13

3-
14

27
RP

57
5･

57
6

3
Y

SK
33

3
35

27
深

鉢
口

縁
～

胴
部

大
木

8b
(新

)?
―

―
(4

27
.0

)
口

：
隆

帯
に

よ
る

円
文

、
隆

帯
　

胴
：

短
沈

線

3-
13

3-
14

28
3

3
SK

38
6

37
25

深
鉢

口
縁

～
胴

部
大

木
8b

(古
)

―
―

（
17

9.
0）

口
：

縄
文

(L
R

縦
)→

隆
帯

に
よ

る
渦

巻
文

　
頸

：
無

文
　

胴
：

縄
文

(L
R

縦
)

3-
15

3-
16

29
3

21
･3

9
SK

39
3

36
24

･3
72

4
深

鉢
口

縁
～

胴
部

大
木

8a
―

―
(1

33
.5

)
口

：
隆

帯
に

よ
る

波
状

文
　

頸
：

無
文

　
胴

：
縄

文
(L

R
縦

)

3-
15

3-
16

30
3

49
～

61
SK

39
3

36
24

･3
72

4
深

鉢
口

縁
～

底
部

大
木

8b
(中

)
23

2.
0

80
.0

26
0.

0
口

：
縄

文
(R

L
横

)→
隆

帯
に

よ
る

渦
巻

文
　

頸
：

無
文

　
胴

：
縄

文
(R

L
縦

)→
沈

線
文

に
よ

る
渦

巻
文

RP
56

1･
56

2
61

3-
15

3-
16

31
3

49
～

61
SK

39
3

36
24

･3
72

4
深

鉢
口

縁
部

大
木

8b
(中

～
新

)
―

―
（

20
3.

5）
口

：
沈

線
に

よ
る

渦
巻

文
を

加
え

た
突

起
、

縄
文

(L
R

縦
)→

隆
沈

線
　

頸
：

無
文

　
胴

：
縄

文
(L

R
縦

)→
隆

沈
線

に
よ

る
渦

巻
文

（
55

）
SK

39
6

37
24

･3
82

4
SK

39
9

36
23

3-
17

3-
18

32

RP
57

1

3

(5
4)

SK
39

6
37

24
･3

82
4

深
鉢

口
縁

～
底

部
大

木
8b

(古
)

34
8.

0
11

0.
0

46
6.

0

口
：

沈
線

に
よ

る
渦

巻
文

を
加

え
た

中
空

突
起

2
単

位
、

縄
文

(R
L

横
)→

隆
沈

線
に

よ
る

渦
巻

文
　

頸
：

無
文

　
胴

：
縄

文
(R

L
縦

)→
沈

線
文

　
炭

化
物

付
着

・
海

綿
骨

針
を

含
む

　
炭

素
窒

素
安

定
同

位
体

測
定

・
AM

S
試

料
No

. 2

(5
5)

･(
55

b)

RP
57

1･
57

3
(6

1)

3-
19

3-
20

33
3

(5
2a

)･
(5

2b
)

SK
39

6
37

24
･3

82
4

深
鉢

口
縁

～
底

部
大

木
8b

(中
)

41
5.

0
15

0.
0

51
2.

0
口

：
縄

文
(L

R
横

)→
隆

沈
線

に
よ

る
渦

巻
文

　
頸

：
無

文
　

胴
：

縄
文

(L
R

縦
)→

隆
沈

線
に

渦
巻

文
RP

56
0

(5
4)

～
(5

5)

3-
21

3-
22

34
3

(3
7)

SK
39

6
37

24
･3

82
4

深
鉢

口
縁

部
大

木
8b

(中
～

新
)

―
―

(7
8.

5)
口

：
沈

線
に

よ
る

渦
巻

文
を

加
え

た
中

空
突

起

3-
21

3-
22

35
3

（
48

a)
SK

39
6

37
24

･3
82

4
深

鉢
口

縁
部

大
木

8b
(中

～
新

)
―

―
(7

4.
5)

口
：

沈
線

に
よ

る
渦

巻
文

を
加

え
た

中
空

突
起

3-
21

3-
22

36
3

1
～

5
SK

39
6

37
24

･3
82

4
深

鉢
口

縁
～

胴
部

大
木

8b
―

―
(1

61
.5

)
口

：
隆

沈
線

に
よ

る
渦

巻
文

　
頸

：
無

文
　

胴
：

縄
文

(R
LR

縦
)→

沈
線

文

3-
21

3-
22

37
3

30
･3

1･
48

SK
39

6
37

24
･3

82
4

浅
鉢

口
縁

～
胴

部
大

木
8b

―
―

(9
0.

0)
口

：
隆

沈
線

に
よ

る
渦

巻
文

　
胴

：
無

文

3-
21

3-
22

38
3

(5
5)

SK
39

6
37

24
･3

82
4

浅
鉢

口
縁

～
底

部
大

木
8b

(中
)

(2
00

.0
)

72
.0

93
.0

口
：

隆
沈

線
に

よ
る

渦
巻

文
　

胴
：

無
文

RP
56

5
(5

5b
)

3-
21

3-
22

39
RP

56
4

3
8

下
SK

39
8

36
23

･3
72

3
深

鉢
口

縁
～

底
部

大
木

8b
(中

)
(1

42
.0

)
82

.0
93

.0
口

：
縄

文
(L

R
横

)→
隆

沈
線

に
よ

る
渦

巻
文

　
頸

：
無

文
　

胴
：

縄
文

(R
L

？
縦

)→
沈

線
文

に
よ

る
区

画
文

・
渦

巻
文
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図
版

写
真

遺
物

番
号

登
録
番
号

区
層

遺
構

グ
リ
ッ
ド

器
種

部
位

時
期

計
測
値
（
㎜
）

模
様
・
縄
文
・
調
整
・
備
考

口
径

底
径

器
高

3-
23

3-
24

40
3

20
･2

2
SK

39
9

36
23

深
鉢

口
縁

～
胴

部
大

木
8b

―
―

(1
42

.0
)

頸
：

無
文

　
胴

：
縄

文
(R

L
縦

)→
沈

線
文

に
よ

る
区

画
文

、
渦

巻
文

3-
23

3-
24

41
3

15
SK

39
8

37
23

深
鉢

口
縁

～
底

部
大

木
8b

(中
)

―
―

（
11

6.
0）

口
：

縄
文

(L
R

横
)→

隆
沈

線
に

よ
る

区
画

文
・

渦
巻

文
　

頸
：

無
文

　
胴

：
縄

文
(L

R
縦

)→
沈

線
文

1
SK

50
1

36
20

3-
23

3-
24

42
3

上
SK

50
1

36
20

深
鉢

口
縁

部
大

木
8

中
―

―
(9

1.
0)

口
：

隆
帯

に
よ

る
区

画
、

区
画

内
に

幅
広

の
短

沈
線

充
填

、
縄

文
(R

L
横

)

3-
23

3-
24

43
3

2
SK

50
1

36
20

深
鉢

口
縁

部
大

木
8

中
?

―
―

(3
7.

0)
口

：
口

唇
部

に
刻

み
目

、
縄

文
(R

L
横

?)
　

種
子

圧
痕

同
定

試
料

No
.8

3-
23

3-
24

44
3

2･
4

SK
50

1
36

20
深

鉢
胴

部
大

木
8b

(中
)

―
―

(1
39

.0
)

胴
：

縄
文

(R
L

縦
)→

隆
沈

線
に

よ
る

渦
巻

文

3-
23

3-
24

45
3

2
SK

50
1

36
20

深
鉢

胴
部

大
木

8b
(中

)
―

―
(9

0.
5)

胴
：

縄
文

(R
L

縦
)→

隆
沈

線
に

よ
る

渦
巻

文

3-
23

3-
24

46
3

2
SK

50
1

36
20

深
鉢

胴
部

大
木

8b
(中

)
―

―
(1

75
.5

)
頸

：
無

文
　

胴
：

縄
文

(R
L

縦
)→

隆
線

文
に

よ
る

区
画

文
・

渦
巻

文

3-
23

3-
24

47
3

2･
4

SK
50

1
36

20
深

鉢
口

縁
部

大
木

8b
(中

)
―

―
（

86
.5

）
口

：
縄

文
(R

L
横

)→
隆

沈
線

に
よ

る
渦

巻
文

　
頸

：
無

文

3-
23

3-
24

48
3

2･
4

SK
50

1
36

20
深

鉢
口

縁
部

大
木

8b
(中

)
―

―
（

87
.0

）
口

：
縄

文
(R

L
横

)→
隆

沈
線

に
よ

る
渦

巻
文

　
頸

：
無

文
　

胴
：

縄
文

(R
L

？
縦

)

3-
25

3-
26

49
3

SK
53

7
36

19
･3

62
0

深
鉢

口
縁

部
大

木
8b

―
―

(3
6.

0)
口

：
隆

沈
線

　
種

子
圧

痕
同

定
試

料
No

.1
0　

50
と

同
一

個
体

3-
25

3-
26

50
3

F(
中

)
SK

53
7

36
19

･3
62

0
深

鉢
口

縁
部

大
木

8b
―

―
(7

6.
5)

口
：

隆
沈

線
　

胴
：

縄
文

(L
R

縦
)

3-
25

3-
26

51
RP

57
0

3
F(

中
)

SK
53

7
36

19
･3

62
0

深
鉢

胴
部

―
―

(6
8.

5)
胴

：
縄

文
(L

R
縦

？
)　

種
子

圧
痕

同
定

試
料

No
.6

3-
25

3-
26

52
3

SK
53

7
36

19
･3

62
0

浅
鉢

底
部

―
―

(6
9.

0)
胴

：
縄

文
(L

R
縦

)

3-
25

3-
26

53
3

SK
53

7
36

19
･3

62
0

深
鉢

口
縁

部
―

―
(5

3.
0)

種
子

圧
痕

同
定

試
料

No
.9

3-
25

3-
26

54
RP

56
9

3
F(

中
)

SK
53

7
36

19
･3

62
0

浅
鉢

口
縁

～
底

部
大

木
8b

―
（

11
8.

0）
15

1.
5

口
：

隆
沈

線
に

よ
る

渦
巻

文
　

胴
：

無
文

3-
25

3-
26

55
RP

57
0

3
10

・
F(

中
)

SK
53

7
36

19
･3

62
0

浅
鉢

口
縁

～
底

部
大

木
8b

―
―

（
16

9.
0）

口
：

隆
沈

線
に

よ
る

渦
巻

文
　

胴
：

無
文

3-
25

3-
26

56
3

1
SX

48
3

34
26

深
鉢

胴
部

大
木

8b
(1

41
.5

)
胴

：
隆

沈
線

→
矢

羽
根

状
の

短
沈

線

3-
25

3-
26

57
3

1
SX

48
3

34
26

深
鉢

胴
部

大
木

8b
―

―
（

86
.0

）
胴

：
隆

沈
線

→
矢

羽
根

状
の

短
沈

線

3-
27

3-
28

58
RP

23
6

3
1

SX
48

3
34

25
深

鉢
口

縁
部

大
木

8b
(中

)
―

―
(1

89
.0

)
口

：
沈

線
に

よ
る

渦
巻

文
を

加
え

た
中

空
突

起
、

縄
文

(R
LR

縦
)→

隆
沈

線
に

よ
る

渦
巻

文
　

頸
：

無
文

SP
49

9

3-
27

3-
28

59
RP

49
0

3
Ⅲ

中
SF

48
8

33
22

深
鉢

口
縁

～
底

部
大

木
8b

(古
)（

18
0.

0）
80

.0
21

3.
0

口
：

隆
沈

線
に

よ
る

渦
巻

文
　

頸
：

無
文

　
胴

：
縄

文
(L

R
縦

)→
沈

線
文

に
よ

る
渦

巻
文

3-
27

3-
28

60
RP

45
3

3
盛

土
下

SF
48

8
33

23
深

鉢
口

縁
～

胴
部

大
木

8b
(古

)
―

―
(2

24
.0

)
口

：
縄

文
(L

R
横

)→
隆

沈
線

に
よ

る
渦

巻
文

　
頸

：
無

文
　

胴
：

縄
文

(L
R

縦
)→

沈
線

に
よ

る
渦

巻
文

33
22



遺物観察表

130

図
版

写
真

遺
物

番
号

登
録
番
号

区
層

遺
構

グ
リ
ッ
ド

器
種

部
位

時
期

計
測
値
（
㎜
）

模
様
・
縄
文
・
調
整
・
備
考

口
径

底
径

器
高

3-
27

3-
28

61
3

Ⅱ
33

20
･3

42
0

深
鉢

口
縁

部
大

木
8b

(古
)

(2
56

.0
)

―
(1

00
.0

)
口

：
縄

文
(R

L
縦

)→
隆

沈
線

に
よ

る
区

画
文

・
渦

巻
文

　
頸

：
無

文
Ⅱ

34
21

･2
51

9
Ⅲ

34
20

RP
14

5
SF

48
8

34
21

3-
29

3-
30

62
RP

25
2

3
Ⅱ

･
盛

土
下

SF
48

8
33

23
深

鉢
口

縁
～

胴
部

大
木

8b
(中

)
―

―
（

17
8.

0）
口

：
縄

文
(L

R
縦

)→
隆

沈
線

に
よ

る
渦

巻
文

　
頸

：
無

文
　

胴
：

縄
文

(L
R

縦
)→

沈
線

文

3-
29

3-
30

63
3

Ⅱ
･

盛
土

SF
48

8
33

22
深

鉢
口

縁
～

胴
部

大
木

8b
(古

)?
12

2.
0

―
（

13
5.

0）
口

：
隆

沈
線

に
よ

る
渦

巻
文

　
頸

：
無

文
　

胴
：

縄
文

(R
LR

縦
)→

沈
線

文
に

よ
る

区
画

文
・

波
状

文
RP

45
1･

45
3

盛
土

下

3-
29

3-
30

64
RP

25
3

3
Ⅱ

･
盛

土
下

33
22

深
鉢

口
縁

～
胴

部
大

木
8b

―
―

（
18

4.
0）

口
：

隆
帯

に
よ

る
円

文
、

隆
帯

　
頸

：
無

文
　

胴
：

縄
文

(L
R

縦
)→

隆
沈

線
に

よ
る

渦
巻

文
　

樽
形

SF
48

8
33

22

3-
29

3-
30

65
RP

55
9

3
Ⅲ

下
SF

48
8

33
22

深
鉢

口
縁

～
底

部
大

木
8b

―
39

.0
77

.0
口

：
隆

沈
線

に
よ

る
渦

巻
文

、頸
：

無
文

　
胴

：
縄

文
(R

L
縦

)→
沈

線
文

3-
29

3-
30

66
3

Ⅲ
中

SF
48

8
33

22
深

鉢
口

縁
部

大
木

8a
(新

)
―

―
（

99
.5

）
口

：
突

起
　

縄
文

(L
R

縦
)→

隆
帯

に
よ

る
波

状
文

RP
54

5
Ⅲ

下

3-
29

3-
30

67
3

Ⅲ
中

SF
48

8
33

22
深

鉢
口

縁
部

大
木

8b
(中

)
―

―
(1

13
.0

)
口

：
沈

線
に

よ
る

渦
巻

文
を

加
え

た
中

空
突

起
、

縄
文

(L
R

横
)→

隆
沈

線
　

海
綿

骨
針

を
含

む

3-
29

3-
30

68
RP

54
3

3
Ⅲ

下
SF

48
8

33
22

深
鉢

口
縁

部
大

木
8b

―
―

(1
29

.0
)

口
：

沈
線

に
よ

る
渦

巻
文

を
加

え
た

把
手

3-
31

3-
32

69
RP

44
3

3
盛

土
2

SF
48

8
34

22
深

鉢
胴

部
大

木
8a

(新
)

―
―

（
40

0.
0）

頸
：

縄
文

(L
R

縦
)→

隆
帯

に
よ

る
波

状
文

　
胴

：
縄

文
(L

R
縦

)→
隆

沈
線

に
よ

る
区

画
文

・
渦

巻
文

盛
土

下

3-
31

3-
32

70
3

Ⅱ

33
22

深
鉢

胴
部

大
木

8b
(古

)
―

―
（

27
1.

5）
胴

：
縄

文
(L

R
縦

)→
隆

沈
線

に
よ

る
区

画
文

・
渦

巻
文

RP
49

3
Ⅲ

中

SF
48

8
RP

54
3

Ⅲ
下

RP
49

2
盛

土
中

RP
25

2･
45

3
盛

土
下

33
23

3-
31

3-
32

71
RP

54
3

3
Ⅲ

下
SF

48
8

33
22

深
鉢

胴
部

―
―

(5
2.

5)
胴

：
隆

帯
、

無
文

　
黒

漆
が

付
着

　
有

孔
鍔

付
土

器
の

可
能

性
　

塗
膜

分
析

試
料

№
2 

3-
31

3-
32

72
3

Ⅲ
SF

48
8

34
22

深
鉢

胴
部

大
木

8b
―

―
(6

7.
5)

胴
：

矢
羽

状
の

短
沈

線

3-
31

3-
32

73
3

Ⅱ
･

Ⅲ
33

22
深

鉢
胴

部
～

底
部

大
木

8b
―

（
12

0.
0）

（
18

2.
0）

胴
：

縄
文

(L
R

縦
)→

隆
沈

線
に

よ
る

渦
巻

文
RP

45
1

盛
土

下
SF

48
8

3-
33

3-
34

74
3

Ⅱ
34

21
深

鉢
胴

部
～

底
部

大
木

8b
―

（
13

4.
0）

（
27

8.
0）

胴
：

縄
文

(R
L

縦
)→

隆
沈

線
盛

土
SF

48
8

34
22

3-
33

3-
34

75
RP

14
4･

14
5

3
Ⅱ

34
21

深
鉢

胴
部

～
底

部
大

木
8a

(新
)

―
14

4.
0

（
12

3.
0）

胴
：

縄
文

(R
LR

縦
)→

隆
帯

に
よ

る
波

状
文

、
隆

沈
線

　
底

：
網

代
痕

盛
土

下
34

22
SF

48
8

3-
33

3-
34

76
3

SP
53

6
33

24
深

鉢
胴

部
～

底
部

―
45

.0
(7

4.
0)

胴
：

縄
文

(L
R

縦
)

3-
33

3-
34

77
RP

45
2

3
盛

土
下

SF
48

8
33

23
深

鉢
底

部
―

―
(6

.0
)

底
：

網
代

痕
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写
真

遺
物

番
号

登
録
番
号

区
層

遺
構

グ
リ
ッ
ド

器
種

部
位

時
期

計
測
値
（
㎜
）

模
様
・
縄
文
・
調
整
・
備
考

口
径

底
径

器
高

3-
33

3-
34

78
3

SF
48

8
33

21
深

鉢
底

部
―

―
（

24
.0

）
胴

：
隆

沈
線

、
無

文
、

黒
漆

付
着

　
有

孔
鍔

付
土

器
の

可
能

性

3-
33

3-
34

79
3

Ⅲ
中

SF
48

8
34

22
台

付
鉢

底
部

―
―

(4
6.

5)
脚

：
４

つ
に

分
か

れ
る

ス
リ

ッ
ト

あ
り

、
無

文

3-
35

3-
36

80
RP

49
3

3
Ⅲ

中
SF

48
8

33
22

深
鉢

?
胴

部
～

底
部

大
木

8b
(古

)
―

13
5.

0
31

9.
0

胴
：

隆
帯

に
よ

る
区

画
文

・
渦

巻
文

、
無

文
　

胴
部

下
半

に
黒

漆
付

着
　

有
孔

鍔
付

土
器

の
可

能
性

も
。

RP
54

3
Ⅲ

下

3-
35

3-
36

81
RP

23
6

3
SP

49
9

34
26

深
鉢

胴
部

大
木

8b
―

―
(8

4.
0)

胴
：

隆
沈

線
に

よ
る

渦
巻

文
→

矢
羽

根
状

の
短

沈
線

3-
35

3-
36

82
3

Ⅱ
33

25
深

鉢
胴

部
大

木
8b

―
―

（
15

7.
5）

胴
：

隆
沈

線
に

よ
る

渦
巻

文
→

矢
羽

根
状

の
短

沈
線

RP
23

6
SP

49
9

34
26

3-
35

3-
36

83
3

SP
50

7
34

26
深

鉢
胴

部
大

木
8b

―
―

(7
5.

5)
胴

：
隆

沈
線

に
よ

る
渦

巻
文

→
矢

羽
根

状
の

短
沈

線

3-
35

3-
36

84
RP

15
4

3
Ⅲ

･
盛

土
下

SF
48

8
33

23
深

鉢
口

縁
～

胴
部

大
木

8b
19

4.
0

―
(2

52
.0

)
口

：
隆

帯
　

胴
：

縄
文

(L
R

縦
)　

樽
形

3-
35

3-
36

85
3

Ⅱ
33

23
深

鉢
口

縁
～

胴
部

―
―

(1
04

.0
)

口
：

押
圧

縄
文

(L
R)

　
胴

：
縄

文
(R

L)
RP

25
2

Ⅲ
SF

48
8

3-
35

3-
36

86
3

Ⅱ
33

22
有

孔
鍔

付
口

縁
～

胴
部

大
木

8b
（

13
6.

0）
―

（
12

3.
5）

口
：

有
孔

鍔
付

、
隆

帯
　

頸
：

無
文

、
僅

か
に

赤
漆

付
着

 
胴

：
隆

沈
線

に
よ

る
渦

巻
文

(欠
損

)
RP

49
4

Ⅲ
中

SF
48

8

3-
37

3-
38

87
3

Ⅱ
34

21
･3

42
2

浅
鉢

口
縁

～
底

部
大

木
8a

(新
)

（
29

1.
0）

（
11

8.
0）

16
2.

5
口

：
隆

帯
に

よ
る

波
状

文
・

渦
巻

文
、

縄
文

(L
R

横
)→

隆
帯

　
胴

：
無

文

Ⅲ
SF

48
8

34
22

Ⅲ
上

34
22

RP
49

8
Ⅲ

中
SF

48
8

34
22

盛
土

下
34

22

3-
37

3-
38

88
3

Ⅱ
34

21
浅

鉢
口

縁
～

底
部

大
木

8b
41

8.
0

―
15

5.
0

口
：

隆
沈

線
に

よ
る

渦
巻

文
　

胴
：

無
文

盛
土

下
SF

48
8

34
21

･3
42

2

3-
37

3-
38

89
RP

49
6

3
Ⅲ

中
SF

48
8

33
22

浅
鉢

口
縁

～
底

部
大

木
8b

18
6.

0
50

.0
62

.0
口

：
隆

沈
線

に
よ

る
渦

巻
文

　
胴

：
無

文
RP

54
3

Ⅲ
下

SF
48

8
33

22

3-
37

3-
38

90
3

Ⅱ
34

22
浅

鉢
口

縁
部

大
木

8a
―

―
（

47
.0

）
口

：
縄

文
(L

R
縦

)→
隆

沈
線

、
黒

漆
付

着
Ⅲ

中
SF

48
8

33
22

RP
44

3･
45

0
盛

土
下

34
22

3-
37

3-
38

91
3

Ⅱ
34

21
浅

鉢
口

縁
～

胴
部

大
木

8a
(新

)
―

―
(5

1.
0)

口
：

隆
帯

に
よ

る
波

状
文

、
無

文
　

胴
：

無
文

盛
土

下
SF

48
8

34
22

3-
39

3-
40

92
RP

15
2

3
Ⅱ

33
20

･3
32

1
深

鉢
口

縁
～

底
部

大
木

8a
(新

)
24

2.
0

13
2.

0
38

9.
0

口
：

円
孔

を
伴

う
突

起
(4

単
位

)、
隆

帯
に

よ
る

区
画

文
・

渦
巻

文
　

頸
：

無
文

　
胴

：
縄

文
(L

R
縦

)→
隆

帯
に

よ
る

渦
巻

文
Ⅲ

33
21

3-
39

3-
40

93
3

Ⅱ
33

21
･3

42
1

深
鉢

口
縁

～
底

部
大

木
8a

(古
)

（
13

0.
0）

（
74

.0
）

16
0.

0
胴

：
縄

文
(R

L
縦

)→
隆

沈
線

に
よ

る
Y

字
状

懸
垂

文
　

　
炭

素
窒

素
安

定
同

位
体

測
定

・
AM

S
試

料
No

.4

3-
41

3-
42

94
RP

23
8

3
Ⅱ

･
Ⅱ

下
36

26
深

鉢
口

縁
～

底
部

大
木

8b
(古

)
―

12
0.

0
（

37
9.

0）
口

：
縄

文
(L

R
縦

)→
隆

沈
線

に
よ

る
剣

先
状

の
渦

巻
文

　
頸

：
無

文
　

胴
：

縄
文

(L
R

縦
)→

隆
沈

線
に

よ
る

渦
巻

文

3-
41

3-
42

95
3

Ⅱ
･

Ⅱ
下

33
23

深
鉢

口
縁

～
底

部
13

8.
0

（
68

.0
）

15
8.

0
口

～
胴

：
無

文



遺物観察表

132

図
版

写
真

遺
物

番
号

登
録
番
号

区
層

遺
構

グ
リ
ッ
ド

器
種

部
位

時
期

計
測
値
（
㎜
）

模
様
・
縄
文
・
調
整
・
備
考

口
径

底
径

器
高

3-
43

3-
44

96
3

Ⅱ
33

23
深

鉢
口

縁
～

胴
部

大
木

8a
(新

)
（

22
4.

0）
（

11
8.

0）
31

8.
0

口
：

短
沈

線
→

隆
沈

線
に

よ
る

渦
巻

文
　

頸
：

無
文

　
胴

：
縄

文
(L

R
縦

)→
沈

線
に

よ
る

渦
巻

文
　

炭
素

窒
素

安
定

同
位

体
測

定
・

AM
S

試
料

No
.1

RP
15

7
Ⅱ

35
24

3-
43

3-
44

97
RP

13
5

3
Ⅱ

33
23

深
鉢

口
縁

～
底

部
大

木
8b

(古
)

19
0.

0
65

.0
21

7.
0

口
：

隆
沈

線
に

よ
る

渦
巻

文
　

頸
：

無
文

　
胴

：
縄

文
(R

L
縦

)→
沈

線
文

に
よ

る
渦

巻
文

3-
43

3-
44

98
RP

15
1

3
Ⅱ

33
20

深
鉢

口
縁

～
底

部
大

木
8b

(中
)

11
2.

0
78

.0
10

6.
0

口
：

縄
文

(L
R

横
)→

隆
沈

線
に

よ
る

区
画

文
・

渦
巻

文
　

頸
：

無
文

　
胴

：
縄

文
(L

R
縦

)→
沈

線
に

よ
る

区
画

文
・

渦
巻

文

3-
45

3-
46

99
3

Ⅰ
33

27
深

鉢
口

縁
～

胴
部

大
木

8a
(新

)
―

―
(2

68
.0

)
唇

：
中

空
突

起
　

口
～

胴
：

縄
文

(L
RL

縦
)→

隆
沈

線
、

波
状

文
Ⅱ

33
28

･3
32

9

3-
45

3-
46

10
0

3
Ⅱ

33
21

･3
42

1
深

鉢
口

縁
部

大
木

8b
(古

･
中

)
―

―
（

18
3.

5）
唇

：
沈

線
に

よ
る

渦
巻

文
を

加
え

た
中

空
突

起
　

口
：

縄
文

(R
L

横
)→

隆
沈

線
に

よ
る

渦
巻

文
　

頸
：

無
文

3-
45

3-
46

10
1

RP
15

2
3

Ⅱ
33

21
深

鉢
口

縁
部

大
木

8b
(新

)
―

―
(1

40
.0

)
唇

：
沈

線
に

よ
る

渦
巻

文
を

加
え

た
中

空
突

起

3-
47

3-
48

10
2

3
Ⅱ

33
21

･3
42

1
深

鉢
口

縁
部

大
木

8b
(古

)
―

―
(2

36
.0

)
唇

：
沈

線
に

よ
る

渦
巻

文
を

加
え

た
中

空
突

起
　

胴
：

縄
文

(L
R

縦
)→

隆
沈

線
に

よ
る

渦
巻

文

3-
47

3-
48

10
3

RP
13

7
3

Ⅱ
33

26
深

鉢
口

縁
部

大
木

8b
(中

)
―

―
（

22
9.

0）
唇

：
沈

線
に

よ
る

渦
巻

文
を

加
え

た
中

空
突

起
　

口
：

縄
文

(L
R

縦
)→

隆
沈

線
に

よ
る

渦
巻

文
　

頸
：

無
文

　
10

4
と

同
一

個
体

Ⅱ
下

33
26

3-
47

3-
48

10
4

RP
13

7
3

Ⅱ
33

26
深

鉢
口

縁
部

大
木

8b
(中

)
―

―
(1

69
.0

)
唇

：
沈

線
に

よ
る

渦
巻

文
を

加
え

た
中

空
突

起
　

口
：

縄
文

(L
R

縦
)→

隆
沈

線
に

よ
る

区
画

文
・

渦
巻

文
　

頸
：

無
文

3-
49

3-
50

10
5

3
Ⅱ

･
Ⅱ

下
33

26
深

鉢
口

縁
部

大
木

8b
(中

)
―

―
（

22
7.

0）
唇

：
沈

線
に

よ
る

渦
巻

文
を

加
え

た
中

空
突

起
　

胴
：

矢
羽

状
の

短
沈

線

3-
49

3-
50

10
6

RP
14

9
3

Ⅱ
33

20
･3

42
0

深
鉢

口
縁

～
胴

部
大

木
8b

―
―

（
20

8.
0）

口
：

隆
帯

に
よ

る
円

文
、

隆
帯

　
胴

：
縄

文
(L

R
縦

)　
樽

形

3-
49

3-
50

10
7

3
Ⅱ

33
20

･3
32

2
深

鉢
口

縁
～

胴
部

大
木

8b
(古

)?
24

0.
0

―
（

19
0.

0）
口

：
隆

帯
に

よ
る

円
文

(刺
突

が
巡

る
)、

刻
み

を
加

え
た

隆
帯

　
頸

：
無

文
　

胴
：

縄
文

(L
R

縦
)→

隆
沈

線
RP

13
4

Ⅱ
33

23

3-
51

3-
52

10
8

3
Ⅱ

35
22

･3
52

3
深

鉢
口

縁
～

胴
部

大
木

8b
?

―
―

（
27

9.
0）

口
：

指
頭

痕
が

巡
る

隆
帯

　
胴

：
縄

文
(L

R
縦

)　
樽

形

3-
51

3-
52

10
9

3
Ⅱ

34
20

深
鉢

口
縁

～
胴

部
―

―
（

30
0.

0）
口

：
隆

帯
に

よ
る

波
状

文
　

胴
：

縄
文

(L
R

縦
)　

樽
形

3-
53

3-
54

11
0

3
Ⅱ

34
20

深
鉢

口
縁

～
胴

部
大

木
8b

?
―

―
（

17
7.

0）
口

：
指

頭
痕

が
巡

る
隆

帯
　

胴
：

縄
文

(R
L

縦
)　

樽
形

RP
14

3
Ⅱ

34
21

3-
53

3-
54

11
1

RP
25

0
3

Ⅱ
33

24
深

鉢
口

縁
部

大
木

8a
(新

)
―

―
（

18
0.

0）
口

：
隆

帯
に

よ
る

区
画

文
・

渦
巻

文
→

区
画

内
に

短
沈

線
充

填
　

頸
：

隆
帯

に
よ

る
波

状
文

3-
53

3-
54

11
2

3
Ⅰ

32
27

深
鉢

口
縁

部
大

木
8a

(新
)

―
―

(1
29

.0
)

口
：

隆
帯

に
よ

る
区

画
文

・
渦

巻
文

→
区

画
内

に
矢

羽
状

の
短

沈
線

充
填

　
胴

：
縄

文
(L

R
縦

)
RP

18
4

Ⅱ
40

29
Ⅱ

40
30
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図
版

写
真

遺
物

番
号

登
録
番
号

区
層

遺
構

グ
リ
ッ
ド

器
種

部
位

時
期

計
測
値
（
㎜
）

模
様
・
縄
文
・
調
整
・
備
考

口
径

底
径

器
高

3-
53

3-
54

11
3

3
Ⅱ

33
23

深
鉢

口
縁

～
胴

部
大

木
8b

(古
･

中
)

―
―

（
23

2.
0）

口
：

縄
文

(R
L

縦
)→

隆
沈

線
に

よ
る

区
画

文
・

渦
巻

文
　

頸
：

無
文

　
胴

：
縄

文
(R

L
縦

)→
沈

線
に

よ
る

区
画

文
・

渦
巻

文

3-
55

3-
56

11
4

RP
14

9･
15

0
3

Ⅱ
33

20
深

鉢
口

縁
～

胴
部

大
木

8b
34

0.
0

―
（

16
1.

0）
口

：
縄

文
(L

RL
横

)→
隆

沈
線

に
よ

る
渦

巻
文

　
頸

：
無

文
　

胴
：

縄
文

(L
RL

縦
)→

隆
沈

線
に

よ
る

渦
巻

文

3-
55

3-
56

11
5

RP
13

5･
24

0
3

Ⅱ
33

23
深

鉢
口

縁
～

胴
部

大
木

8b
(古

)（
25

0.
0）

―
(1

99
.0

)
口

：
縄

文
(L

R
横

)→
隆

沈
線

に
よ

る
渦

巻
文

　
胴

：
縄

文
(L

R
縦

)
盛

土
下

3-
55

3-
56

11
6

3
Ⅱ

34
20

深
鉢

口
縁

～
胴

部
大

木
8b

(新
)

22
0.

0
―

（
19

4.
5）

口
：

縄
文

(R
LR

横
)→

隆
沈

線
に

よ
る

区
画

文
・

渦
巻

文
　

頸
：

無
文

　
胴

：
縄

文
(R

LR
縦

)→
沈

線
に

よ
る

渦
巻

文

3-
55

3-
56

11
7

3
Ⅱ

33
20

深
鉢

口
縁

～
胴

部
大

木
8b

(中
)

―
―

〔
79

.0
〕

口
：

隆
沈

線
に

よ
る

渦
巻

文
　

頸
：

無
文

　
胴

：
縄

文
(R

L
縦

)→
沈

線
文

、
炭

化
物

付
着

3-
57

3-
58

11
8

3
Ⅱ

33
21

深
鉢

口
縁

部
大

木
8b

(中
)

―
―

（
93

.5
）

口
：

隆
帯

に
よ

る
区

画
文

・
渦

巻
文

→
区

画
内

に
幅

広
の

短
沈

線
充

填
4

Ⅱ
40

25

3-
57

3-
58

11
9

RP
13

4
3

Ⅱ
33

23
深

鉢
口

縁
部

大
木

8b
24

0.
0

―
90

.0
口

：
縄

文
(R

LR
縦

)→
隆

沈
線

に
よ

る
区

画
文

・
渦

巻
文

　
頸

：
無

文

3-
57

3-
58

12
0

3
Ⅱ

33
20

･3
32

1
深

鉢
口

縁
部

大
木

8b
(中

)
―

―
(8

6.
0)

口
：

隆
帯

に
よ

る
区

画
文

・
渦

巻
文

→
区

画
内

に
短

沈
線

充
填

　
頸

：
無

文

3-
57

3-
58

12
1

RP
13

1
3

Ⅱ
33

22
深

鉢
口

縁
～

胴
部

大
木

8b
(中

)
14

6.
0

―
（

15
7.

0）
口

：
隆

沈
線

に
よ

る
渦

巻
文

　
胴

：
縄

文
(R

L
縦

)→
沈

線
に

よ
る

渦
巻

文

3-
57

3-
58

12
2

RP
13

3
3

Ⅱ
33

22
深

鉢
口

縁
～

胴
部

大
木

8b
(中

)（
14

6.
0）

―
(1

21
.0

)
口

：
縄

文
(L

R
縦

)→
隆

沈
線

に
よ

る
区

画
文

・
渦

巻
文

　
頸

：
無

文
　

胴
：

縄
文

(L
R

縦
)→

沈
線

に
よ

る
渦

巻
文

　
口

縁
部

に
5

㎜
の

補
修

孔
、

2
箇

所
あ

り
3-

59
3-

60
12

3
RP

15
8

3
Ⅱ

36
25

深
鉢

口
縁

～
胴

部
大

木
8b

―
―

（
15

2.
0）

口
：

隆
沈

線
に

よ
る

渦
巻

文
　

胴
：

縄
文

(L
R

縦
)　

樽
形

3-
59

3-
60

12
4

3
Ⅰ

･
Ⅱ

34
19

深
鉢

口
縁

～
胴

部
大

木
8b

―
―

(1
41

.0
)

口
：

隆
沈

線
に

よ
る

渦
巻

文
　

頸
：

無
文

　
胴

：
縄

文
(L

R
縦

)→
沈

線
文

　
12

5
と

同
一

個
体

3-
59

3-
60

12
5

3
Ⅰ

･
Ⅱ

34
19

深
鉢

口
縁

～
胴

部
大

木
8b

(中
)

―
―

(1
54

.0
)

口
：

隆
沈

線
に

よ
る

渦
巻

文
　

頸
：

無
文

　
胴

：
縄

文
(L

R
縦

)→
沈

線
文

　
口

縁
部

に
わ

ず
か

に
黒

漆
付

着

3-
59

3-
60

12
6

3
Ⅱ

35
20

深
鉢

口
縁

～
胴

部
大

木
8a

(新
)

（
15

8.
0）

―
（

11
8.

0）
口

：
縄

文
(L

R
縦

)→
隆

沈
線

　
頸

：
縄

文
(L

R
縦

)→
沈

線
に

よ
る

波
状

文
　

胴
：

縄
文

(L
R

縦
)→

沈
線

に
よ

る
渦

巻
文

3-
59

3-
60

12
7

3
Ⅱ

34
20

深
鉢

口
縁

部
大

木
8b

(古
)

―
―

(3
0.

0)
口

：
隆

沈
線

に
よ

る
区

画
文

・
渦

巻
文

→
区

画
内

に
短

沈
線

充
填

3-
59

3-
60

12
8

3
Ⅱ

33
21

深
鉢

口
縁

～
胴

部
大

木
8b

―
―

(1
29

.0
)

口
：

縄
文

(R
L

横
)→

隆
沈

線
に

よ
る

渦
巻

文
　

頸
：

無
文

　
胴

：
縄

文
(R

L
縦

)→
沈

線
に

よ
る

渦
巻

文

3-
59

3-
60

12
9

3
Ⅱ

34
21

深
鉢

口
縁

部
大

木
8b

―
―

（
10

5.
0）

口
：

隆
帯

に
よ

る
円

文
・

渦
巻

文
　

有
孔

鍔
付

に
な

る
可

能
性

も
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図
版

写
真

遺
物

番
号

登
録
番
号

区
層

遺
構

グ
リ
ッ
ド

器
種

部
位

時
期

計
測
値
（
㎜
）

模
様
・
縄
文
・
調
整
・
備
考

口
径

底
径

器
高

3-
59

3-
60

13
0

3
Ⅱ

33
22

深
鉢

口
縁

部
大

木
8b

―
―

(6
8.

0)
口

：
隆

帯
に

よ
る

円
文

、
刻

み
目

を
も

つ
隆

帯
　

胴
：

縄
文

(R
L

横
)→

隆
沈

線

3-
59

3-
60

13
1

3
Ⅱ

34
20

深
鉢

口
縁

部
大

木
8b

―
―

(9
4.

5)
唇

：
沈

線
に

よ
る

渦
巻

を
加

え
た

中
空

突
起

　
口

：
縄

文
(R

L
縦

)→
隆

沈
線

に
よ

る
渦

巻
文

3-
61

3-
62

13
2

3
Ⅱ

35
21

深
鉢

口
縁

部
大

木
8b

―
―

(7
6.

5)
口

：
隆

帯
に

よ
る

区
画

文
・

渦
巻

文
→

区
画

内
に

幅
広

の
短

沈
線

充
填

3-
61

3-
62

13
3

3
Ⅱ

34
21

深
鉢

口
縁

部
大

木
8b

―
―

(8
0.

0)
唇

：
沈

線
に

よ
る

渦
巻

文
を

加
え

た
中

空
突

起

3-
61

3-
62

13
4

3
Ⅱ

33
22

有
孔

鍔
付

口
縁

部
大

木
8b

―
―

(8
0.

0)
口

：
隆

帯
に

よ
る

渦
巻

文
　

上
部

に
突

穴
が

め
ぐ

る
(有

孔
鍔

付
か

)

3-
61

3-
62

13
5

3
Ⅱ

･
Ⅱ

下
35

28
深

鉢
口

縁
部

大
木

8b
―

―
(5

3.
0)

口
：

隆
沈

線
に

よ
る

渦
巻

文
→

矢
羽

根
状

の
短

沈
線

3-
61

3-
62

13
6

3
Ⅱ

下
33

26
深

鉢
胴

部
大

木
8a

―
―

（
80

.0
）

頸
：

隆
帯

に
よ

る
波

状
文

　
胴

：
隆

帯
に

よ
る

区
画

文
→

区
画

内
に

矢
羽

状
の

短
沈

線
RP

52
4

Ⅱ
38

28
Ⅱ

下
39

28

3-
61

3-
62

13
7

RP
24

0
3

Ⅱ
33

23
深

鉢
胴

部
大

木
8a

―
―

(8
6.

5)
頸

：
隆

帯
に

よ
る

波
状

文
　

胴
：

隆
帯

に
よ

る
区

画
文

→
区

画
内

に
矢

羽
状

の
短

沈
線

RP
31

8
33

26

3-
61

3-
62

13
8

RP
43

9
3

Ⅲ
下

33
21

深
鉢

胴
部

大
木

8b
(古

)
―

―
(1

34
.0

)
頸

：
無

文
　

胴
：

縄
文

(L
R

縦
)→

沈
線

に
よ

る
渦

巻
文

・
波

状
文

3-
61

3-
62

13
9

3
Ⅱ

33
23

深
鉢

胴
部

大
木

8b
(古

)?
―

―
(1

59
.0

)
頸

：
無

文
　

胴
：

縄
文

(L
R

縦
)→

沈
線

に
よ

る
渦

巻
文

3-
61

3-
62

14
0

RP
15

0･
15

1
3

Ⅱ
33

20
深

鉢
胴

部
大

木
8b

(古
)

―
―

(8
6.

0)
頸

：
無

文
　

胴
：

縄
文

(L
R

縦
)→

沈
線

に
よ

る
渦

巻
文

3-
63

3-
64

14
1

3
Ⅰ

･
Ⅱ

32
27

深
鉢

胴
部

大
木

8b
(古

)
―

―
(3

79
.0

)
胴

：
縄

文
(L

R
縦

)→
隆

沈
線

に
よ

る
渦

巻
文

5
表

採

3-
63

3-
64

14
2

3
Ⅱ

33
19

深
鉢

胴
部

大
木

8b
(中

)
―

―
(2

36
.0

)
頸

：
無

文
　

胴
：

縄
文

(L
R

横
)→

沈
線

に
よ

る
渦

巻
文

3-
63

3-
64

14
3

RP
15

0･
15

1
3

Ⅱ
33

20
深

鉢
胴

部
大

木
8b

―
―

（
23

0.
0）

頸
：

無
文

　
胴

：
縄

文
(R

L
縦

)→
隆

沈
線

に
よ

る
渦

巻
文

Ⅱ
33

21
･3

42
0

3-
65

3-
66

14
4

3
Ⅱ

33
24

･3
32

5･
34

25
深

鉢
胴

部
大

木
8b

―
―

（
14

4.
0）

頸
：

無
文

　
胴

：
隆

沈
線

→
矢

羽
状

の
短

沈
線

充
填

3-
65

3-
66

14
5

RP
13

4･
13

5
3

Ⅱ
33

23
深

鉢
胴

部
大

木
8b

(古
)

―
―

（
19

0.
0）

口
：

縄
文

(L
R

縦
)　

頸
：

無
文

　
胴

：
縄

文
(R

LR
縦

)→
隆

沈
線

3-
65

3-
66

14
6

RP
24

0
3

Ⅱ
33

23
深

鉢
胴

部
大

木
8b

(古
)

―
―

(2
37

.0
)

胴
：

縄
文

(L
R

縦
)→

隆
沈

線
に

よ
る

渦
巻

文

3-
65

3-
66

14
7

3
Ⅱ

･
Ⅱ

下
33

25
深

鉢
胴

部
大

木
8b

(中
)

―
―

（
21

7.
0）

胴
：

隆
沈

線
に

よ
る

渦
巻

文
→

矢
羽

状
の

短
沈

線
Ⅱ

下
34

26

3-
65

3-
66

14
8

RP
15

4
3

Ⅱ
33

23
深

鉢
胴

部
大

木
8b

―
―

(1
81

.5
)

胴
：

縄
文

(L
R

縦
)→

隆
沈

線

3-
67

3-
68

14
9

3
Ⅱ

33
27

深
鉢

胴
部

大
木

8b
(古

･
中

)
―

―
(9

2.
5)

胴
：

隆
沈

線
に

よ
る

渦
巻

文
→

矢
羽

状
の

短
沈

線
4

Ⅱ
40

30

3-
67

3-
68

15
0

3
Ⅱ

33
25

深
鉢

胴
部

大
木

8b
―

―
(8

9.
0)

胴
：

隆
沈

線
に

よ
る

渦
巻

文
→

矢
羽

状
の

短
沈

線

3-
67

3-
68

15
1

3
Ⅱ

･
Ⅱ

下
33

26
深

鉢
胴

部
大

木
8b

(中
)

―
―

（
11

6.
0）

胴
：

隆
沈

線
に

よ
る

渦
巻

文
→

矢
羽

状
の

短
沈

線
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図
版

写
真

遺
物

番
号

登
録
番
号

区
層

遺
構

グ
リ
ッ
ド

器
種

部
位

時
期

計
測
値
（
㎜
）

模
様
・
縄
文
・
調
整
・
備
考

口
径

底
径

器
高

3-
67

3-
68

15
2

RP
14

9
3

Ⅱ
33

20
深

鉢
胴

部
―

―
26

7.
0

胴
：

縄
文

(L
R

縦
)

3-
67

3-
68

15
3

3
Ⅱ

34
21

深
鉢

胴
部

―
―

（
28

0.
0）

胴
：

縄
文

(L
R

縦
)

3-
69

3-
70

15
4

RP
31

8
3

33
26

深
鉢

胴
部

大
木

8a
(新

)
―

―
（

80
.0

）
胴

：
隆

沈
線

に
よ

る
渦

巻
文

→
矢

羽
状

の
短

沈
線

4
Ⅱ

･
Ⅱ

下
39

28

3-
69

3-
70

15
5

RP
15

4
3

Ⅱ
33

23
深

鉢
胴

部
―

―
(6

7.
5)

胴
：

縄
文

(R
L

縦
)　

種
子

圧
痕

同
定

試
料

No
.5

3-
69

3-
70

15
6

3
Ⅱ

33
26

深
鉢

胴
部

～
底

部
大

木
8a

(新
)

―
―

（
26

1.
0）

胴
：

隆
沈

線
に

よ
る

渦
巻

文
→

矢
羽

根
状

の
短

沈
線

Ⅱ
･

Ⅱ
下

33
27

4
Ⅱ

33
28

3-
69

3-
70

15
7

3
Ⅱ

33
20

深
鉢

口
縁

部
―

―
（

84
.0

)
口

：
無

文
　

内
面

に
突

帯
が

め
ぐ

る
(蓋

受
け

か
)

3-
69

3-
70

15
8

RP
15

0
3

Ⅱ
33

20
鉢

胴
部

～
底

部
大

木
8b

(中
～

新
)

―
26

4.
0

（
19

2.
0）

頸
：

無
文

　
胴

：
縄

文
(R

LR
縦

)→
隆

沈
線

に
よ

る
区

画
文

・
渦

巻
文

3-
71

3-
72

15
9

RP
15

1
3

Ⅱ
33

20
深

鉢
胴

部
～

底
部

―
16

0.
0

（
21

0.
0）

胴
：

縄
文

(L
R

縦
)

3-
71

3-
72

16
0

RP
14

7
3

Ⅱ
･

Ⅱ
下

33
21

深
鉢

胴
部

～
底

部
大

木
8b

?
―

12
6.

0
（

25
9.

0）
胴

：
縄

文
(L

R
縦

)

3-
73

3-
74

16
1

RP
14

8
3

Ⅱ
･

Ⅱ
下

･
Ⅲ

下
34

19
深

鉢
胴

部
～

底
部

―
14

0.
0

28
6.

0
胴

：
縄

文
(L

R
縦

)

3-
73

3-
74

16
2

RP
44

0
3

Ⅲ
下

33
20

深
鉢

胴
部

～
底

部
大

木
8b

(古
)

―
（

11
0.

0）
（

29
8.

0)
胴

：
縄

文
(L

R
縦

)→
沈

線
文

3-
75

3-
76

16
3

3
Ⅱ

35
23

深
鉢

胴
部

～
底

部
大

木
8a

(新
)

―
18

0.
0

（
20

0.
0）

胴
：

縄
文

(L
R

縦
)→

隆
沈

線
に

よ
る

渦
巻

文
　

底
：

網
代

痕
RP

24
6

Ⅲ
下

3-
75

3-
76

16
4

3
Ⅱ

34
23

深
鉢

胴
部

～
底

部
大

木
8b

?
―

90
.0

（
15

0.
0）

胴
：

縄
文

(L
R

縦
)→

隆
沈

線
に

よ
る

渦
巻

文

3-
75

3-
76

16
5

3
Ⅱ

34
21

深
鉢

胴
部

大
木

8a
（

新
）

～
8b

（
古

）
―

―
（

18
6.

0）
胴

：
縄

文
(L

R
縦

)→
沈

線
に

よ
る

渦
巻

文

3-
75

3-
76

16
6

3
Ⅱ

33
23

深
鉢

胴
部

―
―

（
17

1.
0）

胴
：

縄
文

(L
R

縦
)→

隆
沈

線

3-
77

3-
78

16
7

3
Ⅱ

35
22

深
鉢

胴
部

～
底

部
―

（
14

0.
0）

（
13

1.
0）

胴
：

縄
文

(L
R

縦
)　

底
：

網
代

痕
Ⅲ

35
23

3-
77

3-
78

16
8

RP
15

0
3

Ⅱ
33

20
深

鉢
底

部
―

（
16

7.
0）

（
48

.5
）

胴
：

縄
文

(R
L

縦
)→

隆
沈

線
　

底
：

網
代

痕

3-
77

3-
78

16
9

RP
15

4
3

Ⅱ
33

23
深

鉢
胴

部
～

底
部

大
木

8b
(1

24
.0

)
―

（
13

8.
0）

胴
：

縄
文

(L
R

縦
)→

隆
沈

線

3-
79

3-
80

17
0

RP
54

2
3

Ⅲ
下

33
22

深
鉢

胴
部

～
底

部
大

木
8b

―
13

4.
0

（
19

4.
0）

胴
：

縄
文

(L
R

縦
)→

隆
沈

線

3-
79

3-
80

17
1

3
Ⅱ

34
21

深
鉢

胴
部

～
底

部
―

（
11

4.
0）

（
15

3.
0）

胴
：

縄
文

(L
R

縦
)

3-
79

3-
80

17
2

3
Ⅱ

36
23

深
鉢

胴
部

～
底

部
大

木
8b

―
11

0.
0

（
13

0.
0）

胴
：

縄
文

(L
R

縦
)→

沈
線

文

3-
79

3-
80

17
3

3
Ⅱ

下
33

19
深

鉢
胴

部
～

底
部

大
木

8b
―

―
（

13
2.

0）
胴

：
縄

文
(L

R
縦

)→
沈

線
文

3-
79

3-
80

17
4

3
Ⅱ

32
22

器
種

不
明

胴
部

―
―

（
61

.0
）

胴
：

縄
文

(L
R

縦
)

3-
79

3-
80

17
5

RP
30

2
3

Ⅱ
下

34
27

深
鉢

底
部

―
15

2.
0

（
14

.0
）

底
：

網
代

痕

3-
79

3-
80

17
6

3
Ⅱ

34
20

深
鉢

胴
部

～
底

部
大

木
8b

―
―

（
69

.0
）

胴
：

縄
文

(L
R

縦
)→

沈
線

に
よ

る
渦

巻
文

3-
81

3-
82

17
7

3
Ⅱ

32
21

･3
42

2･
35

20
有

孔
鍔

付
口

縁
～

底
部

大
木

8b
13

0.
0

（
14

3.
0）

30
7.

0
口

：
把

手
　

胴
：

無
文

、
黒

漆
付

着
　

樽
形

Ⅲ
32

21
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図
版

写
真

遺
物

番
号

登
録
番
号

区
層

遺
構

グ
リ
ッ
ド

器
種

部
位

時
期

計
測
値
（
㎜
）

模
様
・
縄
文
・
調
整
・
備
考

口
径

底
径

器
高

3-
81

3-
82

17
8

3
Ⅱ

34
21

台
付

鉢
底

部
―

―
（

59
.0

）
胴

～
脚

：
無

文

3-
81

3-
82

17
9

3
Ⅲ

下
33

20
深

鉢
口

縁
～

胴
部

大
木

8b
―

―
（

99
.0

）
口

：
隆

帯
→

短
沈

線
　

胴
：

矢
羽

根
状

の
短

沈
線

3-
81

3-
82

18
0

3
Ⅱ

34
21

深
鉢

口
縁

～
底

部
―

47
.0

（
11

2.
5）

胴
：

縄
文

(L
R

縦
)

3-
81

3-
82

18
1

3
Ⅲ

33
23

深
鉢

口
縁

～
底

部
―

29
.0

72
.5

口
～

胴
：

無
文

3-
81

3-
82

18
2

3
Ⅱ

34
27

深
鉢

口
縁

～
底

部
―

―
（

55
.0

）
胴

：
縄

文
(L

R
横

)　
ミ

ニ
チ

ュ
ア

土
器

3-
81

3-
82

18
3

3
Ⅱ

34
24

把
手

付
皿

口
縁

～
底

部
（

11
6.

5）
―

（
33

.0
）

口
～

胴
：

無
文

3-
81

3-
82

18
4

RP
14

5
3

Ⅱ
34

21
深

鉢
口

縁
部

―
―

（
28

.5
）

口
～

胴
：

無
文

　
ミ

ニ
チ

ュ
ア

土
器

3-
81

3-
82

18
5

RP
49

4
3

Ⅲ
中

33
22

有
孔

鍔
付

口
縁

部
―

―
（

55
.0

）
口

：
有

孔
鍔

付
　

頸
：

無
文

　
胴

：
隆

帯

3-
81

3-
82

18
6

3
Ⅲ

34
28

有
孔

鍔
付

口
縁

部
―

―
（

41
.0

）
口

：
有

孔
鍔

付

3-
83

3-
84

18
7

RP
15

4
3

Ⅱ
33

23
･3

42
3･

35
27

有
孔

鍔
付

口
縁

～
胴

部
大

木
8b

(中
)

34
4.

0
―

(7
66

.0
)

口
：

有
孔

鍔
付

、
隆

帯
、

突
起

、
無

文
　

胴
：

隆
帯

に
よ

る
渦

巻
文

、
無

文
4

Ⅱ
39

27
･3

92
8

RP
33

Ⅱ
40

23
RP

14
Ⅱ

40
23

･4
12

3
Ⅱ

40
25

･4
03

0
RP

17
7

Ⅱ
40

28
RP

18
2

Ⅱ
下

41
29

RP
18

4
Ⅲ

41
28

3-
85

3-
86

18
8

3
Ⅱ

34
20

･3
42

1
有

孔
鍔

付
胴

部
～

底
部

大
木

8b
―

（
70

.0
）

（
10

0.
0）

胴
：

隆
帯

に
よ

る
渦

巻
文

3-
85

3-
86

18
9

RP
15

1
3

Ⅱ
33

20
･3

32
1

浅
鉢

口
縁

～
胴

部
―

―
（

15
0.

0）
口

～
胴

：
無

文
　

口
唇

：
沈

線
文

3-
87

3-
88

19
0

3
Ⅰ

･
Ⅱ

35
19

浅
鉢

口
縁

～
胴

部
大

木
8b

?
―

―
（

11
2.

0）
口

：
隆

帯
に

よ
る

円
文

・
渦

巻
文

　
胴

：
縄

文
(R

L
縦

)

3-
87

3-
88

19
1

3
Ⅱ

34
21

浅
鉢

口
縁

～
底

部
大

木
8b

（
17

2.
0）

65
.0

51
.0

口
：

隆
帯

に
よ

る
渦

巻
文

　
胴

：
無

文

3-
87

3-
88

19
2

3
Ⅱ

34
23

浅
鉢

口
縁

～
胴

部
大

木
8b

―
―

（
10

2.
0）

口
：

隆
沈

線
に

よ
る

渦
巻

文
　

胴
：

上
部

に
円

孔
、縄

文
(L

R
縦

)

3-
87

3-
88

19
3

3
Ⅱ

33
26

･3
42

5

浅
鉢

口
縁

～
胴

部
大

木
8b

(古
)

―
―

（
13

3.
0）

口
：

縄
文

(R
L

横
)→

隆
帯

に
よ

る
渦

巻
、

短
い

注
口

部
が

付
く

　
胴

：
無

文
　

内
面

に
注

口
へ

続
く

隆
帯

は
り

つ
け

34
26

･3
42

7

5
Ⅰ

･
Ⅱ

･
Ⅱ

下
･

Ⅲ
31

25
Ⅲ

･
Ⅲ

上
32

25
ｶｸ

ﾗﾝ
32

26
3-

89
3-

90
19

4
3

Ⅱ
34

23
･3

42
4

浅
鉢

胴
部

―
―

（
17

2.
0）

胴
：

無
文

3-
89

3-
90

19
5

3
Ⅱ

33
23

深
鉢

口
縁

部
大

木
8b

―
―

（
40

.5
）

口
：

隆
帯

、
渦

巻
文

　
塗

膜
分

析
試

料
№

3　
漆

付
着

(赤
黒

)

3-
89

3-
90

19
6

3
Ⅰ

32
27

浅
鉢

口
縁

部
大

木
7b

～
8a

―
―

（
50

.5
）

口
：

隆
帯

、
刻

み
目

(竹
管

)、
押

圧
縄

文
(L

R)
　

胴
：

縄
文

(R
L

縦
)

3-
91

3-
92

19
7

4
8

SK
22

6
38

23
深

鉢
胴

部
～

底
部

大
木

8a
(新

)
～

8b
(古

) 
(1

60
.0

)
13

2.
0

11
0.

5
胴

：
縄

文
(R

L
縦

)→
隆

帯
8

SK
22

5
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図
版

写
真

遺
物

番
号

登
録
番
号

区
層

遺
構

グ
リ
ッ
ド

器
種

部
位

時
期

計
測
値
（
㎜
）

模
様
・
縄
文
・
調
整
・
備
考

口
径

底
径

器
高

3-
91

3-
92

19
8

4
Ⅱ

･
Ⅲ

下
38

26
深

鉢
口

縁
～

胴
部

大
木

8a
―

―
(8

4.
0)

口
：

縄
文

(L
R

横
)→

隆
帯

に
よ

る
波

状
文

　
胴

：
縄

文
(L

R
横

)→
隆

帯
に

よ
る

渦
巻

文
　

炭
素

窒
素

安
定

同
位

体
測

定
・

AM
S

試
料

No
.3

8
SK

22
6

38
23

3-
91

3-
92

19
9

4
13

SK
22

6
38

23
深

鉢
口

縁
～

胴
部

大
木

8a
(新

)
～

8b
(古

)
―

―
(1

67
.0

)
口

：
縄

文
(L

R
縦

)→
隆

帯
に

よ
る

波
状

文
　

胴
：

縄
文

(L
R

縦
)→

沈
線

に
よ

る
渦

巻
文

3-
91

3-
92

20
0

RP
54

0
4

SK
22

6
38

23
深

鉢
口

縁
～

底
部

大
木

8a
(新

)
(1

29
.0

)
55

.0
13

9.
5

口
～

頸
：

隆
帯

　
胴

：
縄

文
(L

R
縦

?)
→

沈
線

に
よ

る
波

状
文

・
渦

巻
文

3-
91

3-
92

20
1

RP
53

8
4

SK
22

6
38

23
深

鉢
口

縁
～

底
部

―
（

42
.0

）
（

89
.0

）
頸

：
無

文
　

胴
：

縄
文

(L
R

縦
)

3-
91

3-
92

20
2

4
4

SK
22

6
38

23
深

鉢
口

縁
～

胴
部

―
―

（
48

.0
）

口
～

胴
：

無
文

　
ミ

ニ
チ

ュ
ア

土
器

3-
91

3-
92

20
3

4
2･

3
SK

22
7

深
鉢

口
縁

～
底

部
大

木
8b

(中
)

19
3.

0
56

.0
20

4.
0

口
：

縄
文

(R
L

縦
)→

隆
沈

線
に

よ
る

区
画

文
・

渦
巻

文
　

頸
：

無
文

　
胴

：
縄

文
(R

L
縦

)→
隆

沈
線

に
よ

る
渦

巻
文

RP
33

8
39

24

3-
93

3-
94

20
4

RP
56

8
4

上
SK

22
7

浅
鉢

口
縁

～
底

部
13

2.
0

48
.0

84
.0

口
：

隆
帯

　
胴

：
無

文

3-
93

3-
94

20
5

4
1

SL
51

5
39

27
深

鉢
胴

部
大

木
8a

―
―

(3
1.

5)
胴

：
縄

文
(R

L
縦

?)
→

隆
沈

線
　

種
子

圧
痕

同
定

試
料

No
.1

1

3-
93

3-
94

20
6

3
22

､6
～

9
SK

39
6

深
鉢

胴
部

～
底

部
大

木
8b

(新
)

―
（

18
4.

0）
（

27
6.

0）
胴

：
縄

文
(L

R
縦

)→
隆

沈
線

に
よ

る
区

画
文

・
渦

巻
文

RP
33

8
1･

2
SK

22
7

38
24

3-
95

3-
96

20
7

4
1

SL
51

7
深

鉢
口

縁
～

胴
部

大
木

8b
(古

)
（

13
3）

―
（

11
9.

0）
口

：
隆

沈
線

に
よ

る
渦

巻
文

　
頸

：
無

文
　

胴
：

縄
文

(R
L

縦
)→

沈
線

に
よ

る
渦

巻
文

盛
土

SF
51

3
39

26

3-
95

3-
96

20
8

4
1

SL
54

4
38

26
有

孔
鍔

付
胴

部
～

底
部

大
木

8b
(古

)
―

13
4.

0
（

25
3.

0）
頸

：
無

文
　

胴
：

隆
帯

に
よ

る
渦

巻
文

、
無

文
、

黒
漆

付
着

盛
土

SF
51

3
39

26

3-
97

3-
98

20
9

RP
57

3
4

Ⅱ
・

Ⅲ
39

26
深

鉢
口

縁
～

底
部

大
木

8b
(古

)
29

2.
0

13
2.

0
36

0.
0

唇
：

円
孔

を
伴

う
突

起
、

4
単

位
　

口
：

隆
沈

線
　

胴
：

縄
文

(L
R

縦
)→

沈
線

に
よ

る
渦

巻
文

Ⅲ
･

盛
土

SF
51

3
39

26

3-
97

3-
98

21
0

RP
57

4
4

Ⅲ
SF

51
3

39
26

深
鉢

口
縁

～
胴

部
大

木
8b

(古
)

11
0.

0
―

（
16

0.
0）

口
：

縄
文

(R
L

縦
)→

隆
沈

線
に

よ
る

区
画

文
・

渦
巻

文
→

短
沈

線
　

胴
：

縄
文

(R
L

縦
)→

沈
線

に
よ

る
渦

巻
文

盛
土

3-
99

3-
10

0
21

1
4

盛
土

SF
51

3
39

27
深

鉢
口

縁
～

胴
部

大
木

8b
?

（
31

2.
0）

―
（

22
4.

0）
口

：
縄

文
(L

R
横

)　
胴

：
縄

文
(L

R
縦

)

3-
99

3-
10

0
21

2
4

Ⅱ
･

Ⅱ
下

･
Ⅲ

SF
51

3
39

27
深

鉢
口

縁
～

底
部

大
木

8b
(中

)
―

(7
2.

0)
（

23
1.

0）
頸

：
無

文
　

胴
：

縄
文

(L
RL

縦
)→

沈
線

に
よ

る
渦

巻
文

盛
土

39
26

･3
92

7

3-
99

3-
10

0
21

3
4

盛
土

SF
51

3
40

27
深

鉢
口

縁
～

胴
部

大
木

8a
(新

)
（

16
2.

0）
―

（
98

.0
）

口
：

縄
文

(L
R

横
)→

隆
帯

に
よ

る
渦

巻
文

　
胴

：
縄

文
(L

R
縦

)

3-
10

1
3-

10
2

21
4

RP
57

4
4

Ⅲ
SF

51
3

39
26

深
鉢

口
縁

～
胴

部
大

木
8a

(新
)

（
16

5.
0）

―
（

17
2.

0）
口

：
縄

文
(L

R
縦

)→
隆

沈
線

に
よ

る
渦

巻
文

　
胴

：
縄

文
(L

R
縦

)
盛

土

3-
10

1
3-

10
2

21
5

4
盛

土
SF

51
3

39
27

深
鉢

口
縁

～
胴

部
大

木
8a

(新
)

―
―

(1
56

.5
)

唇
：

突
起

　
口

：
縄

文
(L

R
縦

)→
隆

帯
に

よ
る

波
状

文
　

頸
：

隆
帯

3-
10

1
3-

10
2

21
6

4
盛

土
SF

51
3

深
鉢

口
縁

～
胴

部
大

木
8a

―
―

（
33

8.
0）

唇
：

突
起

　
口

：
縄

文
(L

R
縦

)→
隆

帯
に

よ
る

波
状

文
　

頸
：

隆
帯

　
胴

：
縄

文
(L

R
縦

)→
隆

帯
に

よ
る

区
画

文
・

渦
巻

文
39

27
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図
版

写
真

遺
物

番
号

登
録
番
号

区
層

遺
構

グ
リ
ッ
ド

器
種

部
位

時
期

計
測
値
（
㎜
）

模
様
・
縄
文
・
調
整
・
備
考

口
径

底
径

器
高

3-
10

3
3-

10
4

21
7

4
Ⅲ

上
SF

51
3

40
28

深
鉢

胴
部

～
底

部
大

木
8b

―
13

5.
0

（
12

3.
0）

胴
：

縄
文

(L
R

横
)　

底
：

縄
文

(L
R、

RL
)

3-
10

3
3-

10
4

21
8

4
Ⅱ

･
盛

土
SF

51
3

40
28

深
鉢

胴
部

～
底

部
大

木
8a

(新
)

―
13

8.
0

（
14

6.
5）

胴
：

縄
文

(L
R

縦
)→

隆
帯

　
底

：
網

代
痕

3-
10

3
3-

10
4

21
9

4
Ⅲ

下
SX

56
0

38
26

深
鉢

口
縁

～
胴

部
大

木
8a

―
―

（
24

6.
0）

口
：

突
起

、
隆

帯
　

胴
：

縄
文

(L
R)

→
隆

帯
に

よ
る

波
状

文

3-
10

5
3-

10
6

22
0

RP
21

4･
21

5
4

Ⅱ
下

40
28

深
鉢

口
縁

～
底

部
大

木
8a

（
新

）
～

8b
（

古
）

―
11

7.
0

39
9.

0
口

：
縄

文
(L

R
縦

)→
隆

沈
線

に
よ

る
区

画
文

・
渦

巻
文

　
胴

：
縄

文
(L

R
縦

)

3-
10

5
3-

10
6

22
1

RP
33

4
Ⅱ

40
24

深
鉢

口
縁

～
底

部
大

木
8b

―
―

（
20

0.
0）

口
：

隆
沈

線
　

胴
：

縄
文

(R
L

横
)　

LR
0

段
多

条
縦

3-
10

5
3-

10
6

22
2

RP
21

8
4

Ⅱ
下

40
28

深
鉢

口
縁

～
底

部
77

.0
61

.0
17

8.
0

口
～

胴
：

縄
文

(L
R

縦
)

3-
10

7
3-

10
8

22
3

RP
18

7
4

Ⅱ
41

27
深

鉢
口

縁
～

底
部

大
木

8b
(古

)
(1

82
.0

)
96

.0
20

9.
0

口
：

隆
沈

線
に

よ
る

渦
巻

文
　

頸
：

無
文

　
胴

：
縄

文
(L

R
縦

)→
沈

線
に

よ
る

渦
巻

文
Ⅱ

下
･

Ⅲ
41

27

3-
10

7
3-

10
8

22
4

RP
16

9
4

Ⅱ
40

29
深

鉢
口

縁
～

胴
部

大
木

8b
(古

)
22

2.
0

―
（

26
2.

0）
口

：
隆

沈
線

に
よ

る
渦

巻
文

　
頸

：
無

文
　

胴
：

縄
文

(L
)　

沈
線

に
よ

る
渦

巻
文

、
懸

垂
文

3-
10

9
3-

11
0

22
5

4
Ⅱ

･
Ⅲ

･
Ⅲ

上
43

29
深

鉢
口

縁
～

底
部

大
木

8a
(新

)
(2

56
.0

)
13

2.
0

38
9.

0
口

：
隆

沈
線

　
縄

文
(R

L
縦

)→
隆

帯
　

胴
：

縄
文

(L
R

縦
)→

隆
帯

に
よ

る
渦

巻
文

　
炭

化
物

付
着

3-
10

9
3-

11
0

22
6

RP
21

0
4

Ⅱ
39

28
深

鉢
口

縁
～

底
部

大
木

8a
(新

)
(1

55
.0

)
(9

0.
0)

26
2.

0
口

：
隆

帯
　

胴
：

縄
文

(R
L

縦
)→

隆
帯

に
よ

る
区

画
文

・
波

状
文

Ⅱ
下

39
28

3-
10

9
3-

11
0

22
7

RP
21

5
4

Ⅱ
･

Ⅱ
下

40
28

深
鉢

口
縁

～
底

部
―

60
.0

（
90

.0
）

頸
：

無
文

　
胴

：
縄

文
(L

R
縦

)→
沈

線
に

よ
る

渦
巻

文

3-
10

9
3-

11
0

22
8

4
Ⅱ

40
28

深
鉢

口
縁

～
底

部
大

木
8b

(古
)（

12
0.

0）
58

.0
12

3.
0

口
：

隆
沈

線
に

よ
る

渦
巻

文
　

頸
：

無
文

　
胴

：
縄

文
(R

L
縦

)→
沈

線
に

よ
る

区
画

文
・

波
状

文
・

渦
巻

文

3-
11

1
3-

11
2

22
9

RP
21

3･
21

9
4

Ⅱ
下

40
28

深
鉢

口
縁

～
底

部
大

木
8a

(新
)

～
8b

(古
）

―
12

3.
0

34
0.

0
口

：
縄

文
(R

L
横

)を
加

え
た

隆
帯

　
胴

：
縄

文
(R

L
縦

)→
沈

線
文

3-
11

1
3-

11
2

23
0

4
Ⅱ

･
Ⅲ

･
盛

土
40

26
深

鉢
口

縁
～

底
部

―
64

.0
17

1.
0

口
：

縄
文

(R
L

横
)　

胴
：

縄
文

(R
L

縦
)

3-
11

1
3-

11
2

23
1

RP
18

5
4

Ⅲ
41

28
深

鉢
口

縁
～

底
部

大
木

8b
(中

)（
15

2.
0）

72
.0

14
3.

0
頸

：
無

文
　

胴
：

縄
文

(R
L

縦
)→

沈
線

に
よ

る
区

画
文

・
渦

巻
文

3-
11

3
3-

11
4

23
2

RP
20

5
4

Ⅲ
41

29
深

鉢
口

縁
～

底
部

大
木

8a
(新

) 
～

8b
(古

)
（

26
0.

0）
15

0.
0

40
0.

0
口

：
縄

文
(L

R
縦

)→
隆

沈
線

に
よ

る
区

画
文

・
渦

巻
文

　
頸

：
無

文
　

胴
：

縄
文

(L
R

縦
)→

隆
沈

線
に

よ
る

区
画

文
・

渦
巻

文

3-
11

5
3-

11
6

23
3

4

Ⅱ
38

28
･4

02
7

深
鉢

口
縁

～
底

部
大

木
8a

(新
)

26
4.

0
10

4.
0

32
4.

0
口

：
隆

沈
線

に
よ

る
弧

状
文

4
単

位
　

胴
：

縄
文

(L
R

縦
)

Ⅱ
41

26
･4

12
7

Ⅱ
下

38
27

･3
92

8
RP

18
7

Ⅱ
下

41
27

RP
20

4
Ⅲ

41
27

3-
11

5
3-

11
6

23
4

RP
12

8
4

Ⅱ
39

29
深

鉢
口

縁
～

胴
部

大
木

8a
(新

)
―

―
(3

18
.0

)
口

：
縄

文
(L

R
縦

)→
隆

帯
に

よ
る

波
状

文
　

胴
：

縄
文

(L
R

縦
)→

沈
線

に
よ

る
区

画
文

・
渦

巻
文
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図
版

写
真

遺
物

番
号

登
録
番
号

区
層

遺
構

グ
リ
ッ
ド

器
種

部
位

時
期

計
測
値
（
㎜
）

模
様
・
縄
文
・
調
整
・
備
考

口
径

底
径

器
高

3-
11

7
3-

11
8

23
5

RP
19

0
4

Ⅱ
下

41
27

深
鉢

口
縁

～
底

部
大

木
8a

(新
)

(2
15

.0
)

11
5.

0
31

1.
0

唇
：

隆
沈

線
に

よ
る

渦
巻

文
を

加
え

た
突

起
　

口
：

隆
沈

線
に

よ
る

渦
巻

文
、

縄
文

(L
R

縦
)→

隆
帯

に
よ

る
区

画
文

・
渦

巻
文

　
頸

：
無

文
　

胴
：

縄
文

(L
R

縦
)→

沈
線

に
よ

る
区

画
文

・
波

状
文

・
渦

巻
文

 
胎

土
(底

部
)：

石
器

(チ
ッ

プ
)混

入

3-
11

7
3-

11
8

23
6

RP
18

9
4

Ⅲ
41

27
深

鉢
口

縁
～

底
部

大
木

8a
新

(1
06

.0
)

51
.0

15
4.

0
口

：
縄

文
(L

R
縦

)→
隆

沈
線

に
よ

る
渦

巻
文

　
頸

：
無

文
　

胴
：

縄
文

(L
R

縦
)→

沈
線

文

3-
11

9
3-

12
0

23
7

4
Ⅱ

40
25

深
鉢

口
縁

～
胴

部
大

木
8b

―
―

（
21

0.
5）

口
：

隆
沈

線
に

よ
る

渦
巻

文
　

頸
：

無
文

　
胴

：
縄

文
(R

L
縦

)→
沈

線
に

よ
る

渦
巻

文

3-
11

9
3-

12
0

23
8

RP
20

7
4

Ⅱ
39

28
深

鉢
口

縁
～

底
部

大
木

8a
（

新
）

～
8b

(古
)

―
（

88
.0

）
28

0.
0

口
：

縄
文

(L
R

縦
)→

隆
沈

線
に

よ
る

区
画

文
・

渦
巻

文
　

頸
：

無
文

　
胴

：
縄

文
(L

R
縦

)→
沈

線
に

よ
る

渦
巻

文

3-
11

9
3-

12
0

23
9

4
Ⅱ

40
25

深
鉢

口
縁

～
胴

部
大

木
8b

(古
)

95
.0

―
（

94
.0

）
口

：
縄

文
(L

R
縦

)→
隆

沈
線

に
よ

る
渦

巻
文

　
頸

：
無

文
　

胴
：

縄
文

(L
R

縦
)→

沈
線

文

3-
12

1
3-

12
2

24
0

RP
30

4
Ⅱ

42
27

深
鉢

口
縁

～
底

部
25

4.
0

96
.0

30
0.

0
口

：
隆

沈
線

に
よ

る
渦

巻
文

　
頸

：
無

文
　

胴
：

縄
文

(L
R

横
)→

沈
線

文

3-
12

1
3-

12
2

24
1

4
Ⅱ

40
27

深
鉢

口
縁

～
底

部
大

木
8b

(古
)（

10
6.

0）
56

.0
（

13
6.

0）
口

：
縄

文
(L

R
横

)→
隆

沈
線

に
よ

る
区

画
文

・
渦

巻
文

　
頸

：
無

文
　

胴
：

縄
文

(L
R

縦
)→

沈
線

に
よ

る
渦

巻
文

3-
12

1
3-

12
2

24
2

4
Ⅱ

38
29

･3
92

2
深

鉢
口

縁
～

底
部

大
木

8b
(中

)
―

―
（

19
0.

0）
口

：
縄

文
(R

LR
横

)→
隆

沈
線

に
よ

る
区

画
文

・
渦

巻
文

　
頸

：
無

文
　

胴
：

縄
文

(R
LR

縦
)→

沈
線

に
よ

る
渦

巻
文

Ⅱ
下

38
22

･3
92

2

3-
12

3
3-

12
4

24
3

4
Ⅲ

40
26

深
鉢

口
縁

～
底

部
大

木
8b

(中
)

―
90

.0
23

2.
0

口
：

縄
文

(R
L

横
)→

隆
沈

線
に

よ
る

渦
巻

文
　

頸
：

無
文

　
胴

：
縄

文
(R

L
縦

)→
沈

線
に

よ
る

渦
巻

文

3-
12

5
3-

12
6

24
4

4
Ⅱ

41
24

深
鉢

口
縁

～
底

部
大

木
8b

―
（

12
2.

0）
（

32
3.

0）
口

：
縄

文
(L

R
縦

)　
頸

：
無

文
　

胴
：

縄
文

(L
R

縦
)→

沈
線

に
よ

る
渦

巻
文

3-
12

7
3-

12
8

24
5

RP
23

4
Ⅱ

40
25

･4
02

6
深

鉢
口

縁
～

底
部

大
木

8b
?

―
（

14
8.

0）
（

44
8.

0）
口

：
指

頭
痕

が
巡

る
隆

帯
　

胴
：

縄
文

(L
R

縦
)　

樽
形

盛
土

40
26

3-
12

7
3-

12
8

24
6

4
Ⅲ

41
29

深
鉢

口
縁

～
底

部
大

木
8b

(古
)

―
（

44
.0

）
（

13
3.

0）
口

：
隆

沈
線

→
沈

線
　

頸
：

無
文

　
胴

：
縄

文
(L

R
縦

)→
沈

線
に

よ
る

渦
巻

文
、

口
縁

～
頸

部
に

か
け

て
黒

漆
付

着

3-
12

7
3-

12
8

24
7

RP
21

3･
21

4
4

Ⅱ
下

40
28

深
鉢

口
縁

～
底

部
大

木
8a

(8
新

)?
―

10
6.

0
22

3.
0

口
：

縄
文

(L
R

縦
)→

隆
帯

に
よ

る
区

画
文

　
胴

：
縄

文
(L

R
縦

)

3-
12

9
3-

13
0

24
8

4
Ⅱ

40
22

･4
12

2
深

鉢
口

縁
～

底
部

大
木

8a
～

8b
22

5.
0

(1
07

.0
)

(3
70

.0
)

口
：

指
頭

痕
が

巡
る

隆
帯

　
胴

：
縄

文
(L

R
縦

)
RP

55
5･

55
6･

55
7

Ⅲ
上

40
22

3-
12

9
3-

13
0

24
9

4
Ⅱ

･
Ⅲ

下
41

27
深

鉢
口

縁
～

胴
部

大
木

8a
新

?
―

―
（

12
1.

0）
口

：
隆

帯
、

縄
文

(L
R

縦
)　

胴
：

縄
文

(L
縦

)

3-
12

9
3-

13
0

25
0

RP
16

2
4

Ⅱ
40

29
深

鉢
口

縁
～

底
部

大
木

8b
(古

)
（

90
.0

）
45

.0
10

8.
0

口
：

縄
文

(R
LR

縦
)→

隆
沈

線
に

よ
る

区
画

文
　

頸
：

無
文

　
胴

：
縄

文
(R

LR
縦

)→
沈

線
に

よ
る

波
状

文
・

渦
巻

文
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図
版

写
真

遺
物

番
号

登
録
番
号

区
層

遺
構

グ
リ
ッ
ド

器
種

部
位

時
期

計
測
値
（
㎜
）

模
様
・
縄
文
・
調
整
・
備
考

口
径

底
径

器
高

3-
12

9
3-

13
0

25
1

RP
10

7
4

Ⅱ
40

29
深

鉢
胴

部
～

底
部

大
木

8b
(古

)
―

48
.0

（
12

4.
0）

胴
：

縄
文

(R
L

縦
)→

沈
線

に
よ

る
区

画
文

・
波

状
文

・
渦

巻
文

3-
12

9
3-

13
0

25
2

4
Ⅱ

下
･

Ⅲ
41

28
深

鉢
口

縁
～

胴
部

大
木

8b
(古

)（
17

8.
0）

―
17

9.
0

口
：

隆
沈

線
　

頸
：

無
文

　
胴

：
縄

文
(L

R
縦

)→
沈

線
に

よ
る

渦
巻

文

3-
12

9
3-

13
0

25
3

RP
33

･8
3

4
Ⅱ

40
23

深
鉢

口
縁

～
底

部
大

木
8a

(新
）

(1
80

.0
)

(1
06

.0
)

24
1.

0
口

：
縄

文
(L

R
縦

)→
隆

帯
に

よ
る

波
状

文
　

胴
：

縄
文

(L
R

縦
)

3-
13

1
3-

13
2

25
4

RP
18

3
4

Ⅱ
下

41
28

深
鉢

口
縁

～
底

部
大

木
8b

(古
)

19
2.

0
―

22
0.

0
口

：
縄

文
(L

R
縦

)→
隆

沈
線

　
胴

：
縄

文
(L

R
縦

)→
沈

線
に

よ
る

区
画

文
・

波
状

文
・

渦
巻

文
RP

18
4･

18
5

Ⅲ
41

28
･4

12
9

3-
13

1
3-

13
2

25
5

4
Ⅱ

39
28

深
鉢

口
縁

～
胴

部
大

木
8a

(新
)

14
1.

0
―

（
21

0.
0）

口
：

縄
文

(R
L

縦
)→

隆
沈

線
に

よ
る

区
画

文
・

渦
巻

文
　

胴
：

縄
文

(R
L

縦
)→

沈
線

に
よ

る
渦

巻
文

3-
13

1
3-

13
2

25
6

4
Ⅱ

･
Ⅱ

下
39

29
･4

02
9

深
鉢

口
縁

～
底

部
大

木
8a

（
新

）
～

8b
古

（
23

0.
0）

10
8.

0
30

5.
0

口
：

隆
帯

、
縄

文
(L

R
縦

)　
胴

：
縄

文
(L

R
縦

)
ｶｸ

ﾗﾝ
39

30

3-
13

3
3-

13
4

25
7

RP
11

4
Ⅱ

40
27

深
鉢

口
縁

～
胴

部
大

木
8b

(新
)

32
1.

0
―

（
43

0.
0）

口
：

隆
帯

に
よ

る
円

文
、隆

帯
　

頸
：

無
文

　
胴

：
縄

文
(L

R
縦

)

3-
13

5
3-

13
6

25
8

4
Ⅱ

40
27

･4
12

7
深

鉢
胴

部
～

底
部

大
木

8b
―

（
15

6.
0）

（
45

5.
0）

口
：

縄
文

(L
R

縦
)→

沈
線

に
よ

る
渦

巻
文

RP
20

2
Ⅲ

41
27

3-
13

7
3-

13
8

25
9

4
Ⅱ

40
28

深
鉢

胴
部

大
木

8b
(古

)
―

―
（

44
8.

0）
頸

：
無

文
　

胴
：

縄
文

(L
R

縦
)→

隆
沈

線
に

よ
る

渦
巻

文
RP

19
7･

19
9

Ⅱ
下

3-
13

7
3-

13
8

26
0

4
Ⅱ

40
28

深
鉢

口
縁

～
底

部
大

木
8a

(新
)

―
―

13
5.

0
口

：
縄

文
(R

L
横

)→
隆

沈
線

口
唇

内
部

に
隆

沈
線

に
よ

る
渦

巻
文

　
胴

：
縄

文
(L

R
縦

)→
沈

線
に

よ
る

区
画

文
・

渦
巻

文

3-
13

7
3-

13
8

26
1

RP
34

4
Ⅱ

41
23

深
鉢

口
縁

～
底

部
大

木
8b

(中
)

―
65

.0
（

15
8.

0）
口

：
縄

文
(R

L
横

)→
隆

沈
線

に
よ

る
渦

巻
文

　
胴

：
縄

文
(R

L
縦

)→
沈

線
に

よ
る

渦
巻

文
Ⅱ

41
24

3-
13

9
3-

14
0

26
2

RP
21

4
4

Ⅱ
下

40
28

深
鉢

口
縁

～
胴

部
大

木
8b

(古
)

―
―

（
24

9.
0）

口
：

縄
文

(L
R

縦
)→

隆
沈

線
に

よ
る

区
画

文
・

渦
巻

文
　

頸
：

無
文

　
胴

：
縄

文
(L

R
縦

)→
沈

線
に

よ
る

波
状

文
・

渦
巻

文

3-
13

9
3-

14
0

26
3

4
Ⅱ

･
盛

土
40

26
深

鉢
口

縁
～

胴
部

大
木

8a
(新

)
―

―
(2

10
.0

)
口

：
縄

文
(R

L
横

)→
隆

帯
に

よ
る

区
画

文
・

渦
巻

文
　

胴
：

縄
文

(R
L

縦
・

LR
縦

)

3-
14

1
3-

14
2

26
4

4
Ⅱ

39
24

･3
92

5
深

鉢
口

縁
～

胴
部

大
木

8b
(中

)
―

―
（

37
8.

0）
口

：
隆

帯
に

よ
る

渦
巻

文
→

短
沈

線
充

填
　

頸
：

無
文

　
胴

：
縄

文
(R

L
縦

)→
隆

沈
線

に
よ

る
渦

巻
文

RP
87

Ⅱ
40

24

3-
14

1
3-

14
2

26
5

RP
34

4
Ⅱ

40
23

深
鉢

口
縁

～
胴

部
大

木
8b

19
2.

0
―

24
0.

0
口

：
隆

沈
線

に
よ

る
渦

巻
文

　
胴

：
縄

文
(L

R
縦

)波
状

口
縁

5
単

位

3-
14

3
3-

14
4

26
6

RP
33

･8
4

4
Ⅱ

40
23

深
鉢

口
縁

～
胴

部
―

―
（

31
5.

0）
口

：
縄

文
(L

R
横

)→
隆

沈
線

に
よ

る
区

画
文

・
渦

巻
文

　
胴

：
縄

文
(L

R
縦

)→
沈

線
に

よ
る

渦
巻

文

3-
14

3
3-

14
4

26
7

4
Ⅱ

40
24

深
鉢

口
縁

～
胴

部
―

―
（

36
8.

5）
口

：
隆

帯
、

縄
文

(R
LR

縦
・

横
)→

沈
線

に
よ

る
渦

巻
文

　
頸

：
無

文
　

胴
：

縄
文

(R
LR

縦
・

横
)→

隆
沈

線
に

よ
る

渦
巻

文

3-
14

5
3-

14
6

26
8

4
Ⅱ

40
24

深
鉢

口
縁

～
胴

部
大

木
8b

―
―

（
35

0.
0）

口
：

隆
帯

　
胴

：
無

文
　

外
面

に
ケ

ズ
リ
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図
版

写
真

遺
物

番
号

登
録
番
号

区
層

遺
構

グ
リ
ッ
ド

器
種

部
位

時
期

計
測
値
（
㎜
）

模
様
・
縄
文
・
調
整
・
備
考

口
径

底
径

器
高

3-
14

5
3-

14
6

26
9

4
Ⅱ

40
30

深
鉢

口
縁

～
胴

部
大

木
8a

16
8.

0
―

（
17

0.
0）

口
：

一
部

無
文

、
縄

文
(L

R
縦

)「
ハ

」
字

状
の

沈
線

　
胴

：
縄

文
(L

R
縦

)

3-
14

5
3-

14
6

27
0

RP
14

･3
3

4
Ⅱ

40
23

･4
12

4
深

鉢
口

縁
～

胴
部

大
木

8a
～

8b
―

―
（

31
7.

0）
口

：
指

頭
痕

が
巡

る
隆

帯
　

胴
：

縄
文

(R
LR

縦
)

RP
86

･8
9

Ⅱ
40

24

3-
14

7
3-

14
8

27
1

RP
13

0
4

Ⅱ
40

30
深

鉢
口

縁
～

胴
部

大
木

8a
(新

)
―

―
（

24
9.

5）
口

：
突

起
、

縄
文

(R
LR

縦
・

RL
R

横
)→

隆
帯

　
頸

：
無

文
　

胴
：

縄
文

(R
LR

縦
)→

隆
帯

に
よ

る
区

画
文

・
渦

巻
文

RP
74

Ⅱ
41

30

3-
14

7
3-

14
8

27
2

4
Ⅱ

41
26

深
鉢

口
縁

～
胴

部
大

木
8b

(古
)（

22
5.

0）
―

（
25

6.
0）

唇
：

突
起

　
口

：
縄

文
(L

R
横

)→
隆

沈
線

に
よ

る
区

画
文

　
頸

：
無

文
　

胴
：

縄
文

(L
R

横
)→

沈
線

に
よ

る
渦

巻
文

3-
14

9
3-

15
0

27
3

4
Ⅱ

42
29

深
鉢

口
縁

～
胴

部
大

木
8b

―
―

（
29

0.
0）

唇
：

沈
線

に
よ

る
渦

巻
文

を
加

え
た

中
空

突
起

　
口

：
隆

沈
線

に
よ

る
渦

巻
文

　
頸

：
無

文
　

胴
：

縄
文

(R
LR

縦
)→

沈
線

文
　

RP
18

5
Ⅲ

41
28

･4
12

9
Ⅲ

上
42

28

3-
14

9
3-

15
0

27
4

4
Ⅱ

39
23

深
鉢

口
縁

～
胴

部
大

木
8a

(新
)

―
24

0.
0

（
21

6.
0）

口
：

隆
沈

線
→

幅
広

の
短

沈
線

　
頸

：
無

文
　

胴
：

縄
文

(L
R

縦
)→

隆
帯

に
よ

る
区

画
文

・
波

状
文

、
眼

鏡
状

の
小

形
突

起

3-
15

1
3-

15
2

27
5

RP
11

5
4

Ⅱ
41

29
深

鉢
口

縁
～

胴
部

大
木

8a
(新

)
～

8b
(古

)
（

26
4.

0）
―

（
31

9.
5）

口
：

縄
文

(L
R

縦
)→

隆
帯

に
よ

る
渦

巻
文

　
頸

：
無

文
　

胴
：

縄
文

(R
LR

縦
)→

隆
帯

に
よ

る
波

状
文

RP
18

2
Ⅱ

下
･

Ⅲ
41

29

3-
15

1
3-

15
2

27
6

4
Ⅱ

40
28

深
鉢

胴
部

大
木

8a
(新

)
―

―
（

11
6.

5）
胴

：
縄

文
(R

L
縦

)→
沈

線
に

よ
る

区
画

文
・

波
状

文
・

渦
巻

文
RP

19
7･

19
8

Ⅱ
下

3-
15

3
3-

15
4

27
7

4
Ⅱ

40
24

深
鉢

口
縁

～
胴

部
大

木
8b

(中
)

―
―

（
23

2.
0）

口
：

縄
文

(L
R

横
)→

隆
沈

線
に

よ
る

区
画

文
・

渦
巻

文
　

頸
：

無
文

　
胴

：
縄

文
(L

R
縦

)→
沈

線
に

よ
る

渦
巻

文

3-
15

3
3-

15
4

27
8

4
Ⅱ

･
Ⅲ

41
27

深
鉢

口
縁

～
胴

部
大

木
8b

(中
)

20
5.

0
―

（
24

5.
0）

口
：

縄
文

(L
R0

段
多

条
横

)→
隆

沈
線

に
よ

る
区

画
文

・
渦

巻
文

　
頸

：
無

文
　

胴
：

縄
文

(L
R0

段
多

条
縦

)→
沈

線
に

よ
る

渦
巻

文

3-
15

3
3-

15
4

27
9

4
Ⅱ

･
Ⅲ

41
22

深
鉢

口
縁

～
胴

部
大

木
8b

―
―

（
37

0.
0）

口
：

隆
沈

線
　

胴
：

縄
文

(L
R

縦
)

Ⅱ
41

23

3-
15

5
3-

15
6

28
0

RP
22

0
4

Ⅱ
下

40
28

深
鉢

口
縁

～
胴

部
大

木
8b

（
28

2.
0）

―
（

20
2.

0）
口

：
隆

帯
　

胴
：

縄
文

(L
R

縦
) 海

綿
骨

針
を

含
む

 
種

子
圧

痕
同

定
試

料
No

.1
9

～
38

3-
15

5
3-

15
6

28
1

4
Ⅱ

39
27

深
鉢

口
縁

部
大

木
8a

～
8b

―
―

（
91

.0
）

唇
：

突
起

3-
15

5
3-

15
6

28
2

RP
33

4
Ⅱ

40
23

深
鉢

口
縁

部
大

木
8b

(中
)

―
―

（
13

1.
0）

唇
：

突
起

(欠
損

)　
口

：
縄

文
(L

R
縦

)→
隆

沈
線

Ⅲ
40

23

3-
15

5
3-

15
6

28
3

4
Ⅱ

40
29

深
鉢

口
縁

部
大

木
8a

?
―

―
（

18
2.

0）
唇

：
突

起

3-
15

5
3-

15
6

28
4

4
Ⅱ

40
29

深
鉢

口
縁

部
大

木
8a

～
8b

―
―

（
53

.0
）

唇
：

突
起

　
刺

突
列

3-
15

7
3-

15
8

28
5

4
Ⅱ

39
28

浅
鉢

口
縁

部
大

木
7b

～
8a

(古
)

―
―

（
61

.5
）

口
：

隆
沈

線
に

よ
る

渦
巻

文
、

押
圧

縄
文

(L
R)

　
胴

：
押

圧
縄

文
(L

R)
　

地
紋

の
縄

文
は

LR
縦

か
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図
版

写
真

遺
物

番
号

登
録
番
号

区
層

遺
構

グ
リ
ッ
ド

器
種

部
位

時
期

計
測
値
（
㎜
）

模
様
・
縄
文
・
調
整
・
備
考

口
径

底
径

器
高

3-
15

7
3-

15
8

28
6

4
Ⅱ

40
30

浅
鉢

?
口

縁
部

大
木

8a
～

8b
?

―
―

（
42

.0
）

口
：

隆
帯

に
よ

る
区

画
(短

沈
線

・
押

圧
文

が
加

え
ら

れ
る

)
胴

：
縄

文
(L

R)

3-
15

7
3-

15
8

28
7

4
Ⅱ

･
Ⅲ

下
39

29
深

鉢
口

縁
部

大
木

8a
(新

)
―

―
（

42
.0

）
口

：
隆

帯
　

胴
：

隆
帯

に
よ

る
区

画
文

→
矢

羽
状

の
短

沈
線

充
填

3-
15

7
3-

15
8

28
8

4
Ⅱ

40
23

深
鉢

口
縁

部
―

―
（

47
.0

）
口

：
縄

文
(L

R
縦

?)
→

隆
沈

線
　

刺
突

列
無

紋
　

頸
：

無
文

3-
15

7
3-

15
8

28
9

4
39

28
浅

鉢
口

縁
部

大
木

7b
～

8a
(古

)
―

―
（

47
.5

）
口

：
隆

沈
線

に
よ

る
渦

巻
文

、
押

圧
縄

文
(L

R)
　

胴
：

押
圧

縄
文

(L
R)

　
地

紋
は

LR

3-
15

7
3-

15
8

29
0

4
Ⅱ

39
27

深
鉢

口
縁

部
大

木
8a

(新
)

～
8b

(古
)

―
―

（
44

.0
）

唇
：

隆
沈

線
に

よ
る

渦
巻

文
を

加
え

た
突

起
(押

圧
縄

文
RL

)

3-
15

7
3-

15
8

29
1

RP
15

･9
1

4
Ⅱ

40
25

深
鉢

口
縁

部
大

木
8a

―
―

（
59

.0
）

口
：

隆
帯

に
よ

る
波

状
文

　
胴

：
縄

文
(L

R
縦

)

3-
15

7
3-

15
8

29
2

4
Ⅱ

39
30

深
鉢

口
縁

部
大

木
8a

―
―

（
32

.0
）

口
：

隆
帯

　
胴

：
縄

文
(R

L
横

)→
隆

帯

3-
15

7
3-

15
8

29
3

4
Ⅱ

40
29

深
鉢

口
縁

部
大

木
8a

―
―

（
28

.5
）

口
：

隆
帯

　
胴

：
縄

文
(R

L
横

)→
隆

帯

3-
15

7
3-

15
8

29
4

4
Ⅱ

40
29

深
鉢

口
縁

部
大

木
8a

―
―

（
28

.5
）

口
：

隆
帯

　
胴

：
縄

文
(L

R
横

)→
隆

帯

3-
15

7
3-

15
8

29
5

RP
74

4
Ⅱ

41
30

深
鉢

口
縁

部
大

木
8a

―
―

（
55

.5
）

口
：

刺
突

が
巡

る
隆

帯
　

縄
文

(L
R

横
)→

沈
線

　

3-
15

7
3-

15
8

29
6

RP
21

5
4

Ⅱ
40

28
深

鉢
口

縁
部

大
木

8a
新

―
―

（
70

.0
）

口
：

縄
文

(L
R

縦
)→

隆
帯

に
よ

る
区

画
文

・
渦

巻
文

　
頸

：
無

文

3-
15

7
3-

15
8

29
7

RP
21

8
4

Ⅱ
下

40
28

深
鉢

口
縁

部
大

木
8a

―
―

（
78

.5
）

口
：

縄
文

(L
R

横
)→

隆
沈

線
に

よ
る

区
画

文
　

頸
：

無
文

　
胴

：
沈

線
文

3-
15

7
3-

15
8

29
8

4
Ⅱ

41
30

深
鉢

口
縁

部
大

木
8a

―
―

（
68

.0
）

口
：

縄
文

(L
R?

)→
沈

線
文

　

3-
15

7
3-

15
8

29
9

4
Ⅱ

40
27

深
鉢

口
縁

部
大

木
8a

?
―

―
（

66
.5

）
口

：
隆

帯
(縄

文
：

L
横

)　
胴

：
縄

文
(L

縦
)

3-
15

7
3-

15
8

30
0

4
Ⅱ

40
29

深
鉢

口
縁

部
大

木
8a

?
―

―
（

39
.0

）
口

：
隆

帯
(縄

文
：

RL
横

)　
胴

：
縄

文
(R

L
縦

)

3-
15

7
3-

15
8

30
1

4
Ⅱ

43
30

深
鉢

口
縁

部
大

木
8a

―
―

（
52

.5
）

口
：

隆
帯

(刻
み

)、
縄

文
(L

R
縦

)→
隆

帯
に

よ
る

波
状

文
30

4
と

同
一

個
体

3-
15

7
3-

15
8

30
2

4
Ⅱ

下
40

28
深

鉢
口

縁
部

大
木

8a
?

―
―

（
65

.0
）

口
：

隆
帯

(縄
文

：
RL

横
)　

胴
：

縄
文

(R
L

縦
)

3-
15

7
3-

15
8

30
3

4
Ⅱ

41
27

深
鉢

口
縁

部
大

木
8a

―
―

（
53

.5
）

口
：

隆
帯

(縄
文

：
LR

横
)、

縄
文

(R
L

縦
)→

沈
線

文

3-
15

7
3-

15
8

30
4

4
Ⅱ

43
30

深
鉢

口
縁

部
大

木
8a

―
―

（
55

.5
）

口
：

隆
帯

(刻
み

)、
縄

文
(L

R
縦

)→
隆

帯
に

よ
る

波
状

文

3-
15

7
3-

15
8

30
5

4
Ⅱ

40
27

浅
鉢

口
縁

部
大

木
8b

古
―

―
（

38
.5

）
口

：
隆

沈
線

　
胴

：
縄

文
(L

R
縦

?)
　

30
6

と
同

一

3-
15

7
3-

15
8

30
6

4
Ⅱ

40
27

深
鉢

口
縁

部
大

木
8b

古
―

―
（

34
.5

）
口

：
隆

沈
線

　
胴

：
縄

文
(L

R
縦

)→
沈

線
文

3-
15

9
3-

16
0

30
7

4
Ⅱ

38
29

･4
03

0
深

鉢
口

縁
部

大
木

8b
?

（
27

0.
0）

―
（

13
0.

0）
口

：
隆

沈
線

に
よ

る
渦

巻
文

・
区

画
文

→
区

画
内

に
矢

羽
状

の
短

沈
線

充
填

RP
16

9
Ⅱ

･
Ⅱ

下
40

29

3-
15

9
3-

16
0

30
8

4
Ⅱ

39
24

深
鉢

口
縁

部
大

木
8b

―
―

（
90

.0
）

口
：

隆
帯

に
よ

る
区

画
文

→
区

画
内

に
短

沈
線

充
填

　
頸

：
無

文

3-
15

9
3-

16
0

30
9

RP
33

4
Ⅱ

40
23

浅
鉢

口
縁

部
大

木
8b

(中
)

―
―

（
15

2.
5）

口
：

隆
帯

に
よ

る
区

画
文

・
渦

巻
文

→
区

画
内

に
短

沈
線

充
填

　
胴

：
縄

文
(R

LR
縦

)　
11

8
と

同
一

個
体

40
26
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図
版

写
真

遺
物

番
号

登
録
番
号

区
層

遺
構

グ
リ
ッ
ド

器
種

部
位

時
期

計
測
値
（
㎜
）

模
様
・
縄
文
・
調
整
・
備
考

口
径

底
径

器
高

3-
15

9
3-

16
0

31
0

RP
33

4
Ⅱ

40
23

深
鉢

口
縁

部
大

木
8b

―
―

（
14

2.
5）

口
：

隆
沈

線
に

よ
る

区
画

文
・

渦
巻

文
→

区
画

内
に

矢
羽

状
の

短
沈

線
充

填
41

23
･4

12
4

3-
16

1
3-

16
2

31
1

RP
17

4
4

Ⅱ
40

28
深

鉢
口

縁
部

大
木

8b
(新

)
―

―
（

10
0.

0）
口

：
隆

沈
線

に
よ

る
円

文
・

区
画

文
・

渦
巻

文
→

区
画

内
に

幅
広

の
短

沈
線

充
填

3-
16

1
3-

16
2

31
2

RP
11

5
4

Ⅱ
41

29
深

鉢
口

縁
部

大
木

8b
―

―
（

12
0.

0）
唇

：
中

空
突

起
(欠

損
)　

口
：

中
沈

線
に

よ
る

区
画

文
(欠

損
)→

区
画

内
に

幅
広

の
短

沈
線

充
填

　
頸

：
無

文
Ⅲ

41
29

3-
16

1
3-

16
2

31
3

RP
19

3
4

40
27

･4
01

7
深

鉢
口

縁
部

大
木

8b
(中

)
―

―
（

16
2.

5）
口

：
隆

沈
線

に
よ

る
区

画
文

・
渦

巻
文

→
区

画
内

に
短

沈
線

充
填

　
胴

：
縄

文
(L

R
縦

)　
沈

線
内

赤
彩

40
28

3-
16

1
3-

16
2

31
4

4
Ⅱ

41
26

深
鉢

口
縁

部
大

木
8a

―
―

（
13

1.
0）

口
：

隆
沈

線
　

胴
：

縄
文

(L
R

縦
)→

隆
帯

3-
16

1
3-

16
2

31
5

4
Ⅱ

40
29

深
鉢

口
縁

部
大

木
8a

(新
)

（
13

8.
0）

―
74

.0
口

：
隆

沈
線

、
縄

文
(R

L
縦

)→
隆

帯
に

よ
る

区
画

文
・

渦
巻

文
　

頸
：

無
文

、
海

綿
骨

針
を

含
む

3-
16

1
3-

16
2

31
6

RP
21

9
4

Ⅱ
下

40
28

深
鉢

口
縁

部
大

木
8a

(新
)

―
―

（
11

2.
0）

唇
：

中
空

突
起

(欠
損

)　
口

：
隆

帯
　

胴
：

縄
文

(R
L

縦
)→

隆
帯

3-
16

3
3-

16
4

31
7

RP
33

･8
3

4
Ⅱ

40
23

深
鉢

口
縁

部
大

木
8b

(古
)

―
―

（
86

.0
）

口
：

隆
沈

線
、

縄
文

(L
R

縦
)→

隆
沈

線
　

頸
：

無
文

3-
16

3
3-

16
4

31
8

4
Ⅱ

40
25

深
鉢

口
縁

部
大

木
8b

(古
～

中
)

―
―

（
97

.0
）

唇
：

隆
沈

線
に

よ
る

渦
巻

文
　

口
：

縄
文

(L
R0

段
多

条
)→

隆
沈

線

3-
16

5
3-

16
6

31
9

RP
33

4
Ⅱ

40
23

深
鉢

口
縁

部
大

木
8b

―
―

（
15

2.
0）

唇
：

沈
線

に
よ

る
渦

巻
文

を
加

え
た

中
空

突
起

、
隆

沈
線

　
口

：
縄

文
(R

L
縦

)→
隆

沈
線

に
よ

る
渦

巻
文

3-
16

5
3-

16
6

32
0

RP
9

4
Ⅱ

40
23

深
鉢

口
縁

部
大

木
8b

―
―

（
12

5.
0）

口
：

中
空

突
起

　
頸

：
無

文

3-
16

5
3-

16
6

32
1

4
Ⅱ

40
28

深
鉢

口
縁

部
大

木
8a

(新
)

―
―

（
14

0.
0）

口
：

突
起

、
隆

沈
線

　
胴

：
縄

文
(L

R
縦

)→
隆

帯
RP

19
7

Ⅱ
下

3-
16

5
3-

16
6

32
2

RP
22

0
4

Ⅱ
40

28
深

鉢
口

縁
部

大
木

8a
(新

)
―

―
（

15
2.

0）
唇

：
中

空
突

起
　

口
：

縄
文

(L
R

縦
)→

隆
帯

に
よ

る
波

状
文

　

3-
16

7
3-

16
8

32
3

4
Ⅱ

41
27

深
鉢

口
縁

部
大

木
8a

～
8b

―
―

（
13

7.
0）

唇
：

中
空

突
起

　
口

：
隆

帯
→

短
沈

線
充

填
　

頚
：

縄
文

（
LR

縦
）

RP
18

7･
20

4
Ⅲ

41
27

3-
16

7
3-

16
8

32
4

RP
82

4
Ⅱ

40
23

深
鉢

口
縁

～
胴

部
大

木
8b

―
―

（
16

3.
0）

口
：

縄
文

(L
R

縦
)→

隆
沈

線
に

よ
る

渦
巻

文
　

頸
：

無
文

3-
16

7
3-

16
8

32
5

RP
34

4
Ⅱ

41
23

･4
12

4
深

鉢
口

縁
部

大
木

8b
―

―
（

15
3.

0）
唇

：
中

空
突

起
　

口
：

縄
文

(L
R

縦
)→

隆
沈

線
に

よ
る

渦
巻

文

3-
16

7
3-

16
8

32
6

4
Ⅱ

41
27

深
鉢

口
縁

部
大

木
8b

―
―

（
16

5.
0）

唇
：

中
空

突
起

　
口

：
無

文

3-
16

9
3-

17
0

32
7

4
Ⅱ

･
Ⅲ

41
26

深
鉢

口
縁

部
大

木
8b

(中
)

―
―

(1
06

.0
)

口
：

縄
文

(R
L

横
)→

隆
沈

線
に

よ
る

渦
巻

文
　

頸
：

無
文

　
胴

：
縄

文
(R

L
横

)→
沈

線
文

Ⅲ
･

Ⅲ
上

41
27

3-
16

9
3-

17
0

32
8

RP
20

3
4

Ⅲ
41

27
深

鉢
口

縁
部

大
木

8a
(新

)
―

―
12

7.
0

口
：

縄
文

(R
L

縦
)→

隆
沈

線
に

よ
る

区
画

文
・

渦
巻

文
　

頸
：

隆
帯

に
よ

る
波

状
文

　
胴

：
沈

線
文

3-
16

9
3-

17
0

32
9

4
Ⅲ

41
28

･4
22

8
深

鉢
口

縁
部

大
木

8b
―

―
（

10
6.

0）
口

：
沈

線
に

よ
る

渦
巻

文
を

加
え

た
突

起
Ⅲ

上
42

28
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図
版

写
真

遺
物

番
号

登
録
番
号

区
層

遺
構

グ
リ
ッ
ド

器
種

部
位

時
期

計
測
値
（
㎜
）

模
様
・
縄
文
・
調
整
・
備
考

口
径

底
径

器
高

3-
16

9
3-

17
0

33
0

4
Ⅲ

41
29

深
鉢

口
縁

部
大

木
8b

―
―

（
93

.0
）

口
：

沈
線

に
よ

る
渦

巻
文

を
加

え
た

突
起

3-
16

9
3-

17
0

33
1

RP
19

9･
20

0
4

Ⅱ
40

28
深

鉢
口

縁
部

大
木

8a
?

―
―

（
72

.0
）

口
：

隆
沈

線
に

よ
る

渦
巻

文
　

胴
：

無
文

3-
17

1
3-

17
2

33
2

RP
28

4
4

倒
木

痕
44

31
深

鉢
口

縁
～

胴
部

大
木

8b
(新

)
―

―
（

24
0.

0）
口

：
隆

帯
に

よ
る

円
文

、
隆

帯
　

胴
：

縄
文

(R
LR

縦
)

3-
17

1
3-

17
2

33
3

4
Ⅱ

40
24

深
鉢

口
縁

～
胴

部
大

木
8b

(新
)

―
―

（
15

7.
0）

口
：

隆
帯

に
よ

る
円

文
、

隆
帯

　
胴

：
無

文

3-
17

1
3-

17
2

33
4

4
Ⅱ

39
27

深
鉢

口
縁

～
胴

部
大

木
8b

(新
)

―
―

（
26

1.
0）

口
：

隆
帯

に
よ

る
円

文
、

渦
巻

文
　

胴
：

縄
文

(L
R

縦
)

3-
17

3
3-

17
4

33
5

RP
16

7
4

Ⅱ
40

29
深

鉢
口

縁
部

大
木

8a
?

―
―

（
10

4.
0）

口
：

指
頭

痕
を

加
え

た
隆

帯
(L

R
横

)　
胴

：
縄

文
(L

R
縦

)

3-
17

3
3-

17
4

33
6

RP
9

4
Ⅱ

40
23

深
鉢

口
縁

～
胴

部
大

木
8a

～
8b

―
―

(2
24

.0
)

口
：

指
頭

痕
を

加
え

た
隆

帯
　

胴
：

縄
文

(L
R

縦
)

3-
17

3
3-

17
4

33
7

4
Ⅱ

40
25

深
鉢

口
縁

～
胴

部
大

木
8a

～
8b

―
―

（
22

9.
0）

口
：

隆
帯

に
よ

る
波

状
文

　
胴

：
縄

文
(R

L
縦

)

3-
17

3
3-

17
4

33
8

RP
21

5
4

Ⅱ
下

40
28

深
鉢

口
縁

～
胴

部
大

木
8a

―
―

（
98

.0
）

口
：

隆
帯

に
よ

る
波

状
文

　
胴

：
縄

文
(R

L
横

)

3-
17

3
3-

17
4

33
9

RP
92

4
Ⅱ

40
25

深
鉢

口
縁

～
胴

部
大

木
8a

―
―

（
19

1.
0）

口
：

隆
帯

に
よ

る
波

状
文

(縄
文

LR
横

)　
胴

：
縄

文
(L

R
縦

)

3-
17

3
3-

17
4

34
0

RP
14

4
Ⅱ

40
23

･4
02

4
深

鉢
口

縁
～

胴
部

―
―

（
29

9.
0）

口
～

胴
：

縄
文

(L
R

縦
)

3-
17

5
3-

17
6

34
1

4
Ⅱ

40
28

深
鉢

口
縁

～
胴

部
―

―
(2

24
.0

)
口

：
隆

帯
　

胴
：

縄
文

(L
R0

段
多

条
縦

)
RP

18
1

Ⅱ
下

41
28

Ⅲ
41

28
3-

17
5

3-
17

6
34

2
4

Ⅱ
40

29
深

鉢
口

縁
～

胴
部

大
木

8b
(新

)
―

―
（

20
5.

0）
口

：
隆

帯
に

よ
る

円
文

、
隆

帯
　

胴
：

縄
文

(L
R

縦
)

3-
17

5
3-

17
6

34
3

4
Ⅱ

40
24

深
鉢

口
縁

部
大

木
8b

(新
)

―
―

（
10

6.
0）

口
：

隆
帯

に
よ

る
円

文
、

隆
帯

　
胴

：
縄

文
(L

R
縦

)

3-
17

5
3-

17
6

34
4

RP
86

･8
7･

89
4

Ⅱ
40

24
深

鉢
口

縁
～

胴
部

大
木

8b
(新

)
―

―
（

16
2.

0）
口

：
隆

帯
に

よ
る

円
文

、
隆

帯
　

胴
：

縄
文

(R
L

横
)

3-
17

7
3-

17
8

34
5

RP
22

0
4

Ⅱ
下

40
28

深
鉢

口
縁

～
胴

部
大

木
8b

(古
)

―
―

（
23

9.
5）

口
：

突
起

　
胴

：
縄

文
(L

R
縦

)→
沈

線
に

よ
る

渦
巻

文

3-
17

7
3-

17
8

34
6

4
Ⅱ

40
22

深
鉢

口
縁

～
胴

部
大

木
8a

(新
）

―
―

（
23

0.
0）

口
：

縄
文

(R
L

縦
)→

隆
沈

線
に

よ
る

区
画

文
・

渦
巻

文
　

胴
：

無
文

　
胴

：
縄

文
(R

L
縦

)→
隆

帯
に

よ
る

区
画

文

3-
17

7
3-

17
8

34
7

RP
22

0
4

Ⅱ
下

40
28

深
鉢

口
縁

部
大

木
8a

(新
)

―
―

（
19

4.
5）

唇
：

中
空

突
起

　
口

：
縄

文
(R

L
縦

)→
隆

帯
　

頸
：

無
文

3-
17

7
3-

17
8

34
8

4
Ⅱ

･
Ⅲ

42
24

深
鉢

口
縁

～
胴

部
大

木
8b

(新
)

―
―

（
12

6.
0）

口
：

縄
文

(R
L

縦
)→

隆
沈

線
に

よ
る

渦
巻

文
　

頸
：

無
文

　
胴

：
縄

文
(R

L
縦

)→
隆

沈
線

に
よ

る
渦

巻
文

3-
17

7
3-

17
8

34
9

4
Ⅱ

38
29

･3
92

2
深

鉢
口

縁
～

胴
部

大
木

8a
―

―
（

23
2.

0）
唇

：
口

唇
部

に
沈

線
　

指
頭

痕
が

加
え

ら
れ

た
隆

帯
　

胴
：

縄
文

(L
R

縦
)

3-
17

9
3-

18
0

35
0

4
Ⅱ

･
Ⅳ

上
39

22
深

鉢
口

縁
～

胴
部

大
木

8b
(中

)
―

―
（

12
2.

0）
口

：
縄

文
(L

R
斜

)→
隆

沈
線

に
よ

る
渦

巻
文

　
頸

：
無

文
　

胴
：

縄
文

(R
L

横
)→

沈
線

文

3-
17

9
3-

18
0

35
1

4
Ⅱ

39
27

深
鉢

口
縁

～
胴

部
大

木
8b

(中
)（

14
0.

0）
―

（
10

4.
5）

口
：

縄
文

(L
R

横
)→

隆
沈

線
に

よ
る

渦
巻

文
　

頸
：

無
文

　
胴

：
縄

文
(L

R
縦

)

3-
17

9
3-

18
0

35
2

4
Ⅱ

41
26

深
鉢

口
縁

～
胴

部
大

木
8b

14
7.

0
―

（
12

0.
0）

口
：

隆
沈

線
に

よ
る

渦
巻

文
　

頸
：

無
文

　
胴

：
縄

文
(R

LR
縦

)→
沈

線
文

3-
17

9
3-

18
0

35
3

4
Ⅱ

･
Ⅱ

下
39

27
深

鉢
口

縁
～

胴
部

大
木

8b
(新

)
18

8.
0

―
（

17
5.

0）
口

：
隆

沈
線

に
よ

る
渦

巻
文

　
頸

：
無

文
　

胴
：

縄
文

(L
R

縦
)→

沈
線

に
よ

る
渦

巻
文
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図
版

写
真

遺
物

番
号

登
録
番
号

区
層

遺
構

グ
リ
ッ
ド

器
種

部
位

時
期

計
測
値
（
㎜
）

模
様
・
縄
文
・
調
整
・
備
考

口
径

底
径

器
高

3-
17

9
3-

18
0

35
4

RP
19

4
Ⅱ

40
27

深
鉢

口
縁

～
胴

部
大

木
8b

(中
)

―
―

（
82

.0
）

口
：

縄
文

(R
LR

横
)→

隆
沈

線
に

よ
る

渦
巻

文
　

頸
：

無
文

　
胴

：
縄

文
(R

LR
縦

)→
沈

線
に

よ
る

渦
巻

文

3-
17

9
3-

18
0

35
5

4
Ⅱ

40
30

深
鉢

口
縁

～
胴

部
大

木
8a

(新
) 

～
8b

(古
)

（
13

4.
0）

―
（

92
.0

）
口

：
縄

文
(L

R
横

)　
頸

：
無

文
　

胴
：

縄
文

(L
R

縦
)

3-
17

9
3-

18
0

35
6

4
Ⅱ

41
24

深
鉢

口
縁

～
胴

部
大

木
8b

?
―

―
（

17
3.

5）
口

：
縄

文
(L

R
横

)　
頸

：
無

文
　

胴
：

縄
文

(L
R

縦
)

3-
17

9
3-

18
0

35
7

4
Ⅱ

･
Ⅲ

41
27

深
鉢

口
縁

～
胴

部
大

木
8a

17
1.

0
―

（
91

.0
）

口
：

縄
文

(R
L

縦
)→

隆
沈

線
　

胴
：

縄
文

(R
L

縦
)→

沈
線

文

3-
18

1
3-

18
2

35
8

4
Ⅱ

上
･

Ⅱ
下

39
30

深
鉢

口
縁

～
胴

部
大

木
8b

(新
)

―
―

（
14

0.
0）

口
：

縄
文

(L
R

縦
)→

隆
沈

線
に

よ
る

渦
巻

文
　

頸
：

無
文

　
胴

：
縄

文
(L

R
縦

)→
隆

沈
線

に
よ

る
渦

巻
文

Ⅲ
･

Ⅲ
下

･
ｶｸ

ﾗﾝ
39

30

3-
18

1
3-

18
2

35
9

RP
19

2
4

Ⅱ
41

27
深

鉢
口

縁
～

胴
部

大
木

8b
　

　
(古

～
中

)
―

―
（

13
9.

5）
口

：
縄

文
(L

R
縦

)→
隆

沈
線

　
頸

：
無

文
　

胴
：

縄
文

(L
R

縦
)→

沈
線

に
よ

る
渦

巻
文

3-
18

1
3-

18
2

36
0

RP
78

4
Ⅱ

41
27

深
鉢

口
縁

～
胴

部
大

木
8b

(中
)

―
―

（
14

2.
0）

口
：

縄
文

(R
LR

横
)→

隆
沈

線
に

よ
る

渦
巻

文
　

頸
：

無
文

　
胴

：
縄

文
(R

LR
縦

)→
沈

線
文

3-
18

1
3-

18
2

36
1

4
40

29
深

鉢
口

縁
～

胴
部

大
木

8a
(新

)
―

―
（

16
6.

0）
口

：
沈

線
文

、
縦

位
の

短
沈

線
　

胴
：

沈
線

に
よ

る
波

状
文

・
渦

巻
文

、
短

沈
線

RP
10

5
40

30

3-
18

1
3-

18
2

36
2

RP
18

1
4

Ⅱ
下

41
28

深
鉢

口
縁

～
胴

部
大

木
8b

（
21

0.
0）

―
（

97
.5

）
口

：
隆

沈
線

に
よ

る
渦

巻
文

　
頸

：
無

文
　

胴
：

縄
文

(R
L

縦
0

段
多

条
)→

沈
線

文
Ⅲ

41
28

3-
18

1
3-

18
2

36
3

RP
21

8
4

Ⅱ
下

40
28

深
鉢

口
縁

～
胴

部
大

木
8b

(古
)

―
―

（
13

4.
5）

口
：

縄
文

(R
L

横
)→

隆
沈

線
に

よ
る

区
画

文
・

渦
巻

文
　

頸
：

無
文

　
胴

：
縄

文
(L

R
縦

)→
沈

線
文

3-
18

1
3-

18
2

36
4

4
Ⅱ

40
27

深
鉢

口
縁

～
胴

部
大

木
8a

(新
) 

～
8b

(古
)

―
―

（
21

3.
5）

口
：

縄
文

(L
R

縦
)→

隆
沈

線
　

胴
：

縄
文

(L
R

縦
)

3-
18

1
3-

18
2

36
5

4
Ⅱ

40
25

深
鉢

口
縁

～
胴

部
大

木
8a

(新
)

(1
80

.0
)

―
（

14
3.

0）
口

：
縄

文
(L

R
縦

)→
隆

沈
線

に
よ

る
区

画
文

・
渦

巻
文

　
胴

：
縄

文
(L

R
縦

)

3-
18

3
3-

18
4

36
6

4
Ⅱ

43
30

･4
53

0
深

鉢
口

縁
部

大
木

8a
(新

)
―

―
（

10
3.

5）
口

：
縄

文
(L

R
縦

)→
隆

沈
線

に
よ

る
区

画
文

・
渦

巻
文

　
頸

：
無

文
　

胴
：

沈
線

文
ｶｸ

ﾗﾝ
41

30

3-
18

3
3-

18
4

36
7

RP
94

4
Ⅱ

40
24

･4
12

4
深

鉢
口

縁
～

胴
部

大
木

8b
―

―
（

17
5.

5）
口

：
隆

帯
→

短
沈

線
　

頸
：

無
文

　
胴

：
縄

文
(R

L
縦

)→
沈

線
文

3-
18

3
3-

18
4

36
8

RP
91

4
Ⅱ

40
25

深
鉢

口
縁

～
胴

部
大

木
8b

―
―

（
23

6.
0）

口
：

隆
沈

線
に

よ
る

渦
巻

文
　

胴
：

縄
文

(L
R

縦
)→

沈
線

に
よ

る
渦

巻
文

3-
18

3
3-

18
4

36
9

RP
19

7
4

Ⅱ
40

28
深

鉢
口

縁
～

胴
部

大
木

8a
(新

)
―

―
（

17
1.

0）
口

：
隆

沈
線

に
よ

る
渦

巻
文

　
頸

：
無

文
　

胴
：

縄
文

(L
R

縦
)→

隆
帯

　
37

0
と

同
一

個
体

3-
18

3
3-

18
4

37
0

4
Ⅱ

40
28

深
鉢

口
縁

～
胴

部
大

木
8a

(新
)

―
―

（
19

3.
0）

口
：

隆
帯

に
よ

る
円

文
、

隆
帯

　
頸

：
無

文
　

胴
：

縄
文

(L
R

縦
)→

隆
帯

RP
19

8
Ⅱ

下
40

28
RP

19
9

40
28

3-
18

3
3-

18
4

37
1

RP
18

1
4

Ⅱ
下

41
28

深
鉢

口
縁

～
胴

部
大

木
8b

―
―

（
14

7.
0）

口
：

隆
沈

線
に

よ
る

渦
巻

文
　

胴
：

縄
文

(L
R

縦
)→

沈
線

文
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図
版

写
真

遺
物

番
号

登
録
番
号

区
層

遺
構

グ
リ
ッ
ド

器
種

部
位

時
期

計
測
値
（
㎜
）

模
様
・
縄
文
・
調
整
・
備
考

口
径

底
径

器
高

3-
18

5
3-

18
6

37
2

RP
21

5
4

Ⅱ
下

40
28

深
鉢

口
縁

～
胴

部
大

木
8a

(新
) 

～
8b

(古
)

―
―

（
12

7.
5）

口
：

隆
沈

線
に

よ
る

渦
巻

文
　

胴
：

縄
文

(L
R

縦
)→

隆
沈

線

3-
18

5
3-

18
6

37
3

4
Ⅱ

･
Ⅱ

下
41

28
深

鉢
口

縁
～

胴
部

大
木

8a
―

―
（

96
.5

）
口

：
隆

帯
　

胴
：

縄
文

(R
L

縦
)→

沈
線

文

3-
18

5
3-

18
6

37
4

4
Ⅱ

下
41

28
深

鉢
口

縁
～

胴
部

大
木

8a
(新

)
―

―
（

13
1.

0）
口

：
縄

文
(L

R
縦

)→
隆

沈
線

に
よ

る
区

画
文

・
渦

巻
文

　
頸

：
無

文
　

胴
：

縄
文

(L
R

縦
)→

沈
線

に
よ

る
渦

巻
文

3-
18

5
3-

18
6

37
5

4
Ⅲ

･
Ⅲ

下
41

30
深

鉢
口

縁
～

胴
部

大
木

8a
（

新
）

～
8b

古
―

―
（

14
3.

5）
口

：
縄

文
(L

R
縦

)→
隆

帯
　

胴
：

縄
文

(L
R

縦
)

3-
18

5
3-

18
6

37
6

4
Ⅲ

42
29

深
鉢

口
縁

～
胴

部
大

木
8a

(古
)

―
―

（
16

3.
0）

口
：

隆
帯

、縦
位

の
縄

文
原

体
押

圧
文

(L
R)

　
胴

：
縄

文
(L

R
縦

)

3-
18

5
3-

18
6

37
7

4
Ⅱ

41
28

注
口

土
器

胴
部

大
木

8b
(古

)
―

―
（

33
.5

）
口

：
注

口
、

隆
沈

線
に

よ
る

渦
巻

文
　

縄
文

(R
LR

)　
胴

：
沈

線
文

3-
18

5
3-

18
6

37
8

4
Ⅲ

41
26

･4
12

7
深

鉢
口

縁
～

胴
部

大
木

8b
(中

)
（

92
.0

）
―

（
68

.0
）

口
：

隆
沈

線
に

よ
る

渦
巻

文
　

頸
：

無
文

　
胴

：
縄

文
(L

R
縦

)→
沈

線
文

3-
18

5
3-

18
6

37
9

RP
19

3
4

Ⅱ
41

27
深

鉢
口

縁
～

胴
部

大
木

8b
―

―
（

95
.0

）
口

：
縄

文
(R

L
横

)→
隆

沈
線

　
頸

：
無

文
　

胴
：

縄
文

(R
L

縦
)→

沈
線

に
よ

る
渦

巻
文

RP
18

1
Ⅱ

下
41

28
Ⅲ

41
27

3-
18

5
3-

18
6

38
0

4
Ⅱ

40
25

深
鉢

口
縁

部
大

木
8a

～
8b

―
―

(4
7.

0)
口

～
胴

：
無

文
　

種
子

圧
痕

同
定

試
料

No
.1

2

3-
18

5
3-

18
6

38
1

4
Ⅱ

41
28

深
鉢

口
縁

部
大

木
8b

―
―

(5
3.

5)
口

：
縄

文
(L

R
縦

)→
隆

沈
線

に
よ

る
渦

巻
文

 
種

子
圧

痕
同

定
試

料
No

.1
4

3-
18

5
3-

18
6

38
2

4
Ⅱ

41
26

深
鉢

胴
部

大
木

8b
?

―
―

(4
1.

0)
胴

：
縄

文
(L

R
縦

)→
沈

線
　

種
子

圧
痕

同
定

試
料

No
.1

3

3-
18

5
3-

18
6

38
3

4
Ⅲ

41
28

深
鉢

胴
部

中
期

―
―

(3
1.

5)
胴

：
縄

文
(R

L
縦

)種
子

圧
痕

同
定

試
料

No
.1

6

3-
18

5
3-

18
6

38
4

4
Ⅲ

41
28

深
鉢

胴
部

中
期

?
―

―
(3

3.
0)

胴
：

無
文

　
種

子
圧

痕
同

定
試

料
No

.1
8　

縄
文

(原
体

不
明

)

3-
18

5
3-

18
6

38
5

4
Ⅱ

41
27

深
鉢

胴
部

大
木

8b
?

―
―

(3
0.

0)
胴

：
縄

文
(L

R
縦

)→
沈

線
文

　
種

子
圧

痕
同

定
試

料
No

.1
5

3-
18

7
3-

18
8

38
6

4
Ⅲ

41
28

深
鉢

胴
部

―
―

(1
8.

0)
胴

：
沈

線
文

　
種

子
圧

痕
同

定
試

料
No

.1
7

3-
18

7
3-

18
8

38
7

4
Ⅱ

41
24

深
鉢

口
縁

～
胴

部
大

木
8b

―
―

（
17

4.
0）

口
：

縄
文

(L
R

横
)→

隆
沈

線
　

胴
：

縄
文

(L
R

縦
)→

隆
沈

線
に

よ
る

区
画

文
・

渦
巻

文

3-
18

7
3-

18
8

38
8

4
Ⅲ

41
28

深
鉢

口
縁

～
胴

部
大

木
8b

(古
)（

10
1.

0）
―

（
69

.0
）

口
：

縄
文

(L
R

縦
)→

隆
沈

線
に

よ
る

渦
巻

文
と

波
状

文
　

胴
：

縄
文

(L
R

縦
)→

沈
線

文
に

よ
る

渦
巻

文

3-
18

7
3-

18
8

38
9

4
Ⅱ

41
24

深
鉢

胴
部

大
木

8b
(古

)
―

―
（

13
6.

5）
口

～
胴

：
縄

文
(L

R
縦

)→
沈

線
文

3-
18

7
3-

18
8

39
0

4
Ⅱ

･
Ⅲ

41
27

深
鉢

胴
部

大
木

8b
―

―
（

54
.0

）
胴

：
縄

文
(L

R
縦

)→
沈

線
文

3-
18

9
3-

19
0

39
1

RP
17

4
Ⅱ

41
29

深
鉢

胴
部

大
木

8b
(古

)
―

―
（

36
8.

0）
胴

：
縄

文
(L

R
縦

)→
隆

沈
線

に
よ

る
渦

巻
文

RP
18

2
Ⅱ

下
41

29
Ⅲ

41
28

3-
18

9
3-

19
0

39
2

4
Ⅱ

･
Ⅱ

下
41

28
深

鉢
胴

部
―

―
（

30
0.

0）
口

～
胴

：
縄

文
(R

L0
段

多
条

縦
)

RP
18

4
Ⅲ

41
28
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図
版

写
真

遺
物

番
号

登
録
番
号

区
層

遺
構

グ
リ
ッ
ド

器
種

部
位

時
期

計
測
値
（
㎜
）

模
様
・
縄
文
・
調
整
・
備
考

口
径

底
径

器
高

3-
19

1
3-

19
2

39
3

RP
19

2
4

Ⅱ
41

27
深

鉢
口

縁
～

胴
部

大
木

8b
―

―
（

16
0.

0）
口

：
縄

文
(R

L
縦

)→
隆

沈
線

　
頸

：
無

文
　

胴
：

縄
文

(R
L

縦
)→

沈
線

文
Ⅲ

41
27

3-
19

1
3-

19
2

39
4

4
Ⅱ

41
23

深
鉢

口
縁

～
胴

部
大

木
8b

(古
～

中
)

(1
67

.0
)

―
（

14
6.

0）
口

：
隆

沈
線

に
よ

る
渦

巻
文

　
胴

：
縄

文
(L

R
縦

)→
沈

線
文

　

3-
19

1
3-

19
2

39
5

4
Ⅱ

･
Ⅲ

40
24

深
鉢

胴
部

大
木

8b
―

―
（

22
6.

0）
胴

：
縄

文
(L

R
縦

)→
沈

線
文

3-
19

1
3-

19
2

39
6

4
Ⅲ

41
28

深
鉢

胴
部

大
木

8b
―

―
（

97
.0

）
口

：
縄

文
(R

L
横

)→
隆

沈
線

　
頸

：
無

文
　

胴
：

縄
文

(R
L

縦
)→

沈
線

に
よ

る
渦

巻
文

3-
19

1
3-

19
2

39
7

RP
34

4
Ⅱ

40
23

深
鉢

胴
部

大
木

8b
―

―
（

83
.5

）
頸

：
無

文
　

胴
：

縄
文

(L
R

縦
)→

沈
線

に
よ

る
渦

巻
文

3-
19

1
3-

19
2

39
8

RP
17

1
4

Ⅱ
40

29
深

鉢
胴

部
大

木
8b

(中
)

―
―

（
17

6.
0）

頸
：

無
文

　
胴

：
縄

文
(R

L
縦

)→
沈

線
に

よ
る

渦
巻

文

3-
19

1
3-

19
2

39
9

RP
15

4
Ⅱ

40
25

深
鉢

胴
部

大
木

8a
(新

)
―

―
（

13
8.

0）
頸

：
無

文
　

胴
：

縄
文

(L
R

縦
)→

隆
帯

に
よ

る
波

状
文

3-
19

3
3-

19
4

40
0

RP
87

4
Ⅱ

40
24

深
鉢

胴
部

大
木

8b
―

―
（

14
0.

0）
口

：
縄

文
(L

R
縦

)→
隆

沈
線

に
よ

る
渦

巻
文

　
頸

：
無

文
　

胴
：

縄
文

(L
R

縦
)

3-
19

3
3-

19
4

40
1

4
Ⅱ

40
24

深
鉢

胴
部

大
木

8b
(中

)
―

―
（

29
8.

5）
頸

：
無

文
　

胴
：

縄
文

(R
L

縦
)→

隆
沈

線
に

よ
る

区
画

文
・

渦
巻

文

3-
19

3
3-

19
4

40
2

RP
16

9
4

Ⅱ
40

29
深

鉢
胴

部
大

木
8a

(新
)

―
―

（
22

8.
0）

胴
：

縄
文

(R
L

縦
)→

隆
帯

に
よ

る
渦

巻
文

3-
19

5
3-

19
6

40
3

RP
89

4
Ⅱ

40
24

深
鉢

胴
部

大
木

8b
―

―
（

15
5.

5）
胴

：
縄

文
(R

L
縦

)→
隆

沈
線

に
よ

る
渦

巻
文

3-
19

5
3-

19
6

40
4

RP
16

9
4

Ⅱ
40

29
深

鉢
胴

部
大

木
8a

(新
)

―
―

（
25

9.
0）

胴
：

縄
文

(R
L

縦
)→

隆
帯

に
よ

る
渦

巻
文

3-
19

5
3-

19
6

40
5

RP
17

6
4

Ⅱ
40

28
深

鉢
胴

部
大

木
8a

(新
)

～
8b

(古
)

―
―

(2
23

.0
)

胴
：

縄
文

(L
R

縦
)→

隆
帯

に
よ

る
渦

巻
文

Ⅱ
下

40
28

3-
19

5
3-

19
6

40
6

RP
9

4
Ⅱ

40
23

深
鉢

胴
部

―
―

(2
25

.0
)

胴
：

縄
文

(R
L

縦
)

3-
19

7
3-

19
8

40
7

RP
31

4
Ⅱ

41
26

･4
12

7
深

鉢
胴

部
大

木
8b

―
―

（
18

8.
5）

胴
：

縄
文

(R
L

縦
)→

隆
沈

線
に

よ
る

渦
巻

文
　

海
綿

骨
針

Ⅲ
41

26

3-
19

7
3-

19
8

40
8

RP
16

7
4

Ⅱ
40

29
深

鉢
胴

部
―

―
（

20
1.

0）
胴

：
縄

文
(R

L
縦

)

3-
19

7
3-

19
8

40
9

RP
16

7
4

Ⅱ
40

29
深

鉢
胴

部
大

木
8a

―
―

(2
35

.0
)

胴
：

縄
文

(R
L

縦
)→

隆
帯

(縦
位

→
横

位
)

RP
17

1
Ⅱ

下
40

29

3-
19

7
3-

19
8

41
0

4
Ⅱ

･
Ⅱ

下
39

27
深

鉢
胴

部
大

木
8b

―
―

（
58

.5
）

胴
：

縄
文

(L
R

縦
)→

沈
線

文
　

石
器

で
彫

り
窪

め
て

い
る

3-
19

7
3-

19
8

41
1

4
Ⅱ

39
28

深
鉢

胴
部

大
木

7b
～

8a
―

―
（

36
.5

）
胴

：
押

圧
縄

文
(R

L)

3-
19

7
3-

19
8

41
2

4
Ⅱ

40
27

深
鉢

胴
部

大
木

7b
―

―
（

33
.0

）
胴

：
押

圧
縄

文
(R

L)

3-
19

9
3-

20
0

41
3

RP
11

5･
18

2
4

Ⅱ
41

28
･4

12
9

深
鉢

胴
部

大
木

8b
(中

)
―

―
（

28
7.

0）
胴

：
縄

文
(R

LR
縦

)→
沈

線
に

よ
る

渦
巻

文
RP

18
5

Ⅲ
41

28
・

41
29

3-
19

9
3-

20
0

41
4

4
Ⅱ

下
40

29
深

鉢
胴

部
大

木
8a

―
―

（
16

1.
0）

胴
：

縄
文

(L
R

縦
)→

隆
帯

3-
19

9
3-

20
0

41
5

4
Ⅱ

41
28

深
鉢

胴
部

大
木

8b
―

―
（

20
0.

0）
頸

：
無

文
　

胴
：

縄
文

(L
R

縦
)→

隆
沈

線
に

よ
る

渦
巻

文
RP

18
1

Ⅱ
下

41
28
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図
版

写
真

遺
物

番
号

登
録
番
号

区
層

遺
構

グ
リ
ッ
ド

器
種

部
位

時
期

計
測
値
（
㎜
）

模
様
・
縄
文
・
調
整
・
備
考

口
径

底
径

器
高

3-
19

9
3-

20
0

41
6

RP
11

5
4

Ⅱ
41

29
深

鉢
胴

部
大

木
8a

―
―

（
16

9.
5）

胴
：

縄
文

(R
LR

縦
)→

隆
帯

に
よ

る
波

状
文

RP
18

2
Ⅱ

下
41

29
Ⅲ

41
29

3-
19

9
3-

20
0

41
7

4
Ⅱ

･
Ⅱ

下
40

29
深

鉢
胴

部
大

木
8a

―
―

（
14

7.
5）

胴
：

縄
文

(R
L

縦
)→

隆
帯

(縦
位

→
横

位
)

3-
20

1
3-

20
2

41
8

4
Ⅱ

･
Ⅱ

下
39

28
深

鉢
胴

部
―

―
16

0.
0

胴
：

縄
文

(L
R

縦
)

3-
20

1
3-

20
2

41
9

4
Ⅱ

40
24

深
鉢

胴
部

～
底

部
―

―
（

28
1.

0）
胴

：
無

文
　

内
面

に
赤

色
顔

料
ら

し
き

変
色

あ
り

3-
20

1
3-

20
2

42
0

4
Ⅱ

41
23

･4
12

4
深

鉢
胴

部
～

底
部

大
木

8b
―

―
(1

58
.0

)
口

：
縄

文
(R

LR
横

)→
隆

沈
線

　
頸

：
無

文
　

胴
：

縄
文

(R
LR

縦
)→

沈
線

文
に

よ
る

渦
巻

文

3-
20

1
3-

20
2

42
1

RP
16

7
4

Ⅱ
39

29
･4

02
8・

40
29

深
鉢

胴
部

～
底

部
大

木
8a

―
―

（
17

9.
5）

胴
：

縄
文

(R
L

縦
)　

隆
帯

(「
X」

状
に

異
な

る
２

方
向

の
隆

帯
が

連
続

す
る

)、
頸

部
よ

り
上

の
部

分
を

中
心

に
煤

が
付

着

Ⅱ
下

40
29

Ⅲ
39

30

3-
20

3
3-

20
4

42
2

RP
17

8
4

Ⅱ
･

Ⅱ
下

41
28

深
鉢

胴
部

～
底

部
大

木
8b

(新
)

―
22

0.
0

27
9.

0
胴

：
縄

文
(R

L
縦

)→
隆

沈
線

　
海

綿
骨

針
を

含
む

RP
17

9
Ⅲ

41
28

3-
20

3
3-

20
4

42
3

RP
16

7
4

Ⅱ
40

29
深

鉢
胴

部
～

底
部

―
18

8.
0

（
97

.0
）

胴
：

縄
文

(L
R

縦
)

3-
20

5
3-

20
6

42
4

4
Ⅰ

41
31

深
鉢

胴
部

～
底

部
大

木
8b

(新
)

―
（

16
0.

0）
（

43
2.

0）
胴

：
縄

文
(L

R
縦

)→
隆

沈
線

に
よ

る
渦

巻
文

Ⅱ
･

ｶｸ
ﾗﾝ

41
30

3-
20

7
3-

20
8

42
5

RP
11

6
4

Ⅱ
40

29
深

鉢
胴

部
～

底
部

大
木

8a
?

―
15

0.
0

（
23

3.
0）

口
：

縄
文

(R
L

横
)　

胴
：

縄
文

(R
L

縦
)→

沈
線

文

3-
20

7
3-

20
8

42
6

RP
11

7･
16

6
4

Ⅱ
40

29
深

鉢
胴

部
～

底
部

―
―

（
20

1.
0）

胴
：

縄
文

(L
R

縦
)

3-
20

7
3-

20
8

42
7

RP
79

4
Ⅱ

41
23

深
鉢

胴
部

～
底

部
―

95
.0

（
18

5.
0）

胴
：

無
文

Ⅱ
41

24
･4

22
4

3-
20

9
3-

21
0

42
8

4
Ⅱ

･
Ⅱ

下
38

29
深

鉢
胴

部
～

底
部

―
（

11
4.

0）
（

30
7.

0）
胴

：
縄

文
(R

L
縦

)

3-
20

9
3-

21
0

42
9

RP
21

4
Ⅱ

40
26

深
鉢

胴
部

～
底

部
―

（
11

0.
0）

（
19

7.
5）

胴
：

縄
文

(L
R

縦
)

3-
20

9
3-

21
0

43
0

RP
11

1･
15

9･
17

0
4

Ⅱ
40

29
深

鉢
胴

部
～

底
部

大
木

8a
―

13
8.

0
（

89
.0

）
胴

：
縄

文
(L

RL
縦

)→
隆

沈
線

3-
21

1
3-

21
2

43
1

RP
16

5
4

Ⅱ
40

29
深

鉢
胴

部
～

底
部

大
木

8b
―

16
2.

0
（

23
9.

0）
胴

：
縄

文
(L

R
縦

)→
沈

線
に

よ
る

渦
巻

文
　

底
：

網
代

痕

3-
21

1
3-

21
2

43
2

RP
33

4
Ⅱ

40
23

深
鉢

胴
部

～
底

部
―

―
（

20
5.

0）
胴

：
縄

文
(L

R
縦

)

3-
21

1
3-

21
2

43
3

RP
33

4
Ⅱ

40
23

深
鉢

胴
部

～
底

部
大

木
8b

―
18

2.
0

（
20

1.
0）

胴
：

縄
文

(L
R

縦
)→

隆
沈

線

3-
21

3
3-

21
4

43
4

RP
9

4
Ⅱ

40
23

深
鉢

胴
部

～
底

部
大

木
8b

―
16

5.
0

（
13

7.
0）

胴
：

縄
文

(R
L

縦
)→

隆
沈

線

3-
21

3
3-

21
4

43
5

4
Ⅱ

･
Ⅲ

39
28

深
鉢

胴
部

～
底

部
大

木
8a

?
―

18
3.

0
（

18
9.

0）
胴

：
縄

文
(L

R
縦

)→
隆

沈
線

3-
21

3
3-

21
4

43
6

RP
16

4
4

Ⅱ
40

29
深

鉢
胴

部
～

底
部

―
（

15
2.

0）
（

17
4.

5）
胴

：
縄

文
(R

LR
縦

)

3-
21

5
3-

21
6

43
7

RP
19

7
4

Ⅱ
下

40
28

深
鉢

胴
部

～
底

部
―

13
2.

0
10

2.
0

胴
：

縄
文

(R
LR

縦
)→

沈
線

文

3-
21

5
3-

21
6

43
8

RP
28

6
4

Ⅲ
下

40
30

深
鉢

胴
部

～
底

部
大

木
8a

―
19

2.
0

（
10

5.
0）

胴
：

縄
文

(L
R

縦
)→

隆
帯

に
よ

る
区

画
文

・
渦

巻
文

3-
21

5
3-

21
6

43
9

RP
18

2
4

Ⅱ
･

Ⅱ
下

41
29

深
鉢

胴
部

～
底

部
―

11
6.

0
（

23
4.

0）
胴

：
縄

文
(R

LR
縦

)
Ⅲ

41
29

3-
21

7
3-

21
8

44
0

RP
89

4
Ⅱ

40
24

深
鉢

胴
部

～
底

部
大

木
8b

―
14

4.
0

（
11

8.
0）

胴
：

縄
文

(R
L

縦
)→

隆
沈

線
に

よ
る

波
状

文
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図
版

写
真

遺
物

番
号

登
録
番
号

区
層

遺
構

グ
リ
ッ
ド

器
種

部
位

時
期

計
測
値
（
㎜
）

模
様
・
縄
文
・
調
整
・
備
考

口
径

底
径

器
高

3-
21

7
3-

21
8

44
1

RP
33

･8
4

4
Ⅱ

40
23

深
鉢

胴
部

～
底

部
―

13
2.

0
（

94
.0

）
胴

：
縄

文
(R

L
縦

)

3-
21

7
3-

21
8

44
2

RP
21

6
4

Ⅱ
40

28
深

鉢
胴

部
～

底
部

―
15

4.
0

（
10

5.
0）

胴
：

縄
文

(R
L

横
)

3-
21

9
3-

22
0

44
3

RP
9

4
Ⅱ

40
23

深
鉢

胴
部

～
底

部
―

15
6.

0
（

14
2.

0）
胴

：
縄

文
(L

R
縦

)　
底

：
網

代
痕

3-
21

9
3-

22
0

44
4

4
Ⅱ

38
28

･4
02

8
深

鉢
胴

部
～

底
部

―
―

（
78

.0
）

胴
：

隆
沈

線
→

矢
羽

状
の

短
沈

線

3-
21

9
3-

22
0

44
5

4
Ⅱ

･
Ⅱ

下
39

28
深

鉢
胴

部
～

底
部

大
木

8a
―

12
8.

0
（

12
0.

0）
胴

：
縄

文
(L

R
縦

)→
隆

帯

3-
21

9
3-

22
0

44
6

RP
10

0
4

Ⅱ
40

29
深

鉢
胴

部
～

底
部

大
木

8b
―

（
14

0.
0）

（
10

4.
0）

胴
：

縄
文

(L
RL

縦
)→

隆
沈

線
・

沈
線

3-
22

1
3-

22
2

44
7

4
Ⅱ

･
Ⅱ

下
･

Ⅲ
下

39
28

深
鉢

胴
部

～
底

部
―

12
8.

0
（

24
5.

0）
胴

：
縄

文
(L

R
縦

)　
底

：
網

代
痕

・
海

綿
骨

針

3-
22

1
3-

22
2

44
8

RP
16

4
4

Ⅱ
40

29
深

鉢
胴

部
～

底
部

―
92

.0
（

67
.0

）
胴

：
縄

文
(L

R
縦

)

3-
22

1
3-

22
2

44
9

RP
21

5
4

Ⅱ
下

40
28

深
鉢

胴
部

～
底

部
大

木
8b

(古
)

―
（

89
.0

）
（

17
9.

0）
胴

：
縄

文
(L

R
縦

)→
沈

線
に

よ
る

渦
巻

文
Ⅲ

41
28

3-
22

1
3-

22
2

45
0

4
Ⅱ

40
24

深
鉢

胴
部

～
底

部
大

木
8b

―
12

2.
0

（
11

9.
0）

胴
：

縄
文

(R
LR

縦
)→

隆
沈

線
　

底
：

網
代

痕

3-
22

3
3-

22
4

45
1

RP
19

7
4

Ⅱ
下

40
28

深
鉢

胴
部

～
底

部
―

（
10

2.
0）

（
12

6.
0）

胴
：

縄
文

(L
R

縦
)　

底
：

木
葉

痕

3-
22

3
3-

22
4

45
2

RP
33

･8
6･

89
4

Ⅱ
40

24
有

孔
鍔

付
胴

部
大

木
8b

(古
)

―
―

（
28

5.
0）

胴
：

無
文

、
隆

帯
に

よ
る

渦
巻

文

3-
22

3
3-

22
4

45
3

RP
35

4
Ⅱ

40
24

深
鉢

底
部

―
14

8.
0

（
27

.0
）

胴
：

縄
文

→
隆

帯
　

底
：

網
代

痕

3-
22

5
3-

22
6

45
4

RP
12

4
Ⅲ

41
29

有
孔

鍔
付

胴
部

～
底

部
大

木
8b

(中
)

―
（

10
0.

0）
（

28
2.

0）
胴

：
隆

帯
に

よ
る

渦
巻

文
　

樽
形

?

3-
22

5
3-

22
6

45
5

4
Ⅱ

･
Ⅱ

下
38

29
蓋

胴
部

大
木

8b
（

12
8.

0）
（

10
7.

0）
（

16
.0

）
胴

：
隆

帯
に

よ
る

区
画

文
・

円
文

3-
22

5
3-

22
6

45
6

4
Ⅱ

39
26

有
孔

鍔
付

口
縁

部
―

―
（

30
.0

）
口

：
有

孔
鍔

付

3-
22

5
3-

22
6

45
7

4
Ⅱ

40
30

有
孔

鍔
付

口
縁

部
―

―
（

67
.0

）
口

：
有

孔
鍔

付
、

縄
文

(R
L

縦
)→

沈
線

3-
22

5
3-

22
6

45
8

4
Ⅱ

40
25

深
鉢

口
縁

～
底

部
―

―
43

.0
口

：
有

孔
　

胴
：

無
文

　
ミ

ニ
チ

ュ
ア

土
器

3-
22

7
3-

22
8

45
9

RP
31

･3
2

4
Ⅱ

41
26

有
孔

鍔
付

胴
部

～
底

部
大

木
8b

(中
)

―
―

（
14

3.
0）

頸
：

無
文

　
胴

：
無

文
、

隆
帯

Ⅲ
41

26

3-
22

7
3-

22
8

46
0

4
Ⅱ

･
Ⅲ

41
27

深
鉢

胴
部

大
木

8b
―

―
（

70
.0

）
胴

：
隆

帯

3-
22

7
3-

22
8

46
1

4
Ⅱ

40
24

有
孔

鍔
付

胴
部

～
底

部
大

木
8b

(中
)

―
―

（
82

.0
）

胴
：

隆
帯

に
よ

る
渦

巻
文

　
広

く
赤

色
顔

料
ら

し
き

変
色

あ
り

3-
22

7
3-

22
8

46
2

4
Ⅱ

･
Ⅲ

41
27

深
鉢

胴
部

大
木

8b
―

―
（

14
9.

0）
胴

：
隆

沈
線

に
よ

る
渦

巻
文

　
有

孔
鍔

付
土

器
の

可
能

性
も

3-
22

7
3-

22
8

46
3

4
Ⅱ

40
23

台
付

鉢
脚

部
―

78
.0

（
56

.0
）

脚
：

無
文

3-
22

7
3-

22
8

46
4

4
Ⅱ

44
21

台
付

鉢
脚

部
―

―
（

35
.5

）
脚

：
無

文
線

掘
り

43
30

3-
22

7
3-

22
8

46
5

4
Ⅱ

40
22

深
鉢

口
縁

～
底

部
（

12
8.

0）
―

20
3.

0
口

～
胴

：
無

文
　

頸
：

隆
帯

Ⅲ
41

22
RP

55
5･

55
6

Ⅲ
上

40
22

3-
22

9
3-

23
0

46
6

RP
88

4
Ⅱ

40
24

深
鉢

口
縁

～
胴

部
―

―
（

10
6.

0）
口

：
無

文

3-
22

9
3-

23
0

46
7

4
Ⅱ

42
30

深
鉢

口
縁

～
胴

部
―

―
（

94
.5

）
口

～
胴

：
無

文
　

海
綿

骨
針

を
含

む
　

46
8

と
同

一
個

体
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図
版

写
真

遺
物

番
号

登
録
番
号

区
層

遺
構

グ
リ
ッ
ド

器
種

部
位

時
期

計
測
値
（
㎜
）

模
様
・
縄
文
・
調
整
・
備
考

口
径

底
径

器
高

3-
22

9
3-

23
0

46
8

4
Ⅱ

42
30

深
鉢

口
縁

～
胴

部
―

―
（

14
8.

0）
口

～
胴

：
無

文
　

海
綿

骨
針

を
含

む

3-
22

9
3-

23
0

46
9

4
Ⅱ

41
27

深
鉢

口
縁

～
胴

部
―

―
（

10
2.

0）
口

～
胴

：
無

文

3-
22

9
3-

23
0

47
0

4
Ⅲ

41
26

･4
12

7
有

孔
鍔

付
口

縁
部

大
木

8b
10

4.
0

―
（

59
.0

）
口

：
隆

沈
線

に
よ

る
渦

巻
文

、
無

文

3-
22

9
3-

23
0

47
1

RP
88

4
Ⅱ

40
24

･4
12

4
深

鉢
口

縁
～

胴
部

大
木

8b
―

―
（

19
9.

0）
口

：
突

起
、

無
文

　
胴

：
無

文
　

樽
形

3-
22

9
3-

23
0

47
2

RP
88

4
Ⅱ

40
24

･4
12

4
深

鉢
口

縁
～

胴
部

大
木

8b
―

―
（

18
3.

0）
口

：
突

起
、

無
文

　
胴

：
無

文
　

樽
形

3-
23

1
3-

23
2

47
3

RP
25

4
Ⅱ

41
28

器
台

口
縁

～
底

部
大

木
8b

(古
)

11
0.

0
21

4.
5

10
3.

0
胴

：
無

文
、

２
個

１
組

の
円

孔
が

４
組

RP
20

3
Ⅲ

41
27

･4
12

8

3-
23

1
3-

23
2

47
4

RP
19

4
Ⅱ

40
27

器
台

口
縁

～
底

部
大

木
8b

(古
)

19
0.

0
(2

66
.0

)
10

3.
0

胴
：

無
文

、
２

個
１

組
の

円
孔

が
４

組
RP

24
Ⅱ

41
26

Ⅱ
･

Ⅲ
41

27
3-

23
1

3-
23

2
47

5
4

Ⅱ
40

28
器

台
口

縁
～

底
部

大
木

8b
(古

)
―

―
11

0.
0

胴
：

無
文

、
２

個
１

組
の

円
孔

3-
23

1
3-

23
2

47
6

4
Ⅲ

41
28

器
台

胴
部

～
底

部
大

木
8b

(古
)

―
―

（
90

.5
）

胴
：

無
文

、
円

孔
１

個

3-
23

1
3-

23
2

47
7

4
Ⅱ

･
Ⅱ

下
39

28
浅

鉢
口

縁
～

底
部

大
木

8b
―

―
（

14
4.

0）
口

：
隆

帯
　

胴
：

無
文

3-
23

3
3-

23
4

47
8

RP
9

4
Ⅱ

40
23

浅
鉢

口
縁

～
底

部
大

木
8b

―
13

6.
0

17
1.

0
口

：
隆

沈
線

　
胴

：
無

文

3-
23

3
3-

23
4

47
9

4
Ⅱ

39
27

浅
鉢

口
縁

～
胴

部
大

木
8b

―
―

（
71

.0
）

口
：

隆
帯

　
胴

：
無

文
、

黒
漆

付
着

　
赤

外
分

光
分

析
　

試
料

番
号

6
RP

33
Ⅱ

40
23

3-
23

3
3-

23
4

48
0

RP
58

4
Ⅱ

39
23

浅
鉢

口
縁

～
底

部
大

木
8b

―
―

(1
05

.0
)

口
：

隆
沈

線
に

よ
る

渦
巻

文
　

胴
：

縄
文

(R
L

縦
)

Ⅱ
40

22
･4

12
2･

41
23

RP
34

Ⅱ
40

23
･4

12
3

3-
23

5
3-

23
6

48
1

RP
33

4
Ⅱ

40
23

浅
鉢

口
縁

～
胴

部
大

木
8b

（
31

5.
0）

―
（

82
.0

）
口

：
隆

沈
線

に
よ

る
渦

巻
文

　
胴

：
無

文
Ⅲ

40
23

3-
23

5
3-

23
6

48
2

4
Ⅱ

40
23

･4
12

3･
41

24
浅

鉢
口

縁
～

底
部

(2
86

.0
)

90
.0

11
2.

0
口

～
胴

：
縄

文
(L

R
縦

)

3-
23

5
3-

23
6

48
3

4
Ⅱ

40
24

･4
12

4
浅

鉢
口

縁
～

底
部

大
木

8b
(中

)
37

2.
0

(1
18

.0
)

14
4.

0
口

：
隆

沈
線

に
よ

る
渦

巻
文

　
胴

：
無

文

3-
23

7
3-

23
8

48
4

RP
18

4
Ⅱ

40
29

浅
鉢

口
縁

～
底

部
大

木
8b

―
（

10
0.

0）
10

3.
0

口
：

隆
沈

線
に

よ
る

渦
巻

文
　

胴
：

無
文

Ⅱ
･

Ⅲ
上

41
29

3-
23

7
3-

23
8

48
5

RP
16

3
4

Ⅱ
40

29
浅

鉢
口

縁
～

底
部

大
木

8b
(古

)（
27

6.
0）

84
.0

10
2.

0
口

：
隆

沈
線

に
よ

る
渦

巻
文

　
胴

：
無

文
　

平
面

形
は

楕
円

3-
23

9
3-

24
0

48
6

RP
91

4
40

25
浅

鉢
口

縁
～

底
部

15
5.

0
62

.0
63

.0
口

：
隆

沈
線

　
胴

：
無

文

3-
23

9
3-

24
0

48
7

RP
16

9
4

Ⅱ
40

29
浅

鉢
口

縁
～

胴
部

―
―

（
14

9.
0）

口
：

隆
沈

線
に

よ
る

渦
巻

文
　

胴
：

無
文

RP
17

1
Ⅱ

下
40

29

3-
23

9
3-

24
0

48
8

RP
6

4
Ⅱ

40
28

浅
鉢

口
縁

～
胴

部
大

木
8b

―
―

（
11

7.
5）

口
：

隆
沈

線
に

よ
る

渦
巻

文
　

胴
：

無
文

3-
24

1
3-

24
2

48
9

RP
18

5
4

Ⅲ
41

28
浅

鉢
口

縁
～

胴
部

大
木

8b
(中

)
―

―
（

13
1.

0）
口

：
隆

沈
線

に
よ

る
渦

巻
文

　
胴

：
無

文

3-
24

1
3-

24
2

49
0

RP
10

4
Ⅱ

40
27

浅
鉢

口
縁

～
底

部
大

木
8b

(中
)

39
4.

0
10

8.
0

14
5.

0
口

：
隆

沈
線

に
よ

る
渦

巻
文

　
胴

：
無

文

3-
24

3
3-

24
4

49
1

4
Ⅱ

40
29

･4
03

0･
41

30
浅

鉢
口

縁
～

底
部

大
木

8a
(新

)
30

0.
0

(1
17

.0
)

15
4.

0
口

：
縄

文
(L

R
縦

)→
隆

帯
に

よ
る

区
画

文
、

渦
巻

文
　

底
：

網
代

痕
Ⅲ

40
30

･4
13

0
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図
版

写
真

遺
物

番
号

登
録
番
号

区
層

遺
構

グ
リ
ッ
ド

器
種

部
位

時
期

計
測
値
（
㎜
）

模
様
・
縄
文
・
調
整
・
備
考

口
径

底
径

器
高

3-
24

3
3-

24
4

49
2

4
Ⅱ

40
29

浅
鉢

口
縁

～
底

部
34

5.
0

（
15

2.
0）

（
19

8.
5）

口
：

隆
帯

　
胴

：
縄

文
(L

R
縦

)
RP

17
1

Ⅱ
下

40
29

Ⅲ
41

29

3-
24

5
3-

24
6

49
3

RP
28

4
Ⅱ

　
浅

鉢
口

縁
～

胴
部

大
木

8b
―

―
（

10
1.

0）
口

：
隆

沈
線

に
よ

る
渦

巻
文

　
胴

：
無

文
Ⅲ

41
28

3-
24

5
3-

24
6

49
4

4
Ⅱ

40
28

浅
鉢

口
縁

～
胴

部
大

木
8b

（
38

0.
0）

―
（

10
5.

0）
口

：
隆

帯
　

胴
：

無
文

3-
24

5
3-

24
6

49
5

4
Ⅱ

･
Ⅱ

下
40

29
浅

鉢
口

縁
～

底
部

大
木

8b
(中

)
―

14
6.

0
（

16
3.

5）
口

：
隆

沈
線

に
よ

る
渦

巻
文

　
胴

：
無

文
Ⅱ

40
30

3-
24

5
3-

24
6

49
6

4
Ⅱ

　
40

25
浅

鉢
口

縁
～

胴
部

大
木

8b
―

―
（

12
5.

5）
口

：
隆

沈
線

に
よ

る
渦

巻
文

　
胴

：
無

文

3-
24

7
3-

24
8

49
7

4
Ⅱ

40
25

浅
鉢

口
縁

～
胴

部
大

木
8b

―
―

98
.0

口
：

隆
沈

線
　

胴
：

縄
文

(R
L

縦
)

3-
24

7
3-

24
8

49
8

RP
10

･1
6･

19
･2

7
4

Ⅱ
40

27
浅

鉢
胴

部
～

底
部

―
76

.0
（

15
9.

0）
胴

：
無

文
　

口
：

隆
沈

線
文

?縄
文

(L
R

横
?)

3-
24

7
3-

24
8

49
9

RP
20

0
4

Ⅱ
40

28
浅

鉢
口

縁
～

胴
部

（
35

0.
0）

―
（

20
8.

5）
口

：
隆

帯
(欠

損
)　

胴
：

縄
文

(R
L

縦
)

3-
24

7
3-

24
8

50
0

RP
19

1
4

Ⅱ
41

27
浅

鉢
口

縁
～

胴
部

大
木

8a
～

8b
―

―
（

10
0.

5）
口

：
隆

沈
線

、
円

孔
　

胴
：

無
文

3-
24

9
3-

25
0

50
1

RP
33

4
Ⅱ

40
23

浅
鉢

口
縁

～
底

部
―

―
（

12
3.

0）
口

：
隆

沈
線

に
よ

る
渦

巻
文

　
胴

：
無

文
　

底
：

網
代

痕

3-
24

9
3-

25
0

50
2

4
Ⅱ

40
28

浅
鉢

口
縁

～
底

部
大

木
8b

（
88

.0
）

46
.0

35
.0

口
：

隆
沈

線
に

よ
る

渦
巻

文
　

胴
：

沈
線

文

3-
24

9
3-

25
0

50
3

4
Ⅱ

40
25

･4
12

5･
41

26
浅

鉢
口

縁
～

胴
部

―
―

（
87

.0
）

口
：

隆
帯

に
よ

る
横

楕
円

文
　

黒
漆

付
着

　
胴

：
縄

文
(R

L
縦

)→
隆

沈
線

に
よ

る
波

状
文

3-
24

9
3-

25
0

50
4

RP
17

9
4

Ⅲ
41

28
深

鉢
口

縁
～

底
部

―
46

.0
84

.0
口

：
隆

沈
線

　
胴

：
無

文

3-
24

9
3-

25
0

50
5

4
Ⅱ

40
30

･4
12

9
浅

鉢
口

縁
～

底
部

大
木

8a
～

8b
(古

)
15

9.
0

76
.0

60
.0

口
：

隆
帯

　
胴

：
縄

文
(R

L
縦

)

3-
24

9
3-

25
0

50
6

4
Ⅱ

40
26

浅
鉢

口
縁

～
胴

部
―

―
（

45
.0

）
口

：
隆

沈
線

　
胴

：
無

文

3-
24

9
3-

25
0

50
7

RP
18

8
4

Ⅱ
下

41
27

浅
鉢

口
縁

～
胴

部
大

木
8b

―
―

（
99

.5
）

口
：

隆
沈

線
に

よ
る

渦
巻

文
　

胴
：

無
文

3-
24

9
3-

25
0

50
8

4
Ⅱ

40
25

浅
鉢

口
縁

～
胴

部
大

木
8a

(新
)

～
8b

(古
)

―
―

（
10

0.
0）

口
：

隆
沈

線
に

よ
る

区
画

文
　

胴
：

縄
文

(R
L

縦
)

3-
24

9
3-

25
0

50
9

4
Ⅱ

39
28

･4
02

8
深

鉢
口

縁
部

大
木

8a
―

―
（

32
.5

）
口

：
隆

沈
線

に
よ

る
渦

巻
文

、隆
帯

(刻
み

目
)　

縄
文

(L
R

縦
)

3-
25

1
3-

25
2

51
0

RP
78

4
Ⅱ

41
27

浅
鉢

口
縁

～
胴

部
大

木
8b

―
―

（
10

0.
0）

口
：

隆
沈

線
に

よ
る

渦
巻

文
　

胴
：

無
文

3-
25

1
3-

25
2

51
1

4
Ⅱ

･
盛

土
40

26
浅

鉢
口

縁
～

底
部

大
木

7b
～

8a
36

.0
（

11
8.

0）
67

.0
口

：
隆

沈
線

　
胴

：
撚

紋
(R

)、
押

圧
縄

文
(L

R)
･

56
1

と
同

一
個

体

3-
25

1
3-

25
2

51
2

RP
21

3
4

Ⅱ
下

40
28

深
鉢

口
縁

部
大

木
8a

―
―

（
61

.0
）

口
：

無
文

　
胴

：
縄

文
(L

R
縦

)→
隆

帯

3-
25

1
3-

25
2

51
3

4
Ⅱ

40
29

浅
鉢

口
縁

部
―

―
(6

3.
5)

口
：

隆
沈

線
に

よ
る

渦
巻

文
　

胴
：

縄
文

(L
R

縦
)、

漆
(赤

・
黒

)付
着

3-
25

1
3-

25
2

51
4

RP
16

･1
9

4
Ⅱ

40
27

深
鉢

口
縁

～
胴

部
―

―
（

93
.0

）
口

：
隆

沈
線

に
よ

る
渦

巻
文

　
胴

：
縄

文
(L

R
縦

)

3-
25

1
3-

25
2

51
5

4
Ⅱ

41
24

浅
鉢

口
縁

～
胴

部
大

木
8b

―
―

（
80

.0
）

口
：

隆
沈

線
に

よ
る

渦
巻

文
　

胴
：

縄
文

(L
R

縦
)

3-
25

1
3-

25
2

51
6

4
Ⅱ

40
25

浅
鉢

口
縁

～
底

部
大

木
8b

?
―

―
（

93
.0

）
口

：
隆

沈
線

　
胴

：
無

文
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図
版

写
真

遺
物

番
号

登
録
番
号

区
層

遺
構

グ
リ
ッ
ド

器
種

部
位

時
期

計
測
値
（
㎜
）

模
様
・
縄
文
・
調
整
・
備
考

口
径

底
径

器
高

3-
25

3
3-

25
4

51
7

4
Ⅲ

下
39

28
浅

鉢
口

縁
～

底
部

―
―

28
.0

口
：

隆
帯

、
胴

：
無

文
、

ミ
ニ

チ
ュ

ア
土

器

3-
25

3
3-

25
4

51
8

4
Ⅱ

下
40

28
深

鉢
口

縁
部

―
―

（
40

.0
）

口
～

胴
：

無
文

、
ミ

ニ
チ

ュ
ア

土
器

3-
25

3
3-

25
4

51
9

4
Ⅱ

下
40

28
深

鉢
口

縁
部

―
―

（
29

.5
）

口
～

胴
：

無
文

、
ミ

ニ
チ

ュ
ア

土
器

3-
25

3
3-

25
4

52
0

4
Ⅱ

41
29

浅
鉢

口
縁

部
―

―
（

17
.0

）
胴

：
無

文
　

口
：

刺
突

列
無

文

3-
25

3
3-

25
4

52
1

4
Ⅱ

下
40

28
鉢

口
縁

部
―

―
（

45
.5

）
口

：
隆

帯
　

胴
：

無
文

3-
25

3
3-

25
4

52
2

4
Ⅱ

下
40

28
深

鉢
胴

部
―

―
（

33
.0

）
胴

：
無

文
、

ミ
ニ

チ
ュ

ア
土

器

3-
25

3
3-

25
4

52
3

4
Ⅱ

40
28

深
鉢

口
縁

部
―

―
（

31
.5

）
口

～
胴

：
無

文
、

ミ
ニ

チ
ュ

ア
土

器

3-
25

3
3-

25
4

52
4

RP
92

4
Ⅱ

40
25

浅
鉢

口
縁

部
―

―
（

40
.5

）
口

～
胴

：
無

文

3-
25

3
3-

25
4

52
5

4
Ⅱ

下
･

Ⅲ
40

28
浅

鉢
?

底
部

―
―

（
26

.0
）

胴
：

縄
文

(L
R

縦
)→

沈
線

文

3-
25

3
3-

25
4

52
6

4
Ⅱ

40
23

皿
口

縁
～

底
部

―
―

35
.0

口
～

胴
：

把
手

、
無

文

3-
25

3
3-

25
4

52
7

4
Ⅱ

下
40

28
深

鉢
底

部
―

27
.0

（
21

.5
）

胴
：

無
文

、
ミ

ニ
チ

ュ
ア

土
器

3-
25

3
3-

25
4

52
8

4
Ⅱ

･
Ⅱ

下
40

28
深

鉢
底

部
―

33
.0

（
24

.0
）

胴
：

無
文

、
ミ

ニ
チ

ュ
ア

土
器

3-
25

3
3-

25
4

52
9

4
Ⅱ

40
28

深
鉢

底
部

―
56

.0
（

25
.0

）
胴

：
無

文
、

ミ
ニ

チ
ュ

ア
土

器

3-
25

3
3-

25
4

53
0

4
Ⅱ

41
28

深
鉢

底
部

―
（

46
.0

）
（

15
.0

）
胴

：
縄

文
L

→
沈

線
文

　
底

：
木

葉
痕

、
ミ

ニ
チ

ュ
ア

土
器

3-
25

5
3-

25
6

53
1

5
Ⅲ

31
25

･3
12

6
深

鉢
口

縁
～

胴
部

大
木

8a
(新

)?
―

―
（

22
0.

0）
口

：
縄

文
(R

L
縦

)→
隆

沈
線

に
よ

る
区

画
文

・
渦

巻
文

　
胴

：
縄

文
(R

L
縦

)
RP

32
9

Ⅲ
中

31
25

3-
25

5
3-

25
6

53
2

5
Ⅲ

31
25

深
鉢

口
縁

部
大

木
8a

―
―

（
19

3.
0）

口
：

中
空

突
起

、
円

孔
　

胴
：

縄
文

(L
R

縦
)→

隆
帯

RP
32

5
Ⅲ

中
31

25

3-
25

5
3-

25
6

53
3

5
ｶｸ

ﾗﾝ
31

26
深

鉢
口

縁
～

胴
部

大
木

8b
(中

)
―

―
（

18
8.

0）
口

：
隆

沈
線

に
よ

る
渦

巻
文

　
胴

：
縄

文
(L

R
縦

)→
隆

沈
線

に
よ

る
渦

巻
文

3-
25

7
3-

25
8

53
4

RP
32

6
5

Ⅲ
中

31
25

深
鉢

口
縁

部
大

木
8b

(4
50

.0
)

―
(1

77
.0

)
口

：
隆

帯
(欠

損
)、

縄
文

(L
R

縦
)　

頸
：

無
文

RP
28

8
32

26

3-
25

7
3-

25
8

53
5

5
Ⅲ

31
25

深
鉢

口
縁

～
胴

部
大

木
8b

（
中

～
新

)
―

―
（

34
3.

0）
口

：
隆

帯
に

よ
る

円
文

、
隆

帯
　

胴
：

縄
文

(L
R

縦
)→

隆
沈

線
に

よ
る

渦
巻

文
RP

33
1･

33
2

Ⅲ
中

31
25

･3
12

6

3-
25

7
3-

25
8

53
6

5
Ⅲ

31
23

深
鉢

口
縁

部
大

木
8b

―
―

（
12

2.
5）

唇
：

中
空

突
起

3-
25

9
3-

26
0

53
7

5
Ⅰ

31
26

深
鉢

口
縁

～
胴

部
大

木
8a

(新
)

―
―

（
28

4.
5）

口
：

隆
沈

線
に

よ
る

渦
巻

文
　

胴
：

縄
文

(R
L

横
)→

隆
帯

に
よ

る
区

画
文

・
渦

巻
文

ｶｸ
ﾗﾝ

31
26

･3
12

7

3-
25

9
3-

26
0

53
8

RP
29

8
5

Ⅱ
下

30
23

･3
12

3･
31

24
深

鉢
口

縁
～

底
部

大
木

8a
(古

)
―

―
（

23
3.

0）
口

：
隆

帯
に

よ
る

区
画

文
　

頸
：

無
文

　
胴

：
縄

文
(L

R
縦

)→
沈

線
に

よ
る

渦
巻

文
Ⅲ

31
23

3-
25

9
3-

26
0

53
9

5
Ⅰ

･
Ⅱ

･
Ⅲ

30
24

深
鉢

口
縁

～
胴

部
大

木
8b

(古
)

―
―

（
16

8.
0）

口
：

縄
文

(R
L

横
)→

隆
沈

線
に

よ
る

渦
巻

文
　

頸
：

無
文

　
胴

：
縄

文
(R

L
縦

)→
沈

線
に

よ
る

渦
巻

文

3-
25

9
3-

26
0

54
0

5
Ⅱ

･
Ⅲ

･
Ⅲ

上
30

21
深

鉢
口

縁
～

胴
部

大
木

8b
―

―
（

12
5.

5）
口

：
縄

文
(L

R
横

)→
隆

沈
線

　
頸

：
無

文
　

胴
：

縄
文

(L
R

縦
)→

沈
線

文
RP

43
8

Ⅲ
中
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図
版

写
真

遺
物

番
号

登
録
番
号

区
層

遺
構

グ
リ
ッ
ド

器
種

部
位

時
期

計
測
値
（
㎜
）

模
様
・
縄
文
・
調
整
・
備
考

口
径

底
径

器
高

3-
25

9
3-

26
0

54
1

5
Ⅱ

･
Ⅲ

31
20

深
鉢

口
縁

～
胴

部
大

木
8b

(中
)

―
―

(1
26

.0
)

口
：

縄
文

(L
R

縦
)→

隆
沈

線
に

よ
る

渦
巻

文
　

頸
：

無
文

胴
：

縄
文

(L
R

縦
)→

沈
線

に
よ

る
渦

巻
文

3-
26

1
3-

26
2

54
2

5
Ⅱ

下
31

24
深

鉢
口

縁
～

胴
部

大
木

8a
(新

) 
～

8b
(古

)
18

1.
0

―
（

17
7.

0）
口

：
縄

文
(L

R
縦

)→
隆

帯
に

よ
る

区
画

文
・

渦
巻

文
　

胴
：

縄
文

(L
R

縦
)→

沈
線

に
よ

る
波

状
文

・
渦

巻
文

Ⅲ
･

Ⅲ
上

31
25

･3
22

5

3-
26

1
3-

26
2

54
3

5
Ⅲ

30
24

深
鉢

口
縁

～
胴

部
大

木
8a

(新
)

―
―

（
19

5.
5）

口
：

隆
帯

に
よ

る
波

状
文

、
ク

ラ
ン

ク
文

、
渦

巻
文

　
胴

：
縄

文
(L

R
縦

)
RP

32
1

Ⅲ
下

30
24

3-
26

1
3-

26
2

54
4

5
Ⅲ

31
25

深
鉢

口
縁

部
大

木
8b

―
―

（
10

4.
5）

口
：

隆
帯

、
押

圧
文

　
胴

：
縄

文
(L

R
縦

)→
沈

線
文

3-
26

1
3-

26
2

54
5

5
Ⅲ

･
Ⅲ

上
31

25
深

鉢
口

縁
～

胴
部

大
木

8b
（

19
8.

0）
―

（
11

4.
0）

口
：

隆
沈

線
に

よ
る

渦
巻

文
　

胴
：

縄
文

(L
R

縦
)→

沈
線

文
RP

33
2･

33
3

Ⅲ
中

31
25

3-
26

1
3-

26
2

54
6

RP
28

9
5

Ⅱ
下

31
23

深
鉢

胴
部

大
木

8b
―

―
（

13
9.

0）
胴

：
縄

文
(L

R
縦

)→
沈

線
に

よ
る

渦
巻

文
　

炭
素

窒
素

安
定

同
位

体
測

定
・

AM
S

試
料

No
.6

Ⅱ
下

31
24

3-
26

1
3-

26
2

54
7

5
Ⅰ

･
Ⅲ

31
25

深
鉢

胴
部

大
木

8b
(中

)
―

―
（

82
.5

）
胴

：
隆

沈
線

に
よ

る
渦

巻
文

→
矢

羽
状

の
短

沈
線

3-
26

1
3-

26
2

54
8

5
Ⅰ

･
Ⅱ

下
･

Ⅲ
･

Ⅲ
上

31
25

深
鉢

胴
部

―
―

（
12

6.
0）

胴
：

隆
帯

→
矢

羽
根

状
の

短
沈

線
Ⅲ

上
32

25
3-

26
3

3-
26

4
54

9
5

Ⅲ
･

Ⅲ
中

･
ｶｸ

ﾗﾝ
31

26
深

鉢
口

縁
～

底
部

大
木

8a
(新

)
―

―
（

25
7.

0）
口

：
縄

文
(R

L横
)→

隆
帯

に
よ

る
渦

巻
文

　
胴

：
縄

文
(R

L縦
)

3-
26

3
3-

26
4

55
0

RP
28

8
5

32
26

深
鉢

胴
部

大
木

8b
(中

)
―

―
(2

75
.0

)
頸

：
無

文
　

胴
：

縄
文

(R
LR

縦
・

LR
縦

)→
隆

沈
線

に
よ

る
渦

巻
文

3-
26

3
3-

26
4

55
1

5
Ⅱ

31
26

深
鉢

胴
部

大
木

8b
―

―
（

12
8.

0）
口

：
縄

文
(L

R
横

)→
隆

沈
線

に
よ

る
渦

巻
文

　
頸

：
無

文
　

胴
：

縄
文

(L
R

縦
)→

隆
沈

線
Ⅱ

下
31

25
RP

28
8

Ⅲ
32

26
3-

26
3

3-
26

4
55

2
RP

43
8

5
Ⅲ

中
30

21
深

鉢
胴

部
大

木
8b

―
―

（
17

5.
0）

頸
：

無
文

　
胴

：
縄

文
(L

R
縦

)→
沈

線
に

よ
る

渦
巻

文

3-
26

3
3-

26
4

55
3

5
Ⅲ

31
25

深
鉢

胴
部

大
木

8b
―

―
（

22
3.

5）
胴

：
縄

文
(L

R
縦

)→
隆

沈
線

ｶｸ
ﾗﾝ

31
26

3-
26

5
3-

26
6

55
4

5
Ⅱ

･
Ⅲ

･
Ⅲ

上
30

21
浅

鉢
口

縁
～

底
部

（
17

6.
0）

（
15

3.
0）

97
.0

口
～

胴
：

無
文

　
底

：
網

代
痕

RP
29

0･
33

3
Ⅲ

上
30

21

3-
26

5
3-

26
6

55
5

5
Ⅱ

下
･

倒
木

痕
31

24
深

鉢
胴

部
大

木
8a

?
―

―
（

16
0.

0）
胴

：
縄

文
(L

R
縦

)→
縦

位
の

隆
帯

Ⅲ
31

25
･3

12
6

3-
26

5
3-

26
6

55
6

5

Ⅱ
31

26

深
鉢

胴
部

～
底

部
大

木
8a

―
（

13
4.

0）
（

29
7.

0）
胴

：
縄

文
(R

L
横

)→
格

子
状

の
隆

帯
(縦

位
→

横
位

)
底

：
網

代
痕

Ⅲ
31

25
Ⅲ

上
32

25
RP

32
7

Ⅲ
中

31
25

3-
26

7
3-

26
8

55
7

RP
43

8
5

Ⅰ
30

21
深

鉢
胴

部
～

底
部

大
木

8b
―

―
（

17
5.

0）
胴

：
縄

文
(L

R
縦

)→
沈

線
文

に
よ

る
渦

巻
文

Ⅱ
･

Ⅲ
上

･
Ⅲ

下
30

21
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図
版

写
真

遺
物

番
号

登
録
番
号

区
層

遺
構

グ
リ
ッ
ド

器
種

部
位

時
期

計
測
値
（
㎜
）

模
様
・
縄
文
・
調
整
・
備
考

口
径

底
径

器
高

3-
26

7
3-

26
8

55
8

5
Ⅰ

31
25

深
鉢

胴
部

～
底

部
大

木
8a

?
―

96
.0

（
26

2.
0）

胴
：

縄
文

(L
R

縦
)→

沈
線

文
Ⅱ

下
30

24
･3

12
4

RP
29

3･
29

4
Ⅲ

30
24

3-
26

7
3-

26
8

55
9

5
Ⅲ

31
25

深
鉢

胴
部

～
底

部
―

12
8.

0
（

27
5.

5）
胴

：
縄

文
(R

L
縦

)
RP

32
8

Ⅲ
中

31
25

3-
26

7
3-

26
8

56
0

5
Ⅱ

下
31

24
蓋

胴
部

―
―

11
.5

胴
：

隆
帯

、
沈

線
文

　
海

綿
骨

針
を

含
む

3-
26

7
3-

26
8

56
1

 
5

Ⅲ
31

25
浅

鉢
口

縁
部

大
木

7b
～

8a
(古

)
―

―
（

58
.5

）
口

：
隆

帯
　

胴
：

撚
紋

(R
)→

押
圧

縄
文

(L
R)

3-
26

7
3-

26
8

56
2

5
Ⅲ

30
24

深
鉢

口
縁

部
―

―
（

57
.0

）
口

：
円

孔
、

無
文

　
胴

：
隆

帯

3-
26

7
3-

26
8

56
3

RP
29

1
5

Ⅲ
30

21
有

孔
鍔

付
口

縁
部

大
木

8b
―

―
（

51
.0

）
口

：
有

孔
、

内
外

に
漆

付
着

(黒
・

赤
)

3-
26

9
3-

27
0

56
4

5
Ⅱ

･
Ⅲ

･
ｶｸ

ﾗﾝ
31

26
有

孔
鍔

付
口

縁
～

胴
部

大
木

8b
(中

)
―

―
（

47
8.

0）
口

：
隆

帯
(欠

損
)　

胴
：

隆
帯

に
よ

る
渦

巻
文

　
内

面
に

赤
漆

の
よ

う
な

変
色

あ
り

RP
28

8
32

26

3-
26

9
3-

27
0

56
5

5
Ⅱ

32
26

深
鉢

口
縁

部
大

木
8b

(古
)

―
―

17
1.

0
口

：
隆

帯
に

よ
る

円
文

、
渦

巻
文

、
区

画
文

→
区

画
内

に
短

沈
線

充
填

　
胴

：
無

文
Ⅲ

･
ｶｸ

ﾗﾝ
32

27

3-
27

1
3-

27
2

56
6

6
Ⅲ

b
中

46
27

深
鉢

口
縁

部
大

木
8a

(新
)

―
―

（
11

9.
5）

口
：

中
空

突
起

3-
27

1
3-

27
2

56
7

6
Ⅰ

46
30

深
鉢

口
縁

～
胴

部
大

木
8a

(新
)

―
―

（
20

5.
5）

口
：

隆
帯

に
よ

る
円

文
、

縄
文

(R
L

縦
)→

隆
沈

線
　

頸
：

無
文

　
胴

：
縄

文
(R

L
縦

)→
隆

帯

3-
27

1
3-

27
2

56
8

RP
28

1
6

Ⅲ
中

48
28

深
鉢

口
縁

～
胴

部
大

木
8b

(古
)（

18
7.

0）
―

（
14

7.
0）

口
：

隆
沈

線
　

胴
：

縄
文

(L
R

縦
)→

隆
帯

　
海

綿
骨

針
を

含
む

3-
27

1
3-

27
2

56
9

6
Ⅰ

･
Ⅲ

a
48

23
深

鉢
口

縁
～

胴
部

大
木

8b
(古

)
(1

44
.0

)
―

（
98

.0
）

口
：

縄
文

(L
R

横
)→

隆
沈

線
に

よ
る

区
画

文
・

渦
巻

文
　

頸
：

無
文

　
胴

：
縄

文
(L

R
横

)→
沈

線
文

Ⅲ
b

上
47

23
･4

82
3

RP
26

6
Ⅲ

b
下

48
23

3-
27

1
3-

27
2

57
0

6
Ⅲ

a
47

24
･4

82
4

深
鉢

口
縁

～
底

部
(1

78
.0

)
83

.0
21

3.
0

頸
：

隆
帯

　
胴

：
縄

文
(R

L
縦

)
RP

27
7

Ⅲ
b

上
48

24
･4

92
4

3-
27

1
3-

27
2

57
1

6
Ⅰ

･
Ⅱ

47
29

･4
73

0
深

鉢
胴

部
～

底
部

大
木

8a
(新

)
～

8b
(古

)
―

（
12

8.
0）

（
20

4.
0）

胴
：

縄
文

(R
L

縦
)→

沈
線

に
よ

る
波

状
文

・
渦

巻
文

Ⅲ
b

上
47

30

3-
27

1
3-

27
2

57
2

6
Ⅱ

47
29

･4
73

0
深

鉢
胴

部
～

底
部

―
―

（
67

.0
）

胴
：

縄
文

(L
R

横
)

3-
27

1
3-

27
2

57
3

6
Ⅲ

a
49

24
深

鉢
胴

部
～

底
部

大
木

8b
―

50
.0

（
37

.0
）

胴
：

縄
文

(L
R

縦
)→

沈
線

文
Ⅲ

b
48

24

―
3-

27
3

57
4

RP
24

5-
18

0･
18

1
3

SL
22

9
34

25
深

鉢
口

縁
部

大
木

8b
―

―
(6

4.
0)

口
：

縄
文

(R
LR

縦
)→

中
空

突
起

･
隆

沈
線

に
よ

る
渦

巻
文

―
3-

27
3

57
5

RP
24

5-
16

2
3

SL
22

9
34

25
深

鉢
口

縁
部

大
木

8b
―

―
(5

7.
0)

口
：

突
起

、
縄

文
(R

L
縦

)→
隆

沈
線

に
よ

る
渦

巻
文

―
3-

27
3

57
6

RP
24

5-
19

0
3

SL
22

9
34

25
深

鉢
胴

部
大

木
8b

―
―

(1
16

.0
)

頸
：

無
文

　
胴

:縄
文

(R
L

縦
)→

隆
沈

線
に

よ
る

渦
巻

文

―
3-

27
3

57
7

RP
24

5-
16

9
3

SL
22

9
34

25
深

鉢
胴

部
大

木
8b

―
―

(9
6.

0)
胴

：
縄

文
(R

LR
縦

)→
隆

沈
線

に
よ

る
渦

巻
文

―
3-

27
3

57
8

RP
24

5-
14

2･
17

1
3

SL
22

9
34

25
深

鉢
胴

部
大

木
8b

―
―

(8
2.

0)
胴

：
縄

文
(L

R
縦

?)
→

隆
沈

線
に

よ
る

渦
巻

文

―
3-

27
3

57
9

RP
24

5-
15

6
3

SL
22

9
34

25
深

鉢
胴

部
大

木
8b

―
―

(3
5.

0)
胴

：
縄

文
(L

R
縦

)→
隆

沈
線

に
よ

る
渦

巻
文
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図
版

写
真

遺
物

番
号

登
録
番
号

区
層

遺
構

グ
リ
ッ
ド

器
種

部
位

時
期

計
測
値
（
㎜
）

模
様
・
縄
文
・
調
整
・
備
考

口
径

底
径

器
高

―
3-

27
3

58
0

RP
24

5-
13

0･
13

2･
17

7
3

SL
22

9
34

25
深

鉢
胴

部
～

底
部

―
―

(6
3.

0)
胴

：
縄

文
(R

L
縦

)
RP

24
5-

17
8･

17
9･

18
8

―
3-

27
3

58
1

RP
24

5-
16

4･
16

5
3

SL
22

9
34

25
浅

鉢
口

縁
～

胴
部

大
木

8b
?

―
―

(6
0.

0)
口

：
隆

沈
線

に
よ

る
文

様
　

胴
：

無
文

―
3-

27
3

58
2

RP
24

5-
13

3･
14

7･
14

8
3

SL
22

9
34

25
浅

鉢
口

縁
～

胴
部

大
木

8b
?

―
―

(7
0.

0)
口

：
縄

文
(R

L
縦

?)
→

隆
沈

線
に

よ
る

文
様

　
胴

：
無

文

―
3-

27
4

58
3

RP
24

5-
14

5･
17

3
3

SL
22

9
34

25
浅

鉢
口

縁
～

胴
部

大
木

8b
―

―
(3

9.
0)

口
：

縄
文

(R
L

縦
)→

隆
沈

線
に

よ
る

渦
巻

文
　

胴
：

無
文

―
3-

27
4

58
4

RP
24

5-
16

6･
16

7･
16

8
3

SL
22

9
34

25
浅

鉢
口

縁
～

胴
部

大
木

8b
―

―
(6

2.
0)

口
：

隆
沈

線
に

よ
る

渦
巻

文
　

胴
：

無
文

―
3-

27
4

58
5

4
Ⅱ

40
30

深
鉢

口
縁

～
胴

部
大

木
8b

(古
)?

―
―

(1
12

.0
)

炭
素

窒
素

安
定

同
位

体
測

定
・

AM
S

試
料

No
.5

　
口

：
縄

文
(L

R
縦

)→
隆

沈
線

―
3-

27
4

58
6

4
Ⅱ

･
Ⅳ

上
39

25
深

鉢
胴

部
大

木
8b

―
―

(8
5.

0)
炭

素
窒

素
安

定
同

位
体

測
定

試
料

No
.7

　
頸

：
無

文
　

胴
：

縄
文

(L
R

縦
)→

隆
沈

線
に

よ
る

渦
巻

文
　

頸
・

胴
：

縄
文

(L
R

縦
)→

沈
線

文

―
3-

27
4

58
7

4
Ⅱ

40
25

深
鉢

口
縁

～
胴

部
大

木
8b

(中
)?

―
―

(1
62

.0
)

炭
素

窒
素

安
定

同
位

体
測

定
試

料
No

.8
　

口
：

隆
沈

線
に

よ
る

文
様

　
頸

：
無

文
　

胴
：

縄
文

(R
L

縦
)→

隆
沈

線
に

よ
る

渦
巻

文
―

3-
27

5
58

8
4

Ⅱ
41

24
深

鉢
胴

部
～

底
部

―
11

8.
0

(8
6.

0)
炭

素
窒

素
安

定
同

位
体

測
定

試
料

No
.9

　
胴

：
縄

文
(R

L
縦

?)

―
3-

27
5

58
9

RP
79

4
Ⅱ

41
23

深
鉢

胴
部

大
木

8b
―

―
(8

5.
0)

炭
素

窒
素

安
定

同
位

体
測

定
試

料
No

.1
0　

胴
：

縄
文

(R
L

縦
)→

隆
沈

線
に

よ
る

渦
巻

文
RP

83
40

23

―
3-

27
6

59
0

RP
57

1
3

(5
4)

SK
39

6
37

24
･3

82
4

深
鉢

胴
部

―
―

(5
6.

0)
指

頭
圧

痕
状

の
輪

積
み

　
胴

：
縄

文
(L

R
縦

)

―
3-

27
6

59
1

3
Ⅲ

33
24

深
鉢

胴
部

―
―

(2
5.

0)
指

頭
圧

痕
状

の
輪

積
み

　
上

に
同

じ
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表
Ⅲ
-4
　
縄
文
時
代
晩
期
土
器
観
察
表

図
版

写
真

遺
物

番
号

登
録
番
号

区
層

遺
構

グ
リ
ッ
ド

器
種

部
位

時
期

計
測
値
（
㎜
）

模
様
・
縄
文
・
調
整
・
備
考

口
径

底
径

器
高

3-
27

7
3-

27
8

59
2

4
Ⅱ

38
29

壺
口

縁
部

大
洞

A
―

―
（

16
.0

）
胴

：
匹

字
文

、
コ

ブ
平

行
沈

線
文

、
大

洞
A(

新
し

い
段

階
)

3-
27

7
3-

27
8

59
3

6
Ⅱ

47
31

･4
82

9
深

鉢
口

縁
部

大
洞

A
―

―
（

39
.0

）
口

：
小

波
状

口
縁

、
内

面
に

沈
線

1
本

　
胴

：
縄

文
(L

R
横

)、
海

綿
骨

針
含

む

3-
27

7
3-

27
8

59
4

6
Ⅱ

47
31

深
鉢

口
縁

～
胴

部
大

洞
A

―
―

（
66

.0
）

口
：

小
波

状
口

縁
　

胴
：

縄
文

(L
R

横
)、

海
綿

骨
針

含
む

3-
27

7
3-

27
8

59
5

6

Ⅰ
47

29

深
鉢

胴
部

晩
期

―
―

（
16

7.
5）

胴
：

縄
文

(L
R

横
)、

海
綿

骨
針

含
む

Ⅱ
47

31
Ⅲ

a
48

29
Ⅲ

b
上

･
Ⅲ

b
中

48
28

表
Ⅲ
-5
　
縄
文
時
代
時
期
不
明
土
器
観
察
表

図
版

写
真

遺
物
番
号

登
録
番
号

区
層

遺
構

グ
リ
ッ
ド

器
種

部
位

時
期

計
測
値
（
㎜
）

模
様
・
縄
文
・
調
整
・
備
考

口
径

底
径

器
高

3-
27

7
3-

27
8

59
6

6

1･
2

SK
27

2
47

30

深
鉢

胴
部

―
―

（
14

7.
0）

胴
：

縄
文

(R
L)

　
前

期
初

頭
～

前
葉

?
1

SK
26

5
48

28
･4

82
9

Ⅰ
45

26
Ⅱ

47
30
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図版 PEAKIT 写真 遺物番号 登録登録 区 ｸﾞﾘｯﾄﾞ 遺構番号 層位 器種 状態 長（㎜）幅（㎜）厚（㎜）重（g） 備考
4-1 4-4 1 1 3319 管状土製品 欠損 46.0 45.0 9.0 25.0 

4-1 4-2 4-4 2 3 3522 SF488 土偶 完形 104.0 58.0 23.0 54.0 沈線文、脚
部省略

4-1 4-3 4-4 3 3 3724 SK396 (55) 土偶 
（一個体の

可能性）
頭・胸部 57.0 50.0 26.0 50.0 

両側頭部に
穿孔、凹線
文、縄文旋
文

4-1 4-3 4-4 4 3 3321 SF488 盛土 脚部 51.0 43.0 16.0 50.5 
4-1 4-2 4-4 5 3 3521 Ⅲ 土偶 足部 26.0 23.0 10.0 3.5 沈線文

4-1 4-2 4-4 6 3 3320 Ⅱ 土偶 頭・胸部 52.0 36.0 18.0 21.0 
沈線文、側
面にも沈線
あり

4-1 4-2 4-4 7 3 3420 Ⅱ 土偶 胴部 32.0 33.0 16.0 16.0 
沈線文、側
面にも沈線
あり

4-5 4-6 4-5 8 3 3323 Ⅱ 管状土製品 欠損 134.0 51.0 11.0 100.5 
4-5 4-6 4-5 9 3 3326 Ⅱ 管状土製品 欠損 61.0 33.0 12.0 58.0 
4-5 4-5 10 3 3322 SF488 Ⅲ下 管状土製品 欠損 15.0 13.0 4.0 7.5 
4-5 4-5 11 3 3427 Ⅱ 棒状土製品？ 欠損 13.0 11.0 10.0 10.0 
4-5 4-5 12 3 3324 Ⅲ 管状土製品 欠損 14.0 11.0 3.0 6.0 

4-5 4-6 4-5 13 3 3623 SK399 下 ミニチュア土
器 完形 13.0 18.0 3.0 15.5 深さ 10 ｍｍ

4-7 4-8 4-7 14 頭部：RP072 
胴部：PP080 4 4025 

4224 Ⅱ 土偶 完形 126.0 73.0 10.0 115.0 縄文旋文、
沈線文

4-7 4-8 4-7 15 4 4126 Ⅱ 土偶 左腕・胸
部 40.0 30.0 13.0 23.5 背面に凹線

あり

4-7 4-8 4-7 16 4 4025 Ⅱ 土偶 胴・脚部 44.0 36.0 22.0 42.5 沈線文、脚
部省略

4-9 4-10 4-12 17 4 4028 Ⅱ下 土偶 頭部 40.0 32.0 14.0 10.0 
裏面摩滅、
径 10 ｍｍ程
の窪みあり

4-9 4-10 4-12 18 4 4028 Ⅱ 土偶 胴・腰部 31.0 22.0 12.0 11.5 背面に凹線
4-9 4-10 4-12 19 4 4029 3 下

土偶

頭部 37.0 33.0 9.0 88.0 

4-9

4-10

4-12 20 4

4028 Ⅱ

胴・腰部 179.0 86.0 46.0 500.0 
沈線文、渦
巻文、腰部
分に穿孔あ
り

4-11
4028 
4128

Ⅱ 
Ⅲ

 
RP182

4028 
4129

Ⅱ 
Ⅲ

4-13 4-14・
15 4-15 21 RP124 4 4029 Ⅱ 脚部 146.0 157.0 64.0 386.0 沈線文、縄

文旋文

4-13 4-14 4-15 22 RP001 4 3824 
4027 Ⅱ 足部 104.0 54.0 104.0 192.0 沈線文

4-13 4-15 23 4 3926 SF513 盛土 土偶？ 脚部？ 51.0 27.0 19.0 28.0 
4-13 4-15 24 4 3923 Ⅱ 土偶？ 欠損 44.0 42.0 14.0 28.0 

4-16 4-17・
18 4-18 25  

RP160 4 4029 
4030 Ⅱ 土偶 脚部 

胴部 189.0 88.0 60.0 1065.0 大型土偶

4-19  4-21 26 4 3827 Ⅲ 管状土製品 欠損 40.0 30.0 8.0 14.0 
4-19 4-21 27 4 4028 Ⅲ 管状土製品 欠損 32.0 28.0 5.0 7.5 
4-19  4-21 28 4 4028 Ⅲ 管状土製品 欠損 25.0 42.0 10.0 12.5 
4-19  4-21 29 4 4127 Ⅲ 管状土製品 欠損 37.0 39.0 10.0 15.5 
4-19  4-21 30 4 4028 Ⅱ 管状土製品 欠損 41.0 29.0 7.0 11.5 
4-19  4-21 31 4 4028 Ⅱ 管状土製品 欠損 46.0 29.0 7.0 9.0 
4-19  4-21 32 4 4023 Ⅱ 管状土製品 欠損 45.0 26.0 11.0 15.5 

4-19 4-20  4-21 33 4 3928 
4024 Ⅱ 管状土製品 欠損 49.0 27.0 10.0 23.5 

4-19  4-21 34 4 4025 Ⅱ 管状土製品 欠損 44.0 31.0 7.0 17.0 
4-19  4-21 35 4 4028 Ⅱ 管状土製品 欠損 24.0 28.0 5.0 5.5 
4-19 4-20  4-21 36 4 3927 Ⅱ 管状土製品 欠損 71.0 35.0 6.0 46.0 
4-19 4-20  4-21 37 4 4124 Ⅱ 管状土製品 欠損 47.0 52.0 9.0 36.0 
4-19  4-21 38 4 4127 Ⅲ 管状土製品 欠損 68.0 30.0 6.0 40.5 
4-22 4-23 39 4 4029 Ⅱ 不明土製品 欠損 10.0 23.0 5.0 1.5 
4-22 4-23 40 4 4029 - 管状土製品 欠損 15.0 20.0 9.0 2.5 
4-22 4-23 41 4 4024 Ⅱ 管状土製品？ 欠損 20.0 28.0 10.0 7.0 
4-22 4-23 42 4 4023 Ⅱ 管状土製品？ 欠損 38.0 61.0 11.0 26.5 
4-22 4-23 43 4 4029 Ⅱ 焼成粘土塊 欠損 32.0 41.0 15.0 17.5 
4-22 4-23 44 4 4024 Ⅱ 管状土製品 欠損 24.0 31.0 11.0 13.0 
4-22 4-23 45 4 4027 Ⅱ 管状土製品 欠損 29.0 32.0 13.0 14.5 
4-22 4-23 46 4 4129 Ⅱ 管状土製品 欠損 26.0 19.0 8.0 5.5 
4-22 4-23 47 4 4023 Ⅱ 管状土製品 欠損 53.0 27.0 10.0 16.5 
4-22 4-23 48 4 4127 Ⅱ 焼成粘土塊 欠損 47.0 39.0 24.0 38.5 
4-22 4-23 49 4 4028 Ⅱ 管状土製品 欠損 29.0 35.0 9.0 11.0 
4-22 4-23 50 4 4023 Ⅱ 管状土製品 欠損 34.0 47.0 9.0 19.0 
4-24 4-25 4-26 51 RP007 4 4028 Ⅱ下 袋状土製品 略完形 102.0 43.0 37.0 84.0 沈線、縄文

表Ⅲ -6　縄文時代中期土偶・土製品観察表
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図版 PEAKIT 写真 遺物番号 登録登録 区 ｸﾞﾘｯﾄﾞ 遺構番号 層位 器種 状態 長（㎜）幅（㎜）厚（㎜）重（g） 備考
4-24 4-25 4-26 52 4 3927 Ⅱ 袋状土製品 欠損 111.0 40.0 25.0 50.5 
4-24 4-26 53 4 4024 Ⅱ下 袋状土製品 欠損 32.0 26.0 5.0 10.5 沈線、縄文
4-27 4-28 4-27 54 4 4028 Ⅱ下 袋状土製品 完形 75.0 29.0 34.0 32.5 
4-27 4-28 4-27 55 4 3926 SF513 盛土 袋状土製品 欠損 42.0 30.0 20.0 13.0 
4-29 4-29 56 4 3521 SK277 上 焼成粘土塊 欠損 34.0 43.0 19.0 15.0 
4-29 4-29 57 4 3929 Ⅱ下 焼成粘土塊 欠損 40.0 8.0 6.0 4.0 
4-29 4-29 58 4 4029 Ⅱ 焼成粘土塊 欠損 45.0 11.0 10.0 5.0 
4-29 4-29 59 4 4128 Ⅲ 焼成粘土塊 欠損 37.0 7.0 7.0 3.5 
4-29 4-29 60 4 4025 Ⅱ 焼成粘土塊 完形 32.0 32.0 29.0 29.5 
4-29 4-29 4-29 61 4 3930 ｶｸﾗﾝ 棒状土製品 欠損 42.0 24.0 20.0 18.5 
4-29 4-29 62 5 3227 ｶｸﾗﾝ 管状土製品 欠損 18.0 31.0 8.0 6.5 
4-29 4-29 63 5 3126 Ⅲ 棒状土製品 欠損 34.0 26.0 8.0 8.5 
4-29 4-29 64 5 3126 Ⅲ 管状土製品 欠損 30.0 28.0 9.0 12.5 

図版 遺物番号 登録遺物 区 ｸﾞﾘｯﾄﾞ 遺構 層位 器種 石材 長（㎜）幅（㎜）厚（㎜） 重（g） 備考
5-1 1 1 SK012 覆土 錐形石器 珪質頁岩 37.1 9.2 4.9 2.5
5-1 2 1 SK012 覆土 ヘラ形石器 珪質頁岩 46.4 17.6 3.8 33.0
5-1 3 1 SK013 覆土 小型石器未製品 珪質頁岩 40.1 53.7 19.7 54.0
5-1 4 1 SK079 覆土 短形剥片石核 玉髄質珪化木 52.3 32.8 26.0 42.0
5-1 5 1 3519 Ⅱ 石鏃 珪質頁岩 27.5 19.9 4.8 2.0
5-1 6 1 3519 Ⅱ 錐形石器 珪質頁岩 74.7 19.7 12.3 19.3
5-1 7 1 SK012 覆土 錐形石器 珪質頁岩 52.0 22.1 7.4 8.5
5-1 8 1 3818 Ⅱ下 小型石器未製品 珪質頁岩 44.7 26.9 9.0 9.5
5-1 9 1 3615 Ⅱ下 ヘラ形石器 珪質頁岩 57.5 35.7 14.3 30.5
5-2 10 2 4721 Ⅲ 石鏃 珪質頁岩 47.5 21.8 4.6 3.7 被熱、衝突痕
5-2 11 2 4321 Ⅲ 錐形石器 珪質頁岩 58.3 39.3 15.2 21.5
5-2 12 2 3921 Ⅱ エンドスクレイパー 珪質頁岩 77 24.2 7.7 18.7
5-2 13 2 4020 Ⅱ 錐形石器 珪質頁岩 53.1 22.6 8.7 5.5
5-2 14 2 4222 Ⅱ 横形スクレイパー 珪質頁岩 55.8 47.7 12.6 28.0
5-2 15 2 4322 Ⅲ 横形スクレイパー 珪質頁岩 53.1 58.5 17.0 59.0
5-2 16 2 3921 Ⅱ ヘラ形石器未製品 珪質頁岩 91.8 46.8 20.2 75.7

5-3 17 2 3921 Ⅱ 単刃直刃スクレイ
パー 珪質頁岩 45.1 37.2 10.3 20.0

5-3 18 2 4020 Ⅳ上 両刃直刃スクレイ
パー 珪質頁岩 79.2 39.5 11.8 52.0

5-3 19 2 4020 Ⅱ 両刃凹・凸刃スクレ
イパー 珪質頁岩 56.7 30.5 12.6 30.5

5-3 20 2 4122 Ⅲ上 短形剥片石核 珪質頁岩 119.8 56.1 34.4 217.0
5-3 21 2 4120 Ⅱ 石鏃未製品 緑色凝灰岩 18.7 11.7 2.7 0.6
5-3 22 2 4721 Ⅲ 微細剥離痕ある剥片 凝灰岩 37.9 38.4 9.3 16.0
5-3 23 2 3921 Ⅱ 厚手剥片 黒耀石 38.0 28.7 15.6 13.5 湯ノ倉群
5-3 24 2 4121 Ⅱ 微細剥離痕ある剥片 黒耀石 31.1 19.9 5.5 2.5 湯ノ倉群
5-4 25 3 SK326 覆土下 短形剥片石核 珪質頁岩 66.3 66.8 27.5 115.5 
5-4 26 3 SK356 盛土 微細剥離痕ある剥片 珪質頁岩 30.9 30.7 6.5 4.5 
5-4 27 3 SK396 1 ～ 5 錐形石器 珪質頁岩 92.0 50.8 9.3 42.7 
5-4 28 3 SK398 5 異形石器 黒耀石 24.0 27.0 7.5 3.7 産地不明、被熱
5-4 29 3 SK398 5 異形石器 黒耀石 27.8 32.3 4.9 2.6 産地不明、被熱
5-5 30 3 SK399 44 石匙 珪質頁岩 52.4 32.5 4.5 9.3 
5-5 31 3 SK399 21 両面調整石器 珪質頁岩 85.5 51.2 20.3 72.0 
5-5 32 3 SK399 45 錐形石器 珪質頁岩 18.5 9.0 2.7 0.5 
5-5 33 3 SK510 覆土上 エンドスクレイパー 珪質頁岩 65.4 39.5 7.7 25.4 
5-5 34 3 3322 SF488 盛土 石鏃 珪質頁岩 24.9 16.6 3.4 1.2 基部にタール付着
5-5 35 3 3322 SF488 盛土 石鏃未製品 珪質頁岩 27.2 18.8 4.1 2.0 
5-5 36 3 3422 SF488 Ⅲ下 石鏃未製品 珪質頁岩 48.3 34.4 8.6 10.0 
5-5 37 3 3422 SF488 盛土 石匙 珪質頁岩 63.0 27.6 60.0 8.2 
5-6 38 3 3323 SF488 盛土 横形石匙 珪質頁岩 49.1 61.0 10.8 28.7 
5-6 39 3 3323 SF488 盛土 ヘラ形石器 珪質頁岩 89.3 31.1 15.6 51.3 
5-6 40 3 3323 SF489 盛土 ヘラ形石器 珪質頁岩 111.2 37.7 18.1 88.6 
5-6 41 3 3422 SF488 盛土 ヘラ形石器 珪質頁岩 63.9 37.8 15.6 37.5 
5-6 42 3 3422 SF488 Ⅲ下 錐形石器 珪質頁岩 34.7 15.4 5.9 3.0 

5-6 43 3 3323 SF488 - 単刃直刃スクレイ
パー 珪質頁岩 40.9 26.7 12.5 14.0 

5-6 44 3 3323 SF488 Ⅲ中 小型石器未製品 珪質頁岩 29.8 41.9 11.2 14.0 

5-7 45 3 3522 SF488 倒木痕 厚手尖頭スクレイ
パー 凝灰岩 91.4 99.1 33.8 266.5 

5-7 46 3 3422 SF488 盛土Ⅱ 硬石製ハンマー 石英岩 66.7 66.6 52.6 289.0 
5-7 47 3 SP309 1 ヘラ形石器 珪質頁岩 39.7 31.8 12.9 16.5 
5-7 48 3 SP498 覆土 小型石器未製品 珪質頁岩 47.0 32.9 9.1 15.0 

表Ⅲ -7　縄文時代剥片石器観察表
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図版 遺物番号 登録遺物 区 ｸﾞﾘｯﾄﾞ 遺構 層位 器種 石材 長（㎜）幅（㎜）厚（㎜） 重（g） 備考
5-7 49 3 SP507 覆土 鋸歯縁石器 珪質頁岩 56.2 30.7 16.6 25.5 
5-8 50 3 3324 Ⅱ下 石鏃 珪質頁岩 20.0 14.1 3.3 0.7 基部にタール付着

5-8 51 3 3421 Ⅱ 石鏃 珪質頁岩 21.3 16.5 2.9 0.7 基部にタール付
着、被熱

5-8 52 3 3626 Ⅱ 石鏃 珪質頁岩 16.5 12.9 2.9 0.5 基部にタール付着
5-8 53 3 3420 Ⅱ 石鏃 珪質頁岩 19.5 16.1 4.9 1.0 
5-8 54 3 3428 Ⅲ 石鏃 珪質頁岩 20.3 14.6 3.3 0.5 
5-8 55 3 3227 Ⅰ 石鏃 珪質頁岩 27.4 17.4 6.5 2.0 
5-8 56 3 3327 Ⅱ 石鏃未製品 珪質頁岩 24.7 13.4 3.7 1.5 
5-8 57 3 3227 Ⅱ 石鏃 珪質頁岩 16.8 11.2 3.0 0.5 
5-8 58 3 3320 Ⅱ 石鏃未製品 珪質頁岩 23.0 13.1 6.1 2.0 
5-8 59 3 3420 Ⅱ 石鏃未製品 珪質頁岩 31.9 19.8 7.4 5.0 
5-8 60 3 3728 Ⅱ 石鏃未製品 珪質頁岩 35.5 22.8 7.2 5.0 
5-9 61 3 3524 Ⅱ下 石匙 珪質頁岩 57.6 23.2 4.9 8.4 
5-9 62 3 3421 Ⅱ 横形石匙 珪質頁岩 37.8 49.2 9.8 16.5 
5-9 63 3 3324 Ⅱ下 石匙 珪質頁岩 42.0 21.8 5.6 5.0 
5-9 64 3 3421 Ⅲ 錐形石器 珪質頁岩 62.4 26.5 6.6 10.9 
5-9 65 3 3720 - 錐形石器 珪質頁岩 90.0 57.0 20.3 71.5 
5-9 66 3 3422 Ⅱ 錐形石器 珪質頁岩 54.7 29.0 21.5 21.5 
5-9 67 3 3227 1 錐形石器 珪質頁岩 47.4 13.8 6.6 4.0 
5-9 68 3 3226 Ⅱ 錐形石器 珪質頁岩 42.0 35.8 11.6 14.0 

5-10 69 3 3428 Ⅱ上 エンドスクレイパー 珪質頁岩 41.9 19.5 4.1 4.2 
5-10 70 3 3520 Ⅱ エンドスクレイパー 珪質頁岩 52.6 35.8 11.7 25.3 
5-10 71 3 3227 Ⅰ エンドスクレイパー 珪質頁岩 34.2 22.3 6.0 3.5 
5-10 72 3 3727 Ⅱ エンドスクレイパー 珪質頁岩 57.3 33.2 16.8 33.0 
5-10 73 3 3420 Ⅱ エンドスクレイパー 珪質頁岩 65.7 35.9 7.4 19.0 
5-10 74 3 3227 ｶｸﾗﾝ 尖頭スクレイパー 珪質頁岩 45.4 42.6 5.5 9.5 
5-10 75 3 3727 Ⅱ 横形スクレイパー 珪質頁岩 34.1 84.0 16.5 41.0 

5-10 76 3 3321 Ⅱ 単刃直刃スクレイ
パー 珪質頁岩 62.0 36.6 14.4 33.5 

5-10 77 3 3322 Ⅱ 鋸歯縁石器 珪質頁岩 55.6 49.9 11.3 21.0 
5-11 78 3 3421 Ⅱ ヘラ形石器 珪質頁岩 43.2 24.6 13.2 16.2 
5-11 79 3 3421 Ⅱ ヘラ形石器 珪質頁岩 60.3 26.2 11.2 30.0 
5-11 80 3 3429 Ⅱ下 ヘラ形石器 珪質頁岩 70.1 25.8 13.1 30.7 
5-11 81 3 3421 Ⅱ ヘラ形石器 珪質頁岩 41.4 16.2 10.3 10.2 
5-11 82 3 3522 Ⅱ ヘラ形石器 珪質頁岩 103.8 43.0 14.4 80.0 両側縁に擦痕
5-11 83 3 3320 Ⅱ ヘラ形石器 珪質頁岩 78.8 28.9 14.5 36.3 
5-12 84 3 3729 Ⅱ ヘラ形石器 珪質頁岩 69.9 29.5 13.8 34.5 
5-12 85 3 3421 Ⅲ 打製石斧 珪質頁岩 85.1 41.3 12.1 57.9 
5-12 86 3 3522 Ⅱ ヘラ形石器未製品 珪質頁岩 75.5 39.2 11.9 48.0 
5-12 87 3 3421 Ⅱ ヘラ形石器未製品 珪質頁岩 66.4 35.2 12.5 30.5 
5-12 88 3 3525 Ⅱ ヘラ形石器未製品 珪質頁岩 64.4 50.0 15.9 53.0 
5-13 89 3 3221 Ⅱ ヘラ形石器 珪質頁岩 58.3 34.1 11.8 20.0 

5-13 90 3 3524 Ⅲ 両刃直刃スクレイ
パー 珪質頁岩 89.4 34.4 11.6 33.5 

5-13 91 3 3327 Ⅱ 単刃凹刃スクレイ
パー 珪質頁岩 68.9 26.1 7.7 15.0 

5-13 92 3 3928 Ⅱ ラウンドスクレイ
パー 珪質頁岩 52.0 60.8 17.6 48.5 

5-13 93 3 3426 Ⅱ 石鏃未製品 珪質頁岩 36.2 25.4 11.8 8.5 
5-13 94 3 3624 Ⅱ 石鏃未製品 珪質頁岩 43.4 20.4 5.7 5.5 
5-13 95 3 3227 ｶｸﾗﾝ 石鏃未製品 珪質頁岩 41.0 31.5 8.6 10.5 
5-13 96 3 3525 Ⅱ 石鏃未製品 珪質頁岩 34.7 31.7 7.8 6.5 
5-13 97 3 3420 Ⅱ 石鏃未製品 珪質頁岩 31.5 33.3 5.7 5.5 
5-13 98 3 3326 Ⅱ 石鏃未製品 珪質頁岩 39.5 28.9 5.7 5.5 
5-13 99 3 3225 - 石鏃未製品 珪質頁岩 35.3 23.4 8.8 7.5 
5-13 100 3 3326 Ⅱ 石鏃未製品 珪質頁岩 43.6 18.6 10.2 8.5 
5-13 101 3 3322 Ⅱ 石鏃未製品 珪質頁岩 35.8 43.5 8.2 9.5 
5-13 102 3 3423 Ⅱ 石鏃未製品 珪質頁岩 40.4 31.4 6.8 11.0 
5-13 103 3 3325 Ⅱ 石鏃未製品 珪質頁岩 24.7 39.7 11.1 9.5 
5-14 104 3 3426 Ⅱ 鋸歯縁石器 珪質頁岩 55.3 52.6 22.0 60.5 

5-14 105 3 3428 Ⅱ 単刃凸刃スクレイ
パー 珪質頁岩 59.4 39.5 14.8 34.5 

5-14 106 3 3525 Ⅱ ノッチ 珪質頁岩 51.8 39.5 15.5 24.5 
5-14 107 3 3426 Ⅱ下 短形剥片石核 珪質頁岩 60.1 37.6 29.0 67.5 
5-14 108 3 3428 Ⅲ 短形剥片石核 珪質頁岩 46.3 58.7 14.8 33.5 
5-14 109 3 3526 Ⅱ 短形剥片石核 珪質頁岩 40.4 45.5 16.2 23.5 
5-14 110 3 3425 Ⅱ 短形剥片石核 珪質頁岩 85.6 41.5 26.5 75.0 
5-14 111 3 3421 Ⅱ 短形剥片石核 珪質頁岩 47.8 59.1 15.5 30.0 
5-15 112 3 3319 - 両極石核 珪質頁岩 23.7 21.9 9.9 5.5 
5-15 113 3 3421 Ⅱ 両極石核 珪質頁岩 30.3 26.8 14.8 19.0 
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図版 遺物番号 登録遺物 区 ｸﾞﾘｯﾄﾞ 遺構 層位 器種 石材 長（㎜）幅（㎜）厚（㎜） 重（g）備考
5-15 114 3 3227 ｶｸﾗﾝ 両極石核 珪質頁岩 27.0 28.3 9.3 9.0 
5-15 115 3 3326 Ⅱ 両極剥片 珪質頁岩 53.1 43.5 15.2 25.5 
5-15 116 3 3429 Ⅱ上 両極石核 珪質頁岩 41.2 34.0 15.1 25.0 
5-15 117 3 3529 Ⅱ上 両極石核 珪質頁岩 42.7 56.5 16.3 34.5 
5-15 118 3 3527 Ⅱ 厚手剥片 黒耀石 35.9 29.3 13.1 9.5 湯ノ倉群？
5-15 119 3 3421 Ⅱ 石鏃 碧玉 16.0 12.0 3.2 0.4 
5-15 120 3 3320 Ⅱ 小型石器未製品 玉髄質珪化木 22.6 27.9 8.7 7.0 
5-15 121 3 3223 Ⅱ 両極石核 玉髄質珪化木 43.7 34.2 14.9 24.0 
5-15 122 3 3424 Ⅲ 短形剥片石核 玉髄 83.3 67.8 29.2 183.0 
5-15 123 3 3524 Ⅱ 短形剥片 緑色凝灰岩 36.3 25.5 5.7 3.5 
5-15 124 3 3220 Ⅱ 微細剥離痕ある剥片 緑色凝灰岩 22.2 27.3 5.6 3.0 
5-16 125 3 - ヘラ形石器未製品 凝灰岩 113.8 66.4 23.5 176.0 
5-16 126 3 3221 - ヘラ形石器未製品 凝灰岩 113.8 65.4 23.5 171.5 
5-16 127 3 3727 Ⅱ 調整剥片 凝灰岩 20.6 40.7 7.5 4.5 

5-16 128 3 3728 Ⅱ 両刃凸・直刃スクレ
イパー 凝灰岩 33.0 23.9 14.0 9.0 

5-16 129 3 3323 Ⅱ 尖頭スクレイパー 珪化凝灰岩 45.3 31.9 9.8 11.0 
5-16 130 3 3529 Ⅱ上 両極石核 白色凝灰岩 22.4 16.0 9.6 3.5 
5-16 131 3 3326 Ⅱ 両極剥片 白色凝灰岩 28.2 14.6 5.7 2.0 
5-16 132 3 3427 Ⅱ 短形剥片石核 白色凝灰岩 40.2 32.5 16.4 14.5 
5-17 133 4 SK226 覆土 剥片 黒耀石 17.1 11.2 4.1 0.7 産地不明
5-17 134 4 3927 SF513 盛土 石匙 珪質頁岩 65.2 26.0 6.0 7.0 被熱
5-17 135 4 4028 SF513 Ⅲ下 錐形石器 珪質頁岩 50.4 37.1 13.4 23.7 
5-17 136 4 3926 SF513 盛土中 エンドスクレイパー 珪質頁岩 33.1 24.2 7.0 6.6 
5-17 137 4 4028 SF513 Ⅲ下 エンドスクレイパー 珪質頁岩 33.7 35.7 12.0 14.5 

5-17 138 4 4026 SF513 盛土 石鏃・小型石器未製
品 珪質頁岩 45.1 24.4 9.1 9.8 

5-17 139 4 4127 SF513 Ⅲ ヘラ形石器 珪質頁岩 61.7 27.1 10.1 23.8 
5-17 140 4 3926 SF513 盛土中 ヘラ形石器 珪質頁岩 65.0 26.6 17.8 29.3 
5-17 141 4 4028 SF513 Ⅲ下 ヘラ形石器 珪質頁岩 69.8 37.9 15.1 31.9 

5-17 142 4 3926 SF513 盛土 ヘラ形石器 珪質頁岩 46.6 33.9 18.9 34.4 基部折れ、刃部再
加工

5-17 143 4 4028 SF513 Ⅲ下 単刃直刃スクレイ
パー 珪質頁岩 57.4 38.3 12.9 25.4 

5-18 144 4 3927 SF513 Ⅲ上 単刃凹刃スクレイ
パー 珪質頁岩 64.8 35.5 15.0 35.4 被熱

5-18 145 4 3927 SF513 盛土　 横形スクレイパー 珪質頁岩 36.7 55.3 11.2 23.7 
5-18 146 4 4029 SF513 Ⅲ下 ノッチ 珪質頁岩 22.3 36.6 8.5 5.0 
5-18 147 4 4029 SF513 Ⅲ下 縦長剥片石核 珪質頁岩 49.6 57.6 21.1 45.5 
5-18 148 4 3927 SF513 Ⅲ上 短形剥片石核 珪質頁岩 38.3 62.8 22.9 47.7 
5-18 149 4 4127 SF513 Ⅲ 短形剥片石核 珪質頁岩 58.1 53.7 18.9 51.2 
5-18 150 4 4028 SF513 Ⅲ下 短形剥片石核 珪質頁岩 42.8 57.3 16.8 16.6 

5-18 151 4 4128 SF513 Ⅲ下 横形スクレイパーか、
両極石核 珪質頁岩 30.6 52.8 12.2 14.1 

5-18 152 4 3928 SF513 Ⅲ 両極石核 珪質頁岩 42.2 43.9 10.5 22.6 
5-18 153 4 4127 SF513 Ⅲ 短形剥片石核 玉髄質珪化木 46.9 59.6 25.5 63.7 
5-19 154 4 4027 SF513 盛土 ヘラ形石器 碧玉 100.2 45.0 20.0 97.7 
5-19 155 4 4024 Ⅱ 石鏃 珪質頁岩 15.0 14.3 3.1 0.5 先端に衝突痕
5-19 156 4 4024 Ⅱ 石鏃 珪質頁岩 17.3 16.0 2.6 0.5 被熱
5-19 157 4 4024 Ⅱ 石鏃 珪質頁岩 18.3 15.5 3.2 0.7 
5-19 158 4 4022 Ⅱ 石鏃 珪質頁岩 19.4 13.3 2.8 0.4 基部にタール付着

5-19 159 4 4030 ｶｸﾗﾝ 石鏃 珪質頁岩 19.9 12.5 2.1 0.3 先端に衝突痕、カ
エシ一部折れ

5-19 160 4 3826 Ⅱ 石鏃 珪質頁岩 25.2 15.6 4.0 0.8 基部にタール付着
5-20 161 4 4022 Ⅱ 石鏃 珪質頁岩 22.7 13.8 2.3 0.4 
5-20 162 4 4030 Ⅱ 石鏃 珪質頁岩 19.4 17.1 4.4 1.3 先端に衝突痕
5-20 163 RQ073 4 4030 Ⅱ 石鏃 珪質頁岩 27.0 18.2 4.4 1.4 
5-20 164 4 4029 Ⅱ 石鏃 珪質頁岩 22.9 16.1 4.3 1.5 未製品の可能性
5-20 165 4 3929 Ⅱ下 石鏃 珪質頁岩 29.3 19.2 5.5 2.5 
5-20 166 4 4029 Ⅱ 石鏃 珪質頁岩 28.8 18.0 6.1 2.2 カエシ一部折れ
5-20 167 4 4030 ｶｸﾗﾝ 石鏃 珪質頁岩 15.9 16.0 2.6 0.5 被熱
5-20 168 4 4028 Ⅱ 石鏃 珪質頁岩 12.4 12.1 1.7 0.5 先端に衝突痕
5-20 169 4 4025 Ⅲ a 有茎石鏃 珪質頁岩 31.1 12.5 4.1 1.5 舌部一部折れ
5-20 170 4 3827 Ⅲ下 石鏃 珪質頁岩 36.2 17.5 5.9 2.8 カエシに樋状剥離
5-20 171 4 3928 Ⅱ下 石鏃 珪質頁岩 24.5 22.0 4.4 2.9 先端部折れ
5-20 172 4 3829 Ⅱ 石鏃 珪質頁岩 19.5 16.9 3.2 1.1 先端部折れ
5-21 173 4 4128 Ⅲ下 石鏃 珪質頁岩 25.2 21.8 4.7 3.2 先端部折れ

5-21 174 4 3929 Ⅱ下 石鏃 珪質頁岩 19.6 11.2 4.3 0.7 先端に衝突痕、基
部折れ

5-21 175 4 4128 Ⅲ 石鏃 珪質頁岩 34.1 25.3 5.3 4.9 先端部折れ、被熱
5-21 176 4 4029 Ⅲ 石鏃 珪質頁岩 13.5 17.1 3.8 0.6 中間部に樋状剥離
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5-21 177 4 3926 Ⅱ 石匙 珪質頁岩 49.9 24.4 5.5 6.6 
5-21 178 4 4126 Ⅲ上 石匙 珪質頁岩 62.2 27.3 4.8 5.6 
5-21 179 RQ003 4 3929 Ⅱ 石匙 珪質頁岩 69.4 18.7 4.8 6.7 
5-21 180 4 3927 Ⅱ 石匙 珪質頁岩 69.7 20.1 3.4 4.8 
5-21 181 4 4030 ｶｸﾗﾝ 石匙 珪質頁岩 75.2 25.1 8.8 15.9 
5-22 182 4 4029 Ⅱ 石匙 珪質頁岩 83.0 28.7 14.3 28.8 
5-22 183 RQ075 4 Ⅱ 石匙 珪質頁岩 81.7 28.2 8.8 24.9 
5-22 184 4 3826 Ⅱ下 石匙 珪質頁岩 52.0 20.4 7.2 8.0 
5-22 185 4 4128 Ⅲ 石匙 珪質頁岩 71.2 25.1 4.1 11.8 
5-23 186 4 3928 Ⅱ下 石匙 珪質頁岩 45.7 24.8 7.3 10.2 
5-23 187 4 4028 Ⅲ 石匙 珪質頁岩 61.7 36.9 7.0 13.6 基部にタール付着
5-23 188 4 4027 Ⅱ 石匙 珪質頁岩 58.4 38.8 5.4 13.7 
5-23 189 RQ077 4 4024 Ⅱ 石匙 珪質頁岩 56.5 33.0 9.7 14.1 
5-23 190 4 4022 Ⅱ 石匙 珪質頁岩 52.2 43.2 5.4 16.7 
5-23 191 4 4029 Ⅲ 石匙 珪質頁岩 67.5 38.0 9.7 22.3 
5-23 192 4 3827 Ⅱ下 石匙 珪質頁岩 63.6 38.9 14.5 33.2 
5-24 193 4 4022 Ⅱ 石匙 珪質頁岩 72.7 58.2 8.6 24.9 
5-24 194 4 4028 Ⅱ 石匙 珪質頁岩 59.7 43.5 7.7 13.7 
5-24 195 4 4028 Ⅱ 石匙 珪質頁岩 51.4 31.6 10.4 12.2 
5-24 196 RQ032 4 4126 Ⅲ下 石匙 珪質頁岩 57.9 31.0 11.4 16.6 
5-24 197 4 3927 Ⅱ下 横形石匙 珪質頁岩 20.2 27.7 3.3 1.2 
5-24 198 4 3928 Ⅱ 横形石匙 珪質頁岩 43.4 49.4 8.9 19.0 
5-24 199 RQ076 4 Ⅱ 横形石匙 珪質頁岩 29.4 46.8 6.1 8.1 
5-25 200 4 3927 Ⅱ 錐形石器 珪質頁岩 31.0 10.0 6.3 2.1 
5-25 201 4 4128 Ⅱ 錐形石器 珪質頁岩 45.0 15.1 10.3 6.4 
5-25 202 RQ125 4 4029 Ⅱ 錐形石器 珪質頁岩 44.4 17.5 7.7 5.7 
5-25 203 4 3829 Ⅱ 錐形石器 珪質頁岩 49.0 11.0 4.8 3.2 
5-25 204 4 4030 Ⅱ下 錐形石器 珪質頁岩 35.9 7.7 4.4 1.1 
5-25 205 4 3929 Ⅱ下 錐形石器 珪質頁岩 41.2 16.3 6.6 4.3 
5-25 206 4 4024 Ⅱ 錐形石器 珪質頁岩 37.8 13.9 7.9 4.0 先端部折れ
5-25 207 4 4129 Ⅱ 錐形石器 珪質頁岩 42.9 13.0 8.3 4.1 
5-25 208 4 3829 Ⅱ下 錐形石器 珪質頁岩 63.1 15.4 13.0 11.4 
5-25 209 4 3928 Ⅱ 錐形石器 珪質頁岩 24.8 7.6 4.7 0.7 基部折れ
5-25 210 4 4028 Ⅱ下 錐形石器 珪質頁岩 28.1 10.8 5.3 1.7 先端部折れ
5-25 211 4 3930 Ⅰ 錐形石器 珪質頁岩 27.7 9.8 8.2 1.9 基部折れ
5-25 212 4 3929 Ⅱ 錐形石器 珪質頁岩 38.4 14.0 5.8 3.5 基部・先端部折れ
5-25 213 4 4123 Ⅱ 錐形石器 珪質頁岩 21.8 10.3 3.5 0.7 先端部折れ
5-25 214 4 Ⅱ 錐形石器 珪質頁岩 27.4 14.0 6.7 2.4 
5-25 215 4 4028 Ⅱ 錐形石器 珪質頁岩 42.8 15.6 9.6 4.0 
5-25 216 4 4022 Ⅲ上 錐形石器 珪質頁岩 49.4 18.8 5.5 5.2 被熱
5-25 217 4 3929 Ⅱ 錐形石器 珪質頁岩 32.2 16.5 4.2 3.1 
5-25 218 4 4030 ｶｸﾗﾝ 錐形石器 珪質頁岩 31.4 20.2 6.6 3.6 
5-25 219 4 4024 Ⅱ 錐形石器 珪質頁岩 41.5 20.4 4.6 3.1 
5-26 220 4 4028 Ⅱ下 錐形石器 珪質頁岩 62.4 26.3 14.6 24.6 
5-26 221 4 4030 Ⅱ下 錐形石器 珪質頁岩 47.1 33.1 9.3 16.3 
5-26 222 4 3826 Ⅱ 錐形石器 珪質頁岩 52.7 28.7 9.5 11.5 
5-26 223 4 3927 Ⅱ 錐形石器 珪質頁岩 47.9 26.3 14.4 13.1 
5-26 224 4 4128 Ⅲ 錐形石器 珪質頁岩 44.9 29.3 8.7 11.6 
5-26 225 4 4029 Ⅱ 錐形石器 珪質頁岩 55.2 35.7 11.1 17.9 
5-26 226 4 4027 Ⅱ 錐形石器 珪質頁岩 47.3 30.2 8.6 5.8 
5-26 227 4 3928 Ⅱ下 錐形石器 珪質頁岩 44.6 21.1 8.3 7.5 
5-26 228 4 3928 Ⅱ 錐形石器 珪質頁岩 44.9 28.6 15.3 15.9 
5-26 229 4 3929 Ⅱ 錐形石器 珪質頁岩 64.2 38.2 20.1 36.0 
5-27 230 4 3928 Ⅱ下 錐形石器 珪質頁岩 80.3 53.4 17.3 42.7 被熱
5-27 231 4 4429 Ⅲ 錐形石器 珪質頁岩 48.5 36.1 10.7 13.5 被熱
5-27 232 4 4026 Ⅱ 錐形石器 珪質頁岩 50.9 28.2 6.8 8.3 
5-27 233 4 4028 Ⅱ 錐形石器 珪質頁岩 46.4 26.8 2.9 4.1 
5-27 234 4 4030 Ⅱ 錐形石器 珪質頁岩 44.3 15.0 7.0 5.0 
5-27 235 4 3930 ｶｸﾗﾝ 錐形石器 珪質頁岩 25.7 9.7 4.8 1.7 
5-27 236 4 3828 Ⅱ下 錐形石器 珪質頁岩 32.9 12.0 4.3 1.6 
5-27 237 4 3825 Ⅲ エンドスクレイパー 珪質頁岩 57.4 23.1 5.6 11.4 
5-27 238 4 4030 Ⅱ エンドスクレイパー 珪質頁岩 40.4 24.0 5.6 7.1 被熱
5-27 239 4 4029 Ⅲ エンドスクレイパー 珪質頁岩 53.4 31.0 7.3 13.0 
5-28 240 4 4026 Ⅱ エンドスクレイパー 珪質頁岩 47.3 21.8 3.7 4.5 
5-28 241 4 4029 Ⅱ エンドスクレイパー 珪質頁岩 74.0 40.7 16.0 35.0 
5-28 242 4 4029 Ⅱ エンドスクレイパー 珪質頁岩 41.3 18.3 4.2 2.7 
5-28 243 4 4025 Ⅱ エンドスクレイパー 珪質頁岩 57.3 34.4 12.2 32.6 
5-28 244 4 4227 Ⅲ エンドスクレイパー 珪質頁岩 49.4 33.9 11.6 18.9 
5-28 245 4 4027 Ⅱ エンドスクレイパー 珪質頁岩 52.2 48.1 13.6 28.7 
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5-28 246 4 4028 Ⅱ下 エンドスクレイパー 珪質頁岩 50.9 46.0 16.3 36.6 被熱
5-28 247 4 4028 Ⅱ エンドスクレイパー 珪質頁岩 50.6 56.8 14.8 37.4 
5-29 248 4 4027 Ⅱ エンドスクレイパー 珪質頁岩 58.1 49.3 10.4 34.0 
5-29 249 4 4228 Ⅲ エンドスクレイパー 珪質頁岩 47.0 47.9 8.8 28.5 
5-29 250 4 3924 Ⅱ エンドスクレイパー 珪質頁岩 34.1 26.0 9.5 7.7 再加工
5-29 251 4 4027 Ⅲ エンドスクレイパー 珪質頁岩 19.2 32.1 8.8 4.1 刃部のみ
5-29 252 4 3929 Ⅱ エンドスクレイパー 珪質頁岩 31.9 40.2 9.9 16.2 再加工
5-29 253 4 3929 Ⅱ下 エンドスクレイパー 珪質頁岩 28.9 45.0 11.6 11.7 被熱
5-30 254 4 4028 Ⅱ ヘラ形石器 珪質頁岩 66.2 26.0 12.7 32.3 基部折れ
5-30 255 RQ287 4 Ⅱ下 ヘラ形石器 珪質頁岩 96.2 24.4 12.0 34.8 
5-30 256 4 4228 Ⅲ上 ヘラ形石器 珪質頁岩 97.5 30.8 15.7 54.8 
5-30 257 4 3927 Ⅱ ヘラ形石器 珪質頁岩 61.2 25.1 9.9 17.5 
5-30 258 4 4123 Ⅱ ヘラ形石器 珪質頁岩 57.8 29.2 9.1 23.1 
5-30 259 4 4022 Ⅱ ヘラ形石器 珪質頁岩 61.0 27.9 12.2 29.7 基部折れ
5-31 260 4 3929 Ⅱ ヘラ形石器 珪質頁岩 73.4 39.5 17.2 43.6 側縁再加工？
5-31 261 4 4429 Ⅲ ヘラ形石器 珪質頁岩 59.6 36.9 13.7 31.0 刃部再加工？
5-31 262 4 4128 Ⅲ ヘラ形石器未製品 珪質頁岩 60.7 34.0 19.8 29.9 

5-31 263 4 4130 Ⅱ ヘラ形石器刃部再生
剥片 珪質頁岩 30.3 22.6 6.5 6.1 

5-31 264 4 3923 Ⅱ ヘラ形石器 珪質頁岩 28.6 16.8 7.5 5.2 基部・中間部折れ
5-31 265 4 3928 Ⅱ下 両面調整石器破損品 珪質頁岩 29.0 33.2 9.3 7.5 
5-31 266 4 3828 Ⅱ下 ヘラ形石器 珪質頁岩 44.3 24.7 13.2 16.7 被熱
5-31 267 4 4128 Ⅲ ヘラ形石器未製品 珪質頁岩 51.6 36.7 18.5 30.1 
5-32 268 4 4028 Ⅱ 両面調整石器破損品 珪質頁岩 52.1 28.8 11.6 13.8 
5-32 269 4 4024 Ⅱ 両面調整石器 珪質頁岩 66.0 24.3 11.8 20.5 
5-32 270 4 4123 Ⅱ ヘラ形石器未製品 珪質頁岩 74.4 35.0 12.7 38.1 
5-32 271 4 3829 Ⅰ ヘラ形石器未製品 珪質頁岩 68.0 38.9 21.0 27.2 
5-32 272 4 4030 Ⅱ ヘラ形石器未製品 珪質頁岩 69.4 43.9 18.3 49.3 
5-32 273 4 4124 Ⅱ ヘラ形石器未製品 珪質頁岩 63.5 42.0 14.7 44.4 
5-32 274 4 4026 Ⅱ ヘラ形石器未製品 珪質頁岩 80.0 49.9 20.5 78.8 
5-32 275 4 3929 Ⅱ ヘラ形石器未製品 珪質頁岩 94.8 45.0 18.6 77.3 
5-33 276 4 4024 Ⅱ ノッチ 珪質頁岩 56.6 52.3 20.2 43.5 
5-33 277 4 3928 Ⅱ下 ノッチ 珪質頁岩 60.1 25.7 12.1 18.6 
5-33 278 4 4028 Ⅱ ノッチ 珪質頁岩 45.4 38.3 11.1 18.3 
5-33 279 4 4027 Ⅱ ノッチ 珪質頁岩 31.6 57.7 14.0 24.5 
5-33 280 4 4029 Ⅲ ノッチ 珪質頁岩 23.2 31.3 13.8 8.8 被熱
5-33 281 4 4129 Ⅱ 鋸歯縁石器 珪質頁岩 57.2 31.7 18.0 30.3 
5-33 282 4 4026 Ⅱ 鋸歯縁石器 珪質頁岩 40.4 32.2 10.5 10.1 
5-33 283 4 4228 Ⅲ 鋸歯縁石器 珪質頁岩 33.6 29.7 12.1 10.7 
5-33 284 4 4030 ｶｸﾗﾝ 鋸歯縁石器 珪質頁岩 32.9 30.9 10.6 6.1 被熱
5-33 285 4 3927 Ⅱ 鋸歯縁石器 珪質頁岩 61.6 38.8 9.8 15.5 被熱
5-33 286 4 4030 Ⅱ 鋸歯縁石器 珪質頁岩 75.1 35.6 10.6 23.6 
5-33 287 4 4023 Ⅱ 擦痕を有する剥片 珪質頁岩 52.0 41.5 8.2 10.0 

5-33 288 4 3929 Ⅱ 樋状剥離を有する石
器 珪質頁岩 65.8 25.0 14.1 24.5 

5-33 289 4 4029 Ⅱ下 単刃直刃スクレイ
パー 珪質頁岩 43.9 20.2 4.9 4.1 

5-34 290 4 3928 Ⅱ 単刃凸刃スクレイ
パー 珪質頁岩 66.7 39.7 7.5 21.9 

5-34 291 4 4024 Ⅱ 単刃直刃スクレイ
パー 珪質頁岩 50.9 33.2 10.3 17.8 

5-34 292 4 4027 Ⅱ 単刃凸刃スクレイ
パー 珪質頁岩 49.4 20.1 4.2 4.4 

5-34 293 4 4130 Ⅱ 単刃凸刃スクレイ
パー 珪質頁岩 61.8 36.9 8.8 18.4 

5-34 294 4 4327 Ⅲ下 単刃凸刃スクレイ
パー 珪質頁岩 59.3 36.0 12.7 25.8 

5-34 295 4 4026 Ⅱ 単刃直刃スクレイ
パー 珪質頁岩 35.3 26.8 10.8 13.9 

5-34 296 4 4122 Ⅱ 単刃凸刃スクレイ
パー 珪質頁岩 51.9 40.3 13.6 23.9 

5-34 297 4 4230 Ⅱ 単刃凸刃スクレイ
パー 珪質頁岩 52.3 50.1 13.7 27.3 被熱

5-34 298 4 4325 Ⅲ下 両刃凹・凸刃スクレ
イパー 珪質頁岩 100.5 47.9 22.7 103.0 

5-34 299 4 4429 Ⅲ 両刃凹・凸刃スクレ
イパー 珪質頁岩 65.9 32.6 10.9 22.1 

5-34 300 4 4023 Ⅱ 尖頭スクレイパー 珪質頁岩 80.1 52.3 52.1 66.9 
5-35 301 4 4029 Ⅱ 尖頭スクレイパー 珪質頁岩 50.7 45.6 9.4 13.3 被熱
5-35 302 4 4224 Ⅱ 尖頭スクレイパー 珪質頁岩 65.0 32.4 15.5 21.0 

5-35 303 4 4030 ｶｸﾗﾝ 両刃直刃スクレイ
パー 珪質頁岩 52.8 45.5 12.1 24.6 

5-35 304 4 4024 Ⅱ 両刃凹・凸刃スクレ
イパー 珪質頁岩 53.5 20.5 8.2 9.1 
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5-35 305 4 4027 Ⅱ 両刃凹・直刃スクレ

イパー 珪質頁岩 51.6 28.5 11.8 13.4 

5-35 306 4 3828 Ⅱ
両刃凸・直刃スクレ
イパー、ないし小型
石器未製品

珪質頁岩 45.2 36.4 10.3 12.6 

5-35 307 4 4023 Ⅲ 小型石器未製品 珪質頁岩 46.3 44.0 9.3 18.2 
5-35 308 4 4028 Ⅱ下 微細剥離痕ある剥片 珪質頁岩 60.1 59.5 15.2 35.9 
5-35 309 4 4129 Ⅱ 小型石器未製品 珪質頁岩 34.9 36.9 8.6 13.1 
5-35 310 4 4030 Ⅱ 大型石鏃？ 珪質頁岩 57.8 43.1 5.7 11.4 

5-35 311 4 3730 Ⅱ上 石鏃・小型石器未製
品 珪質頁岩 52.5 44.0 7.8 16.5 被熱

5-35 312 4 3929 Ⅱ下 石鏃・小型石器未製
品 珪質頁岩 50.6 49.8 14.2 32.3 

5-36 313 4 4029 Ⅲ 石鏃未製品 珪質頁岩 33.3 23.9 5.4 3.8 

5-36 314 4 3929 Ⅱ下 石鏃・小型石器未製
品 珪質頁岩 22.7 14.5 3.0 1.0 

5-36 315 4 3930 Ⅱ 石鏃・小型石器未製
品 珪質頁岩 27.5 19.6 4.0 2.0 

5-36 316 4 4028 Ⅱ下 石鏃・小型石器未製
品 珪質頁岩 26.6 13.5 2.7 1.2 

5-36 317 4 3830 Ⅲ 石鏃・小型石器未製
品 珪質頁岩 29.6 17.9 5.0 2.6 

5-36 318 4 4030 ｶｸﾗﾝ 石鏃・小型石器未製
品 珪質頁岩 25.6 18.3 3.2 1.4 

5-36 319 4 4228 Ⅲ 石鏃・小型石器未製
品 珪質頁岩 44.9 28.5 12.0 13.7 

5-36 320 4 3929 Ⅱ下 石鏃・小型石器未製
品 珪質頁岩 23.5 21.9 8.4 4.0 

5-36 321 4 3926 Ⅱ 石鏃・小型石器未製
品 珪質頁岩 28.4 22.4 6.5 4.0 

5-36 322 4 3927 Ⅱ下 石鏃・小型石器未製
品 珪質頁岩 27.2 19.0 3.6 1.7 

5-36 323 4 4025 Ⅱ 石鏃・小型石器未製
品 珪質頁岩 28.0 26.2 6.3 4.5 

5-36 324 4 3826 Ⅱ 石鏃・小型石器未製
品 珪質頁岩 29.2 25.4 6.2 3.9 

5-36 325 4 4028 Ⅲ 石鏃・小型石器未製
品 珪質頁岩 30.8 17.3 3.0 1.7 

5-36 326 4 4030 Ⅱ 石鏃・小型石器未製
品 珪質頁岩 35.1 28.7 8.7 6.8 

5-36 327 4 4429 Ⅲ 石鏃・小型石器未製
品 珪質頁岩 41.5 31.4 11.5 12.3 

5-36 328 4 4030 ｶｸﾗﾝ 石鏃・小型石器未製
品 珪質頁岩 34.7 28.1 6.8 6.7 

5-36 329 4 4030 Ⅱ下 石鏃・小型石器未製
品 珪質頁岩 29.6 27.0 6.9 5.8 

5-36 330 4 3929 Ⅱ 石鏃・小型石器未製
品 珪質頁岩 39.0 23.6 4.8 4.8 

5-36 331 4 3829 Ⅱ下 石鏃・小型石器未製
品 珪質頁岩 32.7 30.1 7.2 7.4 

5-36 332 4 3830 Ⅲ下 石鏃・小型石器未製
品 珪質頁岩 38.6 26.1 4.5 4.0 

5-36 333 4 4030 ｶｸﾗﾝ 石鏃・小型石器未製
品 珪質頁岩 47.9 33.1 13.6 18.6 

5-36 334 4 4029 Ⅱ 石鏃・小型石器未製
品 珪質頁岩 42.9 32.0 10.4 13.7 

5-36 335 4 4027 Ⅱ 石鏃・小型石器未製
品 珪質頁岩 42.0 27.8 6.5 5.1 

5-36 336 4 4029 Ⅲ下 石鏃・小型石器未製
品 珪質頁岩 29.2 29.9 8.6 6.1 

5-36 337 4 3829 Ⅱ 石鏃・小型石器未製
品 珪質頁岩 40.0 32.2 11.4 14.4 

5-36 338 4 3830 Ⅱ下 石鏃・小型石器未製
品 珪質頁岩 50.3 24.2 6.4 8.6 

5-36 339 4 4021 Ⅱ 石鏃・小型石器未製
品 珪質頁岩 46.3 28.2 10.5 15.7 

5-36 340 4 4028 Ⅱ 石鏃・小型石器未製
品 珪質頁岩 59.9 36.1 8.4 12.7 

5-37 341 4 4126 Ⅱ下 石器未製品、ないし
短形剥片石核 珪質頁岩 56.7 57.2 19.5 52.5 

5-37 342 4 4227 Ⅲ 石器未製品、ないし
短形剥片石核 珪質頁岩 45.1 47.9 14.2 29.9 

5-37 343 4 4029 Ⅱ 石器未製品、ないし
短形剥片石核 珪質頁岩 48.4 42.7 19.4 30.6 

5-37 344 4 4429 Ⅲ 縦長剥片石核 珪質頁岩 32.7 49.3 15.0 19.1 
5-37 345 4 3828 Ⅱ下 短形剥片石核 珪質頁岩 32.0 45.2 16.3 23.5 
5-37 346 4 3828 Ⅱ下 短形剥片石核 珪質頁岩 44.8 32.9 15.2 19.2 
5-37 347 4 3926 Ⅱ 短形剥片石核 珪質頁岩 52.6 43.0 21.6 31.4 
5-37 348 4 4030 Ⅱ 短形剥片石核 珪質頁岩 42.2 58.8 20.0 39.8 
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5-37 349 4 - 表採 短形剥片石核 珪質頁岩 51.6 61.5 15.2 46.3 
5-38 350 4 4130 Ⅱ 短形剥片石核 珪質頁岩 33.5 57.9 20.8 29.4 
5-38 351 4 4331 Ⅰ 短形剥片石核 珪質頁岩 31.6 39.7 20.4 22.3 
5-38 352 4 4227 Ⅲ 短形剥片石核 珪質頁岩 41.2 68.7 22.8 47.1 
5-38 353 4 4030 Ⅲ 短形剥片石核 珪質頁岩 41.0 83.5 22.2 67.5 
5-38 354 4 4030 Ⅲ 短形剥片石核 珪質頁岩 54.5 70.8 29.4 123.0 
5-38 355 4 3830 Ⅲ 短形剥片石核 珪質頁岩 42.8 57.9 30.9 74.6 
5-39 356 4 4429 Ⅲ 短形剥片石核 珪質頁岩 68.0 53.9 37.0 110.8 
5-39 357 4 4225 Ⅱ 短形剥片石核 珪質頁岩 64.2 45.6 37.8 122.4 

5-39 358 4 4127
4027 Ⅱ 短形剥片石核 珪質頁岩 65.9 84.6 52.6 194.4 

5-40 359 4 4030 Ⅱ下 両極石核 珪質頁岩 20.2 18.9 4.9 2.0 
5-40 360 4 4228 Ⅱ 両極石核 珪質頁岩 22.4 24.8 6.8 4.9 
5-40 361 4 4029 Ⅱ 両極石核 珪質頁岩 25.6 18.4 8.8 3.9 
5-40 362 4 4027 Ⅱ 両極石核 珪質頁岩 26.8 21.8 9.8 5.5 
5-40 363 4 4330 Ⅲ下 両極石核 珪質頁岩 26.7 26.8 5.9 4.6 
5-40 364 4 3830 Ⅲ下 両極石核 珪質頁岩 25.8 27.6 6.5 5.3 
5-40 365 4 4022 Ⅱ 両極石核 珪質頁岩 29.2 26.4 7.8 6.1 
5-40 366 4 4228 Ⅲ 両極石核 珪質頁岩 28.0 23.8 7.1 5.1 
5-40 367 4 3828 Ⅱ下 両極石核 珪質頁岩 29.8 32.4 8.9 9.6 
5-40 368 4 4024 Ⅱ 両極石核 珪質頁岩 26.9 37.0 5.4 5.3 
5-40 369 4 4028 Ⅱ下 両極石核 珪質頁岩 28.3 19.3 12.3 7.6 
5-40 370 4 4026 Ⅱ 両極石核 珪質頁岩 29.8 23.1 5.8 3.6 
5-40 371 4 4024 Ⅱ 両極石核 珪質頁岩 31.2 22.6 8.1 5.9 
5-40 372 4 4025 Ⅱ 両極石核 珪質頁岩 29.4 34.0 10.5 8.3 
5-40 373 4 4029 Ⅱ 両極石核 珪質頁岩 29.3 31.2 7.5 9.8 
5-40 374 4 4227 Ⅲ 両極石核 珪質頁岩 42.0 27.1 10.5 12.6 
5-40 375 4 4130 Ⅱ 両極石核 珪質頁岩 42.3 32.4 8.6 12.2 
5-40 376 4 3929 Ⅱ 両極石核 珪質頁岩 39.0 21.3 10.5 7.6 
5-40 377 4 4030 Ⅲ 両極石核 珪質頁岩 37.3 41.8 11.7 21.3 
5-40 378 4 4026 Ⅱ 両極石核 珪質頁岩 37.7 30.8 8.1 9.9 
5-41 379 4 4129 Ⅱ 両極石核 珪質頁岩 37.5 43.5 21.8 30.5 
5-41 380 4 4029 Ⅲ 両極石核 珪質頁岩 51.2 49.8 11.7 25.9 
5-41 381 4 4022 Ⅱ 両極石核 珪質頁岩 40.9 43.0 15.5 24.4 
5-41 382 4 4030 Ⅱ 両極石核 珪質頁岩 37.2 44.7 11.7 21.4 
5-41 383 4 3927 Ⅱ 両極石核 珪質頁岩 34.7 52.5 15.2 25.7 
5-41 384 4 3925 Ⅱ 両極石核 珪質頁岩 32.0 57.5 5.9 13.5 
5-41 385 4 3927 Ⅱ 両極石核 珪質頁岩 43.3 66.4 16.7 55.1 
5-41 386 4 4024 Ⅱ 両極石核 珪質頁岩 67.5 48.9 20.1 67.9 
5-41 387 4 4030 Ⅱ下 両極石核 珪質頁岩 50.6 51.6 22.7 42.0 
5-42 388 4 4028 Ⅱ 両極剥片 珪質頁岩 18.6 25.4 5.2 2.8 
5-42 389 4 4125 Ⅱ 両極剥片 珪質頁岩 34.7 27.9 7.8 6.1 
5-42 390 4 4024 Ⅱ 両極剥片 珪質頁岩 46.0 26.9 16.5 14.9 
5-42 391 4 4029 Ⅲ 両極剥片 珪質頁岩 22.9 27.0 6.6 2.7 
5-42 392 4 3826 Ⅱ 両極剥片 珪質頁岩 45.4 20.2 9.0 6.6 

5-42 393 4 4127 Ⅲ 両刃直刃スクレイ
パー 黒色頁岩 32.3 26.9 9.0 9.3 

5-42 394 4 4029 Ⅱ 両刃直刃スクレイ
パー 黒色頁岩 36.4 30.8 7.3 9.0 

5-42 395 4 4030 Ⅱ 石鏃・小型石器未製
品 黒色頁岩 36.9 34.8 9.2 9.7 

5-42 396 4 3829 Ⅱ 微細剥離痕ある剥片 黒色頁岩 48.3 15.2 6.4 3.8 
5-42 397 4 4127 Ⅲ 微細剥離痕ある剥片 黒色頁岩 67.1 76.3 22.5 80.4 
5-42 398 4 3927 Ⅱ下 微細剥離痕ある剥片 黒色頁岩 60.4 38.7 10.0 15.7 被熱
5-42 399 4 4227 Ⅱ 短形剥片石核 黒色頁岩 62.4 62.6 15.8 71.2 

5-43 400 4 3926 Ⅱ 異形石器 黒耀石・母岩
1 22.5 27.6 6.1 3.0 櫛引産

5-43 401 4 3929 Ⅱ下 部分磨製石鏃 黒耀石・母岩
1 15.1 16.5 3.6 1.2 湯ノ倉群

5-43 402 4 4022 Ⅱ 両極剥片 黒耀石・母岩
1 20.3 28.5 7.5 3.8 高原山産

5-43 403 4 4424 Ⅰ 短形剥片 黒耀石・母岩
2 28.5 20.8 5.7 1.5 産地不明

5-43 404 4 4029 Ⅲ下 短形剥片 黒耀石・母岩
3 26.8 21.8 5.5 2.4 湯ノ倉群

5-43 405 4 3930 Ⅱ 小型石器未製品 黒耀石・母岩
3 21.7 29.9 7.1 5.1 湯ノ倉群

5-43 406 4 3828 Ⅳ上 両極石核 黒耀石・母岩
3 31.0 37.3 15.4 13.7 湯ノ倉群

5-43 407 4 3930 Ⅱ下 石鏃未製品 黒耀石・母岩
4 13.5 10.6 2.1 0.3 湯ノ倉群

5-43 408 4 4029 Ⅲ 部分磨製石鏃 黒耀石・母岩
4 23.6 14.8 3.1 1.0 湯ノ倉群
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5-43 409 4 4030 Ⅲ 短形剥片 黒耀石・母岩

4 16.7 15.8 3.6 0.8 湯ノ倉群

5-44 410 4 4028 Ⅱ 短形剥片折れ片 黒耀石・母岩
4 9.4 18.5 3.2 0.6 湯ノ倉群

5-44 411 4 4030 ｶｸﾗﾝ 短形剥片折れ片 黒耀石・母岩
4 12.4 20.0 3.3 0.8 湯ノ倉群？

5-44 412 4 4029 Ⅱ 短形剥片 黒耀石・母岩
4 21.3 12.1 5.5 1.1 湯ノ倉群

5-44 413 4 3929 Ⅱ下 小型石器未製品 黒耀石・母岩
5 15.2 23.1 3.1 0.9 湯ノ倉群

5-44 414 4 3928 Ⅱ 小型石器未製品 黒耀石・母岩
5 19.6 22.5 7.4 2.9 湯ノ倉群

5-44 415 4 4029 Ⅲ 短形剥片 黒耀石・母岩
5 22.0 15.7 5.6 1.3 湯ノ倉群

5-44 416 4 4127 Ⅱ 短形剥片折れ片 黒耀石・母岩
6 13.5 18.9 3.0 0.6 湯ノ倉群

5-44 417 4 4030 ｶｸﾗﾝ 石鏃 玉髄質珪化木 34.2 16.6 4.1 1.3 衝突痕
5-44 418 4 4027 Ⅱ ヘラ形石器 玉髄質珪化木 52.3 26.8 9.3 17.6 
5-44 419 4 3829 Ⅱ ヘラ形石器 玉髄質珪化木 50.4 32.6 14.5 27.8 

5-45 420 4 4027 Ⅱ 単刃直刃スクレイ
パー 玉髄質珪化木 73.8 31.5 17.3 37.6 

5-45 421 4 3928 Ⅱ 微細剥離痕ある剥片 玉髄質珪化木 55.1 25.6 9.6 9.6 被熱
5-45 422 4 4127 Ⅲ 両極石核 玉髄質珪化木 25.2 22.5 9.3 4.5 
5-45 423 4 4027 Ⅱ 短形剥片石核 玉髄質珪化木 53.4 74.1 29.5 115.3 
5-45 424 4 4230 Ⅱ 短形剥片石核 玉髄質珪化木 31.7 52.2 18.3 28.7 
5-45 425 4 4027 Ⅱ 短形剥片石核 玉髄質珪化木 47.2 84.8 25.6 97.4 
5-45 426 4 3927 Ⅱ下 微細剥離痕ある剥片 玉髄質珪化木 45.7 19.1 6.9 4.1 
5-45 427 4 4027 Ⅱ 微細剥離痕ある剥片 玉髄質珪化木 39.9 21.5 8.9 5.8 
5-45 428 4 4122 - 微細剥離痕ある剥片 玉髄質珪化木 58.1 48.7 22.3 45.1 被熱
5-46 429 4 3930 ｶｸﾗﾝ ヘラ形石器 碧玉 68.2 37.2 11.0 30.9 
5-46 430 4 4028 Ⅱ下 両極石核 碧玉 26.4 21.8 6.4 2.8 
5-46 431 4 4030 ｶｸﾗﾝ 縦長剥片 碧玉 32.4 15.8 4.1 2.0 
5-46 432 4 4329 Ⅲ 短形剥片 碧玉 34.0 49.3 14.7 21.3 
5-46 433 4 4028 Ⅱ 短形剥片石核 碧玉 51.1 47.9 24.2 68.5 
5-46 434 4 4029 Ⅲ 錐形石器 流紋岩 38.9 28.3 8.3 6.8 
5-46 435 4 4124 Ⅱ 石匙 緑色凝灰岩 67.8 32.3 8.1 24.2 
5-46 436 4 4128 Ⅱ 微細剥離痕ある剥片 緑色凝灰岩 30.3 31.3 7.8 3.8 
5-46 437 4 4127 Ⅱ 微細剥離痕ある剥片 緑色凝灰岩 35.9 27.5 7.5 4.4 

5-46 438 4 3928 Ⅱ 両刃単刃スクレイ
パー？ 緑色凝灰岩 26.3 35.3 12.3 9.6 

5-47 439 4 3930 ｶｸﾗﾝ 石匙 白色凝灰岩 51.4 20.4 4.7 5.7 
5-47 440 4 3927 Ⅱ下 石匙 白色凝灰岩 54.0 36.0 7.4 13.3 

5-47 441 4 3929 Ⅱ下 単刃直刃スクレイ
パー 白色凝灰岩 79.8 45.8 14.3 47.1 

5-47 442 4 4024 Ⅱ 両極剥片 白色凝灰岩 21.4 15.3 4.8 1.2 

5-47 443 4 4030 Ⅱ 単刃凸刃スクレイ
パー 白色凝灰岩 52.9 44.9 21.6 39.5 

5-47 444 4 3923 Ⅱ 微細剥離痕ある剥片 白色凝灰岩 32.7 62.1 6.8 10.0 
5-47 445 4 3924 Ⅱ 微細剥離痕ある剥片 白色凝灰岩 36.3 48.1 13.0 23.5 
5-47 446 4 4027 Ⅱ 微細剥離痕ある剥片 白色凝灰岩 30.7 38.3 8.4 6.1 
5-47 447 4 4030 ｶｸﾗﾝ 微細剥離痕ある剥片 白色凝灰岩 33.0 37.7 15.1 7.9 
5-47 448 4 3929 Ⅱ 微細剥離痕ある剥片 白色凝灰岩 42.0 38.8 7.3 9.5 
5-48 449 4 4028 Ⅱ ヘラ形石器 凝灰岩 88.2 40.5 16.3 52.9 
5-48 450 4 4029 Ⅲ ヘラ形石器 凝灰岩 83.1 36.9 14.8 59.0 
5-48 451 RQ0004 4 3929 Ⅱ ヘラ形石器 凝灰岩 97.2 51.0 18.7 102.3 
5-49 452 4 4428 Ⅲ上 ヘラ形石器 凝灰岩 117.5 51.0 24.0 142.0 
5-49 453 4 4030 Ⅱ ヘラ形石器 凝灰岩 50.3 41.7 18.9 47.0 
5-49 454 4 3930 Ⅱ下 ヘラ形石器 凝灰岩 83.8 37.0 14.8 35.0 
5-49 455 4 4027 Ⅱ 小型石器未製品 凝灰岩 47.7 31.2 11.6 11.5 

5-49 456 4 - 表採 単刃凸刃スクレイ
パー 凝灰岩 58.0 50.1 13.9 42.0 

5-49 457 4 4028 Ⅲ 短形剥片石核？ 凝灰岩 55.6 33.9 11.2 18.5 
5-49 458 4 3930 Ⅲ下 横形スクレイパー 凝灰岩 41.7 79.7 10.3 23.5 
5-50 459 5 3227 ｶｸﾗﾝ 錐形石器 珪質頁岩 54.5 25.2 11.6 15.5 
5-50 460 5 3226 ｶｸﾗﾝ 錐形石器 珪質頁岩 45.5 42.0 6.6 9.0 
5-50 461 5 3126 ｶｸﾗﾝ 錐形石器 珪質頁岩 74.0 32.4 7.3 17.5 
5-50 462 5 3126 ｶｸﾗﾝ エンドスクレイパー 珪質頁岩 45.2 24.7 10.0 12.0 
5-50 463 5 3126 ｶｸﾗﾝ ヘラ形石器 珪質頁岩 84.8 21.9 15.3 32.2 
5-50 464 5 3123 Ⅱ下 ヘラ形石器 珪質頁岩 39.3 17.4 10.1 7.5 
5-50 465 5 3124 Ⅲ上 ヘラ形石器 珪質頁岩 55.5 25.6 14.1 22.5 
5-51 466 5 3121 Ⅲ ヘラ形石器 珪質頁岩 65.7 43.0 12.6 40.5 裏面に線条痕
5-51 467 5 3123 Ⅲ ヘラ形石器欠損品 珪質頁岩 27.9 35.3 9.7 10.0 被熱
5-51 468 5 3126 ｶｸﾗﾝ ヘラ形石器欠損品 珪質頁岩 61.4 43.5 17.5 48.0 
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図版 遺物番号 登録遺物 区 ｸﾞﾘｯﾄﾞ 遺構 層位 器種 石材 長（㎜）幅（㎜）厚（㎜） 重（g） 備考
5-51 469 5 3126 ｶｸﾗﾝ ヘラ形石器欠損品 珪質頁岩 32.2 42.4 12.5 14.0 
5-51 470 5 3226 ｶｸﾗﾝ 横形スクレイパー 珪質頁岩 35.9 55.5 8.9 18.0 

5-51 471 5 3224 ｶｸﾗﾝ 石鏃・小型石器未製
品 珪質頁岩 42.2 33.5 9.4 14.5 

5-51 472 5 3123 Ⅲ 石鏃・小型石器未製
品 珪質頁岩 25.2 22.6 5.0 2.5 

5-51 473 5 3224 Ⅲ下 短形剥片石核 珪質頁岩 47.8 31.7 19.8 33.0 
5-51 474 5 3221 ｶｸﾗﾝ 短形剥片石核 珪質頁岩 45.6 52.0 14.4 35.5 被熱
5-51 475 5 3226 ｶｸﾗﾝ 短形剥片折れ片 黒耀石 10.9 28.4 5.1 2.0 櫛引産
5-51 476 5 3126 Ⅱ 短形剥片 黒耀石 34.9 21.3 4.4 2.5 湯ノ倉群
5-52 477 5 3123 Ⅱ 錐形石器 玉髄質珪化木 23.5 10.7 4.7 1.1 
5-52 478 5 3123 Ⅱ 石匙 碧玉 73.7 27.8 6.9 21.2 
5-52 479 5 3225 Ⅲ エンドスクレイパー 凝灰岩 93.9 53.2 14.7 90.8 

5-52 480 5 3227 カクラ
ン 小型石器未製品？ 凝灰岩 17.2 30.9 9.5 5.5 被熱

5-52 481 5 3226 カクラ
ン ヘラ形石器欠損品 凝灰岩 52.8 39.7 11.7 22.0 被熱

5-53 482 RQ265 6 4624 Ⅲ b 上 石鏃 珪質頁岩 32.8 16.7 3.7 1.3 先端部一部折れ、
被熱

5-53 483 6 4626 Ⅰ 有茎石鏃 珪質頁岩 25.7 13.1 4.1 1.3 先端・基部折れ

5-53 484 RQ283 6 4826 Ⅲ b 下 石鏃 珪質頁岩 43.8 16.3 4.3 3.0 先端・基部折れ、
被熱

5-53 485 6 4629 Ⅱ 石匙 珪質頁岩 69.5 22.7 6.1 13.8 被熱
5-53 486 6 4826 Ⅰ 錐形石器 珪質頁岩 59.2 19.3 19.6 20.5 
5-53 487 6 4525 Ⅲ b 下 エンドスクレイパー 珪質頁岩 42.9 35.1 9.1 16.0 
5-53 488 6 4825 Ⅳ上 エンドスクレイパー 珪質頁岩 60.3 44.7 9.7 20.5 先端部磨滅、被熱

5-54 489 6 4023 Ⅳ上 単刃直刃スクレイ
パー 珪質頁岩 63.3 35.4 15.5 34.5 

5-54 490 6 4528 Ⅲ b 上 ヘラ形石器欠損品 珪質頁岩 39.5 37.7 15.3 23.5 

5-54 491 6 4728 Ⅲ b 下 両刃直刃スクレイ
パー 珪質頁岩 34.3 33.6 13.1 22.5 

5-54 492 6 4628 Ⅲ b 上 両極石核 珪質頁岩 43.5 32.6 14.0 16.0 
5-54 493 6 4829 Ⅲ b 中 微細剥離痕ある剥片 凝灰岩 45.4 33.6 10.0 12.0 
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図版 遺物番号 子番号 区 ｸﾞﾘｯﾄﾞ 遺構 層位 器種 石材 長（㎜） 幅（㎜）厚（㎜）重（g） 備考

5-55 494 1 2 3921 Ⅱ 短形剥片 珪質頁岩 40.7 36.6 6.2 15.5 被熱？
2 3 SK399 43 短形剥片 21.6 26.2 10.7 12.0 被熱？

5-55 495

1 3 SK398 21 折損剥片

珪質頁岩

55.0 61.2 23.1 76.0 節理割れ
2 3 3723 Ⅱ 折損剥片 28.4 47.1 14.9 16.0 節理割れ
3 6 4727 Ⅲ b 短形剥片 37.8 25.3 7.0 7.0 
4 3 3626 ｶｸﾗﾝ 短形剥片 21.5 25.4 8.3 5.0 
5 2 3921 Ⅱ下 短形剥片 23.2 44.1 6.3 5.5 
6 3 SK398 17 短形剥片石核 ( 折れ ) 25.7 67.3 24.3 41.0 節理割れ
7 4 EP553 覆土 短形剥片石核 59.1 100.0 30.7 211.0 

5-55 496 1 3 3322 Ⅱ 調整剥片 珪質頁岩 19.4 20.5 2.8 1.5 
2 4 3422 SF488 盛土 小型石器未製品 64.1 45.9 15.6 44.0 

5-55 497 1 3 SK396 (51) 折損剥片 ( 縦割れ ) 珪質頁岩 62.2 25.4 6.8 14.5 
2 4 4124 Ⅱ 折損剥片 ( 縦割れ ) 58.7 30.8 7.3 12.5 被熱

5-56 498

1 4 4026 Ⅱ 短形剥片石核 ( 折れ )

珪質頁岩

44.9 37.3 21.0 34.5 
2 4 3926 SF513 盛土 短形剥片石核 ( 折れ ) 44.3 39.9 24.9 42.0 
3 4 4023 Ⅱ 短形剥片 26.6 32.3 6.2 5.0 
4 4 4026 Ⅱ 短形剥片石核 32.8 50.9 31.2 49.5 
5 4 4130 Ⅱ 短形剥片石核 45.5 60.7 25.5 74.5 

5-56 499 1 4 4027 Ⅱ 切断剥片 珪質頁岩 43.7 31.1 9.5 12.0 被熱？
2 4 3928 SF513 Ⅱ 短形剥片石核 35.7 56.7 11.0 21.5 

5-56 500

1 4 3828 Ⅱ 切断剥片

珪質頁岩

56.6 26.1 7.9 8.5 
2 4 3929 Ⅱ下 切断剥片 46.8 31.0 14.7 20.0 
3 4 3928 Ⅱ下 小型石器未製品 ( 折れ ) 34.2 29.7 11.0 10.0 被熱
4 4 3929 Ⅱ 小型石器未製品 ( 折れ ) 37.1 30.3 10.2 10.5 

5-56 501 1 4 4128 Ⅲ 小型石器未製品 ( 折れ ) 珪質頁岩 41.1 31.0 70.0 10.0 
2 4 3929 Ⅱ下 小型石器未製品 ( 折れ ) 23.2 31.2 7.9 6.5 

5-57 502 1 4 4424 Ⅲ 短形剥片 珪質頁岩 20.8 31.4 5.7 3.5 
2 4 4024 Ⅱ 短形剥片石核 17.8 71.8 30.6 39.5 

5-57 503
1 4 4025 Ⅱ 縦長剥片 ( 折れ )

珪質頁岩
31.0 22.3 6.2 2.5 

2 4 3925 Ⅱ 縦長剥片 ( 折れ ) 19.3 16.2 2.6 0.5 
3 4 4025 Ⅱ 短形剥片石核 32.2 55.0 30.4 58.5 

5-57 504 1 4 4124 Ⅱ 短形剥片石核 珪質頁岩 57.7 56.7 19.6 48.5 
2 4 3923 Ⅱ 短形剥片石核 58.1 55.6 27.9 77.0 

5-57 505

1 4 4130 Ⅱ 切断剥片

珪質頁岩

26.5 21.5 8.1 3.5 被熱
2 4 3930 Ⅲ下 切断剥片 55.4 57.2 25.9 78.0 被熱
3 4 4030 Ⅱ 短形剥片石核 49.7 44.9 21.6 43.5 
4 4 4124 Ⅱ 切断剥片 39.9 46.6 20.9 34.5 被熱
5 4 3928 Ⅱ下 切断剥片 45.4 26.5 12.0 11.5 

5-58 506

1 4 4030 Ⅲ 二次加工ある剥片

珪質頁岩

45.5 44.6 9.4 20.0 
2 4 3929 Ⅱ下 短形剥片 50.6 68.0 11.5 24.5 被熱
3 4 3828 Ⅱ下 短形剥片 44.8 31.2 13.4 12.5 節理割れ
4 4 3928 Ⅱ下 短形剥片 24.9 43.1 10.2 10.5 
5 4 4028 SF513 Ⅲ下 短形剥片 39.4 33.5 9.9 9.0 
6 4 3828 Ⅱ下 短形剥片石核 ( 折れ ) 49.6 383.7 16.5 22.5 節理割れ
7 4 3828 Ⅱ下 短形剥片石核 ( 折れ ) 47.9 40.3 25.4 26.5 縦割れ
8 4 3929 SF513 Ⅲ下 短形剥片石核 ( 折れ ) 58.4 45.0 16.7 34.5 縦割れ
9 4 3828 Ⅱ下 短形剥片石核 52.0 66.1 31.2 95.0 

5-59 507

1 3 SK447 4 折損剥片

玉髄

21.1 25.4 3.4 2.0 
2 4 3927 Ⅱ下 厚手剥片 48.7 78.6 26.1 73.0 
3 3 SK396b (57) 二次加工ある剥片 74.0 56.7 43.9 161.5 
4 3 SK399 下層 石核 115.8 200.6 94.6 2659.0 

表Ⅲ -8　縄文時代剥片石器接合資料観察表
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図版 写真 遺物番号 登録遺物 区名 ｸﾞﾘｯﾄﾞ 遺構 層位 器種 石材 状態 長（㎝）幅（㎝）厚（㎝）重（g） 備考
6-1 6-2 1 1 3519 Ⅱ 磨製石斧 硬質砂岩？ 基部 88.1 41.5 22 70.7 被熱
6-1 6-2 2 2 4019 Ⅱ 磨製石斧 硬質砂岩？ 刃部 49.5 57.8 25.9 87
6-1 6-2 3 3 3728 SK356 覆土 磨製石斧 硬質砂岩？ 基部 92.6 45.5 29.8 194.7 被熱
6-1 6-2 4 RQ319 3 3725 SK386 覆土 磨製石斧 緑色岩 完形 52.8 19 8.2 14.4 小型
6-1 6-2 5 3 SK393 59 磨製石斧 緑色岩 基部 88.5 49.4 29 208.8 再加工

6-3 6-4 6 3 SK396 59 磨製石斧転
用ハンマー 硬質砂岩 完形 98.89 52.8 23.6 200.9

6-3 6-4 7 3 SK396 (54) 磨製石斧 硬質砂岩 基部 64.3 46.9 26.3 123.2
6-3 6-4 8 3 SK396 (57) 再調整剥片 硬質砂岩 14.6 26.8 3.8 1.1
6-3 6-4 9 3 SK452 1 再調整剥片 硬質砂岩 30 17.4 6.4 2.5
6-3 6-4 10 RQ336 3 SK477 1 磨製石斧 硬質砂岩 刃部 88.2 49.7 26.4 192.3
6-5 6-6 11 RQ447 3 3423 SF488 盛土下 磨製石斧 硬質砂岩 完形 92.2 49.5 26.2 192.8

6-5 6-6 12 RQ441 3 3522 SF488 盛土中 磨製石斧転
用ハンマー 硬質砂岩 完形 91.9 44.8 27.1 192.2

6-5 6-6 13 RQ335 3 SK494 1 磨製石斧 硬質砂岩 略完形 135.8 53.5 29.5 332.2 刃部破損
6-7 6-8 14 3 3324 - 磨製石斧 硬質砂岩 完形 64.9 36.5 11.4 39.2 小型
6-7 6-8 15 3 3728 Ⅱ 磨製石斧 緑色岩 完形 83.3 17 11.4 28.5 小型
6-7 6-8 16 3 3528 Ⅱ 磨製石斧 安山岩 完形 89.7 52.1 20.8 121.4 未製品
6-7 6-8 17 3 3226 ｶｸﾗﾝ 磨製石斧 角閃岩？ 刃部 65.5 39.7 22.2 101.9
6-7 6-8 18 3 3221 Ⅱ 磨製石斧 閃緑岩 刃部 96.2 62.1 33.8 329.9
6-9 6-10 19 3 3421 Ⅱ 磨製石斧 硬質砂岩 刃部 36.9 56.4 21.2 52.5
6-9 6-10 20 3 3326 Ⅱ 磨製石斧 緑色岩 基部 39.5 34.9 20.1 40.1
6-9 6-10 21 3 3422 Ⅱ 磨製石斧 ホルンフェルス 基部 97.7 50.4 25.6 190.9
6-11 6-12 22 4 3927 SF513 盛土 磨製石斧 泥岩 略完形 90.1 26.6 17.3 62.8 刃部破損
6-11 6-12 23 4 3926 SF513 盛土 磨製石斧 透閃石岩 基部 79.6 29.7 18.4 85.6
6-11 6-12 24 4 4127 SF513 Ⅲ下 再調整剥片 硬質砂岩？ 33.7 32.6 5.4 6.1
6-11 6-12 25 4 4028 Ⅱ 磨製石斧 斑れい岩 略完形 114.4 47.4 28.3 227.1 刃部破損

6-11 6-12 26 4 4125・
4126 Ⅱ 磨製石斧転

用ハンマー 硬質砂岩 接合 121.6 48 24.7 259.3

6-13 6-14 27 4 4024 Ⅱ 磨製石斧 粘板岩 刃部 39.8 48.9 16.6 39.5
6-13 6-14 28 4 4027 Ⅱ 磨製石斧 硬質砂岩 刃部 62.8 46.8 23.8 111.2
6-13 6-14 29 RQ002 4 3828 Ⅱ 磨製石斧 斑れい岩 略完形 135.4 45.5 30.3 328.6 刃部破損
6-13 6-14 30 4 4028 Ⅱ 磨製石斧 硬質砂岩？ 略完形 123.8 56.6 29.6 351.6 刃部破損
6-15 6-16 31 RQ172 4 4029 Ⅱ下 磨製石斧 硬質砂岩？ 略完形 123.8 52.1 27.5 314.5 刃部破損

6-15 6-16 32 4
3830・
3929
3929

Ⅱ下
Ⅱ
Ⅱ

磨製石斧 硬質砂岩？ 接合 138 52.4 23.7 165.6 被熱

6-15 6-16 33 4 4022 Ⅱ 磨製石斧 硬質砂岩？ 基部 82.3 44.8 23 145.8
6-17 6-18 34 4 3827 Ⅱ下 磨製石斧 緑色岩 基部 84.1 45.1 20.8 108.3
6-17 6-18 35 4 4028 Ⅱ 磨製石斧 結晶片岩 基部 45.6 41.7 22.8 67.7
6-17 6-18 36 4 4029 Ⅱ 磨製石斧 緑色岩 基部 38.8 32.6 19.3 29.6
6-17 6-18 37 4 4128 Ⅱ 磨製石斧 砂岩 基部 36.2 34.7 25.7 46.9

6-17 6-18 38 4 3927 Ⅱ下 磨製石斧刃
部片 斑れい岩 刃部 17.2 45.5 12.8 12.9

6-17 6-18 39 4 3927 Ⅱ 磨製石斧刃
部片 凝灰岩 刃部 20.8 59.7 15.2 8.2

6-17 6-18 40 4 4129 Ⅱ 磨製石斧刃
部片 角閃岩？ 刃部 26.8 44.4 8.8 9

6-17 6-18 41 4 4028 Ⅱ 磨製石斧刃
部片 粘板岩 刃部 29.5 28.3 8.3 6

6-17 6-18 42 4 3828 Ⅱ 磨製石斧 黒色頁岩 刃部 17.5 20.4 5.9 2.1
6-19 6-20 43 4 4027 Ⅱ 磨製石斧片 斑れい岩 剥落片 24.9 21.8 1.9 1
6-19 6-20 44 4 4228 Ⅱ 再調整剥片 緑色岩 28.7 22.2 5.7 3.5
6-19 6-20 45 5 3020 ｶｸﾗﾝ 磨製石斧 蛇紋岩 基部 38 19.9 11 16

6-19 6-20 46 5 3227 ｶｸﾗﾝ 磨製石斧刃
部片 硬質砂岩？ 刃部 28.8 25.6 3.8 3

6-19 6-20 47 RQ262 6 4629 Ⅲ上 磨製石斧 透閃石岩 基部 64.5 48.3 22.5 120.5

表Ⅲ -9　縄文時代磨製石斧観察表
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図版 写真 遺物番号 登録登録 区名 ｸﾞﾘｯﾄﾞ 遺構番号 層位 器種 石材 状態 長（㎜）幅（㎜）厚（㎜）重（g） 備考
7-1 7-2 1 1 SK011 覆土 凹石 安山岩 完形 131.5 49.0 27.0 162.1 被熱、擦痕
7-1 7-2 2 1 SK011 覆土 稜上磨石 安山岩 欠損 48.0 51.5 68.0 228.9 敲打痕
7-1 7-2 3 RQ234 1 SK011 最下層 凹石（磨石転用）安山岩 完形 110.0 85.5 43.0 645.5 擦痕
7-1 7-2 4 1 SK011 覆土 凹石 砂岩 欠損 85.0 83.0 21.0 123.0 被熱
7-1 7-2 5 1 SK012 覆土 凹石 石英安山岩 完形 97.0 60.5 38.0 343.5 擦痕

7-1 7-2 6 1 SK012 覆土 凹石（稜上磨石
転用） 玄武岩 欠損 136.0 70.0 37.0 394.5 擦痕

7-1 7-2 7 1 SK015 覆土 稜上磨石 安山岩 欠損 124.0 62.5 65.0 577.3 
7-3 7-4 8 1 SK018 覆土 石皿 安山岩 欠損 24.6 18.8 4.4 3150.0 被熱
7-3 7-4 9 1 SK079 最下層 稜上磨石 安山岩 完形 89.0 35.5 44.0 175.8 

7-3 7-4 10 RQ233 1 SK079 最下層 磨石 安山岩 欠損 117.0 84.0 50.0 671.6 被熱、敲打
痕

7-3 7-4 11 1 SK537 覆土 稜上磨石 安山岩 欠損 143.0 54.0 87.0 826.0 敲打痕
7-5 7-6 12 RQ066 1 3719 Ⅱ 凹石 安山岩 完形 122.0 122.5 75.0 1628.3 擦痕
7-5 7-6 13 1 3820 Ⅱ 凹石 凝灰岩 完形 139.5 53.0 33.0 250.7 
7-5 7-6 14 1 3719 Ⅱ 凹石 凝灰岩 完形 51.3 39.2 20.0 35.1 擦痕
7-5 7-6 15 1 3719 Ⅱ 凹石 安山岩 完形 116.5 83.0 28.0 453.8 擦痕
7-7 7-8 16 1 3820 Ⅱ下 凹石 凝灰岩 完形 149.0 95.0 70.0 1039.2 被熱
7-7 7-8 17 RQ067 2 4721 Ⅱ 凹石 安山岩 完形 143.0 74.5 25.0 416.5 擦痕
7-7 7-8 18 2 3921 Ⅱ 凹石 凝灰岩 完形 108.1 57.0 36.0 283.1 擦痕
7-7 7-8 19 2 4021 Ⅱ 凹石 石英安山岩 完形 85.0 54.0 31.0 162.0 
7-9 7-10 20 2 4021 Ⅱ 凹石 凝灰岩 完形 142.0 65.3 25.0 280.0 擦痕
7-9 7-10 21 2 3921 Ⅳ 凹石 安山岩 完形 112.8 63.5 24.0 200.2 擦痕
7-9 7-10 22 2 4322 Ⅲ上 凹石 安山岩 完形 127.5 103.0 63.0 1201.0 
7-9 7-10 23 2 4322 Ⅲ下 凹石 凝灰岩 完形 76.8 56.5 24.0 122.1 被熱、擦痕
7-9 7-10 24 2 4721 Ⅲ 凹石 凝灰岩 完形 124.0 82.0 27.0 375.8 擦痕
7-9 7-10 25 2 3921 覆土 稜上磨石 安山岩 欠損 69.5 44.0 50.0 214.4 

7-11 7-12 26 3 SK307 覆土 凹石 凝灰岩 完形 70.0 59.0 21.0 108.4 
7-11 7-12 27 RQ460 3 SK307 8 凹石 安山岩 完形 139.0 67.5 21.0 343.2 擦痕
7-11 7-12 28 RQ522 3 SK307 8 磨石 石英安山岩 完形 134.0 62.0 33.0 377.9 擦痕
7-11 7-12 29 3 SK317 底面 凹石 凝灰岩 欠損 102.0 107.0 37.0 488.1 被熱、擦痕
7-11 7-12 30 3 SK326 覆土 凹石 泥岩 欠損 80.0 46.0 16.0 74.1 擦痕
7-11 7-12 31 3 SK326 覆土 凹石 凝灰岩 欠損 73.0 50.5 22.0 82.4 被熱、擦痕
7-11 7-12 32 3 SK326 覆土 凹石 凝灰岩 完形 154.0 56.0 22.0 282.3 擦痕

7-13 7-14 33 3 SK326 覆土 稜上磨石 閃緑岩 完形 122.0 68.0 66.0 712.8 被熱、敲打
痕

7-13 7-14 34 RQ316 3 SK384 床面 稜上磨石 安山岩 完形 109.0 57.0 74.0 371.9 
7-13 7-14 35 3 SK377 下部 石皿 安山岩 欠損 18.0 10.7 8.0 1754.7 被熱
7-15 7-16 36 3 SK389 2 稜上磨石 石英閃緑岩 完形 140.0 61.5 75.0 865.3 敲打痕
7-15 7-16 37 3 SK393 1 石皿 砂岩 欠損 13.9 12.4 6.0 1238.4 

7-15 7-16 38 RQ567 3 SK393 61 稜上磨石 安山岩 完形 162.0 50.5 60.0 660.8 被熱、敲打
痕

7-15 7-16 39 3 SK396 5 凹石 安山岩 完形 101.0 55.5 29.0 230.0 擦痕
7-15 7-16 40 3 SK396 21 凹石 凝灰岩 完形 129.0 71.5 54.0 593.7 擦痕
7-15 7-16 41 3 SK396 59 凹石 安山岩 完形 111.5 80.5 36.0 509.1 線刻
7-17 7-18 42 3 SK396 （15） 稜上磨石 安山岩 欠損 40.5 65.0 76.0 203.0 

7-17 7-18 43 3 SK396 （55
ｂ） 磨石 石英閃緑岩 完形 100.5 86.5 51.0 654.9 敲打痕

7-17 7-18 44 3 SK396 (32b) 凹石 安山岩 一部
欠損 140.5 133.0 57.0 1320.5 被熱

7-17 7-18 45 3 SK396 （55
ｂ） 凹石 安山岩 欠損 110.0 72.0 40.0 473.0 被熱

7-17 7-18 46 RQ574 3 SK396 (61) 凹石 泥岩 完形 145.5 50.5 35.0 450.0 擦痕
7-17 7-18 47 RQ576 3 SK396 (61) 凹石（磨石転用）安山岩 完形 101.5 88.0 45.0 612.2 擦痕
7-17 7-18 48 RQ575 3 SK396 （61） スタンプ形石器 安山岩 欠損 100.0 61.0 30.0 260.3 擦痕
7-19 7-20 49 3 SK398 覆土中 凹石（石皿転用）凝灰質砂岩 欠損 11.8 8.1 3.6 338.4 
7-19 7-20 50 3 SK398 23 稜上磨石 安山岩 欠損 86.0 64.0 50.0 344.6 敲打痕
7-19 7-20 51 3 SK398 底面 稜上磨石 ひん岩 完形 264.5 76.0 104.0 2800.0 
7-21 7-22 52 3 SK399 14 凹石 安山岩 完形 122.0 69.0 37.0 370.2 
7-21 7-22 53 3 SK399 44 凹石 安山岩 完形 123.0 72.0 20.0 274.3 擦痕
7-21 7-22 54 3 SK399 44 凹石（磨石転用）安山岩 完形 109.5 58.0 36.0 347.8 被熱、擦痕
7-21 7-22 55 3 SK399 下層 稜上磨石 安山岩 欠損 95.0 49.5 69.0 457.1 
7-21 7-22 56 3 SK399 下層 稜上磨石 ひん岩 完形 185.5 73.0 67.0 834.0 敲打痕
7-23 7-24 57 3 SK399 42 石皿 凝灰質砂岩 欠損 17.2 13.5 2.7 755.9 敲打痕
7-23 7-24 58 3 SK477 覆土 稜上磨石 安山岩 欠損 61.5 31.0 60.0 125.4 
7-23 7-24 59 RQ324 3 SK477 3 石皿 安山岩 欠損 28.2 23.2 11.2 4360.0 
7-25 7-26 60 3 SK501 8 稜上磨石 安山岩 完形 178.0 61.5 81.0 1347.4 敲打痕

7-25 7-26 61 3 SK501 中部 石皿 軽石質凝灰
岩 欠損 10.0 6.7 5.7 213.3 被熱

7-25 7-26 62 RQ580 3 SK510 1 石皿 安山岩 一部
欠損 36.4 31.2 7.2 1365.0 被熱

表Ⅲ -10　縄文時代礫石器観察表
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図版 写真 遺物番号 登録登録 区名 ｸﾞﾘｯﾄﾞ 遺構番号 層位 器種 石材 状態 長（㎜）幅（㎜）厚（㎜）重（g） 備考
7-27 7-28 63 3 3322 SF513 盛土 凹石 安山岩 完形 83.5 80.0 45.0 410.1 
7-27 7-28 64 3 3422 SF488 盛土下 凹石 安山岩 完形 105.0 58.0 30.0 298.1 擦痕
7-27 7-28 65 RQ506 3 3323 SF488 Ⅲ 凹石 安山岩 完形 93.0 88.0 49.0 508.9 
7-27 7-28 66 RQ500 3 3422 SF488 Ⅲ中 凹石 安山岩 完形 101.0 75.0 39.0 429.8 擦痕
7-27 7-28 67 3 3522 SF488 盛土 凹石 石英安山岩 完形 134.5 55.0 38.0 329.5 擦痕
7-27 7-28 68 3 3428 SF513 Ⅲ上 凹石 砂岩 完形 116.0 67.5 31.0 258.5 擦痕
7-27 7-28 69 RQ444 3 3422 SF488 盛土下 凹石 安山岩 欠損 167.0 128.0 75.0 1705.0 擦痕
7-29 7-30 70 RQ502 3 3322 SF488 Ⅲ中 凹石 凝灰岩 欠損 111.0 85.0 46.0 373.8 擦痕
7-29 7-30 71 RQ446 3 3423 SF488 盛土 稜上磨石 安山岩 欠損 123.0 63.0 58.0 555.2 
7-29 7-30 72 3 3422 SF513 盛土 稜上磨石 閃緑岩 完形 157.0 55.0 87.0 867.6 

7-29 7-30 73 RQ488 3 3323 SF488 盛土下 磨石（稜上磨石
転用） 細粒花崗岩 欠損 67.5 98.0 48.0 457.9 敲打痕

7-29 7-30 74 RQ499 3 3422 SF488 Ⅲ中 硬石製ハンマー
（磨石転用） 安山岩 完形 120.0 72.0 33.0 467.4 

7-31 7-32 75 3 3726 ST562 覆土 稜上磨石 安山岩 完形 171.5 66.5 63.0 966.9 敲打痕
7-31 7-32 76 3 3522 SF488 盛土 磨石 硬質砂岩 完形 107.0 84.0 36.0 533.6 敲打痕
7-31 7-32 77 3 3422 SF488 盛土 石皿（凹石転用）安山岩 欠損 24.2 15.1 6.5 2960.0 
7-33 7-34 78 3 SK439 2 稜上磨石 安山岩 欠損 103.0 40.5 66.0 417.1 敲打痕
7-33 7-34 79 3 EP489 覆土 凹石 安山岩 完形 119.5 81.0 41.0 604.2 擦痕

7-33 7-34 80 3 EP489 覆土 稜上磨石 砂岩？ 一部
欠損 132.5 48.0 60.0 554.3 敲打痕

7-33 7-34 81 3 SP499 覆土 凹石 砂岩 完形 109.5 77.5 35.0 369.2 被熱
7-33 7-34 82 3 SP509 覆土 稜上磨石 石英安山岩 完形 139.5 60.0 69.0 741.1 敲打痕

7-33 7-34 83 3 EP528 覆土 稜上磨石 安山岩 接合 139.0 41.5 67.0 567.2 被熱、敲打
痕

7-35 7-36 84 3 EP528 覆土 稜上磨石 砂岩 欠損 154.0 61.5 81.0 795.5 敲打痕
7-35 7-36 85 3 EP528 覆土 凹石（磨石転用）安山岩 完形 123.5 85.0 45.0 765.5 擦痕

7-35 7-36 86 3 3325 Ⅱ下 石棒 安山岩 欠損 13.0 6.2 5.8 672.7 敲打痕、、擦
痕

7-35 7-36 87 3 3424 Ⅱ 凹石 凝灰岩 完形 140.0 45.5 41.0 250.1 擦痕
7-37 7-38 88 RQ312 3 3428 Ⅲ下 凹石（磨石転用）凝灰岩 完形 115.0 84.0 56.0 582.8 擦痕
7-37 7-38 89 RQ056 3 3728 Ⅱ 凹石 安山岩 完形 130.0 47.5 43.0 259.4 
7-37 7-38 90 3 3422 Ⅱ下 凹石 凝灰岩 完形 157.5 60.5 44.0 397.7 擦痕

7-37 7-38 91 RQ300 3 3528 Ⅱ下 凹石 安山岩 一部
欠損 180.5 133.0 91.0 3080.0 被熱

7-39 7-40 92 3 3525 Ⅲ 凹石 流紋岩 完形 115.0 92.0 35.0 504.8 擦痕
7-39 7-40 93 3 3424 Ⅲ 凹石（磨石転用）安山岩 完形 98.0 81.0 60.0 721.1 擦痕
7-39 7-40 94 3 3220 Ⅱ 凹石 凝灰岩 完形 76.5 77.0 41.0 263.2 擦痕
7-39 7-40 95 3 3322 Ⅱ下 凹石 安山岩 完形 109.0 89.0 49.0 654.3 

7-39 7-40 96 RQ132 3 3322 Ⅱ 凹石 軽石質凝灰
岩 完形 118.0 105.0 41.0 552.3 擦痕

7-39 7-40 97 3 3423 Ⅲ 凹石 安山岩 完形 105.0 71.0 37.0 390.2 擦痕
7-41 7-42 98 RQ501 3 3322 Ⅲ中 凹石 安山岩 完形 124.5 70.0 32.0 443.0 擦痕
7-41 7-42 99 3 3727 Ⅱ 凹石 凝灰岩 完形 98.5 63.0 38.0 304.3 
7-41 7-42 100 RQ235 3 3724 Ⅱ下 稜上磨石 安山岩 完形 167.0 50.0 79.0 948.4 

7-41 7-42 101 RQ140 3 3423 Ⅱ 稜上磨石 石英安山岩 欠損 183.0 64.5 84.0 1188.4 被熱、敲打
痕

7-43 7-44 102 3 3522 Ⅱ 磨石 硬質砂岩 欠損 69.6 91.0 59.0 580.9 敲打痕？
7-43 7-44 103 3 3728 Ⅱ 磨石 硬質砂岩 完形 81.5 66.0 38.0 310.6 
7-43 7-44 104 RQ054 3 3728 Ⅱ 磨石 石英閃緑岩 完形 96.5 86.5 42.0 535.8 

7-43 7-44 105 RQ548 3 3523 Ⅲ下 石皿 凝灰質砂岩 欠損 25.1 10.1 5.7 1199.8 被熱、敲打
痕

7-43 7-44 106 RQ248 3 3524 Ⅲ下 石皿 安山岩 欠損 19.1 12.4 6.0 2490.0 被熱

7-45 7-46 107 RQ139 3 3424 Ⅱ 石皿（蜂の巣石
転用） 凝灰質礫岩 完形 37.2 38.4 12.0 1399.0 被熱、裏面

が蜂の巣石
7-47 7-48 108 RQ142 3 3425 Ⅱ 石皿 安山岩 完形 30.8 23.8 5.9 6100.0 
7-47 7-48 109 RQ247 3 3526 Ⅱ 石皿 安山岩 完形 35.0 23.6 6.6 8270.0 被熱

7-49 7-50 110 RQ554 3 3419 Ⅲ中 石皿 安山岩 一部
欠損 33.4 25.8 6.8 6320.0 

7-49 7-50 111 3  
3227

SK398 1-7 
ｶｸﾗﾝ 稜上磨石 緑色岩 接合 136.5 53.0 66.0 703.4 敲打痕

7-51 7-52 112 3  
3928

SK393 中 
Ⅱ 稜上磨石 安山岩 接合 205.0 45.0 64.0 762.4 敲打痕 

敲打痕

7-51 7-52 113 RQ195 3 3722 
4127

Ⅱ 
Ⅱ 稜上磨石 安山岩 接合 153.5 71.5 70.0 749.0 敲打痕 

敲打痕

7-53 7-54 114 3 3322 
3323 SF488 盛土 

Ⅱ 稜上磨石 石英安山岩 接合 141.5 69.5 76.0 784.6 敲打痕 
敲打痕

7-55 7-56 115 RQ553 4 SK224 1 石皿 安山岩 欠損 31.6 18.1 8.4 6880.0 被熱
7-55 7-56 116 RQ540 4 SK226 覆土 石皿 凝灰質砂岩 完形 33.5 22.8 7.2 4200.0 敲打痕
7-57 7-58 117 4 3926 SF513 盛土 凹石 凝灰岩 完形 90.5 54.0 30.0 139.6 被熱、擦痕
7-57 7-58 118 4 3826 SF513 盛土中 磨石 安山岩 欠損 64.5 106.5 55.0 446.9 敲打痕
7-57 7-58 119 4 4028 SF513 Ⅲ下 凹石 凝灰岩 欠損 73.8 69.0 41.0 175.4 
7-57 7-58 120 4 4127 SF513 Ⅲ下 凹石 安山岩 完形 81.5 67.5 26.0 241.1 
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図版 写真 遺物番号 登録登録 区名 ｸﾞﾘｯﾄﾞ 遺構番号 層位 器種 石材 状態 長（㎜）幅（㎜）厚（㎜）重（g） 備考
7-57 7-58 121 4 3828 SF513 盛土 稜上磨石 細粒花崗岩 完形 149.0 51.3 63.0 748.0 敲打痕
7-57 7-58 122 4 3926 SF513 盛土 稜上磨石 安山岩 欠損 94.5 47.0 73.0 395.0 敲打痕
7-57 7-58 123 4 3927 SF513 盛土 稜上磨石 閃緑岩 欠損 79.5 54.0 42.0 315.3 被熱
7-57 7-58 124 4 3927 SF513 盛土 稜上磨石 安山岩 欠損 71.0 51.0 84.0 358.7 敲打痕
7-59 7-60 125 4 4025 SF513 盛土 稜上磨石 安山岩 完形 139.0 47.5 66.0 660.0 敲打痕
7-59 7-60 126 4 4028 SF513 Ⅲ 稜上磨石 ひん岩 欠損 62.5 33.2 49.0 97.0 被熱
7-59 7-60 127 4 3929 SF513 Ⅲ下 稜上磨石 閃緑岩 欠損 81.0 53.0 64.0 242.1 

7-59 7-60 128 4 3830 SF513 Ⅲ下 石皿（支脚付） 凝灰岩 欠損 18.8 13.4 7.4 1148.6 被熱、敲打
痕

7-61 7-62 129 4 3926 SF513 Ⅱ下 石皿 砂岩 欠損 24.4 15.0 7.6 2170.0 敲打痕
7-61 7-62 130 4 4029 SF513 Ⅲ 石皿 安山岩 欠損 26.8 32.8 8.4 5470.0 
7-63 7-64 131 4 3824 ST562 Ⅱ 凹石 砂岩 完形 189.0 109.0 60.0 1379.8 
7-63 7-64 132 4 3728 ST562 Ⅱ 凹石 安山岩 完形 185.0 119.0 69.0 1769.4 擦痕
7-63 7-64 133 4 4128 Ⅱ 凹石 安山岩 完形 129.5 86.0 43.0 709.7 擦痕
7-63 7-64 134 4 3830 Ⅱ上 凹石 凝灰岩 完形 156.0 50.3 27.0 226.2 
7-65 7-66 135 RQ121 4 4030 Ⅱ 凹石 安山岩 欠損 73.5 46.0 31.0 105.5 被熱
7-65 7-66 136 RQ114 4 4129 Ⅱ 凹石 石英安山岩 完形 93.0 51.0 43.0 229.9 
7-65 7-66 137 RQ119 4 4029 Ⅱ 凹石 凝灰岩 完形 128.0 66.0 28.0 257.9 被熱、擦痕
7-65 7-66 138 RQ039 4 3927 Ⅱ下 凹石 砂岩 欠損 93.0 59.0 27.0 191.5 被熱
7-65 7-66 139 4 3929 Ⅱ 凹石 安山岩 完形 118.0 41.0 26.0 138.6 擦痕
7-65 7-66 140 RQ219 4 4028 Ⅱ下 凹石 砂岩 欠損 162.5 114.0 21.0 815.8 
7-67 7-68 141 RQ061 4 2827 Ⅱ 凹石 石英安山岩 完形 94.0 80.0 39.0 363.0 擦痕
7-67 7-68 142 4 4330 Ⅲ下 凹石 泥岩 完形 130.0 72.0 23.0 262.4 擦痕
7-67 7-68 143 RQ122 4 4030 Ⅱ 稜上磨石 安山岩？ 完形 166.5 49.5 69.0 974.5 敲打痕
7-67 7-68 144 4 3826 Ⅱ 磨石 硬質砂岩 欠損 61.0 97.0 53.0 476.2 敲打痕
7-67 7-68 145 RQ090 4 4024 Ⅱ 磨石 硬質砂岩 欠損 60.1 92.5 55.0 424.9 
7-67 7-68 146 RQ109 4 4029 Ⅱ 磨石 安山岩 完形 113.5 91.0 66.0 852.0 敲打痕
7-67 7-68 147 RQ068 4 3928 Ⅱ 磨石 安山岩 完形 145.0 106.0 98.0 2520.0 
7-69 7-70 148 4 3830 Ⅲ下 磨石 閃緑岩 完形 123.0 90.5 54.0 1003.8 敲打痕
7-69 7-70 149 4 3824 Ⅱ 稜上磨石 閃緑岩？ 完形 132.0 57.5 81.0 667.3 擦痕
7-69 7-70 150 RQ051 4 3828 Ⅱ 稜上磨石 石英安山岩 欠損 66.0 56.0 71.0 294.3 
7-69 7-70 151 RQ036 4 3927 Ⅱ 稜上磨石 安山岩 欠損 89.0 32.0 65.0 194.3 敲打痕
7-69 7-70 152 RQ063 4 4026 Ⅱ 稜上磨石 安山岩 欠損 104.0 54.0 60.0 516.1 敲打痕
7-69 7-70 153 4 4231 Ⅱ下 稜上磨石 硬質砂岩 欠損 124.0 45.5 61.0 398.9 

7-71 7-72 154 4  
4731

SK226 
SK226 

覆土 
4 
Ⅱ

稜上磨石 安山岩 接合 98.0 51.0 75.0 260.3 
被熱 
被熱 
被熱

7-71 7-72 155 4  SK226 
SK226

4 
17 稜上磨石 安山岩 接合 140.0 52.5 54.0 451.9 

7-71 7-72 156 4  SK227 
SK227

中 
中 稜上磨石 安山岩 接合 166.0 97.5 86.0 1489.0 

7-73 7-74 157 0945：
RQ085 4 4023 

4123
Ⅱ 
Ⅱ 稜上磨石 安山岩 接合 222.0 59.0 87.0 1476.7 敲打痕 

敲打痕
7-75 7-76 158 5 3023 Ⅱ下 磨石 花崗閃緑岩 完形 115.0 81.0 51.0 755.0 擦痕

7-75 7-76 159 5 3125 Ⅲ 凹石 砂岩 一部
欠損 98.5 67.5 46.0 337.8 被熱

7-75 7-76 160 5 3125 Ⅲ 凹石 砂岩 一部
欠損 62.0 50.2 24.0 80.2 被熱、擦痕

7-75 7-76 161 5 3125 Ⅲ 凹石 凝灰岩 完形 127.5 69.0 31.0 284.5 擦痕
7-75 7-76 162 5 3126 Ⅲ中 凹石 凝灰岩 完形 138.0 74.5 29.0 360.6 擦痕

7-75 7-76 163 RQ342 5 3224 Ⅲ 凹石 石英安山岩 一部
欠損 78.5 74.5 43.0 273.5 被熱

7-75 7-76 164 RQ373 5 3224 Ⅲ 凹石 安山岩 欠損 176.0 131.5 78.0 2020.0 被熱、擦痕
7-77 7-78 165 RQ432 5 3024 Ⅲ中 稜上磨石 硬質泥岩？ 完形 163.0 63.5 64.0 577.1 
7-77 7-78 166 5 3126 Ⅱ 石皿 凝灰岩 欠損 9.9 8.0 5.7 520.7 
7-77 7-78 167 5 3126 Ⅱ 石皿 安山岩 欠損 20.4 7.3 5.9 1046.1 被熱
7-77 7-78 168 5 3223 Ⅱ 石皿 安山岩 欠損 27.0 14.8 4.6 2023.2 被熱

7-77 7-78 169 RQ433 5 3024 Ⅲ上 石皿（蜂の巣
石？） 凝灰岩 欠損 16.3 16.0 6.2 1746.6 敲打痕

7-79 7-80 170 RQ044 5 3928 Ⅱ 石皿 安山岩 完形 26.5 24.5 8.4 8940.0 
7-79 7-80 171 5 4123 Ⅱ 石皿 安山岩 完形 29.2 24.0 8.2 9080.0 

7-81 7-82 172 5 3926 Ⅱ 石皿 軟質白色凝
灰岩 欠損 17.6 16.2 3.8 810.2 敲打痕

7-81 7-82 173 5 4030 Ⅱ 石皿 安山岩 欠損 13.2 10.0 4.4 292.1 
7-81 7-82 174 5 4128 Ⅱ 石皿 安山岩 欠損 13.6 17.7 5.5 1024.9 
7-81 7-82 175 6 SK237 Ⅱ 凹石 凝灰岩 欠損 95.0 58.0 20.0 111.2 擦痕
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図版 写真 遺物番号 登録登録 区名 ｸﾞﾘｯﾄﾞ 遺構番号 層位 器種 石材 状態 長（㎜）幅（㎜）厚（㎜）重　（g） 備考
8-1 8-2 1 3 SK307 7 玉 琥珀 完形 10.2 11.5 6.0 0.5 被熱
8-1 8-2 2 3 SK307 7 玉 琥珀 欠損 10.8 10.9 7.6 0.5 被熱
8-1 8-2 3 3 3420 Ⅱ 線刻礫 凝灰岩 欠損 60.9 35.5 11.8 28.0 被熱
8-1 8-2 4 4 4230 Ⅱ 敲打具 水晶 完形 57.3 20.0 17.3 28.5 
8-1 8-2 5 4 4125 Ⅱ 有孔石製品 凝灰岩 欠損 27.4 39.3 13.1 14.1 
8-1 8-2 6 4 4024 Ⅱ 有孔石製品 溶岩 完形 38.3 47.8 14.7 24.5 
8-1 8-2 7 4 4128 Ⅱ 有孔石製品 溶岩 完形 63.4 50.9 17.2 34.0 
8-1 8-2 8 RQ222 4 4029 Ⅱ 有孔石製品 凝灰岩 完形 40.2 109.8 18.3 85.5 
8-1 8-2 9 4 4127 Ⅱ 溶岩製石製品 溶岩 完形 71.2 69.1 34.8 151.0 全面磨滅
8-3 8-4 10 4 4128 Ⅲ 溶岩製石製品 溶岩 完形 74.7 51.6 16.7 55.5 表裏面に線条痕
8-3 8-4 11 RQ095 4 4024 Ⅱ 溶岩製石製品 溶岩 欠損 81.5 61.4 25.5 61.0 表裏面に線条痕
8-3 8-4 12 4 4028 Ⅱ 溶岩製石製品 溶岩 欠損 50.3 65.2 36.5 46.5 
8-3 8-4 13 4 4025 Ⅱ 溶岩製石製品 溶岩 欠損 55.3 78.9 50.9 129.5 
8-3 8-4 14 5 EP534 覆土 有孔石製品 溶岩 完形 77.4 57.7 15.3 56.0 
8-3 8-4 15 5 3127 ｶｸﾗﾝ 有孔石製品 凝灰岩 欠損 23.2 16.8 5.8 3.0 
8-3 8-4 16 5 3022 Ⅰ 線刻礫 凝灰岩 完形 32.9 38.5 7.5 13.5 

表Ⅲ -12　古代土器観察表
図版 写真 遺物番号 種別 区 層 出土遺構 ｸﾞﾘｯﾄﾞ 調整 器高 模様・調整・備考

9-1 9- ２ 1
土師器埦

3 SF488 3522
外：ミガキ 口（136.0） 古墳時代中～後期

（５Ｃ末～６Ｃ初）か（口縁～胴部） 内：ナデ、ミガキ 高 (45.0)

9-1 9- ２ 2
須恵器坏

－ XO
外：ロクロ 高 (14.0)

９ｃ中頃か
（口縁部） 内：ロクロ

9-1 9- ２ 3
須恵器無台坏

1 ｶｸﾗﾝ
3515 外：ロクロ 底（60.0）

底部拓本、回転糸切り、９ｃ中頃
（胴部～底部） 3815 内：ロクロ 高 (28.0)

9-1 9- ２ 4
須恵器甕

2 Ⅲ 4722
外：平行タタキ 高 (51.0)

（胴部） 内：青海波アテ

9-1 9- ２ 5
土師器有台坏

6 Ⅱ 4831
外：ロクロ 口（128.0） 回転ヘラ切り、貼り付け高台、

８ｃ中頃
（口縁～底部） 内：ロクロ 底（88.0）

高 39.0

9-1 9- ２ 6
須恵器壷

6 4926
外：ロクロ 高 (45.0)

外面自然釉
（胴部）

9-1 9- ２ 7
須恵器坏

3 Ⅱ上 3429
外：ロクロ 高 (23.0)

９ｃ中頃か
（口縁部） 内：ロクロ

9-1 9- ２ 8
須恵器壷

3 Ⅱ 3425
外：ロクロ 高 (30.0)

自然釉
（頸部） 内：ロクロ

9-1 9- ２ 9
赤焼土器無台坏

4 Ⅱ上
3630 外：ロクロ 底 50.0

回転糸切り
（胴部～底部） 3830 内：ロクロ 高（16.0）

9-1 9- ２ 10
須恵器壷

5 ｶｸﾗﾝ 3126
外：ロクロ、削り 高 (34.0)

焼成不良、９ｃ
（胴部～底部） 内：ロクロ

9-1 9- ２ 11
須恵器無台坏

3 Ⅰ 4725
外：ロクロ 底（58.0）

回転糸切り、９ｃ中頃
（胴部～底部） 内：ロクロ 高 (12.0)

9-1 9- ２ 12
須恵器皿

6 Ⅰ 4731
外：ロクロ 口（146.0）

有台、９ｃ中頃
（口縁～胴部） 内：ロクロ 高 (18.0)

9-1 9- ２ 13
須恵器壷？

6 Ⅱ 4728
外：ロクロ 高 (38.0)

（胴部） 内：ロクロ

9-1 9- ２ 14
須恵器壷

6 Ⅱ 4627
外：ロクロ 高 (50.0)

（胴部） 内：ロクロ

9-1 9- ２ 15
須恵器壷

6 Ⅲ 4827
外：タタキ 高 (40.0)

外面自然釉、RP264
（胴部） 内：ナデ

9-1 9- ２ 16
土師器無台坏

6
８中 SK237 外：ロクロ 口 144.0 体部下半に墨書、回転糸切り、

9 ｃ後半、RP278
（口縁～底部） ９上 内：ロクロ 底（48.0）

高 55.0

図版 写真 遺物番号 登録遺物 区名 ｸﾞﾘｯﾄﾞ 遺構 層位 器種 石材 状態 長（㎝）幅（㎝）厚（㎝） 重（g） 備考
10-3 10-4 17 RQ263 6 4231 Ⅱ 砥石 細粒凝灰岩 124.1 37.9 14.4 159.0 被熱
10-3 10-4 18 砥石 細粒凝灰岩 129.3 28.4 23.0 136.5
10-3 10-4 19 砥石 細粒凝灰岩 112.9 50.8 17 223.5

表Ⅲ -11　縄文時代石製品観察表

表Ⅲ -13　古代砥石観察表
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1　�第 1次調査出土炭化物
　  放射性炭素年代測定

伊藤　茂・安昭炫・佐藤正教・廣田正史

山形秀樹・小林紘一・Zaur Lomtatidze・

Ineza Jorjoliani・黒沼保子

（パレオ・ラボ AMS 年代測定グループ）

1. はじめに

村山市に所在する羽黒神社西遺跡から出土した炭化

材について、加速器質量分析法（AMS 法）による放射

性炭素年代測定を行った。

2. 試料と方法

試料は、炭化材が 10 点と炭化種実が 1 点の、計 11

点である。フラスコ状土壙 SK011 では 9 層から出土し

た炭化材 1 点（No.1：PLD-28562）と、34 層から出土

した炭化材 1 点（No.2：PLD-28563）、同じくフラスコ

状土壙 SK012 では 20 層から出土した炭化材 1 点（No.3：

PLD-28564）と、45 層から出土した炭化材 1 点（No.4：

PLD-28565）、フラスコ状土壙 SK013 では 11 層から出

土した炭化材 1 点（No.5：PLD-28566）と 29 層から

出土した炭化材 1 点（No.6：PLD-28567）、フラスコ状

土壙 SK079 では 3 層から出土した炭化材 1 点（No.7：

PLD-28568）と 20 層から出土した炭化材 1 点（No.8：

PLD-28569）、4 区グリッド 3828 のⅡ層から出土した

炭化種実 1 点（No.9：PLD-28570）、2 区のグリッド

4423 のⅢ層から出土した炭化材 1 点（No.10：PLD-

28571）、同じく 2 区の性格不明遺構 SX034 付近出土の

RP223(3-5-10) 内から採取された炭化材 1 点（No.11：

PLD-28572）である。フラスコ状土壙 SK011、SK012、

SK013、SK079、性格不明遺構 SX034、4 区グリッド

3828 のⅡ層は、縄文時代中期（大木 8b 式）の遺構お

よび層位と推測されている。また、2 区グリッド 4423

のⅢ層は時期不明であるが、付近からは縄文時代早期の

押型文土器が出土している。

測定試料の情報、調製データは表Ⅳ -1-1 のとおりで

ある。試料は調製後、加速器質量分析計（パレオ・ラボ、

Ⅳ　理化学分析

コンパクト AMS：NEC 製 1.5SDH）を用いて測定した。

得られた 14C 濃度について同位体分別効果の補正を行っ

た後、14C 年代、暦年代を算出した。

3. 結果

表Ⅳ -1-2 に、同位体分別効果の補正に用いる炭素同

位体比（δ 13C）、同位体分別効果の補正を行って暦年

較正に用いた年代値と較正によって得られた年代範囲、

慣用に従って年代値と誤差を丸めて表示した 14C 年代

を、第Ⅳ -1-1、2 図に暦年較正結果をそれぞれ示す。暦

年較正に用いた年代値は下 1 桁を丸めていない値であ

り、今後暦年較正曲線が更新された際にこの年代値を用

いて暦年較正を行うために記載した。
14C 年代は AD1950 年を基点にして何年前かを示し

た年代である。14C 年代（yrBP）の算出には、14C の半

減期として Libby の半減期 5,568 年を使用した。また、

付記した 14C 年代誤差（± 1 σ）は、測定の統計誤差、

標準偏差等に基づいて算出され、試料の 14C 年代がその
14C 年代誤差内に入る確率が 68.2％であることを示す。

なお、暦年較正の詳細は以下のとおりである。

暦年較正とは、大気中の 14C 濃度が一定で半減期が

5,568 年として算出された 14C 年代に対し、過去の宇宙

線強度や地球磁場の変動による大気中の 14C 濃度の変

動、および半減期の違い（14C の半減期 5,730 ± 40 年）

を較正して、より実際の年代値に近いものを算出するこ

とである。
14C 年 代 の 暦 年 較 正 に は OxCal4.2（ 較 正 曲 線 デ ー

タ：IntCal13）を使用した。なお、1 σ暦年代範囲は、

OxCal の確率法を使用して算出された 14C 年代誤差に相

当する 68.2％信頼限界の暦年代範囲であり、同様に 2

σ暦年代範囲は 95.4％信頼限界の暦年代範囲である。

カッコ内の百分率の値は、その範囲内に暦年代が入る確

率を意味する。グラフ中の縦軸上の曲線は 14C 年代の確

率分布を示し、二重曲線は暦年較正曲線を示す。

4. 考察
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以下、各試料の暦年較正結果のうち 2 σ暦年代範囲（確

率 95.4%）に着目して、結果を整理する。なお、縄文土

器編年と暦年代や 14C 年代との対応関係については、小

林（2008）、中野（2008）、領塚（2008）を参照した。

フラスコ状土壙 SK011 の 9 層から出土した炭化材

（No.1：PLD-28562） は 3,021-2,907 cal BC (95.4%)、

34 層 か ら 出 土 し た 炭 化 材（No.2：PLD-28563） は

3,262-3,254 cal BC (1.5%) および 3,099-2,928 cal BC 

(93.9%) であった。2 点とも縄文時代中期前半～後半に

相当する暦年代である。

フラスコ状土壙 SK012 の 20 層から出土した炭化材

（No.3：PLD-28564） は 3,331-3,215 cal BC (34.6%)、

3,185-3,156 cal BC (4.1%)、3,127-3,011 cal BC 

(56.3%)、2,977-2,971 cal BC (0.4%)、45 層から出土

し た 炭 化 材（No.4：PLD-28565） は 3,011-2,950 cal 

BC (19.9%) および 2,944-2,890 cal BC (75.5%) であっ

た。20 層出土の炭化材（No.3：PLD-28564）は縄文時

代中期前半、45 層出土の炭化材（No.4：PLD-28565）

は縄文時代中期前半～後半に相当する暦年代を示した。

フラスコ状土壙 SK013 の 11 層から出土した炭化材

（No.5：PLD-28566） は 3,328-3,219 cal BC (37.0%)、

3,176-3,159 cal BC (3.2%)、3,122-3,020 cal BC 

(55.2%)、29 層 か ら 出 土 し た 炭 化 材（No.6：PLD-

28567） は 3,261-3,256 cal BC (0.7%) お よ び 3,098-

測定番号 遺跡データ 試料データ 前処理

PLD-28562
遺構：SK011 
層位：9 層 
試料 No.1

種類：炭化材（ヌルデ） 
試料の性状：最終形成年輪以外、部位不明 
状態：dry

超音波洗浄 
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2N, 水酸化ナトリウム：
1.0N, 塩酸：1.2N）

PLD-28563
遺構：SK011 
層位：34 層 
試料 No.2

種類：炭化材（カエデ属） 
試料の性状：最終形成年輪以外、辺材 
状態：dry

超音波洗浄 
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2N, 水酸化ナトリウム：
0.1N, 塩酸：1.2N）

PLD-28564
遺構：SK012 
層位：20 層 
試料 No.3

種類：炭化材（クリ） 
試料の性状：最終形成年輪以外、部位不明 
状態：dry

超音波洗浄 
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2N, 水酸化ナトリウム：
1.0N, 塩酸：1.2N）

PLD-28565
遺構：SK012 
層位：45 層 
試料 No.4

種類：炭化材（コナラ属コナラ節） 
試料の性状：最終形成年輪以外、部位不明 
状態：dry

超音波洗浄 
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2N, 水酸化ナトリウム：
1.0N, 塩酸：1.2N）

PLD-28566
遺構：SK013 
層位：11 層 
試料 No.5

種類：炭化材（クリ） 
試料の性状：最終形成年輪以外、部位不明 
状態：dry

超音波洗浄 
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2N, 水酸化ナトリウム：
1.0N, 塩酸：1.2N）

PLD-28567
遺構：SK013 
層位：29 層 
試料 No.6

種類：炭化材（クリ） 
試料の性状：最終形成年輪以外、部位不明 
状態：dry

超音波洗浄 
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2N, 水酸化ナトリウム：
1.0N, 塩酸：1.2N）

PLD-28568
遺構：SK079 
層位：3 層 
試料 No.7

種類：炭化材（トネリコ属シオジ節） 
試料の性状：最終形成年輪以外、部位不明 
状態：dry

超音波洗浄 
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2N, 水酸化ナトリウム：
1.0N, 塩酸：1.2N）

PLD-28569
遺構：SK079 
層位：20 層 
試料 No.8

種類：炭化材（トネリコ属シオジ節） 
試料の性状：最終形成年輪以外、部位不明 
状態：dry

超音波洗浄 
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2N, 水酸化ナトリウム：
0.1N, 塩酸：1.2N）

PLD-28570

調査区：4 区 
グリッド：CB3899-
3828 
層位：Ⅱ層 
試料 No.9

種類：炭化種実（クリ炭化子葉） 
状態：dry

超音波洗浄 
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2N, 水酸化ナトリウム：
1.0N, 塩酸：1.2N）

PLD-28571

調査区：2 区 
グリッド：CB3899-
4423 
層位：Ⅲ層 
試料 No.10

種類：炭化材（カエデ属） 
試料の性状：最終形成年輪以外、部位不明 
状態：dry

超音波洗浄 
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2N, 水酸化ナトリウム：
1.0N, 塩酸：1.2N）

PLD-28572
調査区：2 区 
位置：RP223 内の土 
試料 No.11

種類：炭化材（クリ） 
試料の性状：最終形成年輪以外、部位不明 
状態：dry

超音波洗浄 
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2N, 水酸化ナトリウム：
1.0N, 塩酸：1.2N）

表Ⅳ -1-1　測定試料および処理
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2,922 cal BC (94.7%) であった。11 層出土の炭化材

（No.5：PLD-28566）は縄文時代中期前半、29 層出土

の炭化材（No.6：PLD-28567）は縄文時代中期前半～

後半に相当する暦年代を示した。

フラスコ状土壙 SK079 の 3 層から出土した炭化材

（No.7：PLD-28568） は 3,264-3,248 cal BC (3.1%) お

よび 3,101-2,928 cal BC (92.3%)、20 層から出土した

炭化材（No.8：PLD-28569）は3,265-3,241 cal BC (6.0%)

および 3,106-2,927 cal BC (89.4%) であった。2 点と

も縄文時代中期前半～後半に相当する暦年代である。

4 区グリッド 3828 のⅡ層から出土した炭化種実

（No.9：PLD-28570） は 3,083-3,067 cal BC (5.4%) お

よび 3,027-2,916 cal BC (90.0%) であった。これは、

縄文時代中期前半～後半に相当する。

2 区 グ リ ッ ド 4423 の Ⅲ 層 か ら 出 土 し た 炭 化 材

（No.10：PLD-28571）は、7,584-7,509 cal BC (95.4%)

であった。これは、縄文時代早期中葉に相当する。

2 区の性格不明遺構 SX034 付近出土の RP223 内か

ら採取された炭化材（No.11：PLD-28572）は、3,261-

3,256 cal BC (0.8%)および3,098-2,923 cal BC (94.6%)

であった。これは、縄文時代中期前半～後半に相当する。

調査所見によれば、フラスコ状土壙 SK011、SK012、

SK013、SK079 と SX034、4 区グリッド 3828 のⅡ層

は縄文時代中期（大木 8b 式）の遺構および層位と推測

されており、年代測定結果は推定時期に対して整合的で

あった。ただし、同一遺構内では層位による明らかな時

測定番号 δ 13C 
(‰ )

暦年較正用年代 
(yrBP ± 1 σ )

14C 年代 
(yrBP ± 1 σ )

14C 年代を暦年代に較正した年代範囲
1 σ暦年代範囲 2 σ暦年代範囲

PLD-28562 
SK011 9 層 

(No.1)
-26.95 ± 0.19 4353 ± 21 4355 ± 20

3011-2978 cal BC (31.5%) 
2961-2951 cal BC ( 7.2%) 
2943-2913 cal BC (29.5%)

3021-2907 cal BC (95.4%)

PLD-28563 
SK011 34　層 

(No.2)
-30.46 ± 0.22 4415 ± 21 4415 ± 20 3094-3012 cal BC (68.2%)

3262-3254 cal BC ( 1.5%) 
3099-2928 cal BC (93.9%)

PLD-28564 
SK012 20 層 

(No.3)
-26.59 ± 0.22 4444 ± 24 4445 ± 25

3308-3301 cal BC ( 2.5%) 
3283-3277 cal BC ( 1.8%) 
3265-3240 cal BC (14.4%) 
3105-3024 cal BC (49.4%)

3331-3215 cal BC (34.6%) 
3185-3156 cal BC ( 4.1%) 
3127-3011 cal BC (56.3%) 
2977-2971 cal BC ( 0.4%)

PLD-28565 
SK012 45 層 

(No.4)
-27.89 ± 0.24 4317 ± 24 4315 ± 25 2927-2894 cal BC (68.2%)

3011-2950 cal BC (19.9%) 
2944-2890 cal BC (75.5%)

PLD-28566 
SK013 11 層 

(No.5)
-27.69 ± 0.20 4447 ± 21 4445 ± 20

3308-3302 cal BC ( 2.1%)　 
3282-3279 cal BC ( 0.9%) 
3265-3240 cal BC (17.1%) 
3105-3081 cal BC (16.4%) 
3069-3026 cal BC (31.7%)

3328-3219 cal BC (37.0%) 
3176-3159 cal BC ( 3.2%) 
3122-3020 cal BC (55.2%)

PLD-28567 
SK013 29 層 

(No.6)
-26.20 ± 0.28 4407 ± 25 4405 ± 25

3090-3010 cal BC (50.0%) 
2980-2941 cal BC (18.2%)

3261-3256 cal BC ( 0.7%) 
3098-2922 cal BC (94.7%)

PLD-28568 
SK079 3 層 

(No.7)
-26.11 ± 0.23 4418 ± 21 4420 ± 20 3095-3015 cal BC (68.2%)

3264-3248 cal BC ( 3.1%) 
3101-2928 cal BC (92.3%)

PLD-28569 
SK079 20 層 

(No.8)
-26.04 ± 0.24 4424 ± 21 4425 ± 20 3095-3021 cal BC (68.2%)

3265-3241 cal BC ( 6.0%) 
3106-2927 cal BC (89.4%)

PLD-28570 
CB3899-3828 2 層

(No.9)
-27.49 ± 0.19 4375 ± 21 4375 ± 20 3012-2929 cal BC (68.2%)

3083-3067 cal BC ( 5.4%) 
3027-2916 cal BC (90.0%)

PLD-28571 
CB3899-4423 3 層

(No.10)
-27.06 ± 0.22 8474 ± 30 8475 ± 30 7571-7530 cal BC (68.2%) 7584-7509 cal BC (95.4%)

PLD-28572 
RP223 内の土 (No.11)

-27.98 ± 0.33 4408 ± 25 4410 ± 25
3090-3011 cal BC (54.6%) 
2978-2961 cal BC ( 9.0%) 
2951-2943 cal BC ( 4.6%)

3261-3256 cal BC ( 0.8%) 
3098-2923 cal BC (94.6%)

表Ⅳ -1-2　放射性炭素年代測定および暦年較正の結果
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期差は確認できなかった。また、2 区グリッド 4423 の

Ⅲ層は時期不明だが、付近からは押型文土器が出土して

おり、年代測定結果の縄文時代早期中葉は押型文土器の

時期よりはやや新しいものの縄文時代早期という点では

おおむね整合的と考えられる。
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第Ⅳ -1-1 図　暦年較正結果（1）
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第Ⅳ -1-2 図　暦年較正結果（2）
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2　第1次調査出土炭化材の樹種同定
黒沼保子（パレオ・ラボ）

1. はじめに

村山市に所在する羽黒神社西遺跡から出土した炭化材

の樹種同定を行った。なお、同一試料を用いて放射性炭素

年代測定も行われている（放射性炭素年代測定の項参照）。

2. 試料と方法

試料は、炭化材が 10 点である。フラスコ状土壙で

は、SK011 の 9 層 と 34 層、SK012 の 20 層 と 45 層、

SK013 の 11 層と 29 層、SK079 の 3 層と 20 層から各

1 点の計 8 点、2 区のグリッド 4423 のⅢ層、同じく 2

区 SX034 の土器内から採取された炭化材が各 1 点で、

計 10 点となった。遺構の時期は、フラスコ状土壙は縄

文時代中期（大木 8b 式）と推測されており、年代測定

でも縄文時代中期前半～中頃の暦年代範囲を示した。ま

た、グリッド 4423 のⅢ層は時期不明だが、付近から早

期の押型文土器が出土しており、年代測定でも縄文時代

早期中葉の暦年代範囲を示した。

樹種同定に先立ち、肉眼観察と実体顕微鏡観察で形状

の確認と、残存年輪数および残存径を計測した。その後、

カミソリまたは手で 3 断面（横断面・接線断面・放射

断面）を割り出し、直径 1cm の真鍮製試料台に試料を

両面テープで固定した。その後、イオンスパッタで金コー

ティングを施し、走査型電子顕微鏡（KEYENCE 社製　

VE-9800）を用いて樹種の同定と写真撮影を行った。

3. 結果

　樹種同定の結果、広葉樹のクリと、コナラ属コナラ節

（以下、コナラ節）、ヌルデ、カエデ属、トネリコ属シオ

ジ節（以下、シオジ節）の 5 分類群が確認された。

　遺構別の樹種構成を表Ⅳ -2-1、結果の一覧を表Ⅳ

-2-2 に示す。SK011 から出土した炭化材は、9 層はヌ

ルデ、34 層はカエデ属であった。SK012 から出土し

た炭化材は、20 層はクリ、45 層はコナラ節であった。

SK013 から出土した炭化材は、11 層と 29 層ともクリ

であった。SK079 から出土した炭化材は、3 層と 20 層

ともシオジ節であった。2 区グリッド 4423 のⅢ層から

出土した炭化材は、カエデ属であった。2 区 SX034 の

土器内から採取された炭化材は、クリであった。試料の

形状は、SK011 で確認されたカエデ属は直径 1.7 ㎝の

丸木？であったが、それ以外はすべて破片であった。

以下に、同定根拠となった木材組織の特徴を記載し、

走査型電子顕微鏡写真を第Ⅳ -2-1 図に示す。

（1）クリ　Castanea crenata Siebold et Zucc.　ブナ科　

第Ⅳ -2-1 図　1a-1c（No.5）、2a（No.3）

大型の道管が年輪のはじめに数列並び、晩材部では薄

壁で角張った小道管が火炎状に配列する環孔材である。

軸方向柔組織はいびつな線状となる。道管の穿孔は単一

である。放射組織は同性で主に単列である。

クリは温帯下部から暖帯に分布する落葉高木である。

材は重硬で、耐朽性および耐湿性に優れ、保存性が高い。

（2）コナラ属コナラ節　Quercus sect. Prinus　ブナ科

　第Ⅳ -2-1 図　3a-3c（No.4）

大型の道管が年輪のはじめに 1 列程度並び、晩材部

では薄壁で角張った小道管が火炎状に配列する環孔材で

ある。軸方向柔組織はいびつな線状となる。道管の穿孔

は単一である。放射組織は同性で、単列と広放射組織の

2 種類がある。

コナラ節は温帯下部および暖帯に分布する落葉高木

で、カシワとミズナラ、コナラ、ナラガシワがある。材

は全体的に重硬で、加工困難である。

（3）ヌルデ　Rhus chinensis Mill.　ウルシ科　第Ⅳ -2-1

図　4a-4c（No.1）

時期 縄文時代中期 不明（縄文時代早期？）
遺構 SK011 SK012 SK013 SK079 2 区 SX034 2 区 CB3899-4423

樹種 層位 9 層 34 層 20 層 45 層 11 層 29 層 3 層 20 層 土器内の土 3 ｖ層 計
クリ 1 1 1 1 4
コナラ属コナラ節 1 1
ヌルデ 1 1
カエデ属 1 1 2
トネリコ属シオジ節 1 1 2
計 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 10

表Ⅳ -2-1　遺構別の樹種構成
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大型の道管が、年輪のはじめに単独もしくは数個複合

して配列する半環孔材である。晩材部では道管の大きさ

は徐々に減じ、年輪の終わりでは小道管が集団をなして

接線状～斜線状に配列する。道管の穿孔は単一である。

放射組織は平伏細胞と直立細胞が混在する異性で、1 ～

3 列幅である。

ヌルデは温帯から熱帯に分布する落葉高木である。材

は耐朽性および保存性はあまり高くないが、吸水しにく

く、切削および加工が容易である。

（4）カエデ属　Acer　カエデ科　第Ⅳ -2-1 図　5a-5c

（No.9）

　径が中型の道管が、単独もしくは放射方向に数個複合

して分布する散孔材である。横断面において木部繊維の

壁厚の違いによる雲紋状の模様がみられる。道管の穿孔

は単一で、道管壁にはらせん肥厚がみられる。放射組織

はほぼ同性で、1 ～ 5 列幅である。

カエデ属は主に温帯に分布する落葉高木で、オオモミ

ジやハウチワカエデ、イタヤカエデなど 26 種ある。材

は全体的に緻密で靱性がある。

（5）トネリコ属シオジ節　Fraxinus sect. Fraxinaster　

モクセイ科　第Ⅳ -2-1 図　6a-6c（No.8）

年輪のはじめに大型の道管が数列並ぶ環孔材で、晩

材部では厚壁の小道管が単独もしくは放射方向に 2 ～ 3

個複合して散在する。道管の穿孔は単一である。放射組

織は同性で、1 ～ 3 列幅である。

シオジ節は温帯に分布する落葉高木で、シオジとヤチ

ダモがある。材はやや重硬で粘りがあり、加工性および

保存性は中庸である。

4. 考察

縄文時代中期のフラスコ状土壙では、SK011 でヌル

デとカエデ属、SK012 でクリとコナラ節、SK013 でクリ、

SK079 でシオジ節、2 区の SX034 でクリが確認された。

また、2 区グリッド 4423 では時期不明のⅢ層でカエデ

属が確認された。いずれも温帯に分布する落葉広葉樹で

あり（平井 1996）、遺跡周辺に生育可能な樹種である。

試料は破片が多いが、SK011 出土のカエデ属は直径

1.7 ㎝の丸木と思われる枝材であった。これら試料の用

途は不明だが、枝材も含まれるため燃料材の残渣であっ

た可能性が考えられる。各試料は遺構および層位が異な

るため一概に比較はできないが、比較的多様な樹種が確

認されている。特定の樹種を選択的に利用するのではな

く、周辺に生育していた樹木を無作為に利用していたと

推測される。

参考文献

平井信二　1996　『木の大百科』　394 頁　朝倉書店

試料番号 出土地点 層位 樹種 形状 残存径 残存年輪数 年代測定番号
1 SK011 9 層 ヌルデ 破片 1 × 0.3 × 0.8 ㎝ 6 PLD-28562
2 SK011 34 層 カエデ属 丸木？ 直径 1.7 ㎝ 9 PLD-28563
3 SK012 20 層 クリ 破片 0.7 × 0.5 × 1 ㎝ 3 PLD-28564
4 SK012 45 層 コナラ属コナラ節 破片 2 × 2 × 2 ㎝ 20 PLD-28565
5 SK013 11 層 クリ 破片 1.2 × 1 × 1.5 ㎝ 8 PLD-28566
6 SK013 29 層 クリ 破片 2 × 1 × 1 ㎝ 1 PLD-28567
7 SK079 3 層 トネリコ属シオジ節 破片 0.8 × 0.8 × 1.2 ㎝ 4 PLD-28568
8 SK079 20 層 トネリコ属シオジ節 破片 1 × 0.6 × 1 ㎝ 4 PLD-28569

10 2 区 CB3899-4423 Ⅲ層 カエデ属 破片 2.5 × 2 × 2 ㎝ 9 PLD-28571
11 2 区 SX034 土器内の土 クリ 破片 1 × 0.5 × 1 ㎝ 2 PLD-28572

表Ⅳ -2-2　樹種同定結果一覧
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第Ⅳ -2-1 図　羽黒神社西遺跡出土炭化材の走査型電子顕微鏡写真
1a-1c：クリ（No.5）、2a：クリ（No.3）、3a-3c：コナラ属コナラ節（No.4）、4a-4c：ヌルデ（No.1）、
5a-5c：カエデ属（No.9）、6a-6c：トネリコ属シオジ節（No.8）
a：横断面、b：接線断面、c：放射断面
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3　第 1次調査出土炭化種実の同定
佐々木由香・バンダリ スダルシャン

（パレオ・ラボ）

1. はじめに

山形県村山市に位置する羽黒神社西遺跡は、河島山丘

陵の東側に舌状に張り出した丘陵地に立地する縄文時代

前期後葉の集落跡である。ここでは、出土した炭化種実

の同定結果を報告し、当時の植生や利用植物について検

討した。なお、一部の同一試料を用いて放射性炭素年代

測定も行われている（放射性炭素年代測定の項参照）。

2. 試料と方法

試料は、4 区のグリット 3828 Ⅱ層から肉眼で確認さ

れ回収された 1 試料である。採取地点の時期は、縄文

時代中期と推定され、炭化種実 1 点（PLD-28570）で

放射性炭素年代測定を行った結果、縄文時代中期中葉の

年代が得られている。

同定と計数は、肉眼および実体顕微鏡下で行った。計

数の方法は、完形または一部が破損していても 1 個体

とみなせるものは完形として数え、1 個体に満たないも

のは破片とした。試料は、公益財団法人山形県埋蔵文化

財センターに保管されている。

3. 結果

　同定した結果、木本植物で広葉樹のクリ炭化子葉が完

形 3 点、破片 3 点が見いだされた（表Ⅳ -3-1）。この他

に、炭化材が含まれていたが、同定の対象外とした。

（1）クリ　Castanea crenata Sieb. et Zucc.　炭化子葉　

ブナ科

広卵形。表面に縦方向のしわ状の溝がある。しわ

以外の面は平坦で光沢があり、硬質。高さ 16.60mm、

幅 13.76mm、厚さ 9.54mm（第Ⅳ -3-1-1 図）と、残存高

16.80mm、幅 17.97mm、厚さ 10.72mm（第Ⅳ -3-1-2 図）、

残存高 9.60mm、残存幅 12.40mm、残存厚 4.70mm（第Ⅳ

-3-1-3 図）。

4. 考察

縄文時代中期中葉に堆積したと考えられる地点から

産出した炭化種実を同定した結果、クリが少量得られた。

クリは可食部分の子葉が炭化しており、調理または加工

中に炭化した可能性や、搗ち栗のように剥いた状態で保

管されていたものが炭化した可能性などが考えられる。

ただし、クリの子葉を包む果皮は被熱により取れやすく

なるため、果実の状態であったクリの果皮が灰になり、

残らなかった可能性も考えられる。計測可能な個体は 2

点のみであり、うち破片 1 点の復元高を 18.10mm とす

ると、2 点の平均値は高さ 17.35 ± 1.06mm、幅 15.87

± 2.98mm であった。この大きさを吉川（2011）に示さ

れた縄文時代の遺跡から出土したクリ炭化子葉の大きさ

の平均値と比較すると、中期後半の福島県和台遺跡の高

さ 19.2 ± 2.1mm、幅 19.2 ± 2.9mm よりは小さいが、前

期中葉や前期末葉の青森県三内丸山遺跡や中期後半の北

海道大船 C 遺跡よりも大きい。なお、クリは乾いた山

野に生育するが、東日本を中心とする縄文時代前期以降

の遺跡ではクリはウルシとともに集落周辺で管理され

ていたと考えられる事例があり（能城・佐々木 2014）、

本遺跡で得られたクリがどのような生育状況であったか

については、周辺の植生や木材利用などとともに総合的

に検討する必要があろう。

参考文献

能城修一・佐々木由香　2014　「遺跡出土植物遺体からみた縄文時
代の森林資源利用」『国立民俗歴史博物館研究報告』187　1–33
頁　国立民俗歴史博物館

吉川純子　2011　「縄文時代におけるクリ果実の大きさの変化」『植
生史研究』18-2　57-63 頁　日本植生史学会

試料番号 9 
地区 4 区
出土地点 CB3899-3828
層位 Ⅱ層

分類群 時期 縄文中期
クリ 炭化子葉 3 (3)

表Ⅳ -3-1　出土した炭化種子（括弧内は破片数）
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4　第 2次調査出土炭化物
　��放射性炭素年代測定

伊藤　茂・安昭炫・佐藤正教・廣田正史・山形秀樹

小林紘一・Zaur Lomtatidze・小林克也

（パレオ・ラボ AMS 年代測定グループ）

1. はじめに

山形県村山市に位置する羽黒神社西遺跡から出土し

た試料について、加速器質量分析法（AMS 法）による

放射性炭素年代測定を行った。なお、同一試料を用いて

樹種同定と種実同定も行われている（各分析の項参照）。

2. 試料と方法

試料は、炭化材 15 点と炭化種実 1 点の、計 16 点で

ある。

炭化材は、3 区では盛土遺構である SF488 のⅢ層か

ら出土したクリ（試料 No.10：PLD-31150）、土坑であ

る EP345 の 1 層から出土したクリ（試料 No.11：PLD-

31151）、同じく EP345 の 5 層から出土したクリ（試料

No.12：PLD-31152）、EP509 の 2or3 層から出土した

ク リ（ 試 料 No.15：PLD-31155）、EP528 の 9 層 か ら

出土したクリ（試料 No.16：PLD-31156）、EP529 の 9

層から出土したクリ（試料 No.17：PLD-31157）、炉跡

である SL502 の 1 層から出土したクリ（試料 No.18：

PLD-31158）、SK477 の 1 層から出土したクリ（試料

No.19：PLD-31159）、3 区グリット 3324 のⅠ層から

出 土 し た ク リ（ 試 料 No.20：PLD-31160）、4 区 で は

SK227 の 2 層から出土したクリ（試料 No.13：PLD-

31153）、SK226 から出土したクリ（試料 No.21：PLD-

31161）、5 区 で は EP534 か ら 出 土 し た ク リ（ 試 料

No.22：PLD-31162）、同じく EP534 の 9 層から出土

したクリ（試料 No.23：PLD-31163）、6 区では SK237

の 7 層から出土したクリ（試料 No.24：PLD-31164）、

6 区 SL234F か ら 出 土 し た ク リ（ 試 料 No.25：PLD-

31165）の計 15 点である。なお試料 No.10 では最終形

成年輪が残っていたが、他の試料では最終形成年輪が

残っていなかった。

炭化種実は、3 区 SK398 の 24 層から出土したオニ

グルミ核（試料 No.14：PLD-31154）1 点である。測

定試料の情報、調製データは表Ⅳ -4-1 のとおりである。

試料は調製後、加速器質量分析計（パレオ・ラボ、

図版1　羽黒神社西遺跡から出土した炭化種実

1・2．クリ炭化子葉（CB3899-3828、2層、No.9）、3．クリ炭化子葉（CB3899-3828、2層、No.9、PLD-28570）

スケール 1-3:5mm
3b3a

2b2a1b1a

第Ⅳ -3-1 図　羽黒神社西遺跡から出土した炭化種実
 1・2：クリ炭化子葉（CB3899-3828、Ⅱ層、No.9）、
3：クリ炭化子葉（CB3899-3828、Ⅱ層、No.9、PLD-28570）
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コンパクト AMS：NEC 製 1.5SDH）を用いて測定した。

得られた 14C 濃度について同位体分別効果の補正を行っ

た後、14C 年代、暦年代を算出した。

3. 結果

表Ⅳ -4-2 に、同位体分別効果の補正に用いる炭素同

位体比（δ 13C）、同位体分別効果の補正を行って暦年較

正に用いた年代値と較正によって得られた年代範囲、慣

用に従って年代値と誤差を丸めて表示した 14C 年代を、

第Ⅳ -4-1 ～ 3 図に暦年較正結果をそれぞれ示す。暦年

較正に用いた年代値は下 1 桁を丸めていない値であり、

今後暦年較正曲線が更新された際にこの年代値を用いて

暦年較正を行うために記載した。
14C 年代は AD1950 年を基点にして何年前かを示し

た年代である。14C 年代（yrBP）の算出には、14C の半

減期として Libby の半減期 5,568 年を使用した。また、

付記した 14C 年代誤差（± 1 σ）は、測定の統計誤差、

標準偏差等に基づいて算出され、試料の 14C 年代がその
14C 年代誤差内に入る確率が 68.2％であることを示す。

なお、暦年較正の詳細は以下のとおりである。

暦年較正とは、大気中の 14C 濃度が一定で半減期が

5,568 年として算出された 14C 年代に対し、過去の宇宙

線強度や地球磁場の変動による大気中の 14C 濃度の変

動、および半減期の違い（14C の半減期 5,730 ± 40 年）

を較正して、より実際の年代値に近いものを算出するこ

とである。
14C 年 代 の 暦 年 較 正 に は OxCal4.2（ 較 正 曲 線 デ ー

タ：IntCal13）を使用した。なお、1 σ暦年代範囲は、

OxCal の確率法を使用して算出された 14C 年代誤差に相

当する 68.2％信頼限界の暦年代範囲であり、同様に 2

σ暦年代範囲は 95.4％信頼限界の暦年代範囲である。

カッコ内の百分率の値は、その範囲内に暦年代が入る確

率を意味する。グラフ中の縦軸上の曲線は 14C 年代の確

率分布を示し、二重曲線は暦年較正曲線を示す。

4. 考察

測定結果を、遺構別に暦年代範囲の新旧に沿って整理

する。また測定結果のマルチプロット図を、第Ⅳ -4-1

図に示す。なお、縄文土器と 14C 年代および暦年代範

囲との対応関係については、藤沼・関根（2008）小林

（2008）、工藤（2012）、森（2008）、中野幸大（2008）

を参照した。

3 区 EP345 の 5 層 か ら 出 土 し た 試 料 No.12（PLD-

31152）、3 区 EP345 の 1 層から出土した試料 No.11

（PLD-31151）、3 区 EP528 の 9 層から出土した試料

No.16（PLD-31156）、3 区 SL502 の 1 層から出土した

試 料 No.18（PLD-31158）、3 区 SK477 の 1 層 か ら 出

土した試料 No.19（PLD-31159）、4 区 SK226 から出土

し た 試 料 No.21（PLD-31161）、3 区 EP529 の 9 層 か

ら出土した試料 No.17（PLD-31157）、4 区 SK227 の 2

層から出土した試料 No.13（PLD-31153）、3 区 SF488

のⅢ層から出土した試料 No.10（PLD-31150）、3 区

グリット 3324 のⅠ層から出土した試料 No.20（PLD-

31160）、5 区 EP534 から出土した試料 No.22（PLD-

31162）、5 区 EP534 の 9 層から出土した試料 No.23

（PLD-31163）、3 区 EP509 の 2or3 層から出土した試

料 No.15（PLD-31155）、3 区 SK398 の 24 層から出土

した試料 No.14（PLD-31154）は、14C 年代が 4,500 ～

4,290 14C BP 頃、2 σ暦年代範囲（確率 95.4％）が 3,350

年～ 2,880 cal BC 頃であった。これは、縄文時代中期

中葉～後葉に相当する。これらの試料が出土した遺構は、

縄文時代中期頃と考えられており、発掘調査所見と測定

結果は整合的である。

6 区 SK237 の 7 層 か ら 出 土 し た 試 料 No.24（PLD-

31164）は、14C 年代が 3,010 ± 25 14C BP、2 σ暦年

代範囲が 1,377-1,349 cal BC (6.6%)、1,303-1,191 cal 

BC (84.0%)、1,177-1163 cal BC (2.0%)、1,144-1131 

cal BC (2.9%) であった。これは、縄文時代晩期前葉に

相当する。SK237 からは平安時代の赤焼土器が出土し

ており、平安時代の遺構であると考えられている。その

ため発掘調査所見と測定結果では、異なる時期を示した。

縄文時代晩期前葉の炭化材が、遺構内に再堆積した可能

性がある。

6 区 SL234F から出土した試料 No.25(PLD-31165）

は、14C 年代が 2,490 ± 25 14C BP、2 σ暦年代範囲が

770-539 cal BC (95.4%) であった。これは、縄文時代

晩期後葉に相当する。SL234F は出土土器より、縄文時

代中期の遺構であると考えられており、発掘調査所見と

測定結果で、異なる時期を示した。縄文時代晩期後葉の

炭化材が、遺構内に再堆積した可能性がある。
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測定番号 遺跡データ 試料データ 前処理

PLD-31150

試料 No.10 
調査区：3 区 
遺構：SF488 
層位：Ⅲ層 
遺物 No.RW459

種類：炭化材（クリ） 
試料の性状：最終形成年輪 
状態：dry

超音波洗浄 
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2N, 
水酸化ナトリウム：1.0N, 塩酸：1.2N）

PLD-31151

試料 No.11 
調査区：3 区 
遺構：EP345 
層位：1 層

種類：炭化材（クリ） 
試料の性状：部位不明 
状態：dry

超音波洗浄 
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2N, 
水酸化ナトリウム：1.0N, 塩酸：1.2N）

PLD-31152

試料 No.12 
調査区：3 区 
遺構：EP345 
層位：5 層

種類：炭化材（クリ） 
試料の性状：部位不明 
状態：dry

超音波洗浄 
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2N, 
水酸化ナトリウム：1.0N, 塩酸：1.2N）

PLD-31153

試料 No.13 
調査区：4 区 
遺構：SK227 
層位：2 層

種類：炭化材（クリ） 
試料の性状：部位不明 
状態：dry

超音波洗浄 
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2N, 
水酸化ナトリウム：1.0N, 塩酸：1.2N）

PLD-31154

試料 No.14 
調査区：3 区 
遺構：SK398 
層位：24 層

種類：炭化種実（オニグルミ核） 
試料の性状：種実 
状態：dry

超音波洗浄 
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2N, 
水酸化ナトリウム：1.0N, 塩酸：1.2N）

PLD-31155

試料 No.15 
調査区：3 区 
遺構：EP509 
層位：2or3 層

種類：炭化材（クリ） 
試料の性状：部位不明 
状態：dry

超音波洗浄 
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2N, 
水酸化ナトリウム：1.0N, 塩酸：1.2N）

PLD-31156

試料 No.16 
調査区：3 区 
遺構：EP528 
層位：9 層

種類：炭化材（クリ） 
試料の性状：部位不明 
状態：dry

超音波洗浄 
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2N, 
水酸化ナトリウム：1.0N, 塩酸：1.2N）

PLD-31157

試料 No.17 
調査区：3 区 
遺構：EP529 
層位：9 層

種類：炭化材（クリ） 
試料の性状：部位不明 
状態：dry

超音波洗浄 
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2N, 
水酸化ナトリウム：1.0N, 塩酸：1.2N）

PLD-31158

試料 No.18 
調査区：3 区 
遺構：SL502 
層位：1 層

種類：炭化材（クリ） 
試料の性状：部位不明 
状態：dry

超音波洗浄 
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2N, 
水酸化ナトリウム：1.0N, 塩酸：1.2N）

PLD-31159

試料 No.19 
調査区：3 区 
遺構：SK477 
層位：1 層

種類：炭化材（クリ） 
試料の性状：部位不明 
状態：dry

超音波洗浄 
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2N, 
水酸化ナトリウム：1.0N, 塩酸：1.2N）

PLD-31160

試料 No.20 
調査区：3 区 
遺構：CB3899-3324 
層位：Ⅰ層

種類：炭化材（クリ） 
試料の性状：部位不明 
状態：dry

超音波洗浄 
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2N, 
水酸化ナトリウム：1.0N, 塩酸：1.2N）

PLD-31161

試料 No.21 
調査区：4 区 
遺構：SK226 
遺物 No.RW308

種類：炭化材（クリ） 
試料の性状：部位不明 
状態：dry

超音波洗浄 
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2N, 
水酸化ナトリウム：1.0N, 塩酸：1.2N）

PLD-31162
試料 No.22 
調査区：5 区 
遺構：EP534

種類：炭化材（クリ） 
試料の性状：部位不明 
状態：dry

超音波洗浄 
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2N, 
水酸化ナトリウム：1.0N, 塩酸：1.2N）

PLD-31163

試料 No.23 
調査区：5 区 
遺構：EP534 
層位：9 層

種類：炭化材（クリ） 
試料の性状：部位不明 
状態：dry

超音波洗浄 
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2N, 
水酸化ナトリウム：1.0N, 塩酸：1.2N）

PLD-31164

試料 No.24 
調査区：6 区 
遺構：SK237 
層位：7 層

種類：炭化材（クリ） 
試料の性状：部位不明 
状態：dry

超音波洗浄 
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2N, 
水酸化ナトリウム：1.0N, 塩酸：1.2N）

PLD-31165
試料 No.25 
調査区：6 区 
遺構：SL234F

種類：炭化材（クリ） 
試料の性状：部位不明 
状態：dry

超音波洗浄 
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2N, 
水酸化ナトリウム：1.0N, 塩酸：1.2N）

表Ⅳ -4-1　測定試料および処理
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測定番号 δ 13C 
(‰ )

暦年較正用年代 
(yrBP ± 1 σ )

14C 年代 
(yrBP ± 1 σ )

14C 年代を暦年代に較正した年代範囲
1 σ暦年代範囲 2 σ暦年代範囲

PLD-31150 
3 区 SF488 Ⅲ層 

試料 No.10
-26.13 ± 0.21 4372 ± 23 4370 ± 25 3011-2978 cal BC (29.5%) 

2971-2926 cal BC (38.7%)
3084-3066 cal BC ( 5.4%) 
3028-2913 cal BC (90.0%)

PLD-31151 
3 区 EP345 1 層 

試料 No.11
-25.77 ± 0.21 4454 ± 24 4455 ± 25

3318-3273 cal BC (16.7%) 
3266-3237 cal BC (17.2%) 
3168-3165 cal BC ( 1.2%) 
3112-3084 cal BC (14.2%) 
3066-3028 cal BC (18.9%)

3331-3214 cal BC (46.0%) 
3186-3156 cal BC ( 6.7%) 
3129-3022 cal BC (42.6%)

PLD-31152 
3 区 EP345 5 層 

試料 No.12
-25.94 ± 0.25 4502 ± 25 4500 ± 25

3336-3311 cal BC (11.7%) 
3295-3286 cal BC ( 4.1%) 
3275-3265 cal BC ( 4.3%) 
3239-3210 cal BC (13.9%) 
3193-3151 cal BC (19.5%) 
3139-3107 cal BC (14.6%)

3346-3262 cal BC (33.1%) 
3251-3099 cal BC (62.3%)

PLD-31153 
4 区 SK227 2 層 

試料 No.13
-27.01 ± 0.21 4373 ± 24 4375 ± 25 3012-2927 cal BC (68.2%) 3086-3063 cal BC ( 6.9%) 

3029-2912 cal BC (88.5%)

PLD-31154 
3 区 SK398 24 層 

試料 No.14
-29.11 ± 0.21 4292 ± 23 4290 ± 25 2912-2893 cal BC (68.2%) 2923-2883 cal BC (95.4%)

PLD-31155 
3 区 EP509 2or3 層 

試料 No.15
-26.41 ± 0.21 4322 ± 25 4320 ± 25 3004-2991 cal BC ( 9.2%) 

2930-2896 cal BC (59.0%) 3012-2892 cal BC (95.4%)

PLD-31156 
3 区 EP528 9 層 

試料 No.16
-27.06 ± 0.21 4418 ± 25 4420 ± 25

3096-3011 cal BC (64.4%) 
2977-2971 cal BC ( 2.3%) 
2949-2945 cal BC ( 1.5%)

3308-3303 cal BC ( 0.4%) 
3265-3241 cal BC ( 5.0%) 
3106-2922 cal BC (90.0%)

PLD-31157 
3 区 EP529 9 層 

試料 No.17
-25.92 ± 0.22 4391 ± 24 4390 ± 25

3081-3070 cal BC ( 7.3%) 
3026-3002 cal BC (16.6%) 
2992-2930 cal BC (44.3%)

3090-3046 cal BC (19.5%) 
3036-2920 cal BC (75.9%)

PLD-31158 
3 区 SL502 1 層 

試料 No.18
-24.72 ± 0.25 4412 ± 24 4410 ± 25

3093-3011 cal BC (60.3%) 
2978-2968 cal BC ( 4.6%) 
2950-2943 cal BC ( 3.3%)

3262-3255 cal BC ( 1.3%) 
3099-2925 cal BC (94.1%)

PLD-31159 
3 区 SK477 1 層 

試料 No.19
-27.57 ± 0.25 4398 ± 25 4400 ± 25

3085-3063 cal BC (15.4%) 
3029-3006 cal BC (15.6%) 
2989-2931 cal BC (37.1%)

3091-2924 cal BC (95.4%)

PLD-31160 
CB3899-3324 Ⅰ層 

試料 No.20
-26.42 ± 0.21 4362 ± 25 4360 ± 25 3011-2977 cal BC (29.4%) 

2971-2919 cal BC (38.8%)
3082-3069 cal BC ( 3.3%) 
3026-2908 cal BC (92.1%)

PLD-31161 
4 区 SK226 
試料 No.21

-23.82 ± 0.25 4395 ± 25 4395 ± 25
3083-3066 cal BC (11.8%) 
3028-3005 cal BC (16.0%) 
2990-2930 cal BC (40.5%)

3091-2922 cal BC (95.4%)

PLD-31162 
5 区 EP534 
試料 No.22

-24.31 ± 0.21 4374 ± 24 4375 ± 25 3012-2928 cal BC (68.2%) 3086-3062 cal BC ( 7.4%) 
3030-2912 cal BC (88.0%)

PLD-31163 
5 区 EP534 9 層 

試料 No.23
-26.16 ± 0.24 4360 ± 25 4360 ± 25 3011-2977 cal BC (29.0%) 

2971-2918 cal BC (39.2%)
3081-3069 cal BC ( 2.8%) 
3026-2907 cal BC (92.6%)

PLD-31164 
6 区 SK237 7 層 

試料 No.24
-25.81 ± 0.22 3008 ± 23 3010 ± 25 1280-1214 cal BC (68.2%)

1377-1349 cal BC ( 6.6%) 
1303-1191 cal BC (84.0%) 
1177-1163 cal BC ( 2.0%) 
1144-1131 cal BC ( 2.9%)

PLD-31165 
6 区 SL234F 
試料 No.25

-25.48 ± 0.24 2490 ± 23 2490 ± 25

757-738 cal BC ( 9.4%) 
688-679 cal BC ( 4.4%) 
672-664 cal BC ( 4.1%) 
647-549 cal BC (50.4%)

770-539 cal BC (95.4%)

表Ⅳ -4-2　放射性炭素年代測定および暦年較正の結果
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第Ⅳ -4-2 図　暦年較正結果（1）
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3066-3028 cal BC (18.9%)
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3186-3156 cal BC ( 6.7%)
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OxCal v4.2.4 Bronk Ramsey (2013); r:5; IntCal13 atmospheric curve (Reimer et al 2013);

PLD-31152:4502±25 BP
68.2% probability

3336-3311 cal BC (11.7%)
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OxCal v4.2.4 Bronk Ramsey (2013); r:5; IntCal13 atmospheric curve (Reimer et al 2013);

PLD-31153:4373±24 BP
68.2% probability
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OxCal v4.2.4 Bronk Ramsey (2013); r:5; IntCal13 atmospheric curve (Reimer et al 2013);

PLD-31154:4292±23 BP
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OxCal v4.2.4 Bronk Ramsey (2013); r:5; IntCal13 atmospheric curve (Reimer et al 2013);

PLD-31155:4322±25 BP
68.2% probability

3004-2991 cal BC ( 9.2%)
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OxCal v4.2.4 Bronk Ramsey (2013); r:5; IntCal13 atmospheric curve (Reimer et al 2013);

PLD-31156:4418±25 BP
68.2% probability

3096-3011 cal BC (64.4%)

2977-2971 cal BC ( 2.3%)

2949-2945 cal BC ( 1.5%)

95.4% probability
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OxCal v4.2.4 Bronk Ramsey (2013); r:5; IntCal13 atmospheric curve (Reimer et al 2013);

PLD-31157:4391±24 BP
68.2% probability

3081-3070 cal BC ( 7.3%)

3026-3002 cal BC (16.6%)

2992-2930 cal BC (44.3%)

95.4% probability

3090-3046 cal BC (19.5%)

3036-2920 cal BC (75.9%)

第Ⅳ -4-3 図　暦年較正結果（2）
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5　SK237 採取の土壌の
      リン・カルシウム分析

竹原弘展（パレオ・ラボ）

1. はじめに

村山市大字名取字清水に所在する羽黒神社西遺跡は、

河島山丘陵の東側に舌上に張り出した丘陵地に立地す

る。当遺跡の第 2 次発掘調査で検出された 6 区の土坑

SK237 は、形態や完形の墨書土器（坏）の出土状況から、

平安時代の土坑墓の可能性が考えられている。ここでは、

SK237 より採取した土壌について、蛍光 X 線分析によ

るリン・カルシウム分析を行い、骨などが存在した可能

性について検討した。

2. 試料と方法

分析対象となる試料は、土坑 SK237 内の最下層（8

層）の土壌（試料 No.1）と、比較試料として採取し

た SK237 内東側で出土した坏 RP278 内の土壌（試料

No.2）、土坑外の土壌（試料 No.3）の計 3 点である。（表

Ⅳ -5-1）。

分析は、藤根ほか（2008）の方法に従って行った。

この方法は、元素マッピング分析によりリン、カルシウ

ムを多く含む箇所を面的に検出し直接測定できるという

利点がある。測定試料には、試料を乾燥後、極軽く粉

砕して塩化ビニル製リングに充填し、油圧プレス機で

20t・1 分以上プレスしたものを作製、使用した。

分析装置は、エネルギー分散型蛍光 X 線分析装置で

ある（株）堀場製作所製分析顕微鏡 XGT-5000Type Ⅱ

を使用した。装置の仕様は、X 線管が最大 50kV、1.00mA

のロジウム（Rh）ターゲット、X 線ビーム径が 100μm

または 10 μm、検出器は高純度 Si 検出器で、検出可能

元素はナトリウム（Na）～ウラン（U）である。また、

試料ステージを走査させながら測定して元素の二次元的

な分布画像を得る、元素マッピング分析も可能である。

本分析では、まず元素マッピング分析を行い、元素の

分布図を得た上で、リン（P）のマッピング図において

輝度の高い箇所を選び、ポイント分析を行った。測定条

件は、元素マッピング分析では 50kV、1.00mA、ビー

ム径 100 μm、測定時間 6000s、パルス処理時間 P3 に、

ポイント分析では 50kV、0.26 ～ 0.38mA（自動設定）、

ビーム径 100 μm、測定時間 500s、パルス処理時間 P4

に設定して行った。定量計算は、装置付属ソフトによる

標準試料を用いないファンダメンタル ･ パラメータ法で

行っており、半定量値である。

3. 結果

試料のリンおよびカルシウムの各マッピング図にポ

イント分析を行った各 5 ヶ所の位置を示した図を図Ⅳ

-5-1 に、ポイント分析結果より酸化物の形で表した各

元素半定量値を表Ⅳ -5-2 に示す。なお、元素マッピン

グ図は、元素ごとに輝度を相対的に比較できるように、

各試料のブライトネスとコントラストを調整した。

分析の結果、土坑内最下層の土壌（試料 No.1）はリ

ン（P2O5）が 0.29 ～ 0.55%、カルシウム（CaO）が 0.65

～ 1.70%、比較試料となる坏内の土壌（試料 No.2）は

リン（P2O5）が 0.01 ～ 0.33%、カルシウム（CaO）が 0.56

～ 4.11%、同じく土坑外の土壌（試料 No.3）はリン（P2O5）

が 0.10 ～ 0.41%、カルシウム（CaO）が 0.68 ～ 2.51%

の値を示した。

4. 考察

骨や歯は、ハイドロキシアパタイト Ca5(PO4)3OH が

主成分であり、すなわち蛍光 X 線分析ではリン（P）と

カルシウム（Ca）が共に高く検出される。ただし、土

壌中のリンとカルシウムは鉱物由来の可能性も考慮する

必要があり、特にカルシウムは一般的にもともと土砂中

に多く含まれている元素で、注意を要する。さらに、貝

殻はもちろん、炭化材なども蛍光 X 線分析では高いカ

ルシウム含有量を示す。このように、カルシウムのみの

検出では骨由来であるか骨以外のもの由来であるかを判

断し難いため、分析ではリンを中心に検討した。また、

埋没した時には骨が存在していても、埋没中に分解拡

散が進行し、現状ではほとんどリンが検出されない場合

や、骨からビビアナイト Fe3(PO4)2･8H2O が析出してい

るケースのように骨由来のリンが多く検出される箇所で

分析 
No. 出土地点 備考

1 6 区・SK237・8 層
2 6 区・SK237・RP278 の内部 比較試料
3 6 区・CB3899-4528・Ⅲ b 層 比較試料

表Ⅳ -5-1　分析対象一覧
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No. ﾎﾟｲﾝﾄ MgO Al2O3 SiO2 P2O5 SO3 K2O CaO TiO2 MnO2 Fe2O3 Rb2O SrO Y2O3 ZrO2

1 a 0.83 19.54 69.44 0.49 0.45 1.07 1.70 0.68 0.25 5.49 0.00 0.03 0.01 0.01 
b 0.73 23.44 64.69 0.29 0.57 1.17 1.08 0.89 0.48 6.61 0.01 0.01 0.01 0.02 
c 0.76 22.29 64.64 0.55 0.58 0.88 0.65 1.00 0.55 8.03 0.01 0.02 0.01 0.02 
d 2.41 30.96 54.19 0.48 0.76 1.19 1.10 0.75 0.23 7.79 0.01 0.05 0.01 0.09 
e 0.68 24.11 63.79 0.36 0.58 0.95 1.36 0.75 0.63 6.73 0.01 0.01 0.01 0.02 

2 a 0.37 24.74 64.70 0.06 0.67 1.62 0.56 0.68 0.49 6.01 0.00 0.06 0.01 0.02 
b 0.36 22.08 65.38 0.33 0.51 1.22 1.33 0.72 0.40 7.59 0.01 0.03 0.01 0.02 
c 3.87 21.75 62.21 0.05 0.33 1.20 1.94 0.83 0.20 7.57 0.00 0.02 0.01 0.02 
d 1.16 19.99 69.59 0.04 0.42 1.68 0.94 0.49 0.33 5.32 0.00 0.04 0.00 0.01 
e 0.73 23.41 65.85 0.01 0.50 0.75 4.11 0.39 0.06 4.13 0.00 0.02 0.01 0.02 

3 a 0.32 22.68 67.17 0.41 0.60 0.98 0.79 0.68 0.19 6.13 0.01 0.02 0.01 0.02 
b 0.72 23.60 62.71 0.10 0.51 1.00 2.51 0.83 0.36 7.58 0.01 0.02 0.01 0.03 
c 0.01 24.17 64.19 　0.35 0.69 1.44 1.11 0.71 0.23 7.05 0.01 0.01 0.02 0.03 
d 0.80 20.25 68.07 0.36 0.61 1.96 0.77 0.70 0.46 5.96 0.01 0.01 0.01 0.02 
e 0.75 23.70 64.77 0.29 0.58 2.21 0.68 0.52 0.17 6.27 0.01 0.02 0.01 0.02 

　

表Ⅳ -5-2　半定量分析結果（mass%）

第Ⅳ -5-1 図　プレス試料およびリンとカルシウムの元素マッピング図
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もカルシウムが少ないという場合もある。

今回分析した試料は、土坑内の土壌である試料 No.1

のリン含有量は最大でも 0.55% と少なく、リンが明ら

かに多い箇所は検出されなかった。坏内の土壌である試

料 No.2 と比較すると、僅かにリンが多い傾向こそみら

れるものの、土坑外の土壌である試料 No.3 と含有量に

ほとんど差はなく、リン含有量が多いとは言い難い。

5. おわりに

羽黒神社西遺跡の平安時代の土坑 SK237 より採取し

た土壌について分析を行った結果、リン・カルシウム共

に明らかに多く含む箇所は見出せなかった。以上、自然

科学的見地からは、骨・歯の存在を積極的に肯定できる

データは得られなかった。遺構の性格については、他の

自然科学分析の結果および遺物の出土状況や類例など考

古学的所見も併せた総合的な判断が望まれる。

6　テフラ分析
藤根　久・鈴木正章（パレオ・ラボ）

1. はじめに

羽黒神社西遺跡は、山形県村山市大字名取字清水に所

在する遺跡である。遺跡は、河島山丘陵の東側に舌状に

張り出した丘陵に立地する。発掘調査では、縄文時代や

古代の遺構・遺物が検出された。ここでは、遺構等から

検出された火山灰について軽鉱物組成、重鉱物組成、火

山ガラスの屈折率測定を行った。

2. 試料と分析方法

分析試料は、土坑等から検出された 6 試料である（表

Ⅳ -6-1）。なお、分析 No.6（試料 No.9）は岩石であっ

たことから、岩石薄片を作製し、岩石同定を行った。

分析は、湿重重量 30 ～ 38g 程度をトールビーカーに

入れ、精製水を加えて超音波洗浄機を用いて分散した。

分散試料は、3 φ（0.125mm）、4 φ（0.063mm）の 2 枚

の篩を重ね、湿式篩分けをした。なお、これとは別に、

10g 程度を秤量して 120℃、24 時間、高温乾燥機を用

いて乾燥させ、乾燥重量を秤量し、含水率を求めた。各

篩残渣を乾燥して秤量した後、4 φ篩残渣の一部につい

て重液（テトラブロモエタン、比重 2.96）を用いて重

鉱物と軽鉱物に分離した。

軽鉱物は、水浸簡易プレパラートを作製し、石英（Qu）、

長石（Pl）のほか、町田・新井（2003）による火山ガ

ラスの分類基準に従って、バブル（泡）型平板状（b1）、

バブル（泡）型Ｙ字状（b2）、軽石型繊維状（p1）、軽

石型スポンジ状（p2）、急冷破砕型フレーク状（c1）、

急冷破砕型塊状（c2）に分類した。

重鉱物は、同様に封入剤カナダバルサムを用いてプレ

パラートを作製し、単斜輝石（Cpx）、斜方輝石（Opx）、

角閃石（Ho）、磁鉄鉱（Mg）を同定・計数した。

4 φ篩残渣中の火山ガラスについて、横山ほか（1986）

に従って、温度変化型屈折率測定装置を用いて屈折率を

測定した。

3. 分析結果

以下に、各試料の軽鉱物組成、重鉱物組成、火山ガラ

スの屈折率測定結果について述べる。［分析 No.1（6 区

SK237）］

試料は、灰黄色（2.5Y 7/2）の土壌混じりシルト質

火山灰からなる。3 φ篩残渣の占める割合が高い（表Ⅳ

-6-2）。

全体としては火山ガラスが多く、長石や石英を伴う。

火山ガラスは、バブル（泡）型Ｙ字状（b2）が最も多く、

参考文献

藤根　久・佐々木由香・中村賢太郎　2008　「蛍光 X 線装置を用
いた元素マッピングによるリン・カルシウム分析」『日本文化財
科学会第 25 回大会研究発表要旨集』　108-109 頁

分析 No. 試料 No. 遺構 層位 試料の特徴 備考
1 4 6 区 SK237 灰黄色（2.5Y 7/2）火山灰（土壌混じり）
2 5 CB3899-4625 Ⅳ層上部 にぶい黄色（2.5Y 6/3）火山灰（土壌混じり）
3 6 CB3899-4727 Ⅲ b 層上部 にぶい黄色（2.5Y 6/4）火山灰（土壌混じり）
4 7 3 区 SK477 浅黄色（2.5Y 7/4）火山灰
5 8 3 区 SK477 1 層 浅黄色（2.5Y 7/3）火山灰（土壌混じり）
6 9 3 区 SK486 検出面上面 灰白色（N 8/）最大約 5 × 4.5cm の塊 薄片作製による岩石同定

表Ⅳ -6-1　テフラ分析を行った試料
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バブル（泡）型平板状（b1）、軽石型スポンジ状（p2）、

軽石型繊維状（p1）を含む（表Ⅳ -6-3）。

重鉱物は、角閃石（Ho）や磁鉄鉱（Mg）が多く、斜

方輝石（Opx）や単斜輝石（Cpx）を含む（表Ⅳ -6-3）。

4 φ 残 渣 中 の 火 山 ガ ラ ス の 屈 折 率 測 定 で は、n= 

1.5014-1.5064（平均値 1.5039）であった（第Ⅳ -6-1図）。

［分析 No.2（CB3899-4625、4 層上部）］

試料は、にぶい黄色（2.5Y 6/3）の土壌混じり火山灰

からなる。3 φ篩残渣の占める割合が高い（表Ⅳ -6-2）。

全体としては火山ガラスが多く、長石や石英を伴う。

バブル（泡）型Ｙ字状（b2）が最も多く、バブル（泡）

型平板状（b1）もやや多く、軽石型スポンジ状（p2）、

軽石型繊維状（p1）を含む。（表Ⅳ -6-3）。

重鉱物は、角閃石（Ho）が極めて多く、斜方輝石（Opx）

や磁鉄鉱（Mg）あるいは単斜輝石（Cpx）を含む（表

Ⅳ -6-3）。

4 φ 残 渣 中 の 火 山 ガ ラ ス の 屈 折 率 測 定 で は、n= 

1.5007-1.5084（平均値 1.5040）であった（第Ⅳ -6-1 図）。

［分析 No.3（CB3899-4727、Ⅲ b 層上部）］

試料は、にぶい黄色（2.5Y 6/4）の土壌まじり火山灰

からなる。4 φ篩残渣の占める割合が高い（表Ⅳ -6-2）。

全体としては火山ガラスが非常に多く、長石や石英を

伴う。バブル（泡）型Ｙ字状（b2）が最も多く、バブル（泡）

型平板状（b1）もやや多く、軽石型スポンジ状（p2）、

軽石型繊維状（p1）、急冷破砕型フレーク状（c1）を含

まれていた。（表Ⅳ -6-3）。

重鉱物は、斜方輝石（Opx）や単斜輝石（Cpx）が多く、

角閃石（Ho）や磁鉄鉱（Mg）を含む（表Ⅳ -6-3）。

4 φ 残 渣 中 の 火 山 ガ ラ ス の 屈 折 率 測 定 で は、n= 

1.5019-1.5086（平均値 1.5052）であった（図Ⅳ -6-1）。

［分析 No.4（3 区 SK477）］

試料は、浅黄色（2.5Y 7/4）の火山灰からなる。3 φ

篩残渣の占める割合が高い（表Ⅳ -6-2）。

全体としては火山ガラスが少なく、長石や不明粒子

が多く、石英を含む。火山ガラスは、軽石型スポンジ状

（p2）、バブル（泡）型Ｙ字状（b2）、バブル（泡）型平

板状（b1）、急冷破砕型フレーク状（c1）を含む（表Ⅳ

-6-3）。

重鉱物は、角閃石（Ho）や磁鉄鉱（Mg）が多く、斜

方輝石（Opx）や単斜輝石（Cpx）、を含む（表Ⅳ -6-3）。

4 φ 残 渣 中 の 火 山 ガ ラ ス の 屈 折 率 測 定 で は、n= 

1.5016-1.5070（平均値 1.5045）であった（第Ⅳ -6-1 図）。

分析 No. 遺構 処理 
湿重重量 (g)

砂粒分の粒度組成（重量 g） 重液分離 (g)
1 φ 2 φ >3 φ 4 φ 軽鉱物 重鉱物

1 6 区 SK237（土坑墓 ?） 2.60 - - 0.249 0.074 0.057 0.011 
2 CB3899-4625 4.90 - - 0.310 0.149 0.130 0.015 
3 CB3899-4727 7.70 - - 0.050 0.235 0.222 0.006 
4 3 区 SK477 4.80 - - 1.250 0.186 0.131 0.048 
5 3 区 SK477 8.60 - - 1.232 0.316 0.245 0.061 

　分類群
石英 
(Qu)

長石 
(Pl)

不明 
(Opq)

バブル（泡）
型 軽石型 急冷破砕型

ガラス 
合計

軽鉱物 
の合計

重鉱物
重鉱物 
の合計平板状 

(b1)
Y 字状 

(b2)
繊維状 

(p1)
スポンジ状 

(p2)
フレーク状 

(c1)
塊状 
(c2)

斜方輝石 
(Opx)

単斜輝石 
(Cpx)

角閃石 
(Ho)

磁鉄鉱 
(Mg)

不明 
(Opq)分析№

1 4 69 32 32 63 10 24 129 234 28 5 95 88 9 225 
2 2 41 32 40 75 6 26 147 222 42 8 128 38 9 225 
3 4 18 28 43 101 20 25 1 190 240 80 66 40 40 9 235 
4 19 73 106 2 19 23 11 55 253 24 3 89 76 26 218 
5 15 101 34 15 31 2 33 3 84 234 38 4 122 73 9 246 

表Ⅳ -6-2　テフラ試料の湿式篩分け・重液分離の結果（単位：g）

表Ⅳ -6-3　4 φ篩残渣中の鉱物組成

第Ⅳ -6-1 図　各試料中の 4 φ火山ガラスの屈折率測定結果



IV　理化学分析

193

第Ⅳ -6-2 図　4 φ軽鉱物および薄片の偏光顕微鏡写真（スケール :1 ～ 6 が 100 μm、6a･6b:250 μm）
 1：分析 No.1　2：分析 No.2　3：分析 No.3　4：分析 No.4　5：分析 No.5　6：分析 No.6

6a：分析 No.6 薄片（開放ニコル）　6b：分析 No.6 薄片（直交ニコル）
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第Ⅳ -6-3 図　火山ガラスおよび重鉱物の偏光顕微鏡写真（スケール：50 μm）
1：バブル（泡）型平板状ガラス（No.2）　2：バブル（泡）型Ｙ字状ガラス（No.2）

3：軽石型繊維状ガラス（No.2）　4：軽石型スポンジ状ガラス（No.2）
5：斜方輝石（No.3）　6：単斜輝石（No.3）　7：角閃石（No.3）　8：磁鉄鉱（No.1）
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［分析 No.5（3 区 SK477、1 層）］

試料は、浅黄色（2.5Y 7/3）火山灰（土壌混じり）か

らなる。3 φ篩残渣の占める割合が高い（表Ⅳ -6-2）。

全体としては火山ガラスがやや少なく、長石が多く、

石英を含む。火山ガラスは、軽石型スポンジ状（p2）

やバブル（泡）型Ｙ字状（b2）がやや多く、バブル（泡）

型平板状（b1）、急冷破砕型フレーク状（c1）を含む（表

Ⅳ -6-3）。

重鉱物は、角閃石（Ho）が極めて多く、斜方輝石（Opx）

や単斜輝石（Cpx）、磁鉄鉱（Mg）を含む（表Ⅳ -6-3）。

4 φ 残 渣 中 の 火 山 ガ ラ ス の 屈 折 率 測 定 で は、n= 

1.5016-1.5066（平均値 1.5037）であった（第Ⅳ -6-1 図）。

［分析 No.6（3 区 SK486、検出面上面）］

試料は、最大約5×4.5cmの灰白色（N 8/）の塊である。

外観は、基質の灰白色に最大 1cm 程度の白色粒子が斑

状に分布する軟質岩石である（第Ⅳ -6-2-6 図）。薄片の

偏光顕微鏡観察では、非晶質物や黒色物からなり、斑晶

として石英が含まれる斑晶質の岩石である（第Ⅳ -6-2-

6a･6b 図）。空隙には二次鉱物も見られる。

4. 考察

分析 No.1 ～ 3 は、火山ガラスが多く、No.4 と No.5

は火山ガラスがやや少ない。いずれも、主にバブル

（泡）型の火山ガラスからなり、火山ガラスの屈折率が

1.500-1.509 の範囲であったことから、十和田 a テフラ

（To-a）と考えられる。なお、分析 No.6 は、岩石薄片

の偏光顕微鏡の観察から凝灰岩である。

十和田 a テフラ（To-a）は、AD915 年に十和田火山

から噴火したテフラである。降下軽石（pfa），降下火

山灰（afa），火砕流堆積物（pfl）であり、南側 300km、

東側 80km、10,000km2 の範囲に及ぶ。テフラは、斜

方輝石（opx）、単斜輝石（cpx）、黒曜石（ob）を特徴

的に伴う。また、火山ガラスは、軽石型ガラスなどから

構成され、火山ガラスの屈折率は 1.496-1.508 である（町

田・新井 2003）。

5. おわりに

土坑等から検出された火山灰 5 試料と岩石 1 試料を

分析した結果、分析 No.1 ～ 3 は、火山ガラスが多く、

No.4 と No.5 は火山ガラスがやや少なかった。火山灰 5

試料は、いずれも主にバブル（泡）型の火山ガラスから

なり、火山ガラスの屈折率が 1.500-1.509 の範囲で十

和田 a テフラ（To-a）と考えられた。なお、分析 No.6 は、

岩石薄片の偏光顕微鏡の観察から凝灰岩であった。

7　第 2次出土炭化植物遺体同定
小林克也・バンダリ　スダルシャン（パレオ・ラボ）

1. はじめに

河島山丘陵の東側に舌状に貼りだした丘陵地に立地

する、羽黒神社西遺跡第 2 次から出土した炭化植物遺体

の同定を行った。なお、同一試料を用いて放射性炭素年

代測定も行われている ( 放射性炭素年代測定の項参照 )。

2. 試料と方法

試料は、出土炭化材 15 点と出土炭化種実 1 点の、計

16 点である。炭化材は、3 区では土坑である EP345 か

ら 2 点、SK477、EP509、EP528、EP529、3 区グリッ

トのⅠ層、盛土遺構である SF488、炉跡である SL502

から各 1 点、4 区では土坑 SK226 と SK227 から各 1

点、5 区 で は 土 坑 EP534 か ら 各 2 点、6 区 で は 炉 跡

SL234F、土坑 SK237 から各 1 点である。炭化種実は、

3 区の土坑 SK398 から出土した 1 点である。

発掘調査所見では、SK237 は平安時代の土坑である

と考えられているが、その他の遺構はいずれも縄文時代

中期頃のものであると考えられている。また放射性炭素

年代測定の結果、試料 No.10 ～ 23 は縄文時代中期後葉、

試料 No.24 は縄文時代晩期前葉、試料 No.25 は縄文時

代晩期後葉の暦年代を示した。

樹種同定では、まず試料を乾燥させ、材の横断面（木

口）、接線断面（板目）、放射断面（柾目）について、カ

参考文献

町田 洋・新井房夫　2003　『新編火山灰アトラス』　336 頁　東京
大学出版会

横山卓雄・檀原 徹・山下 透　1986　「温度変化型屈折率測定装置
による火山ガラスの屈折率測定」『第四紀研究』25　21-30 頁
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ミソリと手で割断面を作製し、整形して試料台にカーボ

ンテープで固定した。その後イオンスパッタにて金蒸着

を施し、走査型電子顕微鏡（日本電子（株）製　JSM-

5900LV）にて検鏡および写真撮影を行なった。また種

実同定は、肉眼および実体顕微鏡下で行った。

3. 結果

同定の結果、炭化材はいずれも広葉樹のクリ、炭化種

実はオニグルミ核であった。同定結果を表Ⅳ-7-1に示す。

次に、同定された植物遺体の特徴を記載し、第Ⅳ

-7-1 図に実体・走査型電子顕微鏡写真を示す。

(1) ク リ　Castanea crenata Siebold. et Zucc.　

ブ ナ 科　 第 Ⅳ -7-1 図　1a-1c(No.12)、2a(No.11)、

3a(No.15)、4a(No.16)、5a(No.19)

年輪のはじめに大型の道管が 1 ～ 3 列並び、晩材部

では徐々に径を減じる道管が火炎状に配列する環孔材で

ある。軸方向柔組織はいびつな線状となる。道管は単穿

孔を有する。放射組織は同性で単列となる。

クリは、北海道の石狩、日高地方以南の温帯から暖帯

にかけての山林に分布する落葉中高木の広葉樹である。

材は重硬で耐朽性が高い。

(2) オ ニ グ ル ミ　Juglans mandshurica Maxim. var. 

sachalinensis (Komatsu) Kitam.　炭化核　クルミ科　

第Ⅳ -7-1 図　6d-6e(No.14)

半割であるが、完形ならば側面観は広卵形で内部は二

室に分かれる。木質で、壁は厚くて硬く、ときどき空隙

がある。表面に浅い縦方向の縫合線があり、浅い溝と凹

凸が不規則に入る。断面は角が尖る。高さ 26.1mm、残

存幅 18.5mm、残存厚 10.6mm。

4. 考察

炭化材はいずれもクリであった。試料の用途につい

ては燃料材などの可能性があるが、詳細は不明である。

クリは堅硬で耐朽性が高い樹種であり、燃料材として

みると火持ちが良くて長時間燃焼し続けるという材質

を持ち、現在でも薪炭材として利用されている（平井

1996）。

また SK398 から出土した炭化種実は、オニグルミ核

であった。オニグルミの内部の子葉は食べることができ、

遺跡周辺に生育していたオニグルミの種子を人為的に割

り、子葉を利用していた可能性があるが、試料では人為

的に割られたかは確認できなかった。

青森県の青森平野では、縄文時代前期から後期の集落

において人為的な植生改変が行われ、クリ林が管理され

ていたと想定されている（Noshiro and Suzuki 2006）。

当遺跡では分析試料数があまり多くないため、遺跡周辺

の植生環境は確認できなかったが、遺跡周辺に生育して

いるクリを伐採利用していたと考えられる。また炭化材

では確認できなかったが、種実ではオニグルミ核がみら

れることから、遺跡周辺にはクリの他にオニグルミも生

育していたと考えられる。

参考文献

平井信二　1996　『木の大百科－解説編－』　642 頁　朝倉書房
Noshiro, S., Suzuki, M.　2006　「Utilization of forest resources in 

the early Jomon period at and around the Sannai-maruyama site 
in Aomori Prefecture, northern Japan.」『植生史研究 特別第 2 号』
辻 誠一郎・能城修一編　83–100 頁　日本植生史学会

試料 No. 遺物 No. 地区 出土遺構 層位 樹種 備考 年代測定番号
10 RN459 3 区 SF488 Ⅲ層 クリ PLD-31150
11 3 区 EP345 1 層 クリ PLD-31151
12 3 区 EP345 5 層 クリ PLD-31152
13 4 区 SK227 2 層 クリ PLD-31153
14 3 区 SK398 24 層 オニグルミ核 PLD-31154
15 3 区 EP509 2・3 層 クリ PLD-31155
16 3 区 EP528 9 層 クリ PLD-31156
17 3 区 EP529 9 層 クリ PLD-31157
18 3 区 SL502 1 層 クリ PLD-31158
19 3 区 SK477 1 層 クリ PLD-31159
20 3 区 CB3899-3324 1 層 クリ PLD-31160
21 RW308 4 区 SK226 クリ PLD-31161
22 5 区 EP534 クリ PLD-31162
23 5 区 EP534 9 層 クリ PLD-31163
24 6 区 SK237 7 層 クリ 土坑墓 PLD-31164
25 6 区 SL234F クリ PLD-31165

表Ⅳ -7-1　第 2 次調査出土炭化植物遺体の樹種同定結果一覧
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第Ⅳ -7-1 図　羽黒神社西遺跡出土炭化植物遺体の実体・走査型電子顕微鏡写真
 1a-1c：クリ (No.12)、2a：クリ (No.11)、3a：クリ (No.15)、4a.：クリ (No.16)、5a：クリ (No.19）

6d-6e：オニグルミ炭化核 (No.14) a：横断面、b：接線断面、c：放射断面、d；裏表面
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8　第 1・2次調査出土炭化物の
　  放射性炭素年代測定

伊藤　茂・安昭炫・佐藤正教・廣田正史・

山形秀樹・小林紘一 Zaur Lomtatidze・

黒沼保子・Bhandari Sudarshan・竹原弘展

( パレオ・ラボ AMS 年代測定グループ )

1. はじめに

村山市大字名取字清水に所在する羽黒神社西遺跡よ

り検出された試料について、加速器質量分析法（AMS 法）

による放射性炭素年代測定を行った。

2. 試料と方法

測定試料の情報、調製データは表Ⅳ -8-1・2 のとおり

である。いずれも炭化物で、主に遺構から出土しており、

試料番号 1 ～ 22（PLD-32754 ～ 32775）は炭化種実、

試料番号 23 ～ 33（PLD-32776 ～ 32786）は炭化材で

ある。炭化材は、いずれも最終形成年輪は残っていなかっ

た。なお、調査では大木8b式土器が多量に出土しており、

縄文時代中期中葉を主体とする遺跡とみられている。

試料は調製後、加速器質量分析計（パレオ・ラボ、コ

ンパクト AMS：NEC 製 1.5SDH）を用いて測定した。

得られた 14C 濃度について同位体分別効果の補正を行っ

た後、14C 年代、暦年代を算出した。

3. 結果

表Ⅳ -8-3, 4 に、同位体分別効果の補正に用いる炭素

同位体比（δ 13C）、同位体分別効果の補正を行って暦

年較正に用いた年代値と較正によって得られた年代範

囲、慣用に従って年代値と誤差を丸めて表示した 14C 年

代、暦年較正結果を、第Ⅳ -8-1 ～ 5 図に暦年較正結果

をそれぞれ示す。暦年較正に用いた年代値は下 1 桁を

丸めていない値であり、今後暦年較正曲線が更新された

際にこの年代値を用いて暦年較正を行うために記載し

た。
14C 年代は AD1950 年を基点にして何年前かを示し

た年代である。14C 年代（yrBP）の算出には、14C の半

減期として Libby の半減期 5,568 年を使用した。また、

付記した 14C 年代誤差（± 1 σ）は、測定の統計誤差、

標準偏差等に基づいて算出され、試料の 14C 年代がその

14C 年代誤差内に入る確率が 68.2％であることを示す。

なお、暦年較正の詳細は以下のとおりである。

暦年較正とは、大気中の 14C 濃度が一定で半減期が

5,568 年として算出された 14C 年代に対し、過去の宇宙

線強度や地球磁場の変動による大気中の 14C 濃度の変

動、および半減期の違い（14C の半減期 5,730 ± 40 年）

を較正して、より実際の年代値に近いものを算出するこ

とである。
14C 年 代 の 暦 年 較 正 に は OxCal4.2（ 較 正 曲 線 デ ー

タ：IntCal13）を使用した。なお、1 σ暦年代範囲は、

OxCal の確率法を使用して算出された 14C 年代誤差に相

当する 68.2％信頼限界の暦年代範囲であり、同様に 2

σ暦年代範囲は 95.4％信頼限界の暦年代範囲である。

カッコ内の百分率の値は、その範囲内に暦年代が入る確

率を意味する。グラフ中の縦軸上の曲線は 14C 年代の確

率分布を示し、二重曲線は暦年較正曲線を示す。

4. 考察

今回測定した試料の年代は、後述の 5 点以外の 28

点が 4,445 ～ 4,245 14C BP、2 σ暦年代範囲にして

3,330 ～ 2,763calBC の範囲に集中した。これは、縄文

土器編年と 14C 年代や暦年代との対応関係を示した小林

（2008）、工藤（2012）や、中野（2008）を参照すると、

縄文時代中期中葉にあたり、当遺跡より多量に出土して

いる大木 8b 式土器の年代とおおむね整合的である。

縄文時代中期中葉以外の年代を示した試料は、以下の

5 点である。縄文土器編年と 14C 年代や暦年代との対応

関係は、藤沼・関根（2008）、小林（2008）、工藤（2012）、

早瀬（2008）、本間（2008）、領塚（2008）を参照した。

SK226 より出土した炭化種実（試料番号 6：PLD-

32759）は、14C 年代が 5,715 ± 25 14C BP、2 σ暦年代

範囲が 4,652-4,641 cal BC(1.5%) および 4,617-4,464 

cal BC(93.9%) であった。これは、縄文時代前期前半に

あたる。

SK317 より出土した炭化種実（試料番号 10：PLD-

32763）は、14C 年代が 3,895 ± 20 14C BP、2 σ暦年代

範囲が 2,466-2,334 cal BC(88.2%) および 2,324-2,301 

cal BC(7.2%) であった。これは、縄文時代後期初頭にあ

たる。

SK398 より出土した炭化種実（試料番号 16：PLD-
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測定番号 遺跡データ 試料データ 前処理

PLD-32754
試料番号 1 
調査区：1 区 
遺構：SK011 
層位：最下層

種類：炭化種実（クリ） 
部位：子葉 (4) 
状態：dry

超音波洗浄 
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2N, 
水酸化ナトリウム：0.1N, 塩酸：1.2N）

PLD-32755
試料番号 2 
調査区：1 区 
遺構：SK012 
層位：最下層

種類：炭化種実（クリ） 
部位：子葉 (1) 
状態：dry

超音波洗浄 
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2N, 
水酸化ナトリウム：1.0N, 塩酸：1.2N）

PLD-32756
試料番号 3 
調査区：1 区 
遺構：SK013 
層位：22 層

種類：炭化種実（コナラ属コナラ節） 
部位：子葉 (1) 
状態：dry

超音波洗浄 
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2N, 
水酸化ナトリウム：1.0N, 塩酸：1.2N）

PLD-32757
試料番号 4 
調査区：1 区 
遺構：SK013 
層位：最下層

種類：炭化種実（オニグルミ） 
部位：核 (1) 
状態：dry

超音波洗浄 
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2N, 
水酸化ナトリウム：1.0N, 塩酸：1.2N）

PLD-32758
試料番号 5 
調査区：1 区 
遺構：SK079 
層位：堆積土

種類：炭化種実（オニグルミ） 
部位：核 (1) 
状態：dry

超音波洗浄 
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2N, 
水酸化ナトリウム：1.0N, 塩酸：1.2N）

PLD-32759
試料番号 6 
調査区：4 区 
遺構：SK226 
層位：25 層

種類：炭化種実（オニグルミ） 
部位：核 (1) 
状態：dry

超音波洗浄 
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2N, 
水酸化ナトリウム：1.0N, 塩酸：1.2N）

PLD-32760
試料番号 7 
調査区：3 区 
遺構：SL229RP245

種類：炭化種実（オニグルミ） 
部位：核 (2) 
状態：dry

超音波洗浄 
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2N, 
水酸化ナトリウム：0.1N, 塩酸：1.2N）

PLD-32761
試料番号 8 
調査区：3 区 
遺構：SK393 
層位：49 ～ 61 層

種類：炭化種実（クリ） 
部位：子葉 (1) 
状態：dry

超音波洗浄 
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2N, 
水酸化ナトリウム：1.0N, 塩酸：1.2N）

PLD-32762
試料番号 9 
調査区：3 区 
遺構：SK307 
層位：7 層

種類：炭化種実（クリ） 
部位：子葉 (1) 
状態：dry

超音波洗浄 
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2N, 
水酸化ナトリウム：1.0N, 塩酸：1.2N）

PLD-32763
試料番号 10 
調査区：3 区 
遺構：SK317 
層位：8 層

種類：炭化種実（オニグルミ） 
部位：核 (1) 
状態：dry

超音波洗浄 
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2N, 
水酸化ナトリウム：0.1N, 塩酸：1.2N）

PLD-32764
試料番号 11 
調査区：3 区 
遺構：SK317 
層位：底面

種類：炭化種実（コナラ） 
部位：子葉 (1) 
状態：dry

超音波洗浄 
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2N, 
水酸化ナトリウム：1.0N, 塩酸：1.2N）

PLD-32765
試料番号 12 
調査区：3 区 
遺構：SK326 
層位：27 ～ 29 層

種類：炭化種実（オニグルミ） 
部位：核 (1) 
状態：dry

超音波洗浄 
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2N, 
水酸化ナトリウム：1.0N, 塩酸：1.2N）

PLD-32766
試料番号 13 
調査区：3 区 
遺構：SK396a 
層位：9 層

種類：炭化種実（オニグルミ） 
部位：核 (1) 
状態：dry

超音波洗浄 
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2N, 
水酸化ナトリウム：0.1N, 塩酸：1.2N）

PLD-32767
試料番号 14 
調査区：3 区 
遺構：SK396b 
層位：(58) 層

種類：炭化種実（オニグルミ） 
部位：核 (1) 
状態：dry

超音波洗浄 
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2N, 
水酸化ナトリウム：1.0N, 塩酸：1.2N）

PLD-32768
試料番号 15 
調査区：3 区 
遺構：SK396bRP560 
層位：RP560 内⑥層

種類：炭化種実（オニグルミ） 
部位：核 (1) 
状態：dry

超音波洗浄 
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2N, 
水酸化ナトリウム：1.0N, 塩酸：1.2N）

PLD-32769
試料番号 16 
調査区：3 区 
遺構：SK398 
層位：24 層

種類：炭化種実（オニグルミ） 
部位：核 (1) 
状態：dry

超音波洗浄 
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2N, 
水酸化ナトリウム：0.1N, 塩酸：1.2N）

表Ⅳ -8-1　測定試料および処理 (1)
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測定番号 遺跡データ 試料データ 前処理

PLD-32771
試料番号 18 
調査区：3 区 
遺構：SK398 
層位：24 層

種類：炭化種実（コナラ） 
部位：子葉 (1) 
状態：dry

超音波洗浄 
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2N, 
水酸化ナトリウム：1.0N, 塩酸：1.2N）

PLD-32772
試料番号 19 
調査区：3 区 
遺構：SK398 
層位：28 層

種類：炭化種実（オニグルミ） 
部位：核 (1) 
状態：dry

超音波洗浄 
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2N, 
水酸化ナトリウム：0.1N, 塩酸：1.2N）

PLD-32773
試料番号 20 
調査区：3 区 
遺構：SK399 
層位：61 層

種類：炭化種実（オニグルミ） 
部位：核 (1) 
状態：dry

超音波洗浄 
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2N, 
水酸化ナトリウム：1.0N, 塩酸：1.2N）

PLD-32774
試料番号 21 
調査区：3 区 
遺構：SK501 
層位：13 層

種類：炭化種実（オニグルミ） 
部位：核 (1) 
状態：dry

超音波洗浄 
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2N, 
水酸化ナトリウム：1.0N, 塩酸：1.2N）

PLD-32775

試料番号 22 
調査区：4 区 
グリッド：CB3899-4023 
層位：Ⅱ層

種類：炭化種実（オニグルミ） 
部位：核 (1) 
状態：dry

超音波洗浄 
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2N, 
水酸化ナトリウム：1.0N, 塩酸：1.2N）

PLD-32776
試料番号 23 
調査区：4 区 
遺構：SL001 
層位：1 層

種類：炭化材（アサダ） 
試料の性状：最終形成年輪以外部位不明 
状態：dry

超音波洗浄 
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2N, 
水酸化ナトリウム：0.1N, 塩酸：1.2N）

PLD-32777
試料番号 24 
調査区：4 区 
遺構：SL009 
層位：1 層

種類：炭化材（オニグルミ） 
試料の性状：最終形成年輪以外部位不明 
状態：dry

超音波洗浄 
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2N, 
水酸化ナトリウム：1.0N, 塩酸：1.2N）

PLD-32778
試料番号 25 
調査区：4 区 
遺構：SL010 
層位：1 層

種類：炭化材（クワ属） 
試料の性状：最終形成年輪以外部位不明 
状態：dry

超音波洗浄 
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2N, 
水酸化ナトリウム：1.0N, 塩酸：1.2N）

PLD-32779
試料番号 26 
調査区：2 区 
遺構：SX034 
層位：2 層

種類：炭化材（クリ） 
試料の性状：最終形成年輪以外部位不明 
状態：dry

超音波洗浄 
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2N, 
水酸化ナトリウム：1.0N, 塩酸：1.2N）

PLD-32780
試料番号 27 
調査区：3 区 
遺構：SK307 
層位：8 層

種類：炭化材（クリ） 
試料の性状：最終形成年輪以外部位不明 
状態：dry

超音波洗浄 
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2N, 
水酸化ナトリウム：1.0N, 塩酸：1.2N）

PLD-32781
試料番号 28 
調査区：4 区 
遺構：SL366 
層位：1 層

種類：炭化材（クリ） 
試料の性状：最終形成年輪以外部位不明 
状態：dry

超音波洗浄 
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2N, 
水酸化ナトリウム：1.0N, 塩酸：1.2N）

PLD-32782
試料番号 29 
調査区：3 区 
遺構：SK396b 
層位：底部小穴

種類：炭化材（サクラ属） 
試料の性状：最終形成年輪以外部位不明 
状態：dry

超音波洗浄 
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2N, 
水酸化ナトリウム：0.1N, 塩酸：1.2N）

PLD-32783
試料番号 30 
調査区：3 区 
遺構：SK399 
層位：81 層

種類：炭化材（サクラ属） 
試料の性状：最終形成年輪以外部位不明 
状態：dry

超音波洗浄 
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2N, 
水酸化ナトリウム：1.0N, 塩酸：1.2N）

PLD-32784
試料番号 31 
調査区：4 区 
遺構：SF513 
層位：Ⅱ層

種類：炭化材（コナラ属コナラ節） 
試料の性状：最終形成年輪以外部位不明 
状態：dry

超音波洗浄 
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2N, 
水酸化ナトリウム：1.0N, 塩酸：1.2N）

PLD-32785
試料番号 32 
調査区：4 区 
遺構：SL544 
層位：1 層

種類：炭化材（クリ－コナラ節） 
試料の性状：最終形成年輪以外部位不明 
状態：dry

超音波洗浄 
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2N, 
水酸化ナトリウム：1.0N, 塩酸：1.2N）

PLD-32786

試料番号 33 
調査区：4 区 
グリッド：CB3899-4129 
遺構：RP205 
層位：Ⅲ層 RP205 内

種類：炭化材（クリ） 
試料の性状：最終形成年輪以外部位不明 
状態：dry

超音波洗浄 
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2N, 
水酸化ナトリウム：0.1N, 塩酸：1.2N）

表Ⅳ -8-2　測定試料および処理 (2)
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測定番号 δ 13C 
(‰ )

暦年較正用年代 
(yrBP ± 1 σ )

14C 年代 
(yrBP ± 1 σ )

14C 年代を暦年代に較正した年代範囲
1 σ暦年代範囲 2 σ暦年代範囲

PLD-32754 
試料番号 1 -26.21 ± 0.18 4370 ± 20 4370 ± 20 3011-2978 cal BC (29.9%) 

2971-2925 cal BC (38.3%)
3080-3070 cal BC ( 2.8%) 
3025-2914 cal BC (92.6%)

PLD-32755 
試料番号 2 -24.01 ± 0.20 4295 ± 20 4295 ± 20 2911-2895 cal BC (68.2%) 2921-2886 cal BC (95.4%)

PLD-32756 
試料番号 3 -27.09 ± 0.26 4273 ± 23 4275 ± 25 2906-2887 cal BC (68.2%) 2913-2880 cal BC (95.4%)

PLD-32757 
試料番号 4 -27.42 ± 0.41 4346 ± 23 4345 ± 25

3011-2978 cal BC (28.6%) 
2960-2952 cal BC ( 5.0%) 
2942-2908 cal BC (34.6%)

3018-2905 cal BC (95.4%)

PLD-32758 
試料番号 5 -28.46 ± 0.23 4406 ± 21 4405 ± 20

3089-3049 cal BC (30.2%) 
3035-3010 cal BC (17.9%) 
2980-2940 cal BC (20.1%)

3094-2928 cal BC (95.4%)

PLD-32759 
試料番号 6 -26.92 ± 0.22 5713 ± 25 5715 ± 25 4581-4501 cal BC (68.2%) 4652-4641 cal BC ( 1.5%) 

4617-4464 cal BC (93.9%)
PLD-32760 
試料番号 7 -28.02 ± 0.17 4264 ± 21 4265 ± 20 2902-2886 cal BC (68.2%) 2909-2879 cal BC (95.4%)

PLD-32761 
試料番号 8 -24.88 ± 0.18 4362 ± 20 4360 ± 20

3011-2978 cal BC (32.5%) 
2966-2951 cal BC (12.9%) 
2943-2919 cal BC (22.8%)

3024-2911 cal BC (95.4%)

PLD-32762 
試料番号 9 -25.51 ± 0.17 4356 ± 20 4355 ± 20

3011-2978 cal BC (32.7%) 
2961-2951 cal BC ( 8.0%) 
2943-2915 cal BC (27.5%)

3020-2910 cal BC (95.4%)

PLD-32763 
試料番号 10 -28.00 ± 0.18 3896 ± 20 3895 ± 20 2459-2401 cal BC (42.5%) 

2383-2348 cal BC (25.7%)
2466-2334 cal BC (88.2%) 
2324-2301 cal BC ( 7.2%)

PLD-32764 
試料番号 11 -29.49 ± 0.17 4363 ± 21 4365 ± 20

3011-2978 cal BC (31.5%) 
2968-2950 cal BC (14.6%) 
2944-2920 cal BC (22.1%)

3077-3075 cal BC ( 0.6%) 
3024-2911 cal BC (94.8%)

PLD-32765 
試料番号 12 -28.55 ± 0.21 4313 ± 21 4315 ± 20 2921-2897 cal BC (68.2%) 3011-2976 cal BC ( 7.9%) 

2942-2888 cal BC (87.5%)

PLD-32766 
試料番号 13 -28.14 ± 0.19 4397 ± 21 4395 ± 20

3084-3066 cal BC (14.0%) 
3028-3008 cal BC (15.8%) 
2987-2933 cal BC (38.4%)

3090-3044 cal BC (24.6%) 
3038-2924 cal BC (70.8%)

PLD-32767 
試料番号 14 -26.98 ± 0.16 4315 ± 21 4315 ± 20 2922-2897 cal BC (68.2%) 3011-2975 cal BC ( 9.5%) 

2943-2889 cal BC (85.9%)
PLD-32768 
試料番号 15 -27.90 ± 0.26 4259 ± 23 4260 ± 25 2901-2883 cal BC (68.2%) 2911-2876 cal BC (95.4%)

PLD-32769 
試料番号 16 -28.53 ± 0.23 8774 ± 26 8775 ± 25

7937-7926 cal BC ( 4.9%) 
7918-7898 cal BC ( 9.1%) 
7867-7860 cal BC ( 2.7%) 
7845-7750 cal BC (51.5%)

7955-7730 cal BC (95.4%)

PLD-32770 
試料番号 17 -26.07 ± 0.35 4243 ± 23 4245 ± 25 2898-2878 cal BC (68.2%) 2909-2867 cal BC (85.8%) 

2805-2763 cal BC ( 9.6%)

表Ⅳ -8-3　放射性炭素年代測定および暦年較正の結果 (1）　
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測定番号 δ 13C 
(‰ )

暦年較正用年代 
(yrBP ± 1 σ )

14C 年代 
(yrBP ± 1 σ )

14C 年代を暦年代に較正した年代範囲
1 σ暦年代範囲 2 σ暦年代範囲

PLD-32771 
試料番号 18 -27.59 ± 0.18 4282 ± 21 4280 ± 20 2907-2891 cal BC (68.2%) 2916-2883 cal BC (95.4%)

PLD-32772 
試料番号 19 -26.61 ± 0.28 7905 ± 28 7905 ± 30 6812-6687 cal BC (68.2%)

7022-7013 cal BC ( 0.7%) 
7006-6968 cal BC ( 4.4%) 
6945-6937 cal BC ( 0.6%) 
6915-6881 cal BC ( 5.2%) 
6839-6651 cal BC (84.4%)

PLD-32773 
試料番号 20 -26.91 ± 0.17 4306 ± 20 4305 ± 20 2917-2897 cal BC (68.2%) 3005-2991 cal BC ( 2.1%) 

2931-2887 cal BC (93.3%)
PLD-32774 
試料番号 21 -26.80 ± 0.15 4370 ± 22 4370 ± 20 3011-2978 cal BC (29.6%) 

2971-2925 cal BC (38.6%)
3082-3068 cal BC ( 4.0%) 
3026-2913 cal BC (91.4%)

PLD-32775 
試料番号 22 -29.12 ± 0.30 4370 ± 26 4370 ± 25 3011-2978 cal BC (28.9%) 

2972-2925 cal BC (39.3%)
3085-3063 cal BC ( 6.6%) 
3029-2910 cal BC (88.8%)

PLD-32776 
試料番号 23 -26.94 ± 0.13 4372 ± 23 4370 ± 25 3011-2978 cal BC (29.5%) 

2971-2926 cal BC (38.7%)
3084-3066 cal BC ( 5.4%) 
3028-2913 cal BC (90.0%)

PLD-32777 
試料番号 24 -24.76 ± 0.18 4296 ± 23 4295 ± 25 2913-2894 cal BC (68.2%) 2929-2882 cal BC (95.4%)

PLD-32778 
試料番号 25 -28.01 ± 0.20 4361 ± 23 4360 ± 25

3011-2977 cal BC (30.3%) 
2969-2950 cal BC (15.4%) 
2944-2919 cal BC (22.5%)

3079-3072 cal BC ( 1.6%) 
3025-2909 cal BC (93.8%)

PLD-32779 
試料番号 26 -27.96 ± 0.28 4367 ± 25 4365 ± 25 3011-2922 cal BC (68.2%) 3083-3068 cal BC ( 4.5%) 

3027-2910 cal BC (90.9%)

PLD-32780 
試料番号 27 -28.56 ± 0.14 4431 ± 23 4430 ± 25 3262-3254 cal BC ( 4.0%) 

3098-3022 cal BC (64.2%)

3322-3272 cal BC ( 5.9%) 
3266-3236 cal BC (10.3%) 
3172-3163 cal BC ( 0.8%) 
3116-3005 cal BC (70.7%) 
2989-2930 cal BC ( 7.8%)

PLD-32781 
試料番号 28 -29.15 ± 0.27 4416 ± 24 4415 ± 25

3095-3011 cal BC (64.6%) 
2977-2971 cal BC ( 2.2%) 
2948-2945 cal BC ( 1.4%)

3264-3246 cal BC ( 3.5%) 
3101-2925 cal BC (91.9%)

PLD-32782 
試料番号 29 -29.89 ± 0.14 2543 ± 21 2545 ± 20

794-756 cal BC (59.3%) 
679-671 cal BC ( 5.9%) 
604-599 cal BC ( 3.0%)

798-748 cal BC (63.4%) 
685-667 cal BC ( 9.5%) 
641-587 cal BC (18.0%) 
581-556 cal BC ( 4.5%)

PLD-32783 
試料番号 30 -32.34 ± 0.44 4361 ± 26 4360 ± 25 3011-2977 cal BC (29.2%) 

2971-2919 cal BC (39.0%)
3082-3068 cal BC ( 3.4%) 
3026-2907 cal BC (92.0%)

PLD-32784 
試料番号 31 -29.12 ± 0.19 4447 ± 23 4445 ± 25

3309-3298 cal BC ( 4.1%) 
3283-3276 cal BC ( 2.7%) 
3265-3240 cal BC (16.2%) 
3106-3081 cal BC (15.6%) 
3070-3025 cal BC (29.6%)

3330-3216 cal BC (37.9%) 
3185-3157 cal BC ( 4.5%) 
3126-3016 cal BC (53.0%)

PLD-32785 
試料番号 32 -32.31 ± 0.13 4378 ± 23 4380 ± 25 3016-3000 cal BC (13.7%) 

2994-2930 cal BC (54.5%)
3086-3061 cal BC ( 8.6%) 
3030-2915 cal BC (86.8%)

PLD-32786 
試料番号 33 -31.75 ± 0.22 4430 ± 23 4430 ± 25 3261-3255 cal BC ( 3.1%) 

3098-3022 cal BC (65.1%)

3321-3272 cal BC ( 5.3%) 
3266-3236 cal BC ( 9.7%) 
3171-3163 cal BC ( 0.6%) 
3115-3003 cal BC (71.1%) 
2991-2929 cal BC ( 8.6%)

表Ⅳ -8-4　放射性炭素年代測定および暦年較正の結果 (2)
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OxCal v4.2.4 Bronk Ramsey (2013); r:5; IntCal13 atmospheric curve (Reimer et al 2013);

PLD-32754:4370±20 BP
68.2% probability

3011-2978 cal BC (29.9%)

2971-2925 cal BC (38.3%)

95.4% probability

3080-3070 cal BC ( 2.8%)

3025-2914 cal BC (92.6%)
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OxCal v4.2.4 Bronk Ramsey (2013); r:5; IntCal13 atmospheric curve (Reimer et al 2013);

PLD-32755:4295±20 BP
68.2% probability

2911-2895 cal BC (68.2%)

95.4% probability

2921-2886 cal BC (95.4%)
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OxCal v4.2.4 Bronk Ramsey (2013); r:5; IntCal13 atmospheric curve (Reimer et al 2013);

PLD-32756:4273±23 BP
68.2% probability

2906-2887 cal BC (68.2%)

95.4% probability

2913-2880 cal BC (95.4%)
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OxCal v4.2.4 Bronk Ramsey (2013); r:5; IntCal13 atmospheric curve (Reimer et al 2013);

PLD-32757:4346±23 BP
68.2% probability

3011-2978 cal BC (28.6%)

2960-2952 cal BC ( 5.0%)

2942-2908 cal BC (34.6%)

95.4% probability

3018-2905 cal BC (95.4%)
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OxCal v4.2.4 Bronk Ramsey (2013); r:5; IntCal13 atmospheric curve (Reimer et al 2013);

PLD-32758:4406±21 BP
68.2% probability

3089-3049 cal BC (30.2%)

3035-3010 cal BC (17.9%)

2980-2940 cal BC (20.1%)

95.4% probability

3094-2928 cal BC (95.4%)
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OxCal v4.2.4 Bronk Ramsey (2013); r:5; IntCal13 atmospheric curve (Reimer et al 2013);

PLD-32759:5713±25 BP
68.2% probability

4581-4501 cal BC (68.2%)

95.4% probability

4652-4641 cal BC ( 1.5%)

4617-4464 cal BC (93.9%)
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OxCal v4.2.4 Bronk Ramsey (2013); r:5; IntCal13 atmospheric curve (Reimer et al 2013);

PLD-32760:4264±21 BP
68.2% probability

2902-2886 cal BC (68.2%)

95.4% probability

2909-2879 cal BC (95.4%)
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OxCal v4.2.4 Bronk Ramsey (2013); r:5; IntCal13 atmospheric curve (Reimer et al 2013);

PLD-32761:4362±20 BP
68.2% probability

3011-2978 cal BC (32.5%)

2966-2951 cal BC (12.9%)

2943-2919 cal BC (22.8%)

95.4% probability

3024-2911 cal BC (95.4%)

第Ⅳ -8-1 図　暦年較正結果（1）
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OxCal v4.2.4 Bronk Ramsey (2013); r:5; IntCal13 atmospheric curve (Reimer et al 2013);

PLD-32762:4356±20 BP
68.2% probability

3011-2978 cal BC (32.7%)

2961-2951 cal BC ( 8.0%)

2943-2915 cal BC (27.5%)

95.4% probability

3020-2910 cal BC (95.4%)
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OxCal v4.2.4 Bronk Ramsey (2013); r:5; IntCal13 atmospheric curve (Reimer et al 2013);

PLD-32763:3896±20 BP
68.2% probability

2459-2401 cal BC (42.5%)

2383-2348 cal BC (25.7%)

95.4% probability

2466-2334 cal BC (88.2%)

2324-2301 cal BC ( 7.2%)
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OxCal v4.2.4 Bronk Ramsey (2013); r:5; IntCal13 atmospheric curve (Reimer et al 2013);

PLD-32764:4363±21 BP
68.2% probability

3011-2978 cal BC (31.5%)

2968-2950 cal BC (14.6%)

2944-2920 cal BC (22.1%)

95.4% probability

3077-3075 cal BC ( 0.6%)

3024-2911 cal BC (94.8%)
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OxCal v4.2.4 Bronk Ramsey (2013); r:5; IntCal13 atmospheric curve (Reimer et al 2013);

PLD-32765:4313±21 BP
68.2% probability

2921-2897 cal BC (68.2%)

95.4% probability

3011-2976 cal BC ( 7.9%)

2942-2888 cal BC (87.5%)
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OxCal v4.2.4 Bronk Ramsey (2013); r:5; IntCal13 atmospheric curve (Reimer et al 2013);

PLD-32766:4397±21 BP
68.2% probability

3084-3066 cal BC (14.0%)

3028-3008 cal BC (15.8%)

2987-2933 cal BC (38.4%)

95.4% probability

3090-3044 cal BC (24.6%)

3038-2924 cal BC (70.8%)
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OxCal v4.2.4 Bronk Ramsey (2013); r:5; IntCal13 atmospheric curve (Reimer et al 2013);

PLD-32767:4315±21 BP
68.2% probability

2922-2897 cal BC (68.2%)

95.4% probability

3011-2975 cal BC ( 9.5%)

2943-2889 cal BC (85.9%)
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OxCal v4.2.4 Bronk Ramsey (2013); r:5; IntCal13 atmospheric curve (Reimer et al 2013);

PLD-32768:4259±23 BP
68.2% probability

2901-2883 cal BC (68.2%)

95.4% probability

2911-2876 cal BC (95.4%)
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OxCal v4.2.4 Bronk Ramsey (2013); r:5; IntCal13 atmospheric curve (Reimer et al 2013);

PLD-32769:8774±26 BP
68.2% probability

7937-7926 cal BC ( 4.9%)

7918-7898 cal BC ( 9.1%)

7867-7860 cal BC ( 2.7%)

7845-7750 cal BC (51.5%)

95.4% probability

7955-7730 cal BC (95.4%)

第Ⅳ -8-2 図　暦年較正結果（2）
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OxCal v4.2.4 Bronk Ramsey (2013); r:5; IntCal13 atmospheric curve (Reimer et al 2013);

PLD-32770:4243±23 BP
68.2% probability

2898-2878 cal BC (68.2%)

95.4% probability

2909-2867 cal BC (85.8%)

2805-2763 cal BC ( 9.6%)
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OxCal v4.2.4 Bronk Ramsey (2013); r:5; IntCal13 atmospheric curve (Reimer et al 2013);

PLD-32771:4282±21 BP
68.2% probability

2907-2891 cal BC (68.2%)

95.4% probability

2916-2883 cal BC (95.4%)
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OxCal v4.2.4 Bronk Ramsey (2013); r:5; IntCal13 atmospheric curve (Reimer et al 2013);

PLD-32772:7905±28 BP
68.2% probability

6812-6687 cal BC (68.2%)

95.4% probability

7022-7013 cal BC ( 0.7%)

7006-6968 cal BC ( 4.4%)

6945-6937 cal BC ( 0.6%)

6915-6881 cal BC ( 5.2%)

6839-6651 cal BC (84.4%)
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OxCal v4.2.4 Bronk Ramsey (2013); r:5; IntCal13 atmospheric curve (Reimer et al 2013);

PLD-32773:4306±20 BP
68.2% probability

2917-2897 cal BC (68.2%)

95.4% probability

3005-2991 cal BC ( 2.1%)

2931-2887 cal BC (93.3%)
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OxCal v4.2.4 Bronk Ramsey (2013); r:5; IntCal13 atmospheric curve (Reimer et al 2013);

PLD-32774:4370±22 BP
68.2% probability

3011-2978 cal BC (29.6%)

2971-2925 cal BC (38.6%)

95.4% probability

3082-3068 cal BC ( 4.0%)

3026-2913 cal BC (91.4%)
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OxCal v4.2.4 Bronk Ramsey (2013); r:5; IntCal13 atmospheric curve (Reimer et al 2013);

PLD-32775:4370±26 BP
68.2% probability

3011-2978 cal BC (28.9%)

2972-2925 cal BC (39.3%)

95.4% probability

3085-3063 cal BC ( 6.6%)

3029-2910 cal BC (88.8%)
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OxCal v4.2.4 Bronk Ramsey (2013); r:5; IntCal13 atmospheric curve (Reimer et al 2013);

PLD-32776:4372±23 BP
68.2% probability

3011-2978 cal BC (29.5%)

2971-2926 cal BC (38.7%)

95.4% probability

3084-3066 cal BC ( 5.4%)

3028-2913 cal BC (90.0%)
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OxCal v4.2.4 Bronk Ramsey (2013); r:5; IntCal13 atmospheric curve (Reimer et al 2013);

PLD-32777:4296±23 BP
68.2% probability

2913-2894 cal BC (68.2%)

95.4% probability

2929-2882 cal BC (95.4%)

第Ⅳ -8-3 図　暦年較正結果（3）
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OxCal v4.2.4 Bronk Ramsey (2013); r:5; IntCal13 atmospheric curve (Reimer et al 2013);

PLD-32778:4361±23 BP
68.2% probability

3011-2977 cal BC (30.3%)

2969-2950 cal BC (15.4%)

2944-2919 cal BC (22.5%)

95.4% probability

3079-3072 cal BC ( 1.6%)

3025-2909 cal BC (93.8%)
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OxCal v4.2.4 Bronk Ramsey (2013); r:5; IntCal13 atmospheric curve (Reimer et al 2013);

PLD-32779:4367±25 BP
68.2% probability

3011-2922 cal BC (68.2%)

95.4% probability

3083-3068 cal BC ( 4.5%)

3027-2910 cal BC (90.9%)
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OxCal v4.2.4 Bronk Ramsey (2013); r:5; IntCal13 atmospheric curve (Reimer et al 2013);

PLD-32780:4431±23 BP
68.2% probability

3262-3254 cal BC ( 4.0%)

3098-3022 cal BC (64.2%)

95.4% probability

3322-3272 cal BC ( 5.9%)

3266-3236 cal BC (10.3%)

3172-3163 cal BC ( 0.8%)

3116-3005 cal BC (70.7%)

2989-2930 cal BC ( 7.8%)
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OxCal v4.2.4 Bronk Ramsey (2013); r:5; IntCal13 atmospheric curve (Reimer et al 2013);

PLD-32781:4416±24 BP
68.2% probability

3095-3011 cal BC (64.6%)

2977-2971 cal BC ( 2.2%)

2948-2945 cal BC ( 1.4%)

95.4% probability

3264-3246 cal BC ( 3.5%)

3101-2925 cal BC (91.9%)
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OxCal v4.2.4 Bronk Ramsey (2013); r:5; IntCal13 atmospheric curve (Reimer et al 2013);

PLD-32782:2543±21 BP
68.2% probability

794-756 cal BC (59.3%)

679-671 cal BC ( 5.9%)

604-599 cal BC ( 3.0%)

95.4% probability

798-748 cal BC (63.4%)

685-667 cal BC ( 9.5%)

641-587 cal BC (18.0%)

581-556 cal BC ( 4.5%)
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OxCal v4.2.4 Bronk Ramsey (2013); r:5; IntCal13 atmospheric curve (Reimer et al 2013);

PLD-32783:4361±26 BP
68.2% probability

3011-2977 cal BC (29.2%)

2971-2919 cal BC (39.0%)

95.4% probability

3082-3068 cal BC ( 3.4%)

3026-2907 cal BC (92.0%)
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OxCal v4.2.4 Bronk Ramsey (2013); r:5; IntCal13 atmospheric curve (Reimer et al 2013);

PLD-32784:4447±23 BP
68.2% probability

3309-3298 cal BC ( 4.1%)

3283-3276 cal BC ( 2.7%)

3265-3240 cal BC (16.2%)

3106-3081 cal BC (15.6%)

3070-3025 cal BC (29.6%)

95.4% probability

3330-3216 cal BC (37.9%)

3185-3157 cal BC ( 4.5%)

3126-3016 cal BC (53.0%)
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OxCal v4.2.4 Bronk Ramsey (2013); r:5; IntCal13 atmospheric curve (Reimer et al 2013);

PLD-32785:4378±23 BP
68.2% probability

3016-3000 cal BC (13.7%)

2994-2930 cal BC (54.5%)

95.4% probability

3086-3061 cal BC ( 8.6%)

3030-2915 cal BC (86.8%)

第Ⅳ -8-4 図　暦年較正結果（4）
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32769）は、14C 年代が 8,775 ± 25 14C BP、2 σ暦年代

範囲が 7,955-7,730 cal BC(95.4%) であった。これは、

縄文時代早期前葉～中葉にあたる。

SK398 より出土した炭化種実（試料番号 19：PLD-

32772）は、14C 年代が 7,905 ± 30 14C BP、2 σ暦年

代範囲が 7,022-7,013 cal BC(0.7%)、7,006-6,968 cal 

BC(4.4%)、6,945-6,937 cal BC(0.6%)、6,915-6,881 

cal BC(5.2%)、6,839-6,651 cal BC（84.4%）であった。

これは、縄文時代早期中葉～後葉にあたる。

 SK396b より出土した炭化材（試料番号 29：PLD-

32782） は、14C 年 代 が 2,545 ± 20 14C BP、2 σ 暦

年 代 範 囲 が 798-748 cal BC（63.4%）、685-667 cal 

BC(9.5%)、641-587 cal BC（18.0%）、581-556 cal BC

（4.5%）であった。これは、縄文時代晩期後半にあたる。

9　第 1・2次調査出土炭化材の
　  樹種同定

黒沼保子（パレオ・ラボ）

1. はじめに

村山市に所在する羽黒神社西遺跡から出土した炭化

材について樹種同定を行った。なお、同一試料を用いて

放射性炭素年代測定も行われている（放射性炭素年代測

定の項参照）。

2. 試料と方法

試料は、焼土遺構と土坑、盛土遺構から出土した炭

化材 11 点である。遺構の時期は、いずれも縄文時代中

期と推測されている。年代測定結果も推定時期と同じで

あったが、試料 No.29 は縄文時代晩期の暦年代範囲を

示した（放射性炭素年代測定の項参照）。

樹種同定に先立ち、肉眼観察と実体顕微鏡観察による

形状の確認と、残存年輪数および残存径の計測を行った。

その後、カミソリまたは手で 3 断面（横断面・接線断面・

放射断面）を割り出し、直径 1cm の真鍮製試料台に試

料を両面テープで固定した。その後、イオンスパッタで

金コーティングを施し、走査型電子顕微鏡（KEYENCE

社製 VE-9800）を用いて樹種の同定と写真撮影を行っ

た。

3. 結果

樹種同定の結果、広葉樹のサクラ属とクワ属、クリ、

コナラ属コナラ節（以下、コナラ節）、クリ - コナラ節、

オニグルミ、アサダの 7 分類群が確認された。結果を

表Ⅳ -9-1 に示す。
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第Ⅳ -8-5 図　暦年較正結果（5）
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以下に、同定根拠となった木材組織の特徴を記載し、

走査型電子顕微鏡写真を第Ⅳ -9-1・2 図に示す。

（1）サクラ属（広義）　Prunus s.l.　バラ科　第Ⅳ

-9-1 図　1a-1c（No.30）

やや小型の道管が、単独あるいは斜め方向に 2 ～ 3

個複合する散孔材である。道管の穿孔は単一で、内壁に

はらせん肥厚がみられる。放射組織は同性で、1 ～ 5 列

幅である。

サクラ属は温帯に生育する落葉または常緑の高木ま

たは低木である。サクラ属はさらにサクラ亜属やスモ

モ亜属、モモ亜属、ウワミズザクラ亜属などに分類さ

れ、25 種がある。木材組織からはモモとバクチノキ以

外は識別困難なため、この 2 種を除いたサクラ属とする。

材は比較的重硬および緻密だが、加工容易である。

（2）クワ属　Morus　クワ科　第Ⅳ -9-1 図　2a-2c

（No.25）

大型で丸い道管が年輪のはじめに配列し、晩材では

徐々に径を減じた小道管が単独もしくは数個複合して斜

線方向に配列する半環孔材である。道管の穿孔は単一で

ある。軸方向柔組織は周囲状から翼状となる。放射組織

は 3 ～ 5 列幅で、上下端の 1 ～ 2 細胞が直立もしくは

方形細胞である異性である。

クワ属は亜熱帯から温帯に分布する落葉高木で、ケグ

ワとマグワ、ヤマグワなどがある。材は堅硬で、靱性に

富む。

（3）クリ　Castanea crenata Siebold et Zucc.　ブナ科

　第Ⅳ -9-1 図　3a-3c（No.27）

大型の道管が年輪のはじめに数列並び、晩材部では薄

壁で角張った小道管が火炎状に配列する環孔材である。

軸方向柔組織はいびつな線状となる。道管の穿孔は単一

である。放射組織は同性で主に単列である。

クリは暖帯から温帯下部に分布する落葉高木である。

材は重硬で、耐朽性および耐湿性に優れ、保存性が高い。

（4）コナラ属コナラ節　Quercus sect. Prinus　ブナ

科　第Ⅳ -9-2 図　4a-4c（No.31）

大型の道管が年輪のはじめに 1 列程度並び、晩材部

では薄壁で角張った小道管が火炎状に配列する環孔材で

ある。軸方向柔組織はいびつな線状となる。道管の穿孔

は単一である。放射組織は同性で、単列と広放射組織の

2 種類がある。

コナラ節は暖帯から温帯下部に分布する落葉高木で、

カシワとミズナラ、コナラ、ナラガシワがある。材は全

体的に重硬で、加工困難である。

（5） ク リ - コ ナ ラ 属 コ ナ ラ 節　Castanea crenata 

Siebold et Zucc. - Quercus sect. Prinus　ブナ科

早材部には大型の道管が並び、晩材部では薄壁で角

張った小道管が火炎状に配列する環孔材である。軸方向

柔組織はいびつな線状となる。道管の穿孔は単一である。

放射組織は単列同性である。試料が小片で、広放射組織

の有無が確認できなかった。

（6） オ ニ グ ル ミ　Juglans mandshurica Maxim. var. 

sachalinensis (Komatsu) Kitam.　クルミ科　第Ⅳ -9-2

図　5a-5c（No.24）

やや大型の道管が、単独もしくは放射方向に数個複合

して散在し、晩材部で径を減ずる半環孔材である。軸方

向柔組織は線状となる。道管の穿孔は単一である。放射

組織はほぼ同性で、1 ～ 4 列幅である。

オニグルミは暖帯から温帯に分布する落葉高木で、川

沿いなど湿気の多いところに生育する。材はやや軽軟で

粘りがあるが、保存性は低い。

試料番号 調査区 遺構 遺構の種別 層位・位置 樹種 形状 サイズ 年輪数 年代測定番号
23 4 区 SL001 焼土遺構 1 層 アサダ 破片 0.3 × 0.4 × 0.4 ㎝ 2 PLD-32776
24 4 区 SL009 焼土遺構 1 層 オニグルミ 破片 ＜ 0.5 ㎝角 1 PLD-32777
25 4 区 SL010 焼土遺構 1 層 クワ属 破片 ＜ 1 ㎝角 2 PLD-32778
26 2 区 SK034 土坑 2 層 クリ 破片 ＜ 1 ㎝角 2 PLD-32779
27 3 区 SK307 焼土遺構 8 層 クリ 破片 1.3 × 1.7 × 1.5 ㎝ 2 PLD-32780
28 4 区 SL366 焼土遺構 1 層 クリ 破片 ＜ 0.5 ㎝角 1 PLD-32781
29 3 区 SK396 土坑 底部小穴 サクラ属 破片 ＜ 0.3 ㎝角 1 PLD-32782
30 3 区 SK399 土坑 81 層 サクラ属 破片 0.5 × 0.7 × 1.5 ㎝ 3 PLD-32783
31 4 区 SF513 盛土状遺構 2 層 コナラ属コナラ節 破片 1.5 × 2.3 × 2.7 ㎝ 15 ？ PLD-32784
32 4 区 SL544 焼土遺構 1 層 クリ－コナラ節 破片 ＜ 0.5 ㎝角 1 PLD-32785

33 4 区
グリッド CB3899-4129 
土器 RP205          
(3-113-232) 内

土器内 Ⅲ層 クリ 破片 ＜ 1 ㎝角 2 PLD-32786

表Ⅳ -9-1　樹種同定結果一覧
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第Ⅳ -9-1 図　羽黒神社西遺跡第 1・2 次出土炭化材の走査型電子顕微鏡写真（1）
1a-1c：サクラ属（No.30）、2a-2c：クワ属（No.25）、3a-3c：クリ（No.27）
a：横断面、b：接線断面、c：放射断面
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第Ⅳ -9-2 図　羽黒神社西遺跡第 1・2 次出土炭化材の走査型電子顕微鏡写真（2）
4a-4c：コナラ属コナラ節（No.31）、5a-5c：オニグルミ（No.24）、6a-6c：アサダ（No.23）
a：横断面、b：接線断面、c：放射断面
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（7）アサダ　Ostrya japonica Sarg.　カバノキ科　第

Ⅳ -9-2 図　6a-6c（No.23）

径が中型の道管が、単独あるいは放射方向に数個複合

して、ややまばらに分布する散孔材である。軸方向柔組

織は短接線状となる。道管の穿孔は単一である。放射組

織は同性で、1 ～ 4 列幅である。

アサダは温帯の山地に生育する落葉高木である。材は

極めて重硬であり、切削加工および割裂は困難である。

4. 考察

全体ではクリが 4 点で最も多く、その他はサクラ属

が 2 点、クワ属とコナラ節、クリ－コナラ節、オニグルミ、

アサダが各 1 点であった。試料はいずれも破片であり、

元の形状は不明である。用途も不明であるが、燃料材の

残渣である可能性が考えられる。

今回の分析で確認された樹種はいずれも温帯～暖帯

に分布する落葉広葉樹であり、遺跡周辺に生育していた

と推測される。したがって、身近な樹木が活用されてい

たと思われる。

10　第 1・2次調査出土の　　　　
　　 炭化種実同定

佐々木由香・バンダリ スダルシャン・菊地有希子

（パレオ・ラボ）

1. はじめに

山形県村山市大字名取字清水に所在する羽黒神社西

遺跡は、縄文時代中期後半を中心とした集落跡である。

ここでは、縄文時代中期後半の炭化種実の同定を行い、

当時の利用植物の一端を明らかにする。なお、同一試料

の一部を用いて放射性炭素年代測定もおこなわれている

（別項参照）。

2. 試料と方法

試料は、水洗済みの 26 試料である。試料は、土坑も

しくはフラスコ状土坑である SK011 と SK012、SK013、

SK079、SK226、SK307、SK317、SK393、SK396、

SK397、SK398、SK399、SK501 の 13 基、 炉 跡 も し

くは焼土遺構である SL229 の 1 基、性格不明遺構であ

る SX326 の 1 基、4 区グリッド 4023 から採取された。

考古学的な所見による試料の推定時期は縄文時代中期後

半で、年代測定によって得られた詳細な時期については

別項を参照されたい。

試料の採取および水洗は、0.5mm 目の篩を用いて山形

県埋蔵文化財センターが行った。炭化種実の同定・計数

は、肉眼および実体顕微鏡下で行った。計数の方法は、

完形または一部が破損していても 1 個体とみなせるも

のは完形として数え、1 個体に満たないものは破片とし

た。同定された試料は、山形県埋蔵文化財センターに保

管されている。

3. 結果

木本植物で広葉樹のクリ炭化果実・炭化子葉と、コナ

ラ炭化子葉、コナラ属コナラ節炭化子葉、オニグルミ炭

化核、サンショウ炭化種子の 5 分類群が得られた。こ

の他に、残存が悪く、微細な破片であるため、科以上の

細分に必要な識別点を欠く一群を同定不能炭化種実とし

た。種実以外には、子嚢菌と炭化材が含まれていた（表

Ⅳ -10-1）。

以下に、炭化種実の産出傾向を遺構別に記載する（同

定不能炭化種実は除く）。

SK011：クリが少量得られた。

SK012：クリとオニグルミがわずかに得られた。

SK013：オニグルミが少量、クリとコナラ属コナラ節

がわずかに得られた。

SK079：クリが多く、オニグルミがわずかに得られた。

SK226：オニグルミがわずかに得られた。

SK307：クリとオニグルミが少量得られた。

SK317：コナラとオニグルミが少量、クリがわずかに

得られた。

SK393：オニグルミがやや多く、クリが少量に得られ

た。

SK396：オニグルミがやや多く、クリが少量、サンショ

ウがわずかに得られた。

参考文献

平井信二　1996　『木の大百科』　394 頁　朝倉書店
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SK398：クリとコナラがわずかに、オニグルミが少量

得られた。

SK399：オニグルミが多く、クリがわずかに得られた。

SK501：クリとオニグルミが少量、サンショウがわず

かに得られた。

SL229：クリとオニグルミがわずかに得られた。

　SX326：オニグルミがやや多く、クリが少量得ら

れた。

4 区 4023：オニグルミがわずかに得られた。

次に、得られた分類群の記載を行い、図版に写真を示

して同定の根拠とする。

(1) クリ　Castanea crenata Sieb. et Zucc.　炭化果実・

試料番号 区 遺構 層位 分類群 部位 産出数 重量 (g) PLD 番号 年代測定結果
1 1 区 SK011 最下層 クリ 炭化果実 (30) 0.07 32754 縄文中期後半

2 1 区 SK012 最下層 クリ 炭化子葉 0.03 32755 縄文中期後半
オニグルミ 炭化核 (3) 0.07 -

3 1 区 SK013 22 層 コナラ属コナラ節 炭化子葉 0.21 32756 縄文中期後半

4 1 区 SK013 最下層
クリ 炭化果実 (4) 0.01> -

オニグルミ 炭化核 (26) 0.33 32757 縄文中期後半
不明 炭化材 -

5 1 区 SK079 堆積土
クリ 炭化果実 (210) 0.68 -

オニグルミ 炭化核 (9) 0.06 32758 縄文中期後半
不明 炭化材 -

6 4 区 SK226 25 層 オニグルミ 炭化核 (4) 0.10 32759 縄文前期前半

7 3 区 SL229 RP0245 クリ 炭化果実 (6) 0.01> -
オニグルミ 炭化核 (5) 0.01> 32760 縄文中期後半

8 3 区 SK393 49 ～ 61 層
クリ 炭化果実 (6) 0.01> -
クリ 炭化子葉 (13) 0.35 32761 縄文中期後半

オニグルミ 炭化核 (62) 0.94 -

9 3 区 SK307 7 層

クリ 炭化果実 (4) 0.01> -
クリ 炭化子葉 (7) 0.08 32762 縄文中期後半

オニグルミ 炭化核 (23) 0.16 -
不明 炭化材 -

10 3 区 SK317 8 層
クリ 炭化果実 0.01> -

オニグルミ 炭化核 (12) 0.04 32763 縄文後期初頭
不明 炭化材 -

11 3 区 SK317 底面 コナラ 炭化子葉 (44) 4.92 32764 縄文中期後半

12 3 区 SX326 27 ～ 29 層

クリ 炭化果実 (13) 0.06 -
クリ 炭化子葉 (3) 0.10 -

オニグルミ 炭化核 (95) 2.77 32765 縄文中期後半
不明 炭化材 -

13 3 区 SK396 9 層
オニグルミ 炭化核 (4) 0.03 32766 縄文中期後半

クリ 炭化果実 0.01> -
不明 炭化材 -

14 3 区 SK396 (58) 層

クリ 炭化果実 0.04 -
クリ 炭化子葉 (14) 0.02 -

オニグルミ 炭化核 (70) 1.00 32767 縄文中期後半
不明 炭化材 -

15 3 区 SK396 RP560 内⑥層 オニグルミ 炭化核 (25) 1.48 32768 縄文中期後半

16 3 区 SK398 24 層①

クリ 炭化果実 (3) 0.01> -
クリ 炭化子葉 0.01> -

オニグルミ 炭化核 (32) 0.46 32769 縄文早期前葉～中葉
不明 炭化材 -

17 3 区 SK398 23 層 コナラ 炭化子葉 0.07 32770 縄文中期後半
18 3 区 SK398 24 層② コナラ 炭化子葉 (7) 0.27 32771 縄文中期後半

19 3 区 SK398 28 層
クリ 炭化果実 (5) 0.01> -

オニグルミ 炭化核 (6) 0.01> 32772 縄文早期中葉～後葉
不明 炭化材 -

20 3 区 SK399 61 層
クリ 炭化果実 (2) 0.01> -

オニグルミ 炭化核 (128) 3.85 32773 縄文中期後半
不明 炭化材 -

21 3 区 SK501 13 層
クリ 炭化果実 (11) 0.04 -

オニグルミ 炭化核 (24) 1.23 32774 縄文中期後半
不明 炭化材 -

22 4 区 - 2 層 CB3899-4023 オニグルミ 炭化核 0.22 32775 縄文中期後半
34 3 区 SK307 7 層 子嚢菌 炭化子嚢 (2) -
35 3 区 SK396 （28）層 サンショウ 炭化種子 1 (12) -
36 3 区 SK399 32 層 同定不能 炭化種実 1 -
37 3 区 SK501 12 層 サンショウ 炭化種子 1 -

表Ⅳ -10-1　第 1・2 次から出土した炭化種実
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図版1　羽黒神社西遺跡遺跡第1・2次から出土した炭化種実

1．クリ炭化果実（SK0011、最下層、No.1、PLD-32754）、2．クリ炭化子葉（SK0012、最下層、No.2、PLD-32755）

、3．クリ炭化子葉（SK393、49～61層、No.8、PLD-32761）、4．クリ炭化子葉（SK307、7層、No.9、PLD-32762）

、5．コナラ炭化子葉（SK317、底面、No.11、PLD-32764、6．コナラ炭化子葉（SK398、23層、No.17、PLD-32770）

、7．コナラ炭化子葉（SK398、24層、No.18、PLD-32771）、8．コナラ属コナラ節炭化子葉（SK0013、22層、No.3

、PLD-32756）、9．オニグルミ炭化核（SK0013、最下層、No.4、PLD-32757）、10．オニグルミ炭化核（SK0079、

堆積土、No.5、PLD-32758）、11．オニグルミ炭化核（SK226、25層、No.6、PLD-32759）、12．オニグルミ炭化核

（SL0229、RP0245、No.7、PLD-32760）、13．オニグルミ炭化核（SK317、8層、No.10、PLD-32763）

スケール 1-11,13:5mm,12:1mm

10b

11a 11b 12 13a 13b

10a9b9a8

7654b4a

3b3a21

第Ⅳ -10-1 図　羽黒神社西遺跡第 1・2 次から出土した炭化種実（1）
1：クリ炭化果実（SK011、最下層、No.1、PLD-32754）、2：クリ炭化子葉（SK012、最下層、No.2、PLD-32755）、3：ク
リ炭化子葉（SK393、49 ～ 61 層、No.8、PLD-32761）、4：クリ炭化子葉（SK307、7 層、No.9、PLD-32762）、5：コナラ
炭化子葉（SK317、底面、No.11、PLD-32764、6：コナラ炭化子葉（SK398、23 層、No.17、PLD-32770）、7：コナラ炭
化子葉（SK398、24 層②、No.18、PLD-32771）、8：コナラ属コナラ節炭化子葉（SK013、22 層、No.3、PLD-32756）、9：
オニグルミ炭化核（SK013、最下層、No.4、PLD-32757）、10：オニグルミ炭化核（SK079、堆積土、No.5、PLD-32758）、
11：オニグルミ炭化核（SK226、25 層、No.6、PLD-32759）、12：オニグルミ炭化核（SL229、RP0245、No.7、PLD-
32760）、13：オニグルミ炭化核（SK317、8 層、No.10、PLD-32763）



IV　理化学分析

214

図版2　羽黒神社西遺跡遺跡第1・2次から出土した炭化種実（2）

14．オニグルミ炭化核（SX326、27～29層、No.12、PLD-32765）、15．オニグルミ炭化核（SK396、9層、No.13、

PLD-32766）、16．オニグルミ炭化核（SK396、（58）層、No.14、PLD-32767）、17．オニグルミ炭化核（SK396、

RP560内⑥層、No.15、PLD-32768）、18．オニグルミ炭化核（SK397、24層、No.16、PLD-32769）、19．オニグル

ミ炭化核（SK398、28層、No.19、PLD-32772）、20．オニグルミ炭化核（SK399、61層、No.20、PLD-32773）、21

．オニグルミ炭化核（SK501、13層、No.21、PLD-32774）、22．オニグルミ炭化核（2層CB3899-4023、No.22、

PLD-32775）、23．サンショウ炭化種子（SK396、（28）層、No.35）

スケール 14-22:5mm,23:1mm

14a 14b 15a 15b 16a

16b 17a 17b 18a 18b

19a 19b 20a 20b 21a

21b 22a 22b 23a 23b

第Ⅳ -10-2 図　羽黒神社西遺跡第 1・2 次から出土した炭化種実（2）
14：オニグルミ炭化核（SX326、27 ～ 29 層、No.12、PLD-32765）、15：オニグルミ炭化核（SK396、9 層、No.13、PLD-
32766）、16：オニグルミ炭化核（SK396、（58）層、No.14、PLD-32767）、17：オニグルミ炭化核（SK396、RP560 内⑥層、
No.15、PLD-32768）、18：オニグルミ炭化核（SK398、24 層②、No.16、PLD-32769）、19：オニグルミ炭化核（SK398、28 層、
No.19、PLD-32772）、20：オニグルミ炭化核（SK399、61 層、No.20、PLD-32773）、21：オニグルミ炭化核（SK501、13 層、
No.21、PLD-32774）、22：オニグルミ炭化核（Ⅱ層 CB3899-4023、No.22、PLD-32775）、23：サンショウ炭化種子（SK396、

（28）層、No.35）
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炭化子葉　ブナ科

果実は、完形ならば側面観は広卵形。表面は平滑で、

細い縦筋がみられる。底面にある殻斗着痕はざらつく。

果皮内面にはいわゆる渋皮が厚く付着する。最大の破片

で、残存高 5.3mm、残存幅 4.5mm。子葉は、完形ならば側

面観が広卵形で、表面一面に縦方向のしわ状の溝がある。

しわのない部分は平坦でやや光沢があり、硬質。残存

高 6.5mm、残存幅 5.7mm、残存厚 3.8mm（第Ⅳ -10-1-2 図）、

残存高 8.6mm、残存幅 5.5mm（第Ⅳ -10-1-3 図）、残存高

12.1mm、残存幅 8.5mm、残存厚 4.3mm（第Ⅳ -10-1-4 図）。

(2) コナラ　Quercus serrata Murray　炭化子葉　ブナ科

長楕円体。上半部がやや太い。両端は細くなる。縦

方向にやや深い皺がある。高さ 16.9mm、幅 9.3mm（第

Ⅳ -10-1-5 図 ）、 残 存 高 12.4mm、 残 存 幅 7.1mm（ 第 Ⅳ

-10-1-6 図）、残存高 13.3mm、幅 8.7mm（第Ⅳ -10-1-7 図）。

(3) コナラ属コナラ節　Quercus sect. Prinus　炭化子葉

　ブナ科

円柱形で、上部はやや平坦、下半部はやや太い。コナ

ラ属コナラ節のうち、全体の形状はミズナラまたはナラ

ガシワに似る。高さ 15.4mm、幅 10.3mm。

(4) オ ニ グ ル ミ　Juglans mandshurica Maxim. var. 

sachalinensis (Komatsu) Kitam.　炭化核　クルミ科

すべて破片であるが、完形ならば側面観は広卵形。木

質で、壁は厚くて硬く、ときどき空隙がある。表面に浅

い縦方向の縫合線があり、浅い溝と凹凸が不規則に入

る。断面は角が尖る個体が多い。内部は二室に分かれる。

最大の破片で、残存高 16.4mm、残存幅 9.9mm（第Ⅳ -10-

2-22 図）。

(5) サンショウ　Zanthoxylum piperitum (L.) DC.　炭

化種子　ミカン科

上面観は卵形、側面観は楕円形ないし倒卵形。中央部

まで伸びる縦方向の稜線があり、短い臍が斜め下を向く。

網目状隆線は、低く細かい。種皮は厚く硬い。長さ 3.2mm、

幅 2.8mm、厚さ 2.5mm。

4. 考察

縄文時代中期後半（大木 8b 式期）の土坑などから出

土した炭化種実を同定した結果、食用などに利用可能な

種実として、クリとコナラ、コナラ属コナラ節、オニグ

ルミ、サンショウが得られた。オニグルミの核やクリの

果実などのように食用にならない部位と、クリの炭化子

葉やコナラの炭化子葉のように可食部もしくは利用でき

る部位の両方が産出したが、前者の部位の産出の方が多

かった。

アク抜きが必要なコナラと、コナラ以外のコナラ節

が、縄文時代中期後半に利用されていたと推定される

が、この時期に東北地方で確認されているトチノキの利

用は、今回の羽黒神社西遺跡では確認できなかった。

種実を用いた放射性炭素年代測定の結果、概ね縄文時

代中期後半の年代値を示したものの、SK226 のオニグ

ルミ（PLD-32759）は縄文時代前期前半、SK317 のオ

ニグルミ（PLD-32763）は縄文時代後期初頭（同遺構

出土のコナラは中期後半）、SK398 の 24 層①のオニグ

ルミ（PLD-32769）は縄文早期前葉～中葉、SK398 の

28 層のオニグルミ（PLD-32772）は縄文早期中葉～後

葉（同遺構出土のコナラ 2 点は中期後半）に相当する

年代値を示した。推定時期とは異なる年代値を示したの

は、いずれもオニグルミであった。遺跡からは縄文時代

早期中葉～後葉（貝殻沈線文土器、条痕文土器）、前期

初頭～前葉（上川名下層式、大木 1 式）、後期前葉？（型

式名不明）、晩期（大洞 C2 式以降）の土器片も出土し

ているため、羽黒神社西遺跡から出土する種実の年代と

して、いずれもあり得る年代である。測定試料はいずれ

も微細な破片であり、SK317 や SK398 のように同一遺

構内で異なる年代値を示す種実が出土している例もある

ため、遺構の覆土には複数の異なる時期の種実や遺物が

入り込んでいるようであり、遺構の時期と測定試料の時

期は必ずしも一致しないと考えられる。
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分析装置は、エスアイアイ・ナノテクノロジー株式

会社製のエネルギー分散型蛍光 X 線分析計 SEA1200VX

を使用した。装置の仕様は、X 線管ターゲットはロジウ

ム（Rh）、X 線検出器は SDD 検出器である。測定条件は、

測定時間 100sec、照射径 8 ㎜、電圧 50kV、電流 1000

μA、試料室内雰囲気は真空に設定し、一次フィルタに

Pb 測定用を用いた。

･1

･2 ･3
･4

･5

･6
･7

･8
･9･10･11

･12

･13･14 ･15

･16

･17
･18･19･20･21･22

･23･24

･25
･26･27･
28

･29
･30
･31

･32

 1.白滝
 2.赤井川
 3.上士幌
 4.置戸
 5.豊浦
 6.旭川
 7.名寄
 8.秩父別
 9.遠軽
10.生田原
11.留辺蘂
12.釧路
13.木造
14.深浦
15.青森
16.男鹿
17.北上川
18.宮崎
19.色麻
20.仙台

21.塩竈
22.羽黒
23.新発田
24.新津
25.高原山
26.和田
27.諏訪
28.蓼科
29.箱根
30.天城
31.神津島
32.隠岐

図1　黒曜石産地分布図（東日本）

×

羽黒神社西遺跡

黒曜石の産地推定には、蛍光 X 線分析による X 線強

度を用いた黒曜石産地推定法である判別図法を用いた

（望月 1999 など）。本方法では、まず各試料を蛍光 X

線分析装置で測定し、その測定結果のうち、カリウム

（K）、マンガン（Mn）、鉄（Fe）、ルビジウム（Rb）、ス

トロンチウム（Sr）、イットリウム（Y）、ジルコニウム（Zr）

の合計 7 元素の X 線強度（cps；count per second）に

ついて、以下に示す指標値を計算する。

1）Rb 分率 =Rb 強度× 100/（Rb 強度 +Sr 強度 +Y 強度

+Zr 強度）

2）Sr 分率 =Sr 強度× 100/（Rb 強度 +Sr 強度 +Y 強度

+Zr 強度）

3）Mn 強度× 100/Fe 強度

4）log（Fe 強度 /K 強度）

そして、これらの指標値を用いた 2 つの判別図（横

軸 Rb 分率－縦軸 Mn 強度× 100/Fe 強度の判別図と横

軸 Sr 分率－縦軸 log(Fe 強度 /K 強度）の判別図）を作

成し、各地の原石データと遺跡出土遺物のデータを照合

して、産地を推定する。この方法は、できる限り蛍光 X

線のエネルギー差が小さい元素同士を組み合わせて指標

値を算出するため、形状、厚み等の影響を比較的受けに

くく、原則として非破壊分析が望ましい考古遺物の測定

に対して非常に有効な方法であるといえる。ただし、風

化試料の場合、log(Fe 強度 /K 強度 ) の値が減少する（望

11　黒曜石製石器の産地推定
竹原弘展（パレオ・ラボ）

1. はじめに

村山市大字名取字清水に所在する羽黒神社西遺

跡から出土した縄文時代中期の黒曜石製石器につい

て、エネルギー分散型蛍光 X 線分析装置による元

素分析を行い、産地を推定した。

2. 試料と方法

分析対象は、25 点の黒曜石製石器である（表Ⅳ

-11-1）。遺跡からは、大木 8b 式土器が多量に出土

している。

試料の測定面にはなるべく平滑な面を選び、測定

前にメラミンフォーム製スポンジを用いて、表面の

洗浄を行った。

試料 遺物 出土地点 器種番号 番号
38 5-3-23 2 区Ⅱ層 CB3899-3921 厚手剥片 (23)
39 5-3-24 2 区Ⅱ層 CB3899-4121 微細剥離痕ある剥片 (24)
40 5-4-28 3 区 SK398・5 層 異形石器 (28)
41 5-4-29 3 区 SK398・5 層 異形石器 (29)
42 5-15-118 3 区Ⅱ層 CB3899-3527 厚手剥片 (118)
43 5-43-400 4 区Ⅱ層 CB3899-3926 異形石器 (400)
44 5-43-402 4 区Ⅱ層 CB3899-4022 剥片（折損）(402)
45 5-43-401 4 区Ⅱ層下 CB3899-3929 石鏃（折損：片面研磨）(401)
46 5-17-133 4 区 SK226・堆積土 剥片 (133)
47 5-43-403 4 区Ⅰ層 CB3899-4424 剥片 (403)
48 5-43-406 4 区Ⅳ層上 CB3899-3828 小型石器未成品？ (406)
49 5-43-405 4 区Ⅱ層 CB3899-3930 小型石器未成品 (405)
50 5-43-404 4 区Ⅲ層下 CB3899-4029 短形剥片 (404)
51 5-43-407 4 区Ⅱ層下 CB3899-3930 石鏃未成品 (407)
52 5-44-410 4 区Ⅱ層下 CB3899-4028 小型石器未成品 (410)
53 5-44-412 4 区Ⅱ層 CB3899-4029 剥片（折損）(412)
54 5-43-409 4 区Ⅲ層 CB3899-4030 小型石器未成品 (409)
55 5-44-411 4 区カクラン CB3899-4030 剥片（折損）(411)
56 5-43-408 4 区Ⅲ層 CB3899-4029 石鏃（両面研磨）(408)
57 5-44-413 4 区Ⅱ層下 CB3899-3929 小型石器未成品 (413)
58 5-44-414 4 区Ⅱ層 CB3899-3928 小型石器未成品 (414)
59 5-44-415 4 区Ⅲ層 CB3899-4029 小型石器未成品 (415)
60 5-44-416 4 区Ⅱ層 CB3899-4127 剥片（折損）(416)
61 5-51-475 5 区カクラン CB3899-3226 剥片（折損）(475)
62 5-51-476 5 区Ⅱ層 CB3899-3126 剥片 (476)

表Ⅳ -11-1　分析対象となる黒曜石製石器の一覧

第Ⅳ -11-1 図　黒曜石産地分布図（東日本）

※（　）内の番号は、表 7 の遺物番号と対応。



IV　理化学分析

217

月 1999）。

原石試料は、採取原石を割って新鮮な面を露出させた

上で、産地推定対象試料と同様の条件で測定した。表Ⅳ

-11-2 に判別群一覧とそれぞれの原石の採取地点および

点数を、第Ⅳ -11-1 図に各原石の採取地の分布図を示す。

3. 分析結果

表Ⅳ -11-3 に石器の測定値および算出した指標値を、

第Ⅳ -11-2 図と第Ⅳ -11-3 図に黒曜石原石の判別図に石

器の指標値をプロットした図を示す。視覚的にわかりや

すくするため、図では各判別群を楕円で取り囲んである。

分析の結果、15 点が湯ノ倉群（宮城県、宮崎エリア）、

3 点が櫛引群（山形県、羽黒エリア）、1 点が甘湯沢群（栃

木県、高原山エリア）の範囲にプロットされた。また、

試料番号 42 と 55 の 2 点は、第Ⅳ -11-2 図では湯ノ倉

群の範囲にプロットされたが、第Ⅳ -11-3 図では湯ノ倉

群の下方にプロットされた。これは先述したように遺物

の風化による影響と考えられ（望月 1999）、湯ノ倉群

に属する可能性が高い。試料番号 40・41・46・47 の

4 点は合致する判別群がなく、産地不明であったが、試

料番号 40 と 41、試料番号 46 と 47 はそれぞれ互いに

近い位置にプロットされており、同一判別群である可能

性が高い。ここでは前者を不明 1 群、後者を不明 2 群

とした。なお、試料番号 40 と 41 の 2 点は、遺物表面

を観察するとかなり失透しているため、風化などの影響

により本来の組成を示していない可能性がある。表Ⅳ

-11-3 に、判別図法により推定された判別群名とエリア

名を示す。また、表Ⅳ -11-4 に器種別の産地を示す。

4. おわりに

羽黒神社西遺跡より出土した縄文時代中期の黒曜石

製石器 25 点について、蛍光 X 線分析による産地推定を

行った結果、17 点が宮崎エリア、3 点が羽黒エリア、1

点が高原山エリア産と推定された。残り 4 点は産地不

明であったが、それぞれ 2 点ずつが同一産地である可

能性が高い。
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北海道

白滝

白滝 1 赤石山山頂 (43), 八号沢露
頭 (15)

赤石山山頂 , 八号沢
露頭 , 八号沢 , 黒曜の
沢 , 幌加林道 (36)

白滝 2
7 の沢川支流 (2),IK 露頭
(10), 十勝石沢露頭直下河床
(11), アジサイの滝露頭 (10)

赤井川 赤井川 曲川 ･ 土木川 (24)

上士幌 上士幌 十勝三股 (4), タウシュベツ川右岸 (42), タウ
シュベツ川左岸 (10), 十三ノ沢 (32)

置戸 置戸山 置戸山 (5)
所山 所山 (5)

豊浦 豊浦 豊泉 (10)
旭川 旭川 近文台 (8), 雨紛台 (2)
名寄 名寄 忠烈布川（19)

秩父別
秩父別 1 中山 (65)
秩父別 2
秩父別 3

遠軽 遠軽 社名淵川河床 (2)
生田原 生田原 仁田布川河床 (10)

留辺蘂 留辺蘂 1 ケショマップ川河床 (9)
留辺蘂 2

釧路 釧路 釧路市営スキー場 (9), 阿寒川右岸 (2), 阿寒川
左岸 (6)

青森
木造 出来島 出来島海岸 (15), 鶴ヶ坂（10）
深浦 八森山 岡崎浜 (7), 八森山公園 (8)
青森 青森 天田内川 (6)

秋田 男鹿 金ヶ崎 金ヶ崎温泉 (10)
脇本 脇本海岸 (4)

岩手 北上川

北上折居
1

北上川 (9), 真城（33）

北上折居
2
北上折居
3

宮城

宮崎 湯ノ倉 湯ノ倉 (40)
色麻 根岸 根岸 (40)

仙台 秋保 1 土蔵 (18)
秋保 2

塩竈 塩竈 塩竈 (10)

山形 羽黒 月山 月山荘前 (24), 大越沢（10）
櫛引 たらのき代（19）

新潟 新発田 板山 板山牧場 (10)
新津 金津 金津 (7)

栃木 高原山 甘湯沢 甘湯沢 (22)
七尋沢 七尋沢 (3), 宮川 (3), 枝持沢 (3)

長野
和田

西餅屋 芙蓉パーライト土砂集積場 (30)
鷹山 鷹山 (14), 東餅屋 (54)
小深沢 小深沢 (42)
土屋橋 1 土屋橋西 (10)

土屋橋 2 新和田トンネル北 (20), 土屋橋北西 (58), 土屋
橋西 (1)

古峠 和田峠トンネル上 (28), 古峠 (38), 和田峠ス
キー場 (28)

ブドウ沢 ブドウ沢 (20)
牧ヶ沢 牧ヶ沢下 (20)
高松沢 高松沢 (19)

諏訪 星ヶ台 星ヶ台 (35), 星ヶ塔 (20)
蓼科 冷山 冷山 (20), 麦草峠 (20), 麦草峠東 (20)

神奈川 箱根

芦ノ湯 芦ノ湯 (20)
畑宿 畑宿 (51)
鍛冶屋 鍛冶屋 (20)

静岡 上多賀 上多賀 (20)
天城 柏峠 柏峠 (20)

東京 神津島 恩馳島 恩馳島 (27)
砂糠崎 砂糠崎 (20)

島根 隠岐 久見 久見パーライト中 (6), 久見採掘現場 (5)
箕浦 箕浦海岸 (3), 加茂 (4), 岸浜 (3)

表Ⅳ -11-2　東日本黒曜石産地の判別群
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試料 K 強度 Mn 強度 Fe 強度 Rb 強度 Sr 強度 Y 強度 Zr 強度 Rb 分率 Mn*100 Sr 分率 log Fe 判別群 エリア 試料
番号 (cps) (cps) (cps) (cps) (cps) (cps) (cps) Fe K 番号
38 121.6 110.5 3580.9 185.0 740.5 263.6 1129.5 7.98 3.08 31.94 1.47 湯ノ倉 宮崎 38
39 109.4 103.6 3304.2 178.2 712.6 255.2 1097.3 7.94 3.13 31.77 1.48 湯ノ倉 宮崎 39
40 455.3 112.1 943.0 760.2 424.1 283.8 508.6 38.46 11.88 21.46 0.32 不明 1 不明 40
41 465.0 123.5 1057.4 814.1 511.6 316.1 594.2 36.41 11.68 22.88 0.36 不明 1 不明 41
42 179.7 148.5 4737.9 239.1 954.5 329.8 1430.0 8.09 3.13 32.32 1.42 湯ノ倉 ? 宮崎 ? 42
43 240.7 152.7 1283.0 566.3 626.8 307.2 667.4 26.12 11.90 28.92 0.73 櫛引 羽黒 43
44 226.0 103.9 3215.7 575.5 669.8 434.8 1368.0 18.88 3.23 21.98 1.15 甘湯沢 高原山 44
45 281.5 156.8 1388.7 577.3 580.6 311.6 649.3 27.25 11.29 27.40 0.69 櫛引 羽黒 45
46 207.5 79.2 1605.8 537.4 233.8 367.6 710.6 29.06 4.93 12.64 0.89 不明 2 不明 46
47 253.4 90.4 1827.0 594.4 258.2 395.7 776.1 29.36 4.95 12.76 0.86 不明 2 不明 47
48 134.7 130.7 4163.1 204.2 816.2 291.0 1230.2 8.03 3.14 32.11 1.49 湯ノ倉 宮崎 48
49 148.4 141.1 4453.3 231.1 938.1 323.1 1417.8 7.94 3.17 32.24 1.48 湯ノ倉 宮崎 49
50 136.8 133.1 4338.1 227.4 897.6 313.5 1360.4 8.12 3.07 32.07 1.50 湯ノ倉 宮崎 50
51 104.9 106.4 3461.7 184.6 735.7 258.7 1136.2 7.97 3.07 31.78 1.52 湯ノ倉 宮崎 51
52 121.4 118.7 3876.7 201.8 821.9 279.5 1215.9 8.01 3.06 32.63 1.50 湯ノ倉 宮崎 52
53 95.8 93.0 3136.3 136.3 552.2 187.4 801.7 8.12 2.97 32.92 1.51 湯ノ倉 宮崎 53
54 142.3 140.5 4621.8 237.6 946.8 327.2 1424.9 8.09 3.04 32.24 1.51 湯ノ倉 宮崎 54
55 154.1 120.5 3884.1 211.4 836.3 292.0 1293.5 8.03 3.10 31.76 1.40 湯ノ倉 ? 宮崎 ? 55
56 139.0 148.1 4483.6 221.8 886.1 303.5 1326.0 8.10 3.30 32.37 1.51 湯ノ倉 宮崎 56
57 115.8 113.5 3671.2 186.4 752.7 256.8 1127.2 8.02 3.09 32.40 1.50 湯ノ倉 宮崎 57
58 148.3 143.7 4654.3 227.7 913.2 313.9 1358.5 8.09 3.09 32.46 1.50 湯ノ倉 宮崎 58
59 122.4 124.1 4048.2 192.9 788.4 268.8 1166.7 7.98 3.07 32.62 1.52 湯ノ倉 宮崎 59
60 137.8 141.3 4533.3 233.6 950.9 323.4 1415.5 7.99 3.12 32.53 1.52 湯ノ倉 宮崎 60
61 259.7 152.6 1276.0 567.0 608.0 310.2 660.0 26.43 11.96 28.34 0.69 櫛引 羽黒 61
62 138.5 134.7 4395.3 222.0 898.2 307.1 1335.0 8.04 3.06 32.52 1.50 湯ノ倉 宮崎 62

器種＼産地 宮崎 羽黒 高原山 不明 1 不明 2 合計
石鏃（両面研磨） 1 1
石鏃（片面研磨） 1 1

石鏃未成品 1 1
異形石器 1 2 3

小型石器未成品 7 7
微細剥離痕ある剥片 1 1

厚手剥片 2 2
短形剥片 1 1

剥片 4 1 1 2 8
合計 17 3 1 2 2 25

表Ⅳ -11-3　測定値および産地推定結果

表Ⅳ -11-4　器種別の産地
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12　羽黒神社西遺跡出土琥珀の
　  産地推定

植田直見（元興寺文化財研究所）

１. はじめに

琥珀と見られる資料 2 点は縄文時代中期の遺構から

出土し、外観から表面は比較的劣化が進行した状態であ

ることが確認できた。また、一部表面が剥離して観察で

きる内部も光沢は見られるが失透した状態で劣化の進行

が見られた。これらの遺物が琥珀であるかどうかの確認

を破片の存在する No.64(8-1-2) については破片を用い

てフーリエ変換赤外分光分析により行った。また、破片

のない No.63(8-1-1) は表面観察と比重を求め琥珀であ

るかどうかを確認した。琥珀であることがわかれば琥珀

の主な産出地から採取した地質学的標準資料（以下標準

琥珀）の分析結果と比較することによって産地推定を行

うことが可能となる。今回、No.64 はフーリエ変換赤外

分光（ATR-FTIR）と熱分析（TGA ・DTA）により産地

推定を行ったのでその結果を報告する。

２. 分析資料

資料 2 点は第Ⅳ -12-1 図に示したようにいずれも表面

の一部が剥離した状態で No.64 はそれらが破片として

存在したため分析は破片を使用し実施した。一方 No.63

は破片がないため、自然科学的な分析は実施せず、表面

の観察と資料の体積と重量測定から比重を求め、標準琥

珀と比較し琥珀であるかどうかを判断した。また、2 点

ともマイクロスコープにより表面の観察を行った（第Ⅳ

-12-2 図）。同時に産地推定のため標準資料として、ロ

シアサハリン州栄浜村、北海道白糠町、岩手県久慈市、

福島県いわき市、千葉県銚子市、岐阜県瑞浪市から産出

した資料を同様の分析方法・条件で分析し、比較した。

３. 分析方法および条件

分析装置は全反射フーリエ変換赤外分光光度計（以下

ATR-FTIR）(（株）パーキンエルマージャパン製 Spec-

trum Two）と熱分析装置（以下 TGA・ DTA）（㈱島津製

作所製 DTG-60）を使用した。以下にそれぞれの分析方

法の原理と特徴を述べる。また、比重は資料の形状を円

柱と仮定し、寸法をマイクロスコープ（（株）キーエン

ス製 VHX-200）で測定し、その直径と高さから最大と

最小の体積を計算、同時に重量を測定し計算により導い

た。

3-1. ATR-FTIR

琥珀の主成分は高分子有機化合物で炭素や水素、酸

素で構成された分子はそれぞれの元素の結合部で伸縮や

回転などの分子の動きがあり、結合状態によって固有の

動き（振動）をしている。ATR-FTIR では、そのような

分子に赤外線を照射することで、分子の固有な振動と同

じ波長の赤外線を吸収し、分子の構造に応じたスペク

第Ⅳ -12-1 図　分析資料
No.63(8-1-1) No.64(8-1-2)

第Ⅳ -12-2 図　マイクロスコープによる部分拡大写真
No.63(8-1-1) No.64(8-1-2)
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トルから分子の構造の特徴が掴め、さらに標準となる物

質のスペクトルと比較することにより化合物の同定がで

きる。この分析方法で標準琥珀と比較することにより出

土琥珀の産地推定を行うことが可能となる。しかし、劣

化が進んだ琥珀ではスペクトルがブロードになり判別が

困難になることもある（室賀 1976、上田 2002, 2004, 

2009）。

3-2. TGA・DTA

TGA・DTA は試料に熱を加え物理的性質（例えば重

量変化やエネルギー変化など）を測定する技法を総称し

たものである。その中で加熱に伴う試料の質量変化を測

定するのが熱重量測定（TGA）で、琥珀では加熱により

燃焼・分解を生じ、重量は減少する。一方、温度変化に

よるエネルギーの変化を測定するのが示差熱分析（DTA）

で、同じく琥珀では加熱により軟化・融解や燃焼・分解

によりエネルギーが吸放出される。両分析とも温度の変

化によって得られる曲線の変化を標準琥珀と比較するこ

とで産地推定の指針が得られる。

3-3. 測定条件

ATR-FTIR は極微量の試料をそのまま測定部に置き

LiTaO3 検出器を用い、分解能 4cm-1 で測定した。また、

TGA・ DTA は細片および粉末（約１mg）をアルミニウム

セルに入れ、200ml/ 分の流量の窒素ガスを流しながら

10℃ / 分で昇温させ、その時の重量変化と熱量変化を

測定した。なお、ATR-FTIR と TGA・DTA とも 2 回測定

を行い再現性が見られるか確認した。

４. 結果および考察

　ATR-FTIR スペクトルでは 3500 ～ 2800 cm-1、1710 

cm-1、1500 ～ 800 cm-1 付近のスペクトルの吸収位置

より No.64 は有機物であり琥珀である可能性が高いと

推測した（第Ⅳ -12-3 図）。さらに指紋領域と呼ばれる

有機化合物を同定する際の目安となる 1300 ～ 750cm-1

付近のスペクトルの吸収位置および強度を国内の主産地

である久慈市、いわき市、銚子市、瑞浪市とサハリン・

北海道産（これらは同じ分子構造を持つと考えられる）

のスペクトルと比較した（第Ⅳ -12-3 図、第Ⅳ -12-4 図）。

その結果、1000 cm-1 付近のピークのパターンが久慈市

やいわき市産に比較的近似していると推測した。

　TGA・DTA では TGA においては低温度側での重量減

少が見られ、劣化の影響を受けていると考えられた。ま

た標準琥珀では 600℃まで加熱した後はほとんど完全

に分解され残差が確認できなかったのに比べ、出土琥珀

は 10％近くの残差が確認された（第Ⅳ -12-3-TGA 図）。

これは加熱によっても分解されない土壌成分などの無

機物が含まれているためであると考えられる。さらに

DTA では 420℃と 450℃付近に熱分解に起因する吸熱

反応のピークを持ち久慈市、いわき市産とよく似た結果

第Ⅳ -12-3 図　出土琥珀の赤外吸収スペクトル
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第Ⅳ -12-4 図　標準琥珀の赤外吸収スペクトル

第Ⅳ -12-5 図　出土琥珀の熱分析（左：TGA 曲線、右：DTA 曲線）
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となった（第Ⅳ -12-5-DTA 図）。

なお、ATR-FTIR と TGA・DTA は有機化合物の分子構

造を反映するため、劣化によりその構造が変化すると、

本来のスペクトルや挙動とは異なる結果が得られる場合

もある。琥珀では特に劣化が激しいと、ATR-FTIR では

全体的に吸収はブロードとなり特徴的な吸収が消失し、

新たに異なった位置にピークが表れることがある。また、

TGA では低温度から重量減少が始まる。そのため琥珀

であるかどうかの判断および産地推定は、できるだけ健

全な部分を選んで分析を行うことが必要である。しか

し、今回は 3500 cm-1 付近の水酸基、1700 cm-1 付近

のカルボニル基や 1000 cm-1 付近のエーテル結合に由

来するピークの増加、また全体にピークがブロードにな

るなど劣化が幾分進んだ状態であることも分かった（第

Ⅳ -12-3 図）。

ATR-FTIR 、TGA・DTA の 2 通りの分析結果を総合し

た結果、羽黒神社西遺跡出土琥珀（No.64）の産地は久

慈市およびいわき市産に比較的近似した結果であると推

定した。なお、久慈市といわき市産琥珀はその生成年代

や由来する植物が同じであると言われており、今回の分

析方法では区別がつかない。産地を特定するには今回

行った以外の分析方法を検討することも必要であるが、

現時点ではこの 2 産地を区別できる分析方法はないた

め、考古学的および地理的な知見などを総合して判断す

ることも必要であると考える。

最後に表Ⅳ -12-1 にマイクロスコープで測定した資料

の寸法とそれから計算した体積、電子天秤で測定した重

量、さらに比重を示した。その結果、計算により導い

た比重は 2 点とも標準琥珀で示されている 1.05 ～ 1.10

の値とほぼ一致し、マイクロスコープによる観察なども

含めて No.63 も No.64 と同様に琥珀であると判断した。

５. さいごに

　今回分析・調査した 2 点の資料についていずれも琥

珀であると判断でき、さらに破片の存在した No.64 に

ついては産地推定を行った。出土琥珀は劣化状態が様々

で ATR-FTIR や TGA・DTA での結果が変化し産地推定

に至らないことも多いが、今回は幾分劣化が進行し標準

琥珀の結果と完全には一致しなかったが No.64 は久慈

市かいわき市である可能性が高い結果となった。

参考文献

植田直見　2002　「銚子産琥珀の赤外分光分析」『こはく』4　15
頁　日本琥珀研究会

植田直見　2004　「いわき地方産琥珀の科学分析」『こはく』5　
13 頁　日本琥珀研究会

植田直見　2009　「北海道およびサハリン産琥珀の科学分析」『こ
はく』8　51 頁　日本琥珀研究会

室賀照子　1976　「赤外吸収スペクトルによる琥珀の産地分析」『考
古学と自然科学』9　59-64 頁　日本文化財科学会

直径 (mm) 高さ (mm) 孔の直径 (mm) 体積 (cm3) 重量  (g) 比重

No.63 最大 10.1 5.7 2.7 0.424 0.433 1.02
最小 9.8 5.3 2.8 0.367 1.18

No.64 最大 10.7 6.0 2.9 0.512 0.515 1.01
最小 9.5 5.8 3.0 0.382 1.35

第Ⅳ -12-6 図　標準琥珀の熱分析（左：TGA 曲線、右：DTA 曲線）

表Ⅳ -12-1　出土資料（No.63、No.64）の寸法、重量、比重
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13　レプリカ法による
　　 土器種実圧痕の同定

佐々木由香・米田恭子・バンダリ スダルシャン

（パレオ・ラボ）

1 はじめに

山形県村山市に所在する羽黒神社西遺跡は、縄文時代

中期を中心とした集落跡である。出土した縄文時代早期

と中期の土器の表面もしくは断面に種実の圧痕と思われ

る痕跡が確認された。ここでは、レプリカ法によって採

取された種実圧痕のレプリカの同定を行った。

なお、対象となった土器資料については表Ⅲ -3 の備

考欄を参照。

2. 試料と方法

　試料は、種実圧痕と推定された圧痕 38 点である。土

器の時期と点数は、縄文時代早期の土器が 3 点（貝殻

文土器 1 点、押型文土器 3 点）と、中期の土器が 15 点

（うち大木 8b 式 7 点）である。

　抽出した土器について、丑野・田川（1991）等を参考に、

以下の手順で圧痕のレプリカを作製した。まず、圧痕内

を水で洗い、付着物を除去した。次に、土器の保護のため、

パラロイド B72 の 9% アセトン溶液を離型剤として圧

痕内および周辺に塗布した後、印象剤に用いるシリコン

樹脂（JM シリコン レギュラータイプ）を注射器に入れ

て圧痕部分に充填し、レプリカを作製した。その後、ア

セトンを用いて圧痕内および周辺の離型剤を除去した。

　次に、何らかの同定ができた圧痕レプリカについて、

走査型電子顕微鏡（超深度マルチアングルレンズ VHX-

D500/D510）で観察および写真撮影を行い、同定した。

同定は、走査型電子顕微鏡写真を参考にし、レプリカを

実体顕微鏡で観察して行った。また、圧痕レプリカの大

きさをデジタルノギスで小数第 2 位まで計測した。マ

メ科の種子の圧痕レプリカについては、那須ほか（2015）

に基づいて簡易楕円体体積を求めた。土器および圧痕レ

プリカは、山形県埋蔵文化財センターに保管されている。

3. 結果

38 点のうち 26 点の圧痕レプリカが、何らかの圧痕

と同定できた。草本植物のササ属（？を含む）種子（頴果）

とササゲ属アズキ亜属（以下、アズキ亜属）種子、マメ

科？種子、エゴマ果実の 4 分類群が同定された。この

ほかに、科以上の詳細な同定ができなかった不明種実を

A と B にタイプ分けし、種実かどうかも不明な一群を不

明種実？とした。種実の他には不明の巻貝と木材が得ら

れたが、同定の対象外とした。残る 8 点は、種実の圧

痕ではなかった（表Ⅳ -13-1）。

不明種実？を除く種実圧痕の産出数は、ササ属 ( ？を

含む ) 種子が 10 点と最も多く、エゴマ果実が 5 点、ア

ズキ亜属種子とマメ科？種子、不明 A 種実、不明 B 種

実が各 1 点であった。

以下では、種実の圧痕について分類群ごとに記載を行

い、同定の根拠とする。

（1）ササ属／ササ属？　Sasa spp. / Sasa spp. ?　種子（頴

果）　イネ科　　

狭卵形体で、やや扁平〜紡錘形。両端がやや細い。背

面はわずかに曲線をなし、中央に浅い縦溝がある。腹

面はよく湾曲し、片方の端部に円形の胚がある。試料

No.25(3-155-280) は果柄がついているため、有ふ果の

可能性もある。試料 No.38(3-155-280) は種子の全体が

採取されていないため、ササ属？とした。

（2）ササゲ属アズキ亜属　Vigna subgenus Ceratotropis 

sp.　種子　マメ科

上面観は方形に近い円形、側面観は方形に近い楕円

形。圧痕には小畑ほか（2007）や小畑（2008）に示さ

れたアズキ亜属の特徴である長楕円形の臍があり、内部

の厚膜（Epihilum）が残存する。背側にはやや稜がある。

（3）マメ科？　Fabaceae sp. ?　種子　マメ科

やや変形しているが、上面観・側面観ともに楕円形、

表面は平滑。臍は観察できないが、臍側と思われる側面

は直線的になる。

（4）エゴマ　Perilla frutescens (L.) Britton var. 

frutescens　果実　シソ科

いびつな球形。端部はくちばし状にやや突出し、円形

の着点があるが、試料 No.31(3-155-280) の圧痕レプリ

カでは不明瞭。表面には、不規則で多角形の低い網目状

隆線がある。網目部分の周囲はわずかに凹む。長さのわ

かる試料はすべて 2.0mm を超えるため、エゴマと同定し

た。

（5）不明 A　Unknown A　種実
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側面観はレプリカ不備で不明であるが、2 室に分かれ

る広楕円形か。表面は平滑。果柄が曲がって伸びる。

（6）不明 B　Unknown B　種実

レプリカ不備で全体は不明であるが、楕円体か。表面

には縦方向に不規則な浅い溝がある。子葉の可能性がある。

4. 考察

土器にみられた圧痕のレプリカを同定したところ、

38 点のうち 26 点は何らかの圧痕と同定され、26 点の

うち 17 点は科以上の同定が可能であった。ササ属（？

を含む）種子とアズキ亜属種子、マメ科種子？、エゴマ

果実の 4 分類群が同定され、いずれも食用として利用

可能な種実であった。同定された圧痕がついていた土器

の時期は、縄文時代早期では押型文土器に不明種実？が

1 点、中期では大木 8b 式の一個体の土器にササ属（？

を含む）10 点とエゴマ 5 点、不明種実 3 点が集中して

得られたほかは、ミニチュア土器に不明 B 種実が 1 点、

中期の土器 2 点に不明種実 A と不明種実？が各 1 点確

認された。また、圧痕が特定の部位や位置に偏在する傾

向は見られなかった。

那須ほか（2015）では、現生のヤブツルアズキとア

ズキの種子を比較して、簡易楕円体体積が 30mm3 以下

は野生型、60 ～ 70mm3 以上は栽培型、栽培種と野生種

のサイズが重なる中間の大きさの種子は栽培種と野生種

の中間型とみなしている。今回出土したアズキ亜属種子

の簡易楕円体体積は 16.6mm3 で、厚さは残存値であるも

のの、幅の値と大きくは変わらないと推定されるため、

野生型とみられる。アズキ亜属種子は、関東・中部地方

で縄文時代中期頃に野生種から大型化した状況が分かっ

てきているが（小畑 2011）、東北地方の資料はこれま

で少なかった。

また、ササ属とエゴマの 2 種類の種実圧痕が 1 個体

の土器に複数ついている例は、これまでには見出されて

いない。ササ属の圧痕は、青森県水上（2）遺跡の縄文

時代後期の土器から検出されているが（パレオ・ラボ

2017）、中期に遡る例はこれまでにはない。ササ属炭化

種子の出土は北東北から北海道の縄文時代の遺跡におい

て多い傾向があるため、羽黒神社西遺跡の種実圧痕は東

北地方の特色を示しているのかもしれない。類例の増加

を待ちたい。

参考文献

丑野　毅・田川裕美　1991　「レプリカ法による土器圧痕の観察」
『考古学と自然科学』24　13-36 頁　日本文化財科学会

小畑弘己　2008　「マメ科種子同定法」『極東先史古代の穀物 3』
小畑弘己編　225-252 頁　熊本大学

小畑弘己　2011　『東北アジア古民族植物学と縄文農耕』　309 頁
　同成社

小畑弘己・佐々木由香・仙波靖子　2007　「土器圧痕からみた縄文
時代後・晩期における九州のダイズ栽培」『植生史研究』15-2　
97-114 頁　植生史研究会

那須浩郎・会田　進・佐々木由香・中沢道彦・山田武文・輿石　甫
　2015　「炭化種実資料からみた長野県諏訪地方における縄文時
代中期のマメの利用」『資源環境と人類：明治大学黒曜石研究セ
ンター紀要』5　37-52 頁　明治大学黒曜石研究センター

パレオ・ラボ　2017　「土器種実・昆虫圧痕と敷物圧痕、炭化織物
圧痕の観察および植物種の同定」『水上（2）遺跡（第 6 分冊）』
青森県埋蔵文化財調査センター編　青森県教育委員会

早期 大木 8b 式 中期 合計
分類群 部位 貝殻文

土器
押型文

土器
深鉢 ミニチュア

土器
深鉢 不明

ササ属 種子 8 8
ササ属？ 種子 2 2
ササゲ属アズキ亜属 種子 1 1
マメ科？ 種子 1 1
エゴマ 果実 5 5
不明 A 種実 1 1
不明 B 種実 1 1
不明 種実？ 1 3 1 5
不明 巻貝 1 1

木材 1 1
合計 1 1 21 1 1 2 26

表Ⅳ -13-1　種子圧痕レプリカの同定結果
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1a 1b 2a 2b

3a 3b 4b

5a 5b 6a 6b

7a 7b 8a 8b

4a

第Ⅳ -13-1 図　羽黒神社西遺跡第 1・2 次調査の土器圧痕レプリカの走査型電子顕微鏡写真（1）
1：ササ属種子（試料 No.20）、2：ササ属種子（試料 No.23）、3：ササ属種子（試料 No.24）、4：ササ属種子（試料
No.27）、5：ササ属種子（試料 No.32）、6：ササ属種子（試料 No.33）、7：ササ属種子（試料 No.34）、8：ササ属種子（試
料 No.35）
a：側面観、b：内頴側
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9a 9b 10a 10b

11a 11b 12b

13a 13b 14a 14b

15a 15b 16a 16b

12a

第Ⅳ -13-2 図　羽黒神社西遺跡第 1・2 次調査の土器圧痕レプリカの走査型電子顕微鏡写真（2）
9：ササ属？種子（試料 No.25）、10：ササ属？種子（試料 No.38）、11：ササゲ属アズキ亜属種子（試料 No.14）、12：
マメ科？種子（試料 No.10）、13：エゴマ果実（試料 No.26）、14：エゴマ果実（試料 No.28）、15：エゴマ果実（試料
No.29）、16：エゴマ果実（試料 No.30）
a：側面観、b：内頴側または腹面側
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17a 17b 18a 18b

19a 19b 20b

21a 21b 22a 22b

23a 23b 24a 24b

20a

第Ⅳ -13-3 図　羽黒神社西遺跡第 1・2 次調査の土器圧痕レプリカの走査型電子顕微鏡写真（3）
17：エゴマ果実（試料 No.31）、18：不明 A 種実（試料 No.7）、19：不明 B 種実（試料 No.12）、20：不明種実？（試
料 No.4）、21：不明種実？（試料 No.5）、22：不明種実？（試料 No.19）、23：不明種実？（試料 No.21）、24：不明種実？

（試料 No.22）
a：側面観、b：腹面側
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25a 25b 26a 26b

27a 27b 28c

29a 29b 30a 30b

31a 31b 32a 32b

28a

第Ⅳ -13-4 図　羽黒神社西遺跡第 1・2 次調査の土器圧痕レプリカの走査型電子顕微鏡写真（4）
25：不明木材（試料 No.16）、26：不明巻貝（試料 No.15）、27：種実ではない（試料 No.6）、28：種実ではない（試
料 No.1）、29：種実ではない（試料 No.2）、30：種実ではない（試料 No.3）、31：種実ではない（試料 No.8）、32：種
実ではない（試料 No.9）
a：側面観、b：腹面側、c：上面観
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14　羽黒神社西遺跡第 1・2次調査
　　 の自然科学分析 (1)

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

山形県村山市大字名取字清水に所在する羽黒神社西

遺跡は、河島山丘陵の東側裾部に位置する。これまでの

発掘調査により、縄文時代中期中頃（大木 8b 式）を中

心とした遺構・遺物が確認されている。

本報告では、遺構内から出土した炭化材および土器付

着炭質物を対象として、年代確認のための放射性炭素年

代測定を実施する。炭化材については、木材利用を確認

するための樹種同定も併せて実施する。また、土器外面

の塗布物と考えられる付着物について、由来物質を検討

するための赤外分光分析を実施する。

1. 放射性炭素年代測定・樹種同定

1-1. 試料

試料は土坑から出土した炭化材 3 点（試料番号 1-3）

と、4 区グリット 3928 のⅡ層下から出土した土器片 2

33a 33b 34a 34b

35a 35b 36b

37a 37b 38a 38b

36a

第Ⅳ -13-5 図　羽黒神社西遺跡第 1・2 次調査の土器圧痕レプリカの走査型電子顕微鏡写真（5）
33：種実ではない（試料 No.11）、34：種実ではない（試料 No.13）、35：種実ではない（試料 No.17）、36：種実では
ない（試料 No.18）、37：種実ではない（試料 No.36）、38：種実ではない（試料 No.37）
a：側面観、b：腹面側
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点である（表Ⅳ -14-1）。炭化材 3 点は樹種同定を実施

するため、形状等を記録した上で半割して、年代測定と

樹種同定にそれぞれ供する。土器片 2 点は表面に付着

する炭質物を採取して年代測定に供する。

1-2. 分析方法

1-2-1. 放射性炭素年代測定

炭化材表面の土砂や付着物、炭質物に混入する土器

胎土由来の微粒子などをメスやピンセット、超音波洗浄

などにより物理的に除去する。次に塩酸（HCl）や水酸

化ナトリウム（NaOH）を用いて、試料内部の汚染物質

を化学的に除去する（酸－アルカリ－酸（AAA）処理）。

その後超純水で中性になるまで洗浄し、乾燥させる。な

お、炭化材のアルカリ処理は、0.001M ～ 1M まで濃度

を上げ、試料の状況をみながら処理を進める。1M の水

酸化ナトリウムで処理が可能であった場合は AAA、濃

度を 1M まで上げることができず、薄めた状態で処理

した場合には AaA と記す。土器付着の炭質物について

は微量で脆弱なことから、塩酸処理のみ実施し、表には

HC ｌと記す。

上記した処理後の試料の燃焼、二酸化炭素の精製、グ

ラファイト化（鉄を触媒とし水素で還元する）は Ele-

mentar 社の vario ISOTOPE cube と Ionplus 社の Age3

を連結した自動化装置を用いる。処理後のグラファイト・

鉄粉混合試料を NEC 社製のハンドプレス機を用いて内

径 1mm の孔にプレスし、測定試料とする。

測定はタンデム加速器をベースとした 14C-AMS 専用

装置を用いて、14C の計数、13C 濃度（13C/12C）、14C 濃

度（14C/12C）を測定する。AMS 測定時に、米国国立標

準局（NIST）から提供される標準試料（HOX- Ⅱ）、国

際原子力機関から提供される標準試料（IAEA-C6 等）、

バックグラウンド試料（IAEA-C1）の測定も行う。

δ 13C は試料炭素の 13C 濃度（13C/12C）を測定し、基

準試料からのずれを千分偏差（‰）で表したものである。

放射性炭素の半減期は LIBBY の半減期 5,568 年を使用

する。また、測定年代は 1950 年を基点とした年代（BP）

であり、誤差は標準偏差（One Sigma;68%）に相当する

年代である。測定年代の表示方法は、国際学会での勧告

に従う（Stuiver & Polach,1977）。また、暦年較正用に

一桁目まで表した値も記す。

なお、暦年較正とは、大気中の 14C 濃度が一定で半

減期が 5,568 年として算出された年代値に対し、過去

の宇宙線強度や地球磁場の変動による大気中の 14C 濃度

の変動、及び半減期の違い（14C の半減期 5,730 ± 40

年）を較正することである。暦年較正は、OxCal4.3.2

（Bronk,2009）を使用し、1 年単位まで表された同位体

効果の補正を行った年代値および北半球の大気中炭素

に由来する較正曲線（Intcal13；Reimer et al.,2013）を

用いる。暦年較正結果は 1 σ ･2 σ（1 σは統計的に真

の値が 68.2% の確率で存在する範囲、2 σは真の値が

95.4% の確率で存在する範囲）の値を示す。

1-2-2. 樹種同定

試料を自然乾燥させた後、木口（横断面）・柾目（放

射断面）・板目（接線断面）の 3 断面の割断面を作製し、

実体顕微鏡および走査型電子顕微鏡を用いて木材組織の

種類や配列を観察し、その特徴を現生標本および独立行

政法人森林総合研究所の日本産木材識別データベースと

比較して種類（分類群）を同定する。

なお、木材組織の名称や特徴は、島地・伊東（1982）

や Wheeler 他（1998）を参考にする。また、日本産

木材の組織配列は、林（1991）や伊東（1995, 1996, 

1997, 1998, 1999）を参考にする。

1-3. 結果

1-3-1. 放射性炭素年代測定

炭化材の放射性炭素年代測定および暦年較正結果を

表Ⅳ -14-2、第Ⅳ -14-1 図に示す。同位体効果の補正

を実施した補正年代は、試料番号 1 が 4,400 ± 20BP、

試料番号 遺構 層位 状態 樹皮 年輪数 採取位置 備考
1 SK226 25 層 炭化材 無 4 年 半割
2 SK317 底面 炭化材 無 2-3 年 半割 節部分
3 SK398 24 層① 炭化材 無 3-4 年 半割 節部分
4 CB3899-3928 Ⅱ層下 押型文土器 (1-24-137) － － 外面紋様内の炭質物
5 CB3899-3928 Ⅱ層下 繊維土器 (2-6-21) － － 外面付着の炭質物

表Ⅳ -14-1　放射性炭素年代測定試料
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試料番号 2 が 4,025 ± 20BP、試料番号 3 が 4,260 ±

20BP、 試 料 番 号 4 が 7,370 ± 25BP、 試 料 番 号 5 が

5,710 ± 25BP である。また、暦年較正結果（2 σ暦年

代範囲）は、試料番号 1 が cal BP5,040-4,874、試料

番 号 2 が cal 0BP4,566-4,563、4,530-4,423、 試 料 番

号 3 が cal BP4,860-4,825、試料番号 4 が cal BP8,312-

8,157、8,116-8,113、8,090-8,053、試料番号 5 が cal 

BP6,561-6,414 である。

1-3-2. 樹種同定

炭化材 3 点は、いずれも広葉樹のクリに同定された。

各分類群の解剖学的特徴等を記す。

・クリ（Castanea crenata Sieb. et Zucc.）　ブナ科クリ属

環孔材で、孔圏部は 3-4 列、孔圏外で急激に径を減じ

たのち、漸減しながら火炎状に配列する。道管は単穿孔

を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、単

列、1-15 細胞高。

1-4. 考察

1-4-1. 年代

3 基の土坑から出土した炭化材の放射性炭素年代測定

結果（補正年代）は、SK226 が 4,400 ± 20BP、SK317

が 4,025 ± 20BP、SK398 が 4,260 ± 20BP で あ る。

暦年較正結果（calBP の 2 σ範囲）をみると、SK226

が cal BP5,040-4,874、SK317 が cal BP4,566-4,563、

4,530-4,423、SK398 が calBP4,860-4,825 で あ る。 小

林 (2017) を参考にすると、いずれも縄文時代中期の年

代範囲に収まる。土器形式と年代についてみると、小林

（2017）には、大木 8b 式の暦年代として、cal BP5,045-

4,850 が挙げられている。SK226 は、大木 8b 式の年代

範囲に含まれ、SK397 も近い値を示す。一方、SK317

は、小林（2017）が大木 10b 式の年代として示した cal 

BP4,815-4,510 の範囲にほぼ収まり、他の遺構よりも新

しい。各遺構の年代については、出土遺物や遺構の重複

関係等の現地調査所見を含めた検証が必要である。

　一方、土器付着の炭質物についてみると、縄文時代

早期の押型文土器では 7,370 ± 25BP（cal BP8,312-

8,157、8,116-8,113、8,090-8,053）の値が得られた。

年代値は早期の範囲内に含まれている。また、縄文時

試料番号 
遺構 種類 処理 

方法
δ 13 Ｃ 

(‰ )
補正年代 

( 暦年較正用 ) 
BP

暦年較正結果
Code №誤差 cal BC cal BP ％

№ 1 
SK226

炭化材 
( クリ )

AAA 
(1M) -25.96 ± 0.37 4400 ± 20 

(4398 ± 22)
σ

cal BC 3,085 - cal BC 3,064 cal BP 5,034 - 5,013 15.5 
pal-11022 

YU-7182
cal BC 3,029 - cal BC 3,007 cal BP 4,978 - 4,956 16.0 
cal BC 2,932 - cal BC 2,932 cal BP 4,881 - 4,881 36.7 

2 σ cal BC 3,091 - cal BC 2,925 cal BP 5,040 - 4,874 95.4 

№ 2 
SK317

炭化材 
( クリ )

AAA 
(1M) -29.02 ± 0.24 4025 ± 20 

(4024 ± 22)

σ cal BC 2,574 - cal BC 2,559 cal BP 4,523 - 4,508 16.6 
pal-11023 

YU-7183
cal BC 2,536 - cal BC 2,491 cal BP 4,485 - 4,440 51.6 

2 σ cal BC 2,617 - cal BC 2,614 cal BP 4,566 - 4,563 0.4 
cal BC 2,581 - cal BC 2,474 cal BP 4,530 - 4,423 95.0 

№ 3 
SK398

炭化材 
( クリ )

AAA 
(1M) -27.44 ± 0.39 4260 ± 20 

(4258 ± 22)
σ cal BC 2,901 - cal BC 2,883 cal BP 4,850 - 4,832 68.2 pal-11024 

YU-71842 σ cal BC 2,911 - cal BC 2,876 cal BP 4,860 - 4,825 95.4 

№ 4 
CB3899-3928  
(1-24-137)

炭質物 HCl -25.84 ± 0.30 7370 ± 25 
(7371 ± 26)

σ cal BC 6,337 - cal BC 6,315 cal BP 8,286 - 8,264 14.5 

pal-11025 
YU-7185

cal BC 6,257 - cal BC 6,216 cal BP 8,206 - 8,165 53.7 

2 σ
cal BC 6,363 - cal BC 6,208 cal BP 8,312 - 8,157 87.8 
cal BC 6,167 - cal BC 6,164 cal BP 8,116 - 8,113 0.2 
cal BC 6,141 - cal BC 6,104 cal BP 8,090 - 8,053 7.4 

№ 5 
CB3899-3928  
(2-6-21)

炭質物 HCl -26.64 ± 0.31 5710 ± 25 
(5709 ± 23)

σ cal BC 4,580 - cal BC 4,570 cal BP 6,529 - 6,519 5.6 
pal-11026 

YU-7186cal BC 4,560 - cal BC 4,497 cal BP 6,509 - 6,446 62.6 
2 σ cal BC 4,612 - cal BC 4,465 cal BP 6,561 - 6,414 95.4 

1) 暦年の計算には、Oxcal4.3 を使用。 
2)yrBP 年代値は、1950 年を基点として何年前であるかを示す。 
3) 付記した誤差は、測定誤差σ（測定値の 68％が入る範囲）を年代値に換算した値。 
4)AAA は、酸、アルカリ、酸処理、HC ｌは酸処理のみ実施したことを示す。 
5) 暦年の計算には、補正年代に () で示した、1 の位を丸める前の値を使用している。 
6) 年代測定結果の表記は、1 の位を丸めるのが慣例だが、暦年較正曲線や暦年較正プログラムが改正された場合の再計算や比較が行いやすいように、
丸めていない値も付記している。 
7) 統計的に真の値が入る確率はσは 68.2%、2 σは 95.4% である 

表Ⅳ -14-2　放射性炭素年代測定・樹種同定結果
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図 1.　暦年較正結果
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OxCal v4.3.2 Bronk Ramsey (2017); r:5; IntCal13 atmospheric curve (Reimer et al 2013)

試料名 :試料番号 1(SK226)

補正年代 :4398±22BP
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OxCal v4.3.2 Bronk Ramsey (2017); r:5; IntCal13 atmospheric curve (Reimer et al 2013)

試料名 :試料番号 2(SK317)

補正年代 :4024±22BP
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OxCal v4.3.2 Bronk Ramsey (2017); r:5; IntCal13 atmospheric curve (Reimer et al 2013)

試料名 :試料番号 3(SK397)

補正年代 :4258±22BP

暦年代 σ:4850-4832(68.2%)

      2σ:4860-4825(95.4%)
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OxCal v4.3.2 Bronk Ramsey (2017); r:5; IntCal13 atmospheric curve (Reimer et al 2013)

試料名 :試料番号 4( 押型文土器 )

補正年代 :7371±26BP

暦年代 σ:8286-8264(14.5%)

          8206-8165(53.7%)

      2σ:8312-8157(87.8%)

          8116-8113(0.2%)
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OxCal v4.3.2 Bronk Ramsey (2017); r:5; IntCal13 atmospheric curve (Reimer et al 2013)

試料名 :試料番号 5( 繊維土器 )

補正年代 :5709±23BP

暦年代 σ:6529-6519(5.6%)

          6509-6446(62.6%)

      2σ:6561-6414(95.4%)

代 前 期 の 繊 維 土 器 は、5,710 ± 25BP（cal BP6,561-

6,414）であった。この値は、小林 (2017) が大木 1 式の

年代として示している値とほぼ一致し、前期の範囲に含

まれる。

1-4-2. 木材利用

3 基の土坑から出土した炭化材は、いずれも小片であ

り、SK317 と SK398 の試料は節部分であった。これら

の炭化材は、全て広葉樹のクリに同定された。クリは、

二次林等に生育する落葉高木であり、木材は重硬で強度

と耐朽性が高い。

年代測定の結果をみると、3 基の土坑は、SK226 が

4,400±20BP、SK317が4,025±20BP、SK397が4,260

± 20BP であり、最大で約 400 年の年代差がある。こ

の間、遺跡周辺にクリが生育し、その木材を燃料などに

利用したこと、似たような用材選択が継続したこと等が

推定される。

2. 赤外分光分析（FT-IR）

2-1. 試料

試料は、CB3899-4023 のⅡ層下から出土した、大木

8b 式の浅鉢形土器（RP033）の外面に残る黒色の塗膜

状物質 1 点 ( 試料番号 6）である。

第Ⅳ -14-1 図　暦年較正結果
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2-2. 分析方法

2-2-1. 赤外線分光分析の原理

有機物を構成している分子は、炭素や酸素、水素など

の原子が様々な形で結合している。この結合した原子間

は絶えず振動しているが、電磁波のようなエネルギーを

受けることにより、その振動の振幅は増大する。この振

幅の増大は、その結合の種類によって、ある特定の波長

の電磁波を受けたときに突然大きくなる性質がある。こ

の時に、電磁波のエネルギーは結合の振動に使われて（す

なわち吸収されて）、その物質を透過した後の電磁波の

強度は弱くなる。

有機物を構成している分子における結合の場合は、電

磁波の中でも赤外線の領域に入る波長を吸収する性質を

有するものが多い。そこで、赤外線の波長領域において

波長を連続的に変えながら物質を透過させた場合、さま

ざまな結合を有する分子では、様々な波長において、赤

外線の吸収が発生し、いわゆる赤外線吸収スペクトルを

得ることができる。通常、このスペクトルは、横軸に波

数（波長の逆数 cm-1 で示す）、縦軸に吸光度（ABS）を取っ

た曲線で表されることが多い。したがって、既知の物質

において、どの波長でどの程度の吸収が起こるかを調べ、

その赤外線吸収スペクトルのパターンを定性的に標本化

し、これと未知物質の赤外線吸収スペクトルのパターン

とを定性的に比較することにより、未知物質の同定をす

ることもできる（山田 1986）。

2-2-2. 赤外線吸収スペクトルの測定

微量採取した塗膜物質をダイヤモンドエクスプレス

により加圧成型した後、顕微 FT-IR 装置（サーモエレク

トロン（株）製 Nicolet Avatar 370、Nicolet Centaulus）

を利用し、測定を実施した。なお、赤外線吸収スペクト

ルの測定は、作成した試料を鏡下で観察しながら測定位

置を絞り込み、アパーチャでマスキングした後、透過

法で測定した。得られたスペクトルはベースライン補正

などのデータ処理を施した後、吸光度（ABS）で表示し

ている。測定条件及び各種補正処理の詳細については、

FT-IR スペクトルと共に図中に併記しているので、そち

らを参照されたい。

2-3. 結果
　FT-IR スペクトルを第Ⅳ -14-2 図に示す。なお、図

中には比較資料として漆の実測スペクトルを併記してい

る。

塗膜物質の赤外線吸収特性は、3400cm-1 付近の幅

広い吸収帯のほか、2930cm-1、2860cm-1、1710cm-1、

1620cm-1、1450cm-1、1270cm-1 付近の強い吸収帯や

1370cm-1、1090cm-1 付近の吸収帯によって特徴付け

られる。なお、3400cm-1 付近の吸収帯は O-H 基の伸縮

振動、2930cm-1、2860cm-1 付近の吸収帯はメチル基お

よびメチレン基の C-H 伸縮振動、1710cm-1 付近の吸収

帯は C=O 伸縮振動、1620cm-1 付近の吸収帯は C=C 伸

縮振動、1450cm-1 付近の吸収帯は C-H 対称変角振動、

1270cm-1 付近の吸収帯はメチル基の対称変角振動や

C-O 伸縮振動あるいは O-H 変角振動と予想される。

2-4. 考察

黒色の塗膜状物質は、土器の外面に認められ、表面

は滑らかでやや光沢があることから、漆の可能性が考

えられている。赤外分光分析結果をみると、試料番号 6

の塗膜状物質の赤外線吸収特性には、3400cm-1 および

2930cm-1、2860cm-1 の吸収と 2000cm-1 以下における

1720cm-1（カルボニル基）、1620cm-1（糖タンパク）、

1450cm- １（活性メチレン基）、1270cm-1（フェノール）、

1090cm-1（ゴム質）の吸収が確認された。

図Ⅳ -14-2 には、比較資料として漆の FT-IR スペク

トルも示した。漆は、3400cm-1 付近の幅広い吸収帯の

ほ か、2930cm-1、2860cm-1、1720cm-1、1620cm-1、

1450cm-1、1270cm-1 付近の吸収帯によって特徴付けら

れる。今回の塗膜状物質は、比較標本である漆のスペク

トルパターンとよく似ており、特徴的な吸収帯の位置も

ほぼ一致するため、漆に由来することが支持される。
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Ramsey C., Buck C.E., Cheng H., Edwards R.L., Friedrich M., 
Grootes P.M., Guilderson T.P., Haflidason H., Hajdas I., Hatté C., 
Heaton T.J., Hoffmann D.L., Hogg A.G., Hughen K.A., Kaiser K.F., 
Kromer B., Manning S.W., Niu M., Reimer R.W., Richards DA., 
Scott E.M., Southon J.R., Staff R.A., Turney C.S.M., van der Plicht 
J., 2013, IntCal13 and Marine13 radiocarbon age calibration 
curves 0–50,000 years cal BP. Radiocarbon, 55, 1869–1887.

Stuiver M. & Polach A.H., 1977, Radiocarbon 1977 Discussion 
Reporting of 14C Data. Radiocarbon, 19, 355-363.

 検出器:  MCT/A
 ビームスプリッタ:  KBr
 光源:  I R

 サンプルスキャン回数:  6４
 バックグラウンドスキャン回数:  6４
 分解能:   4.000
 サンプル ゲイン:  8.0
 ミラー速度:  1.8988

 ダイヤモンドエクスプレス成型
顕微透過法 
可変アパーチャ使用

 

ベースライン補正

 

スムージング処理

 

Y軸正規化

測定情報
 光学系の構成 備考

図2.　FT-IRスペクトル
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試料番号6 CB3899-4023 大木8b式浅鉢形土器(RP33)　外面付着膜状物質
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第Ⅳ -14-2 図　FT-IR スペクトル
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1

3

2

4

5 6

1.SK226の炭化材（試料番号1）　AMS・樹種同定
2.SK317の炭化材（試料番号2）　AMS・樹種同定
3.SK398の炭化材（試料番号3）　AMS・樹種同定
4.CB3899-3928の押型文土器（試料番号4：1-24-137）　AMS
5.CB3899-3928の繊維土器（試料番号5：2-6-21）　AMS
6.CB3899-4023の大木8b式・浅鉢形土器（試料番号6：3-234-479）　FT-IR
　※土器3点の赤丸で囲んだ範囲は、試料採取位置を示す。

第Ⅳ -14-3 図　分析試料
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15　羽黒神社西遺跡第 1・2次調査
　　 の自然科学分析 (2)

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

羽黒神社西遺跡 ( 村山市大字名取字清水所在 ) は、山

地から舌状に張り出した丘陵地に立地し、縄文時代中期

の遺物が多量に検出されている。本分析調査では、遺構

出土の炭化材・炭化種実の同定を行い、用材や植物利用

に関する情報を得る。また、土器付着炭化物や炭化種実

について、年代測定を実施し、遺物・遺構の年代につい

て検討するとともに、土器付着物に関しては、安定同位

体測定を行い、当時の食性に関する情報を得る。

1. 試料

分析用試料は、土器付着炭化物 11 点、遺構から検出

された多数の炭化材片が 7 袋、炭化材と同じ遺構から

検出された炭化種実 4 点である。分析試料の詳細につ

いて、表Ⅳ -15-1 にまとめて記す。なお、これとは別に

炭素量が少なかった場合に備え、土器付着炭化物の予備

試料 2 点があるが、本分析調査では使用しない。

2. 分析方法

2-1. 樹種同定

袋中の炭化材について概査を行った結果、大きく保存

状態が良い個体はほとんどが「クリ」であることがわかっ

た。このため、大きさ 1cm 以上について、まず大きさ、

形状 ( 板状、摩耗、扇形、立方状 ) が偏ることなく抽出

し、ある程度の観察を行うことによって、できるだけ多

くの種類が得られるように努めた。そのあと、1 袋につ

き 15 点を目安にさらに絞り込みを行うが、この際でき

るだけ概査の組成を反映するように選んだ。

選んだ炭化材は、木口（横断面）・柾目（放射断面）・

板目（接線断面）の各割片を作成し、双眼実体顕微鏡や

電子顕微鏡で観察する。木材組織の種類や配列の特徴

を、現生標本や独立行政法人森林総合研究所の日本産木

材識別データベースと比較して種類 ( 分類群 ) を同定す

る。なお、木材組織の名称や特徴は、島地・伊東 (1982)、

Wheeler 他 (1998)、Richter 他 (2006) を 参 考 に す る。

また、日本産木材の組織配列は、林 (1991) や伊東 (1995・

1996・1997・1998・1999) を参考にする。

2-2. 種実同定

種実同定の対象とした試料は、いずれも年代測定試料

である。写真で記録したあと、実体顕微鏡下で種類を同

定する。

2-3. 放射性炭素年代測定

炭化種実は不純物が付着した周囲を削り落として

50mg 程度に調整する。土器付着物は、実体顕微鏡で炭

化物以外をできるだけ取り除き、分析用試料とする。試

料は、塩酸（HCl）により炭酸塩等酸可溶成分を除去、

100μm:a
100μm:b,c

1a 1c1b

1.クリ（試料番号1）
　a:木口、b:柾目、c:板目

第Ⅳ -14-4 図　炭化材



IV　理化学分析

238

水酸化ナトリウム（NaOH）により腐植酸等アルカリ可

溶成分を除去、塩酸によりアルカリ処理時に生成した炭

酸塩等酸可溶成分を除去する（酸・アルカリ・酸処理 

AAA:Acid Alkali Acid）。濃度は塩酸、水酸化ナトリウム

共に 1mol/L である。脆弱な試料は、アルカリの濃度を

薄めて処理する（AaA と記載）。

試料の燃焼、二酸化炭素の精製、グラファイト化（鉄

を触媒とし水素で還元する）は Elementar 社の vario 

ISOTOPE cube と Ionplus 社の Age3 を連結した自動化

装置を用いる。処理後のグラファイト・鉄粉混合試料を

NEC 社製のハンドプレス機を用いて内径 1mm の孔にプ

レスし、測定試料とする。

測定はタンデム加速器をベースとした 14C-AMS 専用

装置（NEC 社製）を用いて、14C の計数、13C 濃度 (13C/12C）、
14C 濃度（14C/12C）を測定する。AMS 測定時に、米国国

立標準局（NIST）から提供される標準試料（HOX- Ⅱ）、

国際原子力機関から提供される標準試料（IAEA-C6 等）、

バックグラウンド試料（AEA-C1）の測定も行う。δ 13C

は試料炭素の 13C 濃度（13C/12C）を測定し、基準試料

からのずれを千分偏差（‰）で表したものである。放

射性炭素の半減期は LIBBY の半減期 5,568 年を使用す

る。また、測定年代は 1950 年を基点とした年代（BP）

であり、誤差は標準偏差（One Sigma;68%）に相当する

年代である。測定年代の表示方法は、国際学会での勧告

に従う（Stuiver & Polach 1977）。また、暦年較正用に

一桁目まで表した値も記す。暦年較正に用いるソフトウ

エアは、Oxcal4.3（Bronk 2009）、較正曲線は Intcal13 

(Reimer et al., 2013) である。

2-4. 安定同位体測定

試料をスズカプセルに入れて封入し、機器にセットす

る。スズカプセル中の試料は、自動的に加熱された燃焼

管に投入される。燃焼管内では、酸素ガスを瞬間的に導

入することによって、スズの燃焼熱を利用して瞬間的に

高温（一千数百度）となり、一瞬にして試料を燃焼させ

る。燃焼によって発生した気体を、キャリアガス（He）

とともに還元管を通す。これによって、最終的に試料中

番号 性状 出土遺構 時代性等 分析項目
AMS ISO W S

1 土器付着炭化物 ( 内面 ) CB3899-3524(RP157:3-43-96) 大木 8b 〇 〇
2 土器付着炭化物 ( 内面 ) CB3899-3828(RP571:3-17-32) 大木 8b 〇 〇
3 土器付着炭化物 ( 外面 ) SK226(3-91-198) 大木 8a 〇 〇
4 土器付着炭化物 ( 内面 ) CB3899-3321･3421(3-39-93) 大木 7b or 8a 〇 〇
5 土器付着炭化物 ( 内面 ) CB3899-4030(3-274-585) 大木 8b 〇 〇
6 土器付着炭化物 ( 内面 ) CB3899-3123(3-261-546) 大木 8b 〇
7 土器付着炭化物 ( 内面 ) CB3899-3925(3-274-586) 大木 8b 〇
8 土器付着炭化物 ( 内面 ) CB3899-4025(3-274-587) 大木 8b 〇
9 土器付着炭化物 ( 内面 ) CB3899-4124(3-275-588) 大木 8b 〇

10 土器付着炭化物 ( 内面 ) CB3899-4123(RP079:3-275-589) 大木 8b 〇
11 土器付着炭化物 ( 内面 ) SF513(2-1-7) 縄文時代前期 〇 〇
12 炭化材 ( 多数 ) SK012・37 層 〇 *
13 炭化材 ( 多数 ) SK013・29 層 〇 *
14 炭化材 ( 多数 ) SK226・13 層 〇 *
15 炭化材 ( 多数 ) SK393・31 層 〇 *
16 炭化材 ( 多数 ) SK396b・(55) 層 〇 *
17 炭化材 ( 多数 ) SK398・24 層 〇 *
18 炭化材 ( 多数 ) SK399・61 層 〇 *
19 炭化種実 ( オニグルミ ) SK012・37 層 〇 〇
20 炭化種実 ( オニグルミ ) SK226・13 層 〇 〇
21 炭化種実 ( オニグルミ ) SK393・31 層 〇 〇
22 炭化種実 ( オニグルミ ) SK396b・(55) 層 〇 〇

* この中から 10 ～ 15 点程度抽出して行う
AMS: 放射性炭素年代測定
ISO: 炭素窒素安定同位体分析
W: 樹種同定
S: 種実同定

表Ⅳ -15-1　分析試料一覧
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の炭素は二酸化炭素（CO2）に、窒素は窒素ガス（N2）

にそれぞれ変化する。これをカラムに通すことで両者は

分離し、熱電対検出器にクロマトグラム（分離された信

号）として検出される。この信号をもとに、クロマトグ

ラムの面積計算を行い、元素含有率を求める。この段階

で、炭素含量、窒素含量、C/N を測定できる。分離さ

れた窒素ガスと二酸化炭素は、順に質量分析計に導入さ

れる。質量分析計では、試料をイオン化して加速させ、

強い磁力の中を通して進路を曲げることで、わずかに重

さの違う同位体を分離する。ここで、窒素安定同位体比

（15N/14N）、炭素安定同位体比（13C/12C）を測定する。

3. 結果

3-1. 樹種同定

結果を表Ⅳ -15-2 に示す。検出された種類は広葉樹 8

種類（クルミ属、クマシデ属、コナラ亜属コナラ節、ク

リ、クワ属、サクラ属、ニシキギ属、トネリコ属）であ

る。7 試料ともにクリが多いが、No.15 のように全てが

クリの試料や、No.12、No.14 のように種類数が多い試

料など、試料により異なる傾向がみられる。以下に検出

された試料の解剖学的所見を述べる。

・クルミ属（Juglans）　クルミ科

散孔材で、道管径は比較的大径、単独または 2 ～ 3

個が散在し、年輪界に向かって径を漸減させる。道管は

単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織はほ

ぼ同性、1 ～ 3 細胞幅、1 ～ 40 細胞高。

・クマシデ属（Carpinus）　カバノキ科

散孔材で、管孔は放射方向 2 ～ 4 個が放射方向に複

合して散在する。道管は単穿孔を有し、壁孔は対列状～

交互状に配列する。放射組織は異性、1 ～ 3 細胞幅、1

～ 40 細胞高のものと集合放射組織とがある。

・コナラ属コナラ亜属コナラ節（Quercus subgen. 

Quercus sect. Prinus）　ブナ科

環孔材で、孔圏部は 1 ～ 3 列、孔圏外で急激に管径

を減じたのち、漸減しながら火炎状に配列する。道管は

単穿孔、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、単

列、1 ～ 20 細胞高のものと複合放射組織とがある。

・クリ（Castanea crenata Sieb. et Zucc.）　ブナ科クリ属

環孔材で、孔圏部は 3 ～ 4 列、孔圏外で急激に管径

を減じたのち、漸減しながら火炎状に配列する。道管は

単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同

性、単列、1 ～ 15 細胞高。

・クワ属（Morus）　クワ科

環孔材で、孔圏部は 3 ～ 5 列、孔圏外への移行は緩

やかで、晩材部では単独または 2 ～ 4 個が複合して斜

方向に配列し、年輪界に向かって管径を漸減させる。道

管は単穿孔、壁孔は交互状に配列。放射組織は異性、1

～ 6 細胞幅、1 ～ 50 細胞高。

・サクラ属（Prunus）　バラ科

散孔材で、単独または 2 ～ 6 個が複合して散在する。

年輪のはじめにやや大型の道管が配列し、年輪界に向

かって径を漸減させる。道管は単穿孔を有し、壁孔は交

互状に配列、内壁にはらせん肥厚が認められる。放射組

織は異性、1 ～ 6 細胞幅、1 ～ 60 細胞高。

・ニシキギ属（Euonymus）　ニシキギ科

散孔材で、道管は小径、単独または 2 ～ 3 個が複合

して散在し、年輪界に向かって径を漸減させる。道管の

分布密度は高い。道管は単穿孔を有し、内壁にはらせん

肥厚が認められる。放射組織は同性、単列、１～ 20 細

胞高。

・トネリコ属（Fraxinus）　モクセイ科

環孔材で、孔圏部は 1 ～ 3 列、孔圏外で急激に管径

を減じたのち、厚壁の道管が単独または 2 個が放射方

向に複合して配列し、年輪界に

向かって径を漸減させる。道管

は単穿孔を有し、壁孔は交互状

に配列する。放射組織は同性、

1 ～ 3 細胞幅、1 ～ 30 細胞高。

3-2. 種実同定

同定の結果、いずれもオニグ

ルミの核であった。残存状況は

12 13 14 15 16 17 18
SK012 SK013 SK226 SK393 SK396 SK398 SK399
37 層 29 層 13 層 31 層 55 層 24 層 61 層

クルミ属 - 1 - - - - -
クマシデ属 2 1 - - - - 1
コナラ亜属コナラ節 - - 2 - - - -
クリ 9 13 5 15 9 10 11
クワ属 - - 2 - - - -
サクラ属 1 - 4 - - 1 1
ニシキギ属 1 - 1 - - - -
トネリコ属 2 - - - 5 3 -
合　計 15 15 14 15 14 14 13

表Ⅳ -15-2　分析試料一覧
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良いのは No.20 で、縫合線を境に半分に割れた状態で

残っている。このため、写真にみられるように子葉が入

る 2 つの孔がはっきりみえる。No.19、No.22 は縫合線

付近の堅牢な部分、No.21 は核果の表面の一部が残存し

ている。

3-3. 放射性炭素年代測定

結果を表Ⅳ -15-3、第Ⅳ -15-1 図に示す。土器付着炭

化物は試料が脆弱なため炭素の損耗を防ぐために、アル

カリの濃度を薄くしている。炭化種実は定法での処理が

可能である。双方ともに加速器質量分析装置を用いた

年代測定に必要な炭素量が回収できている。同位体補

正を行った測定値は、No.1 が 4,400 ± 25BP、No.2 が

4,700 ± 25BP、No.3 が 6,505 ± 25BP、No.4 が 4,515

± 25BP、No.5 が 4,655 ± 25BP、No.11 が 5,435 ±

25BP、No.19 が 4,580 ± 25BP、No.20 が 4,405 ±

25BP、No.21 が 4,315 ± 25BP、No.22 が 4,330 ±

No. 性状 方法
補正年代 

( 暦年較正用 ) 
BP

δ 13C 
(‰ )

暦年較正年代
Code No.年代値 確率 %

1
土器付着 
炭化物

3-43-96
AaA 

(0.1M)
4400 ± 25 

(4402 ± 23)
-26.78 
± 0.39

σ
cal BC 3088 - cal BC 3059 5037 - 5008 calBP 21.0

YU- 
9215

pal- 
11979

cal BC 3030 - cal BC 3008 4979 - 4957 calBP 16.0
cal BC 2986 - cal BC 2934 4935 - 4883 calBP 31.2

2 σ cal BC 3092 - cal BC 2927 5041 - 4876 calBP 95.4

2
土器付着 
炭化物

3-17-32
AaA 

(0.1M)
4700 ± 25 

(4700 ± 24)
-26.02 
± 0.41

σ
cal BC 3619 - cal BC 3611 5568 - 5560 calBP 4.2

YU- 
9216

pal- 
11980

cal BC 3521 - cal BC 3498 5470 - 5447 calBP 17.7
cal BC 3436 - cal BC 3378 5385 - 5327 calBP 46.3

2 σ
cal BC 3627 - cal BC 3596 5576 - 5545 calBP 12.5
cal BC 3527 - cal BC 3493 5476 - 5442 calBP 21.6
cal BC 3468 - cal BC 3374 5417 - 5323 calBP 61.3

3
土器付着 
炭化物

3-91-108
AaA 

(0.1M)
6505 ± 25 

(6506 ± 26)
-26.41 
± 0.42

σ cal BC 5510 - cal BC 5468 7459 - 7417 calBP 68.2
YU- 

9217
pal- 

119812 σ
cal BC 5528 - cal BC 5463 7477 - 7412 calBP 77.4
cal BC 5446 - cal BC 5418 7395 - 7367 calBP 6.8
cal BC 5410 - cal BC 5381 7359 - 7330 calBP 11.2

4
土器付着 
炭化物

3-39-93
AaA 

(0.1M)
4515 ± 25 

(4515 ± 23)
-26.11 
± 0.41

σ
cal BC 3346 - cal BC 3322 5295 - 5271 calBP 11.9

YU- 
9218

pal- 
11982

cal BC 3235 - cal BC 3171 5184 - 5120 calBP 31.9
cal BC 3163 - cal BC 3116 5112 - 5065 calBP 24.4

2 σ cal BC 3350 - cal BC 3264 5299 - 5213 calBP 30.1
cal BC 3241 - cal BC 3103 5190 - 5052 calBP 65.3

5
土器付着 
炭化物

3-274-585
AaA 

(0.1M)
4655 ± 25 

(4654 ± 23)
-22.07 
± 0.41

σ
cal BC 3499 - cal BC 3483 5448 - 5432 calBP 15.9

YU- 
9219

pal- 
11983

cal BC 3476 - cal BC 3433 5425 - 5382 calBP 44.2
cal BC 3379 - cal BC 3371 5328 - 5320 calBP 8.1

2 σ cal BC 3516 - cal BC 3397 5465 - 5346 calBP 82.3
cal BC 3386 - cal BC 3365 5335 - 5314 calBP 13.1

11
土器付着 
炭化物
2-1-7

AaA 
(0.001M)

5435 ± 25 
(5437 ± 25)

-21.94 
± 0.51

σ cal BC 4336 - cal BC 4319 6285 - 6268 calBP 23.4
YU- 

9220
pal- 

11984cal BC 4295 - cal BC 4264 6244 - 6213 calBP 44.8
2 σ cal BC 4343 - cal BC 4254 6292 - 6203 calBP 95.4

19 炭化種実 AAA 
(1M)

4580 ± 25 
(4580 ± 24)

-23.30 
± 0.63

σ cal BC 3483 - cal BC 3476 5432 - 5425 calBP 5.4

YU- 
9221

pal- 
11985

cal BC 3371 - cal BC 3341 5320 - 5290 calBP 62.8

2 σ

cal BC 3494 - cal BC 3467 5443 - 5416 calBP 11.6
cal BC 3376 - cal BC 3332 5325 - 5281 calBP 65.9
cal BC 3215 - cal BC 3186 5164 - 5135 calBP 9.9
cal BC 3157 - cal BC 3126 5106 - 5075 calBP 8.0

20 炭化種実 AAA 
(1M)

4405 ± 25 
(4405 ± 23)

-27.32 
± 0.45

σ
cal BC 3089 - cal BC 3054 5038 - 5003 calBP 26.4

YU- 
9222

pal- 
11986

cal BC 3032 - cal BC 3009 4981 - 4958 calBP 16.7
cal BC 2982 - cal BC 2938 4931 - 4887 calBP 25.2

2 σ cal BC 3094 - cal BC 2926 5043 - 4875 calBP 95.4

21 炭化種実 AAA 
(1M)

4315 ± 25 
(4316 ± 24)

-25.83 
± 0.52

σ cal BC 2926 - cal BC 2894 4875 - 4843 calBP 68.2
YU- 

9223
pal- 

119872 σ cal BC 3011 - cal BC 2950 4960 - 4899 calBP 18.6
cal BC 2944 - cal BC 2889 4893 - 4838 calBP 76.8

22 炭化種実 AAA 
(1M)

4330 ± 25 
(4331 ± 24)

-25.03 
± 0.58

σ cal BC 3009 - cal BC 2985 4958 - 4934 calBP 18.4
YU- 

9224
pal- 

11988cal BC 2935 - cal BC 2900 4884 - 4849 calBP 49.8
2 σ cal BC 3015 - cal BC 2897 4964 - 4846 calBP 95.4

1) 年代値の算出には、Libby の半減期 5568 年を使用。
2)BP 年代値は、1950 年を基点として何年前であるかを示す。
3) 付記した誤差は、測定誤差σ（測定値の 68.2% が入る範囲）を年代値に換算した値。
4)AAA は、酸・アルカリ・酸処理を示す。AaA は試料が脆弱なため、アルカリの濃度を薄くして処理したことを示す。
5) 暦年の計算には、Oxcal v4.3.2 を使用
6) 暦年の計算には 1 桁目まで示した年代値を使用。
7) 較正データーセットは、Intcal13 を使用。
8) 較正曲線や較正プログラムが改正された場合の再計算や比較が行いやすいように、1 桁目を丸めていない。
9) 統計的に真の値が入る確率は、σが 68.2%、2 σが 95.4% である

表Ⅳ -15-3　放射性炭素年代測定結果
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25BP である。

暦年較正は、大気中の 14C 濃度が一定で半減期が 5,568

年として算出された年代値に対し、過去の宇宙線強度や

地球磁場の変動による大気中の 14C 濃度の変動、その後

訂正された半減期（14C の半減期 5,730 ± 40 年）を較

正することによって、暦年代に近づける手法である。較

正用データーセットは、Intcal13 （Reimer et al.,2013）

を用いる。2 σの値は、No.1 が 5,041 ～ 4,876cal BP、

No.2 が 5,576 ～ 5,323cal BP、No.3 が 7,477 ～ 7,330cal 

BP、No.4 が 5,299 ～ 5,052calB P、No.5 が 5,465 ～

5,314cal BP、No.11 が 6,292 ～ 6,203cal BP、No.19

が 5,443 ～ 5,075cal BP、No.20 が 5,043 ～ 4,875cal 

BP、No.21 が 4,960 ～ 4,838cal BP、No.22 が 4,964

～ 4,846cal BP である。

3-4. 安定同位体測定

結果を表Ⅳ -15-4、第Ⅳ -15-2 図に示す。No.3 は不純

物が多く、処理を施してその除去を図った。しかし、炭

素含有率は 26.4％と、他の 10 点が概ね 40％を上回る

のに比べて低い。このため、不純物が混じっている可能

性がある。No.3 除いた 10 点は値が類似する。これら

10 点の測定試料の統計値は、δ 13C は平均値 -25.0‰、

中央値 -25.0‰、標準偏差 1.2 である。δ 15N は、平均

値 5.7‰、中央値 6.1‰、標準偏差 2.4 である。C/N 比 (mol)

は平均値 12.6、中央値 12.1、標準偏差 5.7 である。

4. 考察

4-1. 植物利用

炭化材同定の結果では、7 試料ともにクリが最も多く、

No.15 のように全てがクリの試料もある。クリは水湿に

耐え、耐朽性が高いこと、縦方向に割れやすく容易に加

工できることから、古くから建築材などとして用いられ

てきた。伊東・山田編（2012）の木材データーベース

をみると、加工の容易さから、道具が貧弱であった縄文

時代には特に多用されていることがわかる。山形県内の

結果のみで検索しても、縄文時代の炭化材、生材ともに

クリが多用されている。クリは、人里近くの里山林や林

縁に普通にみられる種類であり、周辺で得やすいという

こともある。さらに、縄文時代には人里近くでクリ林の

栽培・管理がなされていたという報告もある（吉川ほか

2006）。しかし、クリ材は重硬で、炭化しても残りやす

い性質があるため、風化・分解に強い。このため、今回

のクリの割合は、当時実際使われていた木材の比率より

図1.　暦年較正結果
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OxCal v4.3.2 Bronk Ramsey (2017); r:5 IntCal13 atmospheric curve (Reimer et al 2013)

第Ⅳ -15-1 図　暦年較正結果
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も幾分高くなっていると思われる。

他の種類をみると、クマシデ属、

コナラ亜属コナラ節、クワ属、サク

ラ属、ニシキギ属、トネリコ属であ

る。いずれも林縁や人里近くに生育

する種類であり、周辺で得やすい樹

種を燃料材等の用材として利用した

と考えられる。

遺構毎にみると SK393（No.15）

の よ う に 全 て が ク リ の 遺 構 と、

SK012（No.12）や、SK226（No.14）のように種類数

が多い遺構がある。その理由は不明だが、年代測定の結

果では SK393（No.15）は他の 2 つの遺構より古い結

果が得られており、形成年代が関係している可能性もあ

る。なお、これらの遺構からいずれもオニグルミの核が

出土しており、当時食用として利用された残渣が炭化し

たと思われる。クリのみ検出された SK393 からもオニ

グルミの核が SK012（No.12）や SK226（No.14）と同

様に検出されることから、SK393 においても、樹種同定

の点数を増やせば、低率ではあるが同様な樹種が得られ

る可能性もある。

4-2. 年代観

年代測定の結果、縄文時代中期とされる土器 5 点は、

No.3 を除くと暦年代で 5,000 ～ 5,500 年の範疇にあり、

想定される年代の範囲内にある。No.3 は、暦年代で約

7,400 年前と古い。土器の外側を分析していることから、

当時燃焼時に付着した古い時代の炭素等の影響を受けて

いる可能性がある。縄文時代前期とされる土器付着炭化

物は、約 6,300 年前を示し、想定される年代と調和的

である。土坑内から出土したオニグルミの核は、SK012

試料 δ 13C
(‰ )

δ 15N
(‰ ) C(%) N(%) C/N

(mol)
1 3-43-96 -24.6 4.3 51.4 4.7 12.9
2 3-17-32 -25.7 4.9 47.2 5.3 10.3
3 3-91-198 -27.7 - 26.4 0.4 78.8
4 3-39-93 -26.1 5.7 43.4 3.6 14.1
5 3-274-585 -22.2 8.0 43.2 5.3 9.5
6 3-261-546 -25.3 7.2 49.7 4.7 12.3
7 3-274-586 -24.9 6.9 40.0 4.5 10.4
8 3-274-587 -25.2 9.4 44.1 4.8 10.7
9 3-275-588 -26.3 1.1 47.2 1.9 28.9

10 3-275-589 -25.4 3.3 37.7 3.7 11.9
11 2-1-7 -23.8 6.5 40.0 2.8 16.9
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図2.　測定結果と食材の比較

表Ⅳ -15-4　安定同位体分析結果

第Ⅳ -15-2 図　測定結果と食材の比較
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（No.12）がやや古く 5,300 年前、それ以外の 3 点が 4,900

年前であるが、土器と同様縄文時代中期の範疇に入る。

4-3. 安定同位体からみた食性

分析の結果を表Ⅳ -15-4、第Ⅳ -15-2 図に示す。炭素

の安定同位体比を示すδ 13C は、食物連鎖の各系列にお

いて、最下位の植物から高位の動物まで大きな変化がな

いのが特徴である。産業革命前の陸上の植物は、δ 13C

が -28 ～ -24‰程度の C3 植物と、-11 ～ -9‰程度の C4

植物に大きく分けられる。大部分の植物質食料は C3 植

物で、日本列島の C4 植物は、ヒエ ･ アワ ･ キビなど雑

穀類が主なメンバーになる。栄養源として C3 植物を摂

取した動物のδ 13C は、C3 植物とほぼ同程度の値とな

る。他方、C3 植物と C4 植物の双方を摂取した動物は、

その摂取割合に応じて、δ 13C が C3 植物寄りか C4 植

物寄りになる。このように、試料のδ 13C と、食物連鎖

系一次生産者のδ 13C を比較することで、試料の由来物

がどの食物連鎖の系列に属するものであるのか、また試

料の由来物の栄養源がどこにあったのかを推定できる。

産業革命以後、δ 13C が小さい化石燃料の大量消費に

より現代の大気中の二酸化炭素のδ 13C は低下し続けて

いる（C13-Suess 効果）。現代の大気中の二酸化炭素の

δ 13C は -8.0‰程度であるが、産業革命以前は、-6.4‰

程度と見積もられている（Friedli et al.,1986）。この差

の分だけ、産業革命以前の陸上動植物のδ 13C は、現代

に比べると大きくなる。

海水中の食物連鎖系一次生産者である、海産植物プラ

ンクトンや底生珪藻類の、産業革命以前のδ 13C は不明

である。現代の温帯海域では -20‰程度で、C3 植物と

C4 植物の中間的な値となっている。日本近海を含む北

太平洋では、現代の表層海洋のδ 13C は、産業革命以前

に比べて 0.8 ～ 1.0‰程度小さくなっていると推算され

ている（Eide et al.,2017）。海洋における C13-Suess 効

果は、陸上に比べるといくぶんか小さいようである。

第Ⅳ -15-2 図は、遺跡出土の動植物遺物と現生の食材

を用いて作成した日本列島における食料資源の炭素窒素

同位体比である。現生食材のδ 13C は、C13-Suess 効果

を踏まえた補正を行なっている。窒素の安定同位体比を

示すδ 15N は、食物連鎖の系列において、高位になるほ

ど大きくなっていくのが特徴である。よって、δ 15N か

らは、試料の由来物の食物連鎖の栄養段階が推定できる。

また、海洋中は陸上よりも食物連鎖の段階数が多いので、

海洋生物の食物連鎖上位者は陸上の食物連鎖上位者よ

りもδ 15N が大きいという特徴もある。窒素はタンパク

質に由来するので、総炭素原子数 / 総窒素原子数（C/N

比）も、試料の由来を推定する尺度となる。つまり、タ

ンパク質を豊富に含んだ肉・魚類は窒素を多く含むので、

C/N 比が比較的小さく、タンパク質が少ない堅果類や果

実、海藻類などは、C/N 比が大きくなる。C3 植物と C3

植物を摂取した草食動物は、δ 13C とδ 15N では区別で

きないところがあるが、C/N 比によって堅果類などを分

離することができる。これらδ 13C、δ 15N、C/N 比の

３つの指標について、試料と C3 植物、C3 植物を摂取

した草食動物、C4 植物、海産小型魚、海産大型魚、海

棲哺乳類などのグループが持つ範囲を比較することで、

炭化物試料の由来について推定することができる。

同位体を細かくみると、いくつかに分類される。

No.1、No.2、No.4、No.6、No.7、No.10、No.11 の 7 点は、

δ 13C が -24‰〜 -26‰、δ 15N が 3‰〜 7‰程度、C/N 

は 10 〜 17 程度である。これらの炭化物の由来は、C3

植物と C3 植物を摂取した草食動物を中心としたものと

推定される。

No.5 と No.8 はδ 15N が８‰を超える点が、上記の試

料と異なる。これらは、海産物の影響を受けている可能

性があり（吉田・西田 2009）、C3 植物と C3 植物を摂

取した草食動物に加え、海産物が含まれているものと推

定される。特に No.5 号は、δ 13C が -22.2‰と⼤きく、

No.8 に比べてと海産物の寄与率が高い可能性がある。

No.9 は、C/N が 28.9 で、全試料中最も高い。δ 13C 

は -26.3‰と⼩さめで、δ 15N は全試料中最も小さい

1.1‰であった。これらを考え合わせると、炭化物の由

来は、堅果類のようなタンパク質がわずかな C ３植物

を主体としたものと推定される。

No.3 は窒素含有率がきわめてわずかで、δ 15N が測

定不能であった。δ 13C は -27.7‰と全資料中最も⼩さ

く、C/N は 78.8 と最も大きい。タンパク質がわずかな

C3 植物の特徴と一致し、No.9 と同様 C3 植物を主体と

したものと推定される。なお、このような値だと、アス

ファルトの可能性も考慮されるため、クロロホルムに溶

解するかどうか確かめたが、溶けなかったので、アスファ

ルトでの可能性は低い。
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16　羽黒神社西遺跡出土の　　　
　　 ヘラ形石器の使用痕

鹿又喜隆（東北大学）

１. はじめに

山形県羽黒神社西遺跡から出土したヘラ形石器 20 点

を対象に使用痕分析を実施した。分析では、落射照明

付き金属顕微鏡（オリンパス BX51M）とデジタル顕微

鏡（キーエンス VHX-1000）を使用した。顕微鏡の倍

率は、金属顕微鏡が 100 ～ 500 倍、デジタル顕微鏡

が 100 ～ 1000 倍である。使用痕光沢面（ポリッシュ : 

polish）のタイプ分類は、東北大学使用痕研究チームに

よる実験研究（阿子島 1981、梶原・阿子島 1981）や

筆者自身の実験研究（鹿又 2012）に基づいている。な

お、図中では写真の撮影位置を示すために、箱入りの

番号を使っているが、□の上の△の向きは、その指す

方向が写真の上を示している。また、今回の分析対象

であるヘラ形石器の刃部には入念な二次加工が施され

ている。そのため、厳密な微小剥離痕の抽出が困難で

あるため、微小剥離痕の分析は限定的に実施した。

２. 分析の視点

ヘラ形石器の機能については、既に様々な研究が蓄

積されている。本論と同様な高倍率法による石器の機

能研究を通しても、ヘラ形石器（箆状石器、石箆）と

皮革加工の関連の高さが指摘されている。総合的な論

考では、高橋哲（2007）が東北地方から北陸地方にか

けての縄文時代 9 遺跡の分析結果から考察している。

共通して言えることは、ヘラ形石器には主に E タイプ

のポリッシュがあり、皮を対象とするホイットリング

（鉋で削る動き）の作業が推定できることである。一部

には B タイプのポリッシュがみられ、木の加工に用い

られた可能性がある。筆者の分析でも皮加工を主とし

た機能をもっていたことを確認している（鹿又・村田・

傳田 2010；鹿又 2014；鹿又・木暮 2018）。加えて、

刃部以上に体部や基部に広く摩滅や輝斑が発達する点

が共通する。一方、ヘラ形石器の形態を詳細に分析す

ると、平刃や円刃、片刃・両刃などの刃部形態や、細身・

幅広といった体部形態の相違が見受けられる。羽黒神

社西遺跡のヘラ形石器は、細身・片刃・円刃という形

態属性によって特徴付けられる。こうした形態的特徴

の斉一性と機能の関係を、本遺跡出土石器の機能研究
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を通じて検討したい。

３. 観察結果

【5-6-40】

40 は、両側縁が平行し、両面が丁寧に加工されたヘ

ラ形石器であるが、分析資料の中では大型品に属する。

刃部は片刃になっており、表面（左面）に細長い連続

剥離による入念な整形が見られ、しのぎ面（切刃）を

形成している。その裏面が平坦になり、使用痕はこの

刃先の裏面側に確認される。ポリッシュは刃縁や剥離

面の稜に限定して分布しており、発達していない。光

沢は明るく、パッチ状（第Ⅳ -16-1-4 図）または網目状（第

Ⅳ -16-1-5 図）になる部分もある。前者は、摩滅は伴わず、

直交の線状痕を伴う。典型的でないが、ポリッシュタ

イプは B または D1 タイプと推定される。後者の特徴は、

E2 タイプに近い。また、基部側には中間部の中央の稜

や側縁を中心に摩滅と部分的な輝斑が認められる（第

Ⅳ -16-1-1, 2, 3 図）。こうした基部側の摩滅は着柄また

は保持によって生じた痕跡と判断される。

【5-11-81】

81 は、両側縁が平行し、両面が丁寧に加工されたヘ

ラ形石器であるが、刃部は片刃になっている。表面（左

面）に細長い連続剥離による入念な整形が見られ、し

のぎ面（切刃）を形成する。裏面は平らであり、使用

痕はこの刃先の裏面側に確認される。ポリッシュは刃

縁や剥離面の稜に限定して分布しており（第Ⅳ -16-2-3, 

5 図）、あまり発達していない。光沢は明るく、パッチ

状の部分（第Ⅳ -16-2-4 図）と、網目状（第Ⅳ -16-2-6 図）

になる部分がある。前者のポリッシュタイプは B タイ

プ、後者は E2 タイプと推定される。いずれも、直交の

線状痕を伴う。また、基部側には摩滅や輝斑が認めら

れない。

【5-6-39】

39 は、両側縁が僅かに湾曲し、両面が丁寧に加工さ

れたヘラ形石器である。刃部は両刃になっており、右

面の方が縁辺加工の剥離が新しいため、ここでは表面

と表現したい。こちらの面を、しのぎ面（切刃）と考

えると、使用痕はこの裏面（右面）の刃先に確認される。

ポリッシュは刃縁や剥離面の稜を中心に広く分布して

いる。光沢はやや明るく、多くのピットがあり粗い（第

Ⅳ-16-3-3, 5図）。ポリッシュタイプはE2タイプである。

しのぎ面側にはポリッシュは広がらない（第Ⅳ -16-3-6

図）。基部や中間部の中央稜や側縁には摩滅や輝斑が発

達する（第Ⅳ -16-3-1, 2, 4 図）。標準的な輝斑に比べて

丸みがある。こうした基部側の摩滅は着柄または保持

によって生じた可能性がある。

【5-11-84】

84 は、両側縁がほぼ平行し、両面が丁寧に加工され

たヘラ形石器である。刃部は両刃であるが、5195 と同

様に、左面よりも右面の方が縁辺加工の剥離が新しく、

平行剥離が連続するため、ここでは右面を表面と判断

した。こちらの面を、しのぎ面（切刃）と考えると、

使用痕はこの刃先の裏面側に確認される。ポリッシュ

は刃縁や剥離面の稜に限定して分布する。光沢はやや

明るく、ピットを伴い、粗い（第Ⅳ -16-4-3, 5 図）。摩

滅は軽度で、直交の線状痕を伴う。ポリッシュタイプ

は E2 タイプである。基部や中間部の中央稜や側縁を中

心に摩滅（第Ⅳ -16-4-4, 6 図）と輝斑（第Ⅳ -16-4-1, 2

図）が認められる。

【5-11-83】

83 は、大型のヘラ形石器である。両側縁が僅かに湾

曲し、両面が丁寧に加工されたである。刃部は片刃に

なっており、右面がしのぎ面（切刃）と考えられる。

使用痕はこの裏面（左面）の刃先に確認される。ポリッ

シュは刃縁や剥離面の稜を中心に広く分布している。

光沢は鈍く、多くのピットがあり粗い（第Ⅳ -16-5-5, 6

図）。ポリッシュタイプは E2 タイプである。しのぎ面

側にはポリッシュは広がらない。基部や中間部の中央

稜や側縁には摩滅や輝斑が発達し、特にしのぎ面側の

基部中軸に目立つ（第Ⅳ -16-5-1, 3 図）。側縁には肉眼

でも確認できるレベルの摩滅がみられるが、顕微鏡下

では光沢面を形成されてないことが分かる（第Ⅳ -16-

5-2, 4 図）。

【5-11-79】

79 は、細身のヘラ形石器の基部である。両面の中軸

線上に摩滅（第Ⅳ -16-6-3 図）や輝斑（第Ⅳ -16-6-1, 2

図）がみとめられる。刃部は無く、使用の有無を判断

できないが、基部にあるこれらの痕跡が着柄痕ならば、

実際に使用されて破損した石器と考えられる。

【5-11-82】
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82 は、細身のヘラ形石器の基部である。その断面形

状から、しのぎ面（切刃）が凸面となる左面であり、

平坦な右面が裏面と考えられる。基部の両面中軸線上

に摩滅（第Ⅳ -16-6-6 図）や輝斑（第Ⅳ -16-6-4, 5 図）

がみとめられる。5193 同様に、刃部は無いため使用の

有無を判断できないが、基部にあるこれらの痕跡が着

柄痕ならば、実際に使用されて破損した石器と考えら

れる。裏面には折れ面から生じた剥離痕が確認される。

【5-30-251】

251 は、両側縁がほぼ平行する、大きめのヘラ形石

器である。両面加工であり、片刃となる。左面がしの

ぎ面（切刃）であり、こちらの剥離面は裏面よりも新

しく、角度も急傾斜となっている。使用痕はこの裏面（右

面）の刃先に確認されるが、剥離面の稜が中心であり、

縁辺には発達しない。これらの特徴は、刃部再生の可

能性を示している。使用痕光沢は鈍く、多くのピット

があり粗い（第Ⅳ -16-7-5, 6 図）。ポリッシュタイプは

E2E1 タイプである。基部や中間部の中軸稜線や側縁に

摩滅（第Ⅳ -16-7-1, 2, 3 図）や輝斑（第Ⅳ -16-7-4 図）

が発達する。

【5-30-250】

250 は、両側縁がほぼ平行し、両面が丁寧に加工さ

れた細身のヘラ形石器である。刃部は片刃であり、左

面（正面、しのぎ面）に細長い平行剥離が連続する。

使用痕はこの裏面側に確認される。ポリッシュは刃縁

や剥離面の稜に分布する。光沢は基本的に明るく、ピッ

トを伴い、粗い（第Ⅳ -16-8-4, 5, 6 図）。摩滅は明瞭で、

直交の線状痕を伴うため、ポリッシュタイプは E2 タイ

プと判断される。基部の中軸付近を中心に摩滅（第Ⅳ

-16-8-1, 2 図）が認められる。稜線に限定した摩滅であ

る。

【5-30-249】

249 は基部を欠くが、両側縁が平行し、両面が丁寧

に加工されたヘラ形石器である。刃部は両刃であり、

表面・裏面の判断は難しい。使用痕は刃先の両面に分

布し、刃縁や剥離面の稜に分布する。光沢は基本的に

鈍く、粗い表面となり、多くのピットを伴う（第Ⅳ

-16-9-3, 4, 5, 6 図）。摩滅は明瞭で、直交の線状痕を伴

い、ポリッシュタイプは E2 タイプと判断される。基

部の中軸付近を中心に摩滅と輝斑が認められる（第Ⅳ

-16-9-1, 2 図）。

【5-17-140】

140 は、両側縁が平行し、両面が丁寧に加工された

ヘラ形石器である。基部は欠損している。刃部は片刃

であり、右面がしのぎ面（切刃）である。この面には

細長の平行剥離が連続する。その裏面（右面）刃先の

刃縁や剥離面の稜には、使用痕が分布する。光沢は明

るく、部分的にピットがみられるが、光沢部は丸みを

帯びる（第Ⅳ -16-10-3, 4 図）。摩滅は明瞭であるが刃

縁に限定される。ポリッシュタイプは E2 タイプと B タ

イプの両者の特徴があり、使用痕が重複している可能

性がある。裏面の光沢は微弱であり、ポリッシュタイ

プの判定は困難である（第Ⅳ -16-10-1, 2 図）。裏面の

基部の中軸付近に部分的な摩滅が認められる。

【5-30-253】

253 は、両側縁が平行し基部が窄まった、両面加工

のヘラ形石器である。刃縁は両刃に見えるが、右面に

深いインバースリタッチがみられるため、片刃と見る

ことができる。その場合、右面がしのぎ面（切刃）と

なる。その裏面（左面）刃先の縁辺や剥離面の稜に限

定して、使用痕光沢が分布する。光沢は明るく、峰状

の線状痕が明瞭で、部分的にパッチ状になり丸みを帯

びる（第Ⅳ -16-10-5, 6 図）。したがって、ポリッシュ

タイプは D1 タイプと判断される。裏面の光沢や摩滅は

微弱であり、裏面の基部の中軸付近にも部分的な摩滅

が認められる。

【5-31-259】

259 は、両側縁が平行する細身のヘラ形石器である。

中央で折損しており、基部か刃部か判断が難しい資料

である。残存部位を刃部とするならば、刃縁は両刃に

見える。この端部に光沢面が分布する。光沢は明るく

網目状を呈するが、発達した部分はパッチ状となり丸

みを帯びる（第Ⅳ -16-11-1, 2 図）。ポリッシュタイプ

は B タイプであり、摩滅と直交の線状痕を伴う。この

裏面では光沢は微弱である。この部位を基部側ならば、

これらの光沢は着柄痕となる可能性があるが、線状痕

が明瞭なので、ここでは使用痕と判断した。

【5-30-252】

252 は、両側縁が平行するヘラ形石器である。他に比
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べて加工が少なく、素材面を大きく残している。刃部

と基部の区別も難しく、両端共に平刃になっている。

使用痕は左面の下端に認められ、微弱な光沢であり、

原面の変形が少なく、F1 タイプの可能性がある（第Ⅳ

-16-11-5, 6 図）。 この縁辺を刃部とすれば、片刃であり、

右面がしのぎ面（切刃）である。使用痕がしのぎ面の

裏面刃先に見られる点は、他の石器と同様である。基

部側の剥離面の稜線にも摩滅が見られるが（第Ⅳ -16-

11-3, 4 図）、発達度は低い。このヘラ形石器は加工の

状況から未成品と判断される可能性があるが、使用痕

と着柄痕の可能性のある痕跡がみられるため、完成品

と判断される。

【5-30-254】

254 は両側縁が平行し、両面が入念に加工されたヘ

ラ形石器である。基部側が欠損するが、折れ面からの

剥離（加工）がみられるため、この状態で完形と言える。

刃部はおよそ両刃であり、両面・裏面の判断は難しい。

使用痕は刃先の左面にのみ分布する。光沢は鈍く、ピッ

トが多く、粗い表面となる（第Ⅳ -16-12-3 図）。軽度

の摩滅と、直交の線状痕を伴い、ポリッシュタイプは

E2 タイプと判断される。基部の中軸上に摩滅と輝斑が

認められる（第Ⅳ -16-12-1, 2 図）。これらは着柄痕の

可能性がある。

【5-50-457】

457 は両側縁が平行する、両面加工のヘラ形石器で

ある。中間部で欠損し、基部か刃部かの区別が難しい

資料である。端部に連続的な平行剥離がみられないた

め、基部と判断した。この末端部に、明るく丸みを帯

びた光沢面が確認される（第Ⅳ -16-12-4, 5 図）。直交

の線状痕を伴う。端縁を中心に剥離面の稜線上に分布

する。ポリッシュタイプは B タイプである。基部の中

軸上に摩滅が認められる（第Ⅳ -16-12-6 図）。

【5-50-455】

455 は、両側縁がほぼ平行する、両面加工で細身の

ヘラ形石器である。刃部は両刃であり、両面に細長い

平行剥離が連続する。使用痕はこの両面の刃先に確認

される。ポリッシュは鈍い光沢であり、ピットが多く、

粗い（第Ⅳ -16-13-3, 5, 6 図）。摩滅は明瞭で、直交の

線状痕を伴うため、ポリッシュタイプは E2 タイプと

判断される。基部の中軸付近を中心に摩滅（第Ⅳ -16-

13-4 図）があり、端部に輝斑認められる（第Ⅳ -16-

13-1, 2 図）。

４. ヘラ形石器の形態と機能の関係

本遺跡のヘラ形石器には、B タイプと E2 タイプのポ

リッシュが認められた。前者が主に木、後者が皮の使

用によって生じる。操作法はいずれもホイットリング

と推定された。木（あるいは骨）を加工したのが 2 点

（253,259）であり、皮を加工したのが 8 点（39, 83, 

84, 249, 250, 251, 254, 455）、両者が混在するものが

3 点（40, 81, 140）であった。この 2 つの機能と形態（刃

部形状、基部形状、サイズなど）に一定の関係性は見受

けられない。つまり、ヘラ形石器は、主に皮や木を対象

にホイットリングを行う道具と考えられる。また、多く

に基部の端部や稜線上の摩滅や光沢が確認され、着柄と

推定される。着柄痕は、木（または骨）を対象にホイッ

トリングした場合の方が、皮加工の場合よりも検出され

る割合が少ない。しかし、いずれの使用に際しても着柄

痕がみられ、使用度に比例して着柄痕が発達すると予想

されるため、皮加工の際には使用時間が長かったことを

反映しているものと推測される。こうしたヘラ形石器の

形態と機能の関係は、実験考古学の実践によってより明

確に把握できるものと考えられ、今後実験研究をおこな

い、本論での推察を検討したい。

本研究は、科研費（16K03149：研究代表者　鹿又

喜隆）の成果の一部である。
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No. 部位 片刃 /
両刃

使用刃
部

ポリッ
シュ 線状痕 微小剥

離痕
両側縁の

潰れ 摩滅 輝斑 二次的破損 備考

40 完形 片 先端・
片面

D1/B, 
E2 直交 - 1 中間部・側縁・稜 0 0

79 基部 - - 0 0 0 0 基部 ･ 稜 基部 ･ 稜 0

81 基部欠 片 先端・
片面 B, E2 直交 - 1 0 0 折面からの

剥離痕

39 完形 両 先端・
片面 E2 直交 - 0 中間部・側縁・稜 中間部・側

縁・稜 0

84 完形 両 先端・
片面 E2? 直交 - 0 中間部・稜 中間部・稜 0

85 完形 片 0 0 0 0 0 0 0 折面からの
微小剥離痕

83 基部 片 先端・
片面 E2 直交 - 1 基部・側縁・稜 基部・側縁・

稜
折面からの
微小剥離痕

82 基部 - - 0 0 0 0 基部 ･ 稜 基部 ･ 稜 折面からの
剥離痕

251 完形 片 先端・
片面 E2E1 直交 - 0 中間部・稜 0 0 刃部再生

250 完形 片 先端・
片面 E2 直交 - 0 基部・稜 0 0

249 先端部 両 先端・
両面 E2 直交 - 0 中間部・稜 中間部・稜 折面からの

微小剥離痕 刃部再生

140 先端部 片 先端・
片面 E2/B 直交 - 0 0 0 折面からの

微小剥離痕
141 基部 - - 0 0 0 1 基部 ･ 稜 0 0

253 完形 両 先端・
片面 D1 直交 - 0 0 0 0

258 基部 - - 0 0 0 0 0 0 0

259 基部 両 先端・
片面 B 直交 - 0 - - 折面からの

微小剥離痕

252 完形 両 先端・
片面 F2? 直交 - 0 中間・基部・稜 0 0

254 基部欠 両 先端・
片面 E2 直交 - 0 中間部・稜 中間部・稜 折面からの

微小剥離痕
457 基部 - - 0 0 0 0 基部・端・B 0 0

455 完形 両 先端 ･
両面 E2 直交 - 0 基部・端・BS 基部・端 0

表Ⅳ -16-1　羽黒神社西遺跡出土の石器の使用痕
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図 1　羽黒神社西遺跡出土石器の使用痕
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100μm
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100μm
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No.5-6-40 (S=50%)

使用痕光沢・摩滅
輝斑

第Ⅳ -16-1 図　羽黒神社西遺跡出土石器の使用痕 (1)
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図 2　羽黒神社西遺跡出土石器の使用痕
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第Ⅳ -16-2 図　羽黒神社西遺跡出土石器の使用痕 (2)
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図 4　羽黒神社西遺跡出土石器の使用痕
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第Ⅳ -16-3 図　羽黒神社西遺跡出土石器の使用痕 (3)
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図 4　羽黒神社西遺跡出土石器の使用痕
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第Ⅳ -16-4 図　羽黒神社西遺跡出土石器の使用痕 (4)
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図 5　羽黒神社西遺跡出土石器の使用痕

5-11-83 (S=75%)
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第Ⅳ -16-5 図　羽黒神社西遺跡出土石器の使用痕 (5)
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図 6　羽黒神社西遺跡出土石器の使用痕

5-11-82 (S=75%)
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第Ⅳ -16-6 図　羽黒神社西遺跡出土石器の使用痕 (6)
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図 7　羽黒神社西遺跡出土石器の使用痕

5-30-251 (S=75%)
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第Ⅳ -16-7 図　羽黒神社西遺跡出土石器の使用痕 (7)
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図 8　羽黒神社西遺跡出土石器の使用痕

5-30-250 (S=75%)
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第Ⅳ -16-8 図　羽黒神社西遺跡出土石器の使用痕 (8)
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図 9　羽黒神社西遺跡出土石器の使用痕

5-30-249 (S=75%)
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第Ⅳ -16-9 図　羽黒神社西遺跡出土石器の使用痕 (9)
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図 10　羽黒神社西遺跡出土石器の使用痕

5-17-140 (S=75%)

使用痕光沢・摩滅 輝斑
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100μm

40μm

100μm

5-30-253 (S=75%)
200μm

第Ⅳ -16-10 図　羽黒神社西遺跡出土石器の使用痕 (10)
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図 11　羽黒神社西遺跡出土石器の使用痕

5-31-259 (S=75%)
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第Ⅳ -16-11 図　羽黒神社西遺跡出土石器の使用痕 (11)
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図 12　羽黒神社西遺跡出土石器の使用痕
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第Ⅳ -16-12 図　羽黒神社西遺跡出土石器の使用痕 (12)
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図 13　羽黒神社西遺跡出土石器の使用痕
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第Ⅳ -16-13 図　羽黒神社西遺跡出土石器の使用痕 (13)
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17　羽黒神社西遺跡出土土器の　
　　 塗膜分析

本多貴之・増田隆之介・阿部芳郎（明治大学）

1. はじめに

羽黒神社西遺跡からは縄文時代中期後葉の土器が多

量に出土しており、その中には土器の表面に赤彩された

ものが確認されている。本遺跡の位置する村山地方は大

木式土器分布圏に相当し、赤彩の施された土器は大木

8b 式である。関東地方ではこの時期に浅鉢や深鉢の一

部に赤彩が施されたものが存在し、埼玉県北本市デーノ

タメ遺跡では、漆が塗布されていたことが理化学的な分

析によって確認できた（原 2019）。東北地方では、赤

彩の技術自体の分析例が少なく、本資料は大木式土器分

布圏内における漆利用の実態を解明するために意義があ

ると思われる。

今回の分析では、3 点の土器に付着した塗膜の分析を

行うことで、同遺跡における土器への漆塗布方法の科学

的な解明を目的とした分析を行った。分析した土器片の

外観を第Ⅳ -17-1 図に、サンプリング箇所を赤の矢印に

て示した。

2. 分析手法について

2.1. 漆薄片作成観察

試料薄片の作成は試料をプラスチックサンプルク

リップ (Buehler) で挟んで垂直に立て、透明な 53 型埋

込用エポキシ樹脂 (Pelnox) で包埋した。次に 27 × 46 

mm スライドガラス ( 松浪工業株式会社 ) に接着し、粒

度の異なる耐水性サンドペーパー (Buehler, #400, 600, 

800) とアルミナパウダー MasterPrep Polishing Suspen-

sion 0.05 μm (Buehler) を用いて自動研磨機 AutoMet 

250 (Buehler) で層構造が観察できるまで研磨した。

透過光、反射光、偏光下での断面の光学像を得るため

に偏光顕微鏡 Eclipse LV 100 POL (Nikon) に接続され

たデジタルカメラ ILCE-7M2 (SONY) を用いた。倍率は

50 － 500 倍まで適宜変更し，透過光および透過もしく

は反射のクロスニコル条件下での撮影を行った。

2.2. 蛍光Ｘ線分析（XRF）

試料に用いられている無機材料や顔料を特定するた

めに、エネルギー分散型蛍光 X 線分析システム XGT-

5200(株式会社堀場製作所) を用いて元素分析を行った。

これは Rh ターゲットを備えた X 線導管 ( 最大 50 kV, 1 

mA) とシリコンドリフト検出器を備えており、検出可

能な元素は周期表 11—92 (Na—U) までである。測定は

定性分析において X 線導管径を 100 μm とした。断面

試料の表面を 10 μm 角のマッピング測定を行い、顕著

に現れたピークについて検討を行った。

2.3. 熱分解－ガスクロマトグラフィー／質量分析

試料に含まれる材料および漆の詳細な成分分析を行

うために Py-GC/MS 分析を行った。この測定に供した

試料は 0.1―0. 3mg 程度である。測定に使用したのは

熱分解装置 PY-3030D ( 株式会社フロンティアラボ ) を

接続したガスクロマトグラフ質量分析計 6890N/5875 

GC/MS system (Agilent Technologies) である。使用カ

ラムは 30 m × 0.25 mm × 0.25 mm の Ultra ALLOY-1 

(MS/HT) ( 株式会社フロンティアラボ ) である。測定は

スプリットモードで行い、スプリット比は 20 : 1 とし

た。インジェクション温度とインタフェース温度は共に 

280℃ で維持し、オーブン温度は 40℃で 2 分間保持し

た後、12℃ /min で昇温、320℃ に達した後 10 分間保

持した。キャリアガスとしてヘリウムを用いて、一定流

量として 1.0 mL/min を保った。測定範囲は m/z 29―

800 で、イオン化法は EI である。得られたデータは解

析ソフト MSD ChemStation で解析した。

3. 分析試料

今回の分析には、4 区 3 層 より出土した試料 No. 1

に付着していた黒色塗膜、3 区Ⅲ層下 より出土した試

料 No. 2(3-31-71) に付着していた黒色塗膜、1 次 3 区

2 層より出土した 試料 No. 3(3-89-195) に付着していた

赤色部を有する塗膜を分析対象とした（第Ⅳ -17-2 図）。

いずれの試料も胎の部分は土であった。

4. 各手法における分析結果

4.1 薄片観察（第Ⅳ -17-3 図）

今回は No. 1、No.2 の 2 つの試料に関してはいずれ

も単層の塗りであった。一方、No. 3 は若干異なる塗り

であった。最下層に細長い構造が確認でき、その上に約

50 μm の層が存在し、その上に漆塗り層と思われる層

が 1 層と、赤色層が 1 層確認された。
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試料No.1（左︓表，右︓裏）

試料No.3:3-89-195（左︓表，右︓裏）

試料No.2:3-31-71（左︓表，右︓裏）

→

→

→

試料No.1（左︓表，右︓裏）

 試料No.3（左︓表，右︓裏）

試料No.2（左︓表，右︓裏）

試料No.1

試料No.3（左︓透過光，右︓クロスニコル）

試料No.2

第Ⅳ -17-1 図　サンプリングした土器の写真 第Ⅳ -17-2 図　分析に用いた試料片の写真

第Ⅳ -17-3 図　分析試料断面の写真
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試料No.1

試料No.3

試料No.2

第Ⅳ -17-4 図　ED-XRF 測定結果
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第Ⅳ -17-5 図　羽黒神社西遺跡出土遺物の Py-GCMS-m/z 108- イオンクロマトグラム抽出漆由来成分
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第Ⅳ -17-6 図　羽黒神社西遺跡出土遺物の Py-GCMS-m/z 57- イオンクロマトグラム抽出漆由来成分
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4.2. XRF 分析（第Ⅳ -17-4 図）

断面試料に対して XRF によるマッピング分析を行っ

たところ、いずれの試料においても鉄（Fe）の存在が確

認できた。No. 1 と No. 2 に関しては胎の土器が漆側に

付着したためであると予想される。一方、No. 3 は赤色

顔料部と最下層から鉄が検出される一方、中間層と最下

層からはケイ素も検出されている。このことから、中間

層は土を含んだ層ではないかと予想される。

4.3 Py-GC/MS（第Ⅳ -17-5 図）

各試料の小片を用いた Py-GC/MS 分析を行ったとこ

ろ、No.1 および No.2 の試料からは漆に由来する有機物

のピークが得られた。一方、No.3 からは漆に由来する

成分が検出されなかった。これは、試料の半分以上が土

由来と思われる成分であったため検出されなかったと考

えられる。

5. 全体の考察

以上の結果から、今回分析した土器に関しては No.1

および No.2 は土器へ直接漆を塗布していることが見て

取れる。No.3 の赤色の彩色に関しては、下塗り層が確

認できた。ただ、赤い層の下の層は No.1 と No.2 と比

較して塗膜内にまだらに夾雑物が確認（第Ⅳ -17-2 図）

できることから、ほかの 2 つよりも多くの混合物を含

んだ漆の利用が示唆される。また、塗りの厚さも薄いこ

とから表面を彩るよりも滑らかにする意味合いが強いと

考えられる。赤色部分には塗膜成分が観察できず顔料の

形に添ってその下の層が存在していることから、半乾き

の状態で顔料を塗布していた可能性もある。また、この

顔料からは鉄が検出されており、弁柄の使用が示された。

本分析によって分析に供した 3 点のうち、2 点に漆の

利用が確認、または想定された。東北地方の北半に分布

している円筒式土器分布圏では、現時点においては土器

に漆が塗布される事例は極めて少なく、その多くには大

木式土器の影響が認められる。このことは東北地方にお

ける漆利用技術の中で、土器に漆を塗布する技術が大木

式土器分布圏を中心に展開したことを示唆するかもしれ

ない。本遺跡における分析成果もこの推測を裏付けてい

ると考えられる。

18　光ルミネッセンス法を用いた
　　 羽黒神社西遺跡出土土器資料
　　 の被熱温度推定

下岡 順直（立正大学地球環境科学部）

1. はじめに

羽黒神社西遺跡で出土した縄文時代早期から晩期に

おける土器資料について、ルミネッセンス法による被熱

温度推定を行った。ルミネッセンス法は、一般には熱ル

ミネッセンス（TL）や光ルミネッセンス（OSL）による

年代測定（例えば、長友 1999；下岡 2018）に用いら

れるが、温度の関数としてルミネッセンス計測をするこ

とから、石英や長石など測定対象鉱物の被熱履歴を推定

する方法としても利用されてきた（例えば、長友ほか

2003；西村ほか 2007；下岡 2016）。ルミネッセンス

を用いた被熱履歴の評価方法については、TL グローカー

ブ形状法や TL 感度法、赤外光ルミネッセンス（IRSL）

感度変化法などがある（小畑・下岡 2015）。今回は、

測定する試料の扱いが容易で、かつ対象物が露光して

いても被熱履歴の評価が可能な IRSL 感度変化法を用い

て被熱温度推定を行った。OSL（IRSL）信号は、露光の

みで加熱が生じなければ放射線量に対する OSL（IRSL）

強度はほぼ変化しない（Rhodes 2011 など）とされて

いる。IRSL 感度変化法では、このような特性を活かし

て被熱温度推定を行う。

被熱温度推定のために今回対象とした試料は、縄文時

参考文献

原由宇稀・本多貴之・宮腰哲雄　2019　「デーノタメ遺跡より出土
した考古遺物の科学分析」『北本市埋蔵文化財調査報告書　第 22
集　デーノタメ遺跡総括報告書』（第 2 分冊）　561-575 頁　北
本市教育委員会

試料番号 主たる成分 特記事項
No.1 漆および植物油 無し
No.2 漆の可能性が高い 無し
No.3 検出成分無し 有機物確認できず

表Ⅳ -17-1　PyGCMS の測定結果の概要
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350 〜 600 nm（半値幅）とし、160℃で 60 秒間プレヒー

ト（測定前の加熱処理）後、測定温度 60℃で 100 秒間

行った（下岡・長友 2001）。

4. 結果

測定した 40 〜 80 秒間の IRSL 強度を積算し、「加熱

処理試料」の IRSL 強度を、「露光試料」の IRSL 強度

で規格化した。測定した土器片ごとに段階加熱による

IRSL 感度変化の結果を第Ⅳ -18-2 図に示す。

土 器 片 1 は、500 ℃ ま で は IRSL 強 度 は 1 を 下 回

るが、600℃では IRSL 強度が 1 を超えた。土器片 2

は、600 ℃ ま で は IRSL 強 度 は 1 を 下 回 る が、700 ℃

では IRSL 強度が 1 を超えた。土器片 3 は、600℃ま

で は IRSL 強 度 は 1 を 下 回 る も し く は ほ ぼ 1 で あ る

が、700℃では IRSL 強度が 1 を超えた。土器片 4 は、

600℃までは IRSL 強度は 1 を下回るもしくはほぼ 1 で

あるが、700℃では IRSL 強度が 1 を超えた。土器片 5

は、500℃までは IRSL 強度は 1 を下回るが、600℃で

は IRSL 強度が 1 を超えた。土器片 6 は、600℃まで

は IRSL 強度は 1 を下回るが、700℃では IRSL 強度が

代早期土器 6 点、前期土器 1 点、中期土器 1 点、晩期

土器 1 点の合計 9 点の土器片 1 〜 9 である。土器片 1

〜 9 の型式や重量等の情報は表Ⅳ -18-1 に示す。

なお、分析試料については破壊を伴うため、資料化し

ていないものを用いた。

2. 測定前試料処理

測定前試料処理は、約 180 ℓxの蛍光灯下で行った。

まず 50℃恒温槽で乾燥後に、土器片の表面を小型グラ

インダーで薄く削り落とした。これは、土器片が埋まっ

ていた周辺土壌からの汚染を防ぐためである。その後、

乳鉢を用いて土器片を粉砕し、標準ふるいで 50 μm 以

下の粒子のみを選別後、アセトン溶液を用いて粒度を約

10 〜 50 μm に調整した。そして、10％過酸化水素水

処理で有機物を除去し、20％塩酸による処理で炭酸塩

鉱物を除去した（以下、「ナチュラル試料」とする）。

「ナチュラル試料」はガラスシャーレに移し、約 30  

kℓxに設定した人工太陽システム（セリック社製 SOLAX 

XC-100B 形）を用いて 8 時間露光して、OSL 信号を人

為的にゼロリセットした。「ナチュラル試料」は、露光

のみで加熱処理無し測定試料（以下、「露光試料」）と、

露光後に電気炉を用いて 300 〜 900℃まで 100℃刻み

で 1 時間ずつ加熱処理を行った測定試料（以下、「加熱

処理試料」）を用意した（第Ⅳ -18-1 図）。

3.IRSL 測定

「露光試料」と「加熱処理試料」は、小型 X 線管球

（下岡ほか 2015）を用いて 10 Gy 照射後、IRSL 測定を

した（第Ⅳ -18-1 図）。IRSL 測定は、OSL 自動測定装置

NRL-99-OSTL2-KU（下岡ほか 2015）を用いて行った。

IRSL 測定の条件は、励起波長 890 ± 30 nm、検出波長

土器片 時期 層準 型式 器形 状態 長さ（㎝） 重量（g） 被熱温度
1 早期 Ⅲ Ⅱ群：押型文（日計式） 深鉢 胴部 30.4 7.61 500-600℃
2 早期 Ⅲ下部 Ⅰ群：薄手無文 深鉢 胴部 46.5 10.605 600-700℃
3 早期 Ⅱ下部 Ⅹ群：貝殻文 深鉢 胴部 50.3 14.276 600-700℃
4 早期 Ⅱ ⅩⅠ群：貝殻沈線文（常世 1 式） 深鉢 口縁部 29.4 6.612 600-700℃
5 早期 Ⅲ Ⅵ群：沈線文 深鉢 胴部 33.5 6.674 500-600℃
6 早期 Ⅲ下部 Ⅶ群：条痕文 深鉢 胴部 38.7 11.045 600-700℃
7 前期 Ⅰ ⅩⅥ群：大木 1 式 深鉢 口縁部 35.0 10.875 500-600℃
8 中期 覆土 ⅩⅧ群：大木 8b 式 深鉢 装飾部 4.2 32.9 500-600℃
9 晩期 Ⅲ a ⅩⅩ群：大洞 C2 式 深鉢 胴部 28.0 5.236 600-700℃

「ナチュラル試料」

人工太陽システムで露光：約30 ㎘xで8時間

「露光試料」
「加熱処理試料」

電気炉で加熱処理
300～900℃で1時間

（100℃間隔）

放射線照射（10 Gy）

IRSL測定

第Ⅳ -18-1 図　IRSL 感度変化法による被熱温度推定の実験手順

表Ⅳ -18-1　羽黒神社西遺跡第１・２次調査出土土器資料の情報と被熱温度推定
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1 を超えた。土器片 7 は、500℃までは IRSL 強度は 1

を下回るもしくはほぼ 1 であるが、600℃では IRSL 強

度が 1 を超えた。土器片 8 は、500℃までは IRSL 強度

は 1 を下回るが、600℃では IRSL 強度が 1 を超えた。

土器片 9 は、600℃までは IRSL 強度は 1 を下回るが、

700℃では IRSL 強度が 1 を超えた。

5. 考察

5-1. 被熱温度推定

過去の被熱温度を T0、電気炉による加熱処理温度を

T1 とする。IRSL 感度変化法では、同一試料で同じ被ば

く放射線量のとき、電気炉による加熱処理温

度が過去の被熱温度を超えない時、すなわち

T0 ＞ T1 もしくは T0=T1 の場合、「露光試料」

の OSL 強度に対して「加熱処理試料」の

OSL 強度の感度変化はほとんど生じないもし

くは小さい。これに対して、電気炉による加

熱処理温度が過去の被熱温度を超えた時、す

なわち T0 ＜ T1 の場合、OSL 強度は感度変化

を生じ、「露光試料」に対して「加熱処理試

料」は系統的に変化する。そこで、OSL 強

度が「露光試料」とほぼ同じで一定に維持さ

れた後に OSL 強度が増加へ変化する温度に

着目すると、過去の被熱温度は OSL 強度の

感度が増加へ変化する温度付近であると推定

できる。つまり、IRSL 強度が低温側からみ

て感度の増加変化を起こし、かつ、「露光試料」

の IRSL 強度を超える（例えば、図Ⅳ -18-2

の縦軸で 1 を超える）最初の変化点付近を

被熱温度として推定する。この判定方法を用

いて、土器片 1 〜 9 の被熱温度を推定した。

土器資料の被熱温度は、第Ⅳ -18-2 図の

IRSL 感度変化の結果より、土器片 1 では約

500 〜 600℃程度、土器片 2 では約 600 〜

700℃程度、土器片 3 では約 600 〜 700℃

程度、土器片 4 では約 600 〜 700℃程度、

土 器 片 5 で は 約 500 〜 600 ℃ 程 度、 土 器

片 6 では約 600 〜 700℃程度、土器片 7 で

は 約 500 〜 600 ℃ 程 度、 土 器 片 8 で は 約

500 〜 600℃程度、土器片 9 では約 600 〜

700℃程度に被熱した可能性が示された（表Ⅳ -18-1）。

5-2. 推定された被熱温度について

縄文土器の焼成温度に関する先行研究では、江藤

（1963）は熱収縮率を測定し、縄文土器の焼成温度は

550℃近傍と推定した。梅田（1967, 1968）は示差熱

分析と加熱減量、熱膨張収縮など熱的性質について検討

を行い、縄文土器は 200℃前後で乾燥膨縮を示し、一

般に 600℃付近で結晶水放出による膨縮が認められ、焼

成温度の上限が約 600℃の低温焼成のものが多いと結

論づけている。新井（1973）は露天における焚火の炎

の温度を測定するために、三種の釉薬を用いた「モデル

規
格

化
し

た
I
R
S
L
強

度

温　度（℃）

第Ⅳ -18-2 図　土器片１〜９の段階加熱による IRSL 強度の感度変化
　縦軸は、「加熱処理試料」の IRSL 強度を「露光試料」の IRSL 強度で
規格化した値。横軸は、加熱処理温度。
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板対照測定法」を行い、800 〜 950℃の間であること

を確認した。ただし、この温度は焚火の炎の温度であり、

土器そのものの吸収温度とは別であるとしている。大沢 , 

二宮（1983）は、縄文土器は 500℃に達していないも

のも認められるが、土器胎土の酸化アルミニウム抽出法

による結果では 800℃を中心として 700 〜 850℃程度

に収まるとした。また、いろいろな方法に基づくデータ

から推論し、700 〜 900℃あたりと考えるのが妥当と

した。その一方で、阿部（1995）は、縄文土器の製作

実験を行い、器体が赤透色になるまで焼かず、器体の全

面が赤化する程度の 10 分間のみ焼成とした場合、最高

温度は 680℃を記録したが、焼成時間の大半は 500 〜

550℃の間を記録したと報告しており、縄文土器の焼成

温度は 500 〜 600℃で 10 〜 15 分程度の焼成であった

と仮説を呈示した。そして、器体の保水性と煮沸時の熱

効率を高めるとされる土器断面の黒化層（炭化層）は、「土

器焼きの火」である土器の焼成時間と温度に相関し、「料

理の火」で直接土器を焙って出来た赤化層が器体破損の

要因になったという見解を示した。

本分析では、縄文土器片の推定された被熱温度は約

500 〜 700℃程度であり、先行研究と符合する結果で

あった。また、どの土器資料も 600℃付近もしくはそ

れ以下の焼成温度であり、縄文早期から晩期にわたって

焼成温度に大きな変化は見られなかった。本分析に供し

た土器の機種はすべて深鉢であり、試料の部位は土器片

１、2、3、5、6、9 が胴部、土器片 4、7 が口縁部、土

器片 8 が装飾部である。本分析結果では、深鉢土器の

胴部や口縁部でもそれほど高温になっていなかった。ま

た、土器断面の肉眼観察を行ったところ、土器断面の赤

化層が最も顕著な土器資料は土器片 2、4、6 であった。

阿部（1995）の指摘を考慮すると、本分析に供した土

器資料については直接土器が焙られたことによる赤化層

があまり発達しないような加熱状況下であった可能性が

示唆されるかもしれない。

6. まとめ

縄文時代早期土器 6 点、前期土器 1 点、中期土器 1

点、晩期土器 1 点の合計 9 点の土器片について、IRSL

感度変化法を用いて被熱温度推定を行った。その結果、

600℃を中心として少なくとも約 500 〜 700℃程度の

被熱を受けた可能性が指摘できた。
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19　羽黒神社西遺跡出土土偶・　　
　　 土製品の X線 CTスキャン画像

佐々木　理（東北大学総合学術博物館）

1. はじめに

羽黒神社西遺跡では、縄文時代中期・大木 8b 段階に

属すると考えられる土偶・土製品が多数発見されている。

中でも、2 点の袋状土製品は完形、あるいはほぼ完形の

状態で出土している。これらの袋状土製品は、完形であ

ることから、厚みや内部の構造を窺い知ることができな

い。また、同様に土偶についても破損した状態であって

も、内部がどのような構造であるかを知ることができな

い。これらの土偶・土製品の内部構造を知ることは、こ

れらの遺物に関する製作技術や機能に関する検討に対し

て、より多くの情報を提供することになろう。

そこで今回、5 点の土偶（同一個体としては、3 点）、

及び 2 点の袋状土製品について X 線 CT スキャンを行い、

内部構造の分析を行った。

2. 撮影条件等

ScanXmate-D180RS270 （コムスキャンテクノ、神奈

川）を用いて撮影し、conCTexpress （ホワイトラビット、

東京）を用いて断層像を再構成した。MolcerPlus （ホワ

イトラビット、東京）を用いて 3 次元コンピュータ画

像化した。

撮影条件は、X 線管電圧 185 ~110kV、管電流 200 

μA　　、画像解像度 28~83 μm、1800 プロジェクション

/360°。

3. 結果

サーフェスレンダリング法により遺物表面、断面によ

り内部構造、素材に含まれる粒子等のサイズや分布を観

察した。その結果、土偶 4-16-25 脚部と胴部は複薄層

の積層から成ること、輝度の高い鉱物粒子がやや少ない

など類似する（第Ⅳ -19-2・4 図）。

土偶 4-13-21 は積層構造が顕著でなく、均質性が高く、

かつ、含有する鉱物粒子は細粒であり、土偶 4-16-25

とは明瞭に区別できる（第Ⅳ -19-6 図）。

土偶 4-13-22 は、積層構造はやや明瞭であるが、含

有する鉱物粒子は細粒であることから土偶 4-16-25 と

は明瞭に区別でき、4-13-21 との共通性が高い（第Ⅳ

-19-8 図）。

土 偶 4-7-14 は、 積 層 構 造 は や や 明 瞭 で、 含 有 す

る鉱物粒子は、4-13-21 に比べるとやや粗粒となる。

4-16-25 は、4-13-21、4-13-22 とも区別できる（第Ⅳ

-19-11 図）。

袋状土製品 4-24-51 は、積層構造が比較的に明瞭に

認められ、含有する粒子のサイズ幅が大きい、すなわち、

選別度合が低いと思われる（第Ⅳ -19-13 図）。4-24-51

内部面には帯状の擦痕（？）が認められるほか、形成時

期は不明だが泥薄層の乾燥時に形成されるようなひび割

れが認められる。

袋状土製品 4-24-51 の外面には線状模様が描かれて

いるが、底面にはない。また、底面の前方縁と後方縁は

やや盛り上げられているように見える。

袋状土製品 4-27-54 は、積層構造は比較的に不明瞭

であり、含有する粒子が少なく、4-24-51 に比べて均質

である（第Ⅳ -19-16 図）。

袋状土製品 4-27-54 の底面中央に円状平面が認めら

れる。断面を見ると円状平面の縁に加工痕が認められる。

袋状土製品 4-24-51、4-27-54 の底面は平らな面にな

るようにデザインされている。
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第Ⅳ -19-1 図　4-16-25 脚部展開図

第Ⅳ -19-2 図　4-16-25 脚部断面 CT 画像
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第Ⅳ -19-3 図　4-16-25 胴部展開図

第Ⅳ -19-4 図　4-16-25 胴部断面 CT 画像

第Ⅳ -19-5 図　4-13-21 展開図
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第Ⅳ -19-8 図　4-13-22 断面 CT 画像

第Ⅳ -19-6 図　4-13-21 断面 CT 画像

第Ⅳ -19-7 図　4-13-22 展開図
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第Ⅳ -19-11 図　4-7-14 断面 CT 画像

第Ⅳ -19-10 図　4-7-14 展開図

第Ⅳ -19-9 図　4-7-14 頭部
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第Ⅳ -19-12 図　4-24-51 展開図

第Ⅳ -19-13 図　4-24-51 断面 CT 画像
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第Ⅳ -19-14 図　4-24-51 上部の拡大断面 CT 画像

第Ⅳ -19-15 図　4-27-54 展開図
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第Ⅳ -19-16 図　4-27-54 断面 CT 画像
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本調査の結果、平坦面の少ない舌状台地に、縄文時代

早期初頭から古代にかけての遺構、遺物が検出された。

2か年に渡る調査面積は、約 5,000 ㎡に及ぶ。

縄文時代早・前期　4 区東側のⅢ層下部を中心にして、

早期初頭から前期前葉までのⅠ群からⅩⅥ群にいたる土器

群が発見された。これらの土器群は、従来の型式に当て

はめると、以下の通りとなる（表Ⅴ -1）。

特筆されるのは、これまで県内で例が少なかったⅠ

群：薄手無文土器とⅢ群：押型文土器であり、他の土器

群と合わせて、不明確であった当該時期の土器型式に対

して多くの情報をもたらすことになろう。

残念ながら、これらの土器群に伴う石器資料や遺構に

ついては不明であるが、本遺跡は縄文時代早期初頭から

前期前葉まで、生活圏の中に組み込まれていたことが窺

われる。村山市は、早期から前期にかけての資料（加藤

1982）が数多く発見されており、今後近隣において当

該時期の拠点集落跡の発見と調査が期待される。

縄文時代中期の遺構　本遺跡は、縄文時代中期が中心と

する時期である。住居としては、南斜面の傾斜が緩やか

な地点の SB561 と、尾根頂上付近の ST562 が該当し、

ともに大木 8b 式（古）～（中）段階に相当。住居跡の

可能性のあるこの 2 棟だけでは、遺物の膨大な出土量

に対して少な過ぎる印象を抱く。そのため、おそらく集

落本体は本来近隣にあり、本調査地は主に捨て場、フラ

スコ状土坑等の使用の場として機能したと考えられる。

同じく大木 8b 段階に位置付けられるフラスコ状土

坑は、覆土が基本層序Ⅱ・Ⅲ層や地山土とともに、多

量の遺物と炭化物を含む。一方で、地山土が盛られた

SF488 と SF513 の盛土状遺構の周囲には、大量の遺物

が分布し、かつ火を焚いた跡である焼土遺構も集中す

る。また、土器の接合資料から SK393 － SK396b －

SK399（遺物図版 3-25-31）と SK398 － SK501（遺

物図版 3-23-41）、剥片石器の接合資料からは、SK398

－ EP553（遺物図版 5-55-415）と SK396 － SK399

－ SK447（遺物図版 5-59-507）、土偶から SK396b －

SF488（遺物図版 4-1-3・4）などといった遺構間接合、

ないし同一個体が認められ、遺構間の同時性が明らかと

なった。

これらの状況を勘案すると、遺構の同時性が窺われ

る一方で、フラスコ状土坑と盛土状遺構の関係、そして

フラスコ状土坑の構築と廃棄の過程が浮上してくる。す

なわち、地山を掘り込んでフラスコ状土坑が構築される

とともに、SF488 と SF513 の場所に土坑掘削時に排出

した残土が置かれる。そして、残土上（あるいは、残土

置く前）やその周辺に遺物が捨てられる。残土置き場と

なった盛土状遺構の周りやその上では、火が焚かれ、炭

化物と焼土遺構が残される。フラスコ状土坑は、若干の

崩落がみられることから、一定期間は開口状態にあった。

しかし、天井付近が完全に崩落する前に、フラスコ状土

坑は埋められる。埋める際には、残土置き場の土が使わ

れたのであるが、残土置き場の周囲に散布する遺物や炭

化物を巻き込んだ土が使われる。炭化物を主とする覆土

もあるため、意味は不明であるものの、埋める過程では

残土でなく、炭化物を主として投入した時もあった。わ

ずかに残った残土が、SF488 と SF513 の「盛土状遺構」

として残される、という過程である。

前期前葉 ⅩⅣ群：大木 1式
前期初頭 ⅩⅢ群：上川名Ⅱ式
早期末 ⅩⅡ群 b類：縄文条痕文・繊維なし

ⅩⅡ群 a類：縄文条痕文・繊維あり（槻木上層式）
早期後葉 -
早期中葉 ⅩⅠ群：貝殻沈線文（常世Ⅰ式）【6段階】 Ⅹ群：貝殻復縁圧痕文 

（寺の沢式？・大寺式？）Ⅸ群：貝殻沈線文（明神裏Ⅲ式）【5段階】
Ⅷ群：貝殻沈線文（田戸下層式）【3・4段階】
Ⅵ群：沈線文（三戸式）【2段階】 Ⅶ群：条痕文

早期前葉 Ⅴ群：厚手無文
Ⅲ群：押型文（日計式）【後半期】 Ⅳ群：平行沈線 +縄文

早期初頭 Ⅰ群：薄手無文 Ⅱ群：撚糸文

表Ⅴ -1　羽黒神社西遺跡出土早・前期土器編年表（【〇段階】は、飯塚 2008に依拠）
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こうしたフラスコ状土坑構築と廃棄に至る過程につ

いて、明らかにしたのは大きな成果であるものの、当遺

構の用途については、明らかにできなかった。なお、フ

ラスコ状土坑の構築に関しては、本調査において打製石

斧のような土掘り具は、発見されなかった。1 点のみ出

土した打製石斧（遺物図版 5-12-85）は、長さ 11 ㎝程

度であるため、2m 以上掘り込むフラスコ状土坑構築に

用をなさない。今のところ、土掘り具は木製であったと

予想される。

一方では、遺構の同時性が認められたが、フラスコ状

土坑の SK079 < SK011、SK396a < SK396b といった

切り合いや、SB561 の建て直しも想定されることから、

遺構の時間差も認められる。しかし、後述する土器型式

や AMS 年代測定値からは、大きな差は見出せなかった

ため、ごく短期間での時間差であったと考えられる。

縄文時代中期の土器群　本遺跡の出土土器の大部分は、

縄文時代中期中葉を中心とした時期に所属する。土器の

内容としては、東北地方南部地域に広く分布する大木式

土器が大部分を占め、時期は大木 7式～ 8b式に相当し、

主体は大木 8b 式である。詳細な型式は、大木８a（新）

～大木 8b（中）式が主体となり、その期間集落が継続

していたことが窺える。そのため本遺跡は土器型式から、

同じ村山市の西海渕遺跡（山埋文 1991・1992）とほ

ぼ同時期に営まれていたと考えられる。

出土土器の大部分は、遺跡の東側（3・4・5 区）に

集中している。遺物は、検出された多くの遺構に伴って

出土したが、特に盛土状遺構に伴う遺物量が突出してい

る。また、基本層序Ⅱ層を中心とした遺物包含層出土も

同様に、多量の遺物が出土した。

器種は深鉢、浅鉢を主体とし、有孔鍔付土器、鉢、台

付鉢、把手付皿、注口土器、器台、蓋、ミニチュア土器

等がある。中でも大型の有孔鍔付土器（遺物図版 3-83-

187）が特筆される。おそらく、これまで国内で確認さ

れた有孔鍔付土器の中でも最大級の大きさとなろう。

本遺跡では、保存状態は悪いものの、彩漆土器が可能

性も含めて15点認められた。彩漆された土器の器種は、

有孔鍔付土器が 7 点、深鉢が 4 点、浅鉢が 4 点で、有

孔鍔付土器が最も多い。上述の大型有孔鍔付土器のよう

に、有孔鍔付土器には塗漆が全く残存しないものがある

のであるが、本来は彩漆されていたものと思われる。近

年、福島県川俣町前田遺跡では、大木 9 式を含めた縄

文時代中期～晩期にかけての多数の彩漆土器や木胎漆器

が発見されており、本遺跡も同様に多様な彩漆土器や漆

器が元々あったものと想定される。

縄文時代の石器・石製品　本調査で発見された剥片石器・

磨製石斧・礫石器、及び石製品は、多時期の土器群の存

在から、多時期のものが混在している可能性がある。し

かし、土器片の出土量からすれば、大半の石器資料と石

製品は、大木 8b 式に帰属するものと思われる。そうし

た場合、羽黒神社西遺跡出土の石器資料は、他の遺跡の

中期中葉の当該時期の石器組成と大きな違いはないと言

える。石製品についても同様である。一方で、特筆に値

するは、黒耀石や琥珀、磨製石斧のアオトロ石の産地で

ある。これらの石材は、産地から遺跡までの距離があり、

北海道や新潟、栃木、宮城、岩手、ないし千葉といった

広域にわたる交易を示す証拠となるものである。

ヘラ形石器の使用痕分析では、皮革加工と木材加工

に用いられたことが推定された。ヘラ形石器は、主に皮

革加工に用いられたとする推定が従来は多かった（高橋

2007 ほか）が、当該石器が木材加工にも用いられた可

能性が示された。

縄文時代中期の土偶・袋状土製品のＸ線 CT 画像解析　

土偶と袋状土製品は、形態や文様からすべて大木 8b 式

土器段階に位置付けられる。今回、土偶や袋状土製品の

内部構造の分析のために、X 線 CT スキャン画像解析を

行った結果、内部の微細な輪積み痕や内面側の調整、隠

されてしまった孔の痕跡などが判明し、破壊しなければ

観察できないことが非破壊で明らかにすることができ

た。土偶・土製品の内部構造が判明することは、製作

工程が容易に推定することができ、当該資料に対する X

線 CT スキャン画像解析は、製作技術解明の大きな一助

となると言えよう。今後、土偶に対する X 線 CT スキャ

ン画像解析事例の蓄積による土偶製作技術研究の深化が

望まれる。

一方で、中空土偶（遺物図版 4-9-19・20 ～ 4-13-

21・22）は、新潟県津南町上野遺跡採集の中期初頭の

中空土偶に次いで、中空土偶の古い事例となる（阿部

1998）。文様は異なるものの、形態的や製作技術は類似

しており、系統的な関連性が窺われる。なお、米沢市台

ノ上遺跡では、上述の脚部（遺物図版 4-13-21）と同様
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の形態と文様の脚部が 2 点出土している（米沢市教委

1997）。

理化学分析　縄文時代中期に関する分析結果を中心に

まとめると、まず中期中葉を示す AMS 年代測定値の 2

σ較正暦年範囲は、3,600 ～ 2,400cal BC を示し、特に

3,300～2,800cal BCに集中する。集中する暦年範囲は、

遺跡の継続期間を示している可能性があるが、主体と

なった従来の大木 8b 式の範囲（小林 2019）としては

上限に幅がある。そのため大木8b式の年代については、

今後の事例の蓄積を待ちたい。なお、土器付着炭化物の

AMS 年代測定値では、より古い年代値を示しているも

のがあり、海洋リザーバー効果の影響と思われる。

炭化材・種子と種子圧痕による植物利用では、クリ、

オニグルミ、ヌルデ、カエデ、コナラ属コナラ節、トネ

リコ属シオジ節、アサダ、サクラが燃料材として用いら

れ、クリ、オニグルミ、コナラ、コナラ属コナラ節、サ

ンショウ、ササ属、ササゲ属アズキ亜属、マメ科？、エ

ゴマの種子が炭化種子と土器の種子圧痕として検出され

た。炭化材ではクリが、炭化種子ではクリとオニグルミ

が多く、燃料材として、そして食用としてクリとオニグ

ルミは、主要な位置を示していたと考えられる。なお、

大木 8b（古）の深鉢土器（遺物図版 3-271-568）は、

少なくとも 20 ヶ所の圧痕が認められ、1 個体の土器内

においてササ属種子とエゴマ果実の圧痕と同定された。

今回、大木 8b 式土器 10 点の炭化物付着土器につい

て安定同位体測定を行った結果、C3 植物と C3 植物摂

取動物の推定結果とともに、C3 植物と C3 植物摂取動

物及び海産物、堅果類のようなタンパク質がわずかな

C3 植物、といった推定結果が得られた。海産物の推定

結果は、内陸に位置本遺跡でも海産物が食材として持ち

込まれた可能性を示している。

光ルミネッセンス法による被熱温度推定では、早期初

頭から晩期に至る時期ごとの被熱温度、すなわち土器焼

成時の温度が明らかとなった。基本的には、600℃を中

心にして約 500℃～ 700℃程度の間で焼成されたもの

の、時期的な違いも認められた。今後は、製作実験との

比較や、焼成時間との関係が求められよう。

縄文時代晩期　4 区東側と 6 区では、遺構は不明であ

るが、大洞 A 式土器がわずかながら発見された。村山

市宮の前遺跡（山埋文 1999 など）や作野遺跡（山埋文

2009 など）では、晩期の集落跡が確認されており、本

遺跡において何らかの関連性が想定される。なお、2 点

の有茎石鏃は、当該時期に帰属する可能性がある。

古墳時代中期　古墳時代中期に関しては、遺構がなく、

土師器片が 3 区 1 点のみ確認された。河島山丘陵の南

端近くにある東根市八反遺跡（山埋文 2019）では、5

世紀中葉の集落跡が発見されており、本遺跡において何

らかの関連性があったのかもしれない。

古　代　8 世紀中～ 9 世紀末頃の遺物がわずかながら発

見され、古代の遺構に帰属する SK237 が検出された。

本遺跡の周辺には、古代の集落跡（山埋文 2020）が集

中しており、本遺跡が立地する地点も当時のヒトの、何

らかの活動領域に組み込まれていたことが窺われる。9

世紀末頃に位置付けられる 6 区 SK237 は、赤焼土器・

坏を土坑の覆土層下部に正位置に設置した後、底部付近

の破壊行為を行ったと考えられる。墓坑の可能性も想定

したが、残存リン・カルシウムが検出されなかったこと

から、当遺構の性格は不明と言わざるを得ない。ただし、

正位置に設置した坏を破壊する行為は、何らかの儀礼行

為であったことが想定される。

さいごに　本報告書の付編において、多々ご指摘を賜っ

たが、これらのご指摘については、今後の課題としたい。
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1　羽黒神社西遺跡出土の縄文時代
　  中期土器群について

阿部　昭典

1　はじめに

羽黒神社西遺跡からは、中期中葉から後葉の良好な資

料が出土している。ここでは、本遺跡の出土土器につい

て、若干の考察を加えたい。山形県内で当該期の土器群

がまとまって出土した遺跡は、最上町水木田遺跡（阿部・

佐々木ほか 1984）や舟形町西ノ前遺跡（黒坂 1994）、

西川町山居遺跡（氏家・志田 1998）、尾花沢市原の内

A 遺跡（佐藤・長橋 1984 など）、米沢市台ノ上遺跡（菊

地 1997・2006）、などがある。

東北南部における大木 8a 式土器の編年は、丹羽茂

（1981・1989）、森幸彦（1998）、中野幸大（2008・

2009・2011）による編年があり、２細分である。最近

では菅原哲文（2018）による２細分があり、従来の編

年観をほぼ踏襲している。筆者は、新潟県下越地方の大

木 8a 式について検討を加えて、中越地方や下越地方の

阿賀野川上流域で３細分を行った（阿部 2018）。細別

においては、共伴資料も乏しいこともあり、大木 7b 式

系統の土器の位置づけが問題となる。たとえば、古手

の小形の S 字状突起を有する土器群を大木 7b 式末とす

るか、大木 8a 式土器の古段階とするかで見解が分かれ

る。さらに、下越地方の三面川流域や山形県域では、大

木 8a 式の古い段階の変化が乏しいためか、３段階区分

は難しい状況にある。一方、大木 8b 式土器については、

丹羽茂（1981・1989）や水沢教子（1996）、中野幸大

（2008・2009・2011）、などの細分案があり、多くは

２段階区分にとどまる。筆者（2017・2018）は、新潟

県中越地方等で大木式系土器の編年を検討し、下越地方

でもある部分で同じ基準で細別可能であると考えた。つ

まり、大木 8b 式の口縁部文様帯の隆線文は、細く低い

隆線から太く高い隆沈線への変化で捉えられ、次第に口

縁部が区画文化して、大木 9 式の区画文内充填縄文手

法への変化として理解される（水沢 2003、など）。

以上の点を踏まえて、本遺跡出土土器を中心に編年的

位置づけを整理するとともに、①矢羽根状沈線文を持つ

土器、②口縁部隆帯文土器、③大木系特殊深鉢、④壺形

土器、⑤台形土器、について周辺地域の類例と比較しな

がら検討を加えたい。

2　中期中葉から後葉における深鉢の変遷

１）大木 8a 式土器の深鉢

本遺跡出土土器の大木 8a 式は、やや古い資料も見ら

れるが、大部分は後半段階に帰属すると考えられる。本

遺跡では、SK226 でこの時期の資料がまとまって出土

している。深鉢の特色は、口縁部と頸部・胴部の３帯構

成や口縁部・胴部の２帯構成をとる深鉢がある。頸部が

やや短いのがこの時期の特徴である。本遺跡では、口縁

部に２本１単位の隆線で波状文を描き、①波頂部が渦巻

文になるものや、②剣先状の文様が付加されるもの、③

対向弧状文を付加するもの、が特徴的に認められる（第

１図２～４・６～８）。２・６・８などは、剣先状の文

様が付加されるもので、大木 8b 式古段階に位置づけら

れる場合もあるが（菅原 2018）、波状文が一周して、

そこに弧状隆線が添付されたものであることから、剣先

文ではないと判断し、ここでは大木 8a 式の範疇で捉え

ることとした。この剣先様の隆線文の類例は、新潟県

阿賀野川流域でも確認される（阿部泰 2011）。頸部は、

横位に区画されるものもあるが、非常に狭い。胴部文様

は、２本１組の細い隆線文や沈線文による渦巻文や縦位

の懸垂文、横位の頸部・胴部区画が特徴的である。

２）大木 8b式土器の深鉢

本遺跡出土の大木 8b 式土器は、古段階から新段階ま

で揃っていると考えられる。現段階では、東北南部の大

木 8b 式土器は３段階区分が可能であると考えられる。

９～ 19 は古段階と考えられるが、明確な遺構共伴資

料は認められない。この段階の深鉢は、口縁部・頸部・

胴部の３帯構成をとるキャリパー形と、口唇部の狭い文

様帯と口頸部・胴部の３帯構成をとる外反形がある。口
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付編　第 1図　羽黒神社西遺跡出土土器の変遷図（S=1/10）
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縁部文様帯は、２本の細く低い隆線で曲線文が描かれる

が、単位文化する。隆線文端部の渦巻文にⅤ字状の貼付

文が付される剣先文が特徴的である。隆線の接地面が未

調整になるものもある。胴部文様は、基本的に前段階か

ら引き継いでおり、地文縄文に２本か３本１組の沈線や

２本の隆線により、横位・縦位区画と渦巻文などの曲線

的文様を描く。

20 ～ 28 は 中 段 階 の 資 料 と 考 え ら れ、 本 遺 跡 の

SK396 でまとまって出土している。この段階の深鉢は、

前段階と同様に、キャリパー形と外反形がある。口縁部

文様帯の隆帯文は、やや太くなって渦巻文などが突起化

する傾向がある。口縁部文様帯には、前段階と同様に単

位文化した剣先状隆線文が描かれる。頸部は無文帯にな

るが、やや狭くなるようである。胴部文様は、３本１組

の沈線文に加えて、隆線による文様表出が多くなり、こ

れらの隆線文はやや太い隆線が使われるようになる。文

様は、渦巻文や曲折文、縦位の懸垂文や横位区画などが

ある。本段階になると、矢羽状沈線文が口縁部や胴部に

充填される土器群（25）や、口縁部に隆帯文がめぐる

樽形土器が伴うと考えられる。加えて、外反形の深鉢は

口唇部の渦巻文様が肥大化して前面にせり出す傾向があ

ると考えられる（27・28）。

29 ～ 34 は新段階に位置づけられると考えられる。

この時期の深鉢は、キャリパー形と外反形の器形は継続

する。この段階の口縁部文様帯は、区画文化して渦巻文

と連結するのが特徴である。これらの隆線上には双頭渦

巻文が溝状に表出されるものが特徴的に見られる。頸部

無文帯は、前段階と同様に狭くなる傾向がある。胴部文

様は、隆線に沈線を沿わせる隆沈線が特徴的で、大形の

渦巻文や曲線文の両端に渦巻文を持つものなど曲線文が

描かれる。この段階でも、地文縄文に隆線を貼りつける

手法をとるようである。外反形の深鉢では、口唇部文様

帯の肥大化は継続し、やや大きな渦巻文などが特徴的に

見られる。さらに、本段階には、口縁部に隆帯文がめぐ

る樽形土器や、口縁部文様帯の区画内に矢羽状沈線・刺

突文を充填する土器などが伴うと考えられる。

本遺跡では、明確に大木 9 式古段階と理解される土器

は確認されておらず、大木 8a 式新段階から大木 8b 式

新段階にかけての土器でまとまるものと考えられる。

３　地文に矢羽状沈線をもつ土器群（第 2 図）

本遺跡からは、地文に矢羽根状沈線を充填する資料が

比較的まとまって出土している（第２図１～ 11）。ほと

んど破片資料であるが、大木 8b 式の範疇で捉えられる

土器の口縁部文様帯や胴部隆線文間に矢羽状沈線文が施

されている。地文に矢羽根状沈線文を持つ土器としては、

新潟県中越地方の栃倉式土器があり、これらとの関係性

が注目される。本遺跡出土土器の矢羽状沈線文は、①短

く太い刺突状のもの、②長く太いもの、③細く深い鋭利

な沈線文、などが認められる（第２図１～ 11）。これら

の矢羽状沈線文は、栃倉 1 式（佐藤 2014）のものとは

やや異なるが、共通した要素も認められる。

県内や周辺地域の大木 8b 式土器を見てみると、１遺

跡に数例程度であるが、口縁部や胴部に矢羽状沈線文

を充填する例が確認される（第２図 12 ～ 31）。県内の

類例は、西海渕遺跡や山形市熊ノ前遺跡（佐々木ほか

1979）、野新田遺跡、西ノ前遺跡などで認められる（第

２図 12 ～ 16）。これらは、キャリパー形深鉢の口縁部

文様帯の隆帯文の間に矢羽状沈線文が充填されるもの

で、胴部は地文縄文になる。

　また下越地方でも山形県や福島県と同様な土器様相が

見られ、明瞭な栃倉式土器はほとんど認められない。そ

のなかでも、阿賀町キンカ杉遺跡（東蒲原郡史編さん委

員会 2012）や村上市前田遺跡（富樫・赤羽 1993）、村

上市春木山遺跡（吉井ほか 2015）などで僅かに確認で

きる程度である。これらの地域は、中越地方の長岡市域

からそれほど距離が離れていないにも関わらず、栃倉１

式・２式土器の影響が非常に希薄であると言える。

一方、福島県域では、会津・中通・浜通り地方で僅か

に散見される（第２図 20 ～ 28）。これらの多くは、キャ

リパー形深鉢の口縁部区画に矢羽状沈線文が充填され

るものであるが、西会津町上小島 A 遺跡（古川・木本

2003）やいわき市愛谷遺跡（樫村ほか 1985）の出土

土器には、胴部の腕骨文間などに矢羽根状沈線文が充填

される資料が認められ、栃倉１式土器に類似しているこ

とから搬入品の可能性もある。

次 に 宮 城 県 域 の 類 例 は、 仙 台 市 高 柳 遺 跡（ 佐 藤

1995）、仙台市上野遺跡（佐々木ほか 2010）などがあ

る（第２図 29 ～ 31）。これらも他の地域と同様に、キャ
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付編　第 2図　羽黒神社西遺跡と周辺地域の矢羽状沈線文を充填する土器群
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リパー形深鉢の口縁部文様帯の区画内に刺突文が充填さ

れる資料が目立つ。

これらは、１遺跡や地域内では非常に稀な存在である

ものの、東北地方南部の広範囲に広がることが分かる。

その大部分は、搬入されたものではなく、在地で製作さ

れたものと考えられる。時期的には、大木 8b 式でも後

半段階の土器群に限られており、古い段階の資料は僅か

であると言えるだろう。このことからも、これらは中越

地方の栃倉１式土器の影響を受けて出現した可能性が高

いと考えられる。しかし、大木８ｂ式でも古い段階とみ

られる土器に矢羽状沈線文を持つ事例もあり、在地の大

木式にも内在する文様である可能性も否定できない。

4　口縁部隆帯文をもつ樽形土器（第３図）

本遺跡では、口縁部に隆帯がめぐる樽形土器がある

（第３図１～５）。これらは、これまでの大木 8b 式土器

研究ではほとんど取り上げられてきておらず、位置づけ

は不明な部分が多い。また口縁部の隆帯や胴部文様も多

様であり、一つにまとめられるかについては問題も残る。

本遺跡の事例では、口縁部隆帯は、①１本横位にめぐる

もの、②１本横位にめぐって４単位等で上部に円形文が

付加されるもの、③２本の隆帯が横位にめぐって数単位

で縦位の隆帯が付加されるもの、④２本の隆帯が横位に

めぐって円形・方形（長楕円）区画がまわるもの、⑤２

本の隆帯が横位にめぐって渦巻文と方形区画文がまわる

もの、⑥２本の隆帯が横位にめぐって方形区画の端部が

渦巻文になるもの、などがある。胴部は、ほとんどが地

文縄文のみであるが、一部に胴部文様を隆帯や沈線文で

描くものもある（５）。

周辺地域でも、類似の樽形土器が認められる（第３図

６～ 27）。山形県内では、山居遺跡、朝日町八ッ目久保

遺跡（佐竹 1999）、西海渕遺跡、台ノ上遺跡、西ノ前遺跡、

鶴岡市栗山遺跡（斎藤・水戸ほか 1994）、などがあり、

通常の大木 8b 式土器が出土する遺跡でほぼ確認できる

（第３図６～ 15）。口縁部隆帯文や胴部文様の特徴は、

羽黒神社西遺跡の出土資料と共通するが、その他にも口

縁部隆帯間に矢羽状沈線文や縄文側面圧痕を施す事例が

みられる。

一方、周辺地域の新潟県では、口縁部隆帯文をもつ樽

形土器はほぼ下越地方のみに分布し、阿賀町北野遺跡（高

橋・斎藤 2005）や前田遺跡、春木山遺跡、などで出土

例が確認できる（第３図 16 ～ 19）。口縁部には、渦巻

文と横位楕円区画や円形文と横位楕円区画、渦巻文と楕

円区画が連結するものなどがあり、山形県域と類似する。

福島県域では、福島市月崎 A 遺跡（原・安中 1997）

や福島市西ノ前遺跡（梅宮・今野 1997）、福島市和台

遺跡（西戸・新井ほか 2003）など、中通り地域の北部

に偏在するようである（第３図 16 ～ 22）。本地域も、

円形文と横位楕円区画や渦巻文と楕円区画が連結するも

のがあり、後者では区画内に矢羽根状などの刺突文を施

すものが目立つ。

宮城県域では、高柳遺跡や山口遺跡、上野遺跡など

で出土例が見られるが、それほど多くはない（第３図

23・24）。文様は、他地域のものと同様な特色があると

言えるだろう。

一方で、盛岡市域の大木 8b 式土器にも、同様な樽形

土器が多く確認される（第３図 25 ～ 27）。25 のよう

な胴部が有文の土器は比較的多く、東北南部の樽形土器

と関係性があるかどうかは不明である。これとは別に、

26・27 のように、胴部が地文縄文のみの資料も存在し、

東北南部のものと類似性が高い。この種の樽形土器の地

域的な関係については、さらなる検討が必要であろう。

口縁部隆帯文の起源については、大木 8b 式の口縁部が

外反する深鉢の口唇部に沈線文や渦巻文が施される土器

との共通性が見られ、成立過程において何らかの影響関

係が想定される。一方で、樽形の器形は大木 8a 式期か

ら存在しており、口縁部に橋状把手が連続してめぐるも

のが多く、これらとの関係性も否定できない。さらに、

これらの口縁部隆帯文土器は、大木 9 式古段階にも連

続するとみられ、今後とも検討していく必要がある。

５　「特殊鉢形土器」の特色（第４図）

本遺跡からは、鉢形のキャリパー形土器が数点確認さ

れているが、これらは胴部の途中で切られたような寸胴

の器形を呈するのが特徴である（第４図１～４）。これ

らの土器には、小形と大形品が見られ、多くの場合は煮

沸痕がない。このことから、煮沸具とは異なる特殊な土

器器種であることが想定される。周辺地域でも、この種

の土器が僅かに確認されるが、全て同じ器種として捉え

られるかについてはさらなる検討が必要である。
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１～５：羽黒神社西遺跡
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23

25
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６～８・10・15：山居遺跡（山形・西川町）、９：栗山遺跡（山形・鶴岡市）、11：西海渕遺跡（山形・村山市）、12：八ッ目久保遺跡（山形・朝日町）、13：台ノ上遺跡（山形・米沢市）、
14：西ノ前遺跡（山形・舟形町）、16・19：春木山遺跡（新潟・村上市）、17：前田遺跡（新潟・村上市）、18：北野遺跡（新潟・阿賀町）、20：和台遺跡（福島・福島市）、21：月崎A遺跡
（福島・福島市）、22：西ノ前遺跡（福島・福島市）、23・24：高柳遺跡（宮城・仙台市）、25～27：柿ノ木平遺跡（岩手県盛岡市）

18

24

１～12・14～17・20～24・26：S=1/10、13・18・25・27：S=1/12

付編　第 3図　口縁部隆帯文の土器群
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山形県内では、原の内遺跡や山居遺跡、西海渕遺跡、台

ノ上遺跡、などで数例が確認される程度である（第４図

５～８）。これらの赤彩の有無は不明である。

新潟県域では、この種の土器が、前田遺跡や春木山遺

跡で出土しており（第４図 11 ～ 13）、ほぼ下越地方に

限定される。前田遺跡の事例 11 は、石組炉の床に敷か

れた土器であるが、赤彩等については不明である。春木

山遺跡の事例 12 は、口縁部に突起が付属したとみられ

る円孔を持つ。

福島県域では、類例は確認できていないが、宮城県域

では高柳遺跡などで類例が見られる（第４図９・10）。

これらは他の類例よりも器高がより低い傾向がある。

東北北部でも、秋田県鹿角市天戸森遺跡（秋元ほか

1984）や岩手県湯田町本内Ⅱ遺跡（星ほか 1998）で

確認される（第４図 14・15）。天戸森遺跡出土資料 14 は、

内面や外面の隆帯に赤彩が施されており、その特殊性が

うかがわれる。15 の本内Ⅱ遺跡出土資料は屋外の土器

埋設遺構であり、口縁部や胴部隆線文に赤彩が施されて

いる。このように、事例は少ないものの、新潟・山形・

秋田の日本海側を中心に散発的な分布が認められる。

６　有孔鍔付土器の系譜（第５図）

本遺跡からは、有孔鍔付土器の系譜上にあると考えら

れる壺形土器が出土している（第５図）。東北地方にお

けるこの種の土器は、中部地方の有孔鍔付土器の影響を

受けて成立したものと考えられ、地域的特徴を有する（阿

部 2006・2008）。大まかには、東北南部では、多くはキャ

リパー状に内湾する口縁部に円孔が一周するもので（第

５図７～ 16）、東北北部は口縁部直下ないしは頸部に 2

本の隆帯がめぐって、縦位の橋状把手が付属するもので

ある（第５図 17 ～ 28）。前者の口縁部には円孔がめぐ

るものの明確な鍔は附属しない。これに対して、後者の

口縁部は鍔状の隆帯が 2 本めぐるが、円孔を持たずに

無文帯になる。胴部文様は、いずれも地文縄文が施され

ずに、無文地に横位・縦位区画文や大形渦巻文、剣先文

を伴う曲線文などが描かれる。器面には、赤彩・漆が塗

布される事例が目立つ。これらの帰属時期は、大木 8b

式期が中心であると考えられるが、一部は大木 9 式古

段階まで残存すると想定され、その後の中期末葉の東北

系壺形土器へと変化すると考えられる。

羽黒神社西遺跡出土資料１～３は、東北南部では稀な

１
２

３ ４ ６

７
８

９
10

11

12 13
14 15

１～４:羽黒神社西遺跡（山形・村山市）、５：原の内遺跡（山形・尾花沢市）、６：山居遺跡（山形・西川町）、７：西海渕遺跡（山形・村山市）、８：台ノ上遺跡（山形・米沢市）、
９・10：高柳遺跡（宮城・仙台市）、11：前田遺跡（新潟・村上市）、12・13：春木山遺跡（新潟・村上市）、14：天戸森遺跡（秋田・鹿角市）、15：本内Ⅱ遺跡    （岩手・湯田町） S=1/10

５

付編　第 4図　大木系特殊鉢の類例
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21 22 27 28

S=1/10

23
24

26

１～6：羽黒神社西遺跡（山形・）、7・17：西海渕遺跡（山形・村山市）、8・9：原の内A遺跡（山形・尾花沢市）、10：月崎A遺跡（福島・福島市）、11：愛谷遺跡（福島・いわき市）、
12・13：石生前遺跡（福島・柳津町）、14：連郷遺跡（福島・いわき市）、15：山居遺跡（山形・西川町）、16：高柳遺跡（宮城・仙台市）、17：清田台遺跡（岩手・一関市）、
18～21・23：柿ノ木平遺跡（岩手・盛岡市）、22・24～28：大館町遺跡（岩手・盛岡市）

1～２：羽黒神社西遺跡（山形・）、３：山居遺跡（山形・西川町）、４：野新田遺跡（山形・鶴岡市）、５：西海渕遺跡（山形・村山市）、
６：キンカ杉遺跡（新潟・阿賀町）、７・８：石生前遺跡（福島・柳津町）、９：愛谷遺跡（福島・いわき市）

S=1/8

１ ２
３

４

６

５

７ ８ ９

５ ６

４

付編　第 5図　有孔鍔付土器関連の大木 8b式期の壺形土器

付編　第 6図　大木 8a 式～ 8b式期の台形土器
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口縁部無文帯下に２本の横位隆帯と橋状把手がめぐる資

料で、１は非常に大形の樽形を呈するとともに、口縁部

に貫通孔が列状にめぐる。これらは地理的に非常に離れ

ているものの、盛岡市域の壺形土器との類似性が強く、

直接的ないしは間接的関係が想定される。ただ、盛岡市

域もしくは周辺地域における当該期の壺形土器の口縁部

に、孔列がめぐる事例は確認できない。４・６は口縁部

を欠損する胴部資料で、胴部には隆線で渦巻文などが描

かれる。５は東北南部特有の口縁部がキャリパー状に内

湾する小形の土器である。観察した限りでは、赤彩や漆

などの塗彩は、明瞭ではない。これらも、ほぼ大木 8b

式期に帰属すると考えられる。加えて、これらの壺形土

器に伴う推測される蓋形土器も 2 点出土している。

７　台形土器（第６図）

本遺跡からは完形復元できた台形土器が２点出土し

ている。これらは無文で、脚部に２個１組の円孔を４単

位有する。また、これらには二次焼成やコゲ等の付着物、

摩耗などの使用痕は確認できない（第６図１・２）。こ

れらの帰属時期は、大木 8a 式後半～大木 8b 式と推定

される。

山形県内では、この時期の台形土器は稀で、数例確認

できる程度である（第６図３～５）。形態的には、３は

やや器高が高いが、４・５は低い傾向がある。脚部の円

孔は３・５が１個４単位のようである。

新潟県下越地方では、阿賀町キンカ杉遺跡の事例があ

り、台面（受け面）に二重円を囲むように弧線がめぐっ

て星形になる（第６図６）。脚部には２個１組の円孔が

まわり、その周囲を沈線文が囲むように描かれる。

福島県域では、石生前遺跡の事例や愛谷遺跡の事例な

どがあり（第６図７～９）、石生前遺跡では、10 点以上

出土しており、器内面に二次的に火を受けた「剥離」し

たと考えられる痕跡が観察されることや、それを踏まえ

て「行火」的用途や「火桶」などの用途が指摘されてい

る（佐藤・長尾 1991）。

これらの中期中葉～後葉の台形土器は、台面の直径よ

りも器高が低く、脚部に１個４単位か、２個１組４単位

の円孔が配置され、その周囲に隆線による文様が描かれ

るものが目立つ。これらは、中部・関東地方からの影響

で受容されたとみられる。台形土器の用途については、

中部地方の台形土器は、土器製作時の「文様割付台」の

可能性などが指摘されている（室伏 2002、など）。ま

た筆者は、中期末葉の東北地方の台形土器について検討

した際に、注口付浅鉢等を煮沸時に用いる五徳のような

加熱台であると推定した（阿部 2016）。しかし、中期

中葉～後葉の東北地方の台形土器には、あまり二次的加

熱痕が顕著ではないことからも、中期末葉のものと異な

る用途である可能性が高い。

８　網籠状文土器（第７図）

本遺跡からは、胴部に粘土紐を格子状に貼りつける事

例がみられる（第７図１～３）。１は粘土紐を胴部全面

に縦横に貼付けたもので、同時期の他遺跡の出土資料に、

類例は確認できなかった。この他にも、２・３でも部分

的に格子状に粘土紐を貼りつけられる資料がある。粘土

紐を未調整で貼りつける技法は、大木 8a 式から大木 8b

式古段階にも認められるが、全面に貼りつける類例はほ

とんどないが、西海渕遺跡などで胴部下半に格子目状に

貼り付ける事例が僅かに見られる程度である。これらは、

やはり編籠を模して施された文様である可能性が想定さ

れるだろう。

１ ２ ３
付編　第 7図　粘土紐による格子目文様の土器（S=1/6）
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９　おわりに

羽黒神社西遺跡出土土器は、一括資料に乏しいもの

の、大木 8a 式後半～大木 8b 式でまとまる良好な資料

である。また上述したような興味深い資料が出土してお

り、周辺地域との関係性や大木 8b 式期の地域間のあり

方を考えるうえで示唆に富む資料であると評価できる。

大木 8b 式土器の東北南部から越後・信濃への広がりと

変容については、水沢教子（1996）によって詳述され

ている。大木 8b 式の文様は、非常に広範囲に影響を及

ぼすものとみられるが、矢羽状沈線文や口縁部隆帯文を

もつ土器、特殊鉢形土器、有孔鍔付土器、台形土器など

の広がりや変化を見る限り、一方向的な影響関係という

よりも複雑に入り組んだ影響関係を有しているように認

識される。

以上、１度だけ資料を観察させていただいた程度であ

るが、これらを基に本遺跡出土土器に関する所見と考察

を執筆する機会を頂いた。可能な範囲で、幾つかの点に

ついて言及したが、まだまだ詳細を明らかにすべき課題

が残されていると言える。
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2　羽黒神社西遺跡と　　　　　
モノ送りの場の可能性

―北海道七飯町聖山遺跡との比較を通して―

佐川正敏

はじめに

筆者は、山形県埋蔵文化財センターおよび発掘調査担

当者の大場正善氏のご承諾の下、2014 年と 2015 年の

8 月に筆者の集中講義である「考古学実習Ⅰ」の一環と

して東北学院大学文学部歴史学科の 2 年生を引率して

羽黒神社西遺跡の発掘調査に参加した。本遺跡は、高速

道路建設の事前調査としてすでに実施された後期旧石器

時代遺跡である清水西遺跡、および本遺跡の北方で同時

進行中の 9 世紀の区画溝で囲まれた清水遺跡が隣接し

ている。

さて、本遺跡は舌状丘陵の先端にある羽黒神社へ続

く馬の背状の狭い平坦部から南北斜面への落ち際に、縄

文時代中期中葉の大木８ｂ式の段階を中心とする土器や

石器、土偶という日常・非日常的生活の道具の大量の破

片を主体に、一個体に復原できそうな土器が潰れた状態

で、あるいは一見完形の磨製石斧などが、南北二つの集

中区をもって出土していた。また、馬の背状の狭い平坦

部には、貯蔵穴と推定されているフラスコ状土坑や長時

間焚き火をした焼土遺構が数基ずつまとまって分布して

いたが、集落での日常生活に不可欠な竪穴住居跡はほと

んど存在しなかった。さらに、村山市の西海渕遺跡や岩

手県の西田遺跡のような典型的な環状集落の内帯に分布

する墓坑もあるようには見えなかった。したがって筆者

は、ここが集落遺跡ではなく、ここからある程度離れた

ところにある未知の集落で使用されて一次廃棄された廃

品を、縄文人が何らかの目的のためにわざわざ舌状丘陵

の尾根上まで運んで二次廃棄し、長時間火を焚き、ある

いはフラスコ状土坑に持ち込んだ食料を共食しながら、

新たな製作に先立つ広義のモノ送りのような儀式を行っ

た場所ではないか、と直感した。

筆者は、そのような印象を大場正善氏に語ったが、可

でも不可でもない受け止め方をされていたように記憶し

ている。その後、大場氏のご厚意で幾度も遺物の整理状

況を見学し、大型の有孔鍔付き土器を含む復原された土

器とその三次元計測による展開図を拝見する機会も得た

が、筆者のこの遺跡の性格に対する前述した印象は深ま

るばかりであった。山形県埋蔵文化財センターおよび大

場氏は今般、筆者がその見解を執筆することを快諾され

たので、まず北海道七飯町聖山遺跡の研究成果を紹介し、

つぎに羽黒神社西遺跡における二次廃棄の特色について

検討してみたい。

１　北海道七飯町聖山遺跡における二次廃棄
行為と目的

（１）聖山遺跡の発掘調査

聖山遺跡は、北海道新幹線の函館北斗駅の北方にあ

る亀田郡七飯町峠下の丘陵の広大な斜面に位置し、北海

道・本州直流幹線連係設備函館変換所の建設に先だって

1973 年に第 1 次発掘調査（付編第 8 図 (1) の第Ⅰ地点）

が、1974 年に第 2 次発掘調査（付編第 8 図 (1) の第Ⅱ

地点）が東北大学文学部（現大学院文学研究科）考古学

研究室によって（東北大学考古学研究会 1979）、1976

年と 1977 年（付編第 8 図 (1) の Loc.1 ～ 12）に北海道

大学教養部人類学研究室によって（吉崎昌一ほか 1979）

それぞれ発掘調査が行われた。なお筆者は、大学 3 年生

であった 1976 年に北大の発掘調査に短期間参加した。

その結果、縄文時代晩期中葉（聖山Ⅰ式～Ⅱ式段階：

大洞 C1 式～ C2 式並行段階）のありとあらゆる遺物を

含む集中区が計 15 ブロック（付編第 8 図 (1) の第 1 ～

14、18 ブロック）、続縄文時代の遺物集中区が計 3 ブロッ

ク（付編第 8 図 (1) の第 15 ～ 17 ブロック）検出された。

遺物集中区の分布状態を見るならば、未発掘部分にはさ

らに多くの縄文時代晩期中葉の遺物集中区が埋蔵されて

いると推定できる。筆者は、1976 年に土器の整理作業

に、大学院に進学した 1978 ～ 1980 年に発掘調査報告

星　雅之ほか　1998　『本内Ⅱ遺跡発掘調査報告書』岩手県文化振
興事業団埋蔵文化財センター

松本　茂・山岸英夫・丹治秀樹　1991　『東北自動車道遺跡調査報
告 11　法正尻遺跡』福島県文化センター

八木光則・千田和文ほか　1981　『大館遺跡群 - 昭和 55 年度発掘

調査概報 -』盛岡市教育委員会
吉井雅勇・寺崎裕助・大野淳史ほか　2015　『春木山遺跡Ⅱ（縄文

時代編）』村上市教育委員会
矢島敬之・末永成清　1999　『連郷遺跡』いわき市教育委員会
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入組文（入組文）と新式の聖山Ⅱ式の主要文様である横

位連続工字文（工字文）が、どのような比率で出現する

かをかつて調査した。その結果は、古式の連結入組文の

比率は第 13、第 6、第 7、第 3、第 8、第 2、第 9 ブロッ

クの順に減少し、一方で新式の横位連続工字文の比率は

第 7、第 3、第 8、第 1、第 9、第 2、第 10、ブロック

の順に増加する（付編第 8 図 (2)）。つまり、第 13、第 6、

第 7、は連結入組文が主体であり、第 3 ブロックは両文

様が半々存在し、第 8、第 9、第 2、第 1、第 10、ブロッ

クは横位連続工字文が主体であるので、おおむね北側の

第 13 ブロックから南へ向かって場所を移動しながら二

次廃棄行為が進行していったと推定した。

土器と石器の絶対量が最大の第 3 ブロックにおいて、

両主要文様の土器の分布を詳細に見るならば、連結入組

文は第 3 ブロックの北半部に多く、横位連続工字文は

南半部に多い（付編第 8 図 (3)）。したがって、第 3 ブロッ

クは新旧両文様が大きく入れ替わる聖山Ⅰ式期から聖山

Ⅱ式期への移行期に形成された可能性がある。このよう

な新旧両文様のブロックごとの比率の消長が、二次廃棄

行為によって各ブロックが形成された時間差、時間的推

移をある程度示していることが判明した。これは当時と

しては画期的な成果であった。

さらに、このことを浅鉢形土器と壺形土器でも点検

すると、古式の連結入組文の比率が第 10、第 8、第 1、

第 9 ブロックにおいて高い。とくに、浅鉢形土器の場合、

横位連続工字文は第 9 ブロックを除いて、まったく施

文されていない。浅鉢形土器と壺形土器は、鉢形土器と

比べて組成比率が低く（点数が少なく）、ベンガラの塗

布率も高いので、祭祀に多用され消費速度が低かったと

推定される。その結果、古式の連結入組文を施文した土

器が多く保持された可能性がある。

（３）遺物集中区ごとの土器の残存率の差

各遺物集中区において残存率の高い（曖昧な表現では

あるが比較的復原された）鉢形土器の比率（残存率の高

い鉢形土器の点数／それに破片資料を加算した点数）を

検討してみるならば、第 3、第 4、第 6、第 7 ブロック

は約 10％である。第 5 ブロックと第 13 ブロックは各

1％、2.4％と圧倒的に破片資料主体である。第 2 ブロッ

クは約 30％と高いので、第 2 ブロック内の土器の重量

比率を押し上げ、他のブロックと異なり石器製品の点数

書の作成に深く関わり、第 1 次・第 2 次発掘調査で出

土した土器に関する執筆を分担し、土偶とその他の土製

品の執筆を担当した。

縄文時代晩期の聖山遺跡には、炉跡や焼土以外に明確

な遺構がなく、とくに日常生活が営まれた集落に関わる

竪穴住居跡はまったく存在しなかったし、集落遺跡から

も一定の距離があった。したがって、聖山遺跡の縄文時

代晩期の複数の遺物集中区は、未知の集落内で一次廃棄

された廃品を聖山遺跡のある丘陵緩斜面まで幾度も運ん

では二次廃棄を繰り返して形成されたことが判明し、広

義のモノ送りのような儀式が行われたと推定した（東北

大学考古学研究会 1979）。

（２）聖山遺跡縄文晩期の複数の遺物集中区とその時間差

さて、聖山遺跡の縄文時代晩期の大小複数の遺物集中

区は、土器（ある程度復原可能な土器と破片を含む）と

石器（製品、石核、剝片などを含む）から構成されてい

た（付編第 8 図 (4)）。このうち第 1 次・第 2 次発掘調

査の第Ⅰ・第Ⅱ地点で検出された 7 つのブロック（付

編第 8 図 (1)・(4) の第 1 ～ 7 ブロック）ごとの土器の

重量比率（各ブロックの土器重量／ 7 つのブロックの

土器総重量）を計測し、ブロックごとの石器の製品（ツー

ル）の点数比率（各ブロックの石器製品の総点数／ 7

つのブロックの石器製品の総点数）を比較するならば、

第 3 ～ 7 ブロックの両者は近似した比率である。つま

り、第 3 ～ 7 ブロックの廃品の絶対量に多寡はある（第

3 ブロックのように同一地点で廃棄行為が連続された場

合がある）が、集落の一次廃棄場に集積された廃品を構

成する土器と石器の比率の近似性、あるいは集落におい

て平均的に消費された土器と石器の比率の近似性が、反

映していると考えられる。要するに第 3 ～ 7 ブロックは、

特定の製品だけが選択され搬入されて形成されたもので

はない。これに対して第 2 ブロックは、石器が非常に

少なく、土器が多く持ち込まれていた。土器と石器の重

量計測と比率の検討は、有効なのである。

つぎに、複数の遺物集中区が形成された、つまり二次

廃棄行為の時間差についてかつて検討した。聖山Ⅰ式か

Ⅱ式の区別ができる土器を含んでいる遺物集中区は、第

1 ～ 3 ブロック、第 6 ～ 10 ブロック、第 13 ブロック

の計 9 ブロックあった。この 9 ブロックに分布する鉢

形土器において、古式の聖山Ⅰ式の主要文様である連結
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比率とアンバランスになっている。

土器は、集落内の一次廃棄場においてすでに破片と

なっており、そこから聖山遺跡まで運搬され二次廃棄さ

れた過程でさらに分散した結果、各ブロックの 90％以上

が小破片となったということを示していよう。各ブロッ

クで 10％未満を占める残存率の高い土器の中には、二次

廃棄に伴う祭祀に使用されたものも含まれていた可能性

はある。そのような中で第 2 ブロックは、残存率の高い

土器が異常に多く含まれており、しかも横位連続工字文

が主体の聖山Ⅱ式段階に形成されたものである。したがっ

て、第 2 ブロックは二次廃棄に際して土器を使用した祭

祀が行われたことがよく見える事例なのかもしれない。

残存率が高い土器の解釈については、なお検討が必要

である。また、残存率の算出方法についても、その客観

性を高める改良が必要である。たとえば、残存率を算出

する土器は、口縁部の直径が判明しているか、あるいは

復原可能なものに限定し、それによって推定可能な器高

と底部直径から復原された外面の全面積を求めておく必

要がある。それと個別の土器の外面面積との関係で、残

存率を算出する方法が一案である。土器の残存率とその

算出方法については当時、吉岡恭平氏（元仙台市文化財

課長）が中心的に検討され、筆者も挑戦した。その後、

40 年経過したが、土器の残存率については検討が十分

深められたとはいいがたい。

（４）土器と石器の遺物集中区間の接合とその意味

第 1 次・第 2 次発掘調査地である第Ⅰ地点と第Ⅱ地点

から出土した土器と石器については、東北大学文学部考

古学研究室が一丸となって約 3 年間接合作業を行った。

とくに、土器の徹底した接合作業は、飯島義雄氏（元群

馬県教育委員会）を中心としながら進められた。そして、

土器の各器種や石器の製品、石核、剝片ごとの接合関係

の分析も行われた。これは当時、芹沢長介先生が東北大

学文学部考古学研究室の教授であり、旧石器研究におい

て接合作業が盛んに行われていたことが関係している。

その結果、第 3 ～ 7 ブロック間で複数の接合例が確

認された（土器は付編第 8 図 (3)、石器は付編第 8 図 (4)）。

二次廃棄のブロック間で接合例が確認されたのは、ブ

ロック内の廃棄物がすべて同一の集落からだけの廃棄物

ではないかもしれないが、少なくとも同一の集落が聖山

遺跡における連続した二次廃棄に一貫して関与していた

ということである。そして、土器と石器の接合関係を総

合的に見るならば、第 6 ブロックと第 7 ブロックの間

の接合関係、第 7 ブロックと第 3 ブロックとの間の接

合関係が比較的強い。つまり、同一集落の一次廃棄場か

ら聖山遺跡の聖山Ⅰ式期の連結入組文が主体である第 6

ブロック、第 7 ブロック、第 3 ブロックというような

順序で繰り返し二次廃棄が行われた過程で、そのたびに

一次廃棄場に取り残された同一個体の土器の破片や同一

母岩製の石器、あるいは同一個体の石器の破片が、時間

差をもって異なるブロックへ二次廃棄され、結果として

接合したことを示している。このような二次廃棄行為の

過程にある程度切り込むことができたことも、当時とし

ては画期的な成果であった。

一方で、連結入組文が主体である第 6、第 7、第 3 ブ

ロックと横位連続工字文が完全に主体となる第 1、第 2

ブロックとの間では、遺物の接合関係は確認されなかっ

た。おそらく、両ブロック群の形成に係る一次廃棄と二

次廃棄には、相当な時間差があったことが原因であろう。

東側の Loc.4 で検出された第 1 ブロックの東半部、第 8

～ 10 ブロックは、横位連続工字文が主体であるので、

これらのブロックも含めて接合作業を行っていれば、た

とえば第 3 ブロックと第 8 ブロックとの間で比較的多

い接合関係が確認されることになったと予想される。

（５）聖山遺跡の石組（石囲）炉の分布と意味

聖山遺跡の縄文時代晩期中葉の遺物集中区の付近、た

とえば第 4 ブロックの西側、聖山Ⅱ式期に形成された

第 1、２，第 8 ～ 10 ブロックで囲まれた空閑地には多

くの石囲炉が分布していた。第 5 ブロックの東側にも 3

基散見された。分布の特徴の 1 つは、第 4 ブロック内

の 1 基を除き、他の石囲は遺物集中区と重複せず、遺

物集中区の外側に位置することである。二次廃棄の場が

一定期間記憶されていたことになる。聖山Ⅰ式期と聖山

Ⅱ式への移行期に形成された第 3 ～ 7 ブロック、第 11

ブロックで囲まれた未発掘地にも空閑地があって、そこ

に複数の石囲炉が埋蔵されている可能性があろう。各ブ

ロックの廃棄行為に伴って行われた儀式において、火を

焚く必要があったのである。

２　羽黒神社西遺跡における集落外二次廃棄
行為の特色について
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（１）羽黒神社西遺跡の縄文中期の 2つの遺物集中区

北海道七飯町の聖山遺跡で縄文時代晩期中葉（聖山

Ⅰ式～Ⅱ式段階）に同一集落が関与した集落外二次廃棄

が繰り返し行われてきたことについて要点を解説してき

た。そこで改めて羽黒神社西遺跡の縄文時代中期中葉の

遺物分布を見るならば、馬の背部分の南の第 3 区（南

ブロックと仮称）と北の第 4 区（北ブロックと仮称）で、

2 つの遺物集中区があることが、発掘現場でも認識でき

たそうだし、土器と石器の重量分布図からも明らかであ

る（第Ⅲ -73 ～ 75 図）。さらに第 4 区の北ブロックに

は、土器重量分布から見て西側の 4023-4024 グリッド

と東側の 4028-4029 グリッドに土器破片がとくに集中

した２つの小ブロックがあり、剝片石器と礫石器の重量

分布から見て東側の 3928 グリッドがとくに集中した区

域である。これに比べると、第 3 区の南ブロックは廃

棄量がかなり少ないが、3320-3323 グリッドと 3420-

3421 グリッドにより集中した小ブロックがあり、そ

この 3320-3323・3422 グリッドに一定程度復原され

た残存率のやや高い土器がまとまって出土した（第Ⅲ

-28・29 図）。

その地形が集落を形成するために不適当であること、

縄文時代中期に一般的な大きさの竪穴住居跡が皆無であ

り日常生活空間とはいえないこと、そのような非日常空

間であった 4 区の遺物集中区である北ブロック内に何

らかの目的をもって長時間焚き火をした焼土遺構が二列

並んで分布すること、1 区北東隅、3 区北西隅と 4 区南

西隅を跨いだところ、3 区南西隅の三か所に貯蔵穴と推

定されてきたフラスコ状土坑がまとまって分布すること

から、これらの大量の遺物が未知の集落の一次廃棄場か

らわざわざここまで運搬されて二次廃棄され、その際に

焚き火をしてフラスコ状土坑に蓄えたものを使って（あ

るいは食して）何らかの行為（儀式）をしたことは明ら

かである。本報告書でも「捨て場」と記述されているが、

単なる捨て場であれば集落内でもその近所でも十分なの

に、わざわざここまで運搬されて二次廃棄された目的に

ついては、踏み込んだ記述を避けている。

（２）羽黒神社西遺跡の遺物集中区と遺構の分布

ここで検出された縄文時代中期中葉の遺構には、①

焼土遺構、②フラスコ状土坑、③盛土状遺構、④小型竪

穴状遺構と掘立柱建物跡などがある。これらは複数のグ

ループをなしており、そのことを中心に検討したい。

①焼土遺構が二列をなす意味

本報告書では、4 区にある北側の焼土遺構群と 3 区に

ある南側の焼土遺構群に分けて記述されている。前者は、

後述するように二列を意識した分布をし、後者は特段の

まとまりをなさず、分散している。ともにⅣ層上面で検

出された。焼土遺構は平面形が円形か楕円形を呈し、直

径ないし長径が 0.5 ～ 1.2 ｍで、断面形が船底状で、深

さが約 10cm と記述されているので、単なる焼け面で

はなく、炉穴を掘り込んだ炉である。そこに焼土が残さ

れているのは、炉が長時間使用された結果であるが、本

報告書によれば、一次使用時に残された灰層・木炭層・

焼土の上に使用休止期間中に堆積した埋土層を挟んで二

次使用の痕跡が確認されることはなかった。それは炉の

再使用に際して、埋土の掻き出しが行われた結果かも知

れないが、詳細は不明である。炉穴（ＳＬ 515 ～ 517）

から縄文時代中期中葉の土器が出土したので、この時期

の遺構である。

本報告書では、北側の焼土遺構群を A ～ D 列に分け

ているが、大きく見て二列が舌状丘陵の馬の背部分に

沿って 4 ～ 5 ｍ離れて並列することは誰の目にも明らか

であり、これは非常に重要な分布上の特徴である（第Ⅲ

-56・59・60 図）。各焼土遺構の間に時間差があったか

否かは明らかでないが、4 区の遺物集中区の北ブロック

で二次廃棄が行われていた間は、この二列のラインがそ

れぞれ意識されていたことが、非常に重要なことを意味

していると考えられる。

この二列の焼土遺構の位置を改めて土器・石器重量分

布図（第Ⅲ -73 ～ 75 図）に照らして見るならば、大き

くは 4 区の北ブロックに重なるが、北ブロック内には

多くの復原土器を含む土器と石器がもっとも密集する東

西 2 つの小ブロックがあって、その間に二列の焼土遺

構群は位置しているといえる。細かくいえば、北ブロッ

クの東の小ブロックのすぐ南西側に東列（あるいは北

列）の焼土遺構群が、遺物集中区の西の小ブロックのす

ぐ南東側に西列（あるいは南列）の焼土遺構群が位置す

る。つまり、二列の焼土遺構と北区の東西 2 つの小ブロッ

クが相互に関係があった可能性について検討する必要が

あると考える。

その際に、まず参考となるのが環状集落である。羽
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黒神社西遺跡から北へ約 4km のところには西海渕遺跡

があり、岩手県紫波郡紫波町の西田遺跡と並んで、東北

地方の大木 8a ～ 8b 式段階を代表する環状集落である。

環状集落は複数のグループ（小型の集落）が寄り集まっ

て、中央寄り（内帯）に放射状に並ぶ土坑墓群と遺体仮

安置建物と推定される掘立柱建物群からなる死後の空間

があり、その外側（外帯）に竪穴住居跡群と貯蔵穴と推

定されるフラスコ状土坑群からなる生者の空間を構成し

ており、その基盤には 2 つの大きな出自（祖先）集団

が存在したという説がある（谷口 2005）。西田遺跡の

内帯の環状をなす土坑墓群の中央には二列の土坑墓群が

あり、それが 2 つの出自集団を象徴するという考えに

基づけば、二列の土坑墓群は二大別される複数のグルー

プのリーダー、代表者の墓であったということになろう。

したがって、羽黒神社西遺跡の遺物集中区北ブロック

内部の東西 2 つの小ブロックと東西二列の焼土遺構群

には、大木 8a ～ 8b 式段階の環状集落の社会構造が反

映している可能性が浮かんでくる。つまり、羽黒神社西

遺跡の北ブロックは、二次廃棄を行った縄文人が帰属し

ていた未知の集落におけるそのような社会的原理に基づ

いて形成された可能性を考慮する必要があるので、上記

の視点の是非も含めて、羽黒神社西遺跡の構造論的再検

討が期待される。ただし、北側の焼土遺構群東列は、後

述の盛土状遺構 SF513 の西辺と重複しているので、焼

土遺構の炉穴が盛土と廃棄物で何度も覆われることが

あったはずである。したがって、焼土遺構群東列の構築

面・それらの同時性・全体の可視性・西列との同時性に

ついては、再検証の作業が必要である。

南側の焼土遺構群は、焼土遺構群とはいうものの、北

側の二列をなす焼土遺構群とは異なり列をなさず、1 基

を除いて 3 区の遺物集中区である南ブロック内に形成

された南側の盛土状遺構の東辺に散在している。南北の

焼土遺構群の分布の相違についても、ある程度解釈する

努力が求められる。なお、後述する掘立柱建物 SB561

内部に残された焼土遺構 SL406 は大型であり、配石を

伴わない複式炉を想起させる（第Ⅲ -36・42 図）。

②フラスコ状土坑が三群に大別できる意味

まず、本報告書ではとくに触れていないが、その平面

分布を見るならば、1 区北東隅に分布する西群（南北 2

つの小群に細分可能）、3 区北西部から 4 区南西部に跨

がって分布する中央群（南北 2 つの小群に細分可能）、

3 区東側に分布する東群の三群が、10 ～ 15 ｍの間隔

を空けて位置することが明らかである（第Ⅲ -17・31・

32）。細かく見れば 2 ～ 4 基の小群から構成されている

が、大きく見ればこれら三群は西から東に向かって延び

る舌状丘陵の馬の背部分に位置し、そして北ブロックと

南ブロックのちょうど間の遺物が集中しない場所に分布

する特徴を有している。しかもこの周辺は、フラスコ状

土坑を掘削した際に排出された地山起源の排土もほとん

ど残されていない、比較的クリーンな場所である。この

ことは、フラスコ状土坑群をあらかじめ舌状丘陵の馬の

背部分に長期にわたって 3 回以上断続的に掘削するこ

とを計画していたことを示している。

つぎに本報告書では、その断面形によって鼓形のＡ類

と逆台形のＢ類に分類し、さらにその大きさによって大・

中・小型の 1 ～ 3 類に細分している。フラスコ状土坑

の分類と分布の関係を見るならば、西群の北小群はすべ

て A2 類で、西群の南小群は B3 類、中央群は南北小群

ともに A1 類を主体とし、東群は B3 類を主体とするよ

うに、三群五小群のフラスコ状土坑の形状には明らかな

差があり、これは非常に重要な現象である。

これにより、フラスコ状土坑は A 類の鼓形から B 類

の逆台形へ、1 類の大型から 2 類の中型を経て 3 類の

小型へ、あるいはその逆に型式学的変化をしているとい

える。つまり前者の変化によれば、フラスコ状土坑三群

五小群が中央群→西群北小群→西群南小群→東群（その

逆も可）というように時間差をもちながら掘削されて

いった可能性が見えてきた。そして、このことはそれに

対応して二次廃棄も、大きく 3 回、細かく見れば 5 回

行われていた可能性を示している。本報告書においては、

フラスコ状ピットには切り合い関係から時間差があると

指摘しながら、土器型式や放射性炭素測定年代に現れる

ほどの時間差ではないと記述するにとどまっている。

本報告書で、廃棄された土器や石器を含む次述の盛土

状遺構などを使ってフラスコ状土坑の埋め戻しが行われ

たこと、それが両遺構間で土器や石器の接合関係が認め

られ、付近の焼土遺構群の炭化物も含まれることから裏

付けられること、したがってフラスコ状土坑の構築と埋

め戻しの繰り返しや盛土状遺構の形成が広い意味での同

時性をもちながら短時間に行われたと判断したことが記
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述されている。「短時間」とは、報告者が判断したフラ

スコ状土坑の所属時期である大木 8b 式段階の時間内と

いう程度の意味であろうが、大木 8b 式段階にも古・中・

新の亜段階があることに留意した再検討が期待される。

フラスコ状土坑の用途については、本報告書の「総括」

において「手掛かりとなる証拠は得られなかった」と慎

重に記述されている。三群のフラスコ状土坑は、結局次

述の二次廃棄物を含む盛土状遺構の土をわざわざ運搬し

てきてかなり埋め戻された。三群、あるいは五小群ごと

に順次使用済みになると、順次埋め戻されたのである。

これは、フラスコ状土坑が二次廃棄行為と密接な関係に

あったことを示すものであり、三群五小群のフラスコ状

土坑に対応して、二次廃棄行為も 3 ～ 5 回順次行われ

た可能性を示している。つまりフラスコ状土坑は、本遺

跡で行われた二次廃棄行為に伴う何らかの儀式において

必要不可欠な存在であったのである。

③盛土状遺構が南北二か所にまとまる意味

3 区と 4 区で遺物集中区と重なるようにある盛土状遺

構 SF488 と SF513 は、前述の三群のフラスコ状土坑の

掘削による排土（地山起源土）の搬出先であり、フラス

コ状土坑の埋め戻し土の供給元でもあった。

まず、盛土状遺構 SF488 および SF513 と三群のフ

ラスコ状土坑との距離は、フラスコ状土坑西群が 20 ～

30 ｍ、中央群が 10 ｍ、東群が 15 ～ 20 ｍあり、排土

を掘削したフラスコ状土坑のすぐとなりに置かず、わざ

わざ運んでいったことが分かる。それには特色があった。

第一に、排土の搬出先を南北二か所に限定していた

こと、南側の SF488 は遺物集中区の南ブロックにおい

て復原（残存率の高い）土器の分布とおおむね重複する

こと、北側の SF513 は遺物集中区の北ブロックにおい

て多くの復原土器を含む東小ブロックを中心とする分

布の東半と重複すること、SF513 は焼土遺構群の東列

とも重複することである。つまり、二か所の廃棄場所を

意識して排土の運搬も行われたのである。しかし、もう

1 つの遺物集中区である北ブロックの西半、つまり多く

の復原土器を含む西小ブロックを中心とするところに

は、SF513 は広がっていないし、別の盛土状遺構も存

在しない。SF513 は、雨水による拡散を考慮するにせよ、

その分布範囲と土量は、遺物集中区の北ブロック東小ブ

ロックと重複してなお大いに余りある。したがって、北

ブロック西小ブロックの廃棄時には、理由は不明だが、

フラスコ状土坑の排土は依然として北ブロックの東半で

継続していたことになる。

第二に、盛土状遺構の供給源であった土についてであ

るが、フラスコ状土坑に二次廃棄の儀式に伴って何らか

の物（食料の可能性が有力視される）を収納したので、

フラスコ状土坑 1 基あたり 1 ～ 4m3 × 3 ～ 4 基分の排

土量が、毎回すぐとなりから流入することを避ける必要

があったからと考えられる。また、盛土状遺構とフラス

コ状土坑との間で遺物の接合関係があることから、フラ

スコ状土坑を埋め戻す際にわざわざ盛土状遺構から二次

廃棄物の混じった盛土を再利用したことも、フラスコ状

土坑の周辺に残土がほとんどなかったことを示そう。

盛土状遺構 SF488 と SF513 は、すでに発掘現場で発

掘され、包括的に土層が線引き、記録され、本報告書で

包括的に報告されている（第Ⅲ -55・58 図）。堆積状態

について見るならば、南側の盛土状遺構 SF488 は、い

かにも盛土という断面形を呈している。土層についても、

SF488 と SF513 ともに少なくとも 1 層と 2 層の二枚く

らい、つまり 2 回以上の廃棄行為はあったということ

が分かる。したがって、今となっては遺物の平面分布お

よび復原土器の細分型式ごとの分布、土偶の完形品など

特殊遺物の分布を再点検すること、それによって二次廃

棄行為の平面的復原を行うこと、さらにそれによって盛

土遺構の形成過程を再検討することが期待される。

④竪穴状遺構と掘立柱建物跡

竪穴状遺構 ST562 は、フラスコ状土坑中央群の北東

端に位置し、遺物集中区の北ブロック南西縁に近く、フ

ラスコ状土坑 SK227 を完全に埋め戻してから構築され

た（第Ⅲ -31・54 図）。床面は全体が平坦でなく、北東

方向へ緩く傾斜し、南側以外の壁の立ち上がりも明確で

なく、炉跡もないので、臨時の建物と考えられる。柱穴

は、壁よりに南北に 3 基ずつ比較的対称位置に配置さ

れ、深さは不均一だが、約 50cm の深めの穴も 2 基あり、

屋根が架かっていたことが分かる。筆者は、フラスコ状

土坑中央群を羽黒神社西遺跡で最初に掘削され使用され

たものと推定しているので、ST562 はその後に構築さ

れたことになる。

掘立柱建物跡 SB561（第Ⅲ -36 図）は、南側の遺物

集中区の南東縁に接する位置に構築された。本報告書で
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は梁行 1 間×桁行 3 間と図示されており、その理由が

大型の焼土遺構 SL406 が SB561 の東西中軸線上に位置

することと記述されている。柱穴が重複しているので、

建て替えが 1 ～ 2 回あった点は重要であり、同時期の

環状集落の掘立柱建物の特徴でもある。しかし、後者は

桁行 2 間が通例であり、内部に炉跡はない。したがって、

本報告書では本来は壁を有する大型竪穴住居跡の存在も

想定されている。いずれにせよ、建て替えがあったとい

うことは、本遺跡で二次廃棄行為が複数回あったという

ことと対応する。

また、ST562 と SB561 の共通点として、ともに南北

の遺物集中区に重ならず、その縁に接する位置に構築さ

れたことがあげられる。なお、フラスコ状土坑東群の南

隣に位置する 3 区南東隅 3328 グリッドには、1 間四方

の掘立柱建物跡があるが、本報告書では認識されていな

い。柱間は SB561 より若干短めである。この建物跡は、

調査区の東側の未掘部分へ延びている可能性がある。

３　まとめ

（１）羽黒神社西遺跡における複数回の二次廃棄行為

フラスコ状土坑の型式ごとの分布に偏在性があり、中

央群→西群→東群という大きく見て 3 回の変遷があっ

たことを推定した。このことは、二次廃棄の集積である

遺物集中区についても北ブロックに東西 2 つの小ブロッ

クがあり、これに南ブロックを加えるならば、計 3 つ

のブロックがあったことと対応する。したがって、二次

廃棄は少なくとも 3 回行われたと推定される。

フラスコ状土坑の分布を微視的に見るならば、中央群

は南北 2 つの小群に、西群も南北 2 つの小群に細分で

きるので、計 5 回の掘削が繰り返された可能性がある。

今後、3 つの遺物集中区の土器片と復原された残存率の

高い土器について、大木 8a 式古・新段階、大木 8b 式古・

中・新段階ごとに分布の再検討を行えば、ブロックの細

分と土器型式から見たブロックの時間的変遷が復原でき

るかもしれない。その例が、「1 －（2）聖山遺跡の遺物

集中区とその時間差」において取り上げた聖山遺跡第 3

ブロックの南北細分である。本報告書では、接合作業の

成果が列挙されたが、今後ブロックや小ブロックを認識

した上でその成果を再検討することも期待される。

さらに、南北計３つの小ブロックに残存率の高い土器

が分布することの意味についても、集落内の一次廃棄場

の状況を反映するのか、二次廃棄に伴う完形品を使用し

た儀式なのかなど、今後再検討すべき課題である。

（２）羽黒神社西遺跡での二次廃棄とモノ送りの可能性

羽黒神社西遺跡のような舌状丘陵上へ、集落で使用され

一次廃棄された生活用品が、わざわざ多くの縄文人によっ

て運搬され二次廃棄されたこと自体、非日常的な行為であ

る。そして、そこで二次廃棄を行うごとに貯蔵穴の可能性

が指摘されてきたフラスコ状土坑が掘削され、建物も構築

され、火が焚かれたということは、ある種のモノ送りの儀

式が繰り返されていたということであろう。

４　おわりに

縄文時代晩期中葉の二次廃棄場であった聖山遺跡と

類似する性格の遺跡については、筆者も約 40 年間、十

分に探索することもなかった。羽黒神社西遺跡には、フ

ラスコ状土坑と建物跡等の聖山遺跡にない遺構もある

が、縄文人の二次廃棄行為、すなわちモノ送りが異なる

時期にも存在したことを知り、大変興味をもった。筆

者の短時間の勝手な分析で新知見を妄想することもでき

た。また、課題も多くあると感じた。羽黒神社西遺跡の

北側の焼土遺構群が東西二列に並び、南側の焼土遺構群

が散在することについては、改めて解釈したい。

聖山遺跡の報告書刊行から 40 年の節目の年に、二次

廃棄行為とモノ送りについて再考し、再論できたことは、

望外の喜びである。聖山遺跡の報告書刊行のための膨大

な作業に心が何度も押しつぶされそうになり、刊行後は

考古学をやめることすら考えたことを懐かしく思い出し

た。さて、山形県埋蔵文化財センターには大場正善氏を

含む優秀な先史時代研究者が多数おられるので、今後の

羽黒神社西遺跡の再検討を期待して筆を置く。
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集落跡 縄文時代

掘立柱建物
竪穴状遺構
フラスコ状土坑
土坑
ピット
土器敷き石囲炉
焼土遺構
盛土状遺構
遺物包含層
陥穴

縄文土器
土偶・土製品
剥片石器
磨製石斧
礫石器
石製品

薄手無文土器や押型文
土器等の縄文時代早期
前葉から前期前葉にか
けての土器群が出土。
縄文時代時代中期中葉
の大量の遺物が発見さ
れた。中期の遺物に伴
う掘立柱建物、竪穴状
遺構、フラスコ状土坑、
盛土状遺構などの遺構
が検出された。
古代の墨書土器を伴う
土坑が検出された

（ 文 化 財 認 定 箱 数：
608 箱）

集落跡？ 古代 土坑墓
須恵器
赤焼土器
砥石

要 約

羽黒神社西遺跡では、主に縄文時代中期の大木 8b 式土器段階に属する大量の深鉢・浅鉢形土器のほ
か、彩漆土器や器高 70㎝を超える有孔鍔付土器、土偶や土笛の可能性がある袋状土製品、剥片石器、
磨製石斧、礫石器、琥珀製の玉などの遺物が発見された。これらの遺物に伴う掘立柱建物、竪穴状遺
構、フラスコ状土坑、土器敷き石囲炉などが 3・4 区を中心に検出された。また、遺物包含層に重複
する南北 2 か所（3・4 区）の斜面から、盛土状遺構も検出された。これらの盛土状遺構は、フラスコ
状土坑を構築した際の残土置き場とみられる。フラスコ状土坑は、周辺に散布する遺物を巻き込んだ
上で盛土状遺構の土を使って埋め立てられた可能性が高い。また本調査では、縄文時代早期初頭から
前期前葉にかけての各種土器群が発見された。特に、県内では事例の少ない薄手無文土器と日計式土
器が多量に出土していることは、特筆される。ほかにも、縄文時代晩期の大洞 A 式土器なども出土した。
4 区では、墨書され、破損行為を行った赤焼土器・坏が出土した土坑が検出された。



山形県埋蔵文化財センター調査報告書第 239 集

羽黒神社西遺跡第 1・2次発掘調査報告書

第一分冊　本文・遺物観察表編

2020 年 3 月 31 日発行

	 発行　公益財団法人　山形県埋蔵文化財センター
		  〒 999 ‐ 3246　山形県上山市中山字壁屋敷 5608 番地
		  電話　023 - 672 - 5301
	 印刷　田宮印刷株式会社
		  〒 990 ‐ 2251　山形県山形市立谷川三丁目 1410 番地の 1
		  電話　023 - 686 - 6111





　この PDFデータは下記の報告書を底本として作成しました。
　閲覧を目的としていますので、詳細な写真や図面が必要な場合は、底本を参照して下さい。
　底本は、公益財団法人山形県埋蔵文化財センター、山形県内の市町村教育委員会、図書館、　　
各都道府県の埋蔵文化財センター、考古学を教える大学、国立国会図書館等に所蔵されています。
　所蔵状況や利用方法は、直接各施設にお問い合わせ下さい。

	 書名：	羽黒神社西遺跡第 1・2次発掘調査報告書　第一分冊
	 発行：	公益財団法人山形県埋蔵文化財センター
	 	 〒 999-3246
	 	 山形県上山市中山字壁屋敷 5608 番地
	 	 電話 :023-672-5301
	 	 URL:http://www.yamagatamaibun.or.jp/
	 	 mail:yac@yamagatamaibun.or.jp
	 電子版作成日：2020 年 3 月 31 日


	第一分冊_羽黒神社西遺跡_表紙
	第一分冊_羽黒神社西遺跡_本文
	電子版奥付羽黒神社西_第一分冊



